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【回/
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実施頻度
【回/
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理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

9000

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

23 1 1
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

常時は4歳
児27名を2
名の保育教
諭で見てい
るが、当時
はコロナで
休んでいた
保育教諭の
補助に１名
が回ってい
たため、当
日在籍の４
歳児23名を
保育教諭1
名で見てい
た。

・当児の
予想され
る動きを
見据え、
注意喚起
をする。
・普段よ
り配置が
薄くなる
場合は、
特に遊び
の環境を
考慮す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・園庭に
にぬかる
みがみら
れ、靴の
裏が滑り
やすく
なってい
た。
・着地点
にぬかる
みはな
かったの
で、当児
も保育者
も滑りや
すいこと
に気付か
なかった

・遊具だ
けでな
く、園庭
全体でぬ
かるみが
みられる
場合は特
に気を付
ける。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

・動きの
活発な児
童を把握
し、見守
り及び声
掛けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2～3メー
トル離れ
た位置か
らほかの
児童と話
しながら
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
ていたの
は4歳児23
名・教諭1
名のみ

常時と異
なる職員
配置で
あった。

担任で
あって
も、常時
と異なる
職員数で
保育する
場合は特
に気を付
ける。

9001

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

19 2 2
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左耳鼓膜
損傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

該当なし 特になし
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 該当なし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手にせん
だんの枝
を持って
遊んでい
たことが
怪我に繋
がる要因
の一つと
も考えら
れる。

園児たち自
身が発想し
た遊びを否
定したり、
自然物を除
外すること
は不可能で
あるが、園
児たちの行
動や様子に
気を配り、
様々なリス
クを想定し
た見守りと
必要に応じ
た声掛けを
丁寧にして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面に
変わりは
なくいつ
も通りで
あった
が、寝転
んでい
た。そこ
に他児が
現れ寝転
んでいた
ために、
本児の耳
の穴があ
らわに
なってい
るのを見
つけて枝
を入れて
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
は、本児
達の存在
や遊んで
いる様子
は知って
いたが、
他児の行
動には予
測が出来
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には3
歳児クラ
スのみで2
人の職員
がいた
が、一方
の職員は
その他の
子どもの
対応をし
ていた。

特になし

子どもの
動きを予
測し、職
員間でさ
らに連携
をしてい
く。

9002

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

24 2 2
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

全職員に
事故発生
の状況を
伝え、原
因分析、
対策を考
えてい
く。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
隣同士が
近くなっ
ていた。

環境を広
くできる
ように、
棚などの
配置を見
直す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもと
子どもの
間隔をあ
けて座る
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

両手を床
につけ正
座をし絵
本を見て
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

前で絵本
の読み聞
かせをし
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

座ってい
る子ども
の後ろか
ら座って
見守って
いた

絵本をみ
んなで見
るために
集まって
座ってい
た為。

子どもの
間隔をあ
けて座っ
ているか
確認す
る。

9003

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

5 2 2 1 1 1
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5趾基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3～4
2.基
準配
置

周りの子の
走るスピー
ドや方向転
換する予測
に欠けてい
た（職員も
同等に走っ
てしまっ
た）。報
告・連絡・
相談のタイ
ミングを逸
している。

職員は子ど
もに接近し
て走ると足
を踏む可能
性があるこ
と、職員の
靴の配慮を
すること。
報告・連
絡・相談は
必須事項で
あり、再度
周知徹底す
る。

2.不定期
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 ―

園庭、室
内外含め
て数人の
目で安全
確認をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

小人数で
あったが
ケガをさ
せてし
まった。
注意欠
損。

職員は、
靴を脱い
で走る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いっぱい
走り活発
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に
走って遊
んでい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は雑用業
務をして
いた。

5名の園児
対応で
あったの
で、保育
教諭は1名
で適時。

全員共有
で、靴の
重みで子
どもが骨
折する可
能性があ
ることを
再認識す
る。

9004

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

12 2 2
15.３
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上唇裂
創、右上
顎A 脱
臼、左上
顎A陥入

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

ー

1.基
準以
上配
置

コロナ禍
により、
事故予防
に関する
研修に参
加するこ
とができ
なかっ
た。

今後、研
修の機会
があれば
参加し、
職員一人
一人の安
全意識を
高めてい
きたい。

1.定期的
に実施

ー
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

295 特になし

遊具の周
囲に屋外
用マット
を置く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

降園前に
は、子ども
の目が行き
届くよう落
ち着いて過
ごせるよう
な活動をす
る。遊戯室
で遊ぶ時の
運動遊具の
数を減ら
す。安全に
遊べるよう
に遊び方の
約束をす
る。

子どもの
姿を予想
して、
サーキッ
トの作り
方や組み
合わせ方
をよく考
える。危
険だと思
う場所や
遊具は使
用しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

巧技台と平
均台の組み
合わせの手
前で子供を
見守ってい
たが、対象
児がマット
で足を滑ら
せた瞬間、
手を差し伸
べようとし
たが間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

フープや
ボールで
遊ぶ他児
の様子を
見守って
いたた
め、すぐ
に対応で
きなかっ
た。

遊戯室で
子どもた
ちが自由
に遊ぶに
は広範囲
で目が行
き届かな
い。

遊戯室で
運動遊具
を出して
遊ぶ時に
は、十分
目が行き
届き援助
できる職
員がいる
時に遊ぶ
ようにす
る。

　特定教育・保育施設等における事故情報データベース【令和6年3月21日更新】

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き
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実施頻度
【回/
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実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9005

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

52 14 15 23 4 2
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

ー
2.基
準配
置

預かり保
育時間中
で異年齢
児で過ご
す。本児
も室内を
走ってい
て、保育
教諭が注
意をしよ
うとした
際に他児
とぶつ
かった。

5月という
時期で園
生活にま
だ慣れて
いない園
児もいる
ため、室
内での遊
び方や
ルールを
丁寧に指
導する。

1.定期的
に実施

　
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

295 特になし

机の配置
を変える
又は片付
ける

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

未然に事故
を防ぐため
にも、職員
が約束事を
伝え危険な
状況になら
ないよう配
慮する。室
内を玩具の
種類ごとに
コーナー割
し、走った
り大きく動
き回らない
ような状態
を作る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内を
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児とぶ
つかると
ころを目
撃した。
首から肩
にかけて
痛みを訴
えたた
め、すぐ
に冷やし
て様子を
みた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児を見
ていた
り、お迎
えの保護
者の対応
等をして
いたり、
担当の仕
事をして
いた。

室内を
走ってい
ることに
早く気付
くようす
べきだっ
た。

事故を予
測し、未
然に防げ
るように
強化して
いく。

9006

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

23 1 1
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

常時は4歳
児27名を2
名の保育教
諭で見てい
るが、当時
はコロナで
休んでいた
保育教諭の
補助に１名
が回ってい
たため、当
日在籍の４
歳児23名を
保育教諭1
名で見てい
た。

・当児の
予想され
る動きを
見据え、
注意喚起
をする。
・普段よ
り配置が
薄くなる
場合は、
特に遊び
の環境を
考慮す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・園庭にに
ぬかるみが
みられ、靴
の裏が滑り
やすくなっ
ていた。
・着地点に
ぬかるみは
なかったの
で、当児も
保育者も滑
りやすいこ
とに気が付
かなかった

・遊具だ
けでな
く、園庭
全体でぬ
かるみが
みられる
場合は特
に気を付
ける。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

・動きの
活発な児
童を把握
し、見守
り及び声
掛けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2～3メー
トル離れ
た位置か
らほかの
児童と話
しながら
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
ていたの
は4歳児23
名・教諭1
名のみ

常時と異
なる職員
配置で
あった。

担任で
あって
も、常時
と異なる
職員数で
保育する
場合は特
に気を付
ける。

9007

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

33 10 23 3 2
16.４
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

第５指基
節骨、第
４指基節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

ー
2.基
準配
置

階段の上
から手す
りを持っ
て降りる
ように声
を掛なが
ら見守っ
ていた
が、左手
に巾着袋
を持って
おり、転
倒した際
に上手く
手をつけ
なかった
可能性が
ある。

階段を下
りている
間は、中
央付近で
の見守り
を１名増
やす。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

ー ―
階段の滑
り止めの
見直し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

階段の昇
り降りの
指導を強
化する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片手に荷
物を持
ち、手す
りを握り
ながら降
りてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

階段の一
番上から
声をかけ
ながら見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

階段下の
少し離れ
たところ
で、他の
園児の対
応をして
いた。

―

見守りの
人数を増
やす。職
員が道具
類を降ろ
し、手を
つける状
態にす
る。

9008

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

16 4 4
14.２
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左足中そ
つ骨　骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

はっきり
した原因
は特定で
きない
が、保育
教諭の気
づかない
所があっ
たかもし
れない。

子どもか
ら目を離
さないよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

当園の一
時預かり
を利用し
ていたの
で慣れて
いるとこ
ろはあっ
たが、一
時保育の
保育室と
違ってい
た

ぶつかり
そうなと
ころ、落
としたら
重たいお
もちゃを
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育初日
というこ
ともあり
気持ちを
落ち着け
るような
場所や遊
びを考え
る。

他の保育
教諭と連
携をとっ
て死角を
作らない
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体で見
ていた。
いろいろ
な保育教
諭が関
わってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス別
保育に
入ってい
たのでク
ラス内の
保育教諭
で保育し
ていた

もう少し
個別に対
応するべ
きだっ
た。

手薄に
なってい
る時間が
あった
か、もう
一度確認
してい
く。

9009

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

47 5 5
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

6
2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、職員
配置基準
を満たし
ているた
め、特に
なし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

芝マット
の砂の量
が多く、
マットの
クッショ
ン性が低
減してい
た。

骨折予防
で常時敷
いている
芝マット
の砂を取
り除き、
より安全
に遊べる
ように環
境整備を
行った。
今後は定
期的に砂
を取り除
いてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

活動中、
見守り体
制があっ
たため、
特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭あそ
び中、う
んていに
ぶら下
がってあ
そんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんていの
補助につい
ていた。
（一人でう
んていにぶ
らさがった
り進むのが
難しい場合
は、身体を
支えたり危
険がないよ
うに見守り
を常に行っ
ている）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各遊具の
補助につ
いてい
た。（全
体が見渡
せる場所
にいた）

特になし

今後は、年
齢に合った
取り組み内
容である
か、よく検
する。補助
が必要な児
童はすぐ傍
につき、す
ぐに体を支
えることが
できるよう
に配慮す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9010

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

　
43

8 10 25 6 6
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足ふく
らはぎ部
分骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、職員
配置基準
を満たし
ているた
め、特に
なし

1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365

ロックク
ライミン
グの裏側
が死角に
なりやす
く、職員
の目が行
き届かな
いことが
あった。

ロックク
ライミン
グの裏側
を閉鎖
し、職員
の目が行
き届くよ
うに改善
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ロックク
ライミン
グに登っ
ていた他
児が上か
ら降りよ
うとして
いること
に気付か
ず、その
下を走り
去ろうと
してし
まった。

ロックク
ライミン
グ付近は
走って
通ったり
しないよ
う、また
遊び方に
ついて約
束事を再
度子ども
達に知ら
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ロッククラ
イミングに
登っていた
子どもが降
りてくるの
を見守って
おり、対象
児がその下
を通ってい
ることには
気付かな
かったが、
転倒する瞬
間は見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
にはいた
が、他児
と関わっ
ていた為
本児に気
付かな
かった

総合遊具
の近くで
は職員が
そばにつ
いて、
走ったり
危険な動
きがない
か見守る
必要が
あった。

総合遊具
付近は走
らないよ
う声を掛
け、遊ん
でいる間
は職員が
総合遊具
のそばに
ついて常
時見守る
ようにす
る。

9011

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

3 　 　     4 2
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首の
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

固定遊具
や用具で
遊ぶとき
の見守り
方を繰り
返し研修
し、実践
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

安全点検
は十分し
ているの
で、改善
すること
は特にな
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

もう一
度、クラ
ス全体で
遊び方の
確認をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

あまり出
していな
い遊具に
興味を持
ち、友達
と一緒に
集まって
遊んでバ
ランスを
崩してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
守ってお
り、本児
がバラン
スを崩し
た後足の
痛みを訴
えたため
保冷剤で
冷やし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の遊び
をしてい
る子ども
について
見守って
いた。

―

けがをし
ないよう
に他の職
員も絶え
ず全体を
見渡し
て、さら
に声掛け
合うよう
にする。

9012

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

10 1 1
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

研修等を
実施し、
職員数も
基準内で
あるが、
危険予測
が不十分
であっ
た。

常に危機
管理意識
をもち、
保育に当
たる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時

オニごっ
こをして
いる範囲
内に、障
害物（滑
り台）が
あった。

活動内容
によっ
て、遊ぶ
場所の限
定をする
等十分に
安全を考
慮する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

オニに集
中しすぎ
て、周り
が見えず
に走って
しまっ
た。

活動内容
や時間帯
を考慮し
たり、障
害物がな
い広い場
所で遊ぶ
よう安全
指導した
りする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちや
保育者と
一緒にオ
ニごっこ
を楽しん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

オニごっ
こを始め
た直後
で、他児
と一緒に
オニから
離れたと
ころだっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

5歳児とい
うことも
あり子ど
もたち同
士で遊び
始めてい
たため、
少し離れ
た場所か
ら遊びの
様子を見
守ってい
た。

子どもの
行動予測
や怪我に
つながる
可能性を
予測でき
ていな
かった。

今後、遊
び始める
前に周囲
の様子を
よく見な
がら逃げ
るように
知らせて
いく。

9013

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

55 12 43 6 3
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

遊ぶ前に
子ども達
との安全
な遊び方
の確認・
指導を
行ってい
たが、そ
の場にふ
さわしい
遊び方を
再確認し
ていく必
要があ
る。

子ども達
の動きを
予測し、
どのよう
な場面が
考えられ
るか話し
合い、援
助・安全
確認をし
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

日常的に
利用して
いる園庭
での遊具
である
が、安全
点検・遊
び方を職
員・園児
とその都
度再確認
する。

子ども達
の動きを
予測し、
どのよう
な場面が
考えられ
るか話し
合い、援
助・安全
確認をし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつも遊
んでいる
遊具だっ
たが、手
を滑らせ
てしまっ
た。

子どもの
行動を予
測して安
全点検・
遊び方の
再確認を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯での
遊び、上
手になっ
た様子を
先生にみ
てもらお
うとし
て、早い
動きで雲
梯を渡っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は少し
離れたとこ
ろにいた
が、支援ヘ
ルパーがそ
の場に一緒
にいて本児
の様子を見
ていた。動
きが早く危
険を感じ声
をかけた
が、その瞬
間に落下し
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
のクラス
の保育、
職員室で
の業務を
行ってい
た。

園庭での
解放感を
感じなが
らの遊ぶ
子どもの
動きに気
をつけな
がら援助
する。

意欲的に
遊ぶ姿を
認めなが
らも、子
ども達の
活発な動
きに、ど
う対応す
るか、職
員の立ち
位置・分
担を再確
認してい
く。

9014

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

　29 5 5
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨・尺
骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12
2.基
準配
置

―

あらゆる
可能性を
考えて観
察を行
う。職員
間で今回
の事故の
情報を共
有し、事
故の分析
を行い再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数 ―

今回の事
故に関し
て、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
なし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

動的な環
境が多
く、動き
回る園児
の姿が
あった。

絵本を読
んだり落
ち着いた
環境を設
けるな
ど、環境
の見直し
を行う。
動的遊び
と静的遊
びの環境
を分けて
設定す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1名は電車
あそびを
見守りな
がら他児
の促しも
してい
た。もう
一名は着
替える園
児の見守
りをしな
がら本児
の様子も
確認して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

食事をし
ている園
児の見守
り片づけ
をしてい
た。園児
の寝かし
つけをし
ていた。

様々に動
き回る園
児が他児
を踏んで
しまう可
能性を予
測できて
いなかっ
た。

危険を予
測した保
育環境の
設定を行
う。園児
への言葉
かけを適
宜行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9015

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

60 20 20 20 7 7
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

職員それ
ぞれの危
機管理の
違い

全職員が
同じ危機
管理意識
を持てる
ように会
議等で話
し合う

2.不定期
に実施

3～4
2.不定期
に実施

3～4
2.不定期
に実施

3～4

園内外を
仕切って
いるフェ
ンス株の
固い部分
はそのま
まだが、
段差に
なってい
る部分は
クッショ
ンあり。

下腿部分
にもクッ
ション性
のあるも
のを使用
するかは
検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友だちと
元気よく
園庭を走
り回って
いた。

ハイテン
ションと
なった気
持ちに身
体が追い
付かず、
バランス
を崩した
と考えら
れるた
め、日頃
の体力強
化や身体
の使い方
を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いっぱい
走り活発
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ピードが
出ていた
り、危な
い状況に
は言葉が
けを行っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

―

その日の
子どもの
状態、気
分が高揚
していた
と考えら
れる。

小まめに
言葉がけ
をした
り、危な
い状況を
認めたり
した場合
は止める
ようにす
る。

9016

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

　
16

4 4
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

4

1.基
準以
上配
置

研修やマ
ニュアル
で学んで
はいる
が、日常
の保育に
活かされ
ていない
ところが
みられ
る。

事故発生
時の状況
や要因を
職員間で
共有し、
事故防止
の対策に
努める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

ゲーム
ボックス
を使って
の遊びの
様子や危
険を把握
できてい
なかっ
た。

遊びの様
子を見守
りながら
危険を防
ぐことが
できるよ
う、遊び
の内容を
見直す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

台から飛
び降りる
部分に
マットを
敷いてい
なかっ
た。

遊具を使
用する際
は高さに
かかわら
ず、マッ
トを使用
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ゲーム
ボックス
を並べて
作った道
の上を歩
いてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

平均台見
守り、梯
子見守
り、遊具
の位置修
正、列に
なった子
どもの見
守り。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見てい
た。

子どもの
運動能
力、普段
の様子か
ら危険を
予想する
ことが不
十分だっ
た。

事故の要
因、職員
配置など
安全管理
の見直し
を行う。

9017

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 2 2
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2,3
2.基
準配
置

普段の遊
びや場所
であるこ
とで、危
機感を持
ちにく
かった。

職員の危
機管理意
識を高め
るととも
に怪我の
発生状況
について
職員周知
を行な
い、同じ
ような怪
我が防げ
るように
する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

3

安全点検
は定期的
に実施し
ている。
床面に問
題はな
かった。

子どもの
遊びに合
わせて環
境の再構
成をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者は
一緒に遊
んでいた
が、着地
した時の
足の状況
ははっき
り見られ
ていな
かった。

保育者は
子どもの
姿に気を
配り、咄
嗟の対応
ができる
ようにす
るととも
に怪我が
起きた時
には状況
を正確に
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ジャンプ
していた
際、着地
に失敗
し、足首
をひねる

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児のそ
ばにいた
が、着地
した時の
怪我の部
位となる
所の動き
は把握し
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

離れた場
で他児の
遊びを見
ていたた
め、　対
象児の様
子は見て
いなかっ
た。

規定通り
の人数で
保育に当
たってい
たが、い
つも遊ん
でいる安
全な場で
あったた
め危機意
識が持ち
にくく、
ケガの部
位となる
所の動き
が見られ
ていな
かった。

どんな状
況であっ
ても危険
がないか
常に危機
意識を
もって見
守る。

9018

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

　31 0 3 10 1 8 9 0 9 8
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

園庭遊び
時の危険
の認識に
ついて差
がある

園庭遊び
時の危険
状況の再
確認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

他の園児
が使用し
た後、片
づけられ
ずにおい
てあった
三輪車が
あった。
普段園児
が片づけ
るように
声掛けを
している
が、職員
が片づけ
ることも
あった。

三輪車を
園児だけ
で片づけ
るには三
輪車置き
場が狭い
ため、一
時的に園
児が片づ
ける場所
を決めて
おく

7.その
他

園庭に使
用してい
ない三輪
車があっ
た。ぶつ
かった三
輪車とは
別に２台
ほど三輪
車が出て
いた。

使用しな
い三輪車
は片づけ
るように
声掛けを
し、放置
されてい
る場合に
はすぐに
職員が片
づけるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
で逃げる
際、追い
かけてく
る鬼の方
を見なが
ら走って
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児が鬼
ごっこを
している
ところを
見て「ぶ
つからな
いよう
に」「前
見てね」
と声かけ
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭でそ
の他の園
児の保育
を行って
いた

―

鬼ごっこを
行う際には
安全な環境
が整ってい
るかを確認
してから行
う。鬼ごっ
こと三輪
車・ボール
などは一緒
に行わな
い。こども
主導で始め
た場合には
環境を整え
るまで違う
遊びへ誘う

9019

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

　
20

2 2
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折
（ひび）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

本児の体
づかいの
不器用
さ・体幹
の弱さが
ある。

体を使っ
た遊びを
より多く
体験させ
ていく。

1.定期的
に実施

261
1.定期的
に実施

265
1.定期的
に実施

211 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

支度をす
る場所を
明確にし
習慣化さ
せていく
よう指導
してい
く。支度
をすませ
てからか
ら遊ぶ場
所を決め
ておく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもと
違い、気
持ちが落
ち着か
ず、興奮
してし
まった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

担任が遅
番のため
不在。他
の職員が
対応に当
たる直前
の出来事
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
者2名で子
どもを見
ていた。
（他の園
児の対応
をしてい
た。）

―

担任がい
ない場合
には、他
の職員が
早い時か
らフォ
ローに入
るように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9020

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

54 14 12 16 12 3 3
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

5

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他園児と
遊んでい
る際に楽
しくなり
気持ちが
高ぶって
しまって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他園児の
お迎えな
どにより
目を離し
たため、
怪我をし
た瞬間を
見逃して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
園児をみ
ていた
り、お迎
えの対応
などもあ
り見てい
なかっ
た。

―

怪我の瞬
間や状況
が把握で
きるよう
に、引き
続き園庭
全体に注
意を向け
ていく。

9021

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 2 2
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右人差し
指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2,3
2.基
準配
置

園児の危
険と予想
される動
きに対す
る危機意
識が欠け
ていた。

職員の危
険予知と
転倒等し
た時の処
置への判
断能力を
高め、同
じような
怪我が防
げるよう
にする。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

3

廊下には
特に障害
物などな
く問題は
なかっ
た。

日頃か
ら、通路
となると
ころは整
理整頓し
ておく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

後ろ向き
の歩行を
するにあ
たっての
安全な環
境や状況
ではな
かった。

状況を見
極め、安
全な場で
するよう
に促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

周囲の友
だちや職
員と歩く
際、本児
だけが後
ろ向きに
歩いてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が後
ろ向きに
歩いてい
ることは
認識して
いたが、
転倒する
際距離が
あり受け
とめるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場で
保育をし
ていたた
め、本児
の動きを
見ていな
かった。

園児の危
険が予想
される動
きに対す
る危機意
識が低
かった。

危険と考
えられる
行動を職
員間で周
知し、職
員全体の
危機意識
を高め
る。

9022

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

　
11

8 11 10 11 14 0 0 11 11
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

ー
2.基
準配
置

―

マニュア
ルに沿っ
た保育を
心掛ける
よう再確
認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭が広
いため、
ある程度
子どもた
ちに活動
範囲の限
界を認知
させる必
要があ
る。

三輪車な
どの乗り
物の使用
制限

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

マニュア
ルに沿っ
た保育を
心掛ける
よう再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

三輪車に
乗ってい
る事実は
確認して
いたが、
転倒を阻
止する手
立てはな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

スピード
を出しす
ぎた本児
の運転操
作ミス

乗り方の
指導

9023

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

　14 7 　7
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
靭帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

子どもに
かかわる
人を増や
し、教師
が集まら
ず全体を
意識して
子どもの
動きを見
るように
した。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 ―

園庭、室
内外含め
て数人の
目で安全
確認をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもが
自由に楽
しく遊ん
でいるか
ら安心で
はなく、
子ども一
人ひとり
の心の様
子、友だ
ちとの動
きなどよ
く見て教
師間での
情報の共
有をする
ようにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

親友との
追いか
けっこで
捕まりた
くないと
いう思い
が、慌て
て走る大
きな要因
になっ
た。年長
児だから
大丈夫だ
と思わず
目を離さ
ないよう
にする。

引き戸の
レール上
に滑り止
めのシー
トを置い
た。室
内、廊下
は走らな
いように
した。

9024

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

25 9 8 8 4 4
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指関
節骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

配置は適
切であっ
たと思わ
れる。研
修等で安
全意識を
高め、定
期点検以
外のとき
でも危な
い箇所を
発見でき
るように
していく
必要があ
る。

立ち位置
を工夫し
り広い視
野で見守
るように
する。雨
風や園児
の動きに
よって摩
耗したり
ずれたり
する道具
や遊具を
把握し、
早期に異
常を発見
するよう
努める。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

マットの
下の土壌
に凸凹
（１㎝前
後）生じ
て、マッ
ト同士の
隙間が少
し浮いて
いた。

事故後す
ぐに(当日
中に)、
マット下
の土壌を
均し、
マットの
隙間が浮
かないよ
うに改善
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長児の鬼
ごっことし
ては使用範
囲は適切で
あったと思
われる。遊
びの特性
上、影や追
いかけられ
にくい場所
に行くこと
は予想すべ
きであっ
た。その範
囲にある
マットの状
態の保守に
至らない点
があった。

保育者が
より広い
視野で見
守るよう
にする。
定期点検
以外も職
員が異常
に気づく
よう努め
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段通
り、活発
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児のい
る位置に
ついては
把握して
いたが、
遊びの特
性上、す
ぐ近くに
いたわけ
ではな
い。転倒
するその
時の動き
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鬼ごっこ
をしてい
ることは
把握して
いたが、
対象児の
動きその
ものは見
ていな
かった。

鬼ごっこ
をしてい
たため当
該児が一
人離れた
状況に
だった。

各職員
が、より
広い視野
で見守る
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9025

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

37 12 12 13 3 3
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特にあり
ません

人員配置
を満たし
ており、
特にあり
ません

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特にあり
ません

定期的な
安全点検
をしてお
り、特に
ありませ
ん

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児はそ
れぞれ好
きな遊び
としてい
た。職員
は、一人
でボール
遊びをし
ている本
児を離れ
た場所か
ら見守っ
ていた
が、近く
にはいな
かった。

ボール遊
びをした
い園児
は、担当
職員に声
を掛け担
当職員が
ボールを
用意し、
近くで見
守るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担当職員
と少し離
れた場所
で、1人で
ボール遊
びをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が1人
でボール遊
びをしてい
るところを
離れた所で
見ながら、
他の園児の
補助(ター
ザンロープ
遊び)をし
ていた。泣
き声で転ん
でいる本児
に駆け寄
る。倒れた
瞬間は見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の至近に
いたり、
降園児の
引き渡し
を行って
いた。本
児の鳴き
声は聞こ
えたが、
担当職員
が対応し
たため、
他の園児
の保育を
継続し
た。

ボール遊
びをする
園児に
は、担当
職員は
ボール遊
びを行う
園児につ
くように
する。

園児がころ
ぶことを未
然に防ぐこ
とは難しい
が、ボール
遊びをする
際は、時間
や場所を指
定して職員
を配置する
ことで、事
故が起きた
後の対応を
素早く行う
ことができ
ると思われ
る。

9026

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

　
12

4 5 3 2 2
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肩部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2
2.基
準配
置

事前に子
どもと危
険を確認
し、阻止
すること
ができな
かった。

実際に事
故の起き
た場所
で、子ど
もたちと
危険の確
認と約束
をする。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

12 ―

柵なので遊
具ではない
が、子ども
たちが遊ん
でしまった
場合を想定
し、転倒し
た際のケガ
防止のクッ
ション等を
下に敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険防止
の柵も遊
具として
扱われて
しまっ
た。

実際の場
所に立ち
会い、危
険箇所や
注意事項
を子ども
たちと確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学年も大
きくな
り、活発
になると
共に危険
な遊びも
できるよ
うになっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
る中で危
険に気付
き、園児
に注意喚
起をする
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
てはいた
が、危険
には気付
かなかっ
た。

対象児は
以前にも
注意をさ
れたこと
があった
が、その
遊びに慣
れてし
まってい
た。

職員も園
児も慣れ
てしまわ
ないよ
う、定期
的に危険
箇所や危
険事項の
確認を行
う。

9027

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

75 4 4
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足くる
ぶし付近
の軟骨骨
折（骨端
線損傷）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

5

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
2.不定期
に実施

300

築山での
怪我が他
児でも続
いてい
る。

危険個所
がない
か、再度
確認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と鬼
ごっこを
してい
て、急い
で築山を
下り降り
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡した
り、他児
と遊んだ
りしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭を全
体的に
使って、
通常通り
に遊んで
いたた
め、特別
に至近距
離で見守
るという
ことはし
ていな
かった。

築山で
走った
り、急い
だりした
ことで、
足を怪我
したり、
転んだり
すること
が多い。

坂によりバ
ランスを崩
しやすくな
るため、全
体を見渡す
際も築山の
近くにいた
り、興奮状
態の時や、
走ったりす
る際は手を
差し伸べた
り声かけを
積極的に行
う。

9028

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

70 19 28 23 8 8
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

公園で走っ
て遊ぶ中で
転んでしま
うことはあ
るが、転び
方や手のつ
き方により
大けがにつ
ながった。
また、公園
での遊びの
時間では
しゃぎすぎ
た面もあっ
た

子どもたち
の楽しい気
持ちの中に
も安全面を
考えられる
ように、機
会あるごと
に指導して
いく。運動
面において
も様々な体
の動きを経
験できるよ
うにする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12

地域の公
園で過ご
す中での
怪我だっ
た。よく
整備され
ていた。

今後も下
見に行き
安全面の
確認をし
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園で遊
ぶことが
うれし
く、注意
力散漫で
あった。

子どもた
ちの楽し
い気持ち
の中にも
安全につ
いて考え
られるよ
うに、機
会あるご
とに指導
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

公園で楽
しく遊ん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
ながら近
くにいる
子に声を
かけたり
関わった
りしてい
たが、本
児が転ん
だ時に
は、見て
おらず、
泣き声で
気づい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園内に
散らば
り、それ
ぞれ全体
を見なが
ら子ども
たちと関
わってい
た。

―

事故発生
について
状況を把
握し、予
測・予防
ができる
ようにす
る。

9029

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

51 26 25 3 3
16.４
歳

1.男
児

ー 8.その他
1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
開放骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3

1.基
準以
上配
置

自立のた
めに自分
のことは
自分で行
うように
してい
た。その
一環で布
団も片付
けてい
た。

園児に自
分の布団
はたたむ
だけにす
ることを
知らせ、
職員も周
知する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし

施設や設
備には特
に関連は
ない

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

4歳児は自
立のため
に出来る
ことは自
分で行う
ようにし
ており、
布団を片
付ける習
慣があっ
た。

子どもの
自立のた
めの行動
を見直
し、布団
の片付け
は職員が
行うこと
になっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスで
も最後の
方に起床
した。い
つものよ
うに布団
を片付け
にいっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもを
見なが
ら、ベッ
ド及び布
団の片付
けを行っ
ていた。
普段と違
う様子は
感じな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じよう
にベッド
と布団の
片付けを
行ってい
た。

園児が布
団を運ぶ
行為は自
分のこと
は自分で
行う一環
で、普段
から行っ
ていたこ
とだった
ので事故
の予測に
欠けてい
た。

安全管理
マニュア
ルを職員
全員で再
確認し
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9030

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

124 0 4 9 33 35 43 23 23
16.４
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕上腕
骨上顆骨
欠損

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

緊急マ
ニュアル
読み合わ
せは年度
当初に計
画してい
るが、職
員会議参
加者中心
であるこ
と、想定
が一般的
な例だけ
で実際の
対応に即
していな
かった。
通常保育
では給食
後の保育
者は3人態
勢だった
が当日は2
人だっ
た。

緊急マニュ
アル読み合
わせは年度
当初だけで
なく外部講
師を交えた
園内研修を
計画し、実
際の対応に
即して行動
できる内容
にする。保
育態勢の人
数を確保す
ると同時
に、どこま
での時間園
児の行動範
囲をカバー
するかきめ
細かな計画
を週案立案
の段階で行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具入れ
棚の近く
に、滑り
台などが
あり、棚
に上れる
環境が
あった。
保育者の
死角を減
らすよう
な環境設
定が不十
分だっ
た。

遊具入れ棚
に上がれな
いよう滑り
台等を別の
場所に移動
した。防犯
カメラから
の死角をな
くす位置の
工夫、枝の
選定をす
る。万が一
保育の目か
ら漏れて一
人で過ごし
ても重大事
故につなが
らない遊
具、園庭、
舎内設備で
あるか、全
職員の目や
保護者の声
を活かした
環境設定を
する。高さ
が1ｍ以下で
もリスクが
ある遊具の
周囲には緩
衝材を設置
する。

6.食事
(おや
つ)中

個別支援
が必要な
園児に対
して、適
切な支援
が行われ
なかっ
た。保護
者との日
常の連携
が不十分
で心配事
に応えき
れなかっ
た。

発達相談、
支援アドバ
イザーなど
専門的な見
地からも園
児の様子を
観察しても
らい、日常
保育に生か
す。どの子
もストレス
なく、やり
たいことが
できる環境
をハードと
ソフトの両
面から考え
る。必要に
応じて保護
者相談にも
応じて保育
指導や保護
者支援に生
かす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食後、他
の園児と室
内にいた
が、飽きて
園庭に出て
歩き始め
た。一度は
保育者と室
内に入るが
再度出たく
なって物入
れに乗った
り降りたり
して遊ん
だ。注意し
た男児と揉
めて物入か
ら地面に落
下した。部
屋に戻ろう
としたが、
再度男児に
倒されて負
傷し動けな
くなってい
た。落下し
た時点で骨
折をし、さ
らに男児が
圧力を加え
たため重傷
化したと推
測される。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

給食後の個
別指導で、
食事の介
助、絵本の
読み聞か
せ、トイレ
指導等をし
ていた。被
災児が園庭
に出たの
で、連れ戻
して絵本の
読み聞かせ
等をした。
しばらく室
内にいたが
飽きてしま
い２回目の
外出をし
た。２人で
18人の園児
を保育して
いた為、被
災児の外出
とそれを
追って出た
男児の動き
に対応でき
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

未満児クラ
スの職員が
給食のカー
トを返却し
た時には園
庭に園児の
姿は見な
かった。返
却後、通り
かかったら
被災児の脇
に男児が
立っていた
ので「どう
したの？」
と尋ねると
男児は走っ
て部屋に
戻った。泣
いている対
象児を抱え
て職員室に
運んだ。

幼稚部職
員は欠員
があった
が、保育
部職員を
含めた人
員は基準
以上にい
たが、手
薄なクラ
ス、時間
帯に適切
な人員配
置がなさ
れなかっ
た。

シフト作成
時、週案立
案時、当日
とどの段階
でも園児数
に対する適
切な職員配
置がなされ
ているか、
担当職員だ
けでなく園
長も確認し
て応援が必
要な保育態
勢には数日
単位から、
時間単位ま
できめ細か
く配慮す
る。クラス
ごとの保育
の様子を時
間帯によっ
て適切に園
児主体にな
されている
か。観察し
てその都度
保育者の声
も聞く。

9031

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

20 2 2
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭骨
折、左橈
骨頚部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

適宜

1.基
準以
上配
置

特になし

上記のと
おりの予
防策を今
後も実施

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

上記のと
おりの予
防策を今
後も実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

上記のと
おりの予
防策を今
後も実施

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

跳び箱を
跳ぼうと
する、本
児の気持
ちが高揚
して助走
に拍車が
かかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児が跳
び箱から
落ちない
よう、跳
び箱の横
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の遊具
で遊んで
いる子ど
もたちを
見守りな
がら、跳
び箱付近
にいる子
どもたち
も見守り
ができる
よう配置

特になし

子どもた
ちの気持
ちを考慮
し、声掛
けなどを
して危険
回避を行
う。

9032

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 0 0 0 2 17 6 4 4
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
根破折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

掃除用
モップは
子ども達
が掃除を
目的に使
用するの
は許可し
ている。
片づけの
時間で周
りの職員
がモップ
を取り合
う状況に
気づけな
かった。

子どもの
動きに注
意をはら
う。

1.定期的
に実施

毎朝
1.定期的
に実施

毎朝
1.定期的
に実施

毎朝

掃除用具
は子ども
も使用す
るため、
いつでも
手の届く
ところに
ある。

このよう
な状況の
際に思わ
ぬことで
事故にな
ることが
あるの
で、遊具
以外の道
具を使用
している
ときは保
育教諭は
特に注意
をはら
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

外でも遊
んでいた
ため、着
替えなど
担当職員
の動きも
流動的な
時間帯で
あった。

無線を活
用し、子
どもの状
況を伝え
あいなが
ら全体で
行動を把
握する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
片づけを
したいと
いう気持
ちが大き
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くにい
て泣き声
がしたの
で声の方
を見たら
泣いてい
た。どう
したか尋
ねると2人
でモップ
の取り合
いをして
いて、歯
にぶつ
かったと
いう事で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くには
いたが、
柱などが
あり事故
が起きた
場所は死
角となっ
ていた。

日頃の子
どもの友
達関係に
おいて、
物の取り
合いが見
受けられ
ていた。

友達関係
の把握を
職員間で
共有す
る。

9033

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

24 1 1
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左内股骨
折（ひ
び）

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

勉強会や
安全委員
会を通し
て事故の
検証を行
い改善・
予防に努
めている
ため、特
になし。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし

床に躓く
ものが
あった
り、滑り
やすい状
況ではな
かった。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
出入りが
多いタイ
ミングで
床にしゃ
がんでい
ることが
事故につ
ながるか
もしれな
いという
意識が欠
けていた

危険な場
面を想定
し、日々
の保育環
境を整え
る。出入
りの多い
場所・人
の多く集
まるとこ
ろの動線
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレか
ら戻って
きた本児
が床に
しゃがん
でいた
が、どう
してしゃ
がんだの
かは不
明。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラス内
で子ども
たちの様
子を見な
がら机の
上にあっ
たシール
を片付け
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
に他の職
員はいな
かった。

しゃがん
でいる様
子を見て
危険だと
いう認識
に欠けて
いたため
声をかけ
る等対応
が遅れた

他児とぶ
つかる可
能性のあ
る場合に
は、既往
歴がある
本児を別
な安全な
場所に移
動を促す

9034

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

17 5 5
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
頚部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

登っては
いけない
場所（大
型遊具の
屋根）に
登り座っ
ていた。

園児に登
らないよ
うに周知
確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

下に敷い
てある
マットの
高低差を
定期的に
確認し
チェック
する。

マットの
高さに偏
りがない
か念入り
に確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型遊具
付近に子
どもが密
集してい
た。

密になら
ない程度
の人数に
遊ぶ場所
（位置）
を分ける
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

保育者一
人が別の
子の手当
てをして
いて、全
体を見て
いなかっ
た。

なるべく
子ども全
体が把握
できる場
所に保育
者一人は
必ず立
ち、子ど
もを見守
る。

7 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9035

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

13 2 1
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4
2.基
準配
置

―

遊具の使い
方によって
は怪我に繋
がるため、
事故に直結
するような
場合はすぐ
に止め使い
方を伝え
る。広い
ホールでも
常に園児の
遊びの状況
を把握して
いく。困難
な場合は、
遊びの環境
を目の届く
範囲にする
等も含め、
今後の事故
防止研修を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具、玩
具の使い
方によっ
ては、怪
我につな
がるため
職員間で
把握、研
修をして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任が片
付けを呼
び掛けて
いたが、
本児は気
付かず遊
び続けて
おり、担
任も保育
補助も本
児の遊び
を見てい
なかっ
た。

片付けの
最中でも
保育職員
どちらか
は、全体
を把握し
ておく必
要があっ
た。今後
の職員間
での確認
と子ども
の遊びの
環境設定
の工夫と
判断をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の対応

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ホール半
面でドッ
チボール
をしてい
た子に片
付けの呼
び掛けと
子どもと
一緒に片
付けをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールの
半面で大
型積み木
で遊んで
いる子に
片付けを
呼びか
け、積み
木を積ん
でいる壁
のところ
で子ども
達が持っ
てきた積
み木を重
ねてい
た。

担任が片
付けを呼
び掛けて
いたが、
遊びを続
けてお
り、担任
も保育補
助も本児
の遊びを
見ていな
かった。

片付けの
最中でも
保育職員
どちらか
は、全体
を把握し
ておく必
要があっ
た。そこ
を意識し
て子ども
の遊びを
見守れる
よう職員
間で検証
しながら
確認をし
ていく。

9036

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

10 3 2
13.１
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

末梢骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

―

オンライ
ンや少人
数での研
修など、
事故防止
への意識
啓発の機
会を設け
る。毎日
「その日
にあった
ヒヤリ
ハット」
を終礼で
確認。(実
施中)

2.不定期
に実施

数回
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

約300（毎
日）

対象児が
登ったこ
とで棚が
倒れた。

児童が
登ったり
触ったり
しないよ
うに棚の
位置を変
えた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手を伸ば
したらぶ
らさがる
ことがで
き、軽い
棚を仕切
りとして
設置して
いた。

棚の位置
を変え、
壁にくっ
つけて使
用する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブロック
で遊んで
いたが、
そのうち
歩き出し
棚に両手
をのばし
てよじの
ぼろうと
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と少
し離れた所
で他児と遊
んでいた。
対象児がぶ
らさがろう
としたのを
見て声をか
けた瞬間に
棚が倒れ、
すぐに棚を
起こそうと
したが倒れ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

間仕切り
の向こう
側でまま
ごと遊び
をしてい
た職員、
トイレに
ついてい
た職員、
３人それ
ぞれわか
れてい
た。

対象児が
両手をか
けた瞬間
に、棚が
倒れてく
ると予測
できず職
員がかけ
つけるこ
とが遅れ
た。

危険な行
動はすぐ
に止め、
注意深く
見守る。

9037

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

77 20 20 18 19 11 9
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

―

職員会議
や園内研
修でより
しっかり
話し合い
を行い、
情報共有
を行う。

1.定期的
に実施

270
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

270 ―

職員会議
や園内研
修でより
しっかり
話し合い
を行い、
情報共有
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

周囲の園
児との関
わりの中
で少し目
を離して
しまった
こと。

保育者が
周辺の危
険性を十
分に配慮
して見守
る必要が
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り自分の
したい遊
びに見つ
けたいろ
いろな友
だちと関
わりなが
ら遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

周囲にい
た子ども
たちの見
守りをし
ていたこ
とで、疎
かになっ
てしまっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

周囲にい
た子ども
と遊びを
見つける
ために話
をした
り、トラ
ブルに
なってい
る子の仲
立ちをし
ていた
為、落下
の瞬間を
見ていな
かった

周囲の子ど
もたちの見
守りに集中
していたこ
とから、固
定遊具に職
員が連携を
図りながら
配置が疎か
になってし
まってい
た。周辺に
いたものの
目配りがで
きていな
かった。

戸外遊びの
際には園児
がたくさん
出てきてい
ることもあ
るので、子
どもの行動
を保育者同
士が確認連
携を図りな
がら全体を
見渡せるよ
うに場所ご
とに職員を
配置して見
守る。

9038

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

19 1 1
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手中指
第一関節
骨折・切
り傷

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

給食の準
備をする
のに、保
育教諭が
机を出し
ている時
は定位置
で待つよ
うに子ど
もに指導
しておい
てもよ
かったの
ではない
か。

職員が机
を出す時
は、絶対
に近づく
ことのな
いよう
に、机を
出し終え
るまで子
どもに定
位置で待
機させい
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具に
乗って遊
んでいる
時に発生
した事故
ではない
ので、改
善点はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友達より
先に座り
たい思い
があり、
手を触れ
ることで
本児が友
達より先
に座るこ
とをア
ピールし
ていたか
もしれな
いかと思
われる。

周囲に子ど
もがいない
か、机に手
を触れてい
る子どもが
いないか安
全確認を必
ず行うよう
にする。職
員が机を出
している時
は危険なこ
ともあるの
で、近くに
来ないよう
定位置で待
つように徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食の準
備中で、
保育教諭
が机を出
している
時に、机
の足を開
いている
時に、本
児が無意
識に机の
上に手を
置いてい
た様であ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は２名。
１名は他
のクラス
に欠員が
出たため
他のクラ
スの補助
に入って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員室お
よび保育
室でそれ
ぞれの業
務をして
いた。

対象児に
背を向け
ており、
目を配る
ことが足
らなかっ
た。

今後、机
を出す時
は周りに
子どもが
いない
か、手を
触れてい
ないか必
ず確認し
てから机
の脚を開
脚するよ
うにす
る。

8 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9039

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

27 3 3
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12
2.基
準配
置

予測でき
ない動き
を止める
ことが出
来なかっ
た。

リスクマ
ネジメン
トにて検
討を行
い、職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

31
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

36 なし

棚のキャ
スターに
破損はな
く、足に
当たって
も安全な
状態であ
るため改
善点はな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

保育室内
には１５
人程度の
３歳児に
対し１人
の保育教
諭が保育
してい
た。室内
の子の人
数に対し
ての保育
教諭の数
は足りて
いた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室で
遊んでい
る際オム
ツの中に
排便した
ことを近
くの保育
者に伝え
にきた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の側
について
遊びを見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ランチ
ルームで
昼食の様
子を見守
りながら
片付けて
いた（担
当１人）

ズボンを
膝まで下
ろして近
寄ってく
る姿を見
つけるこ
とが遅
かった

普段とは
違う姿に
はやく気
づき、保
育者が声
掛けをし
たり、側
に行き視
診を行
い、異変
を確認す
る。

9040

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

29 2 2
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第4趾
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

職員間で
今回の事
故の情報
を共有、
事故原因
の分析を
行い、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数 ―

環境の見
直し（机
の配置の
変更）を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

環境の見
直し（机
の配置の
変更）を
行った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故発生
より前に
本児が室
内を歩い
ている様
子を視
認。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内全体を
見渡しなが
ら、室内を
歩き回り保
育してい
た。事故発
生は「担当
職員」の背
後で起こっ
たいた。
「対象児」
が痛みを訴
えたことで
事故に気付
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配児1名
が廊下で
電車を見
ていたこ
とから
「他の職
員」も落
下などの
危険に備
え廊下に
て保育を
行ってい
た。

室内で走
る・跳ぶ
などの子
どもの姿

担当職員
より、
残ってい
る子ども
たちを集
め室内で
走る・跳
ぶなど危
険な行動
について
の指導を
行った。

9041

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

12 4 4
13.１
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手中指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1～

1.基
準以
上配
置

―

職員間で
今回の事
故の情報
を共有、
事故原因
の分析を
行い、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数 ―

環境の見
直し（机
の配置の
変更）を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

環境の見
直し（机
の配置の
変更）を
行った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故発生
より前に
本児が室
内を歩い
ている様
子を視
認。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内全体を
見渡しなが
ら、室内を
歩き回り保
育してい
た。事故発
生は「担当
職員」の背
後で起こっ
たいた。
「対象児」
が痛みを訴
えたことで
事故に気付
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配児1名
が廊下で
電車を見
ていたこ
とから
「他の職
員」も落
下などの
危険に備
え廊下に
て保育を
行ってい
た。

室内で走
る・跳ぶ
などの子
どもの姿

担当職員
より、
残ってい
る子ども
たちを集
め室内で
走る・跳
ぶなど危
険な行動
について
の指導を
行った。

9042

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

41 7 7
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

新年度が
始まった
ばかり
で、気持
ちが落ち
着いてい
ない。

事故検証
を行い、
使い方の
指導を行
う。ま
た、職員
配置など
の見直し
をかけ
た。

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
落下時の
対策。

雲梯下の
マットな
どを定期
的に確認
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の配
置の仕
方。

職員配置
を再度確
認をし
て、隙間
がないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はない
が、進級
を喜んで
いる様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭を見
渡しなが
ら、雲梯
について
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遅番保育
の時間帯
の為、職
員が配置
につい
て、見
守ってい
た。

遊具の使
い方の周
知、職員
の体制な
ど。

遊具の使い
方を再度確
認し実際に
行ってみ
る。職員の
見守りの場
所などを確
認し、連携
をとって
行っていく
ように再度
話し合う。

9043

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

27 0 0 0 0 0 0 2 2
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

4

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、職員
配置基準
を満たし
ているた
め特にな
し

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 特になし

施設・遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に実施
している
ため、特
になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

活動前に
守るべき
約束を子
どもとと
もに確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

追いか
けっこを
して芝生
の上で
走って遊
んでいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児全体
を見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を見守っ
ていた

ぶつかっ
た他児は
後ろを見
ながら
走ってい
た。

再度遊ぶ
前に守る
べき約束
をしっか
り話して
から活動
を開始す
る。活動
中に危険
を感じた
場合はそ
の都度声
を掛け
る。

9 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9044

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

2 0 0 1 6 0 0 0 1 1
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指の
付け根の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12
2.基
準配
置

―

保育者は
一人ひと
りの園児
が何をど
うしよう
としてい
るのかを
注意深く
観察す
る。

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

12

マットの
上では牛
乳パック
遊具が滑
りにくく
動かな
かった。

手作り遊
具のサイ
ズや重
さ、必要
性を使用
方法によ
り考えて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

一人で保
育を行う
場合は、
瞬時に動
けるよう
立位また
はすぐに
動ける姿
勢で保育
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気持ちの
高まりや
大きい動
きは見ら
れなかっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

クラスの
子ども達
は、机上
遊び、世
話遊びの
コーナー
で遊んで
いたの
で、全体
の見える
場所に座
り見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡中に
満3歳児が
降園した
ため、7名
の園児を1
名の保育
者が保育
を行な
う。その
ため他の
職員はい
なかっ
た。

―

日々子ど
も達の遊
んでいる
道具や使
い方、何
を喜びに
している
のかなど
を保育者
同士で話
をしてお
く。

9045

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 0 0 3 38 21 40 0 12 12
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12
2.基
準配
置

―

幼児、乳
児ミー
ティング
（週1～
２）で毎
回ヒヤリ
ハットの
項目を設
ける。こ
どもの段
階を見て
遊び方を
伝えてい
く。

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

12 ―

落下して
も衝撃の
少ない、
安全マッ
トを敷く
こと。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

一人ずつ
進むルー
ルを子ど
も達に伝
えて使用
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と鬼
ごっこを
してい
た。その
後雲梯を
始め２，
３本目で
手を離し
着地し、
左端から
スタート
するを繰
り返し
行ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児は左
端から雲
梯を始め
ている
中、右端
の園児の
傍にいた
ため、離
れたとこ
ろからの
見守りに
なってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の他
の空間の
遊びを見
ていたた
め。

雲梯は同
時に複数
の子ども
達が利用
すること
がある中
で、同時
に援助が
必要な場
面がある
こと。

引き続き
保育者が
見守りを
行う。

9046

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

33 4 4
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2
2.基
準配
置

職員の配
置は基準
を満たし
ている
が、園児
の予想外
の行動に
すぐに対
応ができ
なかっ
た。

高さのあ
る遊具を
使用して
いる場合
は特に監
視を怠ら
ないよう
にする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園児が転
落した芝
山の下の
地面に、
クッショ
ンとして
人工芝が
敷いて
あった
が、摩耗
して薄く
なってき
ている上
に砂が混
じり硬く
なってい
た。

新しいウ
レタン
マットを
クッショ
ン材とし
て追加購
入し芝山
の下に敷
いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

大丈夫だ
ろうと過
信せずに
細心の注
意を払
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

もともと
多動傾向
がある園
児であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側で見守
りはして
いたが、
転落した
時に間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に
は、他に
も約30名
の園児が
いたの
で、見て
いなかっ
た。

多動傾向
があるた
め、注意
はしてい
たが予想
外の動き
であった
ので、声
掛けなど
不十分で
あった。

子供に安
全な遊具
の使い方
を再度指
導する。

9047

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

11 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

上顎両側
乳中切歯
歯根破
損・上顎
両側乳側
切歯不完
全脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3
2.基
準配
置

―

担当保育
者は活動
時の配慮
および連
携の仕方
につい
て、主幹
保育教諭
等より指
導を受け
る。

1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200 ―

施設や設
備の異常
はないた
め、特に
改善点は
ありませ
ん。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担当職員
の配慮不
足。

保育者の
補助や保
育者間の
連携の仕
方につい
て再確認
するとと
もに、全
体を見通
しやすい
よう遊具
の配置や
構成を見
直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで遊び
の様子を見
ていたが先
に飛び降り
た園児がい
ることに気
付かず、本
児が飛び降
りるのを止
めることが
できなかっ
た。もう1
名は同ホー
ル内にはい
たが、他の
園児と別の
遊びをして
いて様子を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

活動前に
保育者間
で園児へ
の配慮お
よび援助
の仕方に
ついて確
認し、各
自の役割
を明確に
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9048

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

29 16 13 2 2
17.５
歳

1.男
児

ー

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折・脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

プール事
故・事故
防止(予測
できる事
故)・災害
発生時未
然防止等
に関する
事故予防
のための
園内研修
は毎年定
期的に
行ってい
ます。

事故予防
に関する
研修だけ
ではな
く、職員
会議等で
も事故防
止につな
がる案件
等がある
場合に
は、意見
として取
り上げ職
員全体で
改善すよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

遊具の後
ろには
ポールを
設置し、
園児が入
らないよ
うに注意
し見守
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児はや
んちゃで
元気がよ
いもの
の、大型
遊具等は
怖がり遊
ぼうとし
ないが、
他児との
鬼ごっこ
等は大好
きで、当
日も遊具
の後ろに
まで入り
込んでい
き走り
回ってい
ました。

年長児な
ので、園
庭におい
ての遊び
方等、そ
の都度言
葉かけを
重視し、
職員間で
全共通の
意識とし
て持つ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で、
他児と楽
しくあそ
び走り
回ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

複数のこ
どもと一
緒に対象
児童と遊
ぶが、急
な転倒に
支えが間
に合わな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児を含
まない複
数のこど
もと一緒
に遊ぶ。

自信の無
い所が
多々あ
り、人前
での発表
等も苦手
である
が、園庭
での外遊
びになる
と、元気
に走り回
り突発的
な事態に
対応が遅
れてし
まったも
のと考え
られる。

園庭での
遊び方等
を、クラ
ス全体に
て再指導
の徹底を
行う。

9049

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

13 10 10
16.４
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

ー

1.基
準以
上配
置

―

怪我発生当
日はお休み
のお子様も
いた為いつ
もより少な
い人数のお
子様の保育
にあたって
いたが、想
定外の出来
事であった
為対応しき
れなかっ
た。お子様
の行動を更
に注意して
対応してい
く。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

積み木を
積む位置
が壁に近
かったた
めジャン
プする時
に十分に
踏み込め
ず、バラ
ンスを崩
し怪我に
つながっ
た。

壁から少
し離した
位置に積
むように
し、怪我
を防いで
いけるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

片付けを
一緒に行
う中でも
お子様の
様子に集
中する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

使ってい
た玩具を
片付け終
え、もう
少し遊び
たい気持
ちから積
んだ積み
木の上か
らジャン
プをして
転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他玩具の
片付けを
行ってい
た為、転
んだこと
は分かっ
たが転ぶ
前の状況
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１3名程度
だった
為、担当
職員１名
で見てい
た。

普段安全
に片付
け、上か
らジャン
プをして
遊んでい
る玩具
だった為
安心して
いた。

全体が見
られる位
置にはい
たが目を
離す時間
もあった
ため、出
来るだけ
目を離さ
ないよう
にする。
怪我をし
た時は他
職員の目
でもお子
様の様子
を確認し
てもら
う。

9050

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

18 3 3
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左右上A歯
牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3

1.基
準以
上配
置

コートを一
人で脱ぐこ
とに関して
は毎日一緒
に声がけを
しながら指
導していた
ので、一人
で出来るよ
うに見守っ
ていたが、
本児の想定
外の転倒に
保育者が
とっさに防
止できな
かった

子どもが
日頃指導
している
行動とは
違う動き
に対して
も必ず目
を離さず
に一人ひ
とりを見
とる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

保育室の
床がフ
ローリン
グ加工
で、靴下
を履いて
いると滑
りやすい

フローリ
ングの床
の保育室
に入る時
は、まず
コートを
脱ぐ前に
靴下を脱
ぐ事を指
導して転
倒防止す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で遊
んでいた
時間が１
時過ぎ
だった
為、その
後保育室
入ってき
たが少し
眠さが
あったか
もしれな
い

３歳児に
進級する
と、午後
の活動も
あるため
少しずつ
午睡時間
を短くし
ていたこ
ともあっ
たが、子
どもの様
子を見な
がら個々
に対応し
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室の
中では
「走らな
い」とい
う約束を
していた
が、活動
的なので
走ってし
まう事が
多かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

部屋に入っ
たら帽子・
靴下とコー
トを脱いで
ロッカーに
かけましょ
うと、担当
職員が声を
かけてい
た。いつも
の生活習慣
なので、本
児一人に１
名の職員は
つけず６対
１で子ども
たちの身支
度を指導し
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

 職員３名
はそれぞ
れの子ど
もたちの
コート・
靴下を脱
ぐ様子を
みたり、
手洗い、
うがいの
援助をし
ていた

職員３名
の配置が
一箇所に
集中して
いなかっ
たか？き
ちんと自
分たちの
持ち場で
子どもた
ちを見
守ってい
たか？

その場にい
る保育者３
名で、必ず
声をかけな
がら玄関か
ら子どもた
ちを保育室
に誘導する
者、着替え
を援助する
者、手洗い
を見る者と
分担してい
たが、より
細かく声が
けをして連
携する

9051

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

72 26 22 24 6 4
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

当該園児
が自ら飛
び降りて
しまった
ことが要
因であ
る。

利用する園
児に対する
注意喚起
（声掛け）
の徹底と臨
機応変に対
応可能な見
守り体制を
とる。改め
て危険行為
に対する園
児指導の徹
底と職員研
修を実施す
る。

2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

毎週月曜
日

2.不定期
に実施

週１回

2ｍの石垣
を這いあ
がるな
ど、体づ
くりや挑
戦心の芽
生えを狙
いとして
いるもの
である。

飛び降り
を未然に
防ぐため
職員を石
垣のそば
に配置
し、声か
け等の見
守り体制
をとる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

危険行為
の未然防
止策を徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自ら飛び
降りる行
為を行っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

飛び降り
る瞬間を
目視した
が、注意
喚起（声
掛け）が
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の園
児に対す
る見守り
活動中で
ある。

―

飛び降り
を未然に
防ぐた
め、職員
を石垣の
そばに配
置し、声
かけ等の
見守り体
制をと
る。

11 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9052

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

51 0 0 0 20 11 20 0 2 2
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足踝剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

トランポ
リンの使
用にあ
たって
は、マ
ニュアル
に則り適
切な人数
で、ルー
ルに従い
通常使用
してい
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし

事前の安
全点検で
は破損等
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホールの
中でいく
つもの遊
びが混在
しており2
人の職員
で見きれ
ていない
部分が
あった。

コーナー
遊びの数
を厳選し
安全に遊
べるよう
組み合わ
せを考え
てコー
ナーの計
画をたて
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
ホールで
好きな遊
びをして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホールに職
員を配置
し、立ち位
置や見守り
を指示して
いたため。
全体を把握
できる位置
で本児の遊
んでいる様
子をみてい
たが、怪我
の瞬間は見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体的に
それぞれ
の遊びを
見ていた
が、トラ
ンポリン
で怪我が
発生して
いた様子
などは見
ていな
かった。

ホールの
職員は2人
で全体を
見ていた
が、トラ
ンポリン
の側には
誰もつい
ていな
かったこ
と。

トランポ
リンの傍
に専任で
職員を配
置しルー
ルを守る
ように指
導した
り、何か
あった時
にすぐに
対応でき
るように
する。

9053

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

10 2   2
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肩骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

楽しくな
り体を大
きく動か
した際バ
ランスを
崩して椅
子から転
倒

椅子の座
り方を知
らせる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守って
いたため
すぐにか
けより様
子をみた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちを
みていた
ため本児
をみてい
なかった

自由遊び
の際の遊
び方

自由遊び
の際の遊
び方につ
いて改め
て見直す

9054

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

8 1 1
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

けがはい
つでもど
こでも起
こりうる
ことを常
に頭に置
いておか
なければ
いけない

ヒヤリ
ハット等
で事故の
起きやす
い遊び、
場所、時
間帯等を
共有して
いく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

移動型の
コート掛
けが置い
てあった

ドッジ
ボールの
動きを考
え、物を
置かず、
ぶつかり
にくい
広々とし
た場所に
整える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯場で8
名の人数
で遊んで
いたので
混んでい
る様子で
はなかっ
たが、動
きも激し
く衝突を
防ぎきれ
なかった

ぶつかり
そうに
なったら
ブレーキ
をかけ
る、体を
かわすな
どの運動
機能が身
につくよ
うな遊び
を日頃か
ら取り入
れていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

先に負傷
していた
箇所の痛
みは無く
なってき
ていたが
湿布、包
帯をして
きていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボールの
様子全体
をコート
脇から見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯場に
は担任一
人で、他
の職員は
部屋で遊
ぶ子ども
を見てい
た

遊びが盛
り上がる
につれ動
きがさら
に活発に
なって
いった

一人で見
守られる
人数では
あった
が、遊び
が活発に
なったら
見守る職
員を増や
していく

9055

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

84 0 13 23 26 22 0 18 16
14.２
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルを読ん
だり研修
を受けた
りしてい
るが、転
倒に対し
て認識が
薄かっ
た。

転倒の場
合、骨折
を疑いな
がら早め
に対応す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭とグ
ラウンド
が続いて
いて広い
ため、低
年齢児は
行動範囲
を限定す
れば良
かった。

遊んでい
る人数に
よって、
先へ行け
ないよう
に柵等を
設け遊び
場を限定
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスが
わかりや
すいよう
に色違い
の帽子を
かぶって
いるが、
広い範囲
の中であ
ちこちと
動く子ど
も達をす
べて把握
しきれな
かった。

個々の動
きがわか
りやすい
ように時
間差をつ
けて園庭
に出るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

調面でも
特に変わ
りはな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

大勢がい
たため、
本児を終
始、目で
追うこと
が出来て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の担
当児や声
をかけて
くる子の
対応をし
ていた。

個々の対
応をしな
がら全体
の状況も
見ていく
ようにす
ればよ
かった。

保育者の
見守り位
置を職員
間で決
め、全体
を見てい
くように
する。

9056

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

24 2 1
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨頚
部骨折、
右肘関節
捻挫、右
手関節痛

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

屋上遊具
では時々
の利用で
慣れてい
ない為、
職員が子
どもの状
態や遊具
について
把握する
のが十分
でなかっ
た。

事前にこ
ども達と
安全な遊
び方につ
いて話し
合い確認
する。遊
んでいる
際にも注
意喚起の
声かけや
見守りを
する等具
体的な内
容を話し
合えるよ
う検討会
の充実を
図る。

1.定期的
に実施

毎回
1.定期的
に実施

毎回
1.定期的
に実施

毎回

ゆらゆら
動く網状
のロープ
の遊具の
特性を把
握する等
の確認
や、遊べ
る他の固
定遊具の
設置や遊
びの種類
に応じた
スペース
が十分で
なかっ
た。

ロープ状
の遊具の
点検を行
うと共に
遊具の特
性を考慮
し、遊べ
る固定遊
具の数や
余裕を
もって園
児が遊べ
るスペー
スを確保
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び慣れ
ていない
遊具のた
め、降り
ようとし
た際に、
足下の
ロープ状
の網の部
分が見え
にくくわ
かりにく
かったこ
とも考え
られる。

ロープ状
の段の部
分に色
テープ等
を巻き付
けること
で、段に
気づきや
すくし
て、注意
して降り
ようとす
るための
改善を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段より
も屋上の
遊びで、
開放的に
なって活
発になっ
ていた様
子もあっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の援
助をしな
がら、離
れたとこ
ろで対象
児が降り
ている様
子を見て
いたの
で、ゆっ
くり気を
つけて降
りるよう
に声かけ
をしよう
としたと
ころで
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れたと
ころで、
他児の援
助をして
いて、対
象児の様
子に気が
ついた
が、間に
合わな
かった。

安全面へ
の配慮な
どの見守
りを行い
ながら、
普段より
園児の様
子がハイ
テンショ
ンだと感
じる時は
保育者間
で声を掛
け合った
りする事
が十分で
なかっ
た。

活動に合
わせた援
助の仕方
など職員
で共有し
再検討を
行い共通
理解を図
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9057

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

25 0 0 0 11 10 4 0 2 2
16.４
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

導入した
ばかりの
遊具の
為、ルー
ルの徹底
が出来て
いなかっ
た。

新しい遊
具で遊ぶ
際のルー
ルの周知
やマニュ
アル化を
する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 特になし

玩具に破
損などの
不備はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが広く
分かれて
遊んでい
たので、
保育教諭
も広く分
かれて子
どもたち
の遊びを
見守って
いた。

危険が想
定される
場所への
職員配置
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と室
内大型遊
具で遊ん
でいた。
遊具をく
ぐったり
登ったり
していた
が、その
後遊具に
立ち上が
り転落し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故発生
時、他の
園児と遊
んでお
り、対象
児が転落
する瞬
間、距離
が遠く間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事故発生
時、担当職
員と異なっ
た場所でほ
かの園児と
遊んでおり
対象児が転
落する瞬間
に間に合わ
なかった。

園児が遊
具に立ち
上がった
際にすぐ
に保育者
が駆け寄
ることが
出来な
かった。

大型遊具や
使い慣れて
いない遊具
で遊ぶ際は
いつもより
多めの職員
配置を行
い、常に声
を掛け合い
安心して遊
べるように
する。

9058

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

5 1 　１
14.２
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

複数担任
クラスだ
が、当日
は行事へ
一部の園
児が参加
するため
担任は分
散してい
た。

慣れてき
た遊びや
職員で
あっても
複数の目
が届くよ
うな配置
を検討し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

6～8 ―

遊具の故
障に起因
しないた
め。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

遊びの様
子から慣
れてきた
様子か
ら、危険
に対する
意識が低
下してい
たと思わ
れる。

改めて遊
具や園
児、遊び
によって
危険な行
為となり
えること
を指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雨天のた
め屋外で
の活動が
できな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児が遊
具で何度
か遊ぶ状
況を確認
し危険な
様子が見
られな
かったた
め、別の
園児に対
して意識
が向いて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で他の園
児と一緒
に活動し
ていたた
め。

―

園児や遊
びの状況
が変わっ
ていく見
極めや複
数の担任
の見守り
を持ち余
裕を持っ
た配置を
してい
く。

9059

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

44 16 15 13 0 5 5
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

―

遊び方の
ルールに
ついて話
し合う際
は、進級
直後や合
同保育等
いろいろ
な状況や
場面を想
定した話
し合いを
行ってい
く。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

4 ―

引き続
き、
チェック
リストに
基づき定
期的に点
検を行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

進級して
の喜びで
子ども達
の気持ち
が大きく
なってお
り、好き
な遊具等
で自由に
開放的に
遊んでい
た。

合同保育
時での
ジャング
ルジムの
制限をす
る。各年
齢毎に登
る段数を
決め、各
クラスの
活動で取
り組み、
慣れてか
ら合同保
育時にも
使用でき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興味ある
事は自分
の能力以
上の事に
も挑戦す
る。他児
がジャン
グルジム
にぶら下
がってい
る様子を
見て真似
ようとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャングル
ジムの周囲
から対象児
を含む5人が
登ってい
た。他児が4
段目に乗せ
ている足を
離しぶら下
がる姿が見
られた為、
すぐに足を
乗せるよう
言葉掛けを
した。下に
いる児が虫
がいると
言って泣く
姿があり、
対応してい
た際、対象
児がジャン
グルジム中
央から転落
した。手を
伸ばしたが
体を抱き止
めることが
出来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で5人
の職員が
朝の受け
入れをし
ながらそ
れぞれ離
れ、子ど
もの保育
に当たっ
ていた。

ジャング
ルジムに
登る子ど
もの人数
制限をし
なかった
為、周辺
から自由
に登り目
が行き届
かない状
況になっ
た。

職員一人
でみる際
の約束事
を子ども
達にも知
らせ、順
番に交代
で登り危
険のない
ようにし
ていく。

9060

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

129 45 41 43 28 28
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

新入園児
だったの
で、遊び
方に慣れ
ていない
面があっ
た

研修の回
数を増や
して意識
づけをす
ると共
に、内容
を充実さ
せる（ビ
デオの活
用等）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6 ―
点検回数
を増やす
（毎月）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新入園児
だったの
で、遊び
方に慣れ
ていない
面があっ
た

園児に対
しての安
全教育の
充実を図
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同じ遊具
で遊んで
いた子が
足を滑ら
せたこと
に気を取
られ、体
をねじっ
た際にバ
ランスを
崩した

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡せる場
所にいた
ため、対
象児の遊
具近くに
はいな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外に出る
準備中の
子が室内
にいたた
め、そち
らの援助
をしてい
た

朝の受け
入れ時
だったた
め、園全
体が慌た
だしい状
況だった

年長児だ
からと気
を抜かず
に、けが
が予想で
きそうな
箇所に
は、職員
を配置す
る

9061

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

24 2 2
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足下腿
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3
2.基
準配
置

園外へ出か
ける時は特
に職員配置
を考慮し、
必ずヘル
パーと共に
出かける。
園外へ出か
ける時は特
に職員配置
を考慮し、
必ずヘル
パーと共に
出かける。
救急セッ
ト、 着替
えを用意
し、携帯を
持ち常に園
と連絡が取
れるように
する

事故発生
時は担任
２名のみ
の引率
だった
が、今後
は引率人
数を増や
す予定。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 ―

近隣の公
園を確認
し、遊具
の使い
方、危険
な箇所を
確認する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

入園以来
遊び慣れ
ている公
園なので
担任のみ
で出かけ
た。しか
し進級し
たばかり
だったの
で、補助
教諭のサ
ポートが
必要だっ
た。

再度、遊
具の使い
方、公園
内での
ルール、
困った事
があった
ら先生に
声をかけ
るなど、
子ども達
と約束し
ていきた
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
に登園し
ていた。
公園でも
いつもど
おり遊ん
でいた
が、他児
に押され
てしまい
事故に
なった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は他
児のトイ
レに付き
添ってい
たため事
故の瞬間
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ５歳
児担任の
他の教員
は、ブラ
ンコで他
児の安全
の見守り
をしてい
たため、
事故の瞬
間を見て
いなかっ
た。

―

園外へ出
かける時
は特に職
員配置を
考慮し、
必ずヘル
パーと共
に出かけ
る。救急
セット、
着替えを
用意し、
携帯を持
ち常に園
と連絡が
取れるよ
うにする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9062

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

17 3 3
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

事故園児の
様子（興奮
状態にあ
る、不安定
など）で担
任が気づい
ていたこと
を互いに共
有し、保育
補助者もそ
の点に気を
つけながら
保育にあた
れるように
配慮すべき
であった。
（共有はし
ていたが注
意が足りな
かった）

時間帯に
よっては
（早朝、
夕方）担
任以外の
保育者が
かかわる
こともあ
るので、
気になる
園児につ
いての様
子を今ま
で以上に
全職員で
共有する
ことを確
認した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回対象
となった
ソフト積
み木は重
ねて上に
乗ると不
安定で
あった。

子どもた
ちの発想
も受け止
めつつ、
危険がな
いか子ど
もたちと
一緒に考
える姿勢
で遊びを
共有する
よう再確
認した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ソフト積
み木から
ジャン
プ、バラ
ンスをく
ずした。

遊びの内
容を把握
し、使用
している
ものや場
所が安全
かどうか
を確認す
る（すべ
てを禁止
するので
はなく）
ことを意
識的に行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

飛んだり
走ったり
すること
を好み動
きまわっ
ているこ
とが多
い。２月
頃から特
に気持ち
がたか
ぶってい
ることが
多くなっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の他
２名の子
がいて、
二人を膝
にのせ絵
本を読ん
でいた。
本児の動
きも目に
入れてい
たが、バ
ランスを
崩した本
児の動き
に対応し
きれな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発生場所
が死角に
なってい
るスペー
スなので
見ること
はできな
かった。

各コー
ナーごと
に遊んで
いても全
体を見渡
す担当が
必要で
あった。

外あそ
び・水遊
びに限ら
ず、保育
室の遊び
でも「全
体に目を
配る担
当」を再
認識しあ
う。

9063

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

60 30 30 4 4
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不定
期に実
施

12
2.基
準配
置

―

事故予防
のための
会を開催
し、対策
を考え記
録に残し
ている
が、事故
予防マ
ニュアル
がない。
直ちに作
成する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

点検時、
遊具ばか
りではな
く、園庭
全体の環
境を見直
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

代替の保
育士はい
たが、年
齢の担任
同士、休
憩時間を
ずらし、2
人ともい
ない時間
を作らな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも活
発で、活
動的であ
る。足が
速い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

仲の良い
友達とか
けっこを
している
ことは把
握してい
たが、転
んだ瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒、砂
場、大型
遊具、鬼
ごっこ等
それぞれ
近くの子
ども達を
見ていて
全体を見
れていな
い。

年長2クラ
スの担任
は休憩中
で、休憩
代替の保
育士が保
育を行っ
ていた。

担任は子ども
の動きを予測
できる可能性
が高いと思わ
れるので、年
齢の担任同
士、休憩時間
をずらし、2
人ともいない
時間を作らな
い。かけっこ
は運動会のト
ラックのよう
にしておき、
その場所で競
争したくなる
環境にしてお
く。大人数で
遊んでいても
全体を見られ
るよう立ち位
置等を職員同
士で連携し合
う。

9064

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

155 0 16 24 37 42 54 0 31 30
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

危険があ
ると考え
られる障
害物を設
置した場
所に、保
育教諭が
いなかっ
た事から
園児の規
範意識が
薄れ、競
争心があ
おられて
しまっ
た。

競争心が見
られ始めた
ことから、
危険が予知
できる場所
には職員の
配置を行
い、無理に
先に出よう
とする行為
を抑えられ
るようにす
る。目に見
える怪我だ
けでなく、
身体内部へ
の観察や落
ち着いた聞
き取りを行
う。担任が
できない場
合は養護教
諭が代わっ
て時間を掛
けて行う。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 ―

・引き続
き、点検
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ソフト面
と同様

ソフト面
と同様

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故前は
いつもと
変わらな
かった
が、事故
後の様子
をもっと
気に掛け
ると良
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

かけっこ
には参加
し、一緒
に走るな
どしてい
た。たま
たま他の
グループ
の園児の
動きに付
き添って
走ってい
たため、
対象児を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

転んだと
ころは見
ていな
かった
が、近く
にはいた

今年度よ
り担任と
なった
が、4月
早々学級
閉鎖が
あった
り、コロ
ナ感染に
よりクラ
ス全員が
そろうこ
とが遅れ
たりした
ことで、
園児ひと
り一人の
把握が
しっかり
とできて
いなかっ
た。

何か起き
たとき、
信頼関係
を持ち、
遠慮せず
何でも話
せる関係
を園児と
の間に作
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9065

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

3 2 1 0 0 0 0 1 1
13.１
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足腓骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

滑り止め
の靴下を
履くなど
し、滑ら
ないよう
に注意す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

午睡中は
滑り台に
仕切りを
し、使用
しないよ
うにす
る。

5.睡眠
(午睡)
中

―

午睡時間
は、絵本
などを読
み、静か
に過ごせ
るように
工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慣れ保育
中で午睡
が短く、
すぐに起
きてし
まった。
慣れ保育
期間で保
育教諭や
園での生
活に慣れ
始めの頃
であっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児が滑り
台を登ろう
としたとこ
ろに他児が
上から滑ろ
うとしたた
め、保育教
諭が抱っこ
をし階段に
移動した。
階段に下ろ
そうとした
際保育教諭
が滑って転
倒した。そ
の時に足が
滑り台の淵
に当たった
と考えられ
る。保育教
諭は頭を守
ろうと必死
で、ぶつけ
た箇所を
はっきり見
ることが出
来なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

隣の0歳児
室にいた
保育教諭2
名が、転
倒時の保
育教諭の
声や本児
の泣き声
を聞き、
すぐに駆
け付け
た。（0歳
児室と和
室は柵で
仕切られ
ていて見
通せる環
境であ
る）

―

事故発生
時は午睡
明けで保
育教諭１
名が園児
３名に関
わってい
たが、普
段は同じ
空間に２
名の保育
教諭がい
るので、
危ないと
きは声掛
けし、迅
速に対応
する。

9066

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

33 10 7 12 4 4 2
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

職員間で
連携し、
子どもの
活動の把
握を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特記事項
なし

特記事項
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

落下しや
すい場所
や怪我に
繋がりや
すい場所
を子ども
たちと確
認し合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯を
渡ってい
て、棒を
掴みきれ
ず落下
し、左腕
を強く打
ち骨折。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

延長保育
担当者の
一人は近
くにいた
ものの、
他の園児
の対応を
していた
ため、対
象児が雲
梯から落
下した瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の延長
担当者
は、各担
当場所に
いて他の
子どもを
見ていた
ため、対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

特記事項
なし

他学年の
職員とも
連携し、
園児の細
やかな観
察を行
う。

9067

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

28 3 3
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2,3
2.基
準配
置

職員の立
ち位置と
連携が不
足してい
た。園児
への指導
が十分で
なかっ
た。

職員の危
機管理意
識を向上
し、同じ
ような怪
我を防げ
るように
する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

園内の危
険箇所の
点検及
び、危険
箇所を把
握し改
修・修繕
する。

ビオトー
プは水が
なく大き
な石も多
いため、
ビオトー
プ内に入
らないよ
うにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

橋の幅も
それほど
狭くな
かったの
で予想し
にくい状
況だっ
た。

ビオトー
プにかか
る橋を通
らなくて
も行き来
できるた
めビオ
トープを
使用しな
いように
し、職員
の危険箇
所の把握
や指導の
徹底を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子で、ビ
オトープ
にかかる
橋を走っ
て渡って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児と一
緒に保育
室に向
かって
走ってく
る様子を
少し離れ
た所から
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人は担当
の児に関
わり、も
う一人は
他の園児
と別の場
所で関
わってい
た。

人数の配
置はあっ
たが、子
どもの行
動の危険
予測を
もっと大
きくもつ
必要が
あった。

クラス間
や学年間
で連携を
とり、危
険箇所の
共有や体
制作りを
強化す
る。

9068

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

53 23 11 19 3 3
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右ふくら
はぎ骨折
全治１～2
か月

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

―

2クラス以
上遊ぶと
きは発達
段階を考
慮して
ルールを
設定して
遊ばせ
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

年長組な
どの鬼遊
び等、園
庭の範囲
の設定を
しっかり
とする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大きいク
ラスの園
児とと遊
ぶのが、
まだ不慣
れだった
と思う。

園庭を共
有して異
年齢で遊
ぶときは
コーナー
やルール
をわかり
やすく設
定。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びが
できる嬉
しさも
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3クラス合
同の人数
が多い状
況で遊ん
だ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

異年齢で
遊びをし
ていた。

―

職員の見
守りの範
囲を意識
し、年齢
や発達段
階に応し
ながら
しっかり
と行う。

9069

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

31 2 2
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

危険個所
について
の検討が
十分では
なかっ
た。

ヒヤリ
ハット
マップを
再度検討
しなお
し、危険
箇所の洗
い出しを
行う。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

250

地面が
湿ってい
て靴底に
砂がつき
滑りやす
い状態で
あった。

靴の底を
はらうよ
うなマッ
トを置い
て、滑り
にくいよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面が
湿ってい
て靴底に
砂がつき
滑りやす
い状態で
あった。

靴底に砂
がついて
いる状態
で遊具に
登らない
よう声か
けはして
いたが、
声掛けだ
けでなく
見て確認
をさせる
など意識
付けをさ
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

靴底が
湿ってい
る状態で
登ると滑
るという
事に意識
がいって
いなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
渡せる位
置に立っ
ていた。
手を離さ
ないよう
言葉掛け
をしてい
たが、本
児の靴が
滑りやす
くなって
いた事に
気付いて
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒を
やってい
る子の側
で見守っ
ていた。

環境面に
ついての
対応の意
識が十分
ではな
かった。

遊具を使
う際の
ルールは
守れてい
たが、環
境面の対
応も必ず
意識する
ことを全
職員で共
有した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9070

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

3.2歳児ク
ラス

56 13 22 21 8 8
14.２
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下腿骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

危険個所
点検に
「転びや
すいとこ
ろはない
か」とい
う項目は
あるが、
具体的な
記載がな
かった。

危険予測
ができる
よう、項
目に具体
性をもた
せる。

2.不定期
に実施

60
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

24

園児がよ
く通る遊
具近くの
地面の状
態までは
確認がで
きていな
かった。

園庭の地面
の状態（滑
りやすくな
いか、石が
落ちていな
いかなど）
を確認し、
危険が考え
られる場合
にはその都
度対処して
いく。今
回、滑り台
近くに人工
芝を敷き滑
りにくくし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台を
滑ってき
たところ
は確認し
ていた
が、再び
階段に向
かうとこ
ろは追視
していな
かった。

階段に向
かう園児
に気を付
けるよう
な言葉か
けをして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
転びやす
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

階段を上
る園児と
滑ってき
た園児を
確認する
ことがで
きる位置
（滑り台
中央）
で、園児
の動きを
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢で
遊んでい
たことか
ら、それ
ぞれの箇
所で保育
を行って
いた。

滑り降り
てから、
階段に向
かうまで
の短い距
離で、転
ぶであろ
うという
予測をし
なかっ
た。

常に危険
性がある
ことを意
識してお
く。

9071

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

7.異年齢
構成

2 0 0 0 0 1 1 0 3 3
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

―

2号の時間
（夕方）
の時間は
子どもの
体力面を
考慮して
遊びの内
容を考え
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―

遊具の安
全な使い
方を常に
知らせ、
危険な使
い方をし
ていない
か見守る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

時間帯や
子どもの
人数に応
じて安全
に遊べる
環境を整
える

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

晩御飯を
外食する
ことが楽
しみで、
気持ちが
高揚して
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園長、副
園長は、
新入園児
の親子面
談の対応
をしてい
た

―

安全に遊
んでいる
か常に見
守り、危
険な場面
では声を
かけ安全
面に配慮
する

9072

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

77 28 32 17 4 4
15.３
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

雲梯のそ
ばに職員
がついて
いなかっ
たため

雲梯には
職員がそ
ばにつく

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

雲梯の破
損などで
はないの
でなし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもと
の遊びに
夢中にな
り雲梯が
視界に
入ってい
なかった

常に危険
な場所は
視界に入
れる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１回目は
雲梯を渡
りきるこ
とができ
たが、２
回目はで
きなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
落下する
瞬間にそ
ばにいな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の対応を
していた
ため見て
いなかっ
た

いつもは
できてい
ると安心
していた
ためそば
にいな
かった

雲梯には
職員がそ
ばにつく

9073

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

13 1 1
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

跳び箱指
導に対し
て、担当
保育士の
理解が足
らなかっ
た

担当保育士
が体操指導
の仕方をき
ちんと理解
する。体操
指導のマ
ニュアルを
作成し、独
自の事故対
応マニュア
ルに追加し
研修を実施
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

本児が使
用した用
品には、
破損もな
く不備が
なかった
と考えら
れる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱指
導に対し
て、担当
保育士の
理解が足
らなかっ
た

担当保育
士が、体
操指導の
仕方を十
分理解す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、意欲
的に参加
し跳び箱
の練習を
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
練習中、
担当保育
士が側に
ついてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
の配置は
無い

跳び箱指
導に対し
て、担当
保育士の
理解が足
らなかっ
た

担当保育
士が、体
操指導の
仕方をき
ちんと理
解する

9074

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

10 10 2 2
14.２
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

48
2.基
準配
置

―

色々な人
の目で見
ることが
出来るよ
う、配置
に気を付
けてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 ―

１歳児ク
ラスは広
く走りた
くなる環
境である
為、走ら
ないよう
声掛けを
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

玩具が散
乱してい
た為、こ
まめに片
づけるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り遊ぶ姿
があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
た。転倒
後すぐに
近寄り声
を掛け
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

視線には
入ってい
たが意識
的には見
ていな
かった。

―

近くにい
たが転倒
を防ぐこ
とは出来
なかっ
た。子ど
もの動き
を予測し
て対応す
る。

9075

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

4 2 1 1 2 2
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上前歯
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

怪我発生
後はマ
ニュアル
にはほぼ
沿いなが
ら臨機応
変に対応
できた。

今後もマ
ニュアル
の改善等
繰り返し
迅速に対
応できる
ように進
めてい
く。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

144

動きが突
発的また
は衝動的
な児に対
して、情
報交換を
職員間で
行ってい
く。ま
た、保育
者の手の
届く位置
で見守る
ことが必
要であっ
た。

室内では
座って遊
べる環境
を提供
し、遊び
の内容は
年齢に応
じた飽き
ない時間
となるよ
う、工夫
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玩具に飽
きてしま
い、立
つ・走る
等の動き
が目立っ
ていた。

児の気持
ちの変化
に気付き
遊びの内
容や環境
設定を工
夫し、適
切な保育
を提供す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

担任以外
の職員が
保育を担
当する土
曜保育中
に起き
た。日頃
よい、動
きが多
く、よく
転ぶ児で
あること
を職員間
で情報交
換し、共
有してい
くべきで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

突発的に動
く児である
ことを意識
し、手の届
く位置で見
守ることも
必要であっ
た。机と椅
子のある環
境設定も保
育環境の選
択肢として
考え、状況
や預かる子
どもの年齢
に応じ様々
な保育を提
供していく
ことが必要
であった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遅番保育
の時間帯
であり、2
人制で
あった。
他職員は
他児の迎
え対応中
であった
が、動き
の多い児
がいる際
は迎え担
当職員の
立ち位置
も考慮
し、複数
の目で見
守ってい
く。

職員間で
の情報交
換やあら
かじめ保
育のイ
メージを
持ち準備
してい
く。迎え
を待つ自
由時間
だったこ
とで飽き
だす児や
疲れが出
始める児
もいた。
子どもが
安全活動
できる環
境への配
慮が足り
なかっ
た。

預かる子
どもの特
質や年齢
に応じて
保育内容
や環境設
定に考慮
してい
く。ま
た、子ど
もたちを
活動させ
るのに危
険がない
か予測す
る。ケー
ス会議を
行い、改
善策を見
出し全職
員に周知
する。
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死亡
0
歳
1
歳
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歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9076

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

49 20 13 16 5 4
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

常に広い
視野で見
渡せる保
育教諭、
保育従事
者がいな
かった

日頃のヒ
ヤリハッ
トの見直
しと、事
故防止マ
ニュアル
の見直し
をする

3.未実施 　
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

295 特になし

遊具の周
囲に屋外
用マット
を置く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予想が出
来にくい
行動だっ
た

足首を
引っ張っ
た園児へ
の安全指
導する。
全園児へ
の遊具の
使い方を
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

高い遊具
（すべり
台等)の見
守り等を
してい
て、対象
児から離
れたとこ
ろで、見
ていたた
め、転落
した瞬間
に間に合
わなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児のう
んていの
補助をし
ながら見
ていたた
め、間に
合わな
かった。

固定遊具
のそばに
保育教諭
がいな
かった。
遊具での
遊び方の
指導が充
分にでき
ていな
かった。
対象児と
足首を
引っ張っ
た園児が
兄妹とい
うことも
あり、遊
びがエス
カレート
したと思
われる。

園庭で遊
ぶ時の保
育教諭の
配置を考
え全体に
目が行き
届くよう
にする

9077

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

3.2歳児ク
ラス

71 11 14 10 11 16 9 12 12
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

園庭の非
常階段付
近を見
守ってい
る保育者
がいな
かった。

園庭であ
そびを展
開する保
育者は視
野を広く
持ち、子
どもの危
険行動に
すぐに気
づいて対
応する。
常に分散
し連携し
て配置に
つく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240 ―

木枠の状
態や周り
の環境整
備を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の非
常階段付
近を見
守ってい
る保育者
がいな
かった。

保育者
は、常に
分散し、
連携して
配置につ
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭を
走ってい
た本児
は、非常
階段前で
バランス
を崩し転
倒し、木
枠に左腕
を打ちつ
けた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者は本
児を含めた
他児と築山
裏のフェン
ス沿いで虫
探しをして
いたが、そ
の後の本児
の行方まで
意識してい
なかった。
別の保育者
が離れた所
から本児の
様子を見て
いたが、転
ぶ瞬間に間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭遊び
の見守
り、排泄
する子ど
もや送迎
者の対応
をしてい
たため、
見ていな
かった。

園庭、非
常階段付
近を見
守ってい
る保育者
がいな
かった。

保育者
は、常に
分散し、
連携して
配置につ
く。

9078

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

68 21 25 22 7 5
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨近
位端骨折
左橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

遊びの異
変に気が
付ける
様、特定
の遊びを
させると
きは設置
の向きを
考える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

現在も着
地場所に
はマット
を敷いて
おり、引
き続き徹
底する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高所（１
ｍ）から
の着地失
敗による
事故

高所（1ｍ
以上）で
遊んでい
る場合は
目を離さ
ない。事
故にすぐ
に気づけ
るよう着
地面は職
員の多く
いる方を
向いて遊
びを行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う友
達と飛び降
り遊びを何
度も繰り返
し遊んでい
た。負傷後
も職員へ伝
えることも
なく、他の
園児と一緒
に遊んでい
た。痛みが
増し、しゃ
がみ込んで
いたところ
に職員に話
しかけられ
泣き始め
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

特定児は同
じ遊びを何
度も繰り返
しており、
遊びに問題
はないと思
い目を離し
た。また、
着地失敗時
に泣いたり
動けなく
なったりも
せず、職員
へも伝えて
こなかった
ため子供の
様子の変化
に気づくの
が遅れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

あそび周
辺に職員
がおり、
また園児
の変わっ
た様子が
見られな
かったた
め気づけ
なかっ
た。

高所（１
ｍ）から
のジャン
プあそび
の場所に
職員がつ
いてい
なった。
子供が自
分の体調
の異変を
伝えな
かった。

高所（１ｍ以
上）からの
ジャンプあそ
びには職員が
付くようにす
る。また、職
員がついてい
ないときは、
低所（50cm）
からのみの遊
びにする。遊
びの異変に気
が付ける様、
特定の遊びを
させるときは
設置の向きを
考える。

9079

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

24 3 3
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

13

1.基
準以
上配
置

園庭遊具
の遊び方
はある
が、3連鉄
棒を使用
する人数
の決まり
がマニュ
アル等に
はなかっ
た。

鉄棒等遊
具を使用
する際の
人数と職
員の配置
について
検討しマ
ニュアル
に記載す
るととも
に、職員
に伝達し
実施す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特記なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

3連鉄棒の
一番低い
（高さ
90cm、幅
165cm）所
で使用し、
鉄棒の下に
はクッショ
ンマットを
敷いてあっ
たが、転落
時の体勢に
より手に負
荷がかかっ
たことも考
えられる。

園庭自由
あそび時
の危険予
測を職員
間で話し
合い、状
況に応じ
てあそび
の種類を
決める等
安全に見
守れる体
制をつく
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

先生に見
てもらい
たい気持
ちから、
予想外に
全身に力
が入り手
が鉄棒か
ら離れて
しまった
のかもし
れない。
（手が
滑った可
能性もあ
り）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一人で対象
児とその横
の二人の園
児を見てい
た。転落直
前までうま
く回ってい
たので安心
して見てい
た。対象児
が落下する
瞬間に手を
差し伸べた
が間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

大縄跳び
の担当職
員は見て
いたが転
落は一瞬
のことで
あった。

3連鉄棒の
低い所で
本児、中
央の所で2
人が使用
して、同
時に鉄棒
をする園
児3人を一
人で見て
いた。

本児は入
園で他児
に比べて
鉄棒の経
験が少な
かったこ
ともあ
り、職員
は園児の
発達や経
験に沿っ
て１名で
実施する
等の援助
ができる
ように改
善を行
う。
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【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9080

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

　 2 2
15.３
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

捻挫
うっ血
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

不定期
2.基
準配
置

―

職員全員
で遊びに
おけるヒ
ヤリハッ
トの共
有・監視
の仕方の
再確認、
職員の再
配置

1.定期的
に実施

１２回以
上

1.定期的
に実施

１２回以
上

1.定期的
に実施

１２回以
上

―

職員全員
で安全意
識の再確
認

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

年齢に見
合った遊
具への促
し・子ど
も達への
遊び方指
導、遊び
時のルー
ルの再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で戸外遊
びに出掛
けたもの
の、対象
児が何で
遊んでい
たか把握
出来てい
ない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外監視2名
は対象児
の側にお
らず、対
象児の怪
我の様子
を目撃し
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外監視の
職員以外
は園庭に
はおら
ず、気付
く事が出
来なかっ
た。

―
監視の在
り方の再
検討

9081

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

48 24 24 4 4
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2

1.基
準以
上配
置

散歩、小
学校の予
行練習見
学、公園
での遊
具、リレ
－遊び
等、進級
２か月目
の活動量
としては
多過ぎた
のではな
いか。

子どもの
活動量を
考え、無
理な活動
をしな
い。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

公園の地
面に起伏
があり硬
かった。

園外での
環境に応
じた遊び
の提供を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

注意を要
する遊具
に重点を
おき、全
体を見渡
し、子ど
も達の活
動を把握
するよう
にしてい
る。

保育教諭
の人数に
応じ、活
動数の制
限をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達が
リレ－をし
ようとし、
本児が最後
に来て混
ざった。本
児の前の走
者がとても
遅く、本児
が泣きなが
ら最後に
ゴールした
様子は見て
いた。保育
教諭がリレ
－の終始を
見ていな
かった為本
児の転倒の
様子は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
や他児の
遊びを見
ていた。

リレ－は
日頃より
園庭で
行ってお
り子ども
達の身近
な活動で
あった。
子ども達
だけで進
めて楽し
んいた
が、園庭
との環境
の違いか
ら事故が
起こる想
定をして
いなかっ
た。

身近な活
動であっ
ても、環
境により
事故が起
こり得る
ことを予
想し注視
するとと
もに、活
動の中止
の判断を
する。

9082

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

7.異年齢
構成

38 8 30 5 5
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上膊骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2
2.基
準配
置

事故発生
防止のた
めの指針
は作成さ
れている
が、「安
全な保育
環境を確
保するた
めの配
慮」につ
いて再確
認する必
要があ
る。

「安全な
保育環境
を確保す
るための
配慮」に
ついて職
員間で話
し合いを
行い、必
要な配慮
を話し
合った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

築山の砂が
流れて斜面
がなだらか
になってい
たので、子
どもが駈け
降りやすく
なっていた
かもしれな
い。盛り土
をすること
で一歩ずつ
踏みしめて
上り下りし
たかもしれ
ない。

土のう袋
に土を詰
め、築山
の両側に
階段状に
積み重
ね、一歩
ずつ上り
下りする
ように階
段状の段
差を作っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの場
面で、築
山を駆け
下りると
スピード
が出て危
険である
ことは知
らせてい
るが、当
該児を含
めて遊び
に夢中に
なるとつ
い忘れて
しまう子
どもも見
られる。

戸外遊び
の際は、
子どもた
ちと約束
事を再確
認し、慌
てずに安
全に築山
の上り下
りするこ
とが身に
付くよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の様子
で、友達
と鬼ごっ
こをして
いた。鬼
から逃げ
ようとし
て築山か
ら駆け降
りたた
め、ス
ピードが
つき何も
ない地面
で手をつ
いて転倒
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭内に
いた保育
士５名の
うち、一
緒に鬼
ごっこを
していた
１名は、
鬼から逃
げる様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭内に
いた保育
士5名のう
ち、本児
と一緒に
鬼ごっこ
をしてい
た１名以
外は見て
いなかっ
た。それ
ぞれ、鉄
棒、ブラ
ンコ、砂
場につい
ていた。

築山から
駆け降り
るとス
ピードが
ついて危
険なこと
を、戸外
遊びの前
に再確認
していた
ら、気を
つけて築
山を降り
ることが
できたの
かもしれ
ない。

戸外遊び
の前に
は、園児
と安全な
遊び方の
約束事を
再確認す
るように
する。

9083

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

28 1 1
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

職員の立
ち位置、
園児の遊
び方や扱
い方等を
更に探り
見直して
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ―

破損や部品
の紛失等が
ある場合は
即対応をし
ている。職
員に対して
は安全
チェックリ
スト表を回
覧し全体周
知を徹底い
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

廊下に設
置した鉄
棒の所に
職員がつ
いてな
かった。

遊具があ
る所は、
必ず職員
がつくよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3歳児保育
室前の廊
下に設定
した鉄棒
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は保
育室にい
た他児を
見ていた
ため、対
象児が落
下したと
ころを見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当の
保育室に
て保育中

本児の朝
の行動の
把握が不
十分で
あった。

職員間で
更なる連
携をと
り、子ど
もの行動
を把握す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9084

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

42 16 26 6 6
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

ヒアリ
ハット事
例を毎月
会議で取
り上げ、
改善策実
施後どの
ように変
わったか
報告して
いる。

引き続き研
修会報告は
全体会議の
時に全体に
周知。ヒア
リハット報
告があった
事例に関し
ては、毎月
の会議で事
故後の取り
組みについ
てうまく機
能している
か検討。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

なし（安
全な設備
環境を保
つための
点検は確
実に実施
されてい
るため）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

今回は禁
止事項を
行ってい
たわけで
はなく、
十分に下
見した場
所におい
て体を
使って遊
んでいた
最中であ
り、不可
抗力な面
が大き
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園外保育
（遠足）
中で、段
ボールで
草滑りを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばで草
滑すべり
をする子
どもたち
全体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

草すべり
以外の遊
びをする
子どもに
付いてい
た。

―

体を使った遊
びをする上で
ケガは避けら
れないが、ケ
ガをしにくい
体作りや自分
の能力に合っ
た動かし方が
できるよう、
これからも十
分に外遊びを
楽しんでい
く。また、視
野を広く持
ち、子どもた
ちの動きを見
ながら一人一
人が無理ない
動きを選択で
きるよう声を
かけていく。

9085

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

　
17

8 9 4 2
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

右眼瞼裂
創、右眼
瞼炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

ー
2.基
準配
置

―

より様々
な事故を
設定し、
適切に対
応できる
ようにそ
の場に合
わせた対
応を考え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

ほぼ毎日 ―

ブランコ
に柵は設
置されて
いるが、
前面、後
方などか
ら園児の
出入りは
自由にで
きる状態
なので、
視覚的に
進入禁止
のテープ
等を設置
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

改めて園
児と正し
い遊具の
使い方に
ついて確
認し、一
人一人が
安全に遊
ぶ方法を
理解して
約束を
守って遊
べるよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

戸外遊び
の前に室
内で製作
活動に集
中し、完
成させた
満足感や
達成感を
味わって
いたた
め、戸外
でも積極
的に体を
動かして
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は、リ
レーごっこ
やケンケン
パー等がで
きるよう
４、５歳児
と共に環境
を設定して
いたため、
ブランコが
設置してあ
る遊具の場
所から離れ
た所にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他クラス
の保育者
が、遊具
の近くで
遊ぶ園児
を見守っ
ていた。

―

園庭の遊具
で遊ぶ際は
職員を配置
し、近くで
遊びを見守
る。担当す
るクラスだ
けでなく、
他クラスの
園児を含め
て職員一人
一人が園児
全員を見守
るようにす
る。

9086

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

27 32 23
15.３
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

片付けに
取り組む
時間での
安全管理
について
確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎 ―

施設及び
遊具等の
安全点検
は今まで
通り毎月
実施する
他に、幼
児の活動
前に安全
点検の実
施を強化
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

片付けを
する場合
は危険の
ないよう
焦らず
ゆっくり
物を運ん
だり、他
児とぶつ
かったり
しないよ
う伝え、
その確認
を継続す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室か
ら廊下へ
出る付近
で片付け
を眺めて
いた。走
り回った
り動き回
る様子は
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室と
廊下を行
き来しな
がら、幼
児と一緒
に片付け
をした
り、の様
子を見
守ったり
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が保育
室内で皆の
片付けの様
子を眺めて
いる姿は把
握していた
が、普段通
りの姿で
あった為、
他児らと一
緒に片付け
をしてい
た。転倒し
た瞬間は目
撃していな
かった。

―

常に幼児
らの動き
を把握
し、危険
な動きを
していな
いか確認
する。

9087

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

3.2歳児ク
ラス

35 0 0 0 0 0 0 0 8 7
14.２
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

36
2.基
準配
置

職員配置
等に問題
はなかっ
た。

園児の動
きを把握
してお
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

人工芝生
でクッ
ション性
があり環
境等に問
題はな
かった。

走るのに
十分な広
さがある
か等の確
認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし。

あそびの
中で、転
んだ際の
てのつき
方等伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

あそびの
中で元気
よくか
けっこを
して遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
見てお
り、転倒
の際も見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の持ち場
で、それ
ぞれの担
当園児を
見てい
た。

普段より
歩行にふ
らつきが
あり転倒
も多い園
児だった
ため、か
けっこの
際に転倒
しうまく
手がつけ
なかっ
た。

手足を強
くするた
めの運動
遊びをす
るなど、
当児の体
力向上を
促してい
く。
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死亡
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歳
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歳
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歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9088

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

3.2歳児ク
ラス

　 9 28 25
14.２
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右の脛
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

人数的な
職員配置
は問題な
いが、園
児の動き
の全体を
見られて
いなかっ
た。

保育教諭
同士が連
携をとり
死角のな
いように
立ち位置
を考え
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

3歳未満児
専用の遊
具・芝生
を備えて
はいる
が、３歳
以上児と
も園庭を
共有して
おり、見
守り範囲
が広く見
きれてい
なかっ
た。

見守り範
囲を限定
できるよ
うに、柵
を設置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

３歳以上
児用の遊
具もたく
さんあ
り、視覚
的にも興
味をそそ
られる環
境であっ
た。

３歳未満
児遊具か
ら部屋に
戻るまで
の動線の
見直しと
柵設置に
よる安全
確保。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外遊び
後、片付
けをし部
屋に戻る
途中、低
雲梯に行
き遊んで
いた。そ
の際、手
をすべら
せ落下し
たものと
思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

3歳未満児
遊具で遊ん
でいる際は
見ていた
が、片付け
をし部屋に
戻るため全
体に声をか
け誘導をし
ていた。そ
の際、本児
が部屋では
なく遊具の
方に行った
ことに気が
付かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
に同じ
く、他児
を誘導し
ており、
本児の行
動に気が
付かな
かった。

保育教諭
の監視不
足

保育教諭
同士が声
をかけ合
い見守り
分担を明
確にする

9089

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

33 10 7 12 4 4 2
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

職員間で
連携し、
子どもの
活動の把
握を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特記事項
なし

特記事項
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

落下しや
すい場所
や怪我に
繋がりや
すい場所
を子ども
たちと確
認し合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯を
渡ってい
て棒を掴
みきれず
落下し、
左腕を強
く打ち骨
折。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

延長保育担
当者の一人
は近くにい
たものの、
他の園児の
対応をして
いた為、対
象児が雲梯
から落下し
た瞬間は見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の延長
担当者
は、各担
当場所に
いて他の
子どもを
見ていた
ため、対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

特記事項
なし

他学年の
職員とも
連携し、
園児の細
やかな観
察を行
う。

9090

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

　 2 15 16 11 3 3
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

ー

1.基
準以
上配
置

―

慣れてい
る環境で
あって
も、職員
の複数の
目が届く
ように配
置してい
く

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

4

手すりや
持つ部分
が少ない
所を渡ろ
うとした
ため、他
の所より
も滑りや
すかった

遊具それ
ぞれの部
分の特色
や危険箇
所を子ど
もたち・
職員が遊
びや活動
の中で知
り、安全
に遊べる
ようにす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢が
混じり活
発に遊ん
でいる状
況である

活発に遊
びながら
も、落ち
着いて安
全に遊べ
るように
声を掛け
て指導し
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発でい
ろいろな
遊びに挑
戦するこ
とが好き
な子ども
である。
いつも通
り元気に
遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くにお
り対象児
が遊具で
遊んでい
るのはわ
かってい
たが、他
児と関
わってお
り見てい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
のエリア
内で他児
と関わっ
ており、
対象児は
見ていな
かった

職員は全
体を細や
かに見な
がら園児
と関わっ
ている
が、どう
しても常
に全体を
把握でき
ない場合
もある

個別の園児
と関わりな
がらも常に
全体を把握
しておける
よう、意識
を強くする
とともに、
他エリアに
移動しても
子どもたち
の様子を見
ていけるよ
うにする

9091

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

4 4 4
15.３
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上前歯
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

6

1.基
準以
上配
置

歩行の際
の前後の
間隔を
しってか
り把握し
園児の安
全歩行確
認に問題
があった
のではな
いか。

個々の歩
行状態や
歩くペー
スを考慮
して手を
つなぐペ
アを組
む。歩き
方がぎこ
ちない園
児は保育
教諭が手
をつない
で歩く。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 特になし

散歩経路の
確認や事故
防止のた
め、出発時
に歩道の歩
き方（列を
乱さない・
広がって歩
かない・手
をつないで
歩く等）を
園児に伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

着用して
いるズッ
クのサイ
ズが合っ
ているか
確認する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

行き慣れ
た公園へ
散歩に出
かける

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

先頭と最
後尾につ
く

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

時間差で
の散歩に
出かける

特になし

引き続き
先頭と最
後尾に職
員が配置
につく

9092

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

30 3 3
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

１～２

1.基
準以
上配
置

職員１名
が遊具の
傍につい
て見守り
を行って
いたが、
対象児が
手すりを
一本飛ば
しで雲梯
を行って
いる姿か
ら危険を
察知する
ことが出
来なかっ
た。

子どもの
様子から
危険な行
動を予測
して声を
掛けてい
く。普段
から遊具
を使用す
る際の
ルール等
を子ども
たちにも
しっかり
伝えてい
くように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

雲梯の手
すりを一
本飛ばし
で渡る方
法が、対
象児に
とっては
まだ難し
かった。

使用する
遊具やそ
の遊び方
が子ども
たちの年
齢や発達
に合って
いるか確
認し、危
険だと判
断した場
合は使用
を中止し
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

雲梯で遊
ぶことに
慣れて、
普通の方
法よりも
少し難し
い方法で
やろうと
していた
際に起き
た事故で
あった。

遊具等に
慣れた頃
に事故は
起きやす
いので、
意識して
子どもた
ちに注意
を促す声
かけを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎日の戸
外遊びの
中で雲梯
を必ず
行ってお
り、他の
子どもと
一緒に一
本飛ばし
で雲梯を
渡ること
に挑戦し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の傍
で見守り
を行って
いたが、
雲梯の反
対側にい
たため対
象児が落
下する瞬
間には間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他2名のう
ち1名は公
園全体を見
渡してお
り、発生時
は遊具側で
はなく反対
の広場の方
で鬼ごっこ
をしている
子どもの見
守りを行っ
ていた。も
う1名は他
に転んで擦
り傷が出来
た子の対応
を行ってい
た。

職員２名
で遊具の
見守りを
行ってい
たが、発
生時は他
の子の怪
我の対応
のためそ
の場を離
れてし
まってい
た。

職員がそ
の場を離
れるとき
は他の職
員にも伝
え、一時
的に遊具
の使用を
停止する
ようにし
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9093

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

　 18 17 3 3
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定期
的に実
施

24

1.基
準以
上配
置

―

事故予防
マニュア
ルを作成
する。事
故予防の
職員研修
をする。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

ー ―

遊具の配
置場所を
検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子ども達
と遊具の
安全な遊
び方につ
いて考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日朝の家
庭での検温
は36.2度
で、受け入
れ時の家庭
からの連携
も特にな
かった。園
でも体調不
良を訴える
こともなく
いつもと違
う様子は見
られなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
そばで見
ていてす
ぐ駆け付
けたが、
本児が足
をすでに
抜いた後
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各保育教
諭の近く
で遊んで
いる子ど
もを見て
いた。

―

職員は近
くにいる
子だけで
なく、常
に遠くで
遊んでい
る子にも
留意し、
職員同士
連携しな
がら全体
の遊びを
見てい
く。

9094

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

9 9 19 18
15.３
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
の骨のず
れ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

怪我当時
の状況を
共有し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

どんな場
合にでも
怪我につ
ながる事
がないよ
う、今後
も充分に
配慮して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

転倒が
あった場
合にでも
怪我のな
いよう環
境を考え
ながら設
定してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本人の遊
びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭あそ
び等それ
ぞれの持
ち場で保
育を行っ
ていた。

―

バランスを
崩し、転
倒・怪我を
することも
十分に考え
ながら声掛
けをしてい
くことが必
要であると
考える。

9095

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

3.2歳児ク
ラス

23 4 4
14.２
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折、左足
甲骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

当日の出席
児童は24
人、その時
点の対応職
員が４人で
あり不足は
ないが、遊
びの設定が
４ヶ所と多
かったこ
と。落ち着
かない子等
がいた為対
応できな
かった。

事前に把
握出来た
ことであ
るが、認
識が足り
なかっ
た。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52 特になし

高い所か
ら飛び降
りる際の
高さ、着
地点の安
全性を確
認して実
施する
（発達年
齢にあわ
せた安全
性）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
発達段階
に合わせ
た設定に
無理が
あった

２歳児の
発達段階
に合わ
せ、安全
に楽しめ
るように
するため
にどうす
るか共通
理解を深
めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

飛び降り
た時にバ
ランスを
崩し、左
足に重心
がかかり
捻挫

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

傍にいて
手を出し
たが、間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の設定場
所につい
ていた
が、自由
に動き回
る子ども
もいて落
ち着かな
い状況で
あった。

現時点で
の子ども
の状態に
合わない
設定が事
故に繋
がった。

子どもの
発達段階
に合わせ
ること、
さらに職
員体制に
併せて臨
機応変に
対応す
る。

9096

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

9 2 7 2 2
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

―

ガイドラ
イン、マ
ニュアル
の周知徹
底と研修
の定例化

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6 ―

ゆとりの
ある保育
室環境の
整備

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育室で
大きく身
体を動か
して遊ぶ
ことのな
いよう指
導すると
ともに、
子どもの
状況に応
じて遊戯
室を使用
するなど
柔軟な対
応を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

平時に比
べるとや
や落ち着
きのない
様子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守りは
していた
が、事故
に対し即
対応でき
る距離に
はいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じ保育
室内で他
の子ども
にかか
わってい
た。

―

室内での遊
びに飽きて
きた故の子
どもの行動
と考察され
るので、保
育者が静か
な遊びに誘
うなど積極
的に働きか
けて、事故
を未然に防
ぐようにす
る。

9097

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

10 0 6 1 3 4 4
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕橈骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2

1.基
準以
上配
置

骨折に関
しては、
患部を痛
がり動か
そうとし
ない、腫
れや内出
血がある
等の時は
骨折が疑
われると
記載があ
り、その
ような状
況が診ら
れなかっ
た為、見
逃してし
まった可
能性もあ
る。

実際に
は、ひび
からの骨
折なのか
等わから
ないこと
もある
が、判断
に迷った
には時に
は受診を
するよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

294
1.定期的
に実施

294

雲梯の向
きが園舎
側に向い
ていた。
遊具の状
態は問題
ない。構
造上下部
に地面か
ら30セン
チ程度の
ところに
鉄棒があ
り、その
部分がう
まく跨げ
ず転倒し
た。

雲梯の向き
を含め、配
置の検討が
必要と考え
向きを変更
した。雲梯
の使い方と
して登り下
りの順序を
決めいてい
た為、位置
を動かすこ
とで職員の
立ち位置が
変わり、
違った配慮
が必要にな
るなどの意
見もあっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

土曜日保
育中園庭
での出来
事

職員配置
など問題
はなかっ
たが、子
どもの
とっさの
行動に、
声掛けな
どが間に
合わな
かった。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

2階から職
員が下りて
くる際に、
妹を発見し
自分の方へ
呼び寄せ
た。本児は
雲梯近くに
おり、職員
1名が至近
距離にいた
が目の前に
あった雲梯
の横棒をま
たぐことが
出来ず、
突っかかり
転ぶ際に手
が先に地面
についてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯近くに
2名の職員
がいた。1
名は乳児が
園庭に出て
きたことに
より、乳児
用の滑り台
の方へと身
体を向け
た。雲梯に
は別の職員
がいたが、
本児のとっ
さの動きに
声掛けが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

乳児と共
に降りて
きた職員
は、至近
距離には
いたが、
乳児を見
ていた。

土曜日の
保育は通
常と違
い、人数
も少ない
ため、自
分の妹の
存在を確
認すると
嬉しくな
り、早く
近くに行
きたいと
いう想い
に至るの
ではない
かと想像
すべきで
あった。

移動する際、
走る際には周
囲をよく見る
ことなどを繰
り返し、本児
に知らせてい
く必要がある
が、雲梯に躓
き足を取られ
てしまうとい
うことが実際
にあったとい
う点を検証
し、雲梯の向
きを変える。
職員がしっか
りと付ける状
態で、遊具を
開放できるよ
うにしてい
く。
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死亡
0
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歳
2
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3
歳
4
歳
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歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9098

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

18 0 4 4
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

8

1.基
準以
上配
置

ボルタリ
ングの突
起部分や
脚をかけ
たり抜い
たりして
使う部分
の使用方
法が理解
できてい
なかっ
た。

使用方法
を再確認
してい
く。

1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293

自分自身
はできる
と思って
いた。

挑戦する
力を持つ
ことは大
事である
が過信し
すぎない
様にす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が登
り始めた
のに気が
付きすぐ
に近寄っ
たが、そ
の瞬間落
下してき
たため頭
を守った
が間に合
わなかっ
た。

使用方法
確認して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常に周り
をみて声
をかけ
合ってい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭全体
を確認し
て声をか
け合って
いる。確
認した際
には声を
出しなが
ら職員も
側に行
く。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が
登ってい
るのをお
互いに確
認して近
づいた。

本児自身
は出来る
と過信し
ていた部
分があ
る。

挑戦する
力を持つ
ことは大
事である
が過信し
すぎない
様にし、
挑戦する
時は保育
教諭を呼
ぶ。

9099

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

88 5 11 16 19 19 18 18 18
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

給食時間
というこ
とで、職
員の目が
行き届い
ていな
かった。

早く食べ
る児童な
どの対応
ができる
よう、職
員の行動
の取り決
めを話し
合った。

1.定期的
に実施

　数回
1.定期的
に実施

　毎日
1.定期的
に実施

　毎日 ―

ソフト
面、環境
面、人的
面に要因
を記載し
たため、
未記入。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

食後、室
内からテ
ラスへ出
る。しか
し、園児
がテラス
に出てい
ることを
職員が把
握できて
いなかっ
た。テラ
スへの窓
も換気の
為開けて
いた。

給食が終
わった子は
テラスには
出ず、静か
に室内で過
ごすよう園
児に話す。
職員に関し
ては、子ど
もの動きに
合わせて行
動できるよ
う給食も時
間差で食べ
る様対応し
ている。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

早くに食
事が終
わったた
め、テラ
スに出て
遊び始め
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内とテラ
スとを行き
来していた
ため室内で
過ごすよう
話をし、職
員は食事が
終わってい
ない他児の
ところに
戻った。し
かし、園児
はテラスへ
再度出てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食の食
事援助や
他児の対
応をして
いたた
め、園児
を見てい
なかっ
た。

テラスに
出る窓が
常に空い
ている状
態である
為、自由
に行き来
可能であ
る。その
ため死角
になる場
所で遊ん
でいると
確認しづ
らくな
る。

テラスへ
続く窓を
見れるよ
うな職員
配置をと
る。職員
の給食は
時間差で
とり常に
対応でき
る配置を
とってお
く。

9100

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

37 3 3
16.４
歳

2.女
児

ー
5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじを
骨折。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

昼食を終
えた子か
ら順に遊
びだし、
一方では
まだ食べ
ている。
遊びだし
ている子
たちの声
がだんだ
んと大き
くなって
いった
り、動き
出す。

ある程度
の子が食
べ終える
までは着
席してい
て、ごち
そうさま
を一緒に
してから
遊びだす
ようにす
る。

1.定期的
に実施

　毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

　毎日

廊下から
テラスの
段差は
20cmくら
いで、危
険な高さ
ではな
い。急い
で拾おう
として
焦ったた
め転んで
しまった
のではと
思われ
る。

注意して
降りると
いうこと
を、繰り
返し伝え
ていき、
段差を改
善する予
定はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

段ボール
コーナー
は段ボー
ルを固定
してなく
て不安定
であり、
中の様子
も保育者
から見え
ずらいと
ころがあ
る。

段ボール
コーナー
はやめ
て、テー
ブルと椅
子を用意
し、着席
して活動
できる製
作コー
ナーとす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食事を食
べ終わ
り、段
ボール
コーナー
で数人と
はしゃい
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

連絡帳の
チェック
をしなが
ら、クラ
スから廊
下で遊ぶ
子たちの
様子を部
屋から見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

食事を食
べ終えて
いない子
たちの様
子を見な
がら、食
事の片づ
けに取り
掛かって
いた。

職員3人は
それぞれ
に○○し
ながら、
遊びの見
守りをし
ている。

ある程度の
子が食べ終
えるまでは
着席してい
て、ごちそ
うさまを一
緒にしてか
ら遊びだす
ようにす
る。その際
は年中の職
員の1人は廊
下で見守る
ようにす
る。

9101

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

　
27

3 3
15.３
歳

1.男
児

ー
5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員配置
を検討す
る

椅子の座
り方の指
導を行
う。職員
全員で声
を掛け合
いなが
ら、隙の
ない保育
を行うよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

椅子の座
り方の指
導が十分
行えてい
なかっ
た。本児
の座り直
そうとし
た動きに
対して声
掛けがな
かった。
もっと全
体に目配
りをすれ
ば良かっ
た。

椅子の正
しい座り
方を徹底
し、なか
なかうま
く座れな
い場合
は、肘付
きの椅子
を使って
指導して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

椅子の座
り方の指
導が十分
行えてい
なかっ
た。本児
の座り直
そうとし
た動きに
対して声
掛けがな
かった。
もっと全
体に目配
りをすれ
ば良かっ
た。

椅子の座
り方の指
導を行
う。職員
全員で声
を掛け合
いなが
ら、隙の
ない保育
を行うよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昨年度か
ら在園し
ていた
が、椅子
のサイズ
が変わり
椅子の座
り方が上
手でな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

４月初め
で入園し
たての子
どもに給
食の介助
をしつ
つ、対象
児を含め
て全体を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任の他
に２名い
たが、そ
れぞれ個
別に給食
の介助を
行ってい
た。

椅子の座
り方の指
導が十分
行えてい
なかっ
た。本児
の座り直
そうとし
た動きに
対して声
掛けがな
かった。
もっと全
体に目配
りをすれ
ば良かっ
た。

椅子の座
り方の指
導を行
う。職員
全員で声
を掛け合
いなが
ら、隙の
ない保育
を行うよ
うにす
る。
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死亡
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1
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4
歳

5
歳
以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9102

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

5 5 2 1
15.３
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左頬部挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

支援児が
いる場合
は職員の
増員をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

ー

タオル掛
けを使用
していな
い時にも
かかわら
ず、使用
時と同じ
位置にお
いてい
た。

タオル掛
けを壁面
に固定を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常の加
配保育教
諭ではな
く、代替
職員がそ
ばについ
ていた
為、対象
児の動き
の予測が
難しかっ
た。

日頃の対
象児の支
援状況を
職員全員
が把握す
るととも
に、正職
が対象児
の支援に
つくよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

椅子に座っ
て絵を描い
ていたが、
突然席を立
ちタオル掛
けに向かっ
て走り出し
た。タオル
掛けの向こ
う側に本児
の好きな金
魚の水槽が
あったの
で、それに
向かって
行ったと思
われる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
絵を描い
て落ち着
いていた
のでその
場を離れ
ても大丈
夫だと思
い他の幼
児のトイ
レの付き
添いの
為、本児
から目を
離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
のコー
ナーにつ
いていた
為、見て
いなかっ
た。

特になし

対象児か
ら離れる
際は、他
の職員に
声をかけ
常に保育
教諭がそ
ばにつく
ようにす
る。

9103

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

35 0 0 0 10 25 0 0 4 4
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折（左
鎖骨部）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

　5～6
2.基
準配
置

特記する
事項なし

引き続き
マニュア
ル等に基
づき配慮
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

滑り台に
勢いがつ
きやす
く、着地
が上手く
できな
かった。

遊具での
遊び方、
注意点な
ど事前に
伝える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

これまで
も外遊び
で利用し
ている広
場だった
が、集合
の声かけ
により遅
れまいと
急いでし
まった可
能性があ
る。

集合時に
は広場内
を回りな
がら、慌
てないよ
うに声か
けもして
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た

遊んでい
たすべり
台は、前
回遊んで
から少し
経過して
いたの
で、本児
も楽しく
何回も
滑ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すべり台
の他にブ
ランコや
回旋塔も
あるの
で、それ
らが見渡
せる場所
にいて、
けがが無
いように
声をかけ
ながら見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集合の声
かけによ
り、数名
集まって
きていた
ので、周
りを見な
がら集合
地点付近
にいた。

久々に園
庭を訪れ
遊具で遊
んだた
め、子ど
も達も開
放感があ
り活発に
遊んでい
たので、
子どもの
遊びを尊
重しなが
ら様子を
見てい
た。

遊び慣れ
ている場
所では
あった
が、遊ぶ
間隔が空
いている
場合は、
遊具につ
いての遊
び方を再
度子ども
たちと確
認し合う
など、遊
び方を伝
えてい
く。

9104

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

83 28 27 28 5 5
15.３
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ肘
頭骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

なし

３歳以上
児職員で
今回の事
故につい
て、原因
分析、是
正につい
ての話し
合いを
行った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

200

雨天では
あったが
室内は滑
りやすい
状況では
なかっ
た。ま
た、玩具
が散ら
かってい
る状況で
はなかっ
たが、片
付け前で
少し騒が
しかっ
た。

床に玩具
が散ら
かってい
ることが
ないよう
に、他の
遊びに移
るときに
は片付け
をするよ
う園児に
声を掛け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の体操
を行うた
め、片付
けをして
いる子、
遊びを続
けている
子、他の
部屋から
移動して
きた子と
少し騒が
しい状況
であっ
た。

３歳以上
児が一部
屋に集
まってき
ていて騒
がしい状
況であっ
たため、
体操の為
に集まっ
てきた子
たちの待
機場所を
決めてお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 慌てて片
付けをし
ている様
子はな
かった
が、片付
けを行っ
ている際
に玩具の
入ってい
る箱につ
まづき転
倒し、左
腕が身体
の下に
入ってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くで園児
と一緒に
玩具を片
付けてい
た。転倒
した際、
すぐに本
児に駆け
付けた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで遊
んでいる
子どもた
ちに片付
けを促し
ながら、
一緒に片
付けを
行ってい
た。

職員の配
置がはっ
きりして
いなかっ
たため、
片付けに
つく職員
と体操を
行うため
に集まっ
てきた子
どもたち
につく職
員が明確
ではな
かった。

職員の動
きを明確
にし、片
付けをす
る職員、
片付けの
終わった
子どもた
ちを集め
る職員と
職員間で
声を掛け
ながら連
携を図
る。

9105

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

3 1 1
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

ー

1.基
準以
上配
置

特になし

担任指導
の下での
み跳び箱
を使用す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

基準日だ
けでな
く、使用
する際は
支援員な
ども含め
必ず確認
し使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

担任指導
の下での
み跳び箱
を使用す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の行動

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

自由遊びの
中で跳び箱
を出したの
で安全のた
め跳び箱の
傍に有資格
者が立って
見守ってい
た。本児の
手の付き方
が変だった
ため注意し
ようとした
が間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
にはいた
ものの、
廊下にい
あた園児
の対応を
してい
た。

特になし

担任指導
の下での
み跳び箱
を使用す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9106

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

9 2 2
14.２
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 6.その他 ー 不詳
8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

危機意識
の高揚を
図り、研
修をより
充実させ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

原則毎日

階段の踊
り場が保
育者から
死角と
なってい
る。

園児が死
角となる
よう場所
に行かな
いよう、
柵などを
設けた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもか
ら目が離
れないよ
う保育者
の数を増
やすよう
にする。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

体調不良
なのか朝
から泣い
ている様
子があっ
た。声が
けをして
もあまり
反応して
いなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トイレ指
導中、二
人の保育
者がトイ
レ指導や
泣いてい
る子の対
応をして
いたた
め、本人
から目が
外れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発見後、
園長、教
頭に連絡
すると同
時に救急
車を要請
した。

病名は
はっきり
しない
が、「て
んかん」
或いは
「熱性け
いれん」
の疑いが
あるよう
だが、発
病の瞬間
を確認で
きていな
かった事
が課題で
ある。

体調不良
が疑わし
い児童に
対して
は、更に
注視する
よう意識
改善を行
う。

9107

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

31 4 2
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

6

1.基
準以
上配
置

特になし

職員配置に
は問題はな
いが、職員
間で園外活
動を行うと
きは危機意
識をより持
つことと、
緊急連絡の
仕方を再度
確認した。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

ー 雑草

事前に施
設の状況
を把握す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コロナ禍
で外出に
制限があ
り、運動
面での問
題があっ
たのかも
しれな
い。

運動面の
成長を促
す方法の
模索を体
操の先生
を交え検
討してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
に楽しそ
うに参加
してい
た。健康
面もいつ
も通り元
気

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集合の合
図をし
て、こち
らに駆け
寄る対象
園児は目
に入って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
少し離れ
た場所で
ほかの園
児たちに
対応して
いた。

特になし

職員間で
園外保育
を行うと
きは危機
意識をよ
り持つこ
とと、緊
急連絡の
仕方を再
度確認し
た。

9108

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

24 2 2
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2

1.基
準以
上配
置

小さい子ど
もでも遊べ
る置物だっ
たので特に
注意するこ
とがなかっ
たが、子ど
もはどんな
些細なこと
でも事故に
つながるこ
とを肝に銘
じたい

子どもた
ちともう
一度遊具
の使用方
法を話し
合ってい
く。事故
はどんな
ときにも
起こるこ
とを皆が
もう一度
再確認す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52

遊具の周
りの土壌
に凹凸と
欅の根が
ある。

遊具の周
りの整備
（凹凸の
ある地面
を平らに
ならす
等）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員間の
コミュニ
ケーショ
ンをしっ
かり行う

園庭での
自由遊び
の時の職
員配置を
もう一度
検討しあ
い、事故
の防止に
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にいつ
も通り元
気で遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

特に危険
な遊具で
ないこ
と、4歳児
であるこ
となどか
ら、離れ
たところ
から見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ほかの子
どもたち
も遊んで
いるの
で、対象
児を見て
いなかっ
た

特に危険
な遊具で
はなかっ
たので、
大丈夫と
いう気持
ちがあっ
たと思う

どんな時
のどんな
ことにも
注意を怠
らないこ
と

9109

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

12 1 1
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
下端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3
2.基
準配
置

子どもの
身体につ
いての認
識かつ確
認不足で
あった。

活動する
際に自分
で危険予
測が意識
できるよ
う呼び掛
けたり、
安全に活
動できる
よう見
守ったり
する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24 特になし

施設・設
備として
は特に問
題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は遊
びのつも
りだった
がソフト
積み木に
不安定な
状態で
座ってい
た為咄嗟
の対応が
できな
かったの
ではない
か。

ソフト積
み木で遊
ぶ際に適
切な扱い
方ができ
るよう保
育者も一
緒に遊び
ながら伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任2人の
うち1人が
実習生と保
育してお
り、もう一
人の担任と
保育を交代
するタイミ
ングだった
為、十分児
の動きが把
握できてい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育に入
るタイミ
ングだっ
た為、児
の動きを
把握でき
ていな
かった。

保育者と
実習生が
室内にい
たが、本
児の動き
がそこま
で危険と
感じるほ
どの動き
ではな
かった。

保育者は
常に全体
を見なが
ら安全に
遊べるよ
う見守り
怪我につ
ながりそ
うな遊び
方をして
いる時は
声をかけ
るように
する。

9110

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

24 24 3 3
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右母指中
手骨亀裂
骨折　右
前腕挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2～3
2.基
準配
置

園外保育で
1列で歩い
ている体制
で、前方・
中間・後方
に職員が付
き、歩いて
いたが前の
子との間隔
が空いたの
で、つめる
ために走っ
てしまい躓
いて転倒し
てしまっ
た。

様々な歩
道の歩き
方を身に
つけられ
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

普段とは
違った環
境で子ど
もたちも
テンショ
ンが上が
り油断し
やすい。

その都度
マップな
どで危険
箇所や歩
く時、注
意する事
をみんな
で確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

お散歩な
どには数
回出かけ
た事はあ
るが、ま
だ園外を
歩き慣れ
ていな
い。

散歩を通
じて交通
ルールを
知りなが
ら自分で
意識して
歩けるよ
うに援助
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝からテ
ンション
が高く歩
いている
時も危険
な行動を
とること
があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

間隔をあ
けて気に
なる園児
の近くに
付き、分
かれて見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

道幅も狭
く1列で並
んで歩い
ていたの
で職員同
士は少し
離れてい
た。

本児は普
段から活
発な子
で、その
時も何度
か職員が
気をつけ
て歩くよ
うに声か
けをして
いた。

園外保育に
出かける時
はいつも以
上に緊張感
を持って交
通安全の意
識を高めれ
るように普
段のお散歩
に行く時か
ら気をつけ
る。又、足
に合った靴
を履くよう
に保護者に
も協力をお
願いする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9111

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

38 2 2
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
折　右上
腕骨外顆
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

子どもの
行動を予
測できる
ような研
修を取り
入れる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 特になし

引き続き
適正な環
境整備に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

部屋の大
きさや人
数に見
合った計
画を立案
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

平均台の
使用を他
児が職員
に確認中
に待ちき
れず上っ
て遊んで
転倒。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

３つの運動
遊び（縄跳
び・ブロッ
ク・鬼ごっ
こ）をして
いて、職員
は全体的に
視野を広げ
て子どもの
安全を確認
していた。
危険予測が
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

縄跳び遊
びを中心
に子ども
の安全を
確認して
いたた
め、気が
つかな
かった。

遊戯室で
３つの運
動遊びを
していた
のにさら
に遊びを
増やすこ
とは危険
につなが
ると予測
できな
かった。

子どもが
遊ぶ際
は、物を
出しっぱ
なしにせ
ず収納し
ておく。
もしく
は、子ど
もの待て
ない特性
を理解し
て職員の
配置を変
更する。

9112

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

93 1 12 15 21 21 23 24 22
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨近
端骨折・
右橈骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし

事故防止
マニュア
ルの点検
と職員へ
の周知徹
底

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

　随時 特になし 特になし
6.食事
(おや
つ)中

配置された
机の間を
通って配膳
台に食器を
片付けに行
き、机上の
弁当箱や
コップ等を
しまった鞄
をロッカー
に片づけて
から、自由
に遊ぶため
に慌てたの
かもしれな
い。

机と机の
間を広く
取るよう
にする。
片付けを
する際は
一方通行
にするな
ど保育室
環境・導
線の見直
し

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊べるた
め早く園
庭に出た
くて配膳
台に食器
を片付け
たあと、
席に戻る
際少し慌
ててし
まったの
かもしれ
ない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2名の担当
職員と2名
の実習生
がいた。
それぞれ
子どもの
様子を見
ながら片
付けや掃
除の手伝
いに入っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各々各教
室で、担
当クラス
の活動を
行ってい
た。

他クラス
の参観日
で通常と
は違う雰
囲気に気
分が高揚
し、いつ
もより早
く外へ行
こうとし
ていたの
かもしれ
ない。

室内では
走らない
という約
束を常に
確認す
る。危険
が予想さ
れる場面
では都度
声をかけ
注意を促
す。

9113

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

9 2 2
14.２
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

高く積み
上げたブ
ロックの
上から飛
び降りよ
うとした
ため。ま
た，保育
者が十分
に見切れ
ていな
かったた
め。

高い場所を
登ろうとす
る園児が多
いので，安
全に遊ぶこ
とができる
ように環境
を整えたり
保育者が側
について見
守ったりす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具（ソ
フトブ
ロック）
の危険性
を把握仕
切れてな
かった。

危険予測
をしっか
り行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具（ソ
フトブ
ロック）
の危険性
を把握仕
切れてな
かった。

危険予測
をしっか
り行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

高いとこ
ろから跳
び降りる
ことが楽
しくな
り，園で
も家庭で
もそのよ
うな姿が
見られ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児がト
ラブルを
し，それ
に対応し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

気持ちが
不安定で
泣く園児
の対応を
してい
た。

園児全体
の様子を
きちんと
把握でき
ていな
かった。

トラブル
等を対応
しながら
も，全体
の様子を
気にかけ
て把握し
ておく。

9114

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

62 22 19 21 7 7
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手　中
指　骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

6
2.基
準配
置

特になし

園全体で
今回の怪
我につい
て周知
し、戸外
遊びを安
全に楽し
むため
に、保育
者の立ち
位置や子
どもの発
達や育ち
に見合っ
た遊び方
の提案等
が出来る
ようにし
ていくこ
とを話し
合い、保
育実践し
ていく。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

245 特になし

引き続き
２カ月に
１回施設
内・遊具
の安全点
検チェッ
クリスト
で点検を
行い、遊
具の周り
に危険な
物を置か
ない、危
険な遊び
になって
いる場合
には情報
共有して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

石を投げ
て遊んで
いた姿を
確認して
いたが、
保育者が
最後まで
関わるこ
とができ
なかっ
た。

引き続き無
線を使用
し、保育者
の立ち位置
を工夫す
る、子ども
の遊びや姿
を情報共有
しながら保
育を行って
いく。今回
の怪我につ
いて話し合
い、どのよ
うな環境で
も大怪我に
繋がる意識
を持って保
育し関わり
方の工夫、
環境への配
慮に十分気
を付けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友だちと
「石の中
を見てみ
たい」と
思い、石
を割ろう
としてい
た。固い
石畳のテ
ラスに打
ち付けて
割ろうと
していた
が、他児
が投げた
石が本児
の手に当
たってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

戸外遊びに
は子どもの
人数に応じ
て保育者が
付いてい
た。（系列
のこども
園、小規模
保育園職員
も戸外につ
いていた）
本児たちが
石を投げて
いた姿を確
認していた
ため、安全
に遊べるよ
う声を掛け
ていたが、
怪我に繋
がってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サッカー
をしてい
た他児に
ついてい
た為、本
児らの姿
は確認し
ていた
が、関わ
りや声掛
けはでき
ていな
かった。

特になし

子どもた
ちの遊び
に応じて
様子を見
守った
り、遊び
に介入し
ないこと
も多かっ
た。子ど
もの遊ぶ
姿や動き
を保育者
間で必ず
把握でき
るような
連携を図
り、怪我
や事故の
防止に努
めてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9115

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

16 16 2 2
16.４
歳

2.女
児

ー
6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

ー 6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

熱性けい
れん

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

研修で
プール時
の安全対
策周知と
事故発生
時の対応
について
の徹底を
周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし
設備等の
不備はな
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

プール活
動前の園
児に対し
ての体温
を測る等
の健康
チェック
を徹底し
ていな
かった

今後、保
護者から
の体調の
連絡と合
わせて
プール活
動前(入水
前)に体温
を測る
等、体調
管理の徹
底に努め
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

家庭から
の連絡で
は熱など
体調不良
はなかっ
たため、
プール活
動に参加
する。
プール活
動直前の
様子も普
段どおり
であった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

プール活
動中の
際、担当
職員が対
象児の反
対方向に
いる多数
の子ども
達の方へ
進み、視
線もその
方向に向
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任の進
行方向に
子どもが
集中し、
あそびが
ダイナ
ミックに
なった
為、危険
がないか
視線をそ
こに集中
させてし
まった。

担当職員
も監視職
員も同じ
方向に視
線が向い
ていた
為、対象
児の転倒
に気づけ
なかっ
た。

担当職員
も監視職
員も視野
を分散さ
せるよう
に心がけ
たり、監
視職員は
全体を視
野に入れ
て監視す
るよう徹
底する。

9116

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

3.2歳児ク
ラス

17 3 3
14.２
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

特になし

リスクマ
ネジメン
トに対す
る意識を
更に高め
られるよ
うにし、
予見可能
性に基づ
く結果回
避に努め
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

毎日 特になし

外遊び中
は芝生
シートを
敷く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
立ち位置
に気を付
けて、全
体に目を
配る様に
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子
だった
為、普段
通り見守
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
走って転
倒したの
を見てい
た。転倒
後、駆け
寄った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
転倒した
のを見て
いた。対
象児から
離れた所
で対象児
の動きを
見ていな
かった。

特になし

引き続
き、怪我
のない様
に見守る

9117

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

36 2 6 5 5 9 9 8 5
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3
2.基
準配
置

マニュア
ルはある
が、玩具
一つ一つ
の形状
（丸形や
四角）や
遊びの仕
方に注視
すると
いった配
慮が足り
なかっ
た。

園児一人
一人の遊
びの様子
や趣向、
行動を職
員間で伝
え合って
おく。行
動パター
ンを知
り、適切
な声掛け
をしてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

積み木の
まわりが
欠けてい
ないか、
形状
（丸、四
角）によ
り危険度
が違うこ
とを認識
する。

積み木の
上に乗る
際には中
央に乗る
など、慌
てず確認
しながら
遊ぶこと
を促して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

十分注意
して本児
の様子を
見ていな
かった。

全体に絶
えず目を
配り、他
の職員と
連携をと
り慎重に
行動する
声掛けや
落ち着い
て遊べる
環境をつ
くってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも遊
んでいる
積み木で
あり、高
さも20㎝
くらいで
これまで
転倒する
ことはな
かった
が、今
回、転倒
時にバラ
ンスを崩
し受け身
が取れな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の近
くにいた
が、転倒
するとは
思わず本
児の動き
を見てい
ることが
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の対応を
してい
た。

安全を過
信し、声
掛けや注
意を促す
配慮に欠
けてい
た。

保育者は
危険な場
面をあら
かじめ想
定し言葉
掛けや全
体が見え
る位置取
りをする
など、職
員間で共
通認識を
する。

9118

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

10 3 3 2 2 4 1
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第2・
3・4中足
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

4
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

棚の足に
コーナー
クッショ
ンがつい
ていな
かった。

棚の足に
コーナー
クッショ
ンをつ
け、ケガ
の防止に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

気分が高
まり、勢
いよく滑
り込んで
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ピアノを
弾きなが
ら本児の
動きは見
ていたが
止めるこ
とはでき
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

別室に
て、他児
の検温、
排泄介助
をしてい
た。

特になし 特になし

9119

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

26 2 2
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

職員間で
対応を共
通理解
し、再発
防止に務
めた。

1.定期的
に実施

203
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

203 特になし

ホールの
床面に危
険なもの
は無かっ
たが、側
転をしよ
うとして
いる様子
が見られ
た時には
マットを
準備す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他児も
ホールで
遊んでい
たので、
ザワザワ
した雰囲
気だっ
た。

自由遊び
の時間で
も側転に
挑戦しよ
うとする
子がいる
場合に
は、マッ
トがすぐ
に使える
ように体
育倉庫か
ら出して
準備して
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

側転をし
ている友
達を見て
真似した
くなり、
同じよう
にやって
みてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
どこにい
るかは把
握してい
たが、怪
我が起き
たときは
ドッジ
ボールを
している
子を見て
いたた
め、側転
をしよう
とする様
子に気付
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
遊んでい
る子たち
の見守り
をしてい
たため
ホールに
はいな
かった。

個々の運
動発達面
の理解を
もっと深
めておく
ことで、
怪我につ
ながりや
すい子
（可能性
として）
を把握
し、必要
な手立て
ができた
のではな
いか。

対象児たち
が側転遊び
をすること
が予想でき
ていなかっ
たので、運
動遊びへの
興味関心が
高まってき
ていること
を共通理解
し、必要な
環境（マッ
トを出す、
周りに危険
なものが無
いか確認す
るなど）を
準備してお
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9120

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

88 42 46 5 5
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ複
雑骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故につ
いての意
識の持ち
方

事故（防
災）防止
委員会を
開催し、
事故につ
いての職
員の意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

240 なし
施設・設
備には問
題なし

7.その
他

登り棒で
の遊び方

職員や子
どもたち
に正しい
遊具の遊
び方につ
いて改め
て伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2本の登り
棒を使っ
て両手両
足でつか
まって
登ってい
た。その
際、上方
から手を
滑らせて
しまい落
下した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は居
たが他の
園児の保
護者対応
を行って
いたた
め、落下
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の別
の危険個
所で他の
園児の様
子を見て
いたた
め、見る
ことがで
きなかっ
た。

危険を伴
う遊具へ
の保育教
諭の危機
管理不
足。

危険が伴
う遊具と
いう事を
改めて伝
え、監視
の仕方を
考えてい
く。

9121

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

7.異年齢
構成

12 5 7 1 1
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

雲梯や鉄棒
で遊ぶ際の
危険性の再
確認をする
とともに、
遊んでいる
子どもの運
動能力や、
遊具への取
り組みの状
況を考慮し
ながら活動
の見守りや
支援を行
う。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

12 特になし

降りたり
落ちたり
したとき
の衝撃を
和らげら
れるよ
う、雲梯
の下に砂
を敷く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

鉄棒、雲
梯で遊ぶ
際に、保
育者が必
ず傍につ
き、目を
離さない
ようにす
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

いつもの通
り、雲梯で
の遊びに取
り組んでい
たが、保育
参観で保護
者が園に入
り始めた時
間で、本児
も周りの子
どもたちも
少しそわそ
わしている
様子があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いくつか
の遊びが
展開され
ており、
他の遊び
にも目を
向けてい
たため、
落下を防
ぐことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年長児と
年中児
が、少し
ずつ外に
出始めた
ところ
だったの
で、他ク
ラスの保
育者は、
遊具の付
近にはま
だいな
かった。

特になし

一人一人
の特性
や、遊具
への取り
組み状況
を保育者
間で伝え
合い、連
携して見
守ってい
く。

9122

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

9 9 2 1
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

事故発生
防止のた
めの指針
は作成さ
れている
が、「安
全な保育
環境を確
保するた
めの配
慮」につ
いて再確
認する必
要があ
る。

「安全な
保育環境
を確保す
るための
配慮」に
ついて職
員間で話
し合いを
行い、必
要な配慮
を話し
合った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

24

本来ジョイ
ントマット
の上ではま
まごと、絵
本、ブロッ
クなどの遊
びをしてい
るが、マッ
トが敷かれ
ていること
で挑戦して
みたくなっ
たかもしれ
ない。前転
をするマッ
トではない
ことを知ら
せておく必
要があっ
た。

前転をす
る際は、
運動がで
きるよう
な状況
（運動
マット）
で挑戦す
ることを
約束す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

その場所
で前転な
ど体を動
かすこと
は、危険
であると
いうこと
を知らせ
ていた
が、薄い
ジョイン
トマット
があった
ことでつ
い挑戦し
てみたく
なってし
まった。

マット遊
びをする
際の約束
事を子ど
もたちと
再確認し
た。前転
をする際
は周りを
よく見て
慌てずに
前転する
ことを約
束する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の様子で
友達と絵
を描いて
遊んでい
た。その
後、片付
けの時間
となり
ジョイン
トマット
の場所が
広くなっ
たことに
より前転
に挑戦。
直後に右
手に痛み
を訴え
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室で
子どもた
ちの様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレに
いた子ど
もについ
ていたた
め、その
場にはい
なかっ
た。

片付け後
は、トイ
レに行っ
てから広
場に行く
予定だっ
たため、
保育者は
前転をす
ることを
予想して
いなかっ
た。もっ
と子ども
たちの動
きに注視
しておく
べきだっ
た。

園児と安
全な遊び
方の約束
を再確認
する。職
員間で連
携を図
り、子ど
もの動き
によく注
意してい
くように
する。

9123

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

20 1 1
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手第3
指、第4指
基折骨骨
折　・
左手第4
指、末折
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4

1.基
準以
上配
置

特になし

子どもへ
の跳び箱
を行うと
きの注意
指導。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

跳び箱に
指をぶつ
けたため
のもので
ハード的
に予防は
難しい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもに
対する注
意喚起を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その場に
担当職員
しかいな
かった。
（人員配
置基準上
は問題な
し。）

傍につい
ての跳び
箱であっ
たが、そ
の場で痛
がる様子
もなく、
骨折等に
は気付か
なかっ
た。

跳び箱を
行うとき
の指導の
徹底。

9124

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

　 29 1 1
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特記事項
無し

研修、職
員配置も
十分に
行ってい
た為改善
点なし。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
特記事項
無し

点検は十
分に行っ
ているた
め改善点
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年齢的に
まだ危険
かどうか
判断でき
ない部分
があり今
回の行動
をとって
しまった

どのよう
なことが
危険行為
になるの
かその都
度伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子なく普
段と変わ
らない様
子であっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が居
る場所は把
握していた
が、全体の
見守りも
行っていた
為、落ちる
瞬間には気
付かず落下
後に別職員
が通りがか
り、職員間
で情報共有
と速やかに
処置、連絡
をおこなっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当時、29
人だった
ため担任2
名のうち1
名は休憩
をとって
いた。他
部署の職
員が通り
かかりに
様子を見
たり声を
かけたり
と協力し
て見守っ
ていた。

1人での見
守りの際
には、危
険度に応
じて使用
遊具を制
限するな
どの対策
があって
も良かっ
た。

危険行為
だと分か
らずに行
動するこ
とがある
ので十分
に気をつ
けながら
見守りや
声かけを
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9125

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

65 4 4
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折（親指
側）　左
手首の骨
のずれ
（小指
側）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

幼児の遊ん
でいる様子
を職員間で
連携をとり
ながら把握
するととも
に、危険な
遊び方や姿
があった場
合には、そ
の都度指導
していく。
また、園庭
での遊具の
遊び方を学
年、学級で
確認する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
設備に特
に問題は
ない。

安全点検
の結果の
周知やヒ
ヤリハッ
トの見直
しを行う
ととも
に、遊具
の危険な
使い方に
発展しな
いよう園
児が興味
の持てる
遊び場の
設定を考
えていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具（滑
り台）の
使い方
に、誤り
があった
ため事故
につな
がった。

クラスで園
庭での遊び
方を考える
機会を設
け、安全に
遊べるよう
指導してい
く。また、
友達が危険
な遊び方を
している際
には、注意
をし真似を
することが
ないよう指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
体を動か
す遊びを
好み、当
日も好き
な友達の
後を追っ
てジャン
グルジム
に登った
り、砂場
や滑り台
などをし
て動き
回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で、友
達と駆け
回って遊ん
でいる時の
姿は把握し
ていたが、
動きの激し
い子や遊び
の見付から
ない子とか
かわってい
たため、対
象児が滑り
台で遊んで
いる姿や落
ちる瞬間を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ジャング
ルジムに
登ってい
る子を見
守った
り、動き
のある加
配児とか
かわって
いたため
本児の動
きを見て
いなかっ
た。

担任では
なくて
も、周り
の幼児が
安全に遊
べている
か、職員
全体で幼
児を見れ
ると良
かった。
危機管理
意識が薄
かったの
ではない
か。

園庭で遊
ぶ際に、
保育者の
立ち位置
や職員間
の連携も
密に図れ
るよう、
再度クラ
スや学年
で動きを
整理して
いく。

9126

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

5 1 1
14.２
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性の
歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

10

1.基
準以
上配
置

子どもの
発達に応
じた具体
的な配慮
事項が徹
底できな
かった。

年齢に応じ
た保育内容
の中で身体
発達を促せ
るようにす
る。その為
に担任間で
活動におけ
る子どもの
育みたい姿
を具体案を
出しながら
共通理解を
し、保育を
していく。
また、研修
を通じて職
員の保育の
質や危機管
理能力の向
上を図る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

294
1.定期的
に実施

294 特になし

子どもが
活動する
場所は事
前に保育
者が危険
物はない
か、広さ
や遊具は
適切かな
どを点検
後活動す
ることを
徹底して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は日頃
から転びや
すかった
り、走り方
も身体を左
右に振りな
がら走った
りと不安定
な部分があ
るが、保育
の中で身体
の使い方を
促せる遊び
が不十分
だった。同
じ場所に配
慮が必要な
児童もお
り、突然他
児を押す行
動や不快な
時には噛み
つく行動が
あったため
そちらにも
意識を向
け、注意散
漫になって
しまってい
た。

保育者1人
で子どもを
保育すると
きには子ど
もの様子を
踏まえ保育
内容を計画
し実施して
いく。事故
後、検証委
員会を踏ま
え、グルー
プ編成の見
直しを行い
配慮児と対
象児を分
け、一人ひ
とりに合わ
せた関わり
ができるよ
うにした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が追
いかけっ
こしてい
るのを見
て走り出
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が
走ってい
るのを確
認して、
本児含め
近くにい
た子と一
緒に走っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

バランス
ボールに
またがっ
て跳ねる
遊びを子
どもと一
緒にしな
がらその
場を見
守ってい
た。

子どもの
身体面の
発達につ
いて把握
していた
が、配慮
に欠けて
しまっ
た。

子どもの発
達について
日頃から担
任間で共有
していき、
保育の中で
適した関わ
りができる
ようにして
本児の発達
を促す。具
体例として
は戸外活動
時、タイヤ
を引っ張る
ことや転が
す遊びをし
たり、保育
者と手を合
わせて押し
合う遊びを
取り入れ
た。

9127

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

22 62 12 9
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

雲梯が最
近できる
ように
なってき
たところ
で、まだ
慣れてい
ないとこ
ろもあっ
た。個の
力量に合
わせた見
守りと援
助ができ
ていな
かった。

危険な遊
具には保
育者がそ
ばに付い
て見守
る。
子どもへ
遊具の使
い方の再
確認をす
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

雲梯の下
には人工
芝が敷い
てあった
が、雲梯
中に手を
離し、足
で着地で
きなかっ
た。

気になる
行動をし
ている時
には注意
を促すよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

本遊具の
み人工芝
であった
ので他の
遊具と同
じソフト
マットを
敷くよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもは
戸外へ出
る準備が
最後で担
当の保育
士と一緒
に2階から
階段で下
りていた
が、発生
日は用意
もスムー
ズでいつ
もより早
く園庭へ
下りた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任と職
員①は他
児対応、
職員②は
体操をす
るための
機械の準
備中で
あったた
め、本児
の落ちる
瞬間は見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３歳児園
児と職員
も戸外で
遊んでい
て近くに
はいた
が、対象
児の落ち
る瞬間は
見ていな
い。近く
に居た他
児から事
故の状況
を聞き取
り、怪我
の確認を
行った。

外に出て
きた直後
のことで
遊びの態
勢ができ
ていない
環境で
あったた
め、十分
な見守り
ができて
いなかっ
た。他学
年も園庭
に出ては
いたが、
他児対応
をしてい
た。

学年は
違っても
園全体の
見守りが
できる態
勢で遊び
始めるよ
うに安全
監視に努
めたい。

9128

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

6 1 1
16.４
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルには、
今回の事
故に対応
する内容
は無かっ
た。

骨折に至
る要因と
して、今
回の事例
を記載
し、職員
に周知す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 特に無し

周りの環
境には問
題が無
かった。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特に無し

いつも通
りの行動
であった
ため、問
題がな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスに
入室後、
本児が一
度床に置
いた荷物
をとろう
としゃが
んだ時、
膝に右鎖
骨をぶつ
けた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

早朝預かり
担当教諭
は、本児が
入室するま
で見守って
いた。その
後、担当教
諭は他のク
ラスの子ど
たちが各ク
ラスに入室
する姿を
守っていた
ため、本児
のしゃがん
だ瞬間を見
てはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の教諭
は、他の
クラスの
誘導をし
ていた。

子どもだ
けで入室
したた
め、的確
な声掛け
が出来な
かった。

早朝預か
りから各
クラスへ
園児が移
動する時
は、クラ
ス教諭は
先に入室
するよう
にする。
朝の身支
度を整え
る時は、
落ち着い
て行動す
るように
声をかけ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9129

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

18 7 11 3 3
16.４
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

子ども達
の基礎体
力の向上
にむけ
て、危機
回避能力
等につい
て研修等
を行う.

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

床が滑り
やすくな
いか　日
常点検で
点検す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ドッチ
ボールな
どを行う
時はスト
レッチ等
準備運動
を行って
から始め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
うりで変
わったよ
うすはな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッチ
ボール中
職員のす
ぐ近くに
いた。
「ボール
を投げる
よ」と声
をかけ
る。他児
とおなじ
く逃げて
転倒す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３歳児は
隣のス
ペースで
遊具に
乗ってい
たので転
倒した状
況は見て
いなかっ
た。

特になし

現在感染症
対策の為出
来るだけ、
混合保育を
さけてクラ
ス単位の活
動をしてい
る。時間帯
によっては
クラスの職
員が一人と
いう場面も
ある。密な
らない状況
で混合保育
にして運動
遊びなどを
行い複数の
職員体制を
取る。

9130

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

27 13 14 3 3
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕の肘
と手首の
間の橈骨
骨折・尺
骨の若木
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

ー
2.基
準配
置

園庭の広
さからみ
て、子ど
も達の人
数は多す
ぎる事は
なく、職
員も３人
配置して
いたが、
途中で登
園してき
た園児を
受け入れ
ながら２
クラスの
合同保育
を行って
いた。

砂場を開放
せず広場と
固定遊具だ
けで遊ぶよ
うにした
が、広場で
かけっこを
して遊ぶ子
が多かっ
た。職員の
配置人数を
考えること
に加え、子
どもの動き
や遊び方を
見て砂場を
開放するな
ど臨機応変
に対応をし
ていく。

1.定期的
に実施

1回/年
その他、
職員が、
日々実
施。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

職員が、
日々実
施。

特になし

今後も安
全点検を
行いなが
ら、危険
個所があ
れば事前
に対応で
きるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

回避がうま
くできない
３歳児と動
きがダイナ
ミックな５
歳児が園庭
全体を使っ
てかけっこ
（鬼ごっこ
等）をして
いた。広場
や芝の築山
と固定遊具
だけでの遊
びになって
おり、走る
子どもが
様々な方向
に向かって
走ってい
た。

異年齢で遊
ぶ場合、か
けっこ等を
行うのは広
場のみにす
る等年齢に
応じて園庭
での使い方
にルール付
けを行う。
職員が３名
いたが広場
と固定遊具
のみで遊ん
でいた為、
砂場も開放
する等座っ
て遊べる環
境も準備を
する等、活
動を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、園庭
に出て遊
び出し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
ている職
員、固定
遊具につ
く職員、
畑などを
観察する
子ども達
につく職
員と分か
れていた
が、それ
ぞれが他
の園児を
見てお
り、事故
の瞬間は
見れてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ている職
員、固定
遊具につ
く職員、
畑などを
観察する
子ども達
につく職
員と分か
れていた
が、それ
ぞれが他
の園児を
見ており
事故の瞬
間は見れ
ていな
かった。

何人もの
子どもが
様々な方
面に動い
ている状
況での転
倒で、そ
れぞれが
他の園児
を見てい
たこと
で、瞬間
を見れて
いなかっ
た。

朝の受け入れ
をしながらの
戸外遊びとい
うことで、途
中で園児が増
える状況とい
うこともあ
り、職員を３
人配置してい
たがそれぞれ
が別の園児を
見ており、事
故の瞬間を誰
も見ていない
という状況に
なってしまっ
た。全体を見
る職員は、個
別対応も大切
だが、もっと
広い視野で子
どもを見れる
よう意識して
いく。

9131

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

37 0 0 0 0 0 0 3 2
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

下顎部裂
傷・下顎
部擦過傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルがあり
研修実
施、職員
配置を満
たしてい
るため特
になし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 特になし

施設・遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に実施
している
ため特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

移動時は
走らず落
ち着いて
歩くこと
を再度指
導してか
ら活動す
るように
する。転
倒しやす
い園児
は、担任
の目が届
きやすい
よう、並
び順を前
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
手をつな
いで歩い
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児全体
を見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を見守っ
ていた

特になし

環境面と重
複するが、
友だちと手
をつないで
歩いている
時は転倒し
た際に手を
つきづらく
なるため、
急に走り出
さない・お
互いに歩幅
を合わせ声
を掛け合っ
て歩くなど
の約束事を
指導してか
ら活動する
ようにす
る。

9132

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

12 15 14
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 3.火傷
2.顔面(口
腔内含む)

背部第２
度熱傷
左上肢第
２度熱傷

8.その
他

2.な
し

2.不定
期に実
施

6
2.基
準配
置

嘔吐処理
の際　応
援の要請
の習慣が
なく担任
だけで処
理をして
いた。

嘔吐処理
の仕方を
再確認し
担任以外
の職員に
も応援を
要請する
ようにす
る。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12

嘔吐処理
に熱湯を
使った。
その置き
場所が適
切でな
かった。

嘔吐処理
に熱湯は
使用しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動線上に
熱湯が
入ったバ
ケツが
あった。

熱湯はい
かなる状
況であっ
ても　使
用しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

着替えが
終わった
あと　い
つも通り
に上靴を
取りに
行った動
線にバケ
ツがあっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ保育
室にはい
たが嘔吐
した子ど
もの検温
や保護者
への連絡
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の保育を
してい
た。

嘔吐処理
の際　他
の職員を
要請しな
かった。

何かあっ
たときは
他の職員
に声掛け
や応援の
要請をす
る。

9133

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

20 9 11 3 3
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

中履きを
履いて練
習を行な
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

ホールで
行う場合
は、子ど
もの人数
を減らし
衝突のリ
スクを減
らす。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

裸足でソ
フトボー
ルでサッ
カー練習
を行なっ
ていた。

他児との
衝突につ
いて声が
けの徹底
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児との
衝突につ
いての声
がけの徹
底をして
いなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

衝突前に
防ぐこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

衝突時、
他児を見
ていたた
め防げな
かった。

見守り、
声がけが
不十分
だった。

いつも以
上に見守
り、声が
けを徹底
して行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9134

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

24 1 1
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

園庭での遊
びの中で築
山という広
い範囲内で
の行動を把
握する能力
が乏しかっ
た。また、
段ボールを
使っての危
険度も予想
出来なかっ
た。

その場で
保育教諭
が1人の時
は、無理
な遊びは
しない。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

築山とい
う事で斜
面があり
物を使っ
ての遊び
方のハー
ドルが高
かった。

物を使っ
ての遊び
の際は、
監視のも
と1名ずつ
とする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由に園
庭で遊ぶ
時間に日
頃使って
いない段
ボール板
を使って
の遊びの
危険性や
遊びの約
束を再確
認しな
かった。

通常使わ
ない物を
用いての
遊びの際
は、補助
職員を配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気で活
発に遊び
を楽しん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
至近距離
に居合わ
せたが、
想定外の
出来事で
あり手が
出ず防げ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の保育
教諭や職
員は園庭
にいな
かった。

園児の遊
びの展開
に予想が
つかな
かった。

1人ひとり
の遊びの
行動を見
る必要が
ある。ま
た、広い
園庭で保
育教諭が
１人の場
合は、補
助職員を
配置す
る。

9135

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

11 2 2
14.２
歳

1.男
児

ー
4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

ー 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

熱性けい
れん

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不定
期に実
施

ー
2.基
準配
置

特になし

ひきつけ
のマニュ
アルにつ
いて全職
員で見直
しや確認
をした。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

　 特になし 特になし
5.睡眠
(午睡)
中

特になし 特になし

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

午睡前の
検温の時
は熱は無
かった事
を確認し
ている。
午睡中の
急な熱発
によるひ
きつけ。
具合が悪
くなって
きたこと
で泣き出
し、職員
も気づい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ひきつけ
の様子な
どひきつ
けチェッ
クシート
を元に園
児の様子
を確認し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員室へ
の連絡
クラス内
の他児の
対応など

午睡中の
睡眠
チェック
で常に子
どもの様
子を見て
いたこと
で迅速な
対応がで
きた。

睡眠
チェック
の大切さ
を改めて
職員間で
共有し
た。

9136

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

27 0 0 0 6 13 8 0 2 2
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2

1.基
準以
上配
置

なし

一斉に行
動するこ
とは控
え、時間
に余裕を
もって園
児が行動
できるよ
うに改善
し、一人
足洗いに
必ずつ
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12

テラスの
発泡ウレ
タンタイ
ルの粘着
性が落
ち、タイ
ルが浮い
ていて動
き、足を
滑らせや
すかっ
た。

浮いたタ
イルは撤
去した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方涼し
くなった
頃から外
で遊ぶよ
うにして
いるが、
夏の疲れ
が出やす
く、何気
ない事で
大きな怪
我になっ
た。

夏の夕方
は疲れが
出やすい
ことを意
識し、小
さなこと
にも注意
を払う。
足を洗う
場所を段
差の上か
ら下へと
変更す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2日前に家
庭で左腕
をひねっ
て痛がっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

足を洗う
園児を介
助してい
た。本児
が走って
きて転ぶ
ところを
見た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

足を洗う
介助をし
た後、水
分補給の
準備をす
るため、
その場を
離れてい
た。

足を洗う
よう声を
かけた
際、他の
子が列に
並んでい
る様子を
見て、本
児が慌て
てしまっ
たと考え
られる。

落ち着い
て行動で
きるよう
声を事前
にかけ
る。

9137

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

77 6 5
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左中手骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし
突発的な
事故の為
特になし

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

水分補給
をする
際、水筒
のある場
所へ交差
して一斉
に走った
為、子ど
も同士の
衝突から
転倒が起
きた。

混雑を避
け順番に
行動でき
るように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

水筒のあ
る場所へ
周りを見
ず走り出
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

整列場所
から子ど
ものつい
ていった
が間に合
わず事故
が起き
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
に担任は
ついてい
たが子ど
もの動き
が速く対
応ができ
なかっ
た。

練習終了
後の勢い
のある声
掛けに子
どもたち
が一斉に
動いてし
まった。

走らず歩
いていく
などの声
掛けを必
ず行う。

9138

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

98 0 0 0 0 0 98 0 5 4
18.６
歳

1.男
児

ー 8.その他
1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

ー

1.基
準以
上配
置

特になし
突発的な
事故の為
特になし

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

雲梯下の
地面が固
くなって
いた。

雲梯の下
にクッ
ション材
として人
工芝を敷
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具に保
育士がつ
いていな
かった。

戸外遊び
での保育
士の連携
の図り方
について
再度見直
し、危険
が伴う遊
具には保
育士がつ
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
元気な様
子で戸外
あそびを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭での
戸外あそ
びで他の
場所にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭での
戸外あそ
びで他の
場所にい
た。

園児の握
力（指の
怪我完治
後すぐの
ため）

子どもの
健康状態
から怪我
が想定さ
れる場合
は職員が
補助につ
き見守る
ようにす
る。

9139

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

99 8 14 17 20 21 19 0 30 28
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

不明

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

どんな単
純な事故
でも骨折
に至る場
合がある
ことを職
員が十分
に認識す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

使う前に
点検

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

職員も一
緒に掃除
をしてい
るが、子
どもの行
動には十
分に注意
を払って
見守りを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近で対
象児を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

廊下で他
の園児の
見守りを
してい
た。

特になし

担任が雑
巾の使い
方・拭き
方を丁寧
に見せ、
注意を払
いながら
雑巾がけ
を行える
ようにす
る。

30 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9140

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

16 4 4
14.２
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

凶自然脱
落

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

子どもの
人数に対
しての職
員数は
揃ってい
たので、
今後も役
割分担を
して保育
にあたる
とともに
非常勤職
員対象の
事故予防
研修の実
施。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

ホールの
床が堅い
ので、子
ども達が
集合する
場所な
ど、目印
も兼ねて
マットを
敷いて対
策する。

7.その
他

特になし

活動を終え
て、一斉に
片付けをし
たり部屋に
戻るために
誘導ロープ
を準備した
りしていた
ので、片付
けを終えた
ら一度落ち
着かせて、
部屋に戻る
準備をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

活動から
次の活動
への切り
替えが難
しいとこ
ろはあ
る。体調
等変化な
し。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

部屋に戻
るため
に、誘導
ロープの
前後に配
置してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

活動の片
付けをし
たり、戸
締りをし
たりして
いた。

特になし

子どもの
様子を見
守る職
員、片付
けなど環
境を整え
る職員な
ど役割を
決めて保
育にあ
たってい
る。今後
も役割分
担をして
いく。

9141

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

　 4 4
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

未満児（2
歳児）も
園庭にい
たため、1
名は2歳児
を重視し
ていた。
他3名での
実施中の
こと。

人数の見
直しも検
討してい
く

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

安全点検
実施の結
果を職員
に提示し
ているが
きちんと
実施して
いるかが
できてい
ない。

全職員が
周知(把
握）して
いるか
チェック
をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯には
何度も
登って遊
んでいた
が、友達
との会話
等で夢中
になって
いた為、
本児の注
意力がか
けていた

園庭に出
た時の特
に預かり
保育時は
担当職員
間で全体
を見られ
る、声か
けながら
行なうこ
との徹底
を確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも友
達とごっ
こ遊べ等
を活発に
している
ので遊具
や遊び方
に慣れ過
ぎていて
いつもの
通りにあ
そんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

預かり保
育時はそ
の日の担
当職員で
実施する
為平常時
以上に全
体を見る
ようには
していて
近くには
いたが、
すぐに手
が出せる
位置では
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体把握
ができる
ように見
ていた
が、他の
子の対応
で瞬間は
見落とし
ていた。

保護者の
迎え等が
あると一
人の職員
はその場
から外れ
ることに
なってし
まい。子
どもを見
ている人
数が一瞬
でもすく
なくなっ
てしま
う。

自分たち
が見てい
るつもり
でもお迎
え対応や
けが対応
時にはど
うしても
周知でき
なくなる
時がある
ので職員
同士で声
をかけ合
いながら
把握でき
ないとき
を少なく
してい
く。

9142

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

1 1 1
16.４
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大５趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

特にあり
ません

子どもの
人数に対
して職員
の配置は
問題がな
かったと
考えられ
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

近隣の方
からのご
厚意でプ
リンセス
のドレス
をいただ
いた。ド
レスは子
どものく
るぶしほ
どの丈
だった。

子どもの身
丈に合わな
い物は子ど
もが踏みや
すいため着
用は避けた
り、丈を詰
める等の対
応をする。
今回はこの
ドレスを排
除し、玩具
等の点検は
毎日行い、
子どもに合
わない物や
欠けている
物などが
あった場合
は排除して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
身丈に合
わないド
レスを
コーナー
遊びに取
り入れて
しまった
こと

子どもの
身丈に合
わないド
レスは排
除した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手足口病
が流行っ
ていたた
め本児の
手足を確
認したと
ころ発疹
のような
物があっ
たため
プール遊
びを見学
させた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

プール見
学者（年
長児２名
年中児４
名）と保
育者１名
で室内遊
びをして
いた。発
生時、保
育者は本
児に背を
向け他児
と関わっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

プール実
施のため
監視員と
ともに
プールで
活動して
いた。

特にあり
ません

子どもの
人数（６
人）に対
して職員
（１人）
の配置は
問題がな
かったと
考えられ
る

9143

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

77 28 21 28 8 8
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

特になし
再確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

落下時の
衝撃緩衝
材を敷設
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

危険個所
として職
員を配置
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の元気さ
で機嫌も
良く遊び
にも普段
通りの活
動であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

普段と変
わらずク
ラス全体
の把握と
指導教
育、養護
に携わっ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当クラ
ス児童と
園庭全体
の活動状
況に対応
してい
た。

慣れ親し
んでいる
遊びに油
断がでた
事やコロ
ナ対策の
為外遊び
の回数が
少なく
なったこ
とも影響
している
と思え
る。

注意喚起
の声掛け
を更に
しっかり
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9144

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

15 1 1
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

切り傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

ー
2.基
準配
置

「いつ、
何時、ど
こでも、
子どもの
ケガは起
こりえ
る」の職
員意識が
薄かっ
た。

ヒヤリ
ハット
マップに
追記し、
職員会議
等で全職
員に周知
し、共通
理解を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

　毎日

日頃から
の整理整
頓を心掛
ける。

室内では
走らず、
歩くこと
を再度知
らせてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午前中、
梅もぎで
園外に出
ているた
め、疲れ
が溜まっ
ていたこ
とが、予
想され
る。

午前中の
活動内容
や子ども
の様子に
よって、
疲れが考
えられる
際は体操
を避け、
室内で
ゆっくり
過ごせる
活動を取
り入れる
など、安
全面に配
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に体を
動かす。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児15人
を１人で
保育して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午前中の
活動か
ら、疲れ
が出るこ
とが予想
される時
は、2人で
保育をし
ていく。

日頃から
保育教諭
の立ち位
置や全体
を見る目
を養う必
要性があ
る。

保育教諭
は子ども
の様子か
ら危険を
感じた時
は、速や
かに言葉
をかけ、
注意を促
すように
してい
く。

9145

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 0 4 2 4 3 1 5 5
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

5

1.基
準以
上配
置

ホールでの
遊びが長時
間になり、
遊びの設定
が魅力的で
なくなっ
た。本児は
ソフト積み
木からジャ
ンプするこ
とがあると
担任は把握
していた
が、他の職
員へ共有で
きていな
かった。片
付けにな
り、職員2名
はそれぞれ
離れた位置
におり、本
児の動きに
対応できな
かった。

・ソフト積
み木の使い
方や遊び方
による危険
性等、職員
間で遊具マ
ニュアルに
ついて検
討、具体的
に作成、見
直しを行
う。
・職員の配
置について
は、当日の
子どもの姿
を踏まえ職
員同士が声
を掛け合
い、連携す
る。

1.定期的
に実施

276
1.定期的
に実施

276
1.定期的
に実施

276

園児達は、
基地ごっこ
で基地を作
るため、ソ
フト積み木
で脇を囲う
為に置いて
いた。その
中には小さ
い積み木も
含まれてい
た。事故発
生時、基地
ごっこで遊
んでいる園
児たちもお
らず、本児
が積み木か
らジャンプ
をした際、
小さい積み
木が動き、
バランスを
崩し転倒し
た。

・遊んでい
る園児がい
ないコー
ナーがあれ
ば遊びの状
況に合わせ
環境設定を
見直す。
・ソフト積
み木など段
差のある遊
具にはジャ
ンプや転倒
に備えて脇
にマットを
敷く。
・不安定な
遊具は安定
するよう支
えを置く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・職員に
はソフト
積み木を
使った遊
びへの危
険意識が
なかっ
た。

・遊具や
遊び方に
対するヒ
ヤリハッ
トを園内
で検討
し、危機
意識を高
める。
・土曜保
育におけ
る異年齢
保育の環
境構成や
役割分担
につい
て、改め
て見直
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・日頃よ
りソフト
積み木や
平均台か
らジャン
プするな
ど活発な
遊びを楽
しんでい
る児であ
る。この
日は土曜
で、いつ
もと環境
が異なっ
ており、
普段より
興奮して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・全体が
見える位
置に立
ち、子ど
もたちの
様子を見
ていた
が、一瞬
の行動に
対応でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・音響の
操作のた
め、一時
的に離れ
てしまっ
た。

・片付け
の時間と
なり、保
育士２人
のうち、
１人は音
響の操作
へ向かっ
た。片付
けを始め
た直後
で、中に
はまだ元
気に遊ん
でいる園
児もい
た。もう
１人の保
育士の死
角で事故
が発生し
た。

・保育士
が少ない
場合、音
響操作な
ど、現場
を一時的
にでも離
れる作業
は、緊急
でない限
り行わ
ず、子ど
もたちと
やり取り
を行いな
がら片付
けへと移
行する。

9146

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

21 6 3
18.６
歳

1.男
児

ー 8.その他
1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折（単純
骨折）ギ
ブス固定
で3週間様
子観察

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

転倒防止
のため、
予め靴下
を脱いで
走ること
としてい
る。改善
は難し
い。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52 特になし

床は滑り
止めワッ
クスが効
いており
良好な状
態であっ
た。自分
の足に
引っ掛か
り転倒し
たため、
改善は難
しい。

7.その
他

特になし

2人ずつで
走るが、
距離を置
いてまっ
すぐ走る
ことを指
導してい
た。一生
懸命に
走って転
倒した。
改善は難
しい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

25M走の練
習を2本実
施し、本
番時に転
倒した。
とても一
生懸命に
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

スタート
ライン
で、ほか
の園児を
整列させ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ゴール付
近で、走
り終わっ
た園児を
整列させ
ていた。
他記録係2
人、ス
ターター1
人、扇風
機設置1人

特になし

転倒防止
のため声
掛けを徹
底する。

9147

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

14 2 2
17.５
歳

2.女
児

ー 8.その他
1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右前歯歯
茎打撲、
内出血

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

保育教諭
の見守り
を強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

机付近で
立姿勢で
着替えを
行った。

着替えを
行う際は
転倒、事
故防止の
ため机な
どは付近
に設置し
ないよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バランス
を崩し、
転倒。机
で打撲。

スカ－ト
に着替え
る際は、
座って行
うように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

立姿勢で
スカ－ト
への着替
えを行っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

着替えが
できてい
るか見
守ってい
たが、対
象児がバ
ランスを
崩した瞬
間手を差
し伸べる
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の着
替えを見
守ってい
た為、対
応できな
かった。

特になし

スカ－ト
に着替え
る際は、
座って行
うように
声掛けを
してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9148

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

45 15 15 15 4 4
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3
2.基
準配
置

研修以外
において
も、教職
員同士で
日頃から
情報交換
を行って
いるた
め、ソフ
ト面にお
いて問題
はないと
考える。

今回は、
教師の配
置基準を
満たして
いたが、
子供の接
触・転倒
の瞬間を
見ること
ができて
いなかっ
たため、
今後の研
修にはさ
らに力を
入れてい
く。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

ホールに
て発生し
たが、
ハード面
において
問題はな
いと考え
る。

ホールに
破損や劣
化は見ら
れず、問
題はない
と考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常預か
り保育の
流れであ
り、他学
年との交
流もある
が、環境
面におい
て問題は
ないと考
える。
（雨のた
め、事故
当日は屋
内で遊ん
でい
た。）

子供の接
触・転倒
の瞬間を
見ること
ができて
いなかっ
たため、
広い場所
で集団で
遊ぶ際
は、教師
同士の連
携をと
り、危な
い場面で
の子供へ
の声掛け
を十分
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールを
追いかけ
ている時
に転倒し
た。転倒
する際、
他園児と
の接触を
避けよう
としたか
接触が
あったた
め転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

午後の預か
り保育中、
ホール(屋
内遊戯室)
にて自由遊
びをしてい
た。常時3
～4名の教
師を配置し
ていた。事
故発生時、
45名程度の
園児全体を
見ていた。
転倒した
時、教師は
園児の転び
方等を見て
いなかっ
た。しか
し、対象園
児の訴えも
ありすぐに
処置を施し
ている。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールに
は複数の
教師を配
置してい
たが、事
故の様子
は見てい
なかっ
た。

子供同士の
接触による
転倒だが、
今回のよう
に骨折につ
ながる事故
に発展する
場合があ
り、園児が
どのように
接触し転倒
したのか、
どこを負傷
したのかよ
く見ること
が必要であ
る。常日
頃、教師は
危ない場面
を見かけた
ら声掛けや
止めに入る
等の対応を
している
が、今後も
充分注意し
て保育を行
う。

日頃行っ
ている声
掛け等を
今後も変
わらず
行ってい
く。子供
の怪我に
つながる
ような接
触には、
十分気を
付けてい
く。

9149

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

49 0 0 0 0 0 0 0 3 2
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭骨
折、左橈
骨頸部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ル通りの
配置で死
角なく監
視するこ
とができ
ていた。
十分な数
の職員を
配置して
いたので
すぐ対応
すること
ができ
た。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

3 特になし

明らかに
危険な造
形や、滑
りやすい
ものでも
ないこと
からハー
ド面での
不備はな
いと考え
られる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に疲れ
たり体調
不良とい
うことも
なく元気
に過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一瞬の出
来事で
あったた
め事故の
瞬間は見
逃した
が、近く
にいたの
ですぐに
対応する
ことがで
きた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当エ
リアを見
ていた。

友だちは
親切心か
らの補助
のつもり
だった
が、当該
児童に
とっては
バランス
を崩す要
因となっ
た。

子どもた
ちに、鉄
棒をして
いる友だ
ちの補助
をするこ
となく距
離をとる
ように指
導する。

9150

令和
5年3
月8
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

10 0 0 0 10 0 0 0 1 1
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

保育環境
の見直し
の園内研
修はした
が、事故
予防研修
が十分で
なかっ
た。

保育環境
の見直し
に加え事
故防止の
研修をし
て、安全
に遊べる
環境作
り、人員
配置をす
る。

2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

ほぼ毎日

グラグラ
しやすい
ソフト積
み木を見
直しをせ
ずにその
まま使っ
ていたこ
とと、保
育士が
しっかり
見ていな
かった。

ソフト積
み木を見
直し、使
い続ける
のなら倒
れにくい
ように２
個貼り合
わせるな
ど対策す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者は
見守って
はいた
が、事故
予測を
怠った。

自由遊び
を保障し
ながらも
安全に遊
ぶことを
第一に考
え、危険
な時は防
ぐことの
できる立
ち位置で
見守るよ
うする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子で自
由遊びを
楽しんで
いたの
で、見
守ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

約１０名
の活発な
子どもた
ちが遊ん
でおり、
あちこち
を見守る
必要が
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で遊
んでいる
子どもた
ちと一緒
に遊んだ
り、見
守ったり
してい
た。

その場を
担当して
いない保
育士も
時々は子
どもの様
子を見に
きて、事
故予測を
するべき
だった。

見守りが十
分できるよ
うな範囲内
で遊びを展
開するよう
にする。事
故予測をし
て、危険を
感じた時
は、その遊
具を使わな
いようにす
るなどす
る。

9151

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 1 1 3 3 3 2 0 4 4
16.４
歳

2.女
児

ー 8.その他
1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

(数)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
動きを把
握してい
なかった

子どもた
ちの行動
を常に
しっかり
把握して
おく

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年 ― ー

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の背
後の確認
不足

常に子ど
もの行動
を把握し
ておく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも乗
りなれた
三輪車に
乗り進み
始め二漕
ぎしたと
ころで、
接触する

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
保育士の
後ろから
進んでき
たため、
気づかな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、室内
にいた。

子どもた
ちがいる
場面で、
カートの
カバーを
片付けよ
うとして
いた

子どもた
ちがいる
ときに
は、子ど
もたちの
行動に集
中する

9152

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

34 0 0 4 9 9 12 0 6 5
14.２
歳

2.女
児

ギプスで肘
を固定して
いる為、激
しい運動は
しない。公
園に行くと
きは常に一
人保育者が
手を引いて
行動する。

1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

ー
2.基
準配
置

２歳児の
為走るの
に安定性
がなく転
んだ。

事故防止
に関する
研修に積
極的に参
加し、職
員間の会
議で安全
面やヒヤ
リハット
について
話し合
う。

1.定期的
に実施

24回/年 3.未実施 ー
1.定期的
に実施

24回/年
外遊び事
故の為な
し。

ゴミ、棒
きれや石
が落ちて
いないか
を確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2歳児の
為、見守
りながら
も転んだ
時に助け
られるよ
う距離を
縮めてお
くべきで
あった。

広い場所
を選び、
年齢ごと
にエリア
を分けて
遊ぶよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外に出た
開放感
で、芝生
の上を走
り回って
いた。い
つものよ
うに元気
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は担当
クラスの園
児全体を少
し離れたと
ころで全体
的に見てい
た。転倒し
たことに気
が付き、当
該園児に駆
け寄り抱き
かかえ、大
丈夫か尋ね
泣くことな
くまた遊び
に戻って
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外の
職員も転倒
に気付き駆
け寄ろうと
したが、担
任がすぐに
抱き抱え大
丈夫か尋ね
ていること
と、当該園
児が泣くこ
となく遊び
に戻ったこ
とを見届け
たので、自
分の担当エ
リアに戻っ
た。

人員配置
に問題は
なかっ
た。全体
を見まわ
していた
ので、注
意は怠っ
ていな
い。２歳
児であっ
たため走
るにはま
だ安定は
していな
い。

遊び始め
る前に
ゆっくり
と体を動
かすよう
な柔軟体
操やリズ
ム体操か
ら導入
し、年齢
にあった
遊びを提
案する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9153

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

9 8 1 3 3
14.２
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2回/年
2.基
準配
置

― ー
1.定期的
に実施

365回/年
2.不定期
に実施

ー
1.定期的
に実施

365回/年 ―

公園で発
生した人
的事故の
ため、
ハード面
での改善
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

ブランコ
につく職
員を増や
す、もし
くはブラ
ンコに同
時に2人は
乗らない
ようにす
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ブランコ
に乗って
いる時テ
ンション
が高く
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブランコ
の中央に
立って、
本児と他
児を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ブランコ
の近くで
順番待ち
の園児を
見てい
た。

ブランコ
に乗って
いる時、
他児とア
イコンタ
クトをし
て楽しそ
うにテン
ションも
高かっ
た。楽し
さからつ
い手を離
してし
まったよ
うに思え
る。

遊具で遊ぶ
ときのルー
ル、正しい
使い方を常
に子どもた
ちへ声がけ
していく。
楽しくなる
と、気持ち
が高ぶった
り予期せぬ
行動を取る
ことを心に
留め、テン
ションが高
いと感じた
ら一度落ち
着くよう声
かけしてい
る。

9154

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

42 14 9 13 6 8 4
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨下
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1回/年
2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットの
活用、ス
タッフ間
の周知

現在行って
いる瞬時に
送るヒヤリ
ハット報告
（LINE）に
てスタッフ
で共有。記
録用に保存
している。
全スタッフ
が確認でき
る保育マ
ニュアルへ
の追加（転
倒時に考え
られる怪我
等）。定期
的にマニュ
アルの見直
し。

1.定期的
に実施

1回/日
1.定期的
に実施

1回/日
1.定期的
に実施

1回/日

床は土よ
りも固
い、子ど
もたちと
も再度確
認を行
う。

地面の硬
さや衝撃
を子ども
達と確か
め、子ど
もたちの
自衛につ
なげる。
園に合わ
せた点検
リストを
作成し、
日々の点
検状況の
記録をと
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

転倒時に
起こりや
すい怪我
について
理解を深
める。遊
び方に
よって
は、重大
な事故に
つながる
ことを常
に頭に置
き、子ど
もの動き
にアンテ
ナを張
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に気に
なる様子
なし。特
段、おん
ぶを頻回
にしてい
ることは
ない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

廊下の見
守りをし
ながら、
トイレで
更衣して
いる他児
も見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
の立ち位
置は分
かってい
たが、転
んだ瞬間
は見てい
なかっ
た。（玄
関対応）

担当場所
を離れる
際は、職
員間で声
を掛け合
う。事故
発生時は
数名で確
認する。
本児はバ
ランスを
崩したと
き、背中
にいる子
も落ちて
しまうと
考え、転
ぶ時に踏
ん張った
可能性も
ある。

事故発生時
の職員連携
を図り、声
掛けの習慣
をつける。
休憩等でス
タッフ配置
が手薄にな
る時は、遊
ぶ場所を選
択し、見守
り体制が十
分とれるよ
うな配置を
判断する。
園児の泣き
方に注意を
払う。ス
タッフの立
ち位置を把
握してお
く。

9155

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

23 7 7 4 5 6 4
14.２
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

顎関節骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1回/年

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12回/日 3.未実施 ―
1.定期的
に実施

48回/日 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段行き慣
れた公園で
はなく遠足
で少し遠い
公園に行っ
ており、保
育者も遊具
の危険性を
把握しきれ
ていなかっ
た。また、
園児の身体
能力等を鑑
み、遊べる
子どもと遊
ぶのが難し
そうな子ど
もを分けて
活動させる
等の対策を
取れておら
ず、大人数
が1つの遊具
で遊んでい
た。

遠足等を
行うとき
は必ず
チェック
リストを
用いて危
険個所の
洗い出し
を行い、
園児一人
ひとりの
発達に
合った遊
びを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ― ―
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9156

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

6 5 1 2 2
15.３
歳

1.男
児

療育による
巡回相談該
当児

1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2～3回/年
2.基
準配
置

・コロナに
よる休園、
休校等の事
由で出勤で
きない保育
士が一時的
に急増し、
当日は急遽
園長や看護
師を加えて
の職員6人
体制であっ
た。
・散歩の時
間や距離な
ど詳細な様
子を園長が
把握しきれ
ておらず、
確認しなが
らの付き
添った

・翌週か
ら時間短
縮措置を
取ると共
に家庭保
育の協力
要請によ
り園児数
が緩和し
た
・出発前
に職員配
置に対し
安全保育
ができる
時間配分
や距離や
保育内容
の見直し
を全職員
で行った

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

使用都度

・当日本
児が普段
履き慣れ
ていない
靴を使用
してお
り、サイ
ズが合わ
ず度々躓
いている
ことに歩
行中に気
が付い
た。その
靴で様子
を見つつ
も長距離
や段差な
どを遊ば
せていた
ことにも
油断が
あった。

・保護者
に靴が
合ってい
ないこと
を別の機
会に伝
え、履き
なれた靴
での登園
をお願い
した。ま
た、保育
者は認識
した段階
で、危険
リスクを
予測し、
引き返す
などの対
応を視野
に入れる
ことと再
確認し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

週末である
にも関わら
ず盛り沢山
な散歩コー
スを歩き遊
ばせてし
まった。年
齢の体力に
対し欲張っ
た散歩コー
スの選択で
あった。保
護者との連
絡帳に食事
や睡眠時間
の記載が
あったが、
事前に職員
間で周知で
きておらず
個別配慮が
十分に対応
できていな
かった。

直ちに職員会議
を行い、変化の
ある週初めや週
末の対応は十分
に考慮をした週
の保育計画を立
て、状況に合わ
せて柔軟に調整
を行うこと。年
齢の発達に見
合った時間や距
離やコースの取
り方を改めて見
直すこと。受け
入れ時の視診問
診や連絡帳の記
載内容の確認を
主活動開始前に
全体で周知する
ことを徹底し、
個別配慮を十分
に考えた活動を
工夫することと
し、以降実行し
ている。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気持ちのコ
ントロール
が難しく活
動の切り替
え時にパ
ニックがあ
る。生活リ
ズムが日々
不規則で、
前夜は24時
就寝であっ
た。特に休
み明けに激
しいが日常
的に登園時
から午前中
にかけ機嫌
が悪いこと
が多い為、
当日も普段
と同様な丁
寧な関わり
方で戸外活
動に出た
が、本児に
とっては体
力的に集中
が切れてき
ていたこと
が十分に考
えられる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故時、本
児を含めた5
名が園長か
ら見える範
囲に分散し
ており、全
体を見つつ
も動きの危
険度の高い
本児に園長
が付き、遊
具が無い中
でベンチに
上ってジャ
ンプを楽し
むことを把
握していた
が、他児に
視線を移し
たと同時に
踏み外し園
長とは反対
側に転落し
た為瞬時に
手が届かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2歳児の別
の配慮の必
要な児にマ
ンツーマン
で接し、他
とかなり離
れた場所に
いてしまっ
た。大きな
声で呼ばれ
るまで事故
に気付か
ず、まと
まって遊び
ながら他児
も一緒に見
ているべき
だったと反
省する。

①保育者
数が少な
く配置も
イレギュ
ラーな中
で通常の
園外保育
を行っ
た。②園
長は保育
のハード
さがよぎ
りながら
も保育の
様子を見
て合わせ
てしまっ
た。

①保育者数
に余裕が無
い場合等
に”いつも
と同じ活
動”をしよ
うとするの
ではなく、
子どもの要
求に応えた
い葛藤が
あったとし
ても安全保
育優先の選
択を行う。
②園長は子
どもの安全
を一番に考
え、保育者
の意向や熱
意を受け止
めつつも流
されずに状
況を冷静に
見極めて保
育を進める
ようしっか
りと発信を
行う。

9157

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 10 4 2 3 3
15.３
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

第五中足
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4回/年
2.基
準配
置

配置人数
は足りて
いたが、
子どもの
午睡中に
職員が休
憩で抜け
ていて、
早く起き
た子ども
への対応
が十分で
はなかっ
た。

再発防止策
を話し合
い、コット
の敷き方の
周知徹底。
早く起きた
子どもの対
応職員を確
認し配置す
る。エリア
リーダーか
ら客観的に
みた再発防
止の助言を
もらい周知
徹底を行
う。

1.定期的
に実施

週１
1.定期的
に実施

週１
1.定期的
に実施

毎日

早く起き
た子ども
がすごせ
る場所の
確保が足
りなかっ
た。

早く起き
た子ども
がすごす
場所の環
境設定
（子ども
たちの玩
具を用意
する、絵
本を読
む、コッ
トの片づ
けな
ど）。部
屋移動を
行う。

5.睡眠
(午睡)
中

早く起き
た子ども
が過ごす
場所作り
が設定で
きなかっ
た。

早く起き
た子ども
が過ごす
場所の環
境作り、
保育の提
供と見守
りの徹
底。（絵
本コー
ナー・
座って遊
べる環境
設定等）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごし、
食事も食
べ、午睡
もしっか
りとって
いた。午
睡後、早
く起きた
友だち
と、走っ
たり机に
登り降り
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

コットの
周りを
走ってい
たり、机
の上り下
りをして
いたた
め、遠く
からの声
掛けを行
うが、職
員は側に
ついてい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

入力・製
作準備を
行いなが
らの保育
を行って
いた。
遠くから
の声掛け
だけで、
職員が側
について
いなかっ
た。

声掛けだ
けで、早
く起きた
子どもの
側で保育
を行って
いなかっ
た。

何かをし
ながらで
はなく
しっかり
と子ども
の側につ
いて保育
を行う事
の徹底。
職員同士
の動き、
報連相の
徹底。

9158

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

24 5 6 7 2 3 1 9 8
13.１
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

乳歯と口
腔内の外
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置数
は基準以上
ではあった
が、怪我を
した児のそ
ばに職員は
いなかった
ため怪我を
防ぐことが
できなかっ
た。遊具に
書かれてい
た対象年齢
に達してい
ない年齢で
使用してし
まった。遊
具自体が新
しく滑りや
すいもので
あった。

遊具を使
用する際
は対象年
齢を確認
し、必ず
保育者が
側につい
ていく。
怪我や事
故発生の
事例やリ
スクマネ
ジメント
について
話し合い
や研修に
取り組
む。

2.不定期
に実施

48回/年
1.定期的
に実施

144回/年
1.定期的
に実施

144回/年 特になし

設備等に
おける改
善策は無
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋外の環
境は日頃
変化して
いくた
め、活動
の際には
都度状況
と安全の
確認を行
う必要が
ある。

職員の配
置や子ど
もの様子
の把握な
どに加
え、遊ぶ
場所とし
て安全で
あるか、
適してい
るのかこ
れまで以
上の確認
と職員間
での検討
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故に
あった1週
間前から
甘えが強
く、保育
者と一対
一での関
わりを求
める場面
が多かっ
た。この
日も、他
児の中に
は混ざら
ず、保育
者と一対
一で遊ぶ
ことを求
め、常に
全体の動
きとは反
対の動き
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集まって
お茶を飲
んだ後、
帰園の準
備をして
いた。子
どもが分
散した際
に本児の
側へ動く
ことが遅
れてしま
い、転倒
時に側に
付くこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お茶を飲
み終えた
子どもを
見ていた
が、子ど
もが散っ
てしまい
車道側に
行った子
を見に動
いてい
た。

普段から
活動の中
で遊具を
使うこと
が少な
く、子ど
もの動き
の予測が
足りな
かった。
又、活動
場所はい
つも行っ
ている場
所を選ぶ
など無理
のない活
動方法を
考えるべ
きであっ
た。

今回、帰園
準備の際に
事故が起き
てしまった
ので、常に
子どもを優
先した動き
を取ること
を改めて意
識し、帰園
準備などは
安全が確保
されてから
行うように
する。又、
保育者間で
声を掛け合
い敏速に動
き合うよう
確認をし合
う。

9159

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 6 4 3 3
14.２
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯脱
臼
上歯肉裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

8回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

緊急時対
応、職員
連携を確
認する。

1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

3回/年
1.定期的
に実施

12回/年

床に出し
たブロッ
クで遊ん
でいた
際、移動
しようと
立ち上が
り両手に
ブロック
を持った
まま深さ7
センチの
おもちゃ
入れを踏
んで転
倒。

玩具入れ
は中身を
取り出し
棚に入れ
元に戻
す。コー
ナー遊び
の見直
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児が転
倒するこ
とを予測
できず近
くにいた
が支える
手が出な
かった。

咄嗟の転
倒にもす
ぐ動ける
態勢で保
育する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室内
でいつも
どおりの
様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児を囲
みそれぞ
れの動き
を見てい
たが咄嗟
の行動に
追いつか
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児以
外の園児
と個々と
遊びなが
ら周りの
様子も見
ていた。

保育士が
対象児の
近くにい
たが転倒
を予測で
きなかっ
た。玩具
が床に散
らばって
いた。

職員間で
連携を取
り、保育
室の環境
を見直
す。玩具
入れは中
身を取り
出し棚に
閉まって
おく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9160

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 2 2 1 4 4
13.１
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12回/年
2.基
準配
置

― ー
1.定期的
に実施

50回/年
1.定期的
に実施

ー
1.定期的
に実施

240回/年 ― ー

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が絵
本を見終
わったと
きに、本
棚に戻さ
ず床に置
いてし
まった。
戻してい
れば、そ
の上に足
をのせて
滑ること
はなかっ
た。近く
にいた保
育士が片
付けるこ
と促す又
は声を掛
ける等の
対応がで
きなかっ
た。

床の上に玩
具等を出し
たままにし
ない。保育
士か、子ど
もへの片付
けの指導を
徹底すると
ともに、気
が付いた時
には即座に
片付け、常
に安全な環
境を整えい
ておく。絵
本を足で踏
んではいけ
ないという
子どもへの
指導をす
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

普段から活発な
子だが、前日に
風邪で欠席して
いたこともあっ
てかいつもより
は大人しく感じ
た(担当保育士
の見解)。絵本
をみていた本児
が床に絵本を置
き、次の絵本を
取ろうとして床
の上の絵本の上
に左足を置いた
瞬間、左足を滑
らせ尻もちをつ
いた形になっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども3名と保
育士1名がい
た。本児の至近
距離で一人の子
どもを膝に抱え
て絵本を見せて
いた。本児が絵
本を床に置いた
ことに危険を感
じ、左足で絵本
を踏んだ瞬間膝
の上に乗せてい
た子どもを下ろ
し立ち上がろう
とした。一瞬目
を離した時に
は、足を滑らせ
て尻もちをつい
た状態だった。
すぐに本児を抱
きかかえ様子を
見ていたところ
担当保育士が
戻ってきた為、
状況を報告し本
児を引き渡す。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス担任2人
のうち1人は、
保護者対応のた
め室外に出てい
た。戻って事故
の報告を受けた
為本児の様子を
見る。涙目では
あったが落ち着
いたので立たせ
てみようとする
が右足を着くこ
とができず、膝
の上で座らせて
いた。主任へ本
児の様子を伝え
事故報告する。
主任は本児の状
態から受診した
方が良いとの判
断をし保護者へ
電話連絡する。

傍にいた
保育士が
危険を察
知しなが
ら救えな
かった。
子どもの
動きを予
測して、
絵本を拾
うなど素
早く対応
していき
たかっ
た。現場
で見てい
た保育士
が1人しか
いなかっ
た。

普段から
活発な子
どもに対
する指導
をし、怪
我に繋が
るような
危険をで
きるだけ
回避する
保育をす
る。クラ
ス全体が
落ち着か
ない雰囲
気である
ことを再
度見直し
ていく。

9161

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 5 5 10 19 10 9 4 22 17
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2回/年

1.基
準以
上配
置

―

安全マ
ニュアル
の中で新
たに購入
したキッ
クボード
の安全上
の使用に
ついての
記載が不
足してい
た。ヘル
メット、
肘宛の着
用が必要
だと感じ
た。

1.定期的
に実施

365回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年 ―

アスファ
ルトの上
でのキッ
クボード
の使用を
禁止(転倒
時の衝撃
か強い
為）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

夕方の戸
外遊びで
は体力面
からもケ
ガに繋が
るケース
が多い
為、影し
い遊びは
控え固定
遊具等で
遊ぶよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児もこ
れまで何
度も使用
回数のあ
る遊具
(キック
ボード）
で慣れた
様子で遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

キック
ボード使
用時は子
ども同士
の衝突を
防ぐ為に
必ずすぐ
側に保育
者を配置
してい
る。すぐ
側にはい
たが転倒
を防ぐこ
とはでき
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ー ー ー

9162

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

5 5 2 1
13.１
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下腿下
1/3骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1回/年
2.基
準配
置

救急車を
呼ばず、
直接保護
者に迎え
を頼んで
しまっ
た。

マニュア
ルの徹底

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

1回/年
1.定期的
に実施

常時 ―

今回は、
施設・遊
具・玩具
のの安全
性には問
題はな
かったと
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー ー

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

フープか
ら出るた
めに足を
上げたが
うまく上
がらず
ひっかけ
てしまっ
た。体調
などいつ
もと変
わったと
ころは見
受けられ
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

5人の園児
を2人の職
員で見てい
た。1人の
職員は別の
園児を抱っ
こしながら
目視で残り
の園児を見
ていた。も
う1人の職
員も他の園
児を見なが
ら保育して
いた。2人
の職員の間
に4名の園
児が遊んで
いる状態
だった。(1
名は抱っこ
中）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

デッキは2
階にあ
る。2階の
他の園児
はクラス
で遊んで
いて気付
かなかっ
た。残り
の園児は1
階にいた
ので見て
いない。

フラフー
プを1人で
遊んでい
た為、保
育者が直
接補助出
来ていな
かった。
開園して
間もない
為、マ
ニュアル
の徹底が
出来てい
ない部分
があっ
た。

遊具・玩
具等を使
う時は1人
で遊ばせ
ない。必
ず直接補
助する。
マニュア
ルの徹
底・職員
間の連携
の徹底・
園児1人で
は玩具等
を使用さ
せない。

9163

令和
5年3
月8
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 4 1 2 1 1 6 5
15.３
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨基部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1.2回/年

1.基
準以
上配
置

他園児の昼
寝・職員の
休憩時間が
重なる時間
で、以上児
への意識が
薄れてし
まった状
況。（見守
り不足）し
かし、今回
の事例につ
いては一人
遊びを抑
止・制限し
過ぎる事は
適切な保育
とはいえな
い。

左記を踏
まえ、ソ
フト面と
しては遊
んでいる
子がいる
際には、
監視役を
１名配置
を原則と
し、可能
な限りの
事故予防
を再徹底
する。

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年

当施設のフ
ロアは、コ
ンクリート
造のため非
常に硬く
なってい
る。保育施
設用の多少
柔らかい素
材のシート
貼りとなっ
ているが、
転倒し打ち
どころが悪
ければ今回
のような事
象が発生す
る可能性が
ある。

園児が遊
ぶ際に
は、クッ
ションフ
ロアのエ
リアに限
定し、対
応する。
また、
クッショ
ンフロア
のエリア
について
も拡張を
検討す
る。→
クッショ
ンフロア
エリア拡
張済み

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ー ー

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一人遊び
で激しく
暴れてい
る様子で
はなく、
気分よ
く、動い
ていた程
度。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他職員の
シフトの
入れ替わ
り時間帯
にて、引
継ぎ作業
を行なっ
ていた。
そこまで
離れてい
た距離に
いたわけ
ではな
く、園児
を見なが
ら引継ぎ
作業を
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児の近
くにいた
が、転倒
は予測で
きなかっ
た。

偶発的な
事故では
あるが
「骨折」
という事
象を考え
ると、結
果的に転
倒及び事
故発生の
目測を
誤ってい
た。

軽微な転
倒でも、
骨折する
可能性を
再度認識
する。転
倒を100％
防ぐこと
は難しい
が、個々
の危険予
測の認識
を上げる
事及び
ハード面
の安全強
化の視点
で再検討
を行なう
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9164

令和
5年3
月8
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

22 4 4
15.３
歳

1.男
児

ー
5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

ー 3.火傷
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首熱
傷（仮）

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

5
2.基
準配
置

熱い時に
は冷まし
てから配
膳するこ
とを職員
間で共通
理解し、
徹底する
ことがで
きていな
かった。

熱いもの
を配膳す
るときは
冷まして
から配膳
するよう
職員間で
徹底して
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

1

配膳した
際に子ど
もたちに
声がけ
し、見守
るだけに
なってし
まった。

熱いもの
を配膳す
るときは
別テーブ
ルなどで
冷まして
から配膳
するよう
職員間で
徹底して
いく。

6.食事
(おや
つ)中

一人一人
の状態を
把握でき
ていない
部分が
あった。

全体が落
ち着かな
い状態で
あること
を把握
し、4名中
1名は全体
を見守る
など対策
するべき
であっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

４月から
新しい環
境になっ
たこと
で、多少
興奮気味
であった
ことが考
えられ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
渡しなが
ら汁物を
盛り付
け、声が
け、確認
しながら
配膳して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
渡しなが
ら盛り付
け、声が
け、確認
しながら
配膳をし
ていた。

職員が汁
物の熱さ
を把握し
ながらも
触らない
ように子
どもたち
全体に声
がけして
注意する
だけで大
丈夫だと
過信して
しまった
部分があ
る。

調理室か
ら搬出す
る時に確
認し、熱
い状態の
ものは別
の机など
で冷ま
し、複数
の職員で
確認しな
がら冷め
た時点で
配膳する
ようにす
る。

9165

令和
5年3
月8
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

186 51 63 62 21 20
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左第２・
３中足骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

34
1.定期的
に実施

204 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯にぶ
ら下がっ
たまま気
の合う友
達と遊ぶ
中で足を
絡ませて
いた。

必ず教師
がつくよ
うにす
る。危険
と感じる
行動は他
クラスで
あっても
教師が必
ず声をか
け制止す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活発に
雲梯に挑
戦してい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
雲梯をし
ていたこ
とは把握
していた
が、すき
な遊びの
中でほか
の子ども
かかわり
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ー

子どもが
雲梯から
落下する
ことも想
定し人員
を配置し
ておく必
要があっ
た

子どもが遊
んでいると
きは必ず教
師がつくよ
うにし、場
を離れると
きは担当ク
ラスに限ら
なくても近
くの教師に
必ず声をか
けるように
する

9166

令和
5年3
月8
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

141 50 39 52 16 16
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

34
1.定期的
に実施

204 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

からだを
ゆすり前
進しよう
としたと
きにバラ
ンスを崩
し落下

特に雲梯や
のぼり棒、
滑り台など
落下する恐
れがある遊
具は教師が
つけないと
きは「今は
遊びませ
ん」のプ
レートをか
け、子ども
にも徹底す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活発に
雲梯に取
り組んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
雲梯をし
ているこ
とは把握
していた
がすきな
遊びの
中、他の
子どもと
かかわっ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ー

雲梯の側
には必ず
教師がつ
くように
し、つけ
ない時に
はプレー
トをつけ
るなど対
策はして
いたが不
十分で
あった

再度全ク
ラス子ど
もたちに
も話をす
る機会を
設け徹底
できるよ
うにする

9167

令和
5年3
月8
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

20 2 2
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

ー
2.基
準配
置

―

危険な場
所を見つ
け、共有
し、改善
できそう
な場所は
改善す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

本棚は現
状の位置
の方がみ
んなが使
いやす
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

保育室の
外に出る
時は保育
士に声を
掛けてか
ら出ると
いうルー
ルを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
本棚へ自
由に本を
取りに
行ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室で
遊ぶ子ど
もを見守
り、朝の
身辺整理
の補助が
必要な子
どもに付
き添う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補助が必
要な子ど
もに付き
添いなが
ら遊びを
見守る。

ー

廊下は走
らないよ
うに指導
する。

9168

令和
5年3
月8
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

23 5 5
14.２
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

走ってい
る対象児
には常に
注意をし
ていた
が、他児
とぶつか
る時に対
応できな
かった。

事故事例
を全職員
で共通理
解する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

4 ―

毎月点検
を行って
おり、室
内遊具と
もに異常
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ままごと
遊びをす
るコー
ナー等を
明確に決
めていな
かった。

座って遊
べる玩具
を用意す
るなど環
境構成を
改めて考
え、遊べ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段も室
内で走り
回って遊
ぶ姿がよ
く見ら
れ、この
日も同じ
ような様
子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで、
全体の動
きを見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園の時
間だった
為、他の
園児の対
応をして
いて近く
にいな
かった。

対象児が
座って、
落ち着い
た状況で
遊べる玩
具が用意
できてい
なかっ
た。

室内での
遊び方や
環境構成
を再検討
し、職員
配置を決
めた。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9169

令和
5年3
月8
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 21 22 14 9 9
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折 1.頭部
頭がい骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

0

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの職員
周知が徹
底されて
いないこ
とと、さ
らに細分
化された
園独自の
マニュア
ルが必要
であった
と思われ
る。

職員に対
してのマ
ニュアル
の徹底周
知と、さ
らに細分
化された
マニュア
ルの作成
と研修の
開催。

2.不定期
に実施

5
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

20

手作り遊
具である
ため、園
児の状況
等鑑みて
都度改修
の余地が
あった

該当遊具
の使用禁
止

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝は順次
登園とい
う形式の
中、園児
は朝の一
連の流れ
を行うと
ともに、
自身の判
断で園庭
に出て、
遊ぶこと
から、必
ずしも同
じ場所に
留まると
いうこと
は難し
い。

園児の遊
んでいる
状況を職
員各々が
瞬時に判
断して、
見守るべ
きところ
を見守っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者が送
りの際に、
特に体調不
良であるこ
とを伝えて
はなく、普
段通りの受
け入れの状
態であっ
た。該当園
児も、日頃
と同じよう
に、身辺整
理や身じた
くを整え、
遊びに入っ
ていった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭当番
が遊んで
いる子ど
も達を見
守るが、
特に職員
の具体的
な配置が
決まって
はいな
い。危険
な箇所に
注視して
子どもた
ちを見守
る事に配
慮が薄
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭当番
が遊んで
いる子ど
も達を見
守るが、
特に職員
の具体的
な配置が
決まって
はいな
い。危険
な箇所に
注視して
子どもた
ちを見守
る事に配
慮が薄
かった。

職員同士
の声の掛
け合いの
不足（ど
こに誰が
いる。場
所を離れ
る時な
ど）

子どもた
ちを見守
る際に、
子ども達
に背を向
けること
のないよ
う配慮し
たり、全
体を見渡
せる場所
にいた
り、ヒヤ
リハット
の報告書
を作成し
たりす
る。

9170

令和
5年3
月8
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

70 5 5
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

45
2.基
準配
置

本児は日
頃から体
が機敏で
運動遊び
も積極的
に参加し
ていた。
いつもは
上り棒を
すること
が多かっ
たが事故
当日は雲
梯遊びに
取り組ん
だ。

色々な場
合を想定
し、すぐ
に子ども
に手が添
えられる
ように注
意して見
ていく。
一人ひと
りに雲梯
のスター
ト地点で
バーに手
をしかっ
り握って
いるかの
確認の声
掛けをし
て行く。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

雲梯下の
マットや
土が少し
硬かっ
た。

遊び開始
前にマッ
トの位置
や土の状
態などを
含め、安
全な環境
であるか
確認す
る。雲梯
下に敷い
てある
マットを
クッショ
ン性のあ
る安全な
物に変更
する。定
期的に土
を掘り起
こし柔ら
かくす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

比較的運
動遊びの
得意なお
子さん
だった
為、雲梯
もスムー
ズにでき
ると安心
して見守
りをして
いた。

色々な場合
を想定し、
すぐに子ど
もに手が添
えられるよ
う子どもに
合わせて立
ち位置を変
えていく。
雲梯のバー
をしっかり
握っている
かの確認を
し、最後ま
で子どもの
傍について
対応出来る
ようにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動神経
の良いお
子さん
で、いつ
もは上り
棒で遊ぶ
ことが多
かった
が、当日
は同じク
ラスの友
達と雲梯
遊びに取
り組ん
だ。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

雲梯のス
タート地
点から
ゴール
迄、職員1
名が傍に
ついて子
どもたち
の取り組
みに関
わってい
たが、落
下の際に
すぐに手
を添える
ことがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭では
他にも各
担当箇所
（雲梯、
総合遊
具、滑り
台、ブラ
ンコ、上
り棒）の
近くに
立って子
どもたち
を監護し
ていた。

日頃から
運動遊び
が得意な
お子さん
で、当日
も活発に
雲梯遊び
をしてい
た。その
際にス
タート地
点でバー
を握った
かの確認
がができ
ていな
かった。

重点ポイ
ントを中
心に看護
職員を配
置してい
たが、今
一度遊ぶ
前に子ど
もたちに
バーの握
り方、着
地の仕方
を一人ひ
とり確認
してい
く。

9171

令和
5年3
月8
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

27 1 1
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右示指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3
2.基
準配
置

室内での
遊び方の
ルール徹
底の欠如

危険な遊
びに対す
る考察と
園児への
指導

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

設備上で
は問題な
いと判断
した為、
ハード面
での改善
策は特に
無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

危険な遊
びはしな
いように
子どもた
ちに指導
する。
誕生児の
撮影はク
ラスに補
助が入っ
てから行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り登園後
に行う準
備をし、
室内で過
ごしてい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

毎月１回
行うお誕
生児さん
の写真撮
影のため
に教室と
廊下を行
き来して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お誕生児
さんの撮
影は各ク
ラスごと
順番に
行ってい
た。隣の
クラスの
担任は撮
影を終え
活動の準
備をして
いた。反
対のクラ
スの担任
は次の撮
影のため
の準備を
してい
た。

担任の危
機管理意
識の欠如

担任が目を
離すような
時間があっ
た場合に
は、教室に
戻った後に
変わったこ
とがなかっ
たか必ず園
児に確認す
る。担任が
クラスから
席を外す様
なシチュ
エーション
の場合に
は、他の先
生に協力や
応援を依頼
する。

9172

令和
5年3
月8
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

36 3 3
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不定
期に実
施

12

1.基
準以
上配
置

５０セン
チの高さ
の上に不
安定なブ
ロックを
並べその
上を歩い
た時の危
険度の判
断が甘
かった。

子どもた
ちは、ア
ドベン
チャー的
にスリル
のある遊
びを喜ん
でしてい
たが、床
にマット
を敷いた
り、保育
者がもっ
と近くで
見守って
いく。

1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

80
2.不定期
に実施

240 ―

使用前後
に安全点
検を継続
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わった
様子はな
く、通常
通りの様
子であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2,3日前か
らアドベン
チャーごっ
ことして遊
んでいた
が、よりス
リルを出す
為にブロッ
クを不安定
な置き方に
して使用し
ていた。日
頃のから子
どもたちを
よく理解し
ている担任
が見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

至近距離
にいた
が、他の
子どもた
ちと遊ん
でいて怪
我が起き
た時は、
見ていな
かった。

ー

遊具を適
切に使用
している
かを確認
し、情報
共有しな
がら声掛
けを行
う。
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9173

令和
5年3
月8
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

26 5 4
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右第４趾
関節脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

跳び箱を
する際の
危険につ
いて具体
的に、全
員で確認
して改善
していく

1.定期的
に実施

297
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

297 ―
安全のた
め、靴を
着用する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動前の
指導が十
分ではな
かったこ
と

跳び箱活
動への取
り組み方
の確認と
安全管理
の徹底

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会前
で本児の
気持ちの
高まりや
意欲が
あった。
いつも以
上に跳び
箱に近い
位置での
踏切と
なってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横につ
き、安全
管理をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

跳び箱1台
につき1名
が横で安
全管理を
し、他の
職員は皆
で応援を
してい
た。

ー

子どもの
跳び箱へ
の意欲を
認めた上
で、安全
に取り組
むことが
できるよ
うにす
る。靴を
着用す
る。

9174

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

6 2 2
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

事故対応
のマニュ
アルに
そって対
応をし
た。職員
配置は十
分だっ
た。

引き続
き、事故
対応マ
ニュアル
を活用す
るととも
に対応の
仕方につ
いて職員
間で共通
認識でき
るように
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

固定遊具の
危険個所の
再確認を実
施。幼児の
身体能力や
発達に合わ
せた遊具の
使い方につ
いて職員間
で話し合う
とともに危
機管理意識
をもつよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

午睡後の
おやつを
済ませた
後で、開
放感を感
じ行動が
大胆にな
りがちな
時間帯で
あった。

幼児の行
動を予測
し、把握
すること
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調もよ
く、機嫌
よく遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
様子は見
ていたも
のの、
とっさの
出来事
で、けが
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の幼児
と関わり
ながら、
対象児の
動きにも
目を配っ
ていた。

ー

幼児が固定
遊具を使用
する際は、
とっさの出
来事が起き
た時でも支
えることが
出来る距離
で幼児の動
きを見守る
ことが出来
るように職
員の立ち位
置を再確認
し徹底して
いく。

9175

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 2 2 1 8 8
15.３
歳

1.男
児

ー

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

なし

マニュア
ルや職員
配置に問
題はな
い。コロ
ナ禍によ
り応急処
置の研修
が実施で
きていな
いが、特
に改善が
必要な現
状でない
と考え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玄関を
入ってす
ぐ滑った
ため、上
履きをま
だ履いて
なかっ
た。

上履きを
履く場所
を表示し
ているの
で、そこ
で履くよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

月曜日の
ため、手
荷物が多
くあり、
上履きを
すぐに出
せなかっ
たと思わ
れる。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

朝の受け
入れを
し、本児
を見守り
ながら他
児を受け
入れして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
のクラス
の子ども
の受け入
れをして
いた。

なし

職員配置も
問題なくで
きていた
が、転んだ
瞬間手を差
し伸べられ
る位置に職
員が居れば
防げたかも
しれないの
で、様々な
想定を考え
配慮を怠ら
ないように
する。

9176

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 4 13 5 19 4 4
15.３
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

0
2.基
準配
置

職員間で
は、情報
のやり取
りをこま
めに行っ
てはいた
が、事故
防止研修
に参加で
きていな
かった

以後、タ
イヤを地
面に置か
ないこと
と雲梯に
職員が必
ずつくこ
と

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

雲梯の下
に足踏み
台のよう
にタイヤ
を２個重
ねていた
ので、着
地がス
ムーズで
はなかっ
たと思わ
れる

タイヤを
置かない
ようにす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児が、
いつも一緒
に遊ぶ雲梯
仲間がお
り、トラブ
ルも起きな
い関係に
あったの
で、他の声
かけの必要
な子どもの
方を中心に
職員が関
わっていた

他園児に
手がかか
る場合
は、担当
職員以外
の応援も
頼むよう
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭遊具
の中で雲
梯が１番
好きで毎
日取り組
んでお
り、日々
上手にこ
なしては
いたが、
着地が不
安定だっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他園児の
対応をし
ており、
雲梯そば
の対象児
の所には
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他園児と
遊んでお
り、対象
児のそば
には一緒
にいな
かった

雲梯で遊ん
でいるメン
バーが雲梯
を得意とす
る子だった
こと、対象
児はいつも
異年齢の友
だちの中で
順番に雲梯
を使って遊
び、トラブ
ル等も起き
ないでいた
ことに過信
してしまっ
た。

雲梯に
は、必ず
職員がつ
く体制に
する

9177

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 2 4 1 1
16.４
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

0

1.基
準以
上配
置

―

園児への
指導の実
施。職員
へ事故に
関する周
知と保育
環境の再
検討

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

不可抗力
による事
故のため
改善策は
特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

体を動かし
た遊びの充
実により身
体諸機能の
発達と、園
児を対象と
した安全指
導を実施し
周囲の状況
把握や安全
な遊び方が
身につけら
れるように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
普段の様
子と変わ
らなかっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

異年齢児
で鬼ごっ
こをして
いた。対
象児、他
の園児と
もに普段
と変わっ
た様子は
なく。担
当職員も
遊びに加
わり全体
の様子を
把握して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
以外は、
それぞれ
の場で保
育等を
行ってい
たため発
生時の様
子は見て
いなかっ
た。

遊びに夢
中になっ
ていたこ
ともあ
り、相手
の不注意
や状況に
応じた教
師の声掛
けが必要
であった
と考え
る。

相手の園
児に対し
個別で安
全指導を
行った。
また、教
師間で事
故発生に
関する共
有を行
い、指導
に関して
再確認を
行った。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9178

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 9 6 1 1
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨端
線損傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

鬼ごっこ
をすると
きに十分
な声掛け
と見守り
はあった
のか　注
意がたり
なかった
のではな
いか

激しい動
きをする
遊びの時
の十分な
事前の声
掛けと見
守りの強
化

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
をするの
に適した
環境で
あったの
か、エリ
アを分け
る必要が
あったの
ではない
か

鬼ごっこ
に必要
な、十分
なスペー
スを確保
する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊戯室を
走り回り
興奮状態
で遊んで
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
が活発化
したため
一度お片
づけを促
した矢先
の怪我
だった。
トラブル
が起こっ
たあと、
他児の訴
えにより
気づい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当時は春季
預かり担当
の職員が担
当。担任が
隣室にて仕
事をしてい
た為、すぐ
呼び一緒に
患部を確認
した。数分
冷却したが
痛みと腫れ
が治まらな
い為、主幹
教諭に相談
し（園長不
在のため）
保護者に連
絡した。

遊びの前
にルール
等、安全
にゲーム
をするた
めの約束
が足りな
かったの
ではない
か

遊びの内
容によっ
ては中断
すること
になって
も安全確
認ができ
るような
体制を整
える

9179

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 2 12 9 1 1
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじの
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

未然防止
について
職員間に
おいて共
通認識や
意識をさ
らに高め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

上靴を脱
ぐ環境が
あったこ
とで、靴
下のまま
行動する
ことと
なった。

室内遊び
(ままごと
コーナー)
では、上
靴を脱が
ずに遊べ
る環境へ
の見直し
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上靴を脱
いだま
ま、他の
遊びの場
へ移動し
ないこと
を園児へ
徹底でき
ていな
かった。

環境の見
直しとと
もに、職
員の子ど
もへの声
かけにつ
いて再度
確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

上靴を脱
ぎ、まま
ごとコー
ナーで遊
んでいた
が、ほか
の遊びに
興味をも
ち、上靴
を履かず
に移動し
ようとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
全体の様
子を見守
りなが
ら、身支
度を整え
るほかの
園児の援
助をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
担任は１
階テラス
にて園児
の受け入
れ、保護
者対応を
行ってい
た。その
他職員は
他のクラ
スにて子
どもの見
守りを
行ってい
た。

特になし 特になし

9180

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

41 5 3
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肩骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

子どもの
動きの常
時監視と
定期的な
声かけ

園外保
育、遠足
等での危
険が生じ
る可能性
がある遊
具を使用
しない
（日頃遊
び慣れて
いない遊
具の危険
性）

ー ー ー ー ー ー 特になし

このたび
の事故は
公園遊具
であり、
公的な安
全点検等
は行われ
ているた
め遊具自
体の問題
はないと
考える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日常環境
外の保育
活動にお
いて、心
の高揚な
ど子ども
の心の動
きを制御
すること
が必要

園外保
育、遠足
等での危
険が生じ
る可能性
がある遊
具を使用
しない
（日頃遊
び慣れて
いない遊
具の危険
性）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も良
く普段通
りの様子

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

バランス
遊具のた
め、入れ
代わり、
立ち代わ
りに遊ぶ
子どもを
監視

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は近くに
ある大型
遊具の子
どもの動
きを監視

遊具広場
のため数
種類の遊
具があ
り、子ど
もの活動
範囲が広
がってし
まった

遊具広場
で遊ぶ場
合など1つ
の遊具に
絞って遊
ばせ、利
用にあ
たって人
数制限な
どを行う
必要があ
る

9181

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 4 5 3 10 10
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

鼻骨骨
折、右脛
の打撲、
両足首の
打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員間で
ジャング
ルジムの
黄色い筒
（事故の
あった箇
所）に関
して危険
であると
いった認
識はな
かった。

遊びの時
間の職員
の配置を
変更し、
事故の危
険性の高
い遊具の
周りに職
員を増や
す。今回
の場合、
ジャング
ルジムの
筒の滑り
具合の点
検は必要
と思われ
るが、マ
ニュア
ル・研修
に不具合
はない。

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240

ジャング
ルジムの
黄色い筒
（事故の
起きた園
児の座っ
ていた場
所）の塗
装が剥げ
てきて、
滑りやす
くなって
いた。

黄色い筒
を滑りに
くい塗装
にする、
あるいは
筒の上部
に滑り止
め防止
シートを
貼る。あ
るいは危
険性の少
ないジャ
ングルジ
ムに交換
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びが
多い。

外遊びで
一度に外
に出る園
児数を制
限し、職
員の目が
行き届き
やすくな
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常的に
ジャング
ルジム等
の体を
使った遊
具を好ん
で使用し
ており、
当日も変
わらず
ジャング
ルジムの
上り下り
を楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故の一部
を観察した
職員は、当
時ジャング
ルジムから
10ｍ程度離
れた砂場に
て10名程度
の園児の様
子を見てお
り、砂場に
いる園児の
状況を見つ
つジャング
ルジム方向
にも目を向
け瞬間的に
観察した。
園庭にも10
名位の職員
が散らばっ
ていたが、
事故を観察
した職員は
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故の起
きた時刻
は、それ
ぞれ担任
ごとに自
身のクラ
スの園児
の様子を
見ている
状態であ
り、事故
現場付近
にいた職
員であっ
ても事故
のあった
園児の状
況は見て
いなかっ
た。

使用方法
を誤ると
事故の生
じやすい
遊具
（ジャン
グルジム
やブラン
コや高所
へ上がる
遊具等）
付近に
は、必ず
専任の職
員を配置
する。

9182

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

7 2 2
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

 左橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

ー
2.基
準配
置

―

幼稚園よ
り空欄で
提出され
たため、
県より園
児の危険
行為につ
いて適宜
マニュア
ルを作成
し研修お
よび情報
共有を行
うよう指
導した。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

土管とい
うアナー
キース
ペースが
幼児には
危険が生
じる可能
性があ
る。

土管ス
ペースに
立ち入り
禁止し、
土管で遊
べないよ
うにし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見通しが
悪い場所
であっ
た。

全園児に
おいて土
管で遊ぶ
ことを禁
止した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段はあ
まり使わ
ない土管
で遊ぶこ
とで子ど
もが興奮
状態に
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラスの
担任1人が
土管の下
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

泣き声が
聞こえ
て、すぐ
に駆け
寄った。

1人の保育
者では、
本児の動
きを見落
としがち
であっ
た。

裏庭に出
る際の保
育者の人
数を多く
した。
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9183

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 1 1 6 3 3
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

肘頭骨折
（左肘）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1～2
2.基
準配
置

―

危機管理
マニュア
ルについ
て、内容
の再確認
をし、必
要に応じ
て内容の
変更を行
う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 ―

引き続き
目視によ
る点検を
行い、改
善の必要
な箇所が
ある場合
は職員間
で共通理
解を図
り、速や
かに対処
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型ソフ
ト積み木
での階段
が1列で作
られてい
たため、
不安定で
あった。
本来の使
い方では
なく、子
どもたち
が走って
遊ぶ場所
内に置か
れてい
た。

少しでも危
ないと感じ
た時には、
大丈夫と過
信せず安全
な環境を整
える。遊び
の場が年齢
や個人の発
達に合って
いるかよく
確認する。
玩具の遊び
方について
改めて確認
し、どこま
でを許容す
るかなど、
共通理解が
図れるよう
園内研修を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
活発な様
子で、年
中児の男
児数名と
おにごっ
こをして
いた。お
にごっこ
の最中
に、ホー
ルにでき
ていた積
み木の階
段に上
り、転倒
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

先に遊ん
でいた男
児2名（本
児含ま
ず）に声
をかけた
後、保育
室で製作
をしてい
た複数名
の子ども
たちに呼
ばれ、保
育室に
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホールには
3名の職員
がいたが、
1名は未満
児と一緒に
遊んでい
た。2名
は、現場か
ら少し離れ
たところで
全体を見守
りながら、
子どもに関
する連絡事
項を伝え
合ってい
た。うち1
名は、流動
的に積み木
の階段で遊
ぶ子ども達
の近くに行
き声をかけ
たりもして
いた。

ホールに
も職員が
いたが、
大丈夫と
思わず、
危機意識
を持ち、
積み木遊
びのすぐ
そばで見
守り、見
届けるべ
きだっ
た。

子どもの年
齢問わず、
園での様子
について教
職員が把握
できるよう
話し合いの
時間を設け
る。職員の
配置は、子
どもの導線
や遊びの内
容に合わせ
て臨機応変
に対応でき
るよう職員
間で話し合
い、共通理
解を図る。
子どもたち
自身も危機
意識が持て
るように、
日頃から遊
び方や注意
点などを繰
り返し伝え
ていく。

9184

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 24 24 5 4
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

年齢や育
ち、遊び
の種類別
に起こり
うる事故
や怪我の
リスク管
理が不十
分であっ
たと思わ
れる。

年齢や育
ち、遊び
の種類別
に起こる
可能性の
ある事故
や怪我を
マニュア
ルに盛り
込む。ま
た年齢や
育ち、遊
びの種類
別に起こ
りうるリ
スクを回
避した園
庭の環境
設定につ
いて園内
研修を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

園庭の小
石、ゴミ
等は常時
用務員が
整備し、
更に月に
一度「園
安全の
日」とし
て園児と
職員で小
石などを
拾ってい
たため、
安全な環
境は保た
れていた
と思われ
る。

今後は安
全点検を
行う際の
職員数を
増やし、
安全な環
境を常時
保つよう
に努めて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールが
遠くに転
がり、追
いかけて
勢いよく
転んでし
まった。

年齢に応
じて空気
の圧を調
節し、扱
いやすく
工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

幼稚園が
始まって
間もなく
様々な遊
びに興味
を持って
遊んでい
た。バラ
ンスよく
体を動か
すことが
難しく転
んだ際に
手が出ず
胸を打っ
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭では
クラスカ
ラーの帽
子を目印
に居場所
を確認し
ながら、
状況に応
じて一緒
に遊んだ
り、個別
に対応し
たりして
いたが、
転んだ際
の一瞬を
どの職員
も見つけ
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

そばにい
た職員は
転んだ瞬
間は捉え
られな
かった
が、すぐ
に体を起
こし、本
人に痛み
があるか
を確認し
た。

4月いっぱ
いは年少
児に危険
がないよ
う、園庭
には年少
児と年長
児のみが
出てい
て、年中
児は時間
をずらし
人数を調
整して対
応してい
た。

年少児が
そばにい
るときの
遊び方等
を学級ご
とに話し
合った
り、その
都度声を
かけたり
しなが
ら、安全
に保育す
るととも
に、職員
全員で園
児を見守
る体制を
更に強化
してい
く。

9185

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 9 10 18 18 10 9
17.５
歳

1.男
児

ー 8.その他
1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

園児がブ
ランコで
手を離す
と危ない
という意
識が欠け
ていた。
新入児
(2・3歳
児)の見守
りばかり
に職員の
目が集中
し、全体
の見守り
が足りな
かった。

園児に対
して、遊
具利用の
注意点を
再度指導
する。
職員が遊
具で遊ん
でいる全
園児への
見守りの
徹底と声
かけを頻
繁に行う
よう確認
を行っ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

毎月、
チェック
を行って
おりブラ
ンコ自体
には問題
はない

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児が遊
具で遊ぶ
際の職員
の見守り
にちょっ
としたス
キがあっ
た。

園児が遊
具で遊ぶ
際には、
職員の担
当を再度
確認し、
注意深く
見守るよ
う指導を
行った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育前の
自由遊び
の時間に
ブランコ
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由遊び
の時間で
の事故で
あり、職
員達は園
庭内で遊
ぶ年少か
ら年長ま
で(55名）
の遊ぶ様
子を、一
定の間隔
を置いて
見守って
いたが、
当該事故
について
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自由遊び
の時間で
の事故で
あり、職
員達は園
庭内で遊
ぶ年少か
ら年長ま
で(55名）
の遊ぶ様
子を、一
定の間隔
を置いて
見守って
いたが、
当該事故
について
は見てい
なかっ
た。

園児がブ
ランコに
乗ってい
る最中
に、マス
クの不具
合のため
触ろうと
してブラ
ンコから
手を離し
てしまっ
た。

園児にマ
スクの不
具合等あ
る場合
は、いっ
たんブラ
ンコを止
めてから
マスクを
調節する
よう指導
を行っ
た。

9186

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28 6 13 9 9 5
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘捻挫
左手関節
捻挫　左
上腕骨顆
上骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

6
2.基
準配
置

負傷園児
は要支援
で、日常
的に多動
のため落
ち着きに
欠ける傾
向にあっ
たと思え
る。教諭
の配慮は
行き届い
ていた
が、園児
の咄嗟の
行動で身
体を支え
ることが
できな
かったよ
うだ。

これまで
以上に園
児の行動
に同行し
たり、動
きを予測
した声掛
けが必要
かと思え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

点検後に
修理等が
必要な場
合はその
都度行っ
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

遊び中の
園児数に
対する職
員の数は
達してい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎朝やっ
ている身
支度であ
るが、負
傷園児は
注意力が
散漫にな
る傾向が
あり、椅
子から立
ち上がっ
て保育室
に入る
際、はや
る気持ち
が先に立
ち足の動
きが追い
つかな
かったと
思える。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

負傷園児
は日常的
に落ち着
きがな
く、予想
がつきに
くく、他
園児もい
る中、瞬
間的な援
助ができ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他園児の
保育中で
あり、負
傷園児と
の距離が
あった。

園児の咄
嗟の動き

園児に落
ち着いて
行動する
よう声掛
けした
り、園児
の近くで
見守る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9187

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 10 10 15 4 4
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故発生
時は、落
下した本
児の近く
に教師が
いなかっ
た。

遊具の上
に登った
り、ぶら
下がった
りしてい
る際は、
その園児
の近くに
いて危険
がないよ
うに見守
り、すぐ
に手助け
ができる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

事故当
時、雲梯
の下に
は、落下
してもケ
ガがない
ように
マットを
敷いてい
たが、雲
梯の周り
にまでは
マットを
敷いてい
なかっ
た。

マットの
枚数を増
やした
り、敷く
向きを変
えたりし
て、下部
分だけで
なくもう
少し広範
囲にも敷
くように
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ー

順に園庭へ
出る園児が
増えていく
ので、教師
も順に園庭
へ出てたく
さんの目で
園児を見守
れるように
していく。
また、危険
がないよう
に特に遊具
に登った
り、ぶら下
がったりし
ているとこ
ろには、近
くで見守り
手助けがで
きるように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒に、
雲梯の２
本とばし
を頑張っ
て練習し
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

部屋の中
で登園し
て来た子
の受け入
れや朝の
用意を見
ていたた
め目の届
くところ
にはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
いたが、
対象児の
近くには
おらず、
落下時に
は助ける
ことがで
きなかっ
た。

―

戸外遊び
の際は、
戸外に出
られる教
師の人数
が増えて
から出る
ようにす
る。ま
た、遊具
で遊ぶ園
児の近く
で危険が
ないよう
に見守る
ようにす
る。

9188

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 4 4
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折 1.頭部

左側頭部
骨折、左
顔面麻
痺、内示
の耳小骨
（脱臼）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

ー
2.基
準配
置

危険を予
測される
遊具周り
の職員配
置不足

危険が予
測される
遊具の周
りには必
ず職員を
配置する
遊具の点
検を徹底
する

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3

遊具の下
に敷いて
いるラ
バーマッ
トが硬
かった

ラバー
マットを
敷く面積
を広げ、
必要に応
じてマッ
トの上に
芝生を敷
く予定
登り棒を
撤去

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本人も一
人で高い
所から登
り棒伝っ
て降りる
ことが出
来ていた
為、慣れ
があり手
がすべっ
た

個々の運
動能力を
十分見極
め、安全
第一の援
助をする
登り棒の
遊び方に
ついて再
確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

真っ先に
外に出
て、階段
を使って
遊具の上
まで行
き、柵を
伝って登
り棒の上
から降り
る

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児に製
作物を配
り、靴を
履いて園
庭に出よ
うとして
いたの
で、本児
の様子を
見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各教室で
園児と帰
りの準備
をしてい
た

外に出て
いる子、
制作物を
鞄に直し
ている
子、外に
出ようと
している
子、それ
ぞれ活動
が違って
いた為全
体の把握
が出来て
いなかっ
た

職員が外
に出るま
では園児
は土間で
待機する
職員間の
連絡を密
にとる

9189

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 35 35 5 5
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右外果遠
位骨端線
離開

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

ー

1.基
準以
上配
置

―

職員にケガ
のことを報
告し、今後
ケガ、事故
のないよう
に園庭管理
など気を付
けるように
周知する。
また園児に
対しても遊
び方につい
て再度確認
をする。安
全管理に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

日々園児
が遊具の
誤った遊
び方や故
障・破損
などない
か安全管
理に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

園児たち
に各遊具
の遊び方
など再度
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ケガをす
る直前ま
で元気に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころで見
ていたの
で、落下
するのを
助けられ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた場
所で他の
園児の対
応をして
いたの
で、対象
園児の動
きを把握
していな
かった。

ー

安全な保
育環境を
確保する
ため、場
所・活動
内容に留
意し、ケ
ガ・事故
発生防止
に取り組
む。

9190

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

19 2 2
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2
2.基
準配
置

保育室で
の過ごし
方の指
導、注意
喚起が足
りていな
かった。

保育室内
での過ご
し方を指
導すると
共に、職
員間で保
育室内で
の危険な
箇所の確
認、ヒヤ
リハット
事例を挙
げ確認・
共有す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

製作遊び
が終わ
り、床で
絵本を読
んでいた
際、急に
走り出し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児か
ら離れた
場所で、
他児の対
応をして
いたた
め、本児
の転倒を
防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児か
ら離れた
場所で、
他児の対
応をして
いた。

教師が全
体を見届
けられて
いなかっ
たため、
気付くの
が遅く本
児が走り
出した際
に声を掛
けて止め
ることが
できな
かった。

教師が常
に保育室
全体を見
届けられ
る配置を
とり、早
めに声を
掛けてい
く。

9191

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

192 44 68 80 24 22
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

下唇裂傷
と右上乳
中切歯の
打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4
2.基
準配
置

―

園児の怪
我につい
て教職員
が情報共
有を行
い、安全
指導や安
全教育に
努める

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

年3回の定
期点検の
他、日々
の目視に
より危険
個所をい
ち早く見
つけ、安
全な状況
を整える
ように努
める

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

子供の監
視には限
界もある
ため、子
供や家庭
にも安全
に対する
意識を
持っても
らえるよ
う安全教
育の発信
を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2学期に入
り登園を
嫌がるこ
と日が
あった
が、昼食
後保育者
やクラス
の友達と
ジャング
ルジムで
楽しそう
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャング
ルジムの
傍で園児
たちを見
ていた
が、抱っ
こをせが
む子を抱
いていた
状況では
あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

登園渋り
があった
ため、本
児にはよ
く声を掛
け、一緒
に過ごす
ことも多
くなって
いた。

ー

安全教育
として教
職員が一
緒に遊ぶ
中で、扱
い方や回
避の仕方
を伝えら
れるよう
教職員の
質の向上
に努める
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9192

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 24 18 7 7
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ウンテイ
の遊具を
正しく使
用するの
ではなく
て、横か
らぶら下
がってい
た。

遊具を正
しく使用
するよう
に子ども
達に指導
してい
く。遊具
使用中
は、近く
で見守
る。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1

園庭の地
面が固す
ぎるので
ケガをし
やすい。

園庭全面
を人工芝
を入れる
ようにす
る。雲梯
は撤去す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

この時
期、園庭
で遊んで
いる時に
は、熱中
症のこと
を気にす
るように
指導して
いた。

遊具で遊
んでいる
子どもも
注意深く
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらぬ様
子で、活
発に遊ん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
ていたが
ウンテイ
が得意な
子ども
だったの
で安心し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

年少と年
長が遊ん
でいたの
で、満遍
なく見る
ようにし
ていた。

ー

遊具遊び
が得意な
子ども
程、変
わったこ
とをしや
すいの
で、注意
して見守
るように
する

9193

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 6 6 6 3 3
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足踝の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

いつも遊
んでいる
安全な場
所である
ことで、
危機感を
もちにく
かった。

職員の危
機管理意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

25
1.定期的
に実施

12

安全点検
は定期的
に実施す
る。

引き続
き、安全
管理に努
めてい
く。

7.その
他

保育者は
園庭に出
て、それ
ぞれの遊
びの場を
見守って
いたが、
当該児へ
の目が届
きにく
かった。

職員で連
携をと
り、子ど
もの様子
に目が届
くような
配置をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭での
遊び中、
保育者の
元へ向か
おうとし
た際、他
に気をと
られなが
ら歩いて
いると足
首を捻っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育者は
園庭のそ
れぞれの
場にわか
れて子ど
もを見
守ってい
たが、事
故発生時
は、当該
児の側に
はいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育者は
園庭のそ
れぞれの
場にわか
れて子ど
もを見
守ってい
たが、事
故発生時
は、当該
児の側に
はいな
かった。

いつも遊
んでいる
安全な場
所である
ことで、
危機感を
もちにく
かった。

慣れてい
る場で
あっても
危険がな
いか常に
危機意識
をもって
見守る。

9194

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

32 3 3
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

いつも遊
んでいる
安全な場
所である
ことで、
危機感を
もちにく
かった。

「いつ何
が起こる
かわから
ない」と
職員の危
機管理意
識を高め
る

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

25
1.定期的
に実施

12

安全点検
は定期的
に実施す
る。

引き続
き、安全
管理に努
めてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育者は
園庭に出
ていた
が、他の
子どもと
かかわり
当該児へ
の目が届
きにく
かった。

職員で連
携をと
り、子ど
もの様子
に目が届
くような
配置をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎日して
いる鬼
ごっこを
友達と楽
しんでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育者は
園庭に出
ていた
が、他の
子どもと
かかわ
り、事故
発生時
は、当該
児から離
れた場に
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
者は、室
内で遊ぶ
子にかか
わってい
た。

いつも遊
んでいる
安全な場
所であっ
たため、
危機意識
がもちに
くかっ
た。

慣れてい
る場や遊
びであっ
ても、危
険がない
か常に危
機意識を
もって見
守る。

9195

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

19 2 2
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘剥離
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

―

遊具で考
えられる
事故を想
定し、遊
び方、扱
い方の研
修を行う

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

1 ―

遊具点検
を再度行
い、配置
について
も運動場
の地面の
状態（固
いグラン
ド状から
やや芝生
の上に変
更するな
ど）がよ
り安全な
ところか
見直す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
の時間帯
であり、
見守るべ
き範囲が
広かっ
た。

運動遊び
に興味が
高まると
同時に、
慣れによ
る危険な
行為を見
逃さず、
子どもの
様子を見
ながら、
定期的に
遊具指導
（着地の
仕方等ポ
イントを
押さえて
具体的
に）を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
あまり変
わった様
子は見ら
れず、当
日も好き
な雲梯で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故が起
きた雲梯
の遊具に
担任が付
いていた
が、対象
児がぶら
下がって
いた雲梯
の高い方
側ではな
く、反対
側の低い
方側にい
た園児の
補助に付
いてお
り、対象
児の様子
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配教諭
は、雲梯
付近には
いたが、
別の遊び
をしてい
る支援児
の様子を
見守って
いる状態
であっ
た。

園庭での自
由遊びの時
間帯は、広
範囲である
こと、運動
遊びに興味
が高まる時
期であるこ
とから、保
育者はどの
子がどこで
どんな行為
をしている
か目の前の
子どもに関
わりながら
視野を広く
すぐに対応
できるよう
に意識す
る。

複数職員
での見守
り位置の
再確認。
できる限
りフリー
職員を配
置し、園
庭遊具の
見守りを
する。

9196

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

22 2 2
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

職員配置
等に問題
なし。

研修の中
に今回の
怪我の例
を取り入
れ、環境
の事前点
検や遊び
のスペー
スの作り
方等を取
り入れて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

毎日
施設設備
等に問題
なし。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会に
向けて、
クラスで
リレーを
行なって
いた。接
戦になっ
たときに
は、体が
接触する
などのリ
スクは
あった。

体の接触
や転倒な
どのリス
クがある
為十分な
スペース
を確保し
たり、地
面に躓く
ような物
がないか
等、保育
前の環境
点検を徹
底して
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動意欲
も高く、
勝つため
に夢中に
なって
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

待機して
いる子ど
もたちの
側で援助
をしてい
た。走っ
ている子
どもの様
子を見つ
つ、次に
走る子ど
もや走り
終わった
子どもの
誘導を行
なってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
２名以外
は、その
空間にい
ない状
況。

活動時間
や職員の
位置や援
助は適切
だったと
考えられ
る。怪我
のリスク
を減らせ
るように
環境面を
課題とし
たい。

保育を行
う前の環
境への意
識や活動
中の教師
の援助
等、適切
に行える
ように再
度指導。
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9197

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

86 28 28 30 11 11
16.４
歳

2.女
児

ー

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

粉砕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

0
2.基
準配
置

―

職員会議
を開き園
庭で子供
達が遊ぶ
時には、
どの様に
職員を配
置するか
又は、危
機管理マ
ニュアル
をもとに
子供達の
安全な遊
びについ
て再確認
をする

3.未実施 0
1.定期的
に実施

202
1.定期的
に実施

202 ―

子供達の
遊ぶ様子
を一挙一
動全て見
る事は、
出来ない
ので監視
カメラを
設置する
と共に画
像を見返
して問題
点を見直
し更なる
安全な遊
び方を考
えて行き
たい

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

走って遊
ぶ時は周
りを見て
行動する
ように指
導する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

先生と
「かくれ
んぼ」を
していて
隠れる為
走って向
かう途中
に違う方
向から
走って来
た園児と
衝突し
た。周り
の状況が
目に入っ
ていな
かったと
思われる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

先生が鬼
となり対
象園児に
背を向け
た瞬間に
泣き声が
した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、他の
業務に携
わり職員
室に園児
が来た時
複数の職
員で様子
を見る

ー

遊ぶ時に
は（特に
走る時）
周りをよ
く見てぶ
つからな
い様行動
する事を
指導して
いく

9198

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

16 1 1
17.５
歳

2.女
児

ー 8.その他
1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

ケガに至
るような
事故を未
然に防ぐ
ための配
慮不足

ケガに及
ぶ危険の
可能性が
ある遊び
に対して
監督指導
する

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

積み木自
体は安全
性の高い
物である

積み木そ
のものが
危険を及
ぼす物で
ないた
め、遊び
方に指導
配慮が必
要である

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

積み木を
壁に寄
せ、積み
上げて片
付けてい
たので、
子ども達
が乗って
遊びたく
なるよう
な環境
だった

箱に収納
し、自由
遊び時間
のみ遊べ
るように
した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時、
朝の健康
状態につ
いて特に
連絡もな
く、友達
と元気に
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２メート
ル程度離
れたとこ
ろから見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
は別室で
園児をみ
ていた

ー

遊び方に
指導配慮
が必要で
ある

9199

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

99 39 60 7 7
17.５
歳

2.女
児

ー 8.その他
1.負
傷

ー 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
（足首）

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

子どもた
ちの健康
観察につ
いての意
識付けを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

公園及び
その岐路
の状態に
問題が無
かった為
無し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

公園及び
その岐路
の状態に
問題が無
かった為
無し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ふざける
事もな
く、泣い
たり痛
がったり
する様子
もなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

整列して
子どもた
ちの状態
を確認し
ながら
ゆっくり
と歩いて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

整列して
子どもた
ちの状態
を確認し
ながら
ゆっくり
と歩いて
いた。

子どもの
様子がい
つもと変
わらな
かった
為、教諭
が怪我に
気付く事
が出来な
かった。

子どもた
ちの健康
観察をよ
り一層行
う。

9200

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 6 4 4 13 13
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

普段の園
生活に潜
む危険を
予知して
防止して
いくと共
に、環境
の改善を
してい
く。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

絨毯は保
育室の角
に置いて
あった
が、その
周りの環
境設定が
適切でな
かった。

絨毯は使
用頻度が
少なく、
保育室に
置かない
様にす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

置いてあ
る絨毯の
近くに、
園児が入
れる場所
があっ
た。

絨毯は、
クラス全
員で紙芝
居の読み
聞かせの
時等に使
用してい
た。今後
は使用し
ない様に
変更し
て、クラ
スから撤
去した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数名の園児
がキッチン
棚の前でま
まごとの道
具を出して
いた時に、
籠に入れて
保育室の角
に置いて
あった絨毯
が倒れ、対
象園児の左
肩に当たっ
たと推察さ
れる。対象
園児は下を
向いていた
ので、絨毯
の置いて
あった場所
は死角に
なってよけ
ることも出
来なかった
と思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

絨毯が倒れ
た時、担
任、副担任
は直ぐに気
付き駆けよ
る。対象園
児が肘を押
さえ座って
いたので絨
毯を元に戻
す。担任も
駆けつけ何
が起きたか
尋ね、対象
園児が左肘
を押さえ痛
いと訴えて
いたので急
いで事務所
につれてい
く。園長判
断で、近く
の整形外科
と母親に連
絡を入れ
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

副担任は
直ぐに気
付き、駆
けよる。
対象園児
が肘を押
さえて
座ってい
たので、
絨毯をも
とに戻
す。

絨毯を立て
かけている
保育室の角
は、普段遊
ばない場所
であった
が、事故当
日は絨毯の
近くに園児
が数名立っ
ていた事は
認識してい
た。副担は
テーブルで
他の園児と
遊んでい
た。担任は
以前休んで
いた園児の
課題を行っ
ていた。両
担任とも、
対象園児の
方を向いて
いたが、危
険を予知す
ることは出
来なかっ
た。

自由時間
の、環境
設定の再
検討、先
生配置の
再検討、
危険な場
所の検証
と改善

9201

令和
5年3
月8
日

1.認可 5.幼稚園 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

23 3 2
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

ー 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

日頃から
遊んでい
る遊具で
あるが移
動時にバ
ランスを
崩し落
下、左側
方に手を
つき体重
がかかっ
てしまっ
た。

遊び方や
園児の様
子など状
況に応じ
て、職員
の配置を
考えたり
すぐに手
を差し伸
べられる
ようにす
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
安全点検
の更なる
徹底

これから
も引き続
き定期的
に安全点
検を行う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

幼児の遊
具の扱い
方や注意
力または
回避力が
弱い

遊具使用
上のルー
ルや注意
点の更な
る指導の
徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り遊んで
いた遊具
だが手が
すべって
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
ところで
全体を見
ていた
が、他児
に声を掛
けられ対
応をして
いたため
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で他児と
対応中で
直接的に
は見てい
なかっ
た。

戸外遊び
時の職員
人数

戸外遊び
時の職員
の数や配
置を見直
す。

44 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9202

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

21 6 3
18.６
歳

1.男
児

ー 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折（単純
骨折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ー

転倒防止
のため、
予め靴下
を脱いで
走ること
としてい
る。改善
は難し
い。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52 ー

床は滑り
止めワッ
クスが効
いており
良好な状
態であっ
た。自分
の足に
引っ掛か
り転倒し
たため、
改善は難
しい。

7.その
他

ー

2人ずつで
走るが、
距離を置
いてまっ
すぐ走る
ことを指
導してい
た。一生
懸命に
走って転
倒した。
改善は難
しい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

25ｍ走の
練習を2本
実施し本
番時に転
倒した。
とても一
生懸命に
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

スタート
ライン
で、ほか
の園児を
整列させ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ゴール付
近で、走
り終わっ
た園児を
整列させ
ていた。
他記録係2
人、ス
ターター1
人、扇風
機設置1人

ー

転倒防止
のため声
掛けを徹
底する。

9203

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

84 43 41 12 12
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足基節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ー

道場の使
い方につ
いて、注
意点を研
修で共有
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ー

活動によ
り、場所
やスペー
スが十分
に確保で
きている
か随時検
討。道場
ではカー
ブのある
ようなリ
レーやか
けっこを
行わな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

活動によ
り場所や
スペース
が十分に
確保でき
ているか
随時検
討。道場
ではカー
ブのある
ようなリ
レーやか
けっこを
行わな
い。活動
によって
使用人数
を調整す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会の
リレーの
練習で張
り切って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該園児
のすぐそ
ばで見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

リレーの
コースに
沿って職
員が見
守ってい
た。

ー

リレーの
練習でも
あり、ケ
ガを伴う
可能性を
考慮し、
複数の見
守り人員
を配置す
る。

9204

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

16 6 6 4 4 4
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左中足骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ー

保育の中
の運動機
能を発達
させる活
動につい
ての学び
の機会を
研修に取
り入れて
増やして
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ー

遊具につ
いてより
安全なも
のに改修
を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

マットに
飛ぶ遊び
でも低い
高さから
慣らして
いくよう
声掛けを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

下を注意
深く確認
しながら
飛んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該園児
のすぐそ
ばで見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

周囲の遊
具ごとに
担当職員
がついて
見守って
いた。

ー

飛ぶ遊び
を繰り返
して慣れ
てきてい
ても疲れ
等で不意
なケガに
つながる
ことも含
め声掛け
を行いな
がら注意
深く観察
する。

9205

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

45 15 15 15 2 2
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左前額部
刺創

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

事故発生
の際には
再発防止
に向けた
検討を全
職員で行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

曲がり角
で見通し
が悪く
なってい
た。

表示を増
やして、
走らない
ように働
きかけ
る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

見通しの
悪い曲が
り角でも
歩かず
走ってい
た。

各部屋で
改めて約
束をし
て、表示
も増や
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と変
わらず、
他児と元
気に遊戯
室内を
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室に
は他児も
遊んでい
た為、事
故発生時
は本児を
みていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他職
員は各ク
ラスにて
他の園児
の朝の受
け入れを
行ってい
た。

遊戯室と
廊下の間
であった
為、職員
２名では
目が行き
届いてい
なかっ
た。

遊戯室監
視の職員
を増や
し、死角
が無くな
るよう配
慮する。

9206

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

6 6
14.２
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼
口唇裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

事故発生
の際には
再発防止
に向けた
検討を全
職員で行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

敷いてい
たソフト
マットに
隙間が空
いてい
た。

その都
度、敷い
てあるも
のや室内
の設備に
不備が無
いか気を
配る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他児もい
たため、
本児への
注意がそ
れてい
た。

特性のあ
る園児な
ので特に
注意して
関わる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の思
い通りに
いかず癇
癪を起し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付け中
で、他児
の対応に
あたり本
児への注
意がそれ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同様に、
片付け中
であり他
児も幼い
為、他の
援助を
行ってい
た。

活動の切
り替えが
できず癇
癪をおこ
してし
まった。

活動の節
目には園
児が次の
活動に切
り替えが
しやすい
よう配慮
してい
く。

9207

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 2 4 2 1 1
15.３
歳

2.女
児

ー

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕橈
骨・尺骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

事故発生
の際には
再発防止
に向けた
職員配
置、ルー
ルの検討
を全職員
で行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

職員が少
ない中、
ソフト積
み木を出
して遊ん
でいた。

降園バス
を待つ際
は大きい
玩具は出
さず、静
かに待て
るように
環境設定
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員によ
る見守り
の不足

大型の玩
具は出さ
ず、事前
に園児へ
安全に遊
ぶための
説明をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ソフト積
み木を重
ね、上か
ら飛び降
りる遊び
を一人で
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児の遊
びは把握
していた
ものの、
他児への
対応の
為、対象
児を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当時、職
員は一人
しかいな
かった。

玩具の使
い方の明
確なルー
ルを決め
ていな
かった。

事前に
ルールを
説明し、
危険な行
動をしな
い様、声
掛けを行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9208

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

28 0 4 6 6 8 4 0 13 13
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

厚底
シューズ
を履いて
いたため
下りの
際、躓き
やすかっ
た。

園児の履
いている
シューズ
に配慮し
て遊びを
見守る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園外保育
のため遊
び慣れた
環境では
なかっ
た。

園外保育
ではより
一層の注
意が必要

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

普段から
転びやす
い園児に
は専任の
職員を配
置する配
慮する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

土曜日の
預かり保
育で異年
齢児との
活動。し
かも園外
保育だっ
たので嬉
しくてテ
ンション
マックス
になって
いた。下
りで加速
し踏み留
まれな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

山の下で
担当職員
１名が見
守ってい
たが、数
回上り下
りを上手
にしてい
たので、
転倒の予
想がつか
ず気づい
た時には
転倒して
いて防ぐ
ことが出
来なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

総合遊具
に危険が
多いと考
え2名の職
員を配
置。全体
を１名の
職員が見
ていた。

ー

総合遊具
での遊び
方に注意
喚起を促
していた
が、山の
上り下り
にも注意
喚起す
る。

9209

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

45 15 15 15 2 2
17.５
歳

1.男
児

ー

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

下顎裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

事故発生
の際には
再発防止
に向けた
検討を全
職員で行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

降雨によ
り少し地
面が濡れ
ていた。

雨で滑り
やすい旨
を表示す
る。

7.その
他

保護者と
手をつな
いでいな
かった。

降雨の
際、マッ
トを敷く
など滑り
にくいよ
うに配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者の
手をふり
はらい走
り出して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園後と
いうこと
もあり、
他の残っ
ていた園
児を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園後
だったた
め担当職
員以外は
その場に
はいな
かった。

降園の際
は保護者
と手をつ
なぐ約束
だった
が、守っ
ていな
かった。

再度、声
掛けを行
い約束を
守る。保
護者にも
周知す
る。

9210

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

　
19

0 0 0 4 6 9 0 2 2
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

前歯骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2

1.基
準以
上配
置

ー

全体的に
危険行動
は見られ
ず落ち着
いで遊ん
でいた
が、いつ
でも安全
に気を配
り保育に
あたる。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎 ー

ハード面
の改善は
難しいた
め、児童
への注意
喚起を重
点的に行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

活動時
間、場所
に対して
の担当職
員等の配
置は適し
ていたの
で、より
一層安全
に気を配
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前を見な
がらス
キップし
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
見えると
ころで見
守ってい
たが、突
然に起
こった事
故だった
ので防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象時以
外にも園
庭で遊ん
でいる園
児がいた
ため、そ
ちらの方
の見守り
をしてい
て対象児
は見てい
なかっ
た。

突然遊具
から出て
くると予
想できず
事故に
至った。

周りをよ
く見て遊
ぶことを
指導する
ととも
に、いつ
何時でも
安全に気
を配り保
育にあた
る。

9211

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

4 1 1
13.１
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

戸外での
活動の中
で見守り
が十分で
はなかっ
た

戸外での
活動だっ
たので、
保育教諭
がもう１
人いれば
よかった

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

避難用に
設置した
物だが、
安全面に
対する配
慮が足り
なかった

衝突時の
安全性を
考え、安
全クッ
ション
シートを
貼る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育に適
した場所
ではな
かった

段差があ
る場所な
ので遊ば
せない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

座ろうと
した時に
バランス
を崩し頭
をぶつけ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児の後
方から見
守りなが
ら歩いて
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を見守っ
ていたた
め、近く
にいな
かった

座るべき
所でない
場所に座
らせた

園児の行
動予測し
て見守る

9212

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

13 4 4 5 2 2
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

打撲（骨
折の可能
性も有
り）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

戸外での
活動の中
で見守り
が十分で
はなかっ
た

落下する
ことも考
えられた
為、すぐ
に手を添
えられる
位置に保
育教諭が
いるべき
だった

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

いつも遊
んでいる
遊具では
あった
が、安全
面に対す
る配慮が
足りな
かった

落下時の
安全性を
考え、
クッショ
ンになる
ように
マットを
配置する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもよ
り少し活
発に遊ん
でいた

落下する
可能性の
ある遊具
で遊ぶ際
の遊び
方、注意
事項など
入念にす
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

前後に体
を揺らし
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

隣りに配
置してい
る雲梯を
している
園児の補
助をしな
がら見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を見守っ
ていたた
め、近く
にいな
かった

遊具での
遊び方が
正しくな
かった

なぜ危な
いのかを
確認しな
がら正し
く遊ぶよ
う注意す
る

9213

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

14 4 4
14.２
歳

1.男
児

ー 8.その他
1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

右上顎部
裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、職員
配置基準
を満たし
ているた
め、特に
なし。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

毎日 特になし

施設、遊
具、玩具
の安全点
検は定期
的に実施
している
ため、特
になし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児の
手・口を
拭き終わ
り、他児
が拭いて
もらって
いる間、
椅子に
座って
待ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の傍
にいた
が、同じ
机に座っ
ていた他
児の援助
をしてい
た為本児
のことは
見ていな
かった。
本児が椅
子から滑
り落ちる
瞬間が目
に入った
ため、す
ぐに手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の２つ
のグルー
プの援助
をしてい
た（保育
士２人）
本児のグ
ループを
手伝おう
と机まで
来る途中
だった
（保育士
１人）

給食後、
個々に拭き
取りをして
いる間、担
当の児童や
全体への見
守りが不十
分であっ
た。また、
座位が安定
していない
児童を（短
時間ではあ
るが）椅子
に座って待
たせ、目を
離してし
まった。

職員は給食
中を含め常
に臨機応変
に対応でき
るよう、他
の職員と役
割を分担し
連携し保育
を行う。
個々の発達
状況によ
り、どのよ
うな援助が
必要か職員
同士で話し
合い、共通
認識を持っ
て関わる。
給食後の
手、口の拭
き取りが終
わった児童
について
は、椅子か
ら落ちない
よう床に降
ろすなど、
個々の発達
に応じて配
慮する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9214

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

2.1歳児ク
ラス

61 0 0 12 17 16 16 0 6 6
15.３
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

ー

事故内容
を職員間
で共有
し、対策
について
再確認
し、共通
理解して
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ー

子どもと
遊具の使
い方を確
認し、遊
具の点検
を継続し
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具の下
に敷いて
ある衝撃
吸収マッ
トの上に
砂が溜
まってい
たため、
着地時に
滑ってし
まったの
かもしれ
ない。

遊具で遊
ぶ前に毎
回、衝撃
吸収マッ
トの上の
砂を掃
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は
ネットを
登る際、
スムーズ
だった本
児。怪我
の直前に
耳が痒く
なり、咄
嗟に片手
を放して
掻こうと
したとこ
ろ落下。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児と離
れた場所
で全体を
見てい
た。本児
が落ちた
瞬間を目
撃したた
めすぐに
そばに行
き、本児
の怪我の
様子を見
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の空
間を4人で
分担して
見てい
た。

ー

引き続き
大型遊具
を遊ぶ際
には保育
教諭が危
険な動き
がない
か、職員
同士で連
携しなが
ら見守り
すぐに動
けるよう
にする。

9215

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

13 2 2
15.３
歳

1.男
児

ー 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

ー

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

園児の人
数に対し
て職員数
は足りて
いたが、
配置場所
や全体把
握に問題
があった
と考えら
れる。

園児を把
握する職
員は全体
を見回せ
る場所に
配置し、
園児の様
子から目
を離さな
いように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1

ベンチが
そばに
あったこ
とで、乗
りたくな
る気持ち
になって
しまっ
た。

保育者が
そばにつ
いていら
れない時
は、ベン
チ等は使
用せず、
マットな
どを使用
する。

7.その
他

職員は他
児の対応
や清掃を
しており
本児の様
子に気づ
き声をか
けた時に
は事故が
起ってし
まった。
ベンチが
近くにあ
り立ち上
がってし
まった。
友達も本
児に誘発
され乗っ
たことで
体が触れ
てしまっ
た。

着替えや
絵本を読
む場所を
安全な場
所で行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもは
動きも落
ち着いて
いる。自
らベンチ
の上に立
ち上がっ
たのは初
めてであ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで清
掃しなが
ら様子を
見ていた
ものの、
声かけだ
けで注意
をうなが
してし
まった。
すぐに対
応すべき
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の着
替えを補
助しなが
ら様子は
見ていた
ものの、
すぐに立
ち上がっ
て対応す
ることは
できな
かった。

本児のみ
ならず、
他児も立
ち上がろ
うとした
ことに気
づきなが
ら動きを
止めるこ
とができ
なかっ
た。

着替え
コーナー
には椅子
やベンチ
などを置
かずに
マットを
敷いて座
るように
する。

9216

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

25 4 3
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

6
2.基
準配
置

ー

児童に危
険な行動
について
わかりや
すく丁寧
に説明を
し、事前
の注意喚
起を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6 ー

危険を想
定し、職
員間で事
故につな
がりそう
な物品が
ないか改
めて確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予想ので
きない動
きが事故
につなが
ることを
念頭に置
いて注意
を促す必
要があ
る。

職員間で
想定され
る危険な
状況等を
シミュ
レーショ
ンする。
また、園
児の動線
を予測し
対応につ
いて職員
同士で情
報共有す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園し遊
んでい
た。何気
なく近く
にあった
椅子に足
をかけ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の園児
も含めて
遊んでい
る様子を
すぐ近く
で見てい
たが、対
象児が転
倒する瞬
間には間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
も含めて
遊んでい
る様子を
見てい
た。

5歳児で動
きが活発
なため、
固定の児
童のみを
注視でき
ない。

危険に繋
がりそう
な物品に
ついて、
確認し必
要に応じ
て撤去す
る。

9217

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

17 1 1
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨の
頭骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

10

1.基
準以
上配
置

跳び箱を
援助する
職員も側
について
いたが、
本児が跳
び箱を跳
んだ際勢
い余って
体制が崩
れて左手
をマット
に付いて
着地して
痛がっ
た。

体制が崩
れた際は
咄嗟に援
助ができ
る（手を
出す）体
制を取
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

週6

跳び箱や
マットの
破損はな
かった。
跳び箱の
傾きもな
くしっか
りと設置
してあっ
た。跳び
箱を使用
する際近
くに危険
な物は無
かった。

跳び箱や
マット等
が事故の
要因では
ない。使
用する際
の場所に
も問題は
見られな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱を使
用する際の
十分な広さ
は確保出来
ていた。保
育教諭1名
に対して園
児は17名と
保育教諭の
人数に不備
は見られな
い。担当教
諭は全体を
見渡せる場
所におり、
立ち位置に
も問題はな
い。

環境面に
も不備は
見られな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ふざけて
遊ぶ様子
もなく真
剣に取り
組んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横に付い
ていた
が、園児
の勢いが
余り援助
が遅れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故当
時、事故
が起きた
教室には
担当職員
のみで他
の職員は
いなかっ
た。

「跳べる
だろう」
との思い
があり、
跳び箱を
援助する
職員が咄
嗟に手が
出なかっ
た。

跳べる跳
べないに
関わら
ず、援助
に入る職
員は咄嗟
に援助が
出来る体
制を整え
る。

9218

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 8 5 5 5
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

0

1.基
準以
上配
置

ー

怪我発生
時間帯は
夕方のお
迎え時間
帯の為、
少ない人
数のお子
様の保育
にあたっ
ていた
が、お迎
え対応と
重なり対
応しきれ
なかっ
た。お子
様の行動
にさらに
注意し、
お迎え時
間帯の過
ごし方を
もう一度
見直して
いく。

1.定期的
に実施

　毎日
1.定期的
に実施

　毎日
1.定期的
に実施

　毎日

積み木が
不安定
だった所
に立ち上
がってし
まい、バ
ランスを
崩して転
倒し怪我
につな
がった。

積み木の
積み方が
不安定に
ならない
様に確認
しながら
危険のな
いよう、
様子に注
意する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

お迎え対
応時の過
ごし方を
見直し、
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

積み木を
車に見立
てて、お
友達との
遊びを楽
しんでい
た。楽し
くて積み
木に立ち
上がって
しまった
が、不安
定で揺れ
ていたの
で、ジャ
ンプをし
た際に踏
み込めず
バランス
を崩して
転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お子様の
様子を見
ながらお
迎え対応
も行って
いた。転
倒の前の
遊びは車
に見立て
た積み木
に座って
床に足を
つけて遊
んでい
た。積み
木が揺れ
ていたの
で立ち上
がること
はないと
考えてい
た。転倒
時の状況
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１３名程
度だった
ので、担
当職員１
名で保育
を行っ
た。

積み木が
揺れてい
たが足が
つく状態
で座って
遊んでい
たため積
み木の上
に立ち上
がるとは
考えてい
なかっ
た。

怪我発生
時間帯
は、夕方
のお迎え
時間帯の
為、少な
い人数の
お子様の
保育にあ
たってい
たが、お
迎え対応
と重なり
対応しき
れなかっ
た、お子
様の行動
にさらに
注意し、
お迎え時
間帯の過
ごし方を
もう一度
見直して
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9219

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

31 2 2
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折・右橈
骨頭脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

ー

事故発生
時の情報
を職員間
で共有
し、事故
が起きた
場所につ
いて検証
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ー

つまづき
による転
倒が起き
た箇所の
下の砂を
整備し
マットを
補強す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ー

砂をやわ
らくほぐ
し、元々
敷いてい
た緑マッ
トを補強
すると共
に職員が
側で見守
り声を掛
けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、登園
して朝の
身支度を
終え、自
分の好き
な遊びを
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大型遊具
付近で子
ども達全
体を見守
りながら
声を掛
け、保育
室に入る
時間であ
る事を伝
えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
担当場所
にて、対
象児以外
の子ども
達を見
守ってい
た。

ー

慌てて遊
具から降
りようと
したとき
などの転
倒を防ぐ
ため、落
ち着いて
保育室へ
戻れるよ
うに声を
掛け、注
意深く見
守る。

9220

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

51 5 5
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右指示指
基節骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ー

固定遊具
の利用の
仕方や注
意点につ
いて、職
員・園児
共に再度
確認をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 ー 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

新しい遊
び方に挑
戦しよう
として起
きた事故

安全な遊
び方につ
いて繰り
返し指導
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慣れてな
い動きを
した

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

数名の園
児が鉄棒
で遊んで
おり職員
はすぐ近
くにいた
が、別の
園児の補
助をして
いた際に
転落し起
きた事故
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員が鉄
棒で遊ん
でいた園
児に対応
している
ことが分
かってい
たため、
他児と一
緒に活動
してい
た。

ー

個別に対
応が必要
な遊びで
ある場合
ではある
が常に他
児の行動
に注視
し、不安
要素があ
る場合は
遊びを待
たせ順番
に対応す
るように
する

9221

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

37 3 3
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折、脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12
2.基
準配
置

特になし

日頃から
安全対策
について
の話し合
いを行っ
ており、
職員の配
置も適切
であっ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

点検等の
実施を適
切に行っ
ていた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

保育者の
立ち位置
は適切で
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達数名
とサッ
カーで遊
んでお
り、ボー
ルを蹴ろ
うとして
バランス
を崩し転
倒してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
動きは見
ていた
が、咄嗟
のことで
防ぐこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もの遊
び、動き
を見てお
り対象児
を見てい
なかっ
た。

事故直前
に運動会
練習を行
い、疲れ
があった
と思われ
る。

子どもの
様子を見
て、活動
を早めに
切り替え
休息を取
る等の対
応をと
る。

9222

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

4 1 1
14.２
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

 右橈骨骨
幹部骨
折、右尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

未満児は
体の動か
し方が未
熟な為、
手のつき
具合で骨
折につな
がること
もある。

マニュア
ルにある
「乳幼児
の特性か
ら起こる
事故」を
園内研修
で再度理
解を深め
事故防止
に努めて
いく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
その他の
要因なし

今回はな
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

その他の
要因なし

今回はな
し

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

病欠から
１週間ぶ
りの登園
で戸外遊
びを喜ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１名の保
育者は対
象児以外
に靴下を
はかせな
がら至近
で対象児
をみてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は戸外
に出るた
め水分補
給の準備
をしてい
た。

１歳児の
特性であ
る何でも
やってみ
たい、動
きたいが
ある。

少人数で
も危険が
あると認
識し、全
職員で共
通理解を
図る。

9223

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 8 1 1
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右基節骨
亜脱臼、
右中足骨
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ー

マニュア
ルには、
室内で危
険につな
がるよう
な行動は
慎むよう
に言葉掛
けを行う
等の明確
な記載が
なかった
ため、見
直しを行
う。

2.不定期
に実施

4
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

36

子どもた
ちの行動
を可能な
範囲で予
測しつ
つ、床の
状態を整
えるなど
の対応を
行う。

7.その
他

室内では
歩いて移
動するな
どの注意
点を、子
どもたち
に伝えて
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育室内
で歩か
ず、走っ
た勢いの
まま、自
らサッ
カーのス
ライディ
ングのよ
うな形で
滑った結
果、小指
を引っ掛
けてし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児も
含めた子
どもたち
全員に話
をするた
め、保育
者の近く
に来るよ
うに指示
した際
に、事故
がおき
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は現場に
いなかっ
た

突発的に起
きた事故で
あったが、
即座に怪我
の対応にあ
たることは
できてい
た。室内で
過度な動き
をすると怪
我につなが
ることを、
子どもたち
に伝えてい
く必要があ
る。

9224

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

24 3 2
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左第４指
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

職員に任
せてし
まった
為、子ど
もの動き
が予測で
きていな
かったと
考えられ
る。

職員同士
で事前
に、周り
をよく見
て気を付
けるよう
に声掛け
をしてお
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

テーブル
の脚を開
く場所を
子どもの
手が届か
ない場所
でやる事
とする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

職員によ
る安全確
認と子ど
もに対し
て安全に
気を付け
るように
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

職員を手
伝おうと
して手を
出してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員が机
の準備を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

配膳台の
準備をし
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

特になし

他の職員
も安全確
認に努
め、危険
が予測さ
れる場合
は注意を
促す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9225

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

22 11 11 4 ー
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手中指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

ボールを
使った活
動を行う
際の注意
点・声掛
け事項・
指導法を
研修に取
り入れ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

年齢に応
じ、やわ
らかめの
ボールを
導入す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

ボールを
使った活
動を行う
際の注意
点・声掛
けを行う
職員を近
くに配置
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

庭で活動
を行って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

、数メー
トル離れ
たところ
で全体を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
で見守っ
ていた。

―

硬いボー
ルを使っ
てバス
ケットを
するとき
は、ゴー
ルの真下
には入ら
ずに、必
要に応じ
ワンバウ
ンドして
から
キャッチ
する等の
説明を
行ってい
く。

9226

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

24 ー
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

ー
2.基
準配
置

日々終礼
でヒヤリ
ハットや
医療事故
に関し
て、職員
間で情報
の共有化
を図って
いるが、
講師を招
いての研
修は近年
行ってい
ない。

今後講師
を招いて
のヒヤリ
ハット研
修、リス
クマネジ
メント研
修を行っ
たり、外
部の研修
に積極的
に参加を
行い、安
全に関す
る知識を
深める。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

事故が起
こった屋
外では、
転んだ時
の衝撃を
吸収する
ゴムチッ
プが敷き
詰められ
ていて怪
我の防止
や軽減を
している
が、固定
遊具（未
満児用）
が４個設
置されて
いる。

固定遊具
の位置の
確認を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

衝突や接
触の危険
性がある
場所で鬼
ごっこを
行ったこ
とで、起
きた事故
である。

広い芝生
で身体を
おもいき
り動かす
よう指導
を行った
り、前を
向いて走
る、手を
ついて自
分の体を
守る等指
導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おにごっ
こをして
いる際友
達と接
触、転倒
する。転
倒した際
に右ひじ
をつく。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体把握
は行って
いるが、
他児に呼
ばれ砂場
にいて、
対象児が
友達とぶ
つかった
瞬間は見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体把握
は行って
いるが、
他児と話
しをして
いた為泣
き声で転
倒に気づ
く。対象
児が友達
とぶつ
かった瞬
間は見て
いない。

事故の生
じやすい
場所を職
員間で共
有して事
故の認
識、危険
に対する
予知能力
の向上を
図る必要
性があっ
た。

自己およ
び現場に
潜む危険
を鋭く予
測する為
の危険予
知力を高
め、瞬時
に問題解
決能力を
身に付け
る。

9227

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

16 3 2
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯槽骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1～2
2.基
準配
置

担任一人
がその場
から離
れ、残っ
ている職
員に「危
険な遊び
に展開し
たら遊び
を止めて
下さい」
と伝える
事が出来
ていな
かった。

その場か
ら離れる
場合には
他の職員
へ声を掛
ける。危
険な場合
はすぐに
遊びを中
断する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

点検を行
い破損部
分は修理
も完了し
ている。
遊具の遊
び方に問
題がある
と思う。

対策を考
え・意
見、改善
会議も設
けて全職
員で話し
合う場を
設けた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びが展
開してし
まい気持
ちが舞い
上がり抑
える事が
出来な
く、その
場にいた
職員も危
険予測が
できな
かった。

保育教諭
だけが注
意や遊び
を止める
のではな
く、保育
助手も同
じように
予測をし
ながら遊
ばせるよ
うに話し
合った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児の真
似をして
平均台を
またいで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育教諭
①はその
場から離
れる。保
育教諭②
は鉄棒に
付く。保
育助手③
は園庭全
体を見
守ってい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スは出て
いなく、3
名以外い
ない

遊ぶ時に
危険があ
る事や約
束事を
しっかり
伝えてい
なかっ
た。保育
教諭や保
育助手も
危険の予
測をする
事ができ
なかっ
た。

担任同
士、他の
職員で声
を掛け合
い、子ど
も達へわ
かりやす
く説明を
行えるよ
うにして
いく。必
ず、危険
予測をし
誰がでも
注意、阻
止できる
ようにし
ていく。

9228

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

4 1 3 2 2
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

なし

マニュア
ルの周
知、職員
の危険予
測強化

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 なし

落下防止
マットは
あるが、
弾力性の
あるマッ
トに変更
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び慣れ
た環境、
遊具での
怪我

危険行
動、危険
を予測し
対応。約
束事、遊
具の遊び
方の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯棒も
得意であ
るが、落
下し着地
時バラン
スを崩
す。落下
と同時に
痛みを訴
え泣いて
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の様
子に危険
を感じ体
を支え
（行動を
止めよ
う）よう
と近づく
が間に合
わなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊びの様
子も見
守ってい
た

遊び慣れ
た遊具
だったた
め、安全
管理が不
足してい
た

職員とマ
ニュアル
を再度周
知し事故
防止に努
める。ま
た、遊具
の環境整
備を見直
す。

9229

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

18 2 1
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折（右
上腕骨顆
上）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

0
2.基
準配
置

ー

未実施
だったた
め今後職
員研修を
行う。
（年2回）

1.定期的
に実施

0
1.定期的
に実施

0
1.定期的
に実施

0 ー

設置間も
ない遊具
の為劣化
等による
ものでは
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

活動前に
園児へ考
えられる
事故・箇
所を伝え
使い方の
ルールを
決める。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達がい
る事で、
やや興奮
気味だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

為、対象
児を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

落下の瞬
間は対象
児を見て
いなかっ
た。

ー

遊具によ
る事故が
予測され
る個所に
職員を配
置する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9230

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

22 5 17 6 6
13.１
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第一中
足骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

保育者の
不注意。

保育者が
周囲の子
どもの動
きに十分
注意を払
う。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎 特になし

床に凹凸
や綻びは
なく、
ハード面
での改善
策はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

発生時刻
に2名のお
迎えがあ
り、2名の
保育者が
対応した
ため、室
内の見守
り体制が
希薄に
なった可
能性があ
る

お迎え対
応と室内
の見守り
体制のバ
ランスを
考え、対
応方法を
再度職員
会議等で
検討して
いく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

室内でも
活発に動
きまわる
様子が
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
姿や周囲
の様子を
確認して
いなかっ
た中で、
動いてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同室にい
た他の職
員が離れ
た場所で
他児と遊
び、目の
届く範囲
に対象児
がいな
かったこ
とも発生
を抑制で
きなかっ
た原因で
ある

不規則な
動きをす
る児童に
職員が注
意を払っ
ていな
かった。

周りの職
員も含
め、興奮
気味動く
児童には
細心の注
意をもっ
て見守
る。

9231

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

14 2 1
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右示指基
節骨不全
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

ー

跳び箱の
横で転
倒、衝突
に備える

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ー

転倒に備
えて跳び
箱の脇に
マットを
敷く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

跳び箱を
飛ぶ前に
手のつき
方をその
都度確認
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

6段に挑戦
中。順番
に並んで
自分の番
で飛んだ
が右手人
差し指を
突いてし
まう。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

突いた後
痛がった
事もあり
動作確認
をするが
動かせず
看護師と
視診。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と関
わってい
た

ー

飛んでき
たときに
介助でき
るように
跳び箱の
脇に立つ

9232

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

146 46 52 48 7 5
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

戸外遊び
担当の監
視場所に
偏りがあ
り園庭全
体の見守
りができ
ていな
かった。
子どもの
思いもよ
らぬ行動
や転倒に
ついて予
見できな
かった。

園児が転倒
しないよう
普段から体
力づくりが
できるよう
保育活動を
する。園児
の行動に注
意し目を離
さないよう
見守り（援
助）につい
て徹底す
る。戸外遊
びのけが等
について、
園児、職員
に注意喚起
し徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭の芝
生の整備
を定期的
に行って
いたが、
芝生に足
をとられ
転倒して
しまった
可能性が
ある。

園庭の遊
具の安全
点検の強
化と芝生
の整備や
石拾いの
実施によ
り、園児
の転倒や
怪我を未
然に防げ
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外遊び
の時間に
監視担当
の職員の
立ち位置
が偏って
いた。

戸外遊び
について
怪我につ
ながらな
いよう
に、遊び
方や監視
の仕方を
園児と職
員に呼び
かけ徹底
する。戸
外遊びの
監視主担
当の職員
が、全体
が把握で
きるよう
他の職員
配置を徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はい
つも通り
戸外で走
り回って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
園庭で遊
んでいる
ところは
確認して
いるが、
走り出し
て近くに
いた他児
と衝突し
たところ
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、他の
園児を監
視してお
り対象児
を見てい
なかっ
た。

園庭で
走ってい
る際に、
他児と衝
突し転倒
するとは
予期して
いなかっ
た。

園内外で
はあらゆ
る危険が
あること
を認識
し、保育
教諭や園
児、保護
者に事前
に周知す
る。

9233

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

32 4 4
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第２第
３第４中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ー

現在と同様
に園児がい
る場所ごと
に見守り担
当を配置す
る。怪我等
の共有シス
テムを活用
している
が、教職員
の手が空い
たときに入
れるように
しているた
め、少しタ
イムラグが
発生してし
まうため、
口頭確認も
合わせて行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ー

できる限
り鋭角な
備品は使
用しない
ように配
慮してい
るが、鋭
角な場合
はカバー
する等ぶ
つけた際
の衝撃を
減らすよ
うな工夫
を今まで
通りして
いく。

7.その
他

ー

廊下に危
険物は無
い。移動
の仕方も
危険は無
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子。ぶ
つけた後
も痛みを
伝えたが
その後も
いつも通
り過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見守り担
当はいた
が、ぶつ
けた瞬間
は見てい
なかっ
た。ぶつ
けた音や
本児が泣
く等の様
子も見ら
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室、
食堂と担
当に分か
れ園児達
を見てい
た。

ー

痛みを訴え
た後にいつ
も通り過ご
していたた
め、すこし
ぶつけただ
けかと思っ
てしまい、
そのまま保
護者に引き
渡してし
まった。足
を痛がった
ことを保護
者に伝え
る、降園前
に再度痛が
る箇所を確
認する等す
れば良かっ
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9234

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

43 22 19
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

0

1.基
準以
上配
置

ゴールで
待機して
いる保育
教諭を目
印にして
走ってい
た。

ゴール中
央に子ど
もが集中
しないよ
う各レー
ンのゴー
ル前に職
員を多め
に配置す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

初めての
場所であ
る小学校
体育館で
の行事
だった

場所に慣
れるため
にもリ
ハーサル
等で使用
してい
く。体育
館使用時
のマニュ
アルを作
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ゴール直
前、中央
に集まり
コースが
狭くなっ
ていた。
大きめの
ズックを
履いてい
た。

自分が走
るコース
がわかる
ように目
印のライ
ンを引
く。足に
合った
ズックを
用意して
もらう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児の後
ろを走っ
ており、
ゴール前
で転ん
だ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

スタート
位置で子
どもの名
前を言い
ホイッス
ルをなら
してい
た。転ん
だ姿を見
てすぐ駆
け寄り、
園児席後
ろに待機
していた
看護師に
怪我の状
況を確認
し手当し
てもらっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ゴール
テープを
持ってい
た職員、
走り終
わった子
を待機場
所にて見
守る保育
教諭は、
他の子ど
もたちが
不安にな
らないよ
うにその
まま子ど
もの傍に
いた。

保護者が
見ている
嬉しさか
ら気持ち
が高ぶっ
ていた。
ゴールに
向かう際
に、先に
走ってい
る子を目
印にして
いた。

ゴールで
待つ保育
教諭を数
名配置
し、ゴー
ルに向か
う際の目
印にす
る。

9235

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

13 3 2
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

5

1.基
準以
上配
置

担任が不
在の為、
日常的に
入ってい
る幼児フ
リーが当
日の保育
を担当し
た。担当
職員の技
能不足。

児童13名
に保育教
諭2名・子
育て支援
員1名が付
き指導を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

　毎日 特になし

跳び箱・
マット・
跳び板に
は問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の経
験不足

補助の仕
方・保育
の進め方
について
再度職員
間で確認
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱は
大好きな
活動で、
意欲を
持って取
り組んで
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱の
援助の仕
方につい
ては事前
に確認し
ていた
が、タイ
ミングが
微妙にず
れたため
臨機応変
に対応で
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

順番を待
つ児童を
タイミン
グをみな
がら送り
出してい
た。跳び
終えた児
童に次の
指示を
行ってい
た。

常時クラ
スに入っ
ているフ
リー職員
ではある
が、指導
の経験が
浅かっ
た。

体育指導
を行う保
育教諭の
技術・知
識の向上
を図る。

9236

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

31 0 0 0 0 16 15 0 3 3
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈尺骨
遠位骨幹
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

24

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者の
立つ場所
によって
はジャン
グルジム
や滑り
台、ネッ
トで見え
にくかっ
た。

常に全体
に目を配
れる位置
に移動す
る。当番
保育者の
連携が大
切である
ことを自
覚する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

総合遊具
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の遊具
で遊ぶ子
ども達を
見守った
り、迎え
に来た保
護者の対
応をした
りしてい
た。総合
遊具の太
鼓橋下に
うずくま
る当該園
児を見つ
けてすぐ
に対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
で遊ぶ子
ども達を
見守った
り、迎え
に来た保
護者の対
応をした
りしてい
た。

先に別の児
が同じ場所
から飛び降
りたことを
他児から聞
いた時に、
飛び落りた
児には危険
であること
を伝えた
が、周りの
子どもに伝
えたり見守
るためその
場に留まっ
たりしな
かった。

「他の子
供も飛ぶ
かもしれ
ない」と
予想して
周囲の子
ども達に
伝え、そ
の場にと
どまって
見守る。

9237

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

18 21 15
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

全体を見渡
せる位置で
見守ってい
たがおまま
ごとをして
いる椅子に
上がる。足
を掴むとい
う思わぬ行
動で対応で
きなかっ
た。椅子に
登ったとこ
ろで危険予
測をし声を
かけると良
かった。

思いがけ
ない行動
もあるこ
とを頭に
入れて、
危険予測
をしなが
ら見守り
再発防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

椅子の使
い方がク
ラスに
よって曖
昧だっ
た。

椅子の使
い方の確
認。ジャ
ンプ台に
する時と
おままご
とをする
時で分け
て使う。
（おまま
ごとをし
ている時
は登らな
い）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体を見
渡せる位
置で見
守ってい
たが、椅
子を重ね
るなど道
具を使っ
た遊びに
は特に気
を付けて
近くで見
守ると良
かった。

お子さん
の遊びの
様子から
危険を予
測し、よ
り注意が
必要な遊
び、お子
さんを注
意して見
守るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

かけっこ
をしたり
と走り
回ってい
た。椅子
を使った
遊びに気
が向き
登って話
しかけ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡せる位
置で目を
配ってい
た。椅子
に上がっ
たのを確
認したが
止めるの
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別な場所
で全体を
見ながら
クラスの
園児と関
わってい
た。

見守って
いた職員
は点在し
ていた
が、対象
児を中心
にみる職
員がいな
かった。

お子さん
の遊びの
様子から
危険を予
測し、よ
り注意が
必要な遊
び、お子
さんを注
意して見
守るよう
にする。

9238

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

48 4 6 9 12 17 17 7
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

13
2.基
準配
置

ー

全職員で
危機管理
マニュア
ルを再確
認し、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
※確認は
毎日行っ
ている
が、書面
での
チェック
は月１
回。

ー

遊具で遊
んでいる
時の事故
でないた
め

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭へ避
難しよう
と、急い
でいた。

保育者の
指示を聞
き、落ち
着いて行
動するよ
うに促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

避難訓練
に参加
し、靴を
持って園
庭へ避難
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

避難訓練
中だった
ため、子
ども達を
先導し園
庭へ避難
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当個所
の確認
や、子ど
も達を避
難させて
いた。

急いで避
難してい
たため、
転倒した
時に、手
に強い力
がかかっ
た。

状況を見
て、靴を
履いて避
難した
り、落ち
着いて行
動するよ
う声かけ
をしたり
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9239

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

24 7 5 12 4 3
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12

1.基
準以
上配
置

ー

園庭での
活動する
うえで、
子どもの
動きを予
測し危険
な箇所に
気づいた
ら情報を
伝え合っ
たりすぐ
に改善す
る。

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

12 ー

園内の環境
について現
行の点検項
目に加え、
子どもの動
きを予測し
危険な箇所
はないかを
今一度確
認、情報共
有する。ま
た早急に改
善するよう
努める。今
回、マット
と地面に段
差があり怪
我に繋がっ
たため、段
差を土で埋
める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ー

子どもが
遊んでい
る場所の
把握を
し、危険
予測に努
める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外遊び
で鬼ごっ
こ（ケイ
ドロ）を
してい
た。警察
役になっ
ており、
友だちに
タッチす
ることが
でき嬉し
くなって
その場
（マット
の上）で
「いえ
い」と飛
び跳ね
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児とは
離れた場
所にお
り、雲梯
をする子
どもを見
守ってい
た。もう
一人の担
当も本児
より離れ
た場所で
他児の遊
びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
のそばで
子どもの
遊びを見
守る、室
内に入る
時間に
なったの
で子ども
に入室を
促す。

ー

鬼ごっこ
をする時
には遊具
や砂場の
あるとこ
ろではな
く、広い
場所です
るよう子
どもに働
きかける

9240

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

10 1 1
18.６
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上開放
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2～3
2.基
準配
置

ー

ヒヤリ
ハットの
内容、改
善策の共
有を再度
徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ー

施設内の
安全及び
使用する
遊具・お
もちゃの
日常的な
点検を今
後も継続
し、不備
に迅速に
対応す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

体操教室
の内容を
再検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体が見
れる場所
で鬼ごっ
この指示
を出して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

指導者の
他に担当
職員1名が
ついてい
た。

ー

施設職員
や指導者
の位置に
注意す
る。

9241

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

12 71 51
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肩付け
根若木骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2

1.基
準以
上配
置

ー

ソフト面
に問題は
なく、特
に対応は
無し。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

数十 ー

ハード面
に問題は
なく、特
に対応は
無し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

最低基準
は満たし
ているも
のの、子
ども達の
自由な活
動を保証
するため
に保育室
が狭い。

出入り口
付近で座
り込んで
活動しな
いよう子
どもたち
に指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

後方への
注意無く
他児の進
路に急に
座り込ん
だ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の様
子を見て
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の様
子を見て
いた

ー

急に座り
込むと危
険である
ことを子
どもたち
に周知す
る。

9242

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

27 2 2
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

事故が発
生するか
もしれな
いという
意識が弱
かったと
思われ
る。

園児の気
持ちが高
揚してい
る状況を
察知し
て、より
安全な方
法を工夫
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

フィニッ
シュ後の
走り抜け
る距離が
不十分
だった。

フィニッ
シュ後に
走り抜け
る十分な
距離をと
り、走り
抜ける
コースを
明確に知
らせる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一組7人走
る人数は
適正だっ
たか。

年齢を配
慮して一
組に走る
人数や足
の速さを
調整し、
走者同士
の間隔を
空ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会を
控えて、
自分の
コースを
まっすぐ
走る練習
をしてい
た。楽し
んで参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ゴール位
置に居た
ため、
まっすぐ
走ってい
た子が担
任の方へ
集まりが
ちになっ
ていた。
また、
ゴールか
ら壁まで
の距離が
短くなっ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

スタート
位置にお
り、間隔
を空けて
グループ
毎にス
タートさ
せてい
た。事故
の様子を
遠目に確
認してい
た。

ゴール側
にいた保
育者の立
ち位置に
考慮が必
要であっ
た。

ゴールは
保育者
（点）で
はなく
コーン等
で示し、
人と人の
重なりを
避けるよ
うに配置
する。

9243

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

21 0 0 0 6 8 7 5 5
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

危険箇所
に対する
日々の職
員間での
情報共有
が出来て
いなかっ
た。

定期的に
ヒヤリ
ハットを
提出し、
職員会議
ミーティ
ングを活
用し全職
員で共有
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

毎日

遊具周り
の地面が
固かっ
た。

安全マッ
トを敷
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

ヒヤリ
ハット・
危険予知
を職員間
で共有し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊び慣れ
た遊具
で、怖が
る様子も
なくいつ
も通り遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
一人で
登ってい
た為近づ
いたが、
一歩間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登園した
園児達は
園庭に出
る時間
で、職員
はそれぞ
れ登園直
後の園児
の対応や
園庭にい
る園児の
動きを見
ていた。

子どもた
ちの次の
動きを予
測して、
援助、指
導をして
いく必要
がある。

子どもた
ちの活発
な動きに
どう対応
していく
か、職員
の立ち位
置、分担
を再確認
してい
く。職員
間で声か
けをし合
い連携を
取る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9244

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

32 2 2
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘上腕
骨顆上骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

6

1.基
準以
上配
置

一人ひと
りのバラ
ンス感覚
の成長が
要因と考
えられ
る。

ソフトブ
ロックの
近くに
マット等
クッショ
ン性のも
のを置
く。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

293

一人ひと
りの成
長、発達
を掌握し
ておく。

ソフトブ
ロックの
近くに
マット等
のクッ
ション性
のものを
置く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長児と
いうこと
で大丈夫
と思わな
いように
して見
る。

ソフトブ
ロックの
近くに
マット等
のクッ
ション性
のものを
置く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バランス
感覚の発
達が鈍
く、あま
り活発で
はない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いる園児
を見てお
り、バラ
ンスを崩
して倒れ
た後もす
ぐに痛が
らなかっ
たので様
子を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2Fホール
と保育室
に分かれ
て見てい
た。

決められ
た場所か
ら離れて
ブロック
を使用し
ていた。

一人ひと
りの成長
発達を観
察してお
くことが
大事。

9245

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

34 3 3
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手尺骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ー

職員間で
事故の状
況につい
て情報共
有し、活
動中の子
どもの見
守りの仕
方につい
て再確認
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12

普段行く
ことが少
ない公園
であっ
た。

不慣れな
公園では
状況をよ
く確認
し、子ど
もの動き
に特に注
意するよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭やよ
く利用す
る公園よ
り広い公
園であっ
た。

通常より
も活発に
活動する
ことを想
定し、さ
らに慎重
に見守り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園での
活動であ
り活発な
動きで
あった
が、特に
いつもと
変わった
様子はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員は離
れたとこ
ろから対
象児を見
守ってい
た。接触
の直前ま
で予測が
できず、
近くにい
ても防ぐ
ことが難
しかった
と考えて
いる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
担当場所
にて、対
象児以外
の子ども
達を見
守ってい
た。

本児が周
囲をよく
確認せず
走ってい
たことも
一因であ
ると思わ
れる。

他の園児
の動きに
気をつ
け、お互
いに周り
ををよく
見ながら
走るよ
う、園児
全体に注
意を促
す。

9246

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

22 3 3
15.３
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故対策
のための
研修は
行ってい
るが、園
庭の同じ
場所に人
数が集
まってし
まってい
た。そこ
に対策は
講じてい
なかっ
た。

園庭で遊
ぶ場合、
遊ぶ場所
が集中し
ないよ
う、場所
を砂場や
みかん広
場に変え
るなど、
状況を見
て移動す
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭は十
分な広さ
で人工芝
もはられ
ており、
過密にな
らなけれ
ば問題は
ないと思
われる。

ハード面
での改善
策はない
と考えま
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の同
じ遊具付
近で遊ぶ
園児の人
数が多く
なってし
まったこ
とが一番
の要因と
思われ
る。

各クラス
担任と安
全につい
て再確認
し、同じ
時間帯に
同じ場所
で遊ぶ園
児が集中
しないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具その
もので遊
ぶ園児に
特に目を
配ってお
り、園庭
で遊ぶ対
象児の姿
は注視で
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

泣いてい
たところ
に駆け
寄った状
況であ
り、事故
を直接は
見ていな
かった。

園児の人
数に対す
る教諭の
人数は適
切であっ
たと思わ
れたが、
実際に事
故が起こ
り対象児
も見れて
いなかっ
たことを
考えると
教諭の人
数と配置
に問題が
あった。

遊具も利
用可にし
て自由に
遊ぶ時
は、いつ
も以上に
注意を払
う必要が
ある。フ
リーで動
ける補助
教諭にも
ついても
らい、園
児ひとり
一人に目
が行き届
くように
する。

9247

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

6 4 4
13.１
歳

1.男
児

ー 8.その他
1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折 （9月
30日　診
断）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

数

1.基
準以
上配
置

シャワー
を一人の
保育教諭
で行って
いた

シャワー
の際、必
ず2人以上
につき危
険のない
ようにす
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

12

歩行が不
安定であ
り、滑り
やすい浴
槽内での
自立は難
しい

シャワー
の際、
マットを
敷くよう
にした

7.その
他

ベットの
中に入り
落ち着い
て過ごし
ていたこ
とで細目
に目を配
ることを
怠り、下
痢をして
いたこと
に気付く
ことに遅
れてし
まった。

細目に子
どもの様
子に目を
配り、様
子等を把
握する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

シャワー
をしてい
る際、激
しく動く
ことはな
く、身を
任せてい
た

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

保育教諭
が一人で
シャワー
を行っ
た。浴槽
内の床が
滑りやす
く、本児
が転倒し
ないよう
に脇や体
を支えな
がら向き
をかえ
シャワー
を行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ベット布
団の処理3
人、休憩3
人、睡眠
チェック1
人、作業2
人、シャ
ワー1人

職員間の
連携不足

具体的な
指示を出
したり、
協力体制
がとれる
ようにす
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9248

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

7 14 13 16 16 16 21 16
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右鎖骨下
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

ー

園内研修
におい
て、事故
防止マ
ニュアル
を再確認
し、再発
の防止に
努める。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 ー

通路等に
障害物等
を発見し
た際には
速やかに
取り除
き、転倒
等を誘発
しない様
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

玄関の出
入りの際
におい
て、慌て
ないよう
園児に声
かけや見
守りを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で園
庭で遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員も近
くにいた
が突発的
な動きで
あった
為、転倒
する際に
手を差し
のべるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
他の園児
を見てお
り、この
様子を見
ていな
かった。

防犯カメ
ラでは、
当該園児
が単独で
玄関を出
た後にな
だらかな
傾斜地で
歩き始め
の一歩か
ら突然
ジャンプ
する素振
りを見せ
た次の瞬
間バラン
スを崩し
て前のめ
りに転ん
でいる姿
を確認し
ている。

特に次の
活動を始
める際に
は、落ち
着いて行
動するよ
う促すと
ともに普
段の様子
をよく観
察し、い
つもとの
違いや園
児の訴え
に早急に
気づける
ようにす
る。

9249

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

3.2歳児ク
ラス

6 0 1 4 1 6 1 6 6
14.２
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

48

1.基
準以
上配
置

動きの違
う 以上
児、未満
児が戸外
に一緒の
時間に出
ていた。
配置人数
はこども
に対し十
分に足り
ていたに
も関わら
ず、全体
を見る職
員が居な
かった。

子どもの
人数に関
わらず、
全体を見
る職員を
置くこと
とする。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

280
1.定期的
に実施

280

最近人工
芝による
三輪車
ロードが
できたた
めまだ慣
れていな
かった。

雲梯が移
動できる
ため、三
輪車ロー
ドとの距
離を離し
て配置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土曜保育
であった
ため平日
よりは職
員の人数
が少な
かった。

土曜保育
の戸外遊
びについ
て園内研
修を行い
職員と共
有する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

３台連結
した三輪
車を友だ
ちと一緒
に乗って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一人の職
員がすぐ
近くで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちが園庭
全体に散
らばって
いたため
職員もそ
れぞれの
配置に付
いてい
た。

近くで居
たもの
の、一瞬
の出来事
で止めら
れなかっ
た。

子どもの
人数に関
わらず、
全体を見
る職員を
置くこと
とする。

9250

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

5 3 2 9 9
17.５
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員が
マット運
動時に傍
について
いない。

転倒等の
恐れがあ
る活動時
は必ず職
員が傍に
つく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

週４ ー

転倒等の
恐れがあ
る活動時
は必ず職
員が傍に
つく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が
マット運
動時に傍
について
いない。

転倒等の
恐れがあ
る活動時
は必ず職
員が傍に
つく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動前は
いつもと
変りなく
落ち着い
た様子で
過ごす
が、活動
が始まる
と気持ち
が高まり
はしゃい
で遊ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

同じ室内
にいたが
職員がお
便り帳を
確認して
いる際に
対象児が
転倒す
る。近く
にいた園
児から対
象児がう
ずくまっ
ていると
報告を受
け、子ど
もの様子
を見に行
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動遊び
で必要な
マットを
準備し子
どもたち
が安全に
遊んでい
るのを確
認後、書
類作業を
しに部屋
を離れ
る。

運動遊び
中に目を
離し、傍
を離れ
る。

運動遊び
では転倒
などの恐
れがある
為、傍に
つき見守
る。活動
中の子ど
もたちか
ら目を離
さない。

9251

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

0 2 2
15.３
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

1.頭部 脳震盪

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

直後の避
難訓練に
気を取ら
れ園児の
動きを注
意深く見
ていな
かった。

保育者は
危険行為
を発見し
た時点で
声掛け
し、静止
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

直後の避
難訓練に
気を取ら
れ、安全
管理を
怠ってい
た。

どのよう
な状況に
おいても
保育者は
園児全員
の行動を
把握し、
安全管理
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故直前
まで元気
に活動し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯指導
中に２名
が倒れる
様子を確
認したが
１人の園
児がすぐ
に起き上
がった
為、重大
性を認識
せず声掛
けのみ
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

避難訓練
の準備や
ミーティ
ング等で
出入りし
ていた。

避難訓練
やミー
ティング
等を優先
してし
まった結
果、園児
への注意
が薄れ、
危険行為
に気付く
ことがで
きなかっ
た。

園児の動
きを注意
深く観察
する。危
険行為が
あった場
合は静止
し、安全
に配慮す
る。転倒
等、事故
が発生し
た場合は
すぐに園
児の状態
を確認す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9252

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

31 3 3
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

6

1.基
準以
上配
置

鉄棒の側
に１名は
ついてい
たが、
走ってき
た園児に
話しかけ
られ鉄棒
に背を向
けた為、
その場を
見ていな
かった

園児への
対応が鉄
棒に背を
向けずに
対応すべ
きであっ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

本児がぶ
ら下がっ
た際、
しっかり
鉄棒を掴
んでいな
かった。

鉄棒の遊
び方は指
導してい
たが、
しっかり
掴んで遊
ぶ事を指
導する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃から
自由に鉄
棒で遊び
を楽しん
でいる。

再度鉄棒
での遊び
及び鉄棒
の掴み方
を指導し
たい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
活発で元
気がよ
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の側
について
遊びを見
守ってい
たが、
走ってき
た園児が
話かけて
きた為、
鉄棒に背
中を向け
対応をし
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
２名は、
園庭中央
部分と、
ゲーム遊
びについ
ていた。

今回は鉄
棒に自分
でぶら下
がり友達
とたのし
んでいた
が、鉄棒
から手が
滑ったの
が要因と
考えられ
る。

園児の遊
びは見
守ってい
るが、再
度危険な
遊びにな
らないよ
う指導し
ていきた
い。

9253

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

26 9 7 10 2 2
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手中指
先の骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

年２回

1.基
準以
上配
置

ー

遊具の使
用制限・
正しい使
用方法

1.定期的
に実施

園外施設
のため未
入力

1.定期的
に実施

園外遊具
のため未
入力

1.定期的
に実施

園外玩具
のため未
入力

ー

園外施設
での発生
事故のた
め未入力

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

健康遊具
に両足を
乗せ強く
動かして
しまい、
反動で持
ち手の指
を強打す
る。

健康遊具
の正しい
使い方の
説明。職
員見守り
の配置の
検討。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも以
上にテン
ションが
高くな
り、様々
な場所で
大きく遊
具を動か
す、友達
とふざけ
あうなど
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が傷
みを訴え
泣いて来
た為水道
で患部を
冷却する
が痛みが
激しく号
泣するの
で園に報
告し本児
のみ帰
園。保護
者に連絡
をし通院
してもら
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児も遊
具等で遊
んでいた
為他児の
様子み
る。

健康遊具
付近の職
員配置が
定まって
おらず、
挟まれる
様子まで
近くでは
確認でき
なかっ
た。

職員配置
の定めと
年齢に応
じた遊具
の使用、
正しい使
用方法の
理解。

9254

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

29 3 2
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右環指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

事故防止
対策は、
日常の
ルー
ティーン
として確
認する。

様々なパ
ターンで
の事故防
止対策を
怠らず検
討してい
く。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

事故現場
に、特に
障害物、
不具合は
なかっ
た。

安全点検
を怠らず
に行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

相手のい
る運動遊
びだった
為、気持
ちの高揚
も多少あ
り集中力
の欠如が
見られた
とも考え
られる。
そのよう
な状況下
では、特
に注意が
必要で
あった。

競技を終
えた後
は、落ち
着いて戻
り並ぶよ
うに毎回
伝えてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

２人組に
なりヒ
コーキ運
びをし
て、ス
タート位
置に戻る
際に転倒

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任：
マット前
転の補助

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任：ヒ
コーキ運
びの補
助、体育
講師：鉄
棒の補助

対象児付
近に保育
教諭１名
がいた
が、ス
タート地
点の様子
に目集中
しゴール
までの姿
に視野が
行き届か
なかっ
た。日常
的な慣れ
感があっ
た為、声
掛けを
怠った。

一連の動
きを見届
け、次の
幼児を出
すように
してい
く。

9255

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

49 4 4
17.５
歳

1.男
児

ー 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手中指
爪下骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4

1.基
準以
上配
置

鼻血を出し
た女児の対
応に苦慮し
た保育者
が、他の保
育者に伝え
るためその
場を少し離
れた際に起
きたと思わ
れる。午睡
に入るため
部屋にいる
はずの男児
2人が勝手
にホールに
出ていった
ことから起
きたと思わ
れる。

ホールに
入ろうと
する男児2
人に保育
者は声か
けて静止
したが
ホール内
に行って
しまう。
ルールを
守ること
を伝えて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

戸は勝手
に開け閉
めしない
ことに
なってい
たが、追
いかけら
れないよ
うに咄嗟
に戸を閉
めようと
したと思
われる。
閉めたこ
どもはそ
こに本児
の手があ
るとは気
づいてい
ない。

戸を閉め
てもス
トッパー
やクッ
ションが
あれば本
児の指を
挟むこと
はないた
め、早急
にクッ
ションを
設置す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

スリッパ
を置く場
所とズッ
クをはく
際は、戸
と板の間
との幅が
狭いた
め、柱で
身体のバ
ランスを
とり支え
てズック
を履こう
と手を置
いたので
はないか
と考え
る。

身体を支
えるため
柱に手を
ついても
戸に挟む
ことがな
いような
ストッ
パーや
クッショ
ンが必要
である。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレ内
で遊んで
しまうと
ころがあ
るため、
なかなか
排泄を済
ませられ
ないこと
がある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育者は
トイレ前
で排泄が
終えるの
を注意し
て見守っ
ていた
が、鼻血
を出した
女児を部
屋に連れ
ていくた
めその場
を少し離
れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、紙芝
居を見よ
うとして
いる子ど
もたちの
側にい
た。

鼻血を出
した女児
の手当て
を他の職
員にゆだ
ねて、ト
イレでの
トラブル
を回避す
る必要が
あったの
ではない
か。

その場を
数分でも
離れたこ
とは死角
に繋がる
ため絶対
に離れて
はいけな
い。急を
要する場
合は横と
の連携を
とり援助
を要請す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9256

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

30 2 2
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

２回以上/
年

2.基
準配
置

ー

職員間で
今後も研
修を重ね
検討し情
報を共有
し、子ど
もの行動
を注意深
く見守
り、子ど
もが安全
に活動に
集中でき
るように
する。

1.定期的
に実施

毎日・１
1.定期的
に実施

毎日・３
1.定期的
に実施

毎日 ー
今後も点
検を継続
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

職員間で
個々の子
どもの発
達を確認
し、活動
の中でぶ
つかりそ
うな時は
よけられ
る危機回
避能力を
つけられ
る活動を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は園庭
で自然物収
集のためビ
ニール袋を
片手に持ち
歩いてい
た。園庭の
真ん中あた
りで立ち止
まった際、
鬼ごっこを
していたA
が本児の左
肩後ろにぶ
つかった。
本児は両手
をついて転
倒し左おで
こあたりを
地面で打っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者は
本児が園
庭に出て
いたこと
を知って
いたが、
他の幼児
と話しを
しており
ぶつかっ
たことこ
ろを見て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

10人程度で
あったた
め、もう一
人の同じク
ラスの保育
者は保育室
にいた。ま
た、他のク
ラスの保育
者も園庭に
２～３人出
ていたが、
それぞれク
ラスの子ど
もがいる場
所にいたた
め、すぐ転
倒した場所
にかけよる
ことができ
なかった。

ー

子どもが
活動して
いる時の
保育者の
立ち位置
や連携の
取り方に
ついて園
全体でも
周知し、
日頃の遊
びの中で
子どもの
体幹が強
化できる
活動の取
り組みに
ついて検
討してい
く。

9257

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

26 3 2
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果剥離
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

２回以上/
年

2.基
準配
置

ー

職員間で
今後も研
修を重ね
検討し情
報を共有
し、子ど
もの行動
を注意深
く見守
り、子ど
もが安全
に活動に
集中でき
るように
する。

1.定期的
に実施

毎日・１
1.定期的
に実施

毎日・３
1.定期的
に実施

毎日 ー
今後も点
検を継続
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走って遊
ぶような
場所では
ないとこ
ろへ、鬼
ごっこの
流れから
走り込ん
でしまっ
たこと
に、これ
までにも
注意の声
掛けはし
ていたも
のの、十
分ではな
かった。

目立って
危険な行
為ではな
いことで
も、花壇
をまた
ぐ、込み
入ってい
るところ
を走るな
ど、これ
ぐらいと
思えるこ
とでも危
険につな
がること
を普段か
ら伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

つまずい
た後、近
くにいた
保育教諭
が「大丈
夫？」と
声をかけ
ると「大
丈夫」と
一言い
い、自ら
起き上
がって夢
中になっ
て鬼ごっ
こを継続
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

教育活動後
のひと区切
りついた時
間で存分に
体を動かし
て遊ぶ時間
であった。
他の園児と
遊んでいる
時に、目の
前の花壇に
つまずいた
本児を見て
大丈夫？と
声をかけた
が、鬼ごっ
こに夢中に
なり鬼ごっ
こを継続し
ており大し
たことがな
いと確認し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で保育を
していて
気付かな
かった

転んだと
ころを目
撃して声
をかけ対
応した
が、本児
も大丈夫
であるか
のように
鬼ごっこ
を継続し
たため、
30分後に
迎えにみ
えた保護
者に伝え
なかった
ことか
ら、怪我
していた
ことへの
対応が遅
れた。

思わぬ動き
があった場
合は、怪我
がないか、
遊びを中断
してでも確
認すること
や普段の子
どもたちの
遊び方で危
険につなが
ることはな
いかと、園
内でも共有
して見守っ
たり子ども
たちに話を
して気づか
せていくよ
うにする。

9258

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

24 3 3
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

ー

職員同士
声を掛け
合いなが
ら安全面
に配慮し
て保育を
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

靴底に砂
がついた
状態で丸
太に乗る
と、滑り
やすい。

雨上がり
の園庭で
は、遊具
の遊び方
の約束を
確認して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

丸太でバ
ランスを
とって遊
ぶ幼児が
多いた
め、安全
面に配慮
していく
必要が
あった。

安全に遊
べるよ
う、傍に
つき見
守ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

不意に友
達に名前
を呼ばれ
て、集中
力が切れ
て落下し
たのでは
ないか。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と砂
場遊びを
してい
た。本児
がうずく
まって泣
いていた
ことで気
が付き患
部を確認
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児がス
クーター
を走らせ
る姿を見
ていた。

保育教諭
が傍につ
いていな
かったた
め、事故
を事前に
防ぐこと
ができな
かった。

保育教諭
が視野を
広く持ち
幼児の遊
び方や遊
ぶ様子を
把握して
いく。危
険な場合
は傍につ
き安全に
遊べるよ
うにして
いく。

9259

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.異年齢
構成

19 6 7 6 2 2
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

10

1.基
準以
上配
置

危険が予
測される
遊具が複
数あり、
それぞれ
について
いたため
全体の状
況を見る
職員がい
なかっ
た。

発達に応じた遊
具の設定や職員
の立ち位置につ
いて共有した。
今後は見守りが
必要な遊具を設
定する時には固
定でつける職員
の他に全体を見
る職員も配置
し、子どもの活
動状況を把握
し、何かあった
時には速やかに
対応できるよう
にする。保育中
に起こった怪我
や登園時既に症
状が出ていたこ
とについて経過
を終えるよう情
報記入シートを
作成する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

294
1.定期的
に実施

294 特になし

子どもが
活動する
場所は事
前に保育
者が危険
箇所はな
いか、広
さや遊具
は適切か
など引き
続き点検
活動を徹
底してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室の環
境設定や遊
具をどう活
動に取り入
れていくの
かについて
の打ち合わ
せが不十分
だった。バ
ランスボー
ルの対象年
齢を確認し
ていなかっ
た。また、
両職員がど
ちらもバラ
ンスボール
につき全体
の状況を見
る職員がい
なかった。

遊具について扱
う際にどのよう
な危険性がある
かやどのような
環境設定の配慮
が必要かを共有
した。今後は保
育に取り入れる
玩具や遊具につ
いては対象年齢
を確認するとと
もに見守りが必
要な遊具を設定
する時には固定
でつける職員の
他に全体を見る
職員も配置し、
子どもの活動状
況を把握し何か
あった時には速
やかに対応でき
るようにする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩きなが
ら両手で
バランス
ボールを
転がした
り、保育
者の見守
りがある
場でバラ
ンスボー
ルに乗っ
て跳ねた
りしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児と
同じ場所
で転倒し
た園児の
怪我の状
況等確認
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

バランス
ボールに
またがっ
て跳ねる
遊びを子
どもと一
緒にしな
がらその
場を見
守ってい
た。

過去に家庭
で転倒し手
をつき不全
骨折をした
ことがある
が個別の配
慮はしてい
なかった。
バランス
ボールを使
用するにあ
たり保育者
がついた方
が良いと判
断し、保育
者2名がバ
ランスボー
ルの場所に
つき全体を
見る職員が
いなかっ
た。

身体の発達
を促してい
くための段
階的な保育
計画を立て
る。ハイハ
イや鉄棒に
ぶら下がる
等の遊びを
乳児期から
積み重ね、
自分の身体
を支える力
が育まれる
ようにして
いく。保育
者配置によ
り、全体を
見れる職員
を立てられ
ないのであ
れば使用す
る遊具の数
を減らすな
ど、配置さ
れている職
員で見られ
る環境設定
をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9260

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.異年齢
構成

36 2 10 24 4 4
16.４
歳

1.男
児

ー 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左示指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員同士
の連携と
声掛けが
足りな
かった

研修だけ
でなく担
任会議や
エリア会
議等で周
知、確認
する

1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290
机に破損
はなかっ
た

テーブル
は安全な
場所に
あったが
さらに配
置を工夫
する

7.その
他

移動する
時間が15
分過ぎて
しまった
ため職員
が焦って
移動を開
始した

時間の確
認をきち
んと行な
う。落ち
着いて行
動する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

雨天時いつ
も使用して
いる保育室
に違うクラ
スが合流し
てきたこ
と、保育者
が慌ててい
たことで本
児も落ち着
きがなくな
り、他児と
違うドアを
小走りで出
ようとした
ときに手前
にある机に
左手人差し
指をぶつけ
てしまった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

時間が過
ぎてし
まってい
たため、
少し焦っ
ていて本
児の動き
に気付か
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

移動せず
部屋に残
る子ども
を見てい
た

2クラスが
合同した
ことによ
り何時も
の時間の
移動が出
来ず職員
が焦って
しまった

子どもの
動きを予
測し広い
視野で見
守りを行
う職員同
士声を掛
け合う

9261

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

47 0 0 0 10 16 21 0 4 4
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左示指中
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

運動能力
の高い児
童が鬼
ごっこを
する場合
の行動予
測が不足
してい
た。

運動能力
の高い児
童の行動
予測及び
観察を強
化する。
川をジャ
ンプして
越える行
為を禁止
すること
を検討す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

バランス
をくずし
そうな不
整地で
あった。

バランス
をくずし
そうな不
整地を整
地する。
また、川
に覆いを
かけるこ
とを検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動能力
の高い児
童が鬼
ごっこを
する場合
の行動予
測が不足
してい
た。

鬼ごっこ
エリアの
限定等を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動能力
の高い児
童であ
り、鬼
ごっこの
際に川を
ジャンプ
して飛び
越えよう
とした。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で見
守ってい
たのは職
員計４
名、事故
現場のエ
リア担当
職員は１
名であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ただし、
バランス
をくず
し、木に
手をぶつ
ける瞬間
は見てい
ない。

ー

それぞれ
の児童の
特性等を
職員内で
共有する
ことが必
要。

9262

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

25 0 0 0 0 0 25 3 3
18.６
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

4

1.基
準以
上配
置

ー

園児同士
の接触等
を防ぐた
め間隔を
広く取
り、保育
教諭の見
守りをさ
らに強化
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ー

園児同士
の接触等
を防ぐた
め間隔を
広く取
り、保育
教諭の見
守りをさ
らに強化
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

園児同士
の接触等
を防ぐた
め間隔を
広く取
り、保育
教諭の見
守りをさ
らに強化
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

移動をし
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・全体を
見守り、
援助をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守り援助
をしてい
た

ー
見守りや
援助等を
強化する

9263

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

22 3 3
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右拇趾基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

子どもた
ちが自身
で太鼓を
運ぶ際
に、一人
ひとりに
対する職
員の配慮
がもっと
必要で
あった。
また、そ
の後の園
生活での
細かな変
化に職員
が気付く
ことがで
きなかっ
た。

園児一人
ひとりの
様子を注
視するこ
と、活動
の場面に
よっては
今以上の
配慮が必
要なこと
を職員間
で再確
認、共有
をした。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 ー

施設に破
損箇所な
どはなく
どこでも
起こりう
ることな
ので、施
設的には
改善策は
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭から
テラスに
あがって
片付けた
ため裸足
であっ
た。

園庭から
室内に入
る際、テ
ラスから
の入室で
はなく下
駄箱に周
り、上靴
を着用し
てから次
の活動に
移るよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と一
緒に太鼓
の片付け
をしてい
た。太鼓
を足に落
としてし
まった後
も園では
そこまで
痛みを感
じなかっ
たらし
く、普通
に歩くこ
とができ
普段どお
りの園生
活を送っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもた
ちと一緒
に太鼓の
片付けを
していた
が、該当
児が太鼓
を足に落
としてし
まったこ
とに気付
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発達的に
配慮の必
要な子に
対しての
支援を
行ってい
たため、
該当児が
太鼓を足
に落とし
てしまっ
た場面に
気付けな
かった。

太鼓を足
に落とす
かもしれ
ないな
ど、考え
られるリ
スクにつ
いて考慮
すべきで
あった。
また、職
員配置を
考えるべ
きであっ
た。

職員配置
の再確
認・再検
討
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9264

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

5 0 0 0 1 1 3 0 4 4
18.６
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

危機管理
について
周知徹底
を図って
いたが、
予知につ
いての認
識に温度
差があっ
た。

研修会を
通じて職
員に対し
て危険予
知を徹底
するとと
もに、園
児に対し
ても危険
予知ト
レーニン
グを取り
入れてい
く。

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボール遊
びとして
バランス
ボールほ
か大小の
ビニール
ボールを
使用して
いた。本
児はバラ
ンスボー
ルを他児
から投げ
られ、柵
に足をぶ
つける原
因となっ
た。

バランス
ボールの
使用につ
いては安
易に取り
入れるの
ではな
く、園児
の数、メ
ンバー構
成等をみ
て、慎重
に検討の
上使用す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール遊
びをする
ことで、
園児同士
がお互い
ボールを
ぶつけあ
うこと
に、熱く
なってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児は５
名であっ
たが遊戯
室で活動
中であっ
た為、本
児が激突
する瞬間
は他の園
児を見て
いたため
気が付か
なかっ
た。その
後本児の
泣き声で
知った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日は、
以上児５
名であっ
たため保
育は担当
職員に任
せ事務作
業をして
いた。

ー

園児の人
数だけで
なく、保
育中どの
ような活
動を取り
入れるか
により、
臨機応変
に職員配
置を検討
する。

9265

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

26 12 14 2 1
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

職員が近
くにいた
が瞬時の
対応が出
来なかっ
た。

危ない時
は職員が
補助対応
をできる
ようにし
ておく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ー

縄跳びを
する時の
注意や予
想される
怪我など
を伝えて
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

成長発達
に合った
あそびの
提供。

近くにい
て危ない
時は補助
対応でき
るように
してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走り縄跳
びをして
いて転倒
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒する
瞬間すぐ
に対応が
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近距離に
いたがク
ラス活動
をしてい
た。

走り縄跳
びに挑戦
していた
際の事故
で、経験
不足だっ
た。

個々への
声掛け

9266

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

20 0 0 0 0 0 0 2 2
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首ひ
び

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12
2.基
準配
置

ー

遊具の約
束を、再
確認し、
子ども達
に伝え
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2 ー

常に子ど
もの動き
に気を配
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

すべり台
の周りに
人口芝を
敷く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すべり台
の側面か
ら、登っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象時の
そばにい
たが落下
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援を必
要とする
子を見て
いたので
その場は
見ていな
かった。

ー

遊具の周
りには、
必ず保育
教諭がつ
く。

9267

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

24 1 1
18.６
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ー

事故（防
災）防止
委員会を
開催し、
事故につ
いての職
員の意識
を高める

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

240 なし
施設・設
備には問
題は無し

7.その
他

室内で
走ってい
た。

子どもた
ちに室内
での過ご
し方を改
めて伝え
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

両手でお
もちゃを
抱えてい
たため、
転んだ際
すぐに手
をつくこ
とが出来
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

走ってい
る本児へ
何度か声
掛けをし
ていた
が、職員
は他の園
児の片づ
けを行っ
ていたた
め本児に
寄り添う
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ学年
のクラス
が隣にあ
り、給食
の片づけ
を行って
いる職員
がいた。

保育室の
環境整備
の管理不
足。

室内での
過ごし方
を改めて
伝え、監
視の仕方
と環境整
備の整え
方を考え
ていく。

9268

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

102 8 15 19 20 20 20 15 15
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨外
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

園庭での
遊び方の
確認と声
掛けを行
う。

1.定期的
に実施

週１
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12

遊具に
登っての
鬼ごっこ
はしない
ルールと
なってい
た。

遊具に
登っての
鬼ごっこ
はしない
ルールに
なってい
たため、
遊具の使
い方の
ルールを
子どもた
ちとまわ
りながら
再確認を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

滑り台で
遊んでい
るときに
は見守り
ながら、
必要に応
じて声掛
けを行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

5歳児数人
と鬼ごっ
こをして
おり、遊
具にの
ぼって滑
り台を滑
り逃げて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員は滑
り台につ
いて見守
りを行っ
ていた
が、危険
を感じ動
いた時に
は間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

反対側が
見えづら
く咄嗟に
動くこと
ができな
かった。

特になし

職員がつ
いていて
も反対側
が見えづ
らいた
め、人数
に応じて2
人体制で
見守りを
行ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9269

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

23 3 4 9 31 30 23 16 15
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折
（右手首
３㎝上）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

6
2.基
準配
置

速足で総
合遊具の
ネット上
を渡って
いた。

慌てず足
元を見て
ゆっくり
歩いて渡
る。両脇
の手すり
部分を
持って渡
るなど、
遊具の安
全な遊び
方につい
て身に付
くまで幼
児に繰り
返し指導
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日１

ネットの
網目に足
先が入っ
てしまっ
たが、安
全既定の
範囲であ
る。

園児への
遊具の正
しい使い
方の指導
日を定期
的に設
け、全園
児(外国
人、未満
児）が理
解できる
ように絵
表示での
明示をす
る。

7.その
他

園児の体
力や集中
力、運動
能力も減
退する時
間での戸
外での遊
具遊び

戸外での
遊び方の
限定（遊
具の使用
を禁止、
室内遊び
の時間を
増やすな
ど）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡をし
起床した
後（15時
30分
頃）、親
が迎えに
来るまで
戸外で遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近距離で
総合遊具
で遊ぶ様
子を見て
いたが、
他児に呼
ばれ振り
向いた際
に事故が
起きた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2人中1人
が他児の
対応で室
内に入る
ことに
なったた
め、対象
児を見て
いた職員
以外の職
員にその
場を頼み
離れた
（15人の
園児に対
し常時二
人体制で
の保育を
行ってい
た。）

遊具の安
全な遊び
方につい
て園児自
身の理解
が十分で
なかっ
た。

総合遊具の危険箇
所や怪我に繋がる
使い方を職員間で
洗い出し共通理解
する。点検の仕方
について職員間で
再度確認し合い、
危機意識向上のた
めの安全指導を実
施する。園児に対
する安全指導日を
設け、安全な遊び
方や生活の仕方に
ついて園児に指導
する。遊具の正し
い使い方、安全な
遊び方を外国籍の
子どもたちにも分
かるようイラスト
付きで明示する。
遊具の正しい使い
方について担任か
ら園児に再度指導
する。ヒヤリハッ
トの職員間の共有
を今後も徹底す
る。

9270

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

21 2 2
18.６
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

ー

ヒヤリ
ハット等
を積極的
に実践し
危険予知
等に心が
ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ー

机や椅
子・棚等
の位置等
を確認
し、園児
の動線上
にある場
合は置き
場所を変
更する
等、安全
な環境作
りを心が
ける。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児が職員
の足の間に
入り職員を
持ち上げよ
うとしたた
め、職員も
やめるよう
に注意し自
分の体が倒
れないよう
にするのが
精一杯で、
近くにいた
他児が足を
引っ張るこ
とを予想で
きなかっ
た。

本児の行
動は危険
であるこ
とをしっ
かり伝
え、他の
子どもた
ちにもこ
のような
場合どう
したらよ
いか問い
かけて考
えたり、
言葉で伝
えること
を確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室で
ブロック
遊びを一
人でして
いた。職
員が他児
と話をし
ているの
を見てふ
ざけて足
の間に
入った。
他児に足
を引っ張
られて転
び方を打
ち痛がっ
て泣く。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室内
で他の子
どもの話
を立って
聞いてい
た。対象
児に背を
向けてい
たため動
きに気付
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
た他の子
どもたち
の様子を
見守るた
め、園庭
にいた。

ー

できる限
り保育室
内の園児
を意識し
て見守る
ようにす
る。

9271

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

43 4 4
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

なし なし
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

210
2.不定期
に実施

210 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

用具の正
しい扱い
方が守ら
れていな
いことに
対する注
視および
注意を
怠った。

保育者は
子どもた
ちの遊び
を常に見
守り、危
険を感じ
たり怪我
に繋がる
と思われ
る行為は
直接、繰
り返し声
を掛け注
意を促し
ていく。
担任にも
状況を伝
え情報共
有するな
どの連携
を図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

今回は柄
の長いス
コップを
右手側に
抱えるよ
うに持っ
て走って
いたとこ
ろ、ス
コップの
先端が地
面に引っ
掛かり、
その反動
で右鎖骨
辺りを強
打しなが
ら転倒し
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

各所に散
らばり園
児たちを
見守って
いた。ま
た注意喚
起の声掛
けや園児
たちと一
緒に遊ん
だりして
いた。今
回の様子
もいつも
の光景で
事故には
繋がらな
いだろう
という気
の緩みが
あったの
かもしれ
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

単独クラ
スで遊ん
でいたた
め、同じ
場所には
いなかっ
た。

ー

危険と思
われる行
為、光景
を目にし
た際には
その後に
起こりう
る状況を
予測し、
躊躇なく
対象児に
声をかけ
回避でき
るように
したい。

9272

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

10 0 0 0 5 3 2 4 4
16.４
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

今後も人
員配置の
基準を満
たし、事
故対応の
研修を定
期的に開
催する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

保育室内
は机と椅
子が並ん
でいた状
況にあ
り、整理
整頓され
障害物も
なかっ
た。今後
も整理整
頓を心が
け、危険
個所がな
いか常に
確認する
視点を持
つ。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

少人数で
の静かな
遊びの保
育中であ
り、特に
なし

夕方の合同
保育中（個
人活動）で
落ち着いた
環境であっ
た。１保育
室における
園児の人数
は適切で
あった。園
児には落ち
着いて行動
するように
常々声かけ
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

椅子に
座って机
上遊びを
していた
ところ、
絵本コー
ナーに移
動しよう
とした。
遊びに集
中でき、
基本的な
ルールは
しっかり
守ること
ができる
児童であ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭
は保育室
全体を見
渡し（18
時の人数
確認を行
うため園
児の状態
確認をし
てい
た）、転
倒現場を
目撃して
いたた
め、直ち
に対応す
ることが
できた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
教諭は、
他の園児
と絵本を
見る、お
ままごと
コーナー
で遊ぶ、
折り紙を
してい
た。これ
らの職員3
人は児の
転倒に直
ちに気づ
いた。

対象児は
好奇心旺
盛のた
め、突発
的な（急
な）行動
をするこ
とがあ
る。子ど
も全般に
言えるこ
とではあ
るが、特
に注視し
て保育し
ていくこ
とが必要
だと考え
る。

合同保育
における
保育教諭
の人数や
保育、事
故対応は
適切で
あった
が、対象
児の発達
段階、好
奇心旺盛
な特徴を
踏まえ、
今後はよ
り注視し
て保育に
あたる。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9273

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

0 0 0 0 40 45 0 11 9
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

手首骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2

1.基
準以
上配
置

ー

突発的な
事故のた
め、防ぐ
ことは難
しいと思
われる

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

ー

落下した
時の衝撃
を抑える
対策をし
ていた
が、少し
硬くなっ
ていた

遊具の下
に人工芝
を敷いた

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

慣れてい
る遊具
だったた
め注意力
が足りな
かった

子どもに
注意喚起
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ぶら下
がって遊
んでいた
が、着地
の際バラ
ンスを崩
してし
まった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス担
任は別の
場所で子
ども達と
過ごして
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊具の近
くで安全
のための
見守りを
していた

降りた時
にバラン
スを崩し
て、腕の
上に体が
のってし
まった

普段なら手
を離しても
うまく着地
するが、こ
の日はバラ
ンスを崩し
てしまっ
た。遊具を
禁止にはで
きないの
で、見守り
の強化をし
ていく

9274

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

34 2 2
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ー

活動を始
める時は
子どもの
ぶつか
り、転倒
を予測し
て落ち着
いた状態
で声をか
ける。ま
た、転倒
しないよ
うに体幹
を鍛えて
いけるよ
うな活動
を増や
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 ー

ヒヤリ
ハット等
は、すぐ
に全職員
に伝え各
クラスで
環境の見
直しをす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ー

床に転倒
するよう
な危険な
物がない
か常に確
認してお
く。活動
を知らせ
る時は、
同じ場所
で集まら
ず色々な
方法で集
まるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担任より
ドッジ
ボールを
すると聞
いて、早
く遊びた
いという
思いが強
く走って
移動し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

注意しな
がら側で
見守って
いたが、
突然ズッ
クの先に
つまずき
転倒した
ため、す
ぐに駆け
寄ったが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

出席児童
の人数を
記入する
ため、事
務所に
行ってい
たため、
見ていな
かった

ー

慌てやすいと
いう子どもの
特性を理解
し、落ち着い
て行動できる
よう保育教諭
が側につき、
走ったり急い
だりしなくて
も良いことを
繰り返し知ら
せる。また、
声掛けも工夫
していく必要
がある。毎日
の保育の中で
体幹を鍛える
ことが出来る
ような活動を
増やす。

9275

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

2.1歳児ク
ラス

18 6 6
13.１
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

4

1.基
準以
上配
置

ー

子どもの
成長発達
に合わせ
て、側に
ついて安
全面の見
守りを実
施してい
るが引き
続き注意
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 ー

安全な場
所だから
と過信せ
ず、常に
子どもの
動きに気
を配る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

散歩から
帰ってき
た時、通
常使用す
る出入り
口ではな
く正面玄
関から園
舎に入っ
た。（散
歩のルー
ト上それ
が最短で
あった）

散歩の
ルートを
決める際
に、距離
以外の要
因も考慮
するなど
安全を第
一に考え
決定す
る。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

いつもよ
り長い距
離を歩い
ていたの
で疲れて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
後方から
歩いてい
る様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玄関に到
着してか
ら職員が
数人ずつ
連れて部
屋に入っ
ていた。
担当者・
対象児の
近くには
職員はい
なかっ
た。

園児が靴を
片付けるた
めに靴を
持って廊下
を歩いてい
た。玄関で
靴を脱いで
保育室まで
歩いていた
が、対象児
はもともと
歩行のバラ
ンスがよく
なく靴下を
履いていた
ため滑りや
すかったの
で転倒した
と考えられ
る。

靴を持た
ない。室
内シュー
ズを履
く、素足
になるな
どの対応
をする。

9276

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

24 3 3
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨端
線損傷
左小指若
木骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

活動場面
が多く、
個々の把
握ができ
にくい状
況にあっ
た。

全体が把
握できる
ように努
める。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし

事故が発
生しない
ように、
引き続き
点検整備
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リレーや
虫捕り等
それぞれ
好きな遊
びをして
おり、対
象児を見
ていない
場面が
あった。

全体が把
握できる
ように努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達数人
とリレー
や虫捕
り、固定
遊具など
好きな遊
びをして
いて指の
痛みを訴
える。指
を動かす
ことがで
き、リ
レーをし
てから痛
くなった
が原因は
わからな
いと話
す。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見て
おり対象児
を特定して
見ていな
かった。話
を聞くと、
リレー後痛
くなったが
原因はわか
らないと話
す。指を動
かすことが
できたため
冷却し湿布
を貼り経過
観察をす
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児にか
かわって
いた。

痛みは訴
えたが友
達に指を
反り返さ
れたこと
は話さな
かった。

痛みがあ
る等、体
に不調を
感じた時
は必ず知
らせるよ
うに再確
認・再指
導する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9277

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

90 30 30 30 8 8
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨園
医端骨折
（若木骨
折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12

1.基
準以
上配
置

ー

事故につ
いて職員
間で共有
し、けが
防止のた
めの意識
を常に持
つように
心がけ
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ー

地面の状態
は物が落ち
ていたりな
どの障害と
なるものは
なかった。
とはいえ本
児の様子か
ら事前に声
をかける等
の関わりが
必要であっ
たかもしれ
ないという
視点を忘れ
ないように
したい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

周りの遊
びの状況
や園庭
（地面
等）の状
況等安全
に遊べる
状況であ
るかを見
極め必要
に応じて
判断し対
策・実行
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日、登
園の様子
や遊び始
めの様子
は普段と
は変わら
なかっ
た。走っ
ている様
子も楽し
んでいる
様子だと
認識して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐそば
を走り抜
けた対象
児の様子
を見守っ
ていた
が、その
先で転
び、いつ
ものよう
に立ち上
がった対
象児から
痛みを訴
えられ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
も当該園
児の走る
様子は見
ており、
転んだ際
近くにい
た職員の
傍に行っ
たことも
確認して
いる。

ー

周りの遊
びの状況
や、子ど
もの体の
使い方や
動きを極
め必要に
応じて判
断し声を
かけるな
どの対応
を実行し
ていく。

9278

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

40 3 3
15.３
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左拇指打
撲傷

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12

1.基
準以
上配
置

ー

事故につ
いて職員
間で共有
し、けが
防止のた
めの意識
を常に持
つように
心がけ
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ー

水筒の置
き場所を
個人ロッ
カーから
机に変え
た。しば
らくは担
任が見守
り子ども
たちがス
ムーズに
お茶を飲
み、次の
活動に向
かえるよ
う必要に
応じて手
助け等し
ながら関
わって
いった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

保育室の環
境等につい
ては、事故
だけでなく
子どもの動
線を十分に
考え、興味
関心そして
遊びの充実
のための配
慮ができて
いるかとい
う視点が必
要で、職員
の気付きや
改良に向け
ての実行が
必要であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園して
からの様
子は普段
と変わら
ず、設定
保育が始
まるとい
う職員の
声掛けに
も反応
し、自ら
水筒のお
茶を飲も
うと行動
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員は当
該園児が
声掛けに
反応しな
がらもそ
の意味が
分かっ
て、次の
行動の前
に水分補
給しよう
とする姿
を信頼し
て見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
たところ
にクラス
担任もお
り、園児
とその傍
に職員が
いること
を認識し
ていた。

ー

子どもの
動きを細
やかに見
ながら、
自主性と
達成感を
十分に確
保しなが
らもケガ
や事故に
つながら
ないよう
必要に応
じて関
わってい
く。

9279

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

19 3 3
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

室内での
遊びに夢
中にな
り、気持
ちが高揚
してい
た。

気持ちが
高揚し、
室内で走
る等の姿
が見られ
た場合は
こまめに
声をかけ
るなど遊
び方を気
にかけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

12 なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

簡易的な
乗り物や
粗大遊び
用の段
ボールな
ど、多く
の玩具が
室内に出
ていた。

子どもた
ちに声を
かけ保育
教諭自身
も使用し
ていない
玩具を整
頓し、室
内のス
ペースを
確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

積み木や
段ボール
を使用し
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と絵
本を読み
関わって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と関
わり、ま
まごと遊
びに参加
したり保
護者対応
を行った
りしてい
た。

職員は室
内の各所
に配置し
ていた
が、事故
当時各職
員が周囲
の子のみ
に意識が
集中して
しまって
いた。

子どもと
関わる保
護者と対
応をする
際にも、
全職員が
室内全体
を常に意
識し危険
がないか
注視す
る。

9280

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

　 12 24 20 3 3
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

ー
2.基
準配
置

基本的な職
員配置数は
問題ないと
思われる
が、事故が
発生した状
況・時間帯
を考慮する
と全ての園
児を見守れ
る職員配置
状況ではな
かった。事
故予防マ
ニュアル及
び事故予防
研修の欠落

その時々の
環境に応じ
た柔軟性の
ある職員配
置を事故予
防マニュア
ルに反映す
る。事故予
防研修等を
実施しリス
クマネジメ
ントについ
て全職員間
で共通理解
を図り、事
故防止に向
けた取り組
みを強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

使用後に
その都度
実施

遊具が要
因となる
ものは無
いものと
思料す
る。

可能であ
れば、遊
具周りに
緩衝材に
なり得る
ラバー
マット等
の処置、
または遊
具等の撤
去を検討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りの
ための職
員は規定
数配置は
している
が、お迎
えの時間
であるた
め、配置
職員は保
護者対応
に追われ
ていた。

固定遊具へ
の確実な職
員配置によ
る見守り体
制の強化、
及び活動内
容によって
は見守りが
出来なくな
るような場
面を各種考
察し、園長
を核心とし
て、組織全
体でリスク
マネジメン
トに取り組
む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎えに
来られた
保護者の
対応中

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えに
来られた
保護者の
対応中

自由遊び前
の園児への
安全な遊具
使用法・約
束事項等の
周知不足。
園児の危険
な行動を予
測しきれな
かった（す
べり台滑走
面を下から
登る等）。
園児の発達
段階に応じ
た見守り体
制の不備

活動範囲
や活動内
容に配慮
し、常に
園児の動
きや様子
を把握で
きるよう
職員間で
連携し同
種事故再
発防止を
図る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9281

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

36 36 2 1
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈尺骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

戸外遊び
の中で、
全体的な
見守りが
職員間で
不足して
いた

子供の動
きを見な
がら立ち
位置に気
をつけ
る。（特
に大型遊
具の危険
箇所につ
いては職
員が注意
を払い見
守りを
行って行
く）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

地面から
遊具上ま
での高さ
が165cm。
登った上
部箇所が
円状の斜
面になっ
ており足
場の安定
が図れな
かった。

高さがあ
り、足場
が安定し
ない箇所
は登らな
いよう
に、園児
に説明し
園庭内で
も声掛け
注意を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段の遊び
の中で木製
遊具の上部
に登る子は
いたが注意
を促す程度
の声かけで
あり、上部
までは登っ
てはいけな
い等の約束
はしていな
かった。対
象児が競い
合いながら
登っていた
最中の動き
を職員がみ
ていなかっ
た

戸外遊び
の約束に
木製遊具
の上部に
は登らな
い事を加
える。子
供の動き
を見なが
ら職員の
立ち位置
に気を付
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と競
い合いな
がら木製
遊具の上
部へ登
る。後方
にいた友
達の頭が
臀部にあ
たり前方
へ転落。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭内に
はいたが
対象児よ
り少し離
れた場所
に居た
為、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。木製
遊具付近
を通りが
かり対象
児の転落
を発見し
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
近くには
いたが、
別の園児
の対応中
であり、
対象児の
動きに気
づいてい
ない。

戸外遊び
の中で、
全体的な
見守りが
職員間で
不足して
いた

子供の動
きを見な
がら立ち
位置に気
をつけ
る。（特
に大型遊
具の危険
箇所につ
いては職
員が注意
を払い見
守りを行
う）

9282

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

33 6 5
16.４
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

袖を下ろ
そうとブ
ランコか
ら手を離
したた
め。

遊具の使
い方を子
ども達と
確認し、
安全に使
えるよう
にする。

1.定期的
に実施

毎日確認
1.定期的
に実施

毎日確認
1.定期的
に実施

毎日確認
ブランコ
の使い方

ブランコ
に乗って
いる時は
手を離さ
ない等、
ケガにつ
ながりそ
うな行為
を予測し
伝えたり
職員の見
守りの位
置の確認
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びが終
わり片付
けの時間
となり、
子ども達
も片付け
や部屋に
帰ろうと
するなど
様々な行
動をし始
めてい
た。

ケガにつ
ながりそ
うな行動
をしてい
る時は、
声を掛け
ケガを防
げるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
に乗って
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子の
外遊びの
様子も一
緒に見な
がら、ブ
ランコ近
くで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
の場所で
子どもの
遊びの様
子を見
守ってい
た。

子どもの
様子を見
守りつつ
も給食の
時間にな
り、片付
けること
を子ども
達に伝え
たり片付
けたりし
ていたた
め。

遊びが終
わること
を伝えな
がらも、
子どもが
使用して
る遊具か
ら離れた
ことを確
認する。

9283

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

24 3 2
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

ー

当該事故
の要因と
は考えに
くい。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ー

当該事故
の要因と
は考えに
くい

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コートが
丸く小さ
かったた
め逃げる
場所とし
て子ども
たちの動
きがバラ
バラに
なってし
まうこと
につな
がってし
まった。

コートを
円ではな
く四角
に、また
もう少し
広くとれ
ばよかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転がし
ドッジ
ボールの
円のコー
トの中に
いて、他
児と一緒
に外部講
師が転が
すボール
から逃げ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

コートを
丸く描き
自分は外
野でボー
ルを投げ
ていた。
中にいた
子はボー
ルや友だ
ちを見
て、避け
るように
声掛けを
していた
が転んで
しまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児は目の
前にいて、
逃げる様子
が視界に
入ってい
た。外部講
師がどこに
ボールを投
げるか予測
がつかな
かったた
め、外部講
師の動きに
集中してい
た。

ドッジ
ボール
だったた
め、子ど
もたちを
せかして
しまっ
た。

本児はもと
もとドッジ
ボール等体
を動かして
遊ぶのが苦
手なため、
普段の遊び
の時から無
理なく誘っ
ていく。ま
た、補助に
入る際は外
部講師との
事前の打ち
合わせが必
要。

9284

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

49 25 24 5 4
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

でこぼこ
した歩き
慣れてい
ない道を
歩いてい
たが、先
頭職員の
歩くス
ピードが
速かった
為、本児
が追いつ
こうと
走ってし
まった。

時間に余
裕を持
ち、全体
の歩く速
さを考え
ながら歩
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240 園外保育

園外保育
前の現地
事前確認
の際の危
険箇所の
チェック
の徹底。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

先頭職員
の歩くス
ピードが
速くなっ
てしまっ
た。

全体の歩
く速さを
考えなが
ら歩く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時や
行きのバ
スの中で
は普段と
変わらな
い様子。
現地で
は、ぼこ
ぼこした
道や急な
斜面等歩
き慣れて
いない道
を歩いた
為、転ぶ
姿が何回
か見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
後ろを歩
いていた
職員との
距離は5m
ほどあい
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児よ
りも先に
転んで泣
いていた
園児がい
た為、そ
ちらに注
目してい
た。

職員同士
の伝達不
足があっ
たかもし
れない。

職員同士
が声を掛
け合いな
がら歩
く。
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9285

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

21 3 3
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折
（左腕）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

職員配置
は基準以
上であっ
たが、児
童の行動
範囲（畑
と中央園
庭）が広
く職員の
監視体制
に曖昧な
部分が
あった。

児童の遊
んでいる
場所を明
確に把握
し、職員
の配置・
監視体制
をしっか
り整え安
心安全に
遊ぶ。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240

遊具に危険
箇所はな
かったが、
デッキから
ジャンプし
て飛び降り
た為安全な
遊び方では
なかった。
遊び方が間
違っている
と大きな事
故や怪我に
つながるこ
とも児童に
しっかりと
伝えられて
いなかっ
た。（危険
予知と危険
回避）

児童の意欲
や興味をく
み取りなが
らも怪我や
事故に繋が
る危険な行
動について
は臨機応変
に対応す
る。場合に
よっては別
の遊び方を
促す等安全
な環境の下
で遊べるよ
う配慮した
り、事前に
園庭遊びで
の約束事等
を伝えたり
しておく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複合遊具
のデッキ
部分から
ジャンプ
して飛び
降りたた
め、遊具
本来の遊
び方とは
違う形と
なり怪我
につな
がったと
考えられ
る。

危険箇
所・危険
行動を予
測し、安
全で正し
い遊具の
使い方を
再度見直
してい
く。子ど
もの年
齢、発達
等を考慮
したうえ
で子ども
たちに危
険性を伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

高所（遊
具のデッ
キ）から
ジャンプ
をして飛
び降りる
ことが楽
しく「先
生、見て
てね」と
声をか
け、でき
ることを
認めて欲
しい気持
ちがあっ
た。友だ
ちと一緒
に繰り返
しジャン
プするこ
とを楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具には
１名の職
員が監視
としてつ
いていた
が、ネッ
トをはさ
んで反対
側にいた
ため落下
を防ぐこ
とが出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

中央園庭
の隅にあ
る畑で作
業をして
いたた
め、見て
いなかっ
た。

畑で冬野
菜の種ま
きをし、
終わった
子から園
庭にて自
由遊び
だったた
め、曖昧
な監視体
制のもと
遊ぶこと
になって
しまっ
た。

活動の切
り替え場
面でも、
声を掛け
合いなが
ら職員の
配置を明
確にす
る。子ど
もの動き
を予想し
転落等を
考慮した
立ち位置
につく。

9286

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

18 5 5
14.２
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘上の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

5

1.基
準以
上配
置

戸外から
帰ってき
て入室し
ていた時
間の為、
付近にい
た職員が
少なかっ
た。また
近くにい
た職員も
床に座っ
ていて咄
嗟に動く
ことがで
きなかっ
た。

今後はク
ラス内に
職員が２
人以上い
て、１人
は滑り台
から手の
届く距離
につける
時のみ滑
り台を使
用するこ
ととす
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300

滑り台や
押し車な
ども常に
使えるよ
うになっ
ていたた
め、室内
で走り
回ったり
他児を追
いかけよ
うとした
りするこ
とが増え
ていた。

職員が配置
できないと
きは滑り台
を使用でき
ないように
した。園児
の様子とし
ては、広く
なって見通
しがよく
なったこと
で机上の遊
びに興味を
持ったり、
落ち着いて
遊べる姿が
見られるよ
うになって
いる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

先に降り
た他児の
後につい
ていきた
い気持ち
が強く、
急いでい
たように
思う。

近くで見
守る職員
を配置
し、足元
に十分注
意するよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスに
ある滑り
台にの
ぼって遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
が座って
保育して
いたた
め、すぐ
にかけつ
けられる
状況では
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の保
育をして
いて滑り
台の方に
目が行き
届いてい
なかっ
た。

滑り台か
ら落ちる
事例は今
までも
あったた
め、対策
のために
カバーを
つける話
は出てい
たが、他
業務を優
先してい
て間に合
わなかっ
た。危険
という意
識が低
かった。

早急に滑り
台カバーを
完成させ設
置。当事故
を元に詳し
く話し合
い、遊具の
危険や保育
の体制につ
いて見直し
た。今後も
定期的に話
し合いをす
ることを決
め、怪我に
対しての意
識を変えて
いく。

9287

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

39 2 2
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

随時
2.基
準配
置

午前中、
保育室内
での活動
だったた
め、園外
に出た時
活動が活
発になっ
た。

保育活動
の時間配
分に配慮
する。援
助の必要
な個所(特
に固定遊
具)には保
育者の配
置を考慮
する。マ
ニュアル
の改善に
取り組
む。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

毎日

落下地点
が砂地で
あり、年
長児の中
でも雲梯
を渡る園
児が少な
いため下
にクッ
ション等
を敷いて
いなかっ
た。

マットを
敷く。遊
びの前に
毎日、固
定遊具を
点検す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯が上手
に渡れるよ
うになり挑
戦する気持
ちが強く、
園庭へ出る
とすぐに雲
梯を渡りは
じめたが、
保育者が気
持ちを落ち
つかせる必
要があっ
た。保育者
の静的活動
と園庭の動
的活動の時
間配分を考
慮しなけれ
ばならな
い。

保育者が
園児に
「ゆっく
り、しっ
かりつか
まって」
など落ち
ついて活
動できる
ように言
葉かけを
し手を添
えられる
位置にい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
楽しんで
いる雲梯
を2回3回
とくり返
し挑戦し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
いたはん
とう棒ジ
ム付近の
鉄棒で逆
上がりを
していた
他児の補
助をしつ
つ、対象
児に「す
ごいね！
上手だ
ね」と声
をかけて
いたがす
ぐに援助
できる位
置にはい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園舎入口
付近の砂
場にて遊
びに入り
つつ、全
体の動き
を監視し
ていた。

対象児と
やりとり
をしつつ
も、鉄棒
の危険性
の方を重
要視し個
別に支援
していた
ため、補
助に入れ
なかっ
た。

鉄棒の補
助に入っ
ている時
は、他固
定遊具の
遊びの使
用を限定
し、保育
者が手を
添えられ
る状況で
遊ぶよう
声掛けを
する。

9288

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

50 2 8 9 16 15 10 9
15.３
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

初診では
左腕捻
挫、再受
診で左橈
骨遠位端
骨折と診
断され
る。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

バランス
を崩した
ときに、
すぐに対
応できる
ように対
象児に触
れていな
かった。
足がつか
ない高さ
でぶら下
がってい
た。

運動をす
ることに
慣れてい
ない3歳児
が遊ぶ時
は、マン
ツーマン
で動きを
見るよう
にする。
ぶら下っ
ている時
にはすぐ
に支えら
れるよう
に体に触
れている
ようにす
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

慣れてい
ない高さ
にぶら下
がった。

年齢や運
動神経に
応じてぶ
ら下がる
高さを決
める。腕
力のない3
歳児以下
は足がつ
く高さに
ぶら下が
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

仲良しの
友達が
淡々と繰
り返しこ
なして遊
んでいる
様子に、
懸命につ
いて行っ
ていた。

友達の
ペースに
合わせて
いたら、
慌てるこ
とのない
ように動
きを緩め
るよう声
をかけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近は、
体をくぐ
らせてぶ
ら下がる
ことを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばにい
て対象児
と他児を
見ていた
が、ぶら
下がって
いた対象
児が着地
する瞬間
には間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいる
他児に怪
我やトラ
ブルがな
いか対応
していた
ため、間
に合わな
かった。

マンツー
マンの対
応ではな
かった。

腕力がな
い園児が
遊ぼうと
する時
は、いつ
でも支え
られるよ
うに体に
触れてい
るように
する。一
人ずつぶ
ら下がっ
て降りる
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9289

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

72 41 31 4 4
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

部屋に入
る声掛け
をしてお
り、鉄棒
の所に目
がなかっ
た。

片付けの
際は、最
初に鉄棒
を片付け
る。鉄棒
を行う時
は寄り添
うように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

鉄棒や
マットに
は問題は
なかっ
た。

鉄棒や
マットを
出す時に
安全性を
確認す
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

近くで見
守る保育
教諭がい
なかっ
た。

鉄棒を行
う際は、
寄り添う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前回りを
する時、
手を離し
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもた
ちに部屋
に戻るよ
う声を掛
け、全体
を見回っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋に入
るのを見
守りなが
ら園庭環
境の点検
を促して
いた。

側に保育
教諭がい
なかっ
た。

部屋に入
る際は、
鉄棒を最
初に片付
ける。鉄
棒の際
は、近く
で見守
る。

9290

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

　 19 2 2
17.５
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左第5指骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4
2.基
準配
置

ボールを
追いかけ
て交差し
てしまっ
た。

ボールを
とるとき
に滑り込
まないよ
う指導す
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12

ボールの
取り合い
の際の
ルールが
決まって
いなかっ
た

ボールの
取り合い
の際の
ルールを
決める

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールに
集まりす
ぎないよ
う声掛け
をするべ
きだっ
た。

交差しな
いこと・
ボールに
集まりす
ぎないよ
う声掛け
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも集
団遊びに
参加して
いない
が、集団
遊びに参
加してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

コートか
ら離れた
所での
ボールの
取り合い
をしてい
たため近
くにいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

コートか
ら離れた
所での
ボールの
取り合い
をしてい
たため近
くにいな
かった。

ボールに
集まりす
ぎないよ
う声掛け
をするべ
きだっ
た。

交差しな
いこと・
ボールに
集まりす
ぎないよ
う声掛け
をする。

9291

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

5.4歳児ク
ラス

15 27 3 3
16.４
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕橈
骨尺骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

10
2.基
準配
置

見守りの
現場を離
れる時に
他の職員
に声をか
けないで
その場を
離れてし
まった。

必ず声を
かけ相手
の了解確
認が取れ
てからそ
の場を離
れるよう
による。

1.定期的
に実施

14
1.定期的
に実施

14
2.不定期
に実施

12 ー

鉄棒の下
に衝撃を
和らげる
マットが
敷いてあ
りハード
面でのこ
れ以上の
改善策は
考えてい
ないが、
ソフト面
の強化を
図る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

同じ環境
の中で遊
ぶ時の職
員の見守
り体制

他クラス
との協力
的見守り
が必要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒に腰
を掛ける
遊びを本
児が希望
し職員の
補助のも
と行って
いた。一
人で行わ
ない約束
わ守ら
ず、一人
で挑戦し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ園庭
内で園児
のトラブ
ルが起こ
り対応す
るため
に、本児
に一人で
鉄棒をし
ない約束
を再確認
し、その
場をはな
れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他園児の
対応のた
め対象児
をみてい
なかっ
た。

対象児が
約束を守
り鉄棒を
していな
いと思い
込んでし
まった。

思い込みだ
けで行動を
予測するの
ではなく、
思いがけな
い行動をす
ることも考
え、見守り
が特に必要
な場所なら
その場を離
れる時は、
他の教諭に
声をかけを
し見守りを
交代しても
らう

9292

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

23 0 0 0 0 0 23 2 2
17.５
歳

2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定期
的に実
施

24

1.基
準以
上配
置

ー
事故予防
の研修を
する。

1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293
2.不定期
に実施

293 ー

階段の終
わりがわ
かるよう
に、一階
にカラー
テープを
貼る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー

階段の一
番下の段
には手す
りがない
ので最後
まで気を
つけて降
りるよう
声をかけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

階段下で
対象児が
階段を降
りてくる
のを見て
いたが、
転倒を止
められな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

列の最後
尾から対
象児の動
きを見て
いた。

ー

階段の一
番下は手
すりがな
いので気
をつける
よう伝え
る。

9293

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

23 2 2
15.３
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

保育教諭の
配置基準は
満たしてい
たものの、
保護者対応
と他児の対
応が重なり
見守りに抜
けが出来て
しまった。
また園児の
突発的な転
倒が予測困
難であっ
た。

保育教諭
の役割分
担と配置
について
検討、見
守りが欠
けない体
制づくり
をしてい
く。子ど
も達へ室
内での過
ごし方を
指導して
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365 特になし

ハード面
に起因す
る事故で
はないた
め、記入
事項なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守り職
員の配置
場所と環
境設定に
検討の余
地あり

自由遊び
中、保育
教諭の目
が行き届
く体制づ
くり
園児への
玩具遊び
指導　椅
子の座り
方の指導
をしてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の様子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児対応
中であっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えに
きた保護
者対応中
であった

保育教諭
の役割や
配置につ
いて検討
の余地あ
り

見守り職
員の役割
や配置を
明確化
し、配置
から離れ
る場合に
は他の保
育教諭へ
声をかけ
るよう、
見守りが
欠けない
体制づく
りをして
いく

9294

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

10 8 2 2 2
15.３
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

同じこと
を起こさ
ないよう
再度リス
クマネジ
メントに
ついて話
し合い、
屋上園庭
での遊び
方につい
て対策を
講じる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

施設・遊
具・玩具
の安全点
検をしっ
かり行
い、修繕
の必要が
あれば業
者に連絡
して早急
に修繕し
てもら
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

延長保育
の際、保
育教諭が
普段担当
している
クラスの
子以外も
見守るこ
とがある
ので、普
段から子
どもの性
格や特性
なども把
握してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会を
経験し、
トラック
を走るこ
とに興味
を持ち、
かけっこ
をしてい
ました。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
後ろから
走ってい
たが、対
象児が転
ぶ瞬間に
近くまで
駆け寄っ
たが間に
合わな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で他
の子ども
達のこと
も見守っ
ていまし
た

対象児が
両手を広
げて走っ
ていまし
た。

走る時は
手を広げ
て走らな
いこと・
手を広げ
て走る際
は直線を
走り、隣
の子と距
離をとっ
て走るこ
とを確認
しまし
た。
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実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9295

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

4.3歳児ク
ラス

2 2 1 1
15.３
歳

2.女
児

ー 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

随時

1.基
準以
上配
置

子どもの
姿を予測
し、職員
が園児の
移動前に
移動する
際は走ら
ずに歩く
ことを伝
えられな
かった。

子どもの
姿を予測
し、怪我
に繋がる
ような行
動を事前
に止めら
れるよう
に、終礼
や会議な
ど定期的
に議題に
あげ園内
で話し合
うように
する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 特になし 特になし
7.その
他

保育士が
園児の移
動前に、
移動する
際は走ら
ずに歩く
ことを伝
えられな
かった。

移動する
際は走ら
ずに保育
士と一緒
に歩いて
自分のク
ラスに戻
るように
しっかり
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
元気な様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児と共
に移動し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
のクラス
へ移動中
であっ
た。

保育士が
園児が移
動前に、
移動する
際は走ら
ずに歩く
ことを伝
えられな
かった。

園児に移動
する際は走
らずに歩く
ことを伝え
るととも
に、各クラ
スでも子ど
もたちに移
動時の行動
について話
をする。今
後も子ども
の姿を予測
し、怪我に
繋がるよう
な行動を事
前に止めら
れるように
する。

9296

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

40 5 4
18.６
歳

2.女
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭骨
折、左手
関節挫傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

10

1.基
準以
上配
置

事故防止
に関する
研修内容
の不足

事故防止
に関する
研修内容
の更なる
充実

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1

遊具の破
損等に起
因する事
故ではな
いが、定
期的な点
検は必要

遊具点検
に係る
チェック
項目表に
基づき、
照合しな
がらの点
検を実施

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭の広
いエリア
で遊んで
いたた
め、職員
の見守り
や声掛け
が不十分

遊ぶエリ
アを限定
するな
ど、適切
な見守り
等ができ
るよう配
慮

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒にぶ
ら下がっ
たりしな
がら、い
つもどお
りの遊び
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くにあ
る別の遊
具で他の
園児の補
助をしな
がら、当
該園児の
遊びの様
子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭内で
遊んでい
る園児の
状況に応
じて、分
散して園
児の補助
をしなが
ら様子を
見守って
いた。

園庭の広
いエリア
で遊んで
いたた
め、職員
の見守り
や声掛け
が不十分

職員の配
置人数を
増やすな
ど、適切
な見守り
等ができ
るよう配
慮

9297

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等)

6.5歳以上
児クラス

18 2 2
18.６
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ー
保育者の
位置の確
認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12

板や丸
太、タイ
ヤやベン
チなど動
かせる教
材等の使
い方の確
認。

担任と支
援員間で
連携を取
り、固定
されてい
ない上記
のような
教材が安
全に使わ
れている
かを園児
の動きや
位置が確
認できる
配置を取
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ー

担任と支
援員間で
連携を取
り、園児
の位置や
動きが見
える配置
を取る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と体
を動かし
て遊ぶの
が好きで
ある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お楽しみ
会のパー
ト練習を
子ども達
としてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外にい
た子ども
達全体の
遊びを見
ていた。

ー

担任と支
援員間で
連携を取
り、園児
の位置や
動きが見
える配置
を取る。

9298

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

89 1 4 1 29 27 27 9 8
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足中足
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

24 なし なし
7.その
他

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

親子遠足
のため保
育教諭は
全体を見
廻ってお
り、ふわ
ふわドー
ムで遊ん
でいた姿
は見てい
た。保護
者が少し
離れたと
ころから
見てい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

親子遠足
のため保
育教諭は
全体を見
廻ってお
り、ふわ
ふわドー
ムで遊ん
でいた姿
は見てい
た。保護
者が少し
離れたと
ころから
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

親子遠足
のため保
育教諭は
全体を見
ていた。
ふわふわ
ドームで
遊んでい
る姿は見
ていた。
事故発生
時は少し
離れたと
ころから
保護者が
見てい
た。

なし なし

9299

令和
5年3
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

27 5 22 2 2
18.６
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左の肘と
手首の間
の尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

ー
2.基
準配
置

ー

これから
も子ども
の人数や
動き、発
達、活動
内容等に
合わせ、
職員のつ
く人数を
考えてい
く。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 ー

今後も安
全点検を
行いなが
ら、危険
個所があ
れば事前
に対応で
きるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前回転ん
だ際に骨
折した事
もあり、
その箇所
をかばい
手がつけ
なかった
可能性が
ある。ま
た、普段
から転び
やすいお
子さんで
ある。

跳び終えた
後も縄の位
置を意識し
抜けれるよ
う声掛けを
していく。
転んだ際に
手が出るよ
う骨折が
治ったら四
つ這いや高
這い等で移
動する遊び
や前回り等
手をつく遊
びを取り入
れていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
く、大繩
を飛んで
いたが、
周りで子
どもたち
が応援し
ている
中、引っ
掛かった
ことによ
り、恥ず
かしさか
らか、急
いで出よ
うとする
様子が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大繩を回
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

大繩を回
してい
た。

本児が転ぶ
際、縄は止
まっており
全体的に床
についてい
る状況で
あったが、
職員が縄を
持ったまま
だったこと
により職員
側（園児が
抜けていく
方向）が
引っ掛かり
やすい状態
になってい
た。

本児が
引っか
かった
際、すぐ
に縄を離
せば、今
回のよう
な転倒は
防げた可
能性があ
る為、子
どもが
ひっか
かった際
はすぐに
縄を離す
ようにし
ていく。
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【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9300

令和
5年3
月30
日

13.子育て
援助活動
支援事業
（ファミ
リー・サ
ポート・
センター
事業）

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

援助
会員
１名

援助会員
１名

17.５
歳

1.男
児

なし

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕上腕
骨顆状骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2回/年
2.基
準配
置

久しぶり
のサポー
トのため
子供の成
長が著し
く、子供
の成長に
合わせた
危険予知
の意識が
不足して
いた。

危険予知
意識を常
に持てる
よう、自
転車送迎
時の手順
書を作成
する。

ー ー ー ー ー ー

週明けの
サポート
の為荷物
が多かっ
たこと、
子どもの
体重が自
転車の
チャイル
ドシート
の適用体
重よりも
超過して
おり重量
が耐えら
れなかっ
た為。

今後自転
車を使用
する場合
には手順
書に沿っ
て対応す
る。自転
車での対
応ができ
ない場合
は徒歩で
の送迎を
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
体重と荷
物の重さ
に考慮し
た上での
自転車の
危険の意
識が不足
してい
た。

自転車送
迎時の危
険意識を
高めてい
く働きか
けを会員
へ行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動的な
男の子で
あり援助
会員が転
倒しない
様必死に
支えてい
たが、支
えきれず
転倒して
しまい背
もたれの
部分と左
腕を挟ん
でしまっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

援助会員
の自転車
の子乗せ
部分に子
どもを乗
せた際、
転倒しな
いよう支
えていた
が、支え
きれず転
倒してし
まった。
その後す
ぐに保護
者に連絡
し病院に
同行し
た。

ー ー なし

援助会員は体
力に不安があ
るようであれ
ば無理に自転
車での送迎は
行わず徒歩で
の送迎を提案
するよう保護
者と連携して
いくことや、
子どもや荷物
を載せる際の
注意点を手順
書に記載し安
全対策を徹底
していく。ま
たセンターは
安全意識を高
めるための
フォローアッ
プ研修を定期
的に行う。

9301

令和
5年3
月30
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

27 12 6 9 4 3
16.４
歳

1.男
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

ー てんかん ー
1.あ
り

2.不定
期に実
施

1回/年
2.基
準配
置

その当日
の朝にけ
いれんを
起こして
いたこと
を担任に
保護者か
ら伝えて
もらえな
かった。

保護者へ
もう一度
ご家庭の
様子を担
任に伝え
て頂く事
と、職員
からも朝
にお受け
入れの時
に声をか
けるよう
に改善す
る。

1.定期的
に実施

1回/年
2.不定期
に実施

1回/年
1.定期的
に実施

毎日

活動に
よって玩
具のロッ
カーの位
置を変え
ていた。

着替えの
場合は着
替えてい
る場所を
必ず固定
して決め
ておく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体操服か
ら普段着
に着替え
る場所が
他の年齢
とかぶっ
ていた。

他の年齢
と違う活
動だった
ので、3歳
児だけ固
まって別
の場所で
の着替え
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの登園
で特に保
護者の方
からの申
し送りな
どなく普
段と同じ
ように過
ごした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

着替え
中、男の
子女の子
分かれて
着替えて
いたた
め、担当
職員は女
の子の着
替えるス
ペースで
子どもた
ちを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
(男性職
員）を含
め当該園
児の近く
で見守
り、もう
一人の職
員は同じ
部屋で配
膳を行お
うとして
いた。

ー ー

9302

令和
5年3
月30
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

10 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 1 4 1 4 4
17.５
歳

1.男
児

本児は偏食
があり、園
でも家庭で
も白米・う
どん・鮭・
から揚げ・
ポテトなど
しか食べ
ず、病院で
も5歳児の骨
折にしては
栄養不足で
あると言わ
れたとの
事。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨・尺
骨　骨幹
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12回/年

1.基
準以
上配
置

新規入社
職員がい
た。(本児
とは初対
面)

特性を理
解し関わ
る職員を
配置す
る。本児
と関わる
担当を決
める(正規
職員）

1.定期的
に実施

1回/週 3.未実施
固定遊具
なし

1.定期的
に実施

1回/週

午睡中の
未満児が
別室にい
た為、広
い空間の
部屋で遊
んでいた
ことで勢
いよく走
ることが
できス
ピードに
乗って
滑った。
床が滑り
やすかっ
た。

落ち着い
て遊べる
玩具や環
境を整え
る。床に
クッショ
ン性のあ
るマット
を敷き詰
める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

未満児が
午睡をし
ている
間、本児
も座って
遊べるよ
うに働き
かけをし
ていた
が、2名ほ
ど起きて
きたため
嬉しくな
り走り出
してし
まった。

室内での
過ごし方
を工夫す
ると共
に、本児
に対して
の働きか
け方を職
員間で統
一してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ブロック
で本児が
作成した
「剣」を
手にした
ことに
よって
ゲームの
世界に入
り込む。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児を見
守り、特
に働きか
けること
が無かっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

午睡
チェック

レゴブロッ
クで剣を作
り戦いごっ
こが始まっ
た際に、室
内を走るだ
ろうと予測
があったに
も関わらず
違う遊びに
誘わなかっ
た。本児は
発達特性を
持っている
と思われ場
面の切り替
えが難し
い。気持ち
が高揚し抑
えられなく
なると走り
出す。

本児の特
性につい
て職員間
で再度共
有をして
いく。気
持ちが高
揚しやす
い児であ
るため、
戦いごっ
こになり
そうな時
には違っ
た遊び方
を提供し
ていく。
職員が本
児の特性
を理解
し、状況
に応じた
働きかけ
をする。

9303

令和
5年3
月30
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 5 2 1 1 0
15.３
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

6回/年
2.基
準配
置

特になし

ヒヤリ
ハット報
告書を活
用しなが
ら室内遊
びでも起
こりうる
事故やけ
がを予測
し、ミー
ティング
を通じて
スタッフ
全員で共
通認識を
持つ。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

床がクッ
ションフ
ロアであ
ること
と、十分
広さを確
保した上
で室内の
体を使っ
た遊びを
行った。

着地の位
置に転倒
すること
を予測し
て、クッ
ションを
用意して
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ジャンプ
する際は
走って助
走をつけ
たりせず
に、立ち
止まった
状態で勢
いを付け
ずにジャ
ンプする
ように約
束する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児の順
番になり
やる気に
なってい
た。勢い
よくジャ
ンプした
ことによ
り、両足
で着地し
たが勢い
が止まら
ず左腕を
ついてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が跳
んだゴム
ひもを
持ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は電話
対応、2名
は乳児の
部屋にい
た。

特になし

バランス
を崩した
際、子ど
もを受け
止められ
るよう
に、ス
タッフを
配置して
おく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9304

令和
5年3
月30
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

21 2 5 5 3 4 2 10 5
17.５
歳

1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

4回/年

1.基
準以
上配
置

新人職員
に任せた

集団活
動、多数
の園児さ
んとの触
れ合いは
園内で実
施してか
ら園外活
動に参加
してもら
う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ー

鉄棒から
飛び降り
るなど危
険性伴う
遊びはな
くべく止
めさせ
る。少な
くとも職
員が転倒
フォロー
できる位
置に配置
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新人職員
が当日か
ら勤務開
始

園児が新
人職員を
見てそわ
そわする
ことが多
いので、
落ち着く
まで園外
活動を中
断するか
新人は園
内のみと
するべき
であっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

新人職員
に対し
て、日頃
やらない
行動をし
て怒らな
いと思っ
たか気分
が上がっ
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の上
に座って
から飛び
降りると
いう行動
をいつも
やらない
行動とは
考えられ
なかっ
た。静止
しなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

新人を見
つつも園
内を掛け
走る園児
たちを見
失わない
よう見て
いた。

ー

園児さん
には落ち
着くよう
に話をす
るか時間
をずらす
工夫をす
べきだっ
た。

9305

令和
5年3
月30
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

8 1 3 4 2 0
18.６
歳

1.男
児

特になし

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

6.そ
の他

1.意識不
明

1.頭部

先天性血
管障害か
ら来る脳
内出血

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

数回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

数回/年
2.不定期
に実施

数回/年
2.不定期
に実施

数回/年 特になし 特になし
7.その
他

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

特になし

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

特になし

遅滞なく最
速最善の方
法にて対処
しており、
特に問題な
いと理解し
ている。保
護者にも随
時詳細を連
絡しており
「園に対応
の問題はな
い」とコメ
ントいただ
いている。

特になし

9306

令和
5年3
月30
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 4 1 2 2
15.３
歳

2.女
児

環境の変化
に敏感で、
時にパニッ
クに陥る事
がある。翌
日から引っ
越しの予定
があり、い
つもと違う
状況であっ
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

ー
熱性けい
れん

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

14回/年

1.基
準以
上配
置

急激な熱
の上昇に
よる熱性
けいれ
ん。ま
た、本児
が環境の
変化に敏
感でご家
庭が引っ
越しの前
日であっ
たことも
関係する
かと思わ
れる。

いつもと
違う環境
がある時
は特に注
意を払
い、体調
の変化に
気を付け
様子をみ
ながら適
宜検温し
配慮す
る。
37.5℃以
上熱があ
ればすぐ
に保護者
に連絡を
入れ、判
断しても
らう。

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年 特になし

電話回線
が一つだ
けのた
め、救急
車を要請
する間保
護者との
連絡が取
れなかっ
た。双方
との連絡
を取りや
すくする
ため、保
育室に１
台は携帯
電話を常
備する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児が環
境の変化に
とても敏感
であり、
後々保護者
から当日の
朝体温が高
く感じたが
検温しても
熱がなかっ
たので登園
したという
こと、また
家庭で引っ
越しの準備
をしていた
とのことで
いつもと違
う環境では
あった。

ご家庭と
の連絡を
密にと
り、いつ
もと違う
環境や様
子が見ら
れた際に
は特に気
を付けて
見るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者は登
園前いつも
より体温が
高く感じた
そうだが、
検温しても
熱がなかっ
たため登
園。保育園
入室時にも
熱はなく、
普段と変わ
らずおやつ
を食べたり
体操をす
る。けいれ
んの起きる
直前にはい
つも通りに
トイレで排
泄も見られ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちを見な
がら本児
がトイレ
に行った
時間を書
いていた
ため、椅
子から落
下する瞬
間に間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

机を挟ん
で対面で
座ってい
た。

熱の上昇
にいち早
く気付い
ていれば
早めの対
処（保護
者のお迎
え等）が
できた可
能性もあ
る。

子どもへ
の触診様
子の観察
に注意を
払う。熱
性けいれ
ん持ちの
お子さん
を改めて
確認・熱
性けいれ
んの概要
と対応策
について
の再度の
確認と職
員会議で
の周知を
行う。

9307

令和
5年3
月30
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 8 2 1 8 5
14.２
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2～3回/年

1.基
準以
上配
置

ー

保育士の
配置を、
制作に2名
ボール遊
びに2名
だったが
制作を1名
にして、
ボール遊
びの方に
保育士を
多くつけ
ておくと
より良
かったと
思う。

1.定期的
に実施

12回/年
2.不定期
に実施

使用前
1.定期的
に実施

毎日 ー

玩具の点
検は毎日
行ってい
るが遊具
や施設の
点検は不
定期なた
め、点検
の頻度を
決める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気分が高
まった本
児の気持
ちをその
ままで遊
びの移行
をしてし
まった

室内を走
ると危険
であるこ
とを知ら
せていく
ととも
に、は
しゃぐ気
持ちを受
け止めつ
つも少し
落ち着い
てボール
遊びに移
行できる
よう声を
かけるべ
きであっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

隣でボー
ル遊びを
していた
お友達の
様子を見
ており、
早くボー
ル遊びが
したかっ
た様子
で、制作
を終えて
ボール遊
びができ
る事を喜
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

同じ空間
にはいた
がすぐに
手の届く
範囲に職
員がいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体的な
動きを見
ていた職
員や小さ
い子の相
手をして
いた職員
がいた。
配置は分
担できて
いたが手
が届かな
かった。

ボール遊
びのボー
ルの数が
多めに出
ていた。

制作活動を
していた保
育士とボー
ル遊びをし
ていた看護
師が交代す
るなど、
ボール遊び
の方に多く
の保育士を
付けておく
とよかっ
た。ボール
を多めに準
備していた
が、多めに
出さずにも
う少し床が
見えるよう
に減らして
おくとよ
かった。
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死亡
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歳
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以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9308

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 8 8 5 3
21.９
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(開館日)
回/年

2.基
準配
置

本児童は
久々の来
館であっ
た為、
ボール遊
びでの体
の動きの
コント
ロールが
うまくい
かなかっ
たことも
あって予
想外の事
故が起
こってし
まった。

支援員等
相互が、
状況判断
力や児童
自身の危
険回避能
力や防衛
力が高ま
る関わり
方につい
て事例研
究を行
い、支援
力をより
高めてい
く。

1.定期的
に実施

実施都度
1.定期的
に実施

実施都度
1.定期的
に実施

実施都度

使用する
ボールの
硬さや種
類につい
て

状況や参
加者に
よって、
使いやす
いボール
を使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

久しぶり
の活動参
加の児童
に対し
て、声掛
けが不十
分であっ
た。

普段から
危険が及
ばぬよう
声掛けを
し、久し
ぶりに来
館する児
童に対し
ては一層
注意の声
掛けをす
るように
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、遊び
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室全
体を見渡
せる位置
に配置
し、集団
活動を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
で、活動
を見守っ
ていた。

久しぶり
の活動参
加の児童
に対し
て、声掛
けが不十
分であっ
た。

事故状況
及び安全
対策情報
を、職員
全体で共
有し事故
防止に努
める。

9309

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 37 37 5 3
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
基節骨近
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(開館日)
回/年

2.基
準配
置

前日の運
動会の疲
れが残っ
ている
中、午前
中からの
活動だっ
た為、体
のコント
ロールが
うまくい
かなかっ
たことも
あって予
想外の事
故が起
こってし
まった。

支援員等
相互が、
状況判断
力や児童
自身の危
険回避力
や防衛力
が高まる
関わり方
について
事例研究
を行っ
い、支援
力をより
高めてい
く。

1.定期的
に実施

実施都度
1.定期的
に実施

実施都度
1.定期的
に実施

実施都度

使用する
ボールの
硬さや種
類につい
て

状況や参
加者に
よって、
使いやす
いボール
を使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会の
振替休日
だったこ
ともあ
り、普段
とは違っ
た活動の
中で声掛
けや準備
運動が不
十分で
あった。

普段から
危険が及
ばぬよう
声掛けを
し、普段
とは違っ
た活動に
入る場合
は一層注
意の声掛
けをする
よう徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、遊び
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室全
体を見渡
せる位置
に配置
し、集団
活動を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
で、活動
を見守っ
ていた。

運動会の
振替休日
だったこ
ともあ
り、普段
とは違っ
た活動の
中で、声
掛けや準
備運動が
不十分で
あった。

事故状況
及び安産
対策情報
を、職員
全体で共
有し事故
防止に努
める。

9310

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 53 53 16 13
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

自身によ
る咬み傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

事故発生
時、遊戯
室の職員
体制は２
名だった
が、状況
によって
はそれ以
上必要な
場合もあ
る。

遊戯室で
見守る職
員は2名以
上必要な
事を改め
て共有し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
（　　毎
日）回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
臨時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

－

滑りやす
いところ
や危険な
箇所がな
いか、よ
り注意し
てみる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

両手を繋
いでいた
為、手を
つくこと
ができな
かった。

集会を開
き、遊戯
室ではど
んな遊び
でも靴下
を脱ぐこ
とを、子
ども達に
も再度話
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

女児数名
と花いち
もんめを
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

アルバイ
ト1名と一
緒に遊ん
でいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

離れた場
所でマッ
トで遊ん
でいる子
どもたち
を中心に
見てい
た。

走り回る
遊びでは
なかった
為、靴下
を必ず脱
ぐように
声を掛け
ていな
かった。

金曜日だ
けではな
く、木曜
日もより
注意が必
要。夕方
はテン
ションが
上がり過
ぎないよ
うに声が
け等工夫
する。

9311

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 3 3 4 2
21.９
歳

1.男
児

－ 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手　薬
指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１０　)
回/年

1.基
準以
上配
置

児童クラ
ブ終了と
祭りの時
間が交錯
したの
で、児童
の気持ち
が昂って
おり児童
の普段見
せない動
きが出て
いた。

児童クラ
ブから祭
りへ安全
に移行で
きるよう
に利用設
定で部屋
にいる時
間等を調
整し、交
錯しない
よう保護
者へ引き
渡しがで
きるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12)回/年

テーブル
が棚に
寄ってい
たため、
登りやす
さや児童
が棚に登
りたくな
る気持ち
を刺激し
た可能性
がある。

登りやす
さを誘う
ような設
置を取ら
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

祭りで興
奮し普段
と違う動
きになっ
ていた
が、出勤
回数が少
ない補助
員が配置
されてい
たため変
化に気づ
かなかっ
た。

普段の動
きから異
常性を推
測できる
ような職
員配置を
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

祭りが始
まる、保
護者が迎
えにきて
いるとい
う状態で
気持ちが
はやって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2名とも急
な出来事
に対応で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

行われる
祭りの対
応を行っ
ていた。

預かりが
終わろう
とする時
から祭り
へと移行
していく
中で、支
援への緊
張が別な
ところに
発揮され
た。

普段登ら
ない所へ
登れが、
落ちてし
まうとい
う可能性
もあると
いう認識
を児童自
身に持た
せる。そ
の為に普
段の関わ
りの中で
危険性を
指摘して
いく。
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死亡
0
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1
歳
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歳
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歳
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歳
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童
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9312

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 55 7 6
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

打撲　永
久歯の欠
損

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

配属され
たばかり
の職員も
いて事故
予防対応
が徹底さ
れていな
かった。

マニュア
ル確認や
見守りの
仕方等を
全員で再
度確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

クラブ
チームの
子たちが
集まり始
め混在し
ていた。

クラブ
チームの
活動があ
る日は、
校庭遊び
を早めに
切り上げ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新年度で
全体的に
ザワザワ
して落ち
着かない
様子があ
る。

校庭に出
す際に危
険な遊び
方等を子
どもたち
と確認
し、落ち
着かせて
から連れ
出す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

大好きな
サッカー
を上手な
子とでき
て気持ち
が高ぶっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3名の職員
が校庭に
散って全
体の見守
りをして
いたが、
遊具で危
険な様子
があった
り一輪車
で遊んで
いる児童
の見守り
などに手
をとられ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

館内対応
の職員
は、館内
に残った
児童対応
や電話対
応、迎え
の保護者
対応等に
回ってい
た。

あまり経
験豊富な
職員がい
なかっ
た。

－

9313

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 7 6
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

人気が高
い遊具で
ありその
上に乗り
たい子供
が多い。
安全を確
保する上
で，人数
制限を設
けること
が必要と
考えられ
る。

遊具での
事故はヒ
ヤリハッ
ト研修な
どを通し
他館での
事故の情
報も入っ
てくる。
そういっ
た事例を
参考にし
たりハン
ドブック
を読み込
んだりし
て事故を
未然に防
ぐように
していき
たい。

1.定期的
に実施

実施頻度
(55)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(55)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(55)回/年

特になし

週一回安
全点検を
必ず行っ
ており，
前回の安
全点検で
は遊具に
不備はな
かった。
今回の事
故を受け
今後安全
点検には
注意を払
いながら
行ってい
きたい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

支援員を
複数配置
し，方向
を変えて
見守りを
強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

砂場の道
具を出す
ため一旦
遊具付近
を離れた
が，人が
多く集
まってき
た為，遊
具の近く
に戻る最
中での出
来事だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守りフ
リーの職
員を配置
している
が，事故
時は遊戯
室の見守
りを行っ
ていた。

館庭での
遊具遊び
は日頃か
ら注意し
ていた
が，遊具
での遊び
の危険性
について
注意が足
りなかっ
たと感じ
た。

子供に対
し，普段
から危険
を予知す
る能力を
高めてい
くように
支援して
いく。

9314

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 49 49 16 13
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

右眼球打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

事故発生
時、児童
クラブ室
の職員体
制は１名
だった。
状況に
よっては
それ以上
必要な場
合もあ
る。

春休み中
で長時間
利用利用
の日は特
に見守る
職員は２
名以上必
要な事を
改めて共
有した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

－

座卓の間
隔の取り
方、滑り
やすいと
ころ危険
な箇所が
ないかよ
り注意し
てみる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

早く校庭
に行こう
と気持ち
が焦り、
狭い所を
慌てて通
ろうとし
た。

集会を開
き、移動
の際の歩
き方や周
りの状況
について
意識的に
気をつけ
るように
子供達に
も再度話
しをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

校庭で遊
んだ後、
休憩も兼
ねて児童
クラブ室
でお絵描
きしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員１名
が子ども
達の様子
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児と一
緒に遊ん
でいて、
そこを中
心に見て
いた。

子どもの
動きを察
して早め
に声掛け
する等し
なかっ
た。

長期休み
の日の午
後は特に
テンショ
ンが上が
り過ぎな
いように
気持ちに
余裕が持
てるよう
声掛け等
工夫す
る。

9315

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 42 42 7 5
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首の
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
6)回/年

1.基
準以
上配
置

特に無し

階段は危
険なエリ
アである
ことは職
員全体で
も確認は
していた
が、なお
注意して
見守るよ
う再確認
をした。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特に無し

すべりや
すい箇所
がないか
再確認を
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

まだ小学
校入学し
たてで、
上の学年
と遊ぶの
に慣れて
いなかっ
た。

全体への
声がけは
していた
が、なお
階段は危
険なエリ
アである
ことを児
童全体に
呼び掛け
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ふざけて
過ごす様
子は見ら
れず、鬼
ごっこ中
において
も活発な
動きをし
ている方
ではな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
全体を見
守りして
いたた
め、転倒
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のドッ
ジボール
やなわと
びの集団
を見てい
た。

特に無し 特に無し
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童

そ
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9316

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 53 53 6 4
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

頸椎捻挫

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

各部屋に
職員がそ
れぞれ見
守ってい
たため、
特記事項
なし。

職員会議
やヒヤリ
ハット集
に基づき
その都度
事故予防
の共有を
図ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

常に安全
点検を行
い、今回
はハード
面の要因
は該当し
ない。

職員会議
やヒヤリ
ハット集
に基づき
その都度
事故予防
の共有を
図ってい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

トラブル
が起きそ
うな時
は、早め
に子ども
たちに声
掛けし未
然に防い
でいく。

主に毎月
の安全点
検を行っ
ており不
具合など
生じた時
はその都
度修理・
改善をし
ている。
今後も継
続してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

注意をし
ないと１
年生がみ
んなが外
や体育館
が使えな
くなると
思い、加
害者に本
児が注意
をした。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りをし
ていた
が、突発
的なこと
で対応が
難しかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りをし
ていた
が、突発
的なこと
で対応が
難しかっ
た。

日々の遊
びの中で
のルール
確認はし
ていた
が、再度
声掛け等
必要だっ
た。

遊びの前
にみんな
でルール
の確認を
してい
く。守ら
ない時
は、遊び
を中断し
遊び方を
考えてい
く。

9317

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 85 85 8 5
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

前額部挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１００)
回/年

施設につ
いて破損
等の異常
は見られ
なかった
が、活動
目的を考
え、より
確かな安
全対策を
実施した
上で活動
する必要
があっ
た。

棚の仕切
りに緩衝
材を取り
付けた
り、凹凸
をなくす
対策をと
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに準備
運動を行
い、ゲー
ムに参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の動
きがよく
見える所
で、全体
の動きを
確認して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童は４
つの部屋
に分かれ
て活動し
ていた。
その他に
外での活
動も行っ
ており、
職員それ
ぞれが担
当場所に
分散して
いた。

特になし 特になし

9318

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 40 4 2
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

外傷性刺
青

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(毎週)回/
年

2.基
準配
置

児童クラブ
が登館する
ピークの時
間帯だった
為、受付に
職員２名配
置で児童見
守り職員が
１名。見守
り職員が各
部屋（図書
室、創作活
動室等）を
見回ってい
た為少しの
間事故発生
場所から目
を離す形と
なってし
まった。

少ない職員
数で児童の
見守りをす
る際には、
部屋の開放
を制限す
る。確実に
各部屋に職
員１名配置
できること
を確認した
上で部屋の
開放を行
う。職員が
揃うまでは
鉛筆の使用
をせずに、
読書のみと
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

並んで
座った時
の距離が
近かっ
た。

鉛筆を使う
時、先の
尖った部分
が人に向か
ないように
気を付けさ
せる。座る
時に間隔を
空けること
を職員で共
通理解し、
更にキャッ
プを外す時
は人から離
れたり職員
に依頼する
よう指導を
徹底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

宿題等で
鉛筆を使
用してい
た。芯と
は逆側に
はめてい
たキャッ
プを外そ
うとした
加害時の
動きで、
隣に座っ
ていた対
象児の手
の甲に鉛
筆の芯が
刺さって
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の部屋
の見回り
のため短
い時間
だったが
目が離れ
る形に
なってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

冬休みに
入り朝早
くから多
くの児童
クラブ員
が来館し
ており、
受付と出
席確認を
してい
た。

冬休みで
多くの児
童クラブ
員の登館
してお
り、コロ
ナ禍の中
密を避け
るために
複数の部
屋を開放
していた
が、各部
屋に職員
配置が手
薄になっ
てしまっ
た。

なし

9319

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 60 60 6 6
18.６
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕部
の骨のひ
び

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

登館途中
のけが
で、職員
が見守る
事も難し
い。

車や周囲
の状況に
気を付け
ながら、
ルールを
守り来館
する声掛
けを繰り
返し伝え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/日

通り道の
横に小山
や雨が降
ると滑り
やすくな
る場所が
ある。

ハード面
の改善は
難しい。
各自が危
険を認識
する必要
があり、
声掛けを
続ける。

7.その
他

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

道をそれ
た児童が
いたた
め、そち
らに気を
取られ前
を見ず歩
いてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登館途中
の出来事
で、けが
後の対応
しかして
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登館途中
の出来事
で、けが
後の対応
しかして
いない。

入学後す
ぐの1年生
で、道を
外れた児
童へ関心
がむい
た。荷物
を背負い
歩くこと
も不慣
れ。

特になし

9320

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 88 88 7 7
22.10
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母趾末
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

危険な遊
び方と思
われる際
は、すぐ
にやめる
よう声か
けをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

特になし

安全点検
では、こ
れまで以
上に注意
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒や友
達との軽
い衝突が
多発して
いたた
め、職員
の見守り
が全体に
届くこと
ができな
い時間が
発生して
しまっ
た。

転倒やけ
がで子ど
もの対応
をする際
は、職員
同士でも
声を掛け
合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
に参加。
友達とビ
ブスを投
げ合って
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室全
体と鬼
ごっこ参
加児童の
見守り。
転倒等の
対応。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室全
体と肋木
やピアノ
等、鬼
ごっこを
しない児
童の見守
り。転倒
等の対
応。

移転後初
日であっ
た為、久
しぶりの
遊戯室と
いうこと
もあり、
子どもた
ちの高揚
感があっ
た為、全
体的に
少々落ち
着きのな
いところ
があっ
た。

職員自身
も全体や
周りを意
識して見
守るよう
に、職員
同士でも
声を掛け
合う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9321

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 38 38 7 6
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

春休み初
日で、全
体的に子
どもたち
のテン
ションが
高かった
と思われ
る。

春休み初
日という
ことで、
常に行っ
ている遊
びも職員
と子ども
たちとで
ルールの
確認をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝８時か
ら利用
し、遊び
続けて気
持ちは高
揚する
が、身体
が疲れて
くる時間
帯だっ
た。

春休み初
日という
ことを心
得、テン
ションが
高くなっ
てくる前
に、休憩
をいつも
より多く
入れるな
どの対応
をしてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午前中は
ボード遊
び等して
過ごし、
午後は、
運動遊び
等して過
ごしてい
た。ゴム
跳びが楽
しくなり
過ぎて、
能力以上
の動きを
しつつ
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一人は、
ゴム跳び
の様子を
見守って
いた。。
もう一人
は縄跳び
をしてい
る子ども
たちの方
に入って
縄をまわ
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事務室、
廊下、図
書室、ト
イレ（一
人で行け
ない子ど
もに付き
添い）玄
関（お迎
え保護者
対応）

運動能力
の高い児
童なの
で、危険
は伴わな
いと過信
してし
まった。

転ぶとき
は先に手
をつくよ
う常に声
掛けす
る。

9322

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 139 ## 8 7
21.９
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

児童クラブ
の人数に対
し職員配置
人数が基準
を満たして
いない。職
員の大規模
異動後の初
日というこ
ともあり、
児童館の業
務を把握し
対応できる
職員が限ら
れていた。

職員一人
一人が業
務を理解
し、情報
を共有し
ながら臨
機応変に
対応でき
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

施設の活
動スペー
スが児童
クラブの
人数に見
合ってい
ないた
め、館内
のいたる
ところに
子どもが
あふれて
いる。

子どもた
ちの学年
やあそび
の内容に
より、住
み分けを
工夫す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人で帰る
子どもの対
応や、お迎
えの多い時
間帯で保護
者の対応に
追われてい
た。新年度
初日だった
ため個々に
対応を要す
る新入生親
子が多かっ
た。

職員一人
一人の業
務の理解
を図り、
それぞれ
が全体を
把握しな
がら動く
ことを心
掛けるよ
う周知し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日中、制
限の多い
中で過ご
していた
こともあ
り、いつ
も以上に
心待ちに
していた
と思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判をし
ていたた
め全体を
みてお
り、手を
差し伸べ
るなど突
発的な個
人の動き
に対応で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室以
外の児童
の見守り
と保護者
対応をし
ていた。

日中は制
限の多い
中で過ご
している
ことを受
け、本館
の遊戯室
を使用。
審判と見
守りを行
うため職
員１名が
ついてい
た。

特になし

9323

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 67 67 9 5
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性色
素沈着症

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１～２)回
/年

1.基
準以
上配
置

－

鉛筆の
キャップ
を外す際
は周りに
誰がいる
かを確認
してか
ら、机よ
り下で外
すように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/日

周囲への
気遣い、
配慮が足
らなかっ
た。

自分のい
る周囲に
気遣い、
配慮をし
た上で鉛
筆の
キャップ
を外すよ
うに伝え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

鉛筆の
キャップ
を外す時
は周りに
誰がいる
かを確認
してか
ら、机よ
り下で外
すように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

筆箱を出
して友達
と遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員は児
童クラブ
室に常駐
していた
が、至近
では見守
りをして
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

筆箱で遊
んでいた
ため、ま
さかこん
なことが
という怪
我に至る
(予測をす
ることが
できな
かった)

－ －

9324

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 52 52 6 5
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生時
は外遊びを
開始して間
もない時間
帯で，外に
は職員が2
名（園庭に
1名，隣接
する公園に
1名）いた
が，園庭に
行く児童が
多かったこ
とを受けて
他の職員も
移動を始め
ていたとこ
ろだった。

外遊びを
始める時
間を職員
間でその
都度明確
にし，児
童の動き
に合わせ
て職員の
見守り体
制が十分
になるよ
う整え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

折りたた
み式滑り
台の小学
生の利用
を中止す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

当日は気
温が高い
ことに加
えて，児
童全体の
様子も落
ち着きが
なかっ
た。

気温の高
い時は登
館してか
ら室内で
休憩する
時間を確
保し落ち
着かせて
から行動
させる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段か
ら，周囲
の状況を
見ずに自
分の思い
を通そう
として，
時折他児
とトラブ
ルになる
ことが
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児（要
支援児）
が児童セ
ンターの
玩具を敷
地外に持
ち出そう
としてお
り，それ
を引き留
めていた
ため見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外に移動
する児童
が多かっ
たことを
受けて，
室内から
園庭へ移
動中だっ
た。

本児の滑る
順番がきて
も一緒に遊
んでいた児
童に注意さ
れてもなか
なか滑ろう
としなかっ
た。また，
児童Bも自
分の言うこ
とを聞いて
くれなかっ
たため，滑
り台の上に
いた本児を
押して転落
させてし
まった。

被害者児
童、加害
者児童お
よびその
保護者に
誠意を
持ってあ
たる。

9325

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 106 ## 10 8
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘上部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

―

担当者
は，常に
一人一人
の動きを
注視し安
全確保に
努める。
遊びの特
性を改め
て確認
し、事前
の声がけ
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

―

うんてい
を始めと
する遊具
につい
て、子ど
もたちと
その使い
方を具体
的に確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

安全面へ
の事前の
働き掛け
を積極的
に行い、
児童の安
全に対す
る意識を
高めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんてい
担当職員
が落下し
た様子を
見てお
り、直ち
に駆け寄
り介抱し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当場
所を見
守ってい
たため、
対象児を
見守るこ
とはでき
なかっ
た。

―

遊具の安
全な使い
方につい
て、児童
と一緒に
振り返
り、事故
回避能力
の育成に
努める。

－
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9326

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 65 65 5 4
18.６
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

今後も継
続して安
全に係る
研修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

小学校か
ら児童館
までの登
館経路に
ついて定
期的に安
全点検を
行うとと
もに，子
どもたち
に対して
歩き方の
指導を行
う。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

不可抗力
による転
倒であっ
た。（障
害物等は
なく，わ
き見をし
ていた様
子もな
かっ
た。）

安全な歩
行の声掛
けを今後
も続けて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学校から
児童館へ
普段通り
登館して
いる最中
であっ
た。友達
とトラブ
ルになっ
たり走り
ながら
帰ってき
たわけで
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

特になし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特になし 特になし 特になし

9327

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 61 61 10 10
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

－

児童の動
きを見て
危険を予
測する

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

－

危ないの
で鉄棒に
立たない
事を再度
声がけす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

晴れてい
て天候に
は問題な
かったが
鉄棒は
しっかり
握るよう
声がけす
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

仲のいい
友達と
帰って来
ておしゃ
べりが止
まらずい
つもより
落ち着き
がなかっ
た。外遊
びへは
走って出
て行っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登館時か
らいつも
よりお
しゃべり
が多く宿
題に集中
できてい
なかった
ので動き
が気に
なってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
が遊んで
いる遊具
ごと見て
いる、全
体を見て
いる職員
がいるた
め

「危な
い」と注
意されて
も止めな
かったの
で当該児
の鉄棒遊
びを止め
させるこ
とも検討
する。

児童の遊
び方によ
り使用す
る遊具を
制限する
ことも必
要にな
る。

9328

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 10 10 4 3
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

刺傷(経過
観察）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

普段は本
館とサテ
ライトに
分かれて
過ごして
いるため
に、1年男
児と3年男
児の関り
はほとん
どなく関
係性がで
きていな
かった。

イベント
開催の日
の担当や
連携の仕
方をもう
少し詳細
に詰めて
おく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

イベント
参加児童
と児童ク
ラブ児童
が混在し
ていた。

イベント
開催の日
は、参加
者と児童
クラブ児
童を混在
しないよ
うに配置
を考える

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

言葉で気
持ちを表
現するの
が苦手な
子たちな
ので、近
くで見守
りが必要
だった。

日頃から
気持ちを
言葉で表
現できる
ように働
きかけを
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもよ
りテン
ションは
高めで
あった。
イベント
があると
いう雰囲
気で気持
ちが高
ぶってい
たと思わ
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

イベント
の準備に
回る職員
が準備の
ため部屋
を出ると
いうこと
もあり、
全体を見
守るため
に対象児
から離れ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

イベント
準備の手
伝いに走
り回って
いた。

久しぶり
のイベン
ト開催
で、職員
も子ども
たちも不
慣れであ
ることを
考えると
もう少し
職員を増
員したほ
うが良
かった。

研修を重
ねたり、
イベント
開催の前
には詳細
につい
て、職員
同士の動
きの確認
や連携に
ついて打
ち合わせ
をしてお
く。

9329

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 114 ## 16 11
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

他児とケ
ンカをし
た直後で
興奮して
いた。

児童同士
が揉めて
いる時
は、安全
な場所で
落ち着い
て話し合
いをする
など配慮
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

遊具の高
さ

高さのあ
る遊具を
安全に使
用する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

トラブル
対応の
際、必ず
安全面を
確保して
対応に当
たる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

来館すると
すぐに外に
出て遊んで
いた。職員
と楽しそう
に話をする
様子もあっ
た。その
後、木の棒
をめぐって
他児とケン
カになりそ
のまま滑り
台まで上っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険な様
子が見え
たため、
けんかを
止めた。
１度落ち
着いたた
め、対応
は終えた
が近くに
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びの
際は、高
さのある
遊具など
危険箇所
に職員は
分かれて
配置して
いた。

滑り台か
ら移動す
る際、滑
るのでは
なく後ろ
向きに逆
走してし
まった。

遊具の安全
な使用につ
いて注意喚
起する。高
所の遊具を
使用してい
る際の他児
と関りにつ
いて見守
り、危険な
場面に気づ
き遊び方を
工夫できる
よう声がけ
をする。

9330

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 4 3
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

配置基準
に合わせ
て人員を
配置して
いるた
め、特に
なし。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

特になし

施設や設
備等に関
するもの
では無い
ため、特
になし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊具での
遊び方を
もう一度
再確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯で遊
ぶことが
大好き
で、登園
後もまも
なく繰り
返し遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

何度も雲
梯で遊ん
でいたた
め見守り
をしてい
たが、
とっさに
手をすべ
らせたた
め対応が
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
で遊んで
いた児童
の様子を
見ていた
ため、対
象児を見
ていな
かった。

特になし

上手に遊
んでいる
児童は、
時に無理
をしてし
まうこと
があるた
め、声か
けなど気
をつけて
行うよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9331

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 34 34 6 5
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足中指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

未実施
2.基
準配
置

職員の見
守りがあ
り注意の
声かけを
行ってい
たが、児
童は遊び
をやめれ
なかっ
た。

職員が今
まで以上
の熱量を
持って児
童に危険
性を伝え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

ハード面
は問題が
なかった
と思われ
る。

今後も施
設の安全
点検を継
続実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コロナ対
策により
間隔を空
けてテー
ブルを配
置してお
り、体を
大きく動
かして遊
べるス
ペースが
十分にな
かった。

テーブル
がある場
所で相撲
のような
遊びはし
ないこと
を周知す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

下校時か
ら大きな
声を出し
ていて、
気分が高
揚してい
るよう
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員が
見守りの
配置に付
き、対象
児童たち
にも注意
の声掛け
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当場所
の見守り
配置につ
いてい
た。

児童の年
齢的特性
によるも
の。

職員が今
まで以上
の熱量を
持って児
童に危険
性を伝え
る。児童
全体に、
テーブル
がある場
所で今回
のような
遊びはし
ないよう
周知す
る。

9332

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 9 9 4 1
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

職員間の
連携を密
にし、安
全面に見
落としが
ないよう
職員配置
に配慮す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

遊具等の
使用に際
し、安全
確認を毎
回実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

早く遊具
に乗りた
いという
焦りと過
信があっ
た可能性
あり

下校後は
解放感か
ら注意散
漫になっ
たり油
断、過信
から事故
につなが
りやすい
事を確認
した上で
戸外での
職員配
置、活動
内容を考
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ジップラ
インを何
度か乗
り、また
乗ろうと
ステージ
から登ろ
うとして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児を
ジップラ
インから
降ろして
いたとこ
ろ、本児
がステー
ジから落
下。すぐ
駆けつけ
応急処置
をした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭には３
人の職員が
トランポリ
ン、ジップ
ライン、畑
に配置して
いた。ジッ
プライン担
当者が本児
の事は見て
いたが、一
瞬で転倒し
間に合わな
かった。

特になし

ステージ
下にマッ
トを敷い
た。支援
員は、よ
り安全性
を強化し
声掛け指
導、安全
確認をす
る。

9333

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 127 ## 12 8
23.11
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
（　　）
回/年

2.基
準配
置

無し

保育室は
工作、折
り紙等を
して遊ぶ
ことが多
く、その
日によっ
て遊ぶ子
たちの人
数が異な
るため指
導員体制
を１～２
人にする
など臨機
応変に対
応する。

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

無し 無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し

今後も遊
び方を見
ながら安
全に過ご
せるよう
に見守り
と児童に
声掛けを
して行
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ふざけて
ぬいぐる
みを蹴っ
てあそん
でいたの
で注意さ
れたが聞
かないで
蹴ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室で
他児と関
わってい
たので離
れた所か
ら声をか
けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で保育を
してい
た。

無し 無し

9334

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 2 2
23.11
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故災害
発生時の
マニュア
ルだけで
なく、予
防のマ
ニュアル
を作成し
指導員で
共有す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

特になし

指導員や
家具の配
置を工夫
し、過度
な活動に
ならない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

指導員や
家具の配
置を工夫
し、過度
な活動に
ならない
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

感染症予
防のため
利用者が
少なく施
設を広く
使うこと
ができ、
活動がよ
り身体的
になった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童の活
動に対し
て、声を
かけなが
ら見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室でほ
かの児童
の学習活
動に対応
してい
た。

特になし

児童に
は、楽し
い遊びの
中もケガ
につなが
る危険が
ないか考
えさせ、
お互いに
注意しあ
えるよう
に指導す
る。

9335

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 49 49 5 0
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

 左上腕骨
顆部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(３５)回/
年

2.基
準配
置

外遊び実
施時の職
員配置の
見直し及
び児童支
援のポイ
ント確認

児童の活
動時に死
角となる
場面を出
さないよ
うに職員
を配置す
る。ま
た、具体
的な支援
のポイン
トを明確
にし、全
員で共有
しながら
支援にあ
たる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

引き続
き、安全
点検を徹
底する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続
き、支援
員による
見守りを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

久々の外
遊びで活
発に活動
している
中でバラ
ンスを崩
して転ん
だことが
骨折の原
因となっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
をしてい
た複数の
子ども達
を支援し
ていたた
め、坂を
走って下
る当該児
童を止め
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で広範
囲にわたり
小集団また
は個別に活
動をしてい
た為、支援
員も分担し
て支援をし
ていた。そ
のため、支
援員全員が
当該児童の
様子を見る
ことができ
なかった。

未然防止
の指導や
活動中の
危機意識
を高めた
支援が必
要であ
る。

児童への
指導を徹
底し怪我
の防止に
努める。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9336

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 56 56 4 2
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しながら
危険を未
然に防止
すること
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
屋外での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危
険な遊び
はしない
ルールを
守るよう
指導を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者と
同様の場
所で全体
の見守り
を行って
いた。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の
程度の判
断、保護
者への連
絡、病院
受診）の
流れにつ
いて再度
確認し、
さらに速
やかな対
応を目指
す。

9337

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 3 3
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しながら
危険を未
然に防止
すること
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
支援員が
適切に児
童の遊び
を見守る
ととも
に、危険
な遊びは
しないな
ど、ルー
ルを守る
よう指導
を徹底し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の
程度の判
断、保護
者への連
絡、病院
受診）の
流れにつ
いて、再
度確認
し、さら
に速やか
な対応を
目指す。

9338

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 52 52 4 2
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しながら
危険を未
然に防止
すること
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
屋外での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危
険な遊び
はしない
ルールを
守るよう
指導を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の
程度の判
断、保護
者への連
絡、病院
受診）の
流れにつ
いて、再
度確認
し、さら
に速やか
な対応を
目指す。

9339

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 59 5 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しながら
危険を未
然に防止
すること
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
屋外での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危
険な遊び
はしない
ルールを
守るよう
指導を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の
程度の判
断、保護
者への連
絡、病院
受診）の
流れにつ
いて、再
度確認
し、さら
に速やか
な対応を
目指す。

9340

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 4 2
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折また
はひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

遊びを始
める前の
注意喚起
不足

遊びを始
める前
に、子ど
も達への
注意喚起
の徹底

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

特になし

ブランコ
利用の際
は手を離
さないよ
う注意喚
起する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し
注意喚起
の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
遊びをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守りし
ていた
が、転ぶ
のを支え
るのは間
に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童を
見てい
た。

無し
職員によ
る注意喚
起の徹底
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9341

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 3 2
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

股関節脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３ )回/年

2.基
準配
置

特になし

朝の打合
せ中で
あっても
職員一人
が全体を
見守り、
他の職員
も様々な
角度で子
どもたち
の様子を
みること
を職員全
体に周知
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

本棚の上
に乗らな
いように
小さな本
を並べ
た。危険
防止の為
貼り紙を
し、本棚
の上に乗
ると危険
である事
を目で見
て理解で
きるよう
にした。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

朝の打ち
合わせ中
で目配り
をしなが
らも、職
員が集
まってし
まった。

打合せで
あって
も、支援
員が全体
を見守っ
ておくこ
と。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

－

高い本棚
（1，2
メート
ル）の上
に児童が
乗ってし
まったこ
と

職員で危
険箇所の
確認と共
有。子ど
もへの声
かけを
しっかり
行うよう
お互いに
声かけを
する。

9342

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 4 4
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端若木
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

未実施の
ためなし

2.基
準配
置

特になし
事故予防
マニュア
ルの作成

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(11)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ブランコ
の後ろの
柵とタイ
ヤ遊びが
できるよ
うタイヤ
との間隔
が狭い。

遊具につ
いて気付
いた点が
あった
ら、直ち
に学校に
連絡す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
の後ろの
柵とタイ
ヤ遊びが
できるよ
うタイヤ
との間隔
が狭い。

ブランコ
鬼をしな
い。ブラ
ンコをた
くさんこ
がない。
ブランコ
の周りで
遊ばな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
に乗り終
わった後
いきなり
走り出し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブランコ
の方を見
守ってい
たが、い
きなり走
り出し衝
突したた
め、身動
きができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭内の
サッカー
遊具等で
遊ぶ児童
を見守っ
ていた。

ブランコ
を大きく
こいでい
たため、
近くにい
る児童と
ぶつかり
やすい状
況であっ
た。

ブランコ
遊びの見
守りの徹
底

9343

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 3 0
23.11
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

靭帯損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

危険性に
ついてあ
らためて
指導及び
周知した

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし

設備等が
原因でな
いため、
改善策は
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

小学校の
校庭での
活動のた
め、敷地
が広く目
が届きに
くい場所
がある

全体の見
守りを意
識し、危
険のある
行動は早
急に止め
させる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

水筒を振
り回した1
年生男児
に追いか
けられ、
逃げよう
として転
倒してし
まった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

低学年を
室内へ移
動させる
支援中で
あった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３名の内
１名は高
学年と先
に室内へ
移動して
いた

原因の児
童は以前
から危険
な行動を
とる傾向
の児童で
あった

支援員は
安全管理
を意識
し、児童
に対して
も改めて
危険のあ
る行動の
禁止を指
導する

9344

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 4 2
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

今年度は1
～2年生の
利用児童が
多く支援員
の目が届か
なかった。
遊具の使用
についての
約束や扱い
方について
の指導が徹
底されてい
なかった。

配慮が必要
な児童への
対応を強化
するととも
に、子ども
自身が危険
を回避して
いけるよう
約束事や遊
具の扱い方
について、
日常的に声
掛けをして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

今回発生
した遊具
（固定施
設高鉄
棒）は、
低学年は
使用され
ない遊具
であっ
た。

遊び場に
使用禁止
札を下げ
たり、支
援員の見
守りを怠
らないよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
遊びの種
類が分散
され、支
援員の見
守りに限
界があっ
た。

子どもの
実態を認
識し、配
慮が必要
な児童に
対して支
援員の見
守りを強
化する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子で来所
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
の至近で
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児童
の動きを
至近距離
で見てい
た。

支援員の
周辺には
他の子ど
もたちも
いたた
め、対象
児童とマ
ンツーマ
ンの状態
で見守る
ことはで
きなかっ
た。

特になし

9345

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 24 24 4 2
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
小骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３００　)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

－ 特になし

体を動か
すあそび
を取り入
れ、健康
増進を
図ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9346

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 4 4
22.10
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘・前
腕　不全
骨折と靱
帯捻挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
100　)回/
年

2.基
準配
置

GW明けや
週末付近
であった
こと、腕
を使う
日々の習
い事も頑
張ってい
たこと等
から、目
に見えな
い体力の
低下や身
体的疲労
もあった
と思われ
る。

児童自身
の体調も
考慮し
て、遊び
の種類を
考えるよ
う呼びか
けしてい
きたい。

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施 なし 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故発生時
は70名以上
の児童が外
遊びをして
おり、各々
が好きな遊
びを行う中
で校庭全体
を広範囲に
見守れるよ
うな配置を
心がけてい
たが、事故
発生の瞬間
は当該児童
の傍に職員
がいない状
態であっ
た。

怪我のリス
クが高い遊
びを察知し
職員が常に
全体を見渡
せるな配置
を考えなが
ら保育を行
う。また特
に外遊びの
際は、事故
に気を付け
るよう児童
への呼びか
けを徹底
し、児童自
らの判断で
もリスク回
避ができる
よう促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

タイヤ跳
びを熱心
に練習し
ていた
が、混雑
の為一旦
丸太渡り
へ移動し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

直前まで
丸太渡り
を直接見
守ってい
たが、一
緒に遊ん
でいた他
の児童が
横のタイ
ヤ跳びに
移動した
タイミン
グで、そ
の場を離
れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭に分
散して、
大勢の児
童らの遊
びを全体
的に見
守ってい
た。

当該児童
が毎日の
ように遊
ぶ得意な
遊びのた
め、油断
していた
部分も
あった。

児童が遊
びに夢中
になり過
ぎると、
周りが見
えなくな
る事もあ
ると思う
ので、支
援員が定
期的に声
をかけ、
適宜休憩
を取りな
がら遊ぶ
よう指導
していき
たい。

9347

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 42 42 3 3
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
基節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

始業前の
職員会議
で話し合
いを持つ
などして
職員間で
の意識啓
発を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊びの
時など広
範囲の見
守りを必
要とする
状況下に
おいて、
児童の転
倒・衝突
やボール
遊び等に
よる事故
発生の可
能性を予
見し、児
童に対し
注意する
よう指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康面
等、普段
と変わっ
た様子は
特にな
く、他の
児童達と
ドッチ
ボールを
してい
た。本児
は1人で外
野を守っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッチ
ボールに
は1名支援
員がつい
ていた。
ボールを
受ける際
のけがの
発生を見
ていた
が、瞬間
的な事故
となった
ため防止
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別グルー
プの保育
にあたっ
ていた
り、お迎
えの対応
などをす
るため、
事故の瞬
間を見て
いなかっ
た。

児童に対
し、けが
のリスク
について
や安全面
への声掛
け等の配
慮が不十
分であっ
た。

特になし

9348

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 71 7 3
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

指導員等
の配置人
数に問題
はなくソ
フト面の
み考慮す
ると防ぐ
ことが可
能な事故
であっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

特になし

施設等に
問題はな
く，ハー
ド面を考
慮すると
発生しな
い事故で
あた。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

支援員等
が子ども
たちをよ
り目配り
しやすい
場所に配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

フラフー
プを使っ
ておまま
ごとをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

－ 特になし

指導員は
静かな遊
びでも注
意をして
見守って
い行く。

9349

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 54 54 5 4
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
（1）回/
年

2.基
準配
置

支援員、
補助員と
もに危機
管理に関
する研修
を定期的
に行う。

代表者の
会議にお
いて事故
報告を確
実に行
い、危機
管理を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

活動中の
児童の動
きを想定
し、事故
発生前に
注意喚起
が必要で
あった。

室外保育
の配置を
状況に
よって見
直し、常
に最善の
環境を整
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数、場
所など、
さらなる
工夫して
活動を行
うことが
必要。

室外保育
で起こり
うるケガ
等の具体
例を職員
が共有
し、注意
喚起す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常のバ
スケット
ボール遊
びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒にす
ぐに気が
付き、駆
け寄り状
況確認を
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の保育中
であっ
た。

あらゆる
ケガ・事
故を想定
し、活動
前に児童
への注意
喚起が必
要。

活動前に
ケガに結
び付く危
険な行為
への注意
喚起。

9350

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 119 ## 10 8
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

腓骨剝離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

足を引き
ずってい
たため、
痛みを訴
えていな
くても聞
くべきで
あった。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/日

特になし

危険個所
を点検し
支援員同
士で共有
し確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

利用児童
に応じた
職員配置
をこれか
らもして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

校庭で
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遠くから
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くには
いたが個
人的には
見ていな
かった。

特になし

周りの児
童く様子
をよく見
ておく。

76 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
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歳
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歳
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歳
以
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9351

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 51 51 3 3
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

年１回程
度実施

1.基
準以
上配
置

特になし
事故との
関連無し

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

特になし
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊び中
は鉄棒・
ブラン
コ・ジャ
ングルジ
ム等、遊
具付近を
特に注意
して見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
たが一瞬
の事なの
で補助す
る事がで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日、児
童数が多
く他の遊
具につい
ていたの
で見てい
なかっ
た。

特になし

遊具で遊
ぶ際など
注意が必
要な時に
は、職員
が分担し
て近くで
見守るよ
うにす
る。また
危険な行
動がない
よう児童
に声掛け
をする。

9352

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 4 2
23.11
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

学年に見
合った活
動の提供
ができな
かった

活動の提
案（選択
肢を増や
す）

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/日

階段に入
らないよ
うに
チェーン
をかけて
いたが登
れる状態
であった

仕切り
（フェン
ス）等の
設置を検
討

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

階段に入
らないよ
うに
チェーン
をかけて
いたが、
登れる状
態であっ
た

仕切り
（フェン
ス）等の
設置を検
討

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内での
ボール遊
びを職員
に注意さ
れ、他の
活動が見
つけられ
ずにいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

繰り返し
注意した
ことで頑
なになっ
た本児を
少し距離
をおいて
様子をみ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童2
名がトラ
ブルに
なってい
たため、
そちらの
対応をし
ていた

本児の課
題（ルー
ルを守ら
ない、危
険な行動
が見られ
る）

本児発達
への支
援、保護
者支援

9353

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 3 3
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛部
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
(０)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員で危
険個所と
環境設
定、立ち
位置など
の再確認
を行い、
ケガや事
故防止に
向けより
いっそう
意識の向
上を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

特になし

緊急時の
応急処置
の対応に
ついて、
三角巾、
添え木を
購入す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

部屋の中
で静的遊
びと動的
遊びで分
けるよう
にして、
動的活動
の時には
支援員が
傍で見守
るように
心がけて
いる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

あそび
（ちゃん
ばら）を
提案し
て、意欲
的に遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1対1でちゃ
んばらをし
ていた。本
児は休息中
であったが
別のものに
興味を示し
移動したと
ころを支援
員が目で追
う。その際
ちゃんばら
をしていた
2人から視
線が外れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室にて
育成支援
をしてい
た。

特になし 特になし

9354

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 42 42 5 4
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(0~1)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

今回の事
故につい
ては、施
設、設備
等の不備
その他明
らかな原
因がある
ものでは
なく、不
測の事態
が重なっ
たことで
発生した
ものと思
われる。

校庭に足
がつまず
くような
物や穴等
は見られ
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童はい
つ足をく
じいたの
か心当た
りがな
く、ドッ
ジボール
前にすで
にケガを
していた
可能性も
ある。

外遊びの
前に軽い
準備運動
を行い、
ドッジ
ボール等
の運動が
できる状
態である
か見極め
てから育
成支援を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の様子で
ドッジ
ボールを
していた
が、急に
足が止ま
り痛みを
訴えた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボール中
は２名が
コートの
両側に分
かれ児童
の様子を
注意深く
見守って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
た場所か
ら１名が
時々様子
を見て、
全体を見
渡せる位
置から１
名が見渡
してい
た。

ドッジ
ボールに
ついて２
名で見
守ってお
り、児童
の異変に
も気付く
ことがで
きている
ため、放
課後児童
支援員等
の状況は
適正で
あった。

児童は躓い
たり転倒し
た訳ではな
いため、異
変に気付く
のが足を止
めてからと
なったが、
もう少し注
意深く様子
を見ること
により、
もっと速く
異変に気づ
けたかもし
れないた
め、普段か
ら児童の仕
草について
も注意深く
見守ってい
く。

9355

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 48 48 6 4
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

これまで
は掲示物
や口頭で
職員に事
故予防に
関するこ
とを伝え
てきた
が、マ
ニュアル
という形
でしっか
り整備し
なおす必
要性があ
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
0)回/年
学校で実
施してい
るため。

2.不定期
に実施

実施頻度
(200)回/
年

特になし

児童が使
用してい
たサッ
カーボー
ルは空気
の漏れや
破損等は
なく問題
はなかっ
た。ま
た、事故
を誘発し
そうな遊
具・破損
に関して
は見つけ
次第適宜
対処して
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

職員は基
準通り配
置できて
おり、屋
外にも十
分に配置
できてい
た。ま
た、ぬか
るみ等も
みられな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
落ち着き
がなく、
怪我の多
い児童で
あった。
体調不良
等もな
く、元気
に校庭を
走り回っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッカー
をやって
いた4.5人
を数メー
トル離れ
た位置か
ら見守っ
ていた。
対象児童
が着地に
失敗した
際も見て
おり、転
倒した直
後に駆け
寄り対応
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児童
が転倒し
た瞬間は
見ていな
いが、職
員が駆け
寄る様子
は見てい
た。

特になし

事故予防
に対する
マニュア
ルを作成
し、職員
間で周
知。ま
た、事故
事例の検
討を行っ
ていく。
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歳
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歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9356

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 2 1
21.９
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘関節
脱臼骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

児童たち
は施設玄
関を出る
と学童門
まで走っ
ていた。

玄関から
学童門ま
で職員が
見守り、
歩いて学
童門を出
るよう声
掛けをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

狭い学童
門を走っ
て通過し
ようとし
た際、児
童同士が
ぶつかり
反動で１
人が学童
門横コン
クリート
壁に肘を
ぶつけて
しまっ
た。

施設周辺
は走らな
いで歩く
よう子ど
もたちに
話してい
たが、職
員が見守
り周知徹
底してい
く。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

施設玄関
を出た
後、走っ
て学童門
を通過す
る児童が
数名い
た。

施設玄関
を出たら
走らずに
学童門を
通過する
ことを子
ども達と
確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

5時の降所
時間前ま
では帰り
の会に参
加し、退
室する際
は子ども
同士で挨
拶を交わ
し、職員
とも挨拶
を交わし
て施設玄
関を出
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

5時で「さ
ような
ら」をし
た後、職
員が施設
玄関を開
け子ども
たちは外
へ出る。
全員玄関
を出ると
お迎えに
来た保護
者対応を
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の子
ども対応
やお迎え
対応児の
声かけを
行ってい
た。

処置をす
る際、傷
めた箇所
を特定す
る為、触
れようと
するが痛
みが強く
動かすこ
とができ
なかっ
た。すぐ
に保護者
へ連絡を
入れ病院
受診を打
診した。

5時1人帰
りの児童
は施設玄
関で挨拶
をした
後、職員
が学童門
を出るま
で見守
る。その
際児童に
は歩いて
帰るよう
声かけを
行う。

9357

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 4 3
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
０)回/年

1.基
準以
上配
置

新年度が
始まり支
援員の動
きに落ち
着きがな
い中、児
童が行っ
ている危
ない遊び
に気が付
くことが
できな
かった。

児童が怪
我を起こ
しそうな
場所は、
特に、支
援員の配
置を強化
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

児童が怪
我を起こ
しそうな
場所を支
援員全体
で把握す
る。

支援員間
で、情報
を共有を
する機会
を設け
る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

児童に対
して、危
ない遊び
をしない
ように周
知をする
ことが行
き届いて
いなかっ
た。

支援員の
危険個所
の把握、
見守りの
強化。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びの一
環とし、
低い階段
の中断か
ら飛び降
りる遊び
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭で別
の児童の
対応をし
ており、
十分に見
守りがで
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
におり、
十分に対
応ができ
ていな
かった。

支援員の
中で十分
に本児の
怪我の共
有ができ
ていな
かった。

危険個所
の見守り
の強化、
児童への
声掛け、
支援員間
での情報
共有の強
化を心掛
ける。

9358

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 52 52 14 11
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

校庭遊び
を見守る
職員の適
正配置が
あり、職
員も怪我
が起きや
すい場所
を意識し
ながら見
守ってい
た為、ソ
フト面の
問題は特
になかっ
たと考え
る。

子どもた
ちにも、
怪我が起
きやすい
場所・怪
我が起き
やすい状
況につい
て伝え、
意識させ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

校庭に大
きな凹凸
等はな
く、ハー
ド面の問
題はな
かったと
考える。

天候に
よっては
校庭の状
態が滑り
やすかっ
たり、ぬ
かるみが
あったり
するため
注意喚起
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

季節に
よって日
暮れが早
く、外遊
び時に足
元や遠く
が見えづ
らくなる
ので、日
ごとの天
候に配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は
サッカー
をしたり
バスケッ
トや鬼
ごっこを
したり、
活発に遊
んでい
る。当日
もいつも
どおり活
発に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスを
担当して
いる職員
は外遊び
全体の見
守りをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の近
くで活動
を見守っ
ていた職
員が転倒
に気づ
き、肘の
状態を見
て室内へ
連れてき
た。

見た目で
は赤みが
なく、腫
れも比べ
れば確認
ができる
程度だっ
たため添
え木はし
ていな
かった。

サッカー
を行う前
に児童に
軽く足を
動かす
等、準備
体操の声
掛けをす
る。

9359

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 41 5 5
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

腱板断裂

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル順守・
研修実
施・職員
体制を基
準配置は
行えてい
るため、
ソフト面
に関して
の改善策
は特にな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回/
年

使用して
いるサッ
カーボー
ルの硬さ
に要因が
ある可能
性があ
る。

低学年が
サッカー
ボールを
使用する
際は、柔
らかめの
ボールを
使用でき
るよう遊
具の用意
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

支援員の
目もあり
遊び方に
ついても
サッカー
のルール
を守りな
がら行え
ていた
為、改善
策は特に
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
をする
際、ゴー
ルキー
パーをや
りたいと
本児から
希望があ
りゴール
キーパー
をする。
一緒に遊
んでいた
児童が
打った
シュート
を止める
ために手
を出す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
一緒に
サッカー
をする。
対象児が
ボールを
止めよう
と手を出
し、指を
痛めた際
に駆け寄
り室内へ
一緒に戻
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
集団あそ
びに入っ
たり、校
庭での職
員配置関
係上だっ
たりと、
各配置場
所で児童
を見てい
たため。

対象児は1年
生で、他学
年児童の
打った
シュートを
止めること
について、
蹴る力や受
け止める力
の点で差が
あったと思
われる。ま
た体の発達
の部分で、
勢いある
シュートが
手・指に良
くない形で
当たってし
まった場合
の影響が低
学年児童へ
は大きいと
考えられ
る。

人的面の
部分が今
回のケガ
の主な要
因であっ
たため、
その他項
目は特に
なし。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9360

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 9 3
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルの再確
認。職員
研修の積
極的な参
加の見直
し。職員
間で普段
の児童の
情報の共
有。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

特になし

学校との
連携の見
直し。学
校設備遊
具など変
化があっ
た時はす
ぐに情報
を提供。
今回は設
備に不備
はなし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児はの
ぼり棒な
どでたく
さん腕を
使った後
にうんて
いを行
い、腕が
疲れてい
た。

外遊び前
の準備運
動の強
化。基礎
体力向上
のプログ
ラムの検
討。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯で遊
んでいて
手が滑っ
てしまい
落下して
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで対
象児や周
辺の児童
を見てい
たが、落
下時は周
辺の児童
に目を向
けてい
た。落下
した時の
他児の声
で対象児
が泣いて
いたので
駆け寄っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭の他
の場所で
遊んでい
た児童を
見ていた
り、室内
でおやつ
を食べて
いる児童
を見てい
た。

今回は児
童本人に
よる怪我
だった
が、事故
が起こっ
た際に職
員同士で
すぐに連
絡が取れ
るように
するとス
ムーズに
対応がで
きると感
じた。

上記に記
載した改
善策を職
員で共有
して安全
対策を
行ってい
く。

9361

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 95 95 12 11
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

雲梯付近
にも職員
を配置し
ていた
が、雲
梯、ドッ
ジボール
など他の
遊びの見
守りも担
当してい
た。他の
児童の対
応をして
いた。

雲梯、上
り棒、鉄
棒など、
より安全
への配慮
が必要な
遊具で遊
ぶ際は、
その遊具
専属の職
員を配置
する。
児童対応
の際は、
他の職員
に声をか
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(100)回/
年

特になし

遊具の安
全点検は
されてお
り、特に
問題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

これまで
通り準備
運動など
をしっか
りと行
う。遊び
中も職員
が子ども
達の動き
を予測
し、声掛
けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学童、ひ
ろばの時
間帯、雲
梯の使用
は2年生以
上となっ
ており、
あまり
使ったこ
とがな
かった。
普段それ
ほど積極
的に運動
遊びをし
ていな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯付近
配置の職
員は他児
の対応を
していた
ため、事
故の瞬間
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各自配置
箇所付近
の児童の
見守りを
していた
ため、事
故の瞬間
を見てい
なかっ
た。

新年度で
職員の入
れ替わり
があり、
各児童の
特性（普
段から運
動をして
いるか、
苦手な動
きはある
か等）を
把握して
いなかっ
た。

子どもた
ち、職員
共に遊具
の使い方
や注意点
などを再
確認す
る。

9362

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 89 89 11 7
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手薬指
の骨折お
よび創傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
0～1)回/
年

2.基
準配
置

事前に危
険を予測
し、声か
けや別の
場所への
誘導がで
きなかっ
た。

常に児童
の行動の
予測を
し、危険
が考えら
れる際は
事前の声
かけや行
動を制限
するよう
にする。
また、職
員同士で
危険が伴
う遊具や
遊びがな
いかを
日々検討
し、対策
等を共有
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(100)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(100)回/
年

事故前の
定期的な
点検や事
故直後の
点検でも
フェン
ス、ホッ
ピング、
地面等に
不具合は
なかっ
た。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホッピン
グで遊ぶ
場所が特
定されて
いなかっ
たこと。
また、
フェンス
に寄りか
かったり
その近く
で行うこ
とを良し
としてい
た。

ホッピン
グで遊ぶ
場所を白
線で囲
い、その
中でのみ
遊ぶよう
限定し
た。また
周囲に
フェンス
など他の
物が無い
場所に設
定した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段は室
内にいる
ことが多
かった
が、友達
に誘われ
て外に出
てやり慣
れていな
いホッピ
ングで遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は特につ
けておら
ず、近く
にいた全
体を見守
る職員が
周囲の児
童たちの
異変に気
付きすぐ
に駆けつ
け、状況
を聞くと
同時に本
児の怪我
の様子を
確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

初めに本
児の怪我
を確認し
た職員か
ら状況説
明を受け
て本児の
対応を引
き継ぎ、
本児と共
に怪我の
対応のた
め室内へ
移動し手
当を行
う。その
後保護者
へ連絡し
た。

普段あま
り外遊び
をしない
児童が慣
れていな
い活動的
な外遊び
をした
際、注意
深く見守
れなかっ
た。

特になし

9363

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 4 3
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

危険予知
に関する
研修を増
やす

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

特になし

危険個所
を発見し
た場合に
はすみや
かに指導
員間で共
有し、必
要に応じ
て学校側
にも相談
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

指導員が
見ていな
い状況を
できるだ
け作らな
くする

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

対象児は
１年生と
して入所
して間も
ない時期
で、他の
児童に対
してやや
強引に話
そうとし
たり輪に
交ざろう
とする行
動が見ら
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

移動中の事
故であり指
導員全員で
子どもたち
を誘導して
いたが、事
故の起きた
駐車場は曲
がり角で死
角になりや
すい場所
だった。後
ろから来た
指導員に
よって怪我
をした対象
児が発見さ
れたが事故
の瞬間は目
撃していな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

移動を先
頭側で引
率してい
た他の指
導員は、
撮影場所
で子ども
たちを整
列させる
ために声
をかけて
いて、後
ろから来
る児童の
様子まで
は見てい
なかっ
た。

特になし

学年が上
の子たち
には体格
差につい
て自覚さ
せ、体の
小さい子
を押した
りするこ
とのない
よう、日
頃から指
導する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9364

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 4 2
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

－

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルの確認
及び事故
予防に関
する研修
を年間２
回実施す
る。

3.未実施 － 3.未実施 －
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

鉄棒に異
常はな
かった。

施設及び
遊具の安
全確認に
ついて、
年１２回
（月１
回）程度
の点検を
行ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守りの
範囲が広
く、瞬時
に対応し
きれな
かった。

屋外で活
動する場
合は、活
動範囲を
これまで
より狭く
すること
で、十分
な見守り
ができる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒で遊
んでいた
が、危険
な様子は
なかっ
た。（２
連鉄棒。
メーカー
名等不
明）

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

５ｍ程度
離れた場
所で他の
児童を含
めて見
守ってい
たが、児
童が転落
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で遊ぶ児
童を見
守ってい
たため、
事故を確
認できな
かった。

見守りの
範囲が広
く、瞬時
に対応し
きれな
かった。

屋外で活
動する場
合は、活
動範囲を
これまで
より狭く
すること
で、十分
な見守り
ができる
ようにす
る。

9365

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 61 61 5 3
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第５指
基節骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１ )回/年

1.基
準以
上配
置

児童の遊
び方から
事故とな
るような
危険があ
ることを
予見でき
なかっ
た。

些細な事で
も重大な事
故につなが
る事、また
過去の事故
例などを職
員間で再度
話し合う。

3.未実施 － 3.未実施

実施頻度
(0)回/年
※実際に
は利用時
に毎回簡
易な確認
等はして
いるが、
当該実施
場所はク
ラブの管
理対象外
施設であ
り、定期
点検は実
施してい
ない。

2.不定期
に実施

実施頻度(
24 )回/年

特になし

床張りの
ため、衝
撃緩和が
できない
ことから
些細な事
でも事故
発生に繋
がりやす
い環境で
あること
を職員間
で再確認
し、注意
を徹底す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童全体
がドッジ
ボールで
興奮して
おり、周
りが見え
ていない
状況で
あった。

遊んでいる
時も周りの
児童にぶつ
かったりし
ないように
気を付ける
という声掛
けをする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体育館遊
びで他児
童と共に
ドッジ
ボールを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童が見
渡せる位
置で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育館以
外の部屋
で他児を
保育して
いたため
見ていな
かった

特になし

既に記載
したソフ
ト面、
ハード
面、環境
面及び人
的面での
改善策に
より、充
分改善で
きるもの
と見込ま
れる。

9366

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 3 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

子どもの
遊びにつ
いて注意
点をまと
め、再発
防止に努
める

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

使用上の
ルールの
徹底を図
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもへ
の注意喚
起の徹底
（子ども
たち自身
が気を付
けられる
ように声
をかけ
る。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

校庭で遊
ぶ数人の
児童を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は室内で
遊んでい
た児童の
見守りが
あり、校
庭にいた
支援員は1
名であっ
た。

特になし

職員間の
連携を密
に行い、
事故防止
に努め
る。子ど
もへの声
かけを積
極的に行
う。

9367

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 2 1
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

子どもの
遊びにつ
いて注意
点をまと
め、再発
防止に努
める

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

使用上の
ルールの
徹底を図
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもへ
の注意喚
起の徹底
（子ども
たち自身
が気を付
けられる
ように声
をかけ
る。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

校庭で遊
ぶ数人の
児童を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は校庭の
別グルー
プで遊ん
でいた児
童の見守
りがあ
り、怪我
をした児
童の近く
にいた支
援員は1名
であっ
た。

特になし

職員間の
連携を密
に行い事
故防止に
努める。
子どもへ
の声かけ
を積極的
に行う。

9368

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 64 64 5 3
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外顆骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

普段から
注意して
いたが、
かかとを
踏んで歩
いていた
ため。

かかとを
踏んで歩
いていた
場合きち
んと履く
ように声
掛けをす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

3.未実施
実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

特になし 特になし
7.その
他

上履きの
かかとを
踏んでい
たことで
バランス
をくずし
たのでは
ないか。

上履きを
きちんと
履くよう
に声掛け
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にかわ
りない様
子であっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

部屋の中
で歩いて
いた際の
ことで、
本人から
の訴えで
けがをし
たことに
気がつい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋の中
で歩いて
いた際の
ことで、
本人から
の訴えで
けがをし
たことに
気がつい
た。

特になし

上履きを
きちんと
履くよう
に声掛け
をする。

9369

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 9 3
21.９
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし
見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体育館に
てドッヂ
ボールを
している
際に発
生。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

特になし

児童に対し
ては、けが
をしないよ
う気を付け
て遊ぶよう
注意を促
し、職員間
で情報共有
と見守りの
際の注意点
を再度確認
した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9370

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 10 2
22.10
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘脱臼
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし
見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

校庭にて
タイヤ跳
びジャン
ケンをし
ている際
に発生。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

特になし

校庭で遊
ぶときの
注意事項
を周知
し、遊ぶ
前は準備
運動を徹
底する。

9371

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 3 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首
ひび及び
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし
見守りの
徹底

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

なし
毎日見守
り　遊具
の点検

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊び時
に遊ぶ範
囲を定め
る

支援員全
員での情
報共有の
徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にかわ
りない様
子であっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員配置
を毎回確
認

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鬼ごっこ
をしてい
る付近に
は支援員
も配置し
ていたが
転んだ瞬
間の動き
は見てい
なかっ
た。

なし

特定の児
童なら大
丈夫と思
わず全員
で緊張感
を持ち見
守る

9372

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 93 93 10 4
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右くるぶ
し剝離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

なし
2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

転んだ場
所がタイ
ル面に
なってお
り、地面
と違って
滑りやす
くなって
いた。

児童、職
員ともに
危険があ
ることを
周知す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達とい
つものよ
うに遊ん
でいた
が、鬼
ごっこを
していた
ので走っ
ているこ
とが多
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員が
すぐ近く
で見てい
てすぐに
動いたが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ケガをし
た児童を
含めて、
広場全体
を見てい
た。

特になし 特になし

9373

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 2 1
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1　　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

より多く
の児童を
見守るこ
とができ
る場所で
支援を行
う。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

特になし

事故誘因
は自らの
落下によ
るもので
あるた
め、ハー
ド面にお
ける特段
の改善策
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

支援員体
制は適正
であり、
特段の改
善策はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発な児
童であ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びの
見守りで
グラウン
ドで支援
を行って
いたが、
当該児童
から離れ
ていたた
めに落下
するのを
防ぐこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援室内
で他の児
童の見守
りを行っ
ていた。

特になし

遊具を安
全に使用
して遊ぶ
ことがで
きるよう
に、声か
けするよ
う努め
る。

9374

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 25 25 4 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手前腕
部尺骨骨
折及び左
肘脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故当日
より職員
全員に事
故の内容
を説明
し、この
様な事故
が今後起
きないよ
う指示を
行った。

2.不定期
に実施

実施頻度(
4  )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

公園を歩
いている
途中でつ
まずいて
転倒した
が、他の
児童と話
しながら
歩いてお
り足下な
どに注意
がいって
いなかっ
たと思わ
れる。

歩いてい
ての事故
とは言
え、児童
がバラン
スを崩し
た場合に
備えて児
童に注意
を促し見
守る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

歩いてい
ての事故
とは言
え、児童
がバラン
スを崩し
た場合に
備えて児
童に注意
を促し見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり楽し
く遊んで
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

痛めた
後、直ち
に、応急
処置を行
い病院へ
連れて
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すぐ近く
で見守っ
ていた。

児童がつ
まずいて
バランス
を崩した
とき、す
ぐ近くに
職員が居
たが咄嗟
のことで
間に合わ
なかっ
た。

特になし

9375

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 67 67 8 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1～2)回/
年

2.基
準配
置

特になし

迅速な対
応はでき
たが日々
マニュア
ルを振り
返りいつ
何が起き
てもいい
ように一
人一人が
準備して
おく必要
がある。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

怪我につ
ながる場
所がない
か、ケガ
につなが
る動きを
していな
いかを確
認し安全
に過ごせ
る環境を
作ること
が必要。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外は広く
子ども同
士の接触
も室内よ
りは少な
るが常に
注意を払
い、事故
が起こる
前に防げ
る声掛け
が必要。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

最終日と
いうこと
もあり良
い姿を見
せようと
頑張って
いた気が
する。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

突発的に
走りだし
こけない
ように声
掛けをし
たが間に
合わな
かった。
こける瞬
間も手を
差し伸べ
ることが
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
も達の保
育をして
いてこけ
た後に駆
け付け
た。

特になし

その時の状
況や子ども
の心境を考
え、先に予
測をたて、
事前に声か
けをして促
す必要が
あった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9376

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 9 9 2 1
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左撓尺骨
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

職員2名体
制の中で
施設に保
護者のお
迎えがあ
り、職員
一人が一
時的に施
設へ戻っ
ていた。

見守りの
職員の人
数により
遊びの内
容を変え
る等、児
童全員が
安全に過
ごせるよ
うにクラ
ブ全体で
工夫をし
ていく。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

3.未実施
実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

逆上がり
の補助台
の使い方
が間違っ
ていた。
（補助台
の上から
鉄棒へ
ジャンプ
してい
た）

間違った
使い方を
するとケ
ガにつな
がる旨を
指導。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒本来
の遊び方
とは違
う、誤っ
た使い方
をしてい
た。

子どもた
ちに正し
い遊び方
を伝え、
職員への
見守り指
導も行っ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

体操を
習ってい
ることも
あり、得
意気な様
子でチャ
レンジし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
守っては
いたが、
事故現場
を直接は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えの
対応によ
り、１名
一時帰所

お迎えの
対応によ
り、一時
的に1名体
制

特になし

9377

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 25 25 4 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手前腕
部尺骨骨
折及び左
肘脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故当日
より職員
全員に事
故の内容
を説明
し、この
様な事故
が今後起
きないよ
う指示を
行った。

2.不定期
に実施

実施頻度(
4  )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

他の児童
と話しな
がら歩い
ており足
下などに
注意が
いってい
なかった
と思われ
る。

歩いてい
ての事故
とは言
え、児童
はバラン
スを崩し
やすいた
め、児童
に注意を
促し見守
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

歩いてい
ての事故
とは言
え、児童
はバラン
スを崩し
やすいた
め、児童
に注意を
促し見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり楽し
く遊んで
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

痛めた
後、直ち
に、応急
処置を行
い病院へ
連れて
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すぐ近く
で見守っ
ていた。

児童がつ
まずいて
バランス
を崩した
とき、す
ぐ近くに
職員が居
たが咄嗟
のことで
間に合わ
なかっ
た。

特になし

9378

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 3 1
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘　ヒ
ビ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

特になし

ケガにつ
ながりそ
うな遊び
について
改めて洗
い出し、
指導員間
で共有す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(2～3　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(2～3　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(2～3　)
回/年

特になし

ケガにつ
ながりそ
うな場所
について
改めて洗
い出し、
指導員間
で共有す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

危険性を
感じられ
る遊びを
している
子に対
し、早め
に指導員
たけでな
く子供た
ち同士で
声掛け合
う意識を
持たせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
登所し、
元気に遊
ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当児童の
動きを見
守りつつ
も、瞬時
のことに
対応でき
ず。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1名は2Fに
て他児童
の宿題を
見る。1F
は1名子ど
もを見守
り、１名
は見守り
と同時に
事務処理
のためPC
操作

特になし

定期的
に、児童
全員にど
ういった
ことが危
険につな
がるかを
考える時
間を設
け、学童
全体で共
有しあ
う。

9379

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 22 22 3 2
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

鼻骨骨折
（治療期
間：1か
月）　診
断書なし

8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
6   )回/
年

2.基
準配
置

注意喚起
の声掛け
はしてい
たが、新
一年生と
いう事も
あり何度
も注意喚
起する必
要があっ
た。

事前の声
掛けの徹
底、事故
防止に関
する研修
会への参
加。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2  )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

十分な距
離は取っ
ていた
が、想定
外の事が
起きる場
合も想定
すべきで
あった。

今回も十
分な距離
は取って
いたが、
バットが
飛んでい
くことも
想定し、
観戦する
場合はか
なりの距
離をと
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

今回の経
験で想定
外なこと
が起こる
ことも伝
えて必要
以上に距
離を取
り、児童
にも毎回
意識させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に遊
んでい
た。野球
が好きで
高学年の
野球を距
離を取り
観戦して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一緒に遊
びにも参
加し、見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児を
含め野球
の様子を
見てい
た。

注意喚起
の声掛け
はしてい
たが、新
一年生と
いう事も
あり何度
も注意喚
起する必
要があっ
た。

遊びの場
だけでな
く、落ち
着いた環
境（室
内）で注
意喚起す
る。

9380

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 4 1
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

骨挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

児童館の
トラブル
や小さな
怪我が起
こった場
合、職員1
名が対応
に当たる
ため見守
りが手薄
になる。
集団活動
を苦手と
する児童
に1名関わ
る場合も
同じよう
に手薄と
なり得
る。

見守りが
手薄とな
る場合
は、目の
届く範囲
に児童を
集め遊ば
せたり、
皆で同じ
遊びを行
う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

毎日

児童は大
人が考え
もつかな
い行動を
とるとき
がある
（本来の
使い方で
はない遊
び方）ま
た、遊び
に夢中に
なると周
りが見え
なくな
る。

遊具や道
具は本来
の使用の
仕方があ
り、誤っ
た使用を
すると危
険なこと
があるこ
とを知ら
せ、声掛
けを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活発な性
格であり
運動神経
もいいた
め、外で
の活動が
得意であ
ると思っ
ていた。

運動神経
がいいと
言えど
も、じっ
としてい
られず調
子に乗り
やすい児
童につい
ては、行
動から目
を離さな
いことが
大切であ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達数名
と鬼ごっ
こをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

低学年の
児童と関
りなが
ら、全体
の把握を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
残る児童
の見守り
のため、1
名保育室
に残って
いた。外
では、一
人遊びの
児童に関
りながら
見守り。

集団遊び
の苦手な
児童に関
わり、注
意がそち
らにそれ
てしまい
がちにな
る。

些細なこ
とでも、
職員が気
付かな
かったこ
とは児童
が伝えれ
るような
環境づく
りをす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9381

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 35 35 5 4
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故はソフ
ト面以外
の要因で
起こった
ので改善
策なし。

2.不定期
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

特になし

今回の事
故はハー
ド面以外
の要因で
起こった
ので改善
策なし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今回の事
故は環境
面以外の
要因で起
こったの
で改善策
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊んでい
る時に友
達と喧嘩
をしてふ
てて近隣
の体育館
の方に行
き、体育
館の階段
でつまず
いて捻挫

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

捻挫をした
後、腫れな
どもなく本
人も大丈夫
と言ってい
たので、怪
我の直後は
特別な処置
はしなかっ
たが、その
後また足に
痛みがあり
歩いて帰れ
そうにな
かった為、
保護者に連
絡をする。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応を
してい
た。

ふててい
て、周り
を見てい
なかった
為

遊ぶ場所
以外の場
所に行っ
ていた
為、他の
事故や怪
我にもつ
ながるの
で、決め
られた場
所以外に
行かない
ように注
意喚起を
した。

9382

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 5 4
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

8.その
他

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故につ
いてのマ
ニュアル
を作成す
る。支援
員間での
周知徹
底。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

学校の空
き教室を
使わせて
もらって
いるの
で、積極
的な点検
があまり
できてい
ない。

サッカー
などボー
ルを使う
遊びでの
ルール作
り。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

いつも通
りの遊び
だったの
で子ども
に任せて
いたが、
いつでも
介入する
姿勢も必
要だっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大きな声
をあげな
がら、
ゴールを
守ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ゴールの
横にい
て、様子
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
に1人いた
ので、一
人は全体
を確認で
きる距離
にいた。

みんなの
ために
ボールを
受けてあ
げたい、
と思って
いた。

子ども同
士の関係
性や特性
につい
て、よく
理解して
おく。

9383

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 124 ## 13 7
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

落下の可
能性のあ
る遊具の
そばには
必ず職員
が付く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

特になし

遊具につ
いては特
に問題な
しのた
め、改善
実施なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもた
ちに決ま
りを守る
ことが身
を守るこ
とにつな
がると指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

うんてい
のところ
に走って
行ってあ
わてて掴
んで落ち
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
守りして
いた。子
どもを追
いかけた
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守りして
いた。

特になし

グラウン
ド入口で
注意事項
を伝えて
グラウン
ド内に入
れる。

9384

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 6 4
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左外果骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する
研修を行
い、児童
の遊びに
ついて改
善点があ
るか考え
ていくよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
36　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
36　)回/
年

特になし

日々の点
検を行う
中で、事
故が起こ
らないよ
うより意
識をして
点検をし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

慣れた場
所でも安
全にすご
せるよう
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全員が４
班にわか
れて、リ
レー形式
でかけっ
こをし
た。支援
員は担当
の場所で
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全員同じ
遊びだっ
たので、
近くで見
守ってい
た。

特になし

可能な限
り職員は
全体を見
渡せるよ
う配置を
する。ま
た、声掛
け等も同
時におこ
なってい
く。

9385

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 92 92 6 4
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

未実施

1.基
準以
上配
置

人員配置
的には人
数はいる
が、事
故・怪我
の予測が
必要

月の職員
会議で、
全ての職
員で事
故・怪我
等の危険
性ついて
再度見直
しをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特記事項
なし

特記事項
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

活動に夢
中にな
り、周囲
の状況が
見えなく
なってい
るようで
あれば、
適宜声か
けを実施
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
などは特
に問題が
なく、グ
ラウンド
で遊べる
という気
持ちで気
がはやっ
ていたと
思われる

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１対１で
の対応で
はなく、
複数職員
でグラウ
ンドで遊
ぶ児童を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児童
だけでな
く、グラ
ウンドで
遊ぶ児童
全体を見
ていた

園庭を利
用する
際、児童
に理解で
きるよう
に注意喚
起をす
る。

新しい環
境に慣れ
るまで
は、しっ
かりと活
動時の注
意点・危
険性など
を十分に
説明して
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9386

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 4 2
22.10
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首
右堯骨骨
端線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

未実施
2.基
準配
置

特になし

事故予防
を重点に
おいた研
修を行
う。

2.不定期
に実施

使用都度
2.不定期
に実施

使用都度
2.不定期
に実施

使用都度 特になし

日々使用
しながら
の点検に
とどまっ
ているた
め、年度
初めや学
期末に安
全面をよ
り意識し
て点検を
行うよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊んでい
る児童に
細やかに
声掛けな
どをす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段の保育
室内よりも
広い場所で
風船遊びを
して、他の
遊具を置い
ているとこ
ろまで移動
してしま
い、足元も
見ていな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児童が
風船遊びを
しているこ
とは認識し
ていたが、
他の児童の
遊びを見
守ってお
り、転倒し
た場所まで
移動して
いったこと
は見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育児童
数が7名の
ため、そ
の場にい
たのは担
当職員1名
であっ
た。

特になし

職員は可
能な限り
全体を見
渡すよう
心がける
ととも
に、児童
にも遊び
によって
十分なス
ペースを
取るよう
に指導す
る必要が
ある。

9387

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 3 1
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

危険予測
が十分で
なく、本
来であれ
ば配置の
必要があ
る場所に
職員がい
なかっ
た。

危険が予
想される
遊具（丸
うんて
い、ジャ
ングルジ
ム、ぶら
んこ、鉄
棒）につ
いては、
必ず職員
が付き添
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

入学した
ばかりで
初めて遊
ぶ遊具
だった為
慣れてい
なかっ
た。遊具
に問題は
なかっ
た。

危険個所
の確認と
共有を月
に１度は
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

個別対応
になりす
ぎないよ
うに配慮
し、危険
個所の再
確認と配
置につい
てその都
度確認を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はグ
ラウンド
で補助員
と児童４
人（ケガ
をした児
含む）
で、ボー
ル遊びを
してい
た。本児
は、グ
ループで
遊んでい
る途中に
グループ
から抜け
て一人で
丸うんて
いに向
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ボール遊
びをして
いる児童
を見守っ
ている
中、本児
が反対側
の丸うん
ていに向
かったた
め、丸う
んていで
遊ぶ本児
の動きを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

10メート
ル程離れ
たグラウ
ンドの別
の場所で
サッカー
の見守り
をしてい
た為、丸
うんてい
に児童が
行った事
に気が付
かなかっ
た。

特になし

運動場全体
を見る見守
りの職員も
配置し、丸
うんていや
ブランコ、
ジャングル
ジムに児童
がいる場合
は、近い距
離で見守り
を行う。外
遊び時に
は、誰がど
こで見守り
をするかの
確認と、危
険と考えら
れる場所に
児童がいる
場合は、職
員同士での
声掛けを行
う。

9388

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 3 3
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首外
果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

支援員の
安全への
再確認と
子どもへ
の注意喚
起。

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日毎
日)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

鬼ごっこ
や遊んで
いる場所
の範囲に
階段が
あった。

階段から
飛び降り
るような
遊びはし
ないよう
注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び場所
の範囲で
ある。

階段から
飛び降り
ないよう
注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
て鬼から
逃げよう
としてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ちょうど
見守りの
場所から
見えない
位置で、
足をひ
ねったと
言ってき
たので対
応した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所で
見守って
いたり、
ほかの子
の対応を
してい
た。

子どもが
見えなく
なる死角
があっ
た。

怪我をす
る子ども
が増えて
いること
を念頭に
置きなが
ら、支援
員も見守
りの対策
を施す必
要があ
る。

9389

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 170 ## 15 4
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右前距腓
靭帯裂離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

体育館か
ら室内に
戻る途中
であり、
対象児童
の動きを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育館か
ら室内に
戻る途中
であり、
対象児童
の動きを
見ていな
かった。

体育館遊
びの後
は、勢い
良く走り
ながら部
屋に戻る
傾向にあ
る。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9390

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 106 ## 12 8
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首2か
所骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9391

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 51 51 6 3
19.７
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし
7.その
他

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校中の
ため支援
員の見守
りなし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校中の
ため支援
員の見守
りなし。

特になし

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9392

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 86 86 10 3
19.７
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折2か所

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし
7.その
他

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校中の
ため支援
員の見守
りなし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校中の
ため支援
員の見守
りなし。

両手に荷
物を持っ
ていたた
め、転倒
時に手を
つくこと
ができな
かった。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9393

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 96 96 12 4
23.11
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨尺
骨骨折、
右前腕皮
膚欠損創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし
7.その
他

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校中の
ため支援
員の見守
りなし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校中の
ため支援
員の見守
りなし。

走って下
校してい
た。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9394

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 210 ## 12 6
21.９
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし
7.その
他

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校中の
ため支援
員の見守
りなし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校中の
ため支援
員の見守
りなし。

事故者が
傘を2本
持った状
態で走っ
ていたた
め発生し
た事故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9395

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 162 ## 15 6
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9396

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 6 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指季
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9397

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 118 ## 9 3
18.６
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

肘内障、
若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし
7.その
他

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登下校中
のため支
援員の見
守りなし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登下校中
のため支
援員の見
守りなし

遊びなが
ら下校し
ていた。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9398

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 77 77 6 3
18.６
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足第2，
3関節足裏
裂傷

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし
7.その
他

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登下校中
のため支
援員の見
守りなし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登下校中
のため支
援員の見
守りなし

車道ギリ
ギリで信
号待ちを
してい
た。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9399

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 81 81 7 3
21.９
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上1番
（中切
歯）歯牙
破折・歯
隨炎

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし
7.その
他

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登下校中
のため支
援員の見
守りなし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登下校中
のため支
援員の見
守りなし

下校中に
ふざて
あってい
たため発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9400

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 88 88 6 3
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9401

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 124 ## 9 4
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

下腹部裂
傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

手術後で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

棚の前
で、2人と
も支援員
に背を向
けてのこ
とだっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

棚の前
で、2人と
も支援員
に背を向
けてのこ
とだっ
た。

特になし

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9402

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 34 34 7 3
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
中節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9403

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 90 90 9 4
19.７
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘関節
捻挫血種

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし
7.その
他

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校中の
ため支援
員の見守
りなし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校中の
ため支援
員の見守
りなし。

タブレッ
トなど、
ランドセ
ルの荷物
が重かっ
た模様。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9404

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 77 77 5 3
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足甲の
軟骨損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9405

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 4 1
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕肘骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9406

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 12 6
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
端線離開

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9407

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 3 1
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折の
疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9408

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 72 72 10 7
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9409

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 123 ## 12 6
23.11
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肩打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9410

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 53 53 3 2
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9411

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 69 69 9 9
22.10
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨端
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9412

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 77 77 7 3
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肩鎖骨
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で起
きた事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9413

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 6 2
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で起
きた事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

9414

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 49 49 7 5
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で、当該
児童を見
ていた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9415

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 2 1
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

くるぶし
の剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

日常的な
危機管理
能力を高
めていく
指導する

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし

今回の事
故は、
ハード面
に要因は
ないと考
えるが、
定期的な
安全点検
を継続し
ていく

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

泥遊びを
したあと
は支援員
が穴が埋
まってい
るか確認
を行い、
そのまま
の場合は
支援員で
整備す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

外で鬼
ごっこを
している
ときにテ
ンション
があがっ
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
を見守り
ながら声
かけを
行ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
と一緒に
見守りを
してい
た。

特になし

日常的な
危機管理
能力を高
めていく
指導する

9416

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 4 1
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

安全対策
や危機管
理が十分
ではな
かった。

今回の事
故を職員
全体で共
有し、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(280)回/
年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(30)回/年

ゴムマッ
トの老朽
化により
事故につ
ながっ
た。

ゴムマッ
トの張替
えを行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

出入口な
どは慌て
ず落ち着
いて歩く
よう児童
に声かけ
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児も
含めた庭
で遊んで
いる児童
複数名の
見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、室内
の児童の
見守りを
してい
た。

特になし

すのこ板
にタオル
マット等
を敷き、
指が挟ま
らないよ
う防止す
る。

9417

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 227 ## 14 7
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首上
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9418

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 95 95 12 4
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9419

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 147 ## 13 8
19.７
歳

1.男
児

－ 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9420

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 34 3 1
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

第5中足骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9421

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 96 96 9 4
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折（第2
関節）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9422

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 104 ## 10 4
19.７
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足親指
第一関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9423

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 91 91 9 4
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9424

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 175 ## 14 7
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

永久歯の
欠け

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9425

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 218 ## 16 6
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9426

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 161 ## 12 4
18.６
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手前腕
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9427

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 140 ## 11 4
23.11
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童の側
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9428

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 4 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

－

事故予防
に関する
研修の実
施

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

－

問題はな
かった
が、今後
も遊具の
安全確認
を必ず行
う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－
見守りを
徹底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッチ
ボール
だったの
でコート
の端から
全体を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドッチ
ボール
だったの
でコート
の端から
全体を見
ていた

ボールを
取る時に
地面に指
をついて
しまった
時と考え
られる

外遊び前
や後に一
旦集め
て、怪我
をしてい
る児童を
確認する

9429

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 59 6 2
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特に無し
遊具の見
守りを強
化する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特に無し 特に無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員に
よって
は、児童
と一対一
での見守
りがあっ
た

全体の児
童を見守
るよう
に、支援
員同士が
声かけ
あって見
守りを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変りなく
外遊び
（サッ
カー）を
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッ
カー・ブ
ランコ・
アスレ
チック・
鉄棒など
を４人の
職員で見
守りを
行ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内遊び
を２人の
職員で見
守りを
行ってい
た

１年生は
高鉄棒に
登らない
よう決め
ていた
が、本児
がルール
を忘れて
登るとこ
ろを遠く
から見
守ってい
た職員の
声掛けが
出来な
かった。

校庭を見
守る職員
の動きを
再確認
し、全児
童を見守
ることが
できるよ
うにす
る。児童
へ遊具の
使い方を
再指導す
る。

9430

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 2 1
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

－

横にいて
も瞬時に
おきた事
故だった
ため、更
に見守り
に気を配
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

－

ブランコ
を囲む66
ｃｍの低
いもので
はある
が、見守
りに注意
が足りな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
での事故
が多い為
注意を払
い見守っ
ていた
が、囲い
で事故が
起きると
思ってな
かった。

子どもた
ちの行動
について
は、更に
注意を払
い見守る
こと。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

とてもお
となしい
子。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブランコ
の前で見
守ってい
たが、横
を向いた
際にはす
でに転ん
でいた。
すぐに抱
き起し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内での
見守りを
してい
た。当該
児童が
戻ってき
た際は、
すぐに冷
やし落ち
着かせ
た。

－

近くで見
守りを
行ってい
たので、
瞬時の事
故にも対
応できる
ように気
を配る。

89 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9431

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 2 1
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右中指
（第２関
節）骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

支援員の
急な体調
不良のた
め、見守
りの体制
が通常に
比べて手
薄となっ
た。

遊具使用
時は特に
注意を払
い、正し
く安全な
使用がで
きるよう
指導を
し、更に
見守りに
も気を配
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

－

施設・設
備に問題
なし。ブ
ランコか
ら降りる
タイミン
グが悪
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の数
が少なく
順番を待
つ児童が
多く、当
該児童が
焦った感
じがあ
る。

遊具使用
時は、正
しく使用
すること
を遵守さ
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慌てた
り、転ん
だりする
ことが多
く、この
日もブラ
ンコが止
まる前に
降りよう
として落
下した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブランコ
の前で見
守ってい
たが、瞬
時のこと
で間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児童の
世話やお
迎えの対
応、おや
つの準備
などを
行ってい
た。

－

学童保育
支援員の
急な体調
不良時の
代替職員
の確保を
図る。

9432

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 3 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

現在マ
ニュアル
を作成中
である。
また、福
智町のフ
ロー
チャート
を利用す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１５０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

学童クラ
ブでは必
要のない
手すり
だった

事故の起
きた手す
りは所有
者（福智
町）へ確
認後、撤
去した。
（経年劣
化も見ら
れた為）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

突然の事
であった
ため、注
意が間に
合わな
かった。

危険な行
動に対し
て、通常
時からの
児童に対
しての声
かけを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は普
段通りで
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びの
集団が二
手に分か
れていた
ので、各
集団を見
守る形を
とってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びに
職員が2
人、室内
遊びに職
員1人が見
守ってい
た。

玄関前
（スロー
プで手摺
あり）で
は遊ぶ事
を日頃よ
り禁止に
している
が、遊び
に夢中に
なってし
まって上
級生とそ
の場所に
入ってし
まった。

翌日子ど
もたちと
危険個所
や遊び方
について
全体確認
をおこ
なった。

9433

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 46 46 3 3
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足リス
フラン関
節靭帯損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

学校とは
違い、座
卓の為視
界に入り
ずらかっ
た

見守り・
声掛けの
強化・机
の配置間
隔

1.定期的
に実施

実施頻度(
240)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3)回/年

座卓の高
さなど

通常の状
態でも起
こりうる
事故を先
に考える

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

教室内の
座卓の位
置

見守りの
強化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

－
座卓の高
さ・位置
など

見守り・
声掛けの
強化

9434

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 6 3
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から支
援員が点
検時以外
にも意識
をして確
認をする
ようにし
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
来所し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

利用児童
がサッ
カー遊
び・遊具
遊びなど
いくつか
の遊びに
わかれて
遊んでい
たため、
少し離れ
た場所か
ら見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

－ 特になし

あらゆる
状況を考
え、児童
の動きを
予測し危
険を妨げ
られるよ
う見守っ
ていく。

9435

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 5 5
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

唇の下を2
針縫う、
上前歯
(右)抜け
る、下前
歯(4本)グ
ラつく、
下歯茎内
側に上の
歯が貫通

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から支
援員が点
検時以外
にも意識
をして確
認をする
ようにし
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

アスファ
ルトや段
差のある
所を走っ
ていたの
で、注意
をしよう
と思って
いた時に
転んでケ
ガをし
た。

早めに声
掛けをし
て、注意
を促せば
よかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気に来
所し、外
遊びで楽
しそうに
鬼ごっこ
をした。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
と一緒に
鬼ごっこ
をしてい
た。事故
発生時、
鬼から逃
げていた
ため、対
象児から
離れた所
から見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
で遊んで
いる子ど
も達を見
ていたの
で、事故
に気付か
なかっ
た。

子ども達
が広範囲
に動いて
いたた
め、1人1
人の行動
を把握で
きていな
かった。

あらゆる
状況を考
え、児童
の動きを
予測し危
険を妨げ
られるよ
う見守っ
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9436

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 4 4
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の完全
脱臼・顎
歯肉裂傷
/　頭部打
撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から支
援員が点
検時以外
にも意識
をして確
認をする
ようにし
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で来所。
本人も
登っては
いけない
事を理解
していた
が学校の
昼休み、
クラブの
外遊びで
登り降り
を繰り返
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見な
がら対象児
の動きも見
ていたが、
見守りの中
で他児のト
ラブルの対
応をしてお
り、倉庫裏
は普段から
行ってはい
けない場所
で、遊びの
スペースか
ら離れてい
たため最終
的には対象
児を注意し
て見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同上 特になし

あらゆる
状況を考
え、児童
の動きを
予測し危
険を妨げ
られるよ
う見守っ
ていく。

9437

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 3 3
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨骨
端線骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
10　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

ケガの可
能性があ
る場合に
は、その
都度注意
をしやめ
させる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
4 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
4 )回/年

特になし

机のそば
や物の近
くでは遊
ばないよ
うに声掛
けをおこ
なってい
く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

危ないと
感じた時
に声掛け
を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

宿題で難
しいとこ
ろがあっ
たため、
一人遊び
を行って
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
のそばで
宿題の様
子を見守
りながら
全体の様
子も見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
児童を検
温しなが
ら受け入
れを随時
行ってい
た。

特になし

危険な行
動がみら
れた場合
に瞬時に
考察しや
めさせ
る。同じ
空間にい
る職員同
士で見る
範囲を事
前に決め
役割分担
を行う。

9438

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 6 4
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から危
険な箇所
がないか
を支援員
が点検時
以外にも
意識して
確認する
ようにし
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びで
鉄棒で遊
んでいる
時、着地
した際に
バランス
を崩し前
方に手を
つき負傷
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒のそ
ばで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びに
対応して
いた他の
支援員３
名は、他
の児童の
見守りを
してい
た。

特になし

あらゆる
状況を考
え、児童
の動きを
予測し危
険を妨げ
られるよ
う見守っ
ていく。

9439

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 7 7 8 1
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端剝離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
6　)回/年

3.基
準以
下

指導員一
名では、
児童七名
の突発的
な行動に
対して対
応が手薄
になっ
た。何度
も訪問し
ていた場
所であ
り、いま
まで問題
行動がな
かった。

2次災害を
防ぐため
にも事前
に十分な
想定訓練
を準備し
ておき、
引率可能
な支援員
（２名以
上）に応
じて外出
する児童
数を決定
してい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度(
開所日毎)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
利用毎対
応　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
開所日毎
)回/年

平日で来
訪者が少
なく、職
員に連絡
し児童の
行動も把
握してい
たが、全
てにおい
て配慮が
不十分
だった。
衝動的な
行動をと
るとは予
知しな
かった。

安全に過
ごす為に
は集団生
活のルー
ル見通し
を持った
過ごし方
を子ども
達に示し
理解させ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気になる
児童につ
いては突
発的、衝
動性な行
動でトラ
ブル等を
引き起こ
す事があ
り遊び方
によって
危険とな
ること
を、再度
伝えるべ
きであっ
た。

安全に過
ごす為集
団生活の
ルール見
通しを
持った過
ごし方を
子ども達
に示し理
解させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3年生女児
は同じク
ラブ活動
の先輩と
一緒に行
動できて
楽しそう
にしてい
た。穏や
かな表情
で落ち着
いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童をベン
チに座らせ
見守ってい
た。突然児
童たちが走
り出したの
で全員静止
するよう伝
えたが、児
童達は突然
階段方向へ
向かった。
職員が追う
とすでに足
を引きずり
ながら本児
が男児と2
人で階段を
上がってき
た。階段を
踏み外し足
首をひねっ
たと話す。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

－

コロナ禍
で自粛が
多く、学
童外での
活動に解
放感

子どもた
ちに危険
な遊び、
症例など
理解させ
る。また
突発的、
衝動的な
行動をと
る児童の
安全管理
について
の研修を
おこな
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9440

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 30 30 3 2
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首の
骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

安全対策
マニュア
ルに保護
者へ病院
へ受診す
るよう促
すという
指示が
あったが
促すこと
ができな
かった。

もう一度
支援員全
員でマ
ニュアル
を確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

使ってい
たボール
が新品で
空気がた
くさん
入ってお
り硬かっ
たかもし
れない。

購入した
際にきち
んと硬さ
など確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2～6年生
までの異
年齢児で
サッカー
をしてい
るなか当
該児童は
キーパー
をしてい
た。

異年齢児
でサッ
カーをす
るときは
高学年に
キーパー
をしても
らう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
ゴール前
に立って
いる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

配置につ
いた時に
はすでに
うずく
まってい
たため、
周りの児
童に状況
を聞き部
屋へ一緒
に戻る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児が点
在して遊
んでいた
ため、そ
ちらの見
守りをし
ており
ボールが
当たった
瞬間は見
ていな
かった。

休憩時間
の前から2
年生男子
児童が
ゴール
キーパー
をしてい
たが声を
かけただ
けで止め
ようとは
しなかっ
た。

十分に予
測される
ケガは声
掛けを行
うだけだ
なく遊び
を中断さ
せてでも
止めるよ
うにす
る。万が
一を想定
し、保護
者へ病院
へ受診す
るような
促しをす
る。

9441

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 4 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

職員の見
守りの仕
方。

児童の揉
め事に対
応中でも
他児を見
られる向
きで頻繁
に様子を
目視確認
する。見
晴らしの
良い場所
かつ危険
なことが
起こりう
る場所を
しっかり
判断し、
その場所
で見守り
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特にな
し。

今回の件
では、遊
具に不備
はなかっ
た。その
ためこの
点での改
善策は特
にない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

真偽は不
明だが、
その場に
いた他の
児童から
飛ぶよう
に指示さ
れたとい
う情報も
ある。対
象児のみ
ならず、
周囲の児
童の思考
力、判断
力の低さ
も考えら
れる。

様々な行
動にてど
のような
危険があ
るかを考
える時間
を確保す
る。ま
た、危険
と判断
し、自分
がしない
と決めた
ことを他
児に指示
しないよ
うに話を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内遊
び、戸外
遊びどち
らかに偏
ることは
なく、ど
ちらも好
きという
児童で、
当該日は
室内遊び
後に戸外
遊びへと
移った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
至近には
いたが、
背を向け
る形で別
の児童と
接してお
り、落下
した瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラブ
も含め、
約40人の
児童が戸
外で遊ん
でいる状
況で、他
児を見て
おり、対
象児を見
ていな
かった。

対象児
は、日頃
職員の話
をしっか
り聞かな
い、聞い
ていても
理解して
いないよ
うな表情
を見せて
おり、対
象児の思
考力、聴
解力、運
動能力の
低さも要
因となっ
ている。

今回の事
故の要因
について
は、上記
ソフト
面、環境
面及び人
的面にお
ける再発
防止策に
より対応
可能と考
えてお
り、その
他につい
ては特に
ない。

9442

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 18 18 4 4
18.６
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

1.基
準以
上配
置

小学校～
クラブの
帰り道に
見守りの
支援員は
いなかっ
た。

小学校～
クラブの
帰り道に
見守りの
支援員を
２名配置
させた。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

遊具から
落ちる、
ぶつか
る。

遊具、玩
具を使用
前に点検
する。遊
具のある
場所に支
援員を配
置する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

建物の
壁、柱、
花壇のブ
ロック、
フェンス
などにぶ
つかる。

安心クッ
ションを
巻くなど
する。

－

事故前の
児童の様
子は見て
ないので
わからな
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

施設に帰
る前のこ
となので
支援員は
見ていな
い。他の
児童の知
らせで支
援員ひと
りが事故
現場にか
けつけ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

施設で他
の児童の
対応をし
ていた。

学校～ク
ラブ　帰
り道見守
りの支援
員がいな
かった。

なし

9443

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 69 69 9 3
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

ブランコ
遊びの時
には、今
後も必ず
支援員が
見守りを
し、ブラ
ンコに
乗ってい
る児童の
そばに他
の児童が
近づかな
いように
見守りを
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

特になし

ブランコ
の乗り方
や周囲で
の遊び方
について
考える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ブランコ
遊びの
ルールを
確認し、
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、好き
なブラン
コ遊びを
楽しんで
いた。立
ちこぎを
してお
り、少し
手を緩め
た時に他
の児童が
ブランコ
に触れて
しまい、
落下し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くに立
ちブラン
コ遊びを
見守って
いた。他
の児童が
担当職員
に話しか
けブラン
コに駆け
寄ってき
たため止
めようと
振り向い
た間に、
もう一人
他の児童
がブラン
コに触れ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は屋内外
の違う場
所で見守
りをして
いた。児
童の泣き
声や担当
職員の呼
びかけに
すぐ気づ
き、園主
幹教諭に
報告、園
の保健師
がけがを
した児童
の手首を
冷やしな
がら、連
絡した保
護者の迎
えを待っ
た。

特になし

子どもの
活動状況
に応じて
職員の配
置を考
え、見守
りの強化
を図る。
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死亡
0
歳
1
歳
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歳
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歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9444

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 2 1
21.９
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外科頸骨
折

8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

遊びとし
て行う時
間帯では
なかっ
た。

見守りの
支援員が
しっかり
いる場合
にさせ
る。子ど
もの要望
を断るべ
きだっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

跳び箱を
使用せ
ず、人の
体を使っ
て行っ
た。

跳ばせ方
を考え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1人ずつ順
番に跳ぶ
ことをき
まりとし
ていたに
も関わら
ず、支援
員の「も
う終わ
り」の言
葉を聞か
ず、走っ
て行き、
跳んだ。

ルール、
決まりご
とを確認
し、徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

順番を
守ってい
たもの
の、終わ
りと言わ
れもう一
度跳びた
い気持ち
がわき、
慌てて勢
いを付け
て走って
跳んでし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

跳び箱の
土台とし
て体を丸
めていた
が、終わ
りと知ら
せたので
体を起こ
そうとし
たタイミ
ングと児
童が手を
ついたタ
イミング
が一緒で
バランス
を崩し右
肩から床
に落下し
た。その
後、慌て
て抱き起
こした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

洗い場
で、使用
済みコッ
プを洗っ
ており、
他支援員
の落下児
童への
「大丈
夫？」と
いう言葉
で気付い
た。

確認不足

活動内容
や、活動
時間を考
え、見直
す。必ず
「見守
る」立場
の職員を
配置す
る。

9445

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 2 1
19.７
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
0 )回/年

2.基
準配
置

下校途中
の為、子
どもの受
け入れ態
勢に問題
はなかっ
たと考え
られる。

下校から
児童クラ
ブ事業所
までの往
来につい
て、定期
に指導を
行うこと
を記載す
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

下校途中
の為、事
故要因は
なかっ
た。

なし
7.その
他

下校途中
の為、事
故要因は
なかっ
た。

なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

注意散漫
になって
いたと思
われる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校途中
の為、見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校途中
の為、見
ていな
い。

下校途中
の為、事
故要因は
なかった
が、本児
も含めて
利用児童
の交通安
全意識の
低さが
あったと
考えられ
る。

本児も含
めて、児
童に登下
校時の安
全な往来
をするよ
うに注意
喚起す
る。

9446

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 3
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

危機管理
対応マ
ニュアル
を再度、
確認し、
事故防止
に取り組
む。

1.定期的
に実施

実施頻度(
293)回/年

3.未実施
実施頻度(
0)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具に問
題なし

大人数で
遊んでい
る場合は
自分の番
がくるま
で時間的
余裕があ
るため休
憩もでき
るが、1人
しか遊ん
でいない
時は連続
して遊ん
でしまう
ので、○
回したら
休憩を促
すように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自己流で
の遊びや
危険行為
をしがち
な児童に
目がいき
がちであ
る。

遊具で遊
ぶ児童た
ちには危
険行動や
間違った
使用方法
は絶対に
行わない
ように念
押し。そ
の他の遊
具で遊ん
でいる児
童にも時
間配分を
考えなが
ら声掛け
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常に活発
である。6
名の児童
がうんて
いで遊ん
でいたが
そのうち
５名は他
の遊具へ
移動した
ため、対
象児童が1
人で使用
すること
になり上
達するた
めに練習
を行って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

雲梯近く
にブラン
コや鉄棒
があり、
危険行動
や好奇心
から違っ
た遊具で
の遊び方
をする児
童がいて
注意して
いた。鉄
棒で前回
りをする
児童から
見ててね
と言わ
れ、そち
らを振り
向いてい
たら該当
児童が雲
梯から落
ちて泣い
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にい
る児童へ
の対応と
要支援児
童に対応
する職員
がいた。

1年生には
特に目配
り気配り
が必要。
ただし、
あちらこ
ちらから
声をかけ
られたら
見ないと
いけない
ので振り
向いてし
まう。

室内はせ
まく遊ぶ
場所がな
いので毎
日外で遊
んでい
る。今回
の事故は
単独によ
るもので
はある
が、1人で
遊具の遊
びをする
際は、必
ず、1度は
近くまで
行き様子
を確認す
るように
する。

9447

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 4 4 2 1
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
０　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する
研修を実
施する

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

ほうき保
管場所の
側に大き
な木があ
り、根が
地面より
上がって
デコボコ
している
ため、足
元が不安
定であっ
たと思わ
れる。

・足元が
不安定な
場所で
は、十分
に気を付
けるよう
児童への
声掛け
・定期的
な安全点
検の実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

転倒等の
危険があ
る場所で
は足元に
注意する
よう、見
守り中に
も児童へ
の呼びか
けを徹底
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身体面で
は体調不
良、ケガ
などなく
良好で
あった。
精神面に
ついて
も、いつ
もと変わ
らず元気
な様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当時利用
児童数は4
名で、皆
の様子が
見渡せる
ように活
動場所を
中庭に限
定してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者と
の面談を
していた
ため、見
ていな
かった。

特になし

ある程度
の見守り
範囲を声
掛け等で
意思疎通
する。児
童クラブ
を利用す
る高学年
の低学年
に対する
声掛けや
協力を得
て、遊び
の内容や
範囲を利
用児童で
共有す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9448

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 4 4
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(11)回/年

2.基
準配
置

特になし

声かけや
目が行き
届くよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

特になし

うんてい
の鉄部分
が滑りや
すくなっ
ていない
かなども
注意して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

うんてい
など落下
する恐れ
がある遊
具の把握

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員2人
で見守っ
ていた
が、当該
児童が落
下した時
は他児童
との関り
で手が離
せず直接
監視する
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

－ 特になし 特になし

9449

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 31 31 7 4
23.11
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
第2関節骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

1.基
準以
上配
置

支援員の
配置の仕
方や子ど
もの遊び
方に問題
はなく、
ボールを
故意に当
てたわけ
でもな
い。偶発
的な事故
であるた
め要因を
特定でき
ない。

職員一同
共通理解
のもとで
安全対策
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

当施設内
及び施設
回りにつ
いては定
期的に点
検できる
が小学校
の施設に
ついては
小学校の
管理のも
と点検が
行われ
る。

自施設に
ついては
危険個所
等無いよ
う常に点
検し安全
に気を付
ける。小
学校の点
検報告を
聞いたり
使用して
いる際に
気づいた
ことを報
告する等
小学校と
連携をと
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ボールを
使って遊
ぶときに
注意をす
ることや
危険な行
為など、
子どもた
ちが自ら
危険を回
避できる
よう学習
する機会
を設ける

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

週に一度
の校庭あ
そびの日
だったの
で、とて
も楽しみ
にしてい
て嬉しそ
うだった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ボール遊
びをして
いること
は確認し
ていた
が、特に
危険な行
為もなく
注意をす
る場面は
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
他の児童
集団の見
守りをし
ていた

特になし

遊具・玩
具の点検
管理を徹
底する

9450

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 55 8 5
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

粉砕骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1～2　)回
/年

2.基
準配
置

加害児童
が、鉄棒
をしてい
た被害児
童を後ろ
から押し
た。

マニュア
ルの作
成。

2.不定期
に実施

実施頻度(
十数　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
十数　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
十数　)回
/年

鉄棒の横
に支援員
を配置

鉄棒に座
らせない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

加害児童
が、鉄棒
をしてい
た被害児
童を後ろ
から押し
た。

押さな
い、叩か
ない、言
葉で伝え
ることえ
を児童に
伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しく園
庭、鉄棒
で遊んで
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員は
全体を見
守り観察
してい
た、落下
後状態を
確認、室
内に戻す

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

支援員は
全体をみ
つつ、加
配児童に
付いてい
た

叩かな
い、押さ
ない、言
葉で伝え
ること

児童全体
に伝え
る、鉄棒
の横に支
援員配置

9451

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 40 5 1
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
1回/年

2.基
準配
置

１６時以
降の職員
体制が手
薄だっ
た。

職員体制
の見直し
を行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

特になし

安全点検
を定期的
に行って
いるため

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

危険物等
はなく環
境は整っ
ていたた
め

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

職員に甘
えたく、
体によじ
登った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危ないか
ら降りな
さいと口
頭で注意
をした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

登らない
ように口
頭で注意
を行っ
た。

児童の行
動予測が
不十分
だった

上記以外
の要因は
なし

9452

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 70 70 5 4
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

なし
2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する
研修の開
催を検討
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(－)回/年

特になし

点検は定
期的に実
施してお
り、ハー
ド面の安
全対策は
既に十分
であると
考えられ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊具の使
い方・遊
び方の注
意喚起を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

館庭前提
を把握す
る必要が
あるた
め、当該
児童から
は離れた
ところで
見守りし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

館庭で発生
した事故で
あるため館
内にいた他
の職員から
は事故発生
が見えず、
館庭に出て
いた職員も
他の児童を
注視してい
た。

特になし

遊具の使
い方・遊
び方の注
意喚起を
行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9453

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 50 7 5
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨頭
骨折（全
治未定）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

複数の遊
びをする
ため、い
つもより
多い指導
員の配置
にしてい
た。

改善策な
し。指導
員の配置
人数とし
ては、適
切な人数
と思われ
るため。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

ブロック
を４段積
み上げ、
ブロック
跳び（跳
び箱のよ
うな遊
び）をし
ていた。
他の遊び
でマット
を使用し
ていてた
め、マッ
トをしい
ていな
かった。

マットを
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ウレタン
ブロック
を積み重
ねていて
跳び箱遊
びをして
いたため
不安定で
ある。

ホールと
いう空間
での激し
い遊びを
複数同時
にするこ
とを控え
る。安定
しないウ
レタンブ
ロックで
の跳び箱
遊びは行
わない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

卓球で遊
んでいた
が他の子
ども達が
跳び箱を
して遊ん
でいたた
め、元気
に参加し
てきた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

激しい遊
び（マッ
ト運動、
跳び箱）
の中間点
で見てい
たが、他
の子に声
をかけら
れ対応し
ていたた
め、落下
時に手を
差し伸べ
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の問
いかけに
対応して
いたため
見ていな
かった。
大きなブ
ロックで
遊んでい
る低学年
の動きを
見てい
た。少し
離れてい
た。

激しい遊
びのため
何度も声
がけをし
ていた。
（周りの
確認や注
意を促し
ていた）

ホールで
の遊びの
種類の内
容を再確
認して、
スペース
等を考慮
し、利用
時間の見
直しをし
た。

9454

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 105 ## 12 8
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

－

担当者は
常に一人
一人の動
きを注視
し安全確
保に努め
る。どん
なことで
も気軽に
話せる関
係をつく
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

－

廊下歩行
は右側を
しっかり
前を向い
てゆっく
り歩くこ
とを全児
童と確認
し合い、
声を掛け
合う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

見守りの
徹底を図
り，安全
な歩行と
それを妨
げるよう
な人の行
動や物の
配置を絶
えず確認
する。必
要に応じ
て除去す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
館し、友
達と一緒
に行動し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

廊下担当
職員は転
倒した様
子を見て
おり、直
ちに駆け
寄って声
を掛け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当場
所を見
守ってい
たため、
対象児を
見守るこ
とはでき
なかっ
た。

―

安全なルー
ルを児童自
らが考える
機会を設
け、同時に
事故回避能
力の育成を
図る。子ど
もから気軽
に話や相談
を受けられ
るよう日頃
からの関わ
り合いを大
事にする。

9455

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 3 2
22.10
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨
折・左尺
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故防止
のための
活動の工
夫・職員
全員でマ
ニュアル
を改めて
確認する
ほか、市
内各クラ
ブ、職員
へ共有
し、再発
防止を図
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

特になし

月に一度
実施する
施設内点
検におい
て、外遊
びで使用
する場所
の安全点
検も行う
こととす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学校校地
内のた
め、外遊
びの際の
危険個所
について
の点検や
把握が不
十分だっ
た

月に一度
実施する
施設内点
検におい
て、外遊
びで使用
する場所
の安全点
検も行う
こととす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午前中他児
とトラブル
があり外遊
びについて
話合いをし
た。仲良く
遊ぶことを
約束してか
ら午後の外
遊びに出か
けた際、他
児と一緒に
植え込み内
に入り込ん
でしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
を1名で見
守ってい
たが、本
児が鬼
ごっこか
ら抜けて
他児と2名
で植え込
み内に
入って
いったた
め、遊び
場所に戻
るように
声をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドッチ
ボール
コートに
て、他の
児童6名と
ドッチ
ボールを
していた
ほか、室
内で過ご
すことを
希望する
児童の見
守りをし
ていた。

児童に対
し植え込
みに入ら
ないこと
や、外遊
びでは決
められた
場所で過
ごすこと
など注意
喚起が徹
底されて
いなかっ
た

特になし

9456

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 2 2
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

亀裂骨折
打撲　爪
の損傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

スチール
製の下駄
箱を倒れ
やすい場
所に置
き、かつ
固定して
いなかっ
た

壁面に移
動し、固
定金具で
固定した

7.その
他

早く外に
出たい気
持ちが強
い児童が
いた

ゆっくり
焦らずに
外へ出る
よう声掛
けをする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

人より先
に出たい
気持ちは
強くない
児童なの
で、落ち
着いて順
番を待っ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内にいた
職員は閉館
業務等で児
童の様子を
見ていな
かった。外
にいた職員
は外のス
ペースで整
列の声がけ
をしていた
ため室内の
様子は把握
できていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本館にて
勤務して
いたた
め、状況
は報告を
受けて
知った。

児童の見
守りの徹
底

特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9457

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 3 1
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

両手首の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

職員ひと
りひとり
の児童へ
の対応・
見守りを
改善す
る。

職員から
児童への
声がけを
こまめに
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の危険
な行動を
とってい
る児童を
みてい
て、対象
児を見る
ことがで
きなかっ
た。

見守りの
職員を増
やした
り，児童
の遊び方
を変える
などの対
応をと
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しく鬼
ごっこを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
つつ、危
険なこと
が起きそ
うな場所
の近くに
いたため
気づくこ
とが遅く
なってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

館内にい
る児童の
見守り
と、保護
者対応、
電話対応
をしてい
た。

週末とい
うこと
と、外遊
び後半と
いうこと
もあり疲
れがた
まってい
たのでは
ないかと
考えられ
る。

特になし

9458

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 43 43 9 8
22.10
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

特になし －
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり友だ
ちと元気
に遊んで
いた。
ボール遊
び中、相
手のボー
ルを避け
ようと後
ずさりし
た際に、
後方にう
つ伏せの
状態でい
た児童に
気づかず
躓いて転
んでし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボール遊
びでアウ
トになっ
た児童
は、転ん
だままな
かなか立
たなかっ
たり、寝
転んだま
までいた
ため、そ
れらの児
童には危
険を感じ
注意して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊戯室に
は担当職
員以外に
も時々他
の職員が
見守り、
転んだま
まなかな
か立たな
かった
り、寝転
んだまま
でいたり
した児童
に対して
危険を感
じ注意し
ていた。

特になし －

9459

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 38 38 8 6
21.９
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足首捻
挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１００)
回/年

施設につ
いて破損
等の異常
は見られ
なかった
が、活動
目的を考
えより静
かに過ご
すことが
できる対
策を実施
したうえ
で活動す
る必要が
あった。

読書や
ゲーム的
な内容ば
かりでな
く児童の
興味を持
続させる
よう活動
の種類を
増やして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り友達と
ボード
ゲーム等
で遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の動
きがよく
見える所
で、全体
の動きを
確認して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童は４
つの部屋
に分かれ
て活動し
ていた。
また、そ
の他に外
での活動
も行って
おり、職
員それぞ
れが担当
場所に分
散してい
た。

特になし 特になし

9460

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 119 ## 9 7
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

職員配置
の周知徹
底を定期
的に実施
していな
かった。

定期的に
職員研修
を行い、
職員配置
を見直
す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

段差の境
界がわか
りづら
い。

階段に段
差が分か
るように
テープを
貼る工夫
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

動きが活
発な児童
だったの
で、注意
が必要
だった。

日常的に
階段付近
では走ら
ないよう
指導をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児の
動きは普
段と変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室の準
備をしなが
ら安全に配
慮して見
守ってい
た。本児が
ステージ上
にいること
は把握して
いたが，転
倒を防ぐた
めに手を差
し伸べるこ
とは難しい
立ち位置
だった。転
倒後すぐに
傍に行きケ
ガの状況を
確認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室以
外で他の
児童の対
応，電話
対応，事
務作業等
を行って
いた。

児童へ注
意喚起で
きる距離
に立って
いなかっ
た。

なし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9461

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 56 56 6 6
20.８
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨近
位端骨
折，右腕
橈関節脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

道路が下
り坂で
あった。
電気工事
のため車
両や工事
関係者が
いた。

走らずに
登館する
ように継
続して声
掛けす
る。道路
の点検等
も行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

点検、巡
視を強化
する。

日常点検
と月１回
の安全点
検を引き
続き必ず
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の目
の届かな
い登館途
中であっ
た。

状況に応
じて登館
途中の見
守りなど
も行う。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

走って転
倒し、顔
色も悪く
痛みがあ
る箇所を
動かすと
痛がり泣
いてい
た。（右
肘）

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

痛みの箇
所を確認
しつつ患
部を冷や
して対応
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

けがの状
況を確認
しつつ他
児の登館
も対応し
た。また
登館時刻
が近かっ
た他児よ
り状況の
聞き取り
を行っ
た。

当日は中学
生の職場体
験の受け入
れ中で1年
生は「ホー
ルで遊ぼ
う」を実施
中であっ
た。職員2
名は移動し
ていた。児
童館には4
名が在館し
ていた。

配置の余
裕がある
場合は登
館途中の
見守りも
行う。

9462

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 114 ## 16 11
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

他児とケ
ンカをし
た直後で
興奮して
いた。

児童同士
が揉めて
いる時
は、安全
な場所で
落ち着い
て話し合
いをする
など配慮
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

遊具の高
さ

高さのあ
る遊具を
安全に使
用する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

トラブル
対応の
際、必ず
安全面を
確保して
対応に当
たる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

来館して
すぐに外
に出て遊
んでい
た。職員
と楽しそ
うに虫の
話をする
様子も
あった。
その後、
木の棒を
めぐって
他児とケ
ンカにな
りそのま
ま滑り台
まで上っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険な様
子が見え
たため、
けんかを
止めた。
１度落ち
着いたた
め、対応
は終えた
が近くに
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びの
際は、高
さのある
遊具など
危険箇所
に職員は
分かれて
配置して
いた。

滑り台か
ら移動す
る際、滑
るのでは
なく後ろ
向きに逆
走してし
まった。

遊具の安
全な使用
について
注意喚起
する。高
所の遊具
を使用し
ている際
の他児と
関りにつ
いて見守
り、危険
な場面に
気づき遊
び方を工
夫できる
よう声が
けをす
る。

9463

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 37 37 6 1
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１2)回/
年

2.基
準配
置

－

各部屋に
職員を１
～２名配
置し，児
童の見守
りを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、
（２）回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、
（２）回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、
（２）回/
日

湿度が高
く床が滑
りにくく
なってい
た。

気温や湿
度を随時
確認し，
遊びの内
容を検討
し柔軟に
対応す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

湿度が高
く床が滑
りにくく
なってい
た。

スタート
地点が児
童で混雑
しないよ
うにルー
ルを工夫
して，複
数個所の
スタート
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
して遊ぶ
ことが好
きで運動
能力も高
い活発な
児童。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室で
の集団遊
び「鬼
ごっこ」
に審判役
で職員が
見守りを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各職員
は，各部
屋に配置
してい
た。

－ 特になし

9464

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 82 82 8 4
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

夏休みと
いうこと
もあり、
子ども同
士で過ご
す時間が
長く、普
段よりス
キンシッ
プをとる
行動も多
く見られ
る。

部屋だけ
でなく、
廊下での
様子も見
守るよう
複数の職
員間で共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(13)回/年

3.未実施
実施頻度(
0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

それぞれ
児童の重
さや力加
減が違う
が年下の
児童を可
愛がる行
為でもあ
り、禁止
行為には
していな
かった。

廊下他で
子ども同
士のおん
ぶ、だっ
こはしな
い方向で
声がけを
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

夏休みが
始まって
間もな
く、楽し
い気分が
年下の児
童へのス
キンシッ
プを招い
ていたと
想像す
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

図書室、
集会室に
は支援員
がいたが
廊下に注
意がいか
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の支援
員、補助
員は他の
部屋の児
童の見守
りをして
いた。

特になし 特になし

9465

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 37 37 6 1
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１2)回/
年

2.基
準配
置

－

各部屋に
職員を１
～２名配
置し，児
童の見守
りを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、
（２）回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、
（２）回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/
年、
（２）回/
日

湿度が高
く床が滑
りにくく
なってい
た。

気温や湿
度を随時
確認し，
遊びの内
容を検討
し，柔軟
に対応す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

湿度が高
く床が滑
りにくく
なってい
た。

スタート
地点が児
童で混雑
しないよ
うに，
ルールを
工夫し
て，複数
個所のス
タートに
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
して遊ぶ
ことが好
きで運動
能力も高
い活発な
児童。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室で
の集団遊
び「鬼
ごっこ」
に審判役
で職員が
見守りを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各職員
は，各部
屋に配置
してい
た。

－ 特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9466

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 17 12
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12 　)回/
年

2.基
準配
置

事故発生
時、校庭
の職員体
制が３名
だった
が、状況
によって
はそれ以
上必要な
場合もあ
る。

特に１年
生は、遊
具の使い
方につい
てその都
度確認し
てから使
用させる
事を改め
て共有し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

ー

滑りやす
い所や危
険個所が
ないか、
より注意
してみ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

シーソー
のバラン
スについ
て、急に
降りたら
どのよう
になるか
まで理解
できな
かった。

集会を開
き、再度
校庭での
遊び方に
ついて話
し合い、
実際に遊
具を使っ
て留意点
等確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１年女児
数名と
シーソー
をして遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

シーソー
をしてい
た傍ら
で、様子
を見守っ
ていた
が、他児
の仲裁で
後ろ向き
になって
しまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の遊び
をしてい
た児童
を、シー
ソーから
離れた場
所で見
守ってい
た。

シーソーの
使い方につ
いて学年集
会を行った
が一度では
足りなかっ
た。普段の
あそび方を
把握し、ど
のようなサ
ポートが必
要なのかス
タッフで共
有できてい
なかった。

その日の
子どもの
状態を把
握し、必
要に応じ
たサポー
トを行
う。

9467

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 2 2
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

職員間で
段差の存
在と危険
性を認識
していな
かった。

段差の存
在と危険
性を職員
間で情報
共有し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

遊んでい
る場所に
段差が
あった。

段差のあ
る事を児
童に周知
し、気を
付けるよ
う促す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

そこに段
差がある
という認
識が無
かった。

遊びに入
る前に気
を付ける
よう声掛
けする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに夢
中になっ
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

瞬間は見
ていたが
「あっ」
という瞬
間に手助
けする位
置にいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
る児童に
対応して
いた。

段差のあ
る事の児
童への周
知が不十
分であっ
た。

段差のあ
る事を児
童に周知
し、気を
付けるよ
う促す。

9468

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 8 8 2 2
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル等は無
いが、職
員配置に
問題はな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

特になし

玩具、施
設等関す
ることで
はないた
め問題は
ない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夢中にな
り、ボー
ルを投げ
た際勢い
が付き転
んでしま
う。

ボール遊
びでの約
束などを
改めて知
らせる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

相手チー
ムで一緒
にドッチ
ボールを
あそんで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
た児童が
おり、そ
ちらを見
守ってい
た。

夢中になっ
ていたた
め、落ち着
いて遊べる
よう声かけ
もしていた
が、とっさ
のことに対
応ができな
かった。

夢中にな
りすぎて
いるとき
には、休
憩を入れ
るなど、
落ち着き
を取り戻
せるよう
にする。

9469

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 3 1
23.11
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

特になし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

準備体操
の内容が
不十分で
あった。

異年齢に
よる遊び
の為ゴム
製ボール
を使用し
ていた。
防ぎ用が
ない事故
であっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールを
一生懸命
やってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
ながら、
共に活動
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で活動し
ていた児
童に対応
してい
た。

児童の運
動能力や
身体の強
さが事故
の要因と
考えられ
る。

児童の運動
能力や身体
の強さが、
事故の発生
に関わると
考えられる
ので、準備
運動を行う
ことで、ケ
ガや事故の
防止が期待
できる。

9470

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 146 ## 12 11
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折
8.その
他

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
（　　）
回/年

2.基
準配
置

無し

遊戯室は
ドッジボー
ル、跳び
箱，マット
使用等同時
に遊んでい
る。職員配
置は３人で
適正だった
が、怪我を
したことに
対し会議等
で事故未然
防止のため
の学習や話
合いを行
なった。

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

登録児童
が増加し
たため施
設が過密
状態に
なってい
る。

保育室、
遊戯室、
グラン
ド、体育
館等での
活動を多
くし、過
密になら
ないよう
に工夫し
て行く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し

今年度は
登録児童
数が増加
し１２人
の職員体
制では、
安全を守
れない危
機感があ
るので職
員の増員
の検討を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

女子２人
と一緒に
遊んでい
たので、
準備は自
分たちで
してい
た。危険
な遊び方
はしてい
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室で
の職員体
制は通常
だった
が、遊び
の近くで
見守りを
していな
かったの
で事故の
場面を見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、他児
の見守り
や一緒に
遊んでい
たので対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

無し 無し
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9471

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 78 78 10 5
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
捻挫左腓
骨遠位端
裂離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

毎日行っ
ている打
ち合わせ
にて職員
全員へ報
告。見守
りの際の
注意点や
改善策に
ついて話
し合いを
行った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(８)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

特になし

なし（広
場の遊具
等の施設
や設備を
利用して
のケガで
はないた
め）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

４月に入
所したば
かりで、
広場に慣
れていな
い環境の
中、遊び
に夢中に
なってし
まい転倒
した。

スタッフ
が可能な
限り、細
かな観察
をし、声
掛けをし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに夢
中にな
り、地面
の状態
等、周り
が見えて
いなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

広場全体
の見守り
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当ポ
ジション
にて見守
り中

特になし

集団生活で
の守るべき
ルールや見
通しを持っ
た過ごし方
を示し理解
させる。保
護者・小学
校・今後受
診予定の医
療機関との
連携を密に
していく。

9472

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 31 31 5 3
19.７
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

下校時の
危険に関
する子ど
もたちへ
の危険予
知トレー
ニングが
あまりで
きていな
かった。

事故予防
に関する
研修に積
極的に参
加する。
事故予防
マニュア
ルについ
ても早期
に作成す
る。下校
時の危険
について
下校路の
写真を見
せながら
独自の危
険予知ト
レーニン
グを実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし なし
7.その
他

特になし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

下校途中
の出来事
であり、
当日の児
童の様子
について
はわかり
ません。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校途中
の出来事
であり、
学童から
児童の様
子は見え
ず、同学
年の子が
男児が転
んだこと
を教えに
来てくれ
て、すぐ
に駆けつ
けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同学年の
児童から
知らせを
受け、指
導員１名
が現場に
向かう。
その他２
名は児童
が続々帰
所してく
るため、
学童で保
育、子ど
もたちを
迎え入れ
ていた。

転倒した
場所が小
学校敷地
内で、学
童までに
はまだ少
し距離が
あり、対
応するま
でに少し
時間がか
かってし
まった。

指導員1人
で現場に
駆け付け
たが、早
い段階
で、施設
内の指導
員1名を応
援に呼ぶ
べきで
あった。

9473

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 31 31 5 3
19.７
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

下校時の
危険に関
する子ど
もたちへ
の危険予
知トレー
ニングが
あまりで
きていな
かった。

事故予防
に関する
研修に積
極的に参
加する。
事故予防
マニュア
ルについ
ても早期
に作成す
る。下校
時の危険
について
下校路の
写真を見
せながら
独自の危
険予知ト
レーニン
グを実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし なし
7.その
他

特になし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

下校途中
の出来事
であり、
当日の児
童の様子
について
はわかり
ません。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校途中
の出来事
であり、
学童から
児童の様
子は見え
ず、同学
年の子が
男児が転
んだこと
を教えに
来てくれ
て、すぐ
に駆けつ
けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同学年の
児童から
知らせを
受け、指
導員１名
が現場に
向かう。
その他２
名は児童
が続々帰
所してく
るため、
学童で保
育、子ど
もたちを
迎え入れ
ていた。

転倒した
場所が小
学校敷地
内で、学
童までに
はまだ少
し距離が
あり、対
応するま
でに少し
時間がか
かってし
まった。

指導員1人
で現場に
駆け付け
たが、早
い段階
で、施設
内の指導
員1名を応
援に呼ぶ
べきで
あった。

9474

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 52 52 4 2
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しながら
危険を未
然に防止
すること
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
室内での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危
険な遊び
はしな
い、ルー
ルを守る
よう指導
を徹底し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の
程度の判
断、保護
者への連
絡、病院
受診）の
流れにつ
いて再度
確認し、
さらに速
やかな対
応を目指
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9475

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 59 5 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

特になし

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しなが
ら、危険
を未然に
防止する
ことに努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続
き、屋外
での遊び
時間には
支援員が
付き添
い、危険
な遊びは
しない、
ルールを
守るよう
指導を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の
程度の判
断、保護
者への連
絡、病院
受診）の
流れにつ
いて、再
度確認
し、さら
に速やか
な対応を
目指す。

9476

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 5 3
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

ブランコ
が止まっ
てから降
りるよう
声かけを
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

ブランコ
に乗る前
に、危険
な乗り方
をしない
ように子
どもたち
へ伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊具の危
険箇所の
確認と子
どもたち
への危険
箇所の周
知を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
とおりの
グループ
で遊んで
おり、そ
の流れで
ブランコ
に乗って
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

目に入る
位置で補
助員が見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はそれぞ
れの違う
担当の児
童を見
守ってい
た。

遊ぶ範囲
が広く、
職員の目
が届かな
い所も
あった。
行動を起
こす前の
注意の声
かけが必
要と感じ
た。

職員配置
の確認と
職員一人
ひとりが
全体を見
るように
心がけ
る。

9477

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 3 1
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨
折、右尺
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特に無し 無し
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

3.未実施
実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特に無し 無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に無し 無し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常時、数
人の子ど
もたちと
木登り等
の遊びを
してい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

－ 特になし

見守り職
員は立ち
位置を考
えて行動
できるよ
うにす
る。子ど
もたちの
動きに細
心の注意
を払う。

9478

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 67 67 10 8
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

戸外遊び
では職員
が児童を
見守る範
囲が広
く、全体
の児童の
見守りが
できな
かった

戸外遊び
では、遊
びをいく
つか指定
して職員
が見守れ
るように
改善し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

雲梯は本
人ができ
るように
なってい
て、学校
でも1年生
は使用し
て良いこ
とになっ
ていた
が、一番
高いとこ
ろが2メー
トルの高
さがあっ
た

学校では
雲梯の使
用許可が
出ている
が、安全
面を考慮
してクラ
ブでは使
用しない
こととし
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本人がで
きるよう
になって
少し気の
緩みも
あった

どんな時
も職員は
必ず児童
を見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯がで
きるよう
になった
ので得意
になって
往復して
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

雲梯をす
る様子を
見ていた
が、他の
児童に話
しかけら
れ振り向
いて目を
離した
時、本人
が雲梯か
ら落下し
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

落下した
児童と職
員のそば
に行き、
鼻血の止
血手伝
う。トラ
ンシー
バーで緊
急を知ら
せる。

戸外活動
で児童の
把握がで
きる遊び
方をして
いなかっ
た

児童の安
全確認が
できる職
員を配置
する

9479

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 6 6 2 1
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

全支援員
等へのマ
ニュアル
への再共
有（支援
員等全員
に事故対
応マニュ
アルを配
布）、更
にミー
ティング
にて事故
事例の検
証を行
う。

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

配置支援
員の再検
討（補助
員の配置
時は経験
のある支
援員を組
ませる）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から元
気で、宿
題を終わ
らせる
と、外遊
びが待ち
遠しくて
仕方ない
様子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラブ室
を出よう
とした
所、学校
長に呼び
止められ
話をして
いる間に
事故が発
生した。
子ども達
の声は聞
こえてい
たが、姿
は見えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラブ室
内で遊ぶ
児童を見
守ってい
たため、
見ていな
かった。

特になし

今後は手
の離せな
い支援員
がいた場
合、他の
支援員等
に子ども
たちを引
率しても
らう。子
どもたち
だけで外
遊びに行
かせない
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9480

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 5 2
23.11
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

登り棒の
遊び方に
ついて上
部で座る
子もいる
為、注意
喚起はし
ていた
が、自信
と気の緩
みもあっ
たように
思われる

遊びかた
の注意喚
起を徹底
する。連
続して登
る時は、
休憩等少
し休ませ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ただ登る
だけでな
く、ぶら
下がって
飛び降り
たりと遊
びを発展
していた
ため、そ
こに無理
や気を抜
いたこと
が重なり
不意に落
ちたと考
えられ
る。

のぼり棒
について
の危険性
の共有の
ため、遊
び方の確
認をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

成長と共
に遊びを
発展させ
ていた
が、無理
したり、
ふと気を
抜いた時
に疲労も
なかった
か。

児童の成
長に応じ
て遊びを
発展させ
ることは
認めなが
らも、注
意喚起が
必要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びの
時間にな
り、登り
棒で頂上
まで行っ
ては、飛
び降り、
揺れを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登り棒の隣
で対象児と
なる2人の
児童を声か
けしながら
見ていた
が、同時に
サッカーを
する児童に
目をやった
ときにドス
ンと音がし
て振り向く
と、対象児
が地面に倒
れており落
下する瞬間
の対応に間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の行
動を見て
いたた
め、見て
いなかっ
た。平行
棒・一輪
車・砂場

登り棒が
流行して
おり、そ
れぞれが
上まで
登った
り、技を
磨く子も
おり、楽
しむ一方
で無茶し
てしまう
ことがあ
る。

高所での
遊びとな
るため、
得意で
あっても
気を抜か
ないよう
に適時声
がけを行
うと共
に、外遊
びの指導
員配置も
可能な限
り3人以上
の配置を
行う。

9481

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 81 81 6 3
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関して
職員会議
などで話
し合って
いきま
す。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/日

特になし

施設の安
全点検に
関しても
定期的に
実施し、
事故予防
に努めて
いきま
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ドッヂ
ボールの
時には柔
らかい
ボールを
使う。
キャッチ
するとき
に指では
なく腕で
キャッチ
するよう
に指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
元気に友
達と遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボールが
指にあ
たったこ
とに気が
付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れたと
ころでほ
かの児童
の様子を
見てい
た。

ボールが
指にあた
ることを
防ぐこと
は難しい
が、事前
に注意喚
起はでき
たと思
う。

ボールを
キャッチ
するとき
に手で取
りに行こ
うとする
と指にあ
たってけ
がをする
ことがあ
ると注意
喚起する
べきで
あった。

9482

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 71 7 5
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
（1）回/
年

2.基
準配
置

遊びの種
類や、経
験年数に
よって職
員配置の
バランス
を考え
る。

代表者の
会議にお
いて事故
報告を確
実に行
い、危機
管理を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

活動中の
児童の動
きを想定
し、事故
発生前に
注意喚起
が必要で
あった。

室外保育
の配置を
状況に
よって見
直し、常
に最善の
環境を整
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具での
遊び方に
ついて繰
り返しの
注意喚起
が必要で
あった。

室外保育
で起こり
うるケガ
等の具体
例を職員
が共有
し、注意
喚起す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常の遊
具遊びを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒に気
が付くこ
とが出来
ず、また
痛みの訴
えもな
かった為
処置をし
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の保育中
であっ
た。

あらゆる
ケガ・事
故を想定
し、活動
前に児童
への注意
喚起が必
要。

室外活動
前に職員
間の配
置、動作
確認を徹
底する。

9483

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 77 77 5 3
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

年１回程
度実施

1.基
準以
上配
置

特になし
事故との
関連無し

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

特になし
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊びか
ら帰ると
きは、遊
具だけで
なく、事
故発生の
可能性の
ある階段
なども含
めて注意
して見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当日、玩
具の片付
けや別の
児童に対
応してお
り、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日、電
話対応を
していた
ため、見
ていな
かった。

特になし

遊具で遊
ぶ際など
注意が必
要な時に
は、職員
が分担し
て近くで
見守るよ
うにす
る。また
危険な行
動がない
よう児童
に声掛け
をする。

9484

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 6 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手　小
指剥離骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
例を全員
で共有
し、軽い
準備運動
の徹底を
促してい
く

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
軽い準備
運動の徹
底を図る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
遊んでい
たが上級
生のボー
ルが早す
ぎて動き
について
行けず、
キャッチ
が上手く
いかな
かったた
め小指に
あたって
しまった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッチ
ボールを
する児童
全体を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
等間隔で
他の児童
の遊びを
見守り中
だった

特になし

痛みなど
を日頃か
ら支援員
にしっか
り伝えら
れるよう
支援する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9485

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 56 56 7 5
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

屋外の場
合の天候
や遊具及
び地面の
コンディ
ションも
環境要因
として記
入する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

学校が事
故発生場
所での遊
びをして
いない事
を鑑み、
クラブで
も遊ばな
い事とし
た。

学校が〇
〇の森で
の遊びを
していな
い事を鑑
み、〇〇
の森でも
遊びをし
ない事と
した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

雨天が続
いてい
て、レン
ガ等が
湿ってい
たため滑
りやすく
なってい
た。

学校が事
故発生場
所での遊
びをして
いない事
を鑑み、
クラブで
も遊ばな
い事とし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように他
児らと冒
険ごっこ
と称して
校庭中を
伝い歩い
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が転
んでいる
のを発見
したと同
時に一緒
に遊んで
いた児童
らが報告
に来た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児らを
見守って
いた。

本児が普
段してい
る遊び
だったた
め、職員
が気を付
けて見
守ってい
なかっ
た。

雨天が続
いている
時の校庭
遊びにつ
いて滑り
やすい所
で遊ばな
いよう、
遊ぶ前に
滑りやす
い箇所を
子どもた
ちに周知
する。

9486

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 0 0 8 5
19.７
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

脳震盪、
直後痙
攣、左肺
座礁、左
気胸、肝
挫傷、打
撲、擦過
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

障害児2名
ないし3名
につき指
導員1名を
加配する
ことがで
きる。

基準以上
の配置を
行ってい
るため、
改善点な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(日々)回/
年

特になし

引き続
き、児童
が利用す
る環境に
あるもの
を適宜点
検を行っ
ていく。

7.その
他

特になし

交通ルー
ルについ
て児童と
話す時間
を設け、
安全に登
所・降所
できるよ
う支援を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童クラ
ブに登所
後、室内
で過ご
し、お誕
生日会に
も参加。
おやつを
食べ、降
所までは
いつも通
りの様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降所時の
事故で
あったた
め見守り
なし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降所時の
事故で
あったた
め見守り
なし」。

事故状況
による
と、横断
歩道のな
い道を
渡ってし
まった。

通学路の
確認を
し、危険
個所につ
いて周知
徹底す
る。

9487

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 53 53 7 2
21.９
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足甲骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

室内で過
ごす際
は、落ち
着いて行
動するこ
とを指導
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

初めての
取り組み
あったの
で、やや
はしゃい
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くには
いたが本
児が転ん
だ場面を
見ていな
かった。
また本児
からも訴
えがな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ部屋
で保育の
見守り中
の職員も
気づいて
いなかっ
た。

特になし 特になし

9488

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 4 4
24.12
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の強打
（骨折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

色々な遊
びを分散
して行っ
ている
為、指導
員の目が
届きにく
い状況な
ので、連
携がより
一層必
要。

配置及び
目配り・
気配りを
広い範囲
で向ける
よう注意
していき
たい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

日々の保
育前後の
環境整備
時に、玩
具の破損
等の点
検・修理
を行う。

学校や地
域・指導
員間で随
時点検
し、安全
に配慮す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団活動
全体を把
握できる
ような、
目配り・
気配りを
徹底する

体育館
は、滑り
やすいの
で、靴を
必ず履く
ように注
意してい
く。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

数日前に
足を捻り
痛めて
シップを
貼ってい
た。家の
用事で長
距離キッ
クボード
で移動を
し疲労も
あった。
急遽学童
へ来所し
上履きを
履いてい
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

靴を履くよ
うに声を掛
け促した
が、履かず
見守ってし
まった。バ
スケを一緒
にやってい
る支援員は
いなく、
滑って転倒
してから気
づき担当支
援員が急い
で体育館の
外へ誘導し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の支援
員は母親
にすぐに
連絡し、
状況説明
を行い、
対応可能
な病院を
探した。
他の児童
を学童へ
誘導。

普段か
ら、体育
館履きを
脱いで遊
ぶ子も多
いので、
注意を以
前からし
ていた
が、履か
ない子に
対して履
くまで見
守る対応
が出来て
いなかっ
た。

保護者・
児童と共
に、保育
中の安全
管理に関
しての確
認や点検
について
の話し合
いを行
い、情報
共有や安
全対策の
改善等に
取り組ん
でいく。

9489

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 50 4 2
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

玄関とは
反対側で
見守りを
実施して
いたが、
段差部分
で女児が
つまずい
たところ
は見えな
かった。

出入口に
ある玄関
付近では
遊ばせな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

段差が原
因

建物の周
りは走ら
ない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玄関の反
対側で玄
関側も見
ていたが
洗い場に
近いので
女児がつ
まずいた
ところは
見えな
かった。

走らせな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をして捕
まえられ
ないよう
下を見て
いなかっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

玄関の反
対側で玄
関側も見
ていた
が、洗い
場に近い
ので女児
がつまず
いたとこ
ろは見え
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

建物から
離れたグ
ラウンド
の端にあ
る雲梯に
いる児童
の見守り
を実施

外遊びに
出る際は
いくつか
の約束を
している
が、段差
について
はしてい
なかっ
た。

注意箇所
として、
階段と洗
い場の1箇
所にペン
キを塗
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9490

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 50 3 2
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右ひざ下
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

予測でき
ない動き
を止める
ことが出
来なかっ
た。

リスクの
検討を行
い、職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(31)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(36)回/年

うんてい
に破損個
所はな
く、下に
マットが
引いて
あった。

注意書き
の張り紙
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭にて
保育中好
きな遊び
をしてい
た。

園庭全体
を見渡せ
るような
職員配置
を行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園庭のう
んていを
してい
た。勢い
をつけて
身体を前
に振り出
し、次の
鉄棒をつ
かもうと
したとこ
ろつかみ
損ね落下
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
と一緒に
除草して
いて、対
象児童に
気が付か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の側
について
遊びを見
守ってい
た。

特にな
し。

特にな
し。

9491

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 72 72 11 3
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨遠位
端骨折、
尺骨遠位
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし
見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

校庭にて
はしご登
り鉄棒跳
びをして
いる際に
発生。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

特になし

遊具から
降りると
きには十
分注意す
るよう声
掛けをす
る。

9492

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 50 6 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１ )回/年

1.基
準以
上配
置

コロナ禍
で密集を
防ぐた
め、室内
遊びと庭
遊びに児
童を振り
分けて遊
びの時間
を取る
が、職員
も分散し
たことに
より見守
りが手薄
となった
ことが要
因として
考えられ
る。

遊びの時
間配分や
配置する
職員数に
注意す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(数)回/年

外遊びの
際、庭が
狭く十分
に遊べる
スペース
がない。

事故が起
きた箇所
周辺につ
いて、滑
りやす
い・躓き
やすい等
の状況が
なかった
か確認す
ることに
加え、事
故が起き
にくいス
ペースの
配分と遊
びの内容
を考慮し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

職員が他
の対応を
する際に
は、他職
員に一時
代わりに
見守りを
お願いす
る等、子
どもだけ
の活動と
ならない
よう注意
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊びに夢
中になり
すぎて周
りが見え
にくく
なってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の迎え
に来ていた
保護者対応
をしていた
為、対象児
から目を離
していた。
事故発生後
は応急措置
を行い、痛
がる児童に
寄り添い安
心できるよ
う声掛けを
した。その
後、より早
く家族に知
らせる方法
を取り正確
に伝えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の外遊
びの子ど
もたちを
見てい
た。事故
発生後は
他の児童
たちの生
活に影響
が出ない
よう、配
慮した。

事故当
時、他児
のお迎え
に来てい
た保護者
への対応
をしてい
る職員も
いたた
め、人的
に少ない
面があっ
た。

児童に関わ
る（見守
る）職員数
をしっかり
と確保す
る。児童が
遊びに夢中
になってお
り、周りが
見えにくく
なっている
際は、けが
をしないよ
うに注意を
促したり、
少しクール
ダウンする
ように声掛
けしたりす
る。

9493

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 4 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘　骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

なし

1.基
準以
上配
置

ソフト面
では問題
なし

再度、放
課後児童
クラブ事
故・災害
対応等マ
ニュアル
を全員確
認し、事
故が発生
した経緯
や再発防
止策につ
いて職員
間で情報
共有を行
う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

天候不順
と熱中症
警戒によ
る限られ
た外遊び
時間の
為、早く
遊びたい
という気
持ちが強
かったこ
ともあ
り、普段
と比べる
と積極的
に外遊び
に参加し
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体が把
握できる
所にいた
ので、本
児の手が
届くとこ
ろにはい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
いた為、
離れた場
所にい
た。

鉄棒の上
に登ると
いうこと
を想定し
ていな
かった。

遊具の安
全な使い
方、遊び
方の指導
を行う。

9494

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 6 3
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折
（右上腕
外顆骨
折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

清掃時間
中にも転
倒などし
て大きな
けがをす
る可能性
があるこ
とを認識
できてい
なかった
可能性が
ある。

一般的に
危険が少
ないと思
われる活
動内容で
あっても
想定外の
事故が起
こりうる
可ことを
再度認識
し、情報
共有して
危機意識
を高め、
児童全体
にも声掛
けを行う
ようにす
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

遊具等を
使用しな
い屋外清
掃活動で
ありハー
ド面での
問題はな
かった

活動時の
グラウン
ドの状態
から想定
される危
険性の確
認を行
い、支援
員間で情
報共有を
行うとと
もに、児
童全体に
声掛けを
行うよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今後は清
掃場所や
作業内容
により、
想定外の
けがをす
ることを
考えさ
せ、思わ
ぬけがに
つながる
事故が発
生するこ
とを理解
させる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

天候も良
好だった
め、おや
つが終
わった
後、グラ
ウンドで
草取りを
実施し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
を目視で
きる場所
で見守り
ながら一
緒に草取
りをして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見守っ
ていたた
め、事故
発生時は
見てい
なった。

当日は屋
外の清掃
を実施し
ていた児
童２０人
に対し、
支援員３
人で見守
りを行っ
ていた。

清掃活動
での見守
りポイン
トを再確
認すると
ともに、
危険が想
定される
場面につ
いて重点
的に見守
りを行う
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9495

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 5 4
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

手首骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

数名の児
童が順番
に適切に
遊んでお
り、指導
員もその
場にいた
が、突発
的な事故
であり、
受け止め
るのは容
易ではな
いと思わ
れる。

これから
も遊具に
は指導員
が付き、
落下の危
険などよ
り注視し
てみてい
く

3.未実施 なし 3.未実施 なし 3.未実施 なし 特に無し

高さのあ
る遊具の
為、落下
すると大
きな事故
になるこ
とを認
知・共有
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子供たち
のに注意
喚起をし
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

腹痛を訴
えてはい
たが時々
起こるこ
とであ
り、顔色
や体調は
いつもと
変わりな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

指導員が
ついてお
り、把握
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の遊具に
指導員が
分散して
配置され
ており、
主任も違
うところ
で他児を
見ていた
為、落下
の報告を
う受け、
駆けつけ
た。

特になし

得意なこ
ともあり
何度も、
何度も繰
り返し
行ってい
た。児童
の疲れ具
合をみ
て、休憩
を促すこ
とも必
要。

9496

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 77 77 7 4
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足
指)

裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

－

毎日の
ミーティ
ング時
に、安全
について
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

－

施設、設
備の不備
による怪
我ではな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

育成支援
の状況が
原因では
なかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
館内及
び、戸外
で他の子
どもの見
守りをし
ていたた
め、担当
職員以外
本児の動
きを見て
いた者は
いなかっ
た。

－

危険な行
為や危険
個所につ
いて、子
どもと確
認。

9497

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 77 77 7 4
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

－

支援を必
要とする
児童の関
りについ
て、職員
で学ぶ機
会を持
つ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

－

施設、設
備の不備
による怪
我ではな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

育成支援
の状況が
原因では
なかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員
は、別の
部屋及び
戸外で見
守りをし
ていたた
め、担当
職員以外
本児の動
きを見て
いた者は
いなかっ
た。

－

職員の専
門性の向
上のた
め、研修
実施。

9498

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 94 94 8 4
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２　)
回/年

2.基
準配
置

特になし

引き続き
研修を通
して事故
の予防に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

特になし
引き続き
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

改善策な
し。　理
由　今回
の怪我は
環境面が
原因でな
いため。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

加害児童
は、外遊
びをして
いたた
め、テン
ションが
高かっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童が
戻ってく
る時は見
守るよう
にしてい
るが、保
護者対応
で見守り
が手薄に
なり気付
くことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グラウン
ドの児童
の見守り
をしてい
たため、
見ていな
かった。

特にな
し。

児童の様
子や周り
の状況に
気を付け
ながら、
怪我の予
防に努め
る。

9499

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 49 49 8 3
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕か
ら関節部
にかけて
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
2)回/年

2.基
準配
置

特になし
施設使用
のルール
の見直し

1.定期的
に実施

実施頻度(
２６０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２６０　)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
鉄棒付近
で遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
にいたが
転落の瞬
間は見て
いない。
他の職員
の報告を
受け様子
を確認し
室内に連
れ帰り対
応を協議
し保護者
に連絡す
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

偶然に至
近距離に
いて転落
を見てい
る。その
後、駆け
寄り、様
子を見て
即座に異
常である
と判断
し、担当
に連絡報
告する。

特になし 特になし

104 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9500

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 12 12 4 3
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨近
位部骨折

8.その
他

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

指導員間
で危険
だった状
況や事例
を共有し
子ども達
へ声掛け
を行う。
学童全体
で誰かが
危険なこ
とをして
いると注
意できる
環境をつ
くる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

年１回
1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

特になし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に
「大縄跳
び」の活
動中

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動場に
いる他の
児童の見
守り

大縄跳び
の順番待
ちで寝転
がってい
た

今まで以
上に「ふ
ざけな
い」「寝
転ばな
い」など
危険と思
われると
きに声掛
けしてい
く

9501

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 1 4
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手手首
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

危険な可
能性が有
る場合に
声掛けを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

今回の事
故につい
ては特に
問題な
かったと
考える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

近距離で
ボールを
投げたり
蹴る場合
には、力
をセーブ
するよう
に声掛け
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもの
動きと
ボールの
動きを
追ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具や他
の子ども
を見持っ
ていた。

特になし

活動中の
子どもを
しっかり
と見守
り、事故
につなが
らないよ
うに声掛
けを積極
的に行っ
ていく。

9502

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 4 1
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

不定期
2.基
準配
置

特になし

ソフト面
における
改善策は
なし。

2.不定期
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

特になし

ハード面
における
改善策無
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

環境面に
おける改
善策は無
し

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

全員体育
館で各々
動き回り
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

直前まで
対象児を
見ていた
が他に目
をやった
数十秒の
間の出来
事だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見守っ
ていた為
確認をし
ていな
い。

特になし

各々が
ボールで
遊んでい
る為、
ボール遊
びのルー
ルを決め
る

9503

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 23 3 2
22.10
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2年に１
)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故防止
マニュア
ルの見直
しを今年
度内に行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２)回/年

特になし

遊具や玩
具の点検
の回数を
増やす。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の人
数に合わ
せたス
ペースの
確保と支
援員の配
置をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同学年の
男児と一
緒に
キャッチ
ボールを
し、互い
の間隔は
空いてお
り至近距
離ではな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険な行
動をする
様子はな
く、楽し
くボール
を投げ遊
んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

キャッチ
ボール以
外で遊ん
でいる児
童の様子
を見守っ
ていた。

特になし 特になし

9504

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 4 3
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足　脛
骨　剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

怪我防止
に関する
声掛けが
足りな
かった。

遊具を使
う際には
どんな危
険が起こ
るか分か
らないの
で、事故
防止の観
点から児
童を見守
り、適切
な声掛け
を行うよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１、２　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１、２　)
回/年

今回は学
校の遊具
であった
ため、学
童での安
全点検は
行ってい
なかっ
た。

子どもた
ちが遊ぶ
学校の遊
具も定期
的に点検
をする。
学校の遊
具は学校
での遊び
の決まり
を確認
し、学童
でも同様
に遊ばせ
ることと
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数の部
屋で合同
の外遊び
時間だっ
たため、
他の部屋
の児童や
支援員と
の関わり
あいなが
ら遊んで
いた。

複数の部
屋で合同
の外遊び
をする場
合は、い
つも以上
に見守り
を強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
の様子で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の部屋
の支援員
と補助員2
名で、対
象児童も
含め見守
りや声掛
けをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
の支援員
と補助員2
名で、対
象児童以
外の児童
の見守り
や声掛け
をしてい
た。

離れた場
所から見
守ってい
た為、遊
びの中で
の危険に
気づけ
ず、適切
な声掛け
が出来て
いなかっ
た。

一度事故
が起こっ
た遊具や
遊び場に
ついて
は、子ど
も達にも
危険性を
認識さ
せ、自己
防衛を学
ばせる。

105 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9505

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 4 3
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足　脛
骨　剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

怪我防止
に関する
声掛けが
足りな
かった。

遊具を使
う際には
どんな危
険が起こ
るか分か
らないの
で、事故
防止の観
点から児
童を見守
り、適切
な声掛け
を行うよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１、２　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１、２　)
回/年

今回は学
校の遊具
であった
ため、学
童での安
全点検は
行ってい
なかっ
た。

子どもた
ちが遊ぶ
学校の遊
具も定期
的に点検
をする。
学校の遊
具は学校
での遊び
の決まり
を確認
し、学童
でも同様
に遊ばせ
ることと
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数の部
屋で合同
の外遊び
時間だっ
たため、
他の部屋
の児童や
支援員と
の関わり
あいなが
ら遊んで
いた。

複数の部
屋で合同
の外遊び
をする場
合は、い
つも以上
に見守り
を強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
の様子で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の部屋
の支援員
と補助員2
名で、対
象児童も
含め見守
りや声掛
けをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
の支援員
と補助員2
名で、対
象児童以
外の児童
の見守り
や声掛け
をしてい
た。

離れた場
所から見
守ってい
た為、遊
びの中で
の危険に
気づけ
ず、適切
な声掛け
が出来て
いなかっ
た。

一度事故
が起こっ
た遊具や
遊び場に
ついて
は、子ど
も達にも
危険性を
認識さ
せ、自己
防衛を学
ばせる。

9506

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 6 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足くる
ぶし　剥
離骨折・
骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

児童の半
数は外遊
びに出て
いなかっ
たため、
外遊びの
支援員の
見守りが
手薄に
なった。

支援員の
見守りの
人数をで
きるだけ
増やした
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約250)回
/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約250)回
/年

太い木の
根が地面
に出てい
た。

児童が移
動すると
きに、足
元に気を
付けて歩
くよう声
掛けをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

アップダ
ウンのあ
る地形の
為、事故
が起きた
場所は支
援員の死
角となり
対象児の
様子を見
ることが
できな
かった。

死角のな
いように
支援員の
配置を
しっかり
と決め、
子どもた
ちの活動
全体をも
守ること
ができる
ようにし
たい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が横
に並んで
歩いてい
たため、
足元を意
識してい
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故が起
きた場所
が、最寄
りの支援
員の死角
となって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びの様子
を見てい
たため見
られな
かった。

特になし

事故を未
然に防ぐ
ため、日
常の管
理・点検
に努め
る。

9507

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 5 3
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎右側
内切歯
外傷性歯
の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

研修、協
議をする
時間を定
期的に確
保し、対
応の仕方
や話の聞
き方、伝
え方を支
援員同士
でも共有
しスキル
アップを
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約250)回
/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約50)回/
年

特になし

児童クラ
ブ室の外
（学校敷
地）で起
こった事
故であ
り、学校
側に共有
を図っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

注意して
も聞か
ず、手が
出たり力
も強いた
め対応で
きる支援
員が限ら
れる。

支援員と
して注意
の仕方や
接し方の
知識を深
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から活
発な傾向だ
が当時は普
段と変わら
ない状態で
あった。児
童同士の叩
き合いや口
喧嘩は日常
的であり、
ケガや問題
行動をした
日は保護者
に伝え支援
員が協力し
て見守り活
動を行って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者の
お迎えが
一番多い
時間を重
なり他の
児童と保
護者の対
応で目を
離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者の
迎えや電
話対応に
より対応
できる支
援員がい
なかっ
た。

特になし

支援員の
数を確保
し、配慮
を要する
児童に対
応できる
人員を増
やす。

9508

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 5 3
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部
前額部裂
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防に
関する研修
を行い、児
童の移動時
の声掛けを
して転倒を
防止し、安
心クッショ
ンをつける
など改善し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

特になし
使用前に
点検する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ロッカー
に安心
クッショ
ンをつけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもが
ロッカー
へ折り紙
を片付け
に行って
いたの
で、移動
中は近く
にいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

５人の支
援員が分
かれて
ロッカー
に折り紙
を片付け
る子ども
を見てい
た。

特になし

慣れてい
る場所で
も安全に
過ごせる
ように指
導する。

9509

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 5 3
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部
前額部裂
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する
研修を行
い、児童
の移動時
の声掛け
をして転
倒を防止
し、安心
クッショ
ンをつけ
るなど改
善してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

特になし
使用前に
点検する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ロッカー
に安心
クッショ
ンをつけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもが
ロッカー
へ折り紙
を片付け
に行って
いたの
で、移動
中は近く
にいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

５人の支
援員が分
かれて
ロッカー
に折り紙
を片付け
る子ども
を見てい
た。

特になし

慣れてい
る場所で
も安全に
過ごせる
ように指
導する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9510

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 76 76 7 5
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

当日外遊び
時、鉄棒周
辺に支援員
1名がつい
ていたが発
生が突発的
な状況で
あった為、
未然に防ぐ
事が出来な
かった。発
生後の処置
対応は迅速
に行う。

外遊び時
の支援員
配置を増
員し、見
守りを行
う。（3名
→4名）

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

施設面で
の要因は
なし。

鉄棒使用
時の安全
ルール見
直しを行
う。（腰
を掛けな
い、上ら
ない等）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団行動
時の目視
確認不
足。

支援員配
置増から
より細や
かな目視
確認を徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常で
行ってい
る施設内
戸外保育
中に生じ
た事故で
あった。
児童の様
子はいつ
も通り。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

日常で
行ってい
る施設内
戸外保育
中に生じ
た事故で
あった。
支援員も
日常通り
の保育を
実施。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

日常で
行ってい
る施設内
戸外保育
中に生じ
た事故で
あった。
支援員も
日常通り
の保育を
実施。

今回の事
故を想定
した人員
配置の見
直し。危
機意識の
是正と継
続性を持
たせる。

事故事例
を踏まえ
た支援員
全体Mtgを
翌日実施
済み。危
機管理意
識の再啓
発を行っ
た。

9511

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 3 1
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

鼓膜の損
傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

校庭での
外遊びは
見守る範
囲が広い
ので遊ぶ
範囲は半
面として
いるが、
どうして
もサッ
カーなど
となると
範囲が広
くなり見
守りに限
界があ
る。

外遊びで
サッカー
などの
ゲームを
していて
も、動く
範囲が広
がらない
よう、職
員で声か
けなどし
て調整す
る。けん
かなどは
トラブル
になる前
にできる
だけ止め
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時 )回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時 )回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時 )回/
年

特になし
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具付近
の地面が
濡れてい
たところ
があり、
靴が濡れ
たと言っ
てきた児
童に対応
していた
ため、叩
いた瞬間
を見てい
なかっ
た。

外遊びは、
ブランコな
ど遊具で遊
ぶ児童と
サッカーな
どする児童
とで別れ
る。サッ
カーなどを
していても
動く範囲が
広がらない
よう、職員
で声かけな
どして調整
する。喧嘩
等はトラブ
ルになる前
にできるだ
け止める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子である
が、外遊
びとなる
と、さら
に活発に
なる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児童
のサッ
カーグ
ループと
ブランコ
付近を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外の他の
遊具付近
を見てい
た職員1
名、室内
の児童を
見守りし
ていた職
員1名

地面が濡
れていた
ところが
あり、靴
が濡れた
と言って
きた児童
に対応し
ていたた
め、叩い
た瞬間を
見ていな
かった。

外遊びに
出る際、
配慮が必
要な児童
を中心
に、全体
を見守る
必要があ
る。外に
出るとさ
らに動き
が大きく
なるた
め、特に
注意が必
要であ
る。

9512

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 4 1
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

－
2.基
準配
置

安全対策
や危機管
理が十分
ではな
かった。

今回の事
故を職員
全体で共
有し、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

随時 3.未実施 随時
1.定期的
に実施

随時

ゴムマッ
トの老朽
化により
事故につ
ながっ
た。

ゴムマッ
トの張替
えを行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

出入口な
どは慌て
ず落ち着
いて歩く
よう児童
に声かけ
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児も
含めた複
数名（庭
で遊んで
いる児
童）の見
守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、室内
の児童の
見守りを
してい
た。

特になし

すのこ板
にタオル
マット等
を敷き、
指が挟ま
らないよ
う防止す
る。

9513

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4
5.おやつ
時（学
童）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 2 1
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

低学年は
ジャング
ルジムの
利用を禁
止した。
また、事
故発生時
にはすぐ
に必ず保
護者に連
絡を入れ
るととも
に、教育
委員会に
報告する
よう指導
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２ )回
/年

特になし

学校側と
協力し、
安全点検
等を実施
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

事故が起
こりうる
ことを児
童にも伝
え、危険
のないよ
うに遊ば
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常どお
り校庭の
ジャング
ルジムで
遊んでい
て落下し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭で30
名程度の
児童を見
守ってい
たが、対
象児の事
故の瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭で30
名程度の
児童を見
守ってい
たが、対
象児の事
故の瞬間
は見てい
なかっ
た。

特になし

低学年児
童がジャ
ングルジ
ムで遊ば
ないよう
に注意す
る。

9514

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

4.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 121 ## 13 10
18.６
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし
7.その
他

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登校中の
ため支援
員の見守
りなし。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登校中の
ため支援
員の見守
りなし。

横断歩道
ではない
場所を
渡ってい
た。

必ず横断
歩道を渡
る、青信
号であっ
ても必ず
左右の確
認するこ
と等交通
ルールに
ついて定
期的に話
して聞か
せる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9515

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 140 ## 10 5
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9516

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 106 ## 8 4
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第４趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9517

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 71 7 4
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

B1脱臼
下唇・朴
ガイ裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9518

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 74 74 6 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯茎の裂
傷、外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9519

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 120 ## 15 7
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯肉裂
創、歯冠
破折、舌
裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9520

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 4 2
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

見守りが
必要な場
面では、
引き続き
支援を
行ってい
く。

9521

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 94 94 10 4
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

－

具の使用
方法につ
いて明確
なルール
を見直
す。遊具
の高さに
応じて使
用学年を
定める等
の基準を
定める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

－

引き続き
安全点検
を継続的
に実施し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員が
声かけを
しながら
近く見
守ってい
たが、咄
嗟の落下
に対応出
来なかっ
た。

雲梯をし
ている際
は出来る
限り児童
に近づい
て見守り
を行い、
声をかけ
ながら危
機管理の
意識を持
たせた状
態で使用
するよう
に促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯時も
いつもど
おりの様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
の付近で
見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各支援員
が配置に
ついて離
れて見守
りを行っ
ている。

－

今後も体調
面を確認し
ながら見守
りを継続す
る。遊具を
使用する際
は気持ちが
高揚した状
態ではなく
精神的に落
ち着いた状
態で使用さ
せるように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9522

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 4 3
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上1番外
傷性歯牙
亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１１)回/
年

1.基
準以
上配
置

－

室内での
適切な遊
び方の再
確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(１１)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１１)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

－

活動する
前には、
注意点を
入所児童
に説明

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

活動する
前には、
注意点を
入所児童
に説明

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
様々な遊
びを展
開。事故
発生時
は、卓球
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内で複
数の遊び
が展開さ
れていた
ことか
ら、他児
童の対応
等で事故
を目撃し
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同室にい
たもの
の、他児
童の対応
等で目撃
していな
かった。

－

支援員は
視野を広
く保ち、
全体を見
渡しなが
らも個々
の児童対
応をすよ
うに支援
員全員で
確認。

9523

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 46 46 3 2
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

右指示中
節骨骨幹
端損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

打ったそ
の後もし
ばらくメ
ンコで遊
んでいた

保冷剤対
応後の支
援員の周
知

1.定期的
に実施

実施頻度(
240)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3)回/年

めんこの
遊び方の
ルールを
決めてい
なかった

ルールに
則った上
で、距離
を保ちな
がら安全
に行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

声掛け・
見守り

怪我の対
応方法
（申し送
り）の見
直し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体に片
づけや準
備の声掛
け中で
あった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体に片
づけや準
備の声掛
け中で
あった

遊びに夢
中になり
すぎて自
分で床面
との距離
を上手く
つかめて
いなかっ
た

声掛け・
見守り

9524

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 4 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足
指)

右足靭帯
損傷　両
ひざ挫創

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故防止
に関する
研修を実
施する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

なし　十
分に対策
は行って
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

なし　十
分に対策
は行って
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に
サッカー
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッカー
をコート
外で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各々好き
な遊びを
している
児童たち
を見守っ
ていた。

特になし

なし　十
分に対策
は行って
いる。

9525

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 6 4
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から支
援員が点
検時以外
にも意識
をして確
認をする
ようにし
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
話をする
等して注
意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びで
鉄棒で遊
んでいる
時、着地
した際に
バランス
を崩し前
方に手を
つき負傷
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒のそ
ばで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びに
対応して
いた他の
支援員３
名は、他
の児童の
見守りを
してい
た。

特になし

あらゆる
状況を考
え、児童
の動きを
予測し危
険を妨げ
られるよ
う見守っ
ていく。

9526

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 2 1
21.９
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故防止
に関する
研修を実
施する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

なし　十
分に対策
は行って
いる。

7.その
他

特になし

なし　十
分に対策
は行って
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所途中
だったた
め、見守
りできな
かったた
め、本人
の訴えが
ないと把
握できな
いところ
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登所途中
だったた
め、見守
りできな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登所途中
だったた
め、見守
りできな
かった。

特になし

気を付け
て登所す
るよう全
体に声掛
けを行
う。

9527

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 4 1
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首捻
挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から支
援員が点
検時以外
にも意識
をして確
認をする
ようにし
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブの過
ごし方に
つういて
話をする
などして
注意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びで
サッカー
をしてい
る時、他
の児童の
足が当た
り、バラ
ンスを崩
し足をひ
ねる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びの
中、サッ
カーを中
心に全体
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びを
している
サッカー
以外の遊
びを見
守ってい
た。

特になし

あらゆる
状況を考
え、児童
の動きを
予測し危
険を妨げ
られるよ
う見守っ
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9528

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 4 4
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(-)回/年

2.基
準配
置

―

職員間で
事故防止
マニュア
ルの再確
認や活動
時のヒヤ
リハット
事例の共
有をこれ
まで以上
に密に行
う。施設
周辺の危
険個所等
について
定期的な
確認を行
い、事故
予防に務
める。

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

ロープが
見えにく
い位置に
張って
あったた
め、児が
ロープに
気づくの
が遅れた
ことに要
因がある
と思われ
る。

事故の翌
日、見え
にくかっ
たロープ
に目立つ
色のテー
プを貼ろ
うと考え
たが、
ロープは
既に撤去
してあっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員、
児童とも
に、すぐ
そばに
ロープが
張ってあ
ると気付
いていな
かった。

見た目に
は危険と
感じない
事（物）
が、思わ
ぬ怪我の
要因と
なった
為、周囲
の状況を
より一層
慎重に確
認するよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同級生の
お迎えが
あり、車
に乗って
帰る友人
に手を振
ろうと走
り出した
ときに、
ロープに
引っ掛
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走り出す
直前まで
対象児を
含む児童2
名と支援
員の3名で
話をして
いたが、
対象児が
友人が
乗ってい
る車を見
て走り出
した途端
に転倒
し、即座
に動くこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外に出て
いた他2人
の支援員
は、それ
ぞれに別
のグルー
プに付い
ていたの
で、目撃
していな
い。

児童2名を
1名の支援
員で見て
おり、支
援の状況
としては
十分なも
のと考え
られる
が、突発
的な事故
であった
ため、即
座に対応
すること
ができな
かった。

児童が少数
であっても
各児童の動
きを注視
し、急に走
り出す等の
突発的な動
きがあった
場合は声掛
けする等、
注意喚起を
行うように
する。日常
的なヒヤリ
ハット事例
や施設周辺
の危険個所
等、常に職
員間で共有
する。

9529

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 23 3 2
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折
ギプス固
定

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

－

今ある事
故予防マ
ニュアル
をより詳
しい内容
を記載す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年

3.未実施
実施頻度
(遊具な
し)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

特になし

今回の事
故はハー
ド面に起
因するも
のではな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

小さな動
きでも怪
我の可能
性を考え
て見守
る。他の
児童が
使った物
は置きっ
ぱなしに
せず、気
づいた時
点で片づ
ける。ま
たは片づ
けを促
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達と戦
いごっご
をしてい
て、職員
に注意を
され、戦
いごっこ
をやめ
た。その
あとに怪
我をし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

戦いごっ
この注意
をしたあ
と、少し
離れた所
から見守
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者対
応や別の
児童の対
応をして
いて、別
の場所に
いた。

特になし

一時的に部
屋に補助員
１人の状況
を極力無く
し、支援員
が部屋にい
るようにす
る。遊びで
使用した後
は元の場所
に片付ける
ように指導
を行う。ま
た、職員も
目配りを行
い、置きっ
ぱなしの場
合は片づけ
る。

9530

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7
5.おやつ
時（学
童）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 63 63 6 4
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折
の疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

おやつを
食べ終
わった後
の行動に
ついても
各班担当
で把握す
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

特になし

食事中の
マナーや
決まりに
ついて、
事前に充
分な指導
を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

机を置く
位置に空
間の余裕
をもって
配置する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自分の班
にいて、
本児の行
動は把握
できてい
ない状況
であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ちょっか
いを出し
ている様
子は見て
いたが、
様子を観
察してい
ただけで
あった。

特になし

おやつを
食べ終
わった後
の行動に
ついても
各班担当
で把握す
る。

9531

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 5 2
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

三角ジム
から落下
のため、
防御しよ
うがな
かった。

1年生は高
い遊具を
使用しな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

足と手の
位置関係
の確認

本人と職
員に注意
を促すよ
う指示

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

本人と職
員に注意
を促すよ
う指示

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

落下のス
ピードが
速い為、
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

落下のス
ピードが
速い為、
間に合わ
なかっ
た。

特記事項
なし。

発達段階
に応じた
遊具の使
用方法に
ついて声
かけを行
う。

9532

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 14 14 3 3
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕下
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

職員配置
について
は問題な
し

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特記事項
なし

遊具に問
題があっ
たわけで
はないた
め、特記
事項なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

特記事項
なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の児童
と共に平
均台を
渡って遊
ぶことを
楽しんで
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

高さのあ
る平均台
の遊びと
いうこと
で、すぐ
近くで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

第二児童
クラブも
同時に外
遊びをし
ており、
全体的に
見守って
いた。

児童が1人
で渡るの
に十分な
運動能力
があると
認識して
いた。

特記事項
なし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9533

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 3 3
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足膝下
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

危険な場
所に行く
ことのな
いように
見守りな
がら声か
けを徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
週1　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

用途とは
違う遊び
をしてし
まうこと
がある。

安全点検
をしっか
りして遊
ばせた
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

危険な場
所や階段
などに気
をつけて
見守りな
がら声か
けを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
で追いか
けられて
足を蹴っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
見守って
いたが走
るのに夢
中になり
転んだ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
けがの手
当てを
行ってい
たので見
ていな
かった。

特になし

支援員同
士が細心
の注意を
はらい気
を付けて
保育を
行ってい
く。

9534

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 4 4
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折扱い

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

事故発生
時、全て
の支援員
が対象児
童と加害
児童を見
ておらず
気がつか
なかっ
た。

全体を見
る係を平
時から決
めている
が、事故
時は他児
童に関
わってい
たことも
あり、さ
らに支援
員同士の
連携を図
り管理を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(310)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(310)回/
年

― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団生活
における
過ごし方
で、お互
いに仲良
く過ごす
ための指
導が足ら
なかっ
た。

帰りの会
など機会
を捉えて
指導を
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

10：40ごろ
まではビー
ズで作品を
作ってい
た。その
後、同級生
と2人で遊
んだ後、加
害児童から
うるさいと
言われ、い
きなり右腕
をつかまれ
て右ひじ下
に力を加え
られた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は全体を
見守る係
であった
が、発生
時、別の
児童の対
応をして
いて見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の支援員
が、何か
しら児童
の対応を
しており
事故発生
に気づけ
なかっ
た。

特になし 特になし

9535

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 4 4
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折（前回
報告より
変更）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２)回/年

2.基
準配
置

遊びの分
散によ
り、管理
不行き

遊びの統
一、状況
から推測
しての注
意声か
け。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

支援員連
携の不足
と、管理
体制の不
足。

その都
度、子ど
も達の行
動を観察
し周囲の
支援員へ
の周知。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

連携不足
と、他児
童の対応
時の管理
不足。

連携の強
化と、遊
びの状況
把握。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びを
転々とし
ており、
最終的に
落ち着い
て遊びが
雲梯棒に
なり、一
緒に遊ん
でいた子
と決めた
ルールの
下で安全
管理が出
来ていな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児童
の近くに
いたが、
丁度他の
児童の行
動を注意
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れたと
ころで、
別の子の
遊びの支
援を行っ
ていた。

逐一児童
の行動の
状況を確
認し、共
有してい
なかっ
た。

遊具の使
い方と、
遊びの
ルールの
再確認を
行う。

9536

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 2 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折（手
首）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
40　)回/
年

2.基
準配
置

特になし なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

喧嘩をし
ている時
点で支援
員が異変
に気付き
仲介に入
るべき
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

－

近くにい
たが、喧
嘩をして
いたこと
に気付い
ていな
かった。

一人での見
守りが困難
な場合は周
囲の支援員
に声をかけ
る。特定の
場所だけで
なく、児童
の動きに合
わせて自分
の立ち位置
を都度変更
する。

9537

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 18 18 6 4
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
亀裂骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

見守りや
遊びに入
る職員が
上靴を履
いた状態
であっ
た。接触
した時点
や帰宅の
際に患部
を確認し
なかっ
た。

遊びに入る
職員は子ど
もと同じ状
態（裸足）
で参加す
る。接触が
あった場合
は必ず患部
の確認を行
い，保護者
へも連絡を
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちは裸足
で遊んで
いたが職
員は上靴
を履いた
まま参加
した。

遊びに一
緒に入る
時には，
子どもた
ちと同じ
状況（裸
足）で参
加する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

接触直後
に痛いと
ころはな
いか声を
かけるが
「大丈
夫」との
返事だっ
た。その
後も遊び
を続けて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が
「大丈
夫」と答
えたた
め，患部
の確認は
せず，そ
のまま一
緒に遊び
を続けな
がら様子
を見た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応を
していた

特になし 特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9538

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 45 45 2 2
19.７
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

登下館途
中に走ら
ない等，
安全に留
意するよ
う定期的
にミー
ティング
等で児童
に伝え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし
7.その
他

特になし 特になし

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

「児童セ
ンターに
行くと
き、自宅
マンショ
ンの階段
でぶつけ
たから足
が痛い」
と訴えが
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登館途中
に起きた
ため、発
生時は見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登館途中
に起きた
ため、発
生時は見
ていな
い。

時になし 特になし

9539

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 4 2
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左人差し
指　骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員が児
童の様子
をより注
意深く見
守るべき
だった。

遊びに熱中
している児
童のクール
ダウン等含
め，職員会
議等で全職
員が見守り
時のポイン
トを掴める
ようにし事
故を防ぐよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
に過ごし
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

居室にい
る児童全
体の見守
りを行っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の居室
にて対応
していた

特になし 特になし

9540

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 50 5 5
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ先
端部を骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

なし

一輪車遊
びをする
際に，子
供たちへ
一輪車の
事故につ
いて事前
指導を実
施する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし

頭・肘・
膝等への
プロテク
ターを配
備する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

改善策な
し。環境
面に関し
て問題
点・改善
策はない
と思われ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

精神的に
も安定し
ており，
普段と変
わらない
様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
が落下
時，見守
りの職員
の視野に
入ってい
たが，大
きな事故
になると
は思わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
を見守る
職員は，
該当児童
の一輪車
で転ぶと
ころは見
ていな
い。

なし

改善策な
し。その
他項目に
おいて問
題点・改
善策はな
いと思わ
れる。

9541

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 14 14 2 2
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右　第二
趾基節骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

児童が遊
んでいた
近くに座
卓があっ
た

当該の遊
びはしな
いよう指
導する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

当該の遊
びはしな
いよう指
導する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の興
味のある
遊びを
次々とし
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児や他
児童の遊
びの様子
を全体的
に見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

６校時限
で登館す
る児童の
対応や来
館してい
た児童の
対応にあ
たってい
た

特になし 特になし

9542

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 124 ## 12 6
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
12回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
毎日2回

1.定期的
に実施

実施頻度1
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日1回

外遊びの
範囲が広
く，職員
が全範囲
を網羅す
るのが難
しい状況
であっ
た。

児童の人
数や職員
の人数を
考慮し，
遊びの種
類や範囲
を限定す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の児童
に対応し
ていたた
め，本児
が間違っ
たすべり
台の使い
方をして
いること
について
声がけが
できな
かった。

正しい遊
具の使い
方を全体
に指導
し，都度
声がけを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

間違った
遊具の使
い方をし
た。すべ
り台のふ
ちを後ろ
向きに滑
り、更に
途中で止
まり「落
下しよう
かな」と
言った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くにい
たが，他
の児童の
対応と重
なってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援が必
要な児童
や制止が
効かない
児童が多
数おり，
他の職員
はそちら
の対応に
追われて
いた。

押してし
まった児
童は要支
援児であ
るが比較
的落ち着
いて見え
ていた為
個別に対
応せず，
他の支援
が必要な
子どもの
見守りを
中心に
行ってい
た。

特になし

112 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9543

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 55 5 5
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

オトガイ
挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
５　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児はい
つも通り
の様子で
あった
が、週の
終わりで
あった為
全体とし
て子ども
達に落ち
着きがな
く、また
行事の前
日であっ
た為職員
もいつも
より慌た
だしく
なってい
た。

子どもの
様子を適
切に把握
して、そ
の様子に
即してデ
イリープ
ログラム
の変更を
行い、１
日を安全
に過ごす
ための配
慮をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学校終了
後来館
し、自由
遊びとな
るまでは
友達と宿
題をした
り折り紙
をしたり
して普段
通りの様
子で過ご
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故当
時、本児
が怪我を
した場所
とは遠く
離れたと
ころで別
の児童た
ちと鬼
ごっこ遊
びをして
いてお
り、対象
児の動き
を直接確
認できて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その時間
にいた職
員5名のう
ち3名が館
内、名が
上記担当
職員。も
う1名が担
当職員と
同じく校
庭に出て
いたが、
担当者や
対象児と
はまた別
の場所で
児童の見
守りを
行ってい
た。

通常時は
外遊びに
出た児童
数に合わ
せて職員
も校庭へ
と出てい
るが、当
日は館内
にて保護
者対応等
行ってお
り、いつ
もより外
遊びの人
員が不足
してい
た。

事故後、
都度児童
クラブで
の利用や
保護者迎
えの場面
もあった
ため、そ
の後の様
子等につ
いて声が
けを行い
互いに情
報を共有
してい
く。

9544

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 106 ## 12 7
22.10
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足根骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし なし

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

特になし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後行
事（ス
ポーツタ
イム）に
参加した
が、いつ
も通りの
元気な様
子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

行事の講
師の指示
通り子ど
も達は動
いてお
り、特段
怪我につ
ながるよ
うな異常
な動きは
見られな
かったた
め、注視
はしてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

行事に参
加してい
る児童以
外の児童
達の見守
りを行っ
ていたた
め、対象
児を注視
していな
かった。

行事中での
動きが要因
となった怪
我だった
が、行事
中・行事後
ともに対象
児に変わっ
た様子が見
られなかっ
たことと、
本人からの
訴えもな
かったこと
から、通常
通りの一人
帰りを促
し、習い事
へ向かっ
た。

遊びが楽し
くなればな
るほど、痛
みを我慢し
たり隠した
りして続け
て行うこと
がある。遊
びが楽しい
からこそ大
きなけがに
ならないよ
うに、どん
な軽微なこ
とでも気軽
に伝えてほ
しい、とい
うことを行
事の前に伝
える。

9545

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 6 6
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

靱帯損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(数)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

今回の事
故におけ
る改善点
はなし

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

今回の事
故におけ
る改善点
はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今回の事
故におけ
る改善点
はなし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びが
始まった
頃から、
20名程度
の集団遊
びに参
加。いつ
も通り元
気よく
走ってい
た。事故
時は勢い
よく走
り、缶
（プラス
チック容
器）を蹴
ろうと
走ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

缶けりに
一緒に参
加し、事
故時は缶
の付近に
いた。右
側から本
児が走っ
てきて、
左側から
きた男児
が同じタ
イミング
で走って
きたの
で、止め
ようとし
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の見
守りを各
場所で
行ってい
た為、見
ていな
かった。

本児と接
触した男
児、両者
とも前か
らくるお
互いが見
えていな
かった。
勢いよく
走ってい
た為、止
まること
が難し
かった。

－

9546

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 10 7
22.10
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.基
準以
上配
置

ソフトバ
レーボー
ルのよう
な大き目
のボール
への慣れ
が足りな
かった。

ソフトバ
レーボー
ルのよう
な大き目
のボール
で遊ぶ機
会を定期
的に設
け、順応
性を身に
着けられ
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

－

ボールの
不備等は
見られな
かった
が、遊ぶ
際の諸注
意など子
どもたち
と考え話
し合いま
とめてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

やわらか
めでは
あった
が、あま
り使用し
ないソフ
トバレー
ボールの
大きさの
ボールで
遊ぶ機会
が少な
かった。

ソフトバ
レーボー
ルのよう
な大き目
のボール
で遊ぶ機
会を定期
的に設
け、順応
性を身に
着けられ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール遊
びが好
き。自由
時間にな
り自分た
ちの学年
が遊戯室
で遊ぶ時
間になる
と真っ先
に遊戯室
へ向か
う。この
日は大雨
だったの
で外遊び
はせず、
体を動か
す遊びは
遊戯室の
み。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ冷や
したが30
分程度で
痛みが引
いたとの
事だった
ため、骨
折してい
るとは思
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
で工作イ
ベントを
していた
ため。

2日後当該
児童校外
学習があ
り、その
際不自由
だろうと
保護者公
認の上ギ
ブスを外
して活動
をした。
医師の診
断が骨折
しかけて
いるとい
うことも
あった為
の判断
だったと
いうこ
と。

－
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9547

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 4 2
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

打ち合わ
せの時
に、事故
防止の確
認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

特になし

足元には
障がい物
はなにも
ないた
め、ハー
ド面での
改善はな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

足元には
障がい物
もなにも
ないた
め、環境
面での改
善はなし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
に過ご
し、友達
を遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

突発的な
事故で、
咄嗟に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1階の遊び
を見守っ
ていた。

子ども達
への声が
けが足り
なかっ
た。

遊びに熱
くなりす
ぎないよ
うに声が
けし、配
慮しなが
ら見守
る。

9548

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 17 17 3 2
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

手指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

保育理
中、床に
遊び道具
が転がっ
ている際
の意識の
あり方を
改善す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

特になし

身体を動
かして遊
ぶ部屋に
は、極力
床に物が
置かれて
いないよ
うに配慮
して行動
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び中に
足元に事
故を誘発
するもの
がない
か、確認
の意識が
薄かっ
た。

指導員は
子どもの
動きに目
配りする
と共に足
元に事故
を誘発す
るものが
ないか常
に気をか
ける。児
童へ周囲
の危険に
関する声
掛け、玩
具は一時
置きでも
床に置か
ず脇の棚
などに置
くよう指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児童と
普段通り
にホール
で遊んで
いた。転
倒後も痛
む様子も
なく普段
通り遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡してい
たが、怪
我の瞬間
は目撃で
きなかっ
たため、
怪我に気
づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学習中の
児童と遊
んでいる
児童が混
在してお
り、双方
の児童に
対応して
いたが当
該児童の
動きが確
認できて
いなかっ
た。

学習の時
間が終え
た児童か
ら自由時
間となる
為、学習
中の児
童、遊ん
でいる児
童に対応
するため
指導員が
手薄にな
る。

指導員は子
どもの動き
に目配りす
ると共に、
足元に事故
を誘発する
ものがない
か常に気を
かける。児
童へ周囲の
危険に関す
る声掛け、
玩具は一時
置きでも床
に置かず脇
の棚に置く
よう指導す
る。また物
を持ち上げ
る際にも、
周囲に人が
いないか気
を付けるよ
うに指導す
る。

9549

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 2 1
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

特になし

打ち合わ
せの時
に、事故
防止の確
認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

特になし

体操ごっ
この際に
は、転倒
しても怪
我をしな
いように
マットを
しく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バランス
ボールの
事故誘因
の可能性
を考慮し
た指導が
足りな
かった。

指導員の
目配り及
び周囲の
危険に対
する声が
けの徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

早朝に民
衆登山に
参加。い
つも通り
元気に来
所して友
達と楽し
く遊ぶも
のの、疲
れている
のか、昼
食後は昼
寝してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡せる位
置に立っ
て見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故は２F
で発生
し、他の
職員は１F
で保育を
してい
た。

２F担当者
が補助員
であり、
当日が初
めての勤
務だっ
た。

遊びに熱
くなりす
ぎないよ
うに声が
けをし、
配慮しな
がら見守
る。

9550

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 9 4 1
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

くるぶし
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

職員間の
連携を密
にし、安
全面に見
落としが
ないよう
職員配置
に配慮す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

鬼ごっこ
に夢中
で、足元
を見てい
なかっ
た。

安全確認
を毎回実
施する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

下校後は
解放感か
ら注意散
漫になっ
たり油
断、過信
から事故
につなが
りやすい
事を確認
し職員配
置、活動
内容を考
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数名と鬼
ごっこを
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっ
こ、トラ
ンポリン
をする児
童を二人
体制で見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室で他
の児童の
宿題をみ
ていた。
１人は施
設内で他
の児童と
活動して
いた。

特になし

トランポ
リン下に
はマット
は必要不
可欠なた
め、より
安全性を
強化し声
掛け指
導、安全
確認をす
る。

9551

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 127 ## 12 10
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
（　１
）回/年

2.基
準配
置

無し

グランド
使用の職
員配置体
制は3人で
適正だっ
た。支援
員の立ち
位置や広
い視野で
の見守
り、全体
把握をす
ることの
大切さを
全体職員
会議で話
し合う。

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

登録児童
数が多
く、施設
内が過密
状態に
なってい
る。

過密にな
らないよ
うに分散
して遊べ
るように
保育内容
を工夫す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し

１支援内
の人数が
多く、支
援単位増
加の検討
が必要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

グランド
で友達と
楽しく遊
んでいた
時に自分
でケガを
してしま
い、恥ず
かしさも
ありすぐ
に支援員
に知らせ
ることが
出来な
かったこ
とを母か
ら聞い
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

友達と２
人で楽し
そうに靴
飛ばしを
して遊ん
でいる所
は、遠く
から見
守ってい
たのが、
ケガをし
てしまっ
たことに
気づかな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

３人体制
で見守っ
ていた
が、分散
して他の
子どもと
関わり保
育してい
たので気
づかな
かった。

無し 無し

114 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9552

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 2 1
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

外遊び中
にお迎え
の保護者
対応中で
あった
為、トイ
レの児童
が声をか
けずに
行った。

指導員が
保護者対
応中で
あって
も、児童
に声掛け
してもら
う事。

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

学校施設
内は、滑
りやすい
ため上靴
を使用し
ている。

必ず、上
靴を履い
てトイレ
を利用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学校施設
内は、靴
下では歩
かないよ
うに上靴
を使用し
ている。

必ず上靴
を履いて
利用す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びか
ら室内に
戻り、吐
き出し口
から廊下
を走って
トイレに
行こうと
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
を見守り
ながら、
保護者対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応し
ていた。

外遊び中
にトイレ
に行きた
くなり、
急いで戻
りたいた
め廊下を
走ってし
まった。
付き添い
声掛けし
ていな
かった。
指導員は
保護者対
応中で
あった。

室内外でも
トイレは余
裕をもって
行くように
指導する。
トイレに行
く時は、上
履きを履き
廊下も走ら
ず慌てずに
歩く。指導
員に声掛け
と付き添い
をする。専
用室は支援
員が常駐し
ているので
専用室のト
イレを使用
するよう促
す。

9553

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 4 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4回/年
2.基
準配
置

学年や体
格に応じ
た遊び方
におけ
る、職員
の知識・
理解が不
十分だっ
た。

ルールの
確認を行
う

2.不定期
に実施

1回/年
2.不定期
に実施

1回/年
2.不定期
に実施

1回/年
遊具の破
損はな
かった。

遊具の破
損はな
かった
が、引き
続き定期
的に点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が見
守りを
行ってい
た。

学年に応
じた遊具
での遊び
方を再確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一瞬の出
来事で、
児童の落
下を防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一瞬の出
来事で、
児童の落
下を防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

職員の介
助が不十
分だっ
た。

学年に応
じた遊具
での遊び
方を再確
認する。

9554

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 10 10 3 3
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

滑り台を
している
ときは指
導員が必
ず見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日
)回/年

特になし

滑り台の
正しい使
い方を伝
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

滑り台を
逆走しな
い。追い
かけっこ
中は、滑
り台に逃
げないと
ルールを
決める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

滑り台の
隣の遊具
で別の子
と関わっ
ていた。
追いか
けっこを
している
のは見て
いたが、
滑り台を
逆走した
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子と
関わって
いたの
で、逆走
した瞬間
は見てい
なかっ
た。

特になし 特になし

9555

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 12 12 2 1
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

クラブ独
自の外遊
びについ
てのマ
ニュアル
は作成し
てあった
が、徹底
的に周知
ができて
いなかっ
た。

クラブ独
自の外遊
びについ
てのマ
ニュアル
を職員・
子ども達
に徹底的
に周知
し、誰も
が確認で
きるよう
に掲示し
ておく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

クラブ室
前のス
ロープ・
階段で走
ることは
危険

クラブ室
前の玄
関・ス
ロープ・
階段で
走っては
いけない
ことを子
ども達に
徹底的に
注意を呼
びかけ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

各々好き
な遊びを
していた
ことによ
り場所の
整理が不
十分だっ
た

子ども達
に声を掛
けながら
遊び場所
の整理を
職員が
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で、上級
生との鬼
ごっこを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故発生
前は対象
児を見て
いたが、
他児の一
輪車介助
をしてい
た為すぐ
に気が付
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋へ入
る時間
だった
為、他児
へ片付け
を促し部
屋へ入る
ように誘
導してい
た為。

職員は
各々子ど
も達の様
子を確認
していた
が、鬼
ごっこを
していた
子ども達
に気が付
かなかっ
た。

子ども達
と話し合
い、遊び
の中での
危険なと
ころを確
認してい
く。

9556

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 3 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨小頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

毎年4月に
すべての
児童に遊
具の使い
方や遊び
方のルー
ルを説明
し、その
後も定期
的に話し
ている
が、より
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年
玩具に
よっては
毎日

晴れてお
り遊具は
濡れてい
なかっ
た。また
遊具の塗
装の剥が
れはな
し。

雲梯で安
全に遊べ
るよう、
遊具安全
管理点検
を今後も
行ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

当日も雲
梯で遊ぶ
児童を都
度確認
し、危険
な場合は
声掛けを
行ってい
た。本児
は普段か
らのルー
ルを守り
遊んでい
た。

職員会議
で戸外遊
び時の見
守り方
法、危険
個所がな
いか、立
ち位置な
どを確認
し、職員
全員で事
故防止に
対応して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調不良
等の様子
なく、普
段どおり
に外遊び
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯で遊
ぶ時の
ルールを
守って遊
んでいる
ことを確
認してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の遊具
で遊んで
いる児童
の見守り
をしてい
た。お迎
えに来た
保護者の
対応をし
ていた

特になし

職員会議
で戸外遊
び時の見
守り方
法、危険
個所がな
いか、立
ち位置な
どを確認
し、職員
全員で事
故防止に
対応して
いく。児
童に対し
ても遊具
の遊び方
の注意を
定期的に
行ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9557

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 4 1
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル等、運
営委員と
協議のう
え作成す
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊びの
時など広
範囲の見
守りを必
要とする
状況下に
おいて、
児童の転
倒・衝突
等による
事故発生
の可能性
を予見
し、児童
に対して
声掛け注
意等の指
導をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外では
サッカー
やドッチ
ボール、
鬼ごっこ
などをし
ている。
当日は10
名ほどで
鬼ごっこ
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒した
瞬間は目
撃してい
ないが、
異変に気
付きすぐ
に駆け
寄った。
本人や周
囲の児童
から転倒
したこと
を聞き、
室内への
移動に付
き添っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他にも多
数の児童
が外で活
動してい
たため、
担当職員
に任せ、
校庭での
見守りを
継続して
いた。

児童に対
し、けが
のリスク
について
や安全面
への声掛
け等の配
慮が不十
分であっ
た。

特になし

9558

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 4 4
22.10
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首上
部　骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

全支援員
等へのマ
ニュアル
への再共
有（支援
員等全員
に事故対
応マニュ
アルを配
布）、更
にミー
ティング
にて事故
事例の検
証を行
う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

園庭には
落ち葉や
どんぐり
など足が
滑るもの
があり、
転倒しや
すい状況
にあっ
た。

落ち葉や
どんぐり
など足が
滑るもの
はよけて
おく等、
転倒しや
すい状況
にない
か、事前
に確認・
対策した
上で、外
遊びを行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

身体を動
かす遊び
をあまり
好まない
が、この
日は、友
達や年下
の子に誘
われ張り
切ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

大人数の
子どもた
ちが園庭
で遊んで
いたの
で、支援
員同士が
様々な角
度から見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

大人数の
子どもた
ちが園庭
で遊んで
いたの
で、支援
員同士が
様々な角
度から見
守ってい
た。

普段以上
に活発に
遊んでい
た中、足
元によく
注意して
遊ぶよう
に伝えて
いなかっ
た。

遊びを開
始する前
に、しっ
かりと足
元に気を
付けて遊
ぶように
周知徹底
するとと
もに、無
茶な行動
はしない
ように伝
える。

9559

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 80 80 7 6
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首の
靭帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
４８　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４５　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４４　)回
/年

土のグラ
ウンドと
敷地の舗
装面に段
差があっ
た。

安全点検
に努め危
険箇所を
発見し修
繕等を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

屋外で遊
んでい
て、迎え
に気付き
屋内に荷
物を取り
に行く際
に事故が
起きた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

屋外で見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラブ室
や遊戯室
で児童を
見守って
いた。

特になし

ソフト
面、ハー
ド面、環
境面、人
的面を改
善するこ
とで、そ
の他につ
いては記
載なし。

9560

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 4 4
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足くる
ぶしの下
剝離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

全支援員
等へのマ
ニュアル
の再共有
を行う。
更に打ち
合わせで
事故事例
の検討を
行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし

落ち葉な
どにより
足元が転
倒しやす
い状況に
ないか、
事前に確
認・対策
した上で
外遊びを
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

外遊びが
好きであ
り、色々
な遊びに
挑戦して
いた。こ
の日は小
学校が早
帰りだっ
たため、
外遊びの
時間が増
えいっぱ
い遊べる
と喜んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

大人数の
子どもた
ちが園庭
で遊んで
いたの
で、支援
員同士が
様々な角
度から見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

大人数の
子どもた
ちが園庭
で遊んで
いたの
で、支援
員同士が
様々な角
度から見
守ってい
た。

特になし

遊びを開始
する前に、
足元に気を
付けて遊ぶ
ように声掛
け等をしっ
かりとす
る。また、
自分の力を
試すことは
良いことだ
が、無理は
しない事を
伝える。痛
みがある時
は休んでい
ようねとけ
がをしてし
まった時は
どのような
過ごし方を
したら良い
のか提案す
る。

9561

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 139 ## 9 6
23.11
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手人差
し指骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関して
職員会議
などで話
し合って
いきま
す。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/日

特になし

施設の安
全点検に
関しても
定期的に
実施し、
事故予防
に努めて
いきま
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

戦いなど
のけがに
つながり
そうな遊
びは注意
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに過ご
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童から
指をぶつ
けたと申
告があ
り、すぐ
に冷やし
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見てい
た。

特になし

けがにつ
ながりそ
うな遊び
を職員で
共有し、
注意して
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9562

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 2 1
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

職員間の
連携、常
に職員が
全体を見
る意識を
持つ。

児童の行
動を予測
して、声
掛けをし
危険を回
避する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
250)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250)回/年

児童の走
るスピー
ドや体の
大きさを
考慮せ
ず、ホー
ルで走る
遊びをし
た為。

児童の行
動を予測
して、
ホール内
で走るの
ではなく
広い戸外
で走るよ
うにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ホール内
で10人位
の児童が
鬼ごっこ
して走り
回った。

ホールで
コーナー
を作って
遊んだ
り、鬼
ごっこの
遊び方を
工夫し怪
我を防げ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

天候も悪
く早帰り
だった
為、おや
つの時間
まで余裕
があり児
童から
ホールで
鬼ごっこ
をしたい
との要望
があっ
た。鬼
ごっこで
は逃げる
のに夢中
で前を見
ていな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員は2
人いた
が、1人は
教室で児
童を見守
り1人は園
の活動に
入ってい
た為、ド
ライバー
にホール
の見守り
を依頼し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発生時は
支援員1人
だった
為、ドラ
イバーに
ホールの
見守りを
しても
らった。

ドライ
バーに児
童の見守
りを依頼
し、支援
員が付い
ていな
かった。

園の職員
に声を掛
け見守り
を依頼す
るか、支
援員が戻
るまで教
室または
ホールの
一か所に
て遊び、
支援員が
いる中で
児童を見
守る。

9563

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 3 1
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

若木骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

配慮が必
要な児童
に対し
て、適切
な支援を
行うこと
が不十分
だった。

発達の個
人差や児
童の特性
を理解
し、一人
ひとりの
行動を予
測する。
また、児
童の
ちょっと
した変化
などの気
づきを常
に共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

ホールの
死角とな
る見えに
くい場所
で他児に
押されて
しまっ
た。

活動内容
や人数、
児童の導
線等に合
わせた環
境設定を
適宜行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童の活
動を２つ
に分けて
いたこと
で、結果
として支
援員の視
点も偏っ
てしまっ
た。

プログラ
ムを見直
し、動的
な活動の
後にゆっ
たりと落
ち着いて
過ごす時
間を設け
たり、配
慮の必要
な児童が
集中して
取り組め
る遊び等
を取り入
れるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児と
加害児は
普段から
一緒にい
ることが
多く、発
生当日も
一緒に遊
ぶ姿が見
られた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他のプロ
グラムを
担当し、
怪我が
あった
ホールの
英語のプ
ログラム
が先に終
了してい
たので、
ホールの
様子を見
守ること
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の支援
員も同様
のプログ
ラムの補
助に付い
ていた
為、ホー
ルの見守
りがドラ
イバーの
みとなっ
た。

普段から
トラブル
が多い児
童にも関
わらず、
その児童
を見守る
意識が薄
かった。

支援員同
士の声の
掛け合い
や連絡、
確認と
いった日
常のコ
ミュニ
ケーショ
ンをしっ
かりと図
り、連携
して児童
を見守っ
ていく。

9564

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 69 69 8 4
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

応急処置
研修（今
年度実施
済み）

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/日

特になし

特になし
（施設・
遊具等で
のケガで
はないた
め）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特になし
（環境面
での要因
ではない
ため）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り外遊び
時にドッ
チボール
を行う

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッチ
ボール付
近で他の
外遊びも
含め見守
りを担っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

立ち位置
表に基づ
き外遊び
の見守り
を担って
いた。

特になし

ボールの
キャッチ
の仕方や
けがの可
能性につ
いて周知

9565

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 19 19 3 2
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

見守り時
の職員配
置や校庭
での遊び
方など，
職員間で
再度ルー
ルの確
認・見直
しをし，
今後同様
の事案が
発生しな
いように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

外遊びか
らの入室
移動に意
識が集中
してしま
い，子ど
もたちひ
とりひと
りの動き
への注意
換気が不
十分で
あった。

支援員の
見守り体
制の見直
し（状況
時に必要
とされる
配置・声
掛け）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

校庭で遊
ぶとき
は，遊ぶ
前に必ず
危険箇所
や遊び方
など注意
喚起す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
をみなが
ら，他児
童の入室
移動をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当エ
リアの見
守りをし
ていたた
め，対象
児童がけ
がをした
ときは見
ていな
かった。

特になし

怪我を未
然に防げ
るよう
に，子ど
もたちと
一緒に外
遊び前や
外遊び後
の過ごし
方や待ち
方につい
て，話し
合いを行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9566

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 4 2
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上の歯
中切歯
（左側）
打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

指導員等
の配置人
数に問題
はなく，
ソフト面
のみ考慮
すると防
ぐことが
可能な事
故であっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

特になし

施設等に
問題はな
く，ハー
ド面のみ
考慮する
と発生し
ない事故
であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

最後に外
へ出た１
年生が，
玄関から
走って出
てきたた
め，ぶつ
かった際
の衝撃が
大きかっ
た。

玄関から
外に出る
時の流れ
を見直
し，並ん
で待つ時
間を減ら
した。児
童には，
外に出る
時に走ら
ないよう
注意し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

決められ
た場所で
待ってい
る間に，
他の児童
に脇腹を
くすぐら
れて，身
体が前の
めりに傾
き，走っ
てきた１
年児童と
衝突し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くに指
導員はい
たが，衝
突の瞬間
を見てい
ない。周
囲の子ど
もに泣い
ているよ
と言わ
れ，初め
て気が付
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童が外
に出る
時，玄関
の段差で
転ばない
よう足元
に注意を
向け，声
かけをし
ながら見
守ってい
た。

玄関の段
差を気に
かけ見守
りをして
いた指導
員が，所
定の位置
に走って
いく児童
まで注意
が向か
ず，走ら
ないでね
と声かけ
をしな
かった。

外に出る
時に走ら
ないこ
と，並ん
で待って
いる間に
ふざけな
いことな
ど，外遊
びのルー
ルを児童
と再確認
する。指
導員同士
が連携を
して声を
かけ見守
りを行
う。

9567

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 50 2 2
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

年１回程
度実施

1.基
準以
上配
置

特になし
事故との
関連無し

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

特になし
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊び中
は、遊具
付近や
ボール遊
びを特に
注意して
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
て見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具にい
る他の児
童を見守
りしてい
た。

特になし

遊具で遊
ぶ際など
注意が必
要な時に
は、職員
が分担し
て近くで
見守るよ
うにす
る。また
危険な行
動がない
よう児童
に声掛け
をする。

9568

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 4 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

年１回程
度実施

1.基
準以
上配
置

特になし
事故との
関連無し

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

特になし
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊び中
は、遊具
付近や
ボール遊
びを特に
注意して
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
て見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具にい
る他の児
童を見守
りしてい
た。

特になし

遊具で遊
ぶ際など
注意が必
要な時に
は、職員
が分担し
て近くで
見守るよ
うにす
る。また
危険な行
動がない
よう児童
に声掛け
をする。

9569

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 3 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

外遊びはケ
ガやトラブ
ルが起こる
可能性が高
い上に久し
ぶりの外遊
びだったの
で，児童の
テンション
が上がって
いた。事前
に外遊び前
に危険箇所
の確認をし
ていたが，
走り回る子
ども達に気
を取られて
しまい，未
然に防げな
かった。

校庭内の
危険個所
や遊具等
で起きう
るケガや
事故につ
いて，見
守り時の
職員配置
や校庭で
の遊び方
など，児
童と一緒
に再度
ルールの
確認を
し，今後
同様の事
案が発生
しないよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

安全点検
は定期的
に行って
おり，設
備などで
のケガで
はないた
め

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

校庭で遊
ぶとき
は，危険
箇所や遊
び方など
事前に注
意喚起す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りに気
を取られ
ており，
対象児童
の見守り
が疎かに
なってし
まった，

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当エリ
アの見守
りをして
いたた
め，対象
児童がけ
がをした
ときは見
ていな
かった。

－

職員と児
童一人ひ
とりが外
遊びの遊
び方や危
険性があ
ることを
意識する
ため，子
どもたち
と一緒に
外遊びに
ついて，
話し合い
を行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9570

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 8 8
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

体を慣ら
していく
為に少し
づつ外遊
びの時間
を延ばし
ていく。
また、遊
具使用の
際は職員
による危
険回避・
注意喚起
の為の声
掛けを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

遊具及び
その周辺
の安全確
認や遊び
方を事前
に注意喚
起する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊び前
に、子ど
もたちに
校庭での
危険個
所・ケガ
の事例等
を話し注
意を呼び
掛ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発に行
動するた
め、よく
転んでけ
がをする
ことが多
い。少し
無茶な事
をすると
きも見受
けられ
る。

－

対象児の
至近で対
象児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体把握
の為、支
援員を子
どもが集
まるそれ
ぞれの場
所に配置
していた
為、遠方
の職員か
らは距離
の関係で
みること
ができな
かった。

－

日頃慣れ
た動作で
あっても
ケガに繋
がること
を意識
し、遊具
等使用の
際は子ど
もが注意
散漫とな
らないよ
う声掛け
をしなが
ら見守り
をする。

9571

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 105 ## 12 12
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

開始時の
注意喚起
が不十分
であっ
た。

職員は一
輪車の危
険性を声
掛けし注
意喚起す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

特になし

施設・設
備に異常
がない
か、点検
を強化す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びを決
めるジャ
ンケンで
一輪車に
決定し喜
んでいた
が、特に
感情的に
なっては
いなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

窓施錠の
安全対策
をしなが
ら部屋中
央部に意
識を向
け、全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
にて、他
児の育成
支援にあ
たってい
た。

職員は遊
び開始時
の空気感
を必ずし
も把握し
ていな
かった。

職員は、
児童のテ
ンション
が上がり
すぎない
よう配慮
するな
ど、気持
ち面の変
化を敏感
に捉える
よう努め
る。

9572

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 47 47 11 6
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

法人での
研修はあ
るが、施
設内独自
の研修は
出来てい
ないので
校庭で考
えられる
ヒヤリ
ハットを
共有し、
対応を検
討してお
くべき
だった。

上記にも
記載があ
るよう
に、施設
内独自の
研修を
し、校庭
での配置
や危機管
理の対応
について
の学びの
場を作っ
ていきた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

定期的な
安全点検
もあるた
め、特に
問題なし

引き続
き、安全
面の点検
を定期的
に行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同学年の
友人と鉄
棒にぶら
下がり遊
んでいた
様子が
あった。
鉄棒を
握ってい
た部分か
ら、落ち
てしまっ
たのは手
が湿って
いて、滑
らせてし
まったの
が要因で
ある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒以外
の場所に
も各々で
遊んでい
るグルー
プがあっ
た。そこ
へ支援員
を配置し
ていたた
め、本児
の怪我に
気がつく
のが遅く
なってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭の
各々の場
所での対
応があ
り、本児
の遊ぶ様
子に目が
届いてい
なかっ
た。

本児のぶら
下がる鉄棒
が本児の身
長より高い
物であった
為、自分よ
り高い物に
ぶら下がっ
たり、回っ
たりしよう
とする場面
で遊び方の
声かけが足
りなかった
ことも要因
だと感じ
る。

鉄棒を
使って遊
ぶ際に、
慣れてい
ない児童
には補助
具の使用
を推奨
し、高さ
も自分に
合った物
で遊べる
ように働
きかけを
してい
く。

9573

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 14 14 2 1
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

職員配置
が職員2
名、登録
アルバイ
ト2名で
あったに
も関わら
ず外遊び
に出た。
外に出た
のがメン
バーさん
と登録ア
ルバイト
のみで常
勤がいな
かった。

職員が少
ない日は
外遊びに
出ない。
職員配置
を確認し
てから外
遊びの有
無を判断
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 該当なし 該当なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内に戻
る前にケ
ガしてい
る児童が
いないか
の確認を
おこなっ
ていな
かった。

職員と合
わせて全
体の見守
りができ
るように
職員配置
をしケガ
にすぐ気
づけるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びか
らクラブ
へ戻る際
に当該児
童が足を
捻ったこ
とを職員
に伝えに
きた。そ
の時点で
初めてケ
ガをした
ことが発
覚した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童が危
険な遊び
方をして
いたら注
意できる
配置に
なってい
たが当該
児童が足
を捻って
ケガをし
たことは
気づいて
いなかっ
た。

児童が足
を捻った
ことに職
員が気づ
けずすぐ
に対応が
できな
かった。
児童が職
員に足を
捻ったと
伝えた際
にすぐ話
を聞かな
かった。

小さなこと
でもすぐに
口頭、共有
ノート、保
育日誌に記
録し共有す
る。保護者
からトラブ
ルに関する
質問を受け
た際、どの
職員でも状
況を把握し
回答できる
よう連携を
図る。お迎
えの際に
日々の小さ
な事でも毎
日保護者に
共有する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9574

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 33 3 3
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折骨が
くっつい
た状態

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

3.基
準以
下

全体を見
守る職員
と、他児
童の対応
を行う職
員で当該
児童を見
れていな
かった。
児童たち
を自由に
遊ばせて
いた。

対応が必
要な児童
に対して
正しい過
ごし方を
伝えた
り、なぜ
そのよう
な行動と
なるのか
聞き取り
を行い、
落ち着い
て過ごせ
るようサ
ポートす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

場所に
よって死
角となる
所におも
ちゃを置
いてい
た。

和室の使
用をなく
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
の気持ち
が高まっ
てしまっ
た所に対
応するこ
とが出来
なかっ
た。

落ち着け
る様話し
たり、場
所を変え
て気持ち
が落ち着
ける様な
対応をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

周りから
注意され
る事をし
続け、周
りの児童
や支援員
が声をか
けても止
めること
ができな
い状況
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児童
につられ
て気持ち
が高まっ
てしまっ
ていた児
童を対応
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
につられ
て気持ち
が高まっ
てしまっ
ていた児
童を対応
してい
た。

本児を筆
頭に気持
ちの高ま
りが周り
にも伝わ
り全体的
にヒート
アップし
た状態
だった
為、話を
聞ける児
童から順
番に話を
していた
状況だっ
た。

職員間で
成功体験
の共有を
したり、
児童それ
ぞれに合
う声掛け
を職員個
人個人が
模索し、
自分とそ
の児童の
中で話が
できる関
係性を築
いてい
く。職員
全員が同
じ対応を
する。

9575

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 33 3 2
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

室内での
過ごし方
を児童と
改めて確
認する。
職員は
各々の役
割ごとに
動いてお
り事故発
生時に全
体を見守
る職員が
いなかっ
た為、落
ち着いて
過ごす児
童にも目
配りと声
掛けを行
なう。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

当該児童
の証言よ
り、クラ
ブで床置
きで使用
していた
サーキュ
レーター
のコード
に躓いた
ため転倒
した可能
性があ
る。

サーキュ
レーター
の設置場
所を見直
すこと、
また登所
児童数に
あわせて
長机の台
数を加減
し児童の
同線や活
動スペー
スにでき
る限りゆ
とりを確
保する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

室内での
過ごし方
を児童と
改めて確
認する。
職員は
各々の役
割ごとに
動いてお
り事故発
生時に全
体を見守
る職員が
いなかっ
たため、
落ち着い
て過ごす
児童にも
目配りと
声掛けを
行なう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
は普段か
ら落ち着
いている
児童であ
り、事故
発生時も
危険行為
等はな
かった
が、室内
の狭いス
ペースで
早歩きを
したた
め、足が
もつれて
転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当日のイ
ベント準
備のた
め、各役
割に分か
れて動い
ていた。
事故発生
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日のイ
ベント準
備のた
め、各役
割に分か
れて動い
ていた。
事故発生
の瞬間は
見ていな
かった。

室内での
過ごし方
(どのよう
な過ごし
方が怪我
や事故に
繋がるか)
を
児童含め
て確認で
きていな
かった。

室内での過
ごし方(どの
ような過ご
し方が怪我
や事故に繋
がるか)を児
童と改めて
確認する。
また、職員
は各々の役
割ごとに動
いており事
故発生時に
全体を見守
る職員がい
なかったた
め、落ち着
いて過ごす
児童にも目
配りと声掛
けを行な
う。

9576

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 7 5
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員全員
で発生事
故につい
て共通理
解を持
ち、事故
予防マ
ニュアル
をもう一
度見直
す。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１，２)
回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１，２)
回/年

特になし

ハード面
の点検を
定期的に
行うよう
見直す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊びを
する時
は、児童
がばらば
らに動い
たりせず
落ち着い
てまと
まって行
動するよ
うに指導
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
は、いつ
も活発に
活動する
傾向にあ
り特に縄
跳びが好
きなの
で、慌て
た様子で
動いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

縄跳びを
する児童
が複数人
いたの
で、全体
を見なが
ら、最後
のほうの
児童と一
緒に行動
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で活
動してい
る児童の
見守りを
してい
た。

日ごろ活
発な児童
に対して
は、活動
場面が変
わる際は
注意を向
ける必要
があった

児童一人
ひとりの
活動の特
性を見極
め、言葉
がけなど
対応を工
夫する。

9577

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 40 40 6 3
19.７
歳

1.男
児

－ 8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

普段とは
異なる場
所での活
動であっ
たため、
児童も普
段と異な
る行動を
とる可能
性があっ
た。

児童が普
段と異な
る行動を
すること
を想定の
上、事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時

事故が発
生した施
設はス
ポーツ施
設である
ため、施
設管理者
により必
要な点検
は実施さ
れてい
る。

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

レクレー
ションな
どでの事
故回避に
は特に注
意はして
いた。

今回の事
故を参考
にして、
児童にケ
ガに注意
するよう
事前に呼
びかける
など今後
の事故防
止につい
て再確認
した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

元気いっ
ぱいに
ゲームを
していた
が、転ん
で左足首
を骨折。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見学者２
名（うち
発達障が
い児１
名）が居
たため、
２階から
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ゲーム指
導員を２
名依頼し
ていた
が、ゲー
ム指導員
は転倒に
気が付い
ていな
かった。

いつもと
違う場
所、広く
クーラー
も効いて
いて好環
境の為、
当該児童
は頑張り
すぎたか
もしれな
い。

児童一人
一人の動
きに目を
配ること
が大切。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9578

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 7 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

風をき
り、漕い
でいる気
持ちよさ
に気を取
られるこ
とがあ
る。

遊具で遊
ぶ際、気
を付けて
遊ぶよう
に話す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

事故につ
ながるよ
うな危険
行為がな
いよう、
見守りを
徹底する
ととも
に、児童
への注意
喚起をお
こなう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

－ 特になし

児童への
見守りを
強化して
いく。

9579

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 4 1
22.10
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

鼻骨骨折
及び眉間
部裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

児童が遊
びに夢中
になって
いる間に
門の方へ
寄って
いった。

本児がぶ
つかった
門側に支
援員を配
置と見守
りの徹底

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

ハード面
に関して
は問題な
し

ハード面
に関して
は問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員の
見守る中
一人の児
童が転倒
したが一
瞬の出来
事で防ぐ
ことが出
来ず門に
顔面をぶ
つけ、
鼻・眉間
を負傷し
た。受診
し鼻を骨
折と判明

敷地内の
危険個所
を再
チェック
し支援員
全員に周
知するこ
とで見守
りの強化
を行い、
児童にも
注意喚起
を促す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由遊び
の外遊び
で支援員
と一緒に
だるまさ
んがころ
んだを
行った
後、足が
もつれ門
にぶつ
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童と一
緒に遊ん
だり見守
りをして
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の支援
員を見守
りながら
子どもた
ちと遊ん
でいた

門に近い
場所で足
がもつれ
ることを
想定して
いなかっ
た。

構造物の
場所を確
認し、児
童が近寄
らないよ
うに注意
を促す。

9580

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 3 2
21.９
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第4指
基接骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

成長過程
や、広い
場所への
移動など
で気持ち
が高揚し
ていた。

その日の
子ども達
の様子を
見て、
クールダ
ウンする
時間をと
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

施設につ
いては問
題なし

施設につ
いては問
題なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員の
見守る中
一人の児
童が転倒
したが、
一瞬の出
来事で防
ぐことが
出来ず右
足を骨折

施設内の
危険個所
を再
チェック
し支援員
全員に周
知し見守
りの強化
と児童に
も注意喚
起を促す

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

久しぶり
のホール
利用で気
分が高揚
している
ように感
じた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

部屋の奥
とドアの
近くに配
置してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の児童
を見守っ
ていた。

該当児童
以外も久
しぶりの
ホール利
用だった
ため、全
体的に興
奮してい
るように
感じた。

特になし

9581

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 7 7
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

なし

遊びに熱
中しすぎ
て気持ち
が高ぶり
すぎない
よう声を
かける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

子どもが
体勢を崩
し転倒す
る動きが
察知でき
なかった
ため、手
を差し伸
べられな
かった。

今後も子
どもの予
想する姿
から注意
すべき点
や危険察
知をさら
に意識
し、未然
に怪我を
防いでい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし

子どもの
動きから
危険を察
知し、職
員配置の
改善を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールを
キャッチ
した際、
体勢を崩
し転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども全
体の様子
と遊びの
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の保育
室にお
り、気づ
けなかっ
た。担当
職員の呼
びかけが
あり、す
ぐにかけ
つけた。

なし

職員間で
連携し合
い、再度
危険が想
定できる
ようにし
事故防止
に務め
る。

9582

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 3 1
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

カーブの
時の見る
位置を知
らせる。

慌てず前
を向いて
鬼ごっこ
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

逃げる子
が死角に
入らない
ように、
見晴らし
の良い所
でする。

鬼ごっこ
をする
時、場所
の範囲を
設定す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員が
児童を見
守る位置
を考え
る。

活発な遊
びを中心
にして見
守るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼から逃
げていて
砂場の近
くまで来
た時、前
方に児童
がいたた
め止まれ
ず転ん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一瞬の事
で手助け
をするこ
とが出来
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で縄
跳びをす
る子と鬼
ごっこを
する子を
見てい
た。

学年が1年
生と6年生
だったの
で、1年生
だけにす
る。

異年齢で
の外遊び
はなるべ
くしな
い。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9583

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 57 57 5 4
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

－

職員会で
は毎回、
怪我や病
気等子ど
ものこと
について
話し合う
機会を設
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

－

湿度が高
く床がべ
たつく時
は、遊ぶ
前に子ど
もたちへ
声をかけ
ると共に
職員その
ことを踏
まえ子ど
もたちの
様子を見
守る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

子どもの
人数で職
員配置を
決めるの
ではなく
子どもの
様子や状
況を見て
職員間で
声を掛け
合い見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友達と自
分の好き
な遊びで
気持ちが
高揚して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

あそびの
全体が見
れるよう
に遊戯室
東側中央
で見守っ
ていた。
対象児が
転びうず
くまった
為、すぐ
に駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

工作室で
は、親子
対応や玩
具の貸し
出し対
応、図書
室で騒い
でいる児
童への対
応をして
いた為、
見ていな
かった。

－

子どもた
ちと、も
う一度
「天下」
の遊び方
の確認を
すると共
にとっさ
に起きた
時の対
応、方法
などを話
し合った
り知らせ
た。

9584

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 9 2 2
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上前歯
折れ、左
上前歯脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

－

医療関係
の連絡先
を職員が
早急に対
応できる
よう職員
室に設
置。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

－

今回、転
ぶ要素と
なるもの
は無かっ
たが、よ
り一層気
をつけて
点検して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

見守る位
置や意識
を職員会
で繰り返
し確認・
共通理解
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りであっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２人体制
で当該児
童に近い
職員は動
きを見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
に遠い場
所にいた
職員には
見えな
かった。

－

怪我の対
応、遊び
の見守り
の体制・
意識につ
いて職員
間で繰り
返し確認
してい
く。

9585

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 72 72 5 2
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

なし

子どもが
傷みを訴
えた場合
は、見る
だけでな
く触って
痛みを確
かめるこ
と、経過
も確認す
ること
を、職員
全員に周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

なし

子ども同
士の衝突
が原因
で、施設
の不備で
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室利
用の人数
が多くな
り過ぎな
いよう
に、気を
付けて声
をかけ
る。

天下の参
加人数が
多きとき
は、分け
て行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室に
職員は一
人であ
り、他の
職員は別
の場所で
見守りを
していた
ため、他
の職員は
対象児の
動きを見
ていな
かった。

患部を触
らず確認
しなかっ
た。ま
た、本児
が足を痛
めたこと
を共有で
きていな
かったの
で、他の
職員が気
にかけら
れなかっ
た。

子ども同
士の衝突
事故が原
因で、他
の要因は
ない。

9586

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 3 1
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左中指末
節骨開放
性骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
３ )回/年

1.基
準以
上配
置

園庭で児
童が遊ぶ
際に、見
守り体制
を維持し
つつ遊ぶ
方法を考
慮する必
要があっ
た。

児童が遊
ぶ際は支
援員の見
守り場所
を随時変
更しなが
ら支援員
全員で見
守りに配
慮する。
ヒヤリ
ハット報
告書を幹
部して事
故発生の
予防策と
して活用
に努め
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
２ )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２ )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１ )回/年

見守りに
おいて備
品等で死
角になる
ところが
あった。

視認範囲
を広げる
ため、備
品等の配
置を変更
する。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

支援員が
一瞬その
場を離れ
たときに
事故が起
きてし
まった。

支援員が
不在とな
る時間を
つくらな
いよう、
支援員全
員へ周知
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに夢
中になり
お互いの
位置を確
認せず遊
んでし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見守り配
置変更
時、交代
支援員を
待たずに
その場を
離れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
配膳の準
備、保護
者のお迎
え対応を
してい
た。

遊びが激
しくなっ
た時の注
意喚起の
声掛けが
遅かっ
た。こど
もたちの
周囲への
状況把握
が薄く夢
中で木材
を振り下
ろしてし
まった。

支援員は
より近く
で見守
り、危険
な状況で
は即座に
注意喚起
の声掛け
をする。

9587

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 36 36 5 4
22.10
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし
遊具使用
ルールの
確認

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りのよう
す

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児童と
会話中に
つき目撃
せず

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見てい
た

特になし

サンダル
を着用し
て遊ぶ危
険性を改
めて児童
全体に伝
え、職
員・児童
互いに注
意し合え
る環境を
整備する

9588

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 59 8 4
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首の
上　尺
骨、橈骨
（とうこ
つ）の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(3　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故対応
について
改めて
シュミ
レーショ
ンなどを
行い、保
護者や事
業者への
報告等を
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

保育開始
前に、危
険箇所が
ないか指
導員によ
る点検を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今回の事
故に関し
て施設・
設備の影
響はな
く、改善
の必要な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり、
ドッジ
ボールを
楽しんで
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
にいたが
咄嗟のこ
とで転倒
を防ぐこ
とはでき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
をしてい
た

特になし

各支援員
がより広
い視野で
見守るよ
うにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9589

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 9 9 2 1
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左撓尺骨
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

職員2名体
制の中で
施設に保
護者のお
迎えがあ
り、職員
一人が一
時的に施
設へ戻っ
ていた。

見守りの
職員の人
数により
遊びの内
容を変え
るなど、
児童全員
が安全に
過ごせる
ようにク
ラブ全体
で工夫を
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12  )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

逆上がり
の補助台
の使い方
が間違っ
ていた。
（補助台
の上から
鉄棒へ
ジャンプ
してい
た）

間違った
使い方を
するとケ
ガにつな
がる旨を
指導。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒本来
の遊び方
とは違
う、誤っ
た使い方
をしてい
た。

子どもた
ちに正し
い遊び方
を伝え、
職員への
見守り指
導も行っ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

体操を
習ってい
ることも
あり、得
意気な様
子でチャ
レンジし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
守っては
いたが、
事故現場
を直接は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えの
対応によ
り、１名
一時帰所

お迎えの
対応によ
り、一時
的に1名体
制

特になし

9590

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 5 2
22.10
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折(左手
首）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

特になし

鬼ごっこ
等の動き
が激しい
遊びをす
る際は広
いグラウ
ンドで行
う

1.定期的
に実施

実施頻度(
日々点検
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
使用時に
点検　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
日々点検
)回/年

今回活動
していた
のは、学
校の敷地
内だった
ため設備
面につい
ては確認
していな
かった。

施設の敷
地だけで
なく、児
童が活動
する範囲
の確認を
行う。遊
びに危険
がないか
どうかの
判断も職
員全員が
できるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

階段や段
差の多い
場所で、
走ること
や激しい
運動をす
ることに
適してい
なかっ
た。

鬼ごっこ
等の激し
い遊びは
広いグラ
ウンドで
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日まで
の2～3日
も同じよ
うに鬼
ごっこを
して遊ん
でいたた
め、下校
後の遊び
の定番化
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鬼で複数
の児童を
追いかけ
ていたた
め、はっ
きりと見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くで他
の児童の
保育をし
ていた。
対象児童
の付き添
いをして
いた児童
からの報
告を受
け、処置
を行っ
た。

特になし

事故が起
きそうな
場所や遊
びは複数
職員が目
を配れる
ように配
慮する必
要があっ
た。

9591

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 73 73 12 6
21.９
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
付け根骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

的確な処
置を行わ
ず、軽度
の判断を
行ってし
まった。

怪我の処
置の仕方
の統一性

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

学校側に
よる

学校側に
よる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

軽度の怪
我と判断
し、処置
を怠った

怪我の報
告を全体
で共有、
独断で判
断をしな
い

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最後の一
人になり
頑張って
逃げてい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

審判をし
ながら応
援をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

最後の一
人のため
体育館に
いた職員
は見てい
た。

ボールが
少し硬
かったこ
とと、軽
度の怪我
と判断し
処置を
怠った

空気圧を
確認して
おき、軽
度の怪我
でも万が
一のこと
を考え処
置を行
う。

9592

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 5 5 2 1
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

見守る支
援員が近
くにいな
かった。

遊ぶ場所
を決め、
支援員の
目が届く
範囲にす
る。大人
の人員を
増やすよ
う努め
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

3.未実施 なし
1.定期的
に実施

ほぼ毎日 特になし

遊ぶ前
に、公園
の状況や
遊具の使
い方を確
認する。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし

外出前、
遊ぶ前の
確認を具
体的な内
容にし、
支援員を
適切な場
所に配置
すること
で、事故
の未然防
止に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由に遊
具を使っ
て遊んで
いた。ら
せん状に
なったの
ぼり棒を
１ｍほど
上ったあ
たりから
落下し、
左腕を地
面にうっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員２
名は、他
の児童と
一緒に遊
びながら
見守りを
するよう
な状況で
あったた
め、落下
したとこ
ろを見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員２
名は、他
の児童と
一緒に遊
びながら
見守りを
するよう
な状況で
あったた
め、落下
したとこ
ろを見て
いない。

特になし

園外保育
を行う前
に支援員
が注意事
項を共通
理解し、
児童の動
きが把握
できるよ
うに支援
員を配置
する。

9593

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 5 3
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(０)回/年

1.基
準以
上配
置

当日の職
員配置に
おいて人
数的には
問題ない
と考えら
れるが、
配置が適
正であっ
たか検証
が必要と
考えられ
る。

職員の配
置に関し
て、クラ
ブ全体で
話し合う
と共に、
不測の事
態に対応
できるよ
うに、事
故予防の
研修を実
施する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(６)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(６)回/年

今回の事
故に関し
ては、
ハード面
の要因は
なし。

遊具使用
前に安全
確認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手が滑り
ブランコ
の持ち手
を放した
が、遊具
そのもの
に問題は
なかっ
た。

使用前に
安全確
認、特に
雨上がり
等は濡れ
ている場
合がある
ため注意
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発な児
童で、当
日も変わ
りなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

突然の出
来事だっ
たため、
対応でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見てい
たため、
気づかな
かった

外遊びは2
組が合同
となるた
め職員の
配置が適
正だった
か、慣れ
による危
機意識の
低下はな
かったか
等話し合
いが必
要。

外遊びは2
組が合同
となるた
め、職員
の配置や
見守りに
関してク
ラブ全体
で話し合
い、危機
管理意識
の向上を
図ってい
く。

9594

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 52 52 5 5
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
基節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

職員配置
はできて
いた。

もう一度
ヒヤリ
ハットの
場面を職
員間で考
え、話し
合う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

何もない
壁に手を
ぶつけ
た。異
常・破損
なし

異常・破
損危険・
がないか
日々確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りは
していた
が、瞬間
は確認で
きていな
かった。

死角にな
る所もあ
るので、
職員が移
動し確
認・声か
けををす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
は、おや
つを食べ
た後、い
つもどう
りテレビ
を見たり
して静か
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
の対応し
ていたの
で見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児か
ら離れた
ところ
で、他の
子どもの
対応をし
ていた.。

特になし －

123 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9595

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 4 3
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨頚部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

未実施
2.基
準配
置

特になし

事故防止
マニュア
ルの作成
を検討す
るととも
に、事故
予防に関
して理解
を深めた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

使用中や
片付け時
に玩具の
状態を常
にチェッ
クしてい
る。

特になし

遊びに必
要な玩具
であり、
一般的な
物より柔
らかく軽
量なもの
を使用し
ている。
引き続き
適切な環
境づくり
に努めた
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今まで以
上に注意
深く見守
りたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動が得
意で、活
発な児童
である。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッカー
をする児
童6，7人
全体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちを
別の場所
で見守っ
ていた。

特になし

子どもの
遊びに必
要な動き
であるの
で、今ま
で以上に
注意深く
見守りた
い。

9596

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 90 90 8 5
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

職員の配
置に問題
があり死
角が出来
ていたた
め、木登
りを注意
すること
ができな
かった。

子ども・
職員がど
こにいる
か常に把
握し、死
角のない
よう支援
員を配置
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

木登りを
してお
り、掴ん
だ枝がも
ろく折れ
てしまっ
たこと。

遊具で遊
ぶ歳の
ルールを
再度、確
認指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員の
配置に問
題があ
り、死角
になって
いた。支
援員交代
の際に情
報の共有
がうまく
行われて
いなかっ
た。

再度支援
員の配置
を再検討
する。支
援員交代
の際に情
報の共有
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

木に登っ
て蝉取り
をする。
左手で蝉
を取り右
手で枝に
つかまり
降りよう
とする
が、枝が
折れ落
下。右か
ら転落し
骨折す
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

１０ｍほ
ど離れた
場所に担
任がいた
が、ブラ
ンコで遊
んでいる
子ども
５・６人
を見てい
て意識が
向いてい
なかっ
た。ま
た、木で
子どもの
姿がはっ
きりわか
らなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

交代前ま
では支援
員は配置
している
こと気づ
いていた
が、支援
員が交代
のタイミ
ングで情
報の共有
が十分に
行われて
おらず、
支援員が
いないこ
とに気づ
くことが
できてい
なかっ
た。

副担任と
担任が外
の見守り
を交代す
るタイミ
ングの時
に何人子
どもが遊
んでいる
か情報交
換をする
べきだっ
た。

子ども・
職員の配
置を確認
すること
と、交代
のタイミ
ングで情
報交換を
する。

9597

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 66 66 9 5
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

特になし

状況的に
軽傷であ
ると思わ
れる場合
でも最悪
の事態を
考え行動
するよう
に改善を
した。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

外遊びの
際は地面
にケガに
繋がるよ
うなもの
が落ちて
いないか
確認をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

鬼ごっこ
など衝突
の恐れが
ある遊び
中は支援
が見守り
を強化し
衝突前に
防ぐ声掛
けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転倒後も
何事もな
く走り
回ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

持ち場に
立ち複数
の児童を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

監視はし
ていたも
のの咄嗟
の出来事
で対応で
きなかっ
た。

手を突い
た際に体
重が一転
にかかり
骨折をし
てしまっ
た。

日頃から
「転び
方」につ
いても児
童たちに
伝えてい
く。

9598

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 44 44 6 2
22.10
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
に関する
研修は実
施。保育
室での動
きのある
遊びにつ
いて見直
し。室内
での事故
を想定し
た訓練を
実施する
よう改善
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

事故が起
きたプレ
イルーム
は適度な
広さ、家
具の設置
も問題な
いため、
引き続き
点検を実
施してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

プレイ
ルームで
接触によ
る事故が
起きる遊
びを容認
してい
て、事故
に至って
いる。

室内での
遊び方を
見直し、
接触によ
り事故が
起こる可
能性のあ
る遊びを
禁じる対
策を講じ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

布ボール
の蹴り遊
びに興じ
て、興奮
気味だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

プレイ
ルームに
１名配置
していた
が、全体
を見てお
り、児童
が棚を蹴
り上げる
のは静止
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童から
離れた場
所にいた
ため、児
童の動き
を見てい
なかっ
た。

特になし

児童を見
守る場
合、怪我
を起こす
かどうか
ではな
く、興奮
する起因
となるも
の察知す
るよう指
導。毎回
の朝礼で
確認。

9599

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 4 2
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

児童本人
が遊びに
夢中に
なって注
意を怠っ
た

外での冬
休みの遊
び方につ
いて具体
的に声掛
けをする

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

3.未実施 －
1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

－
改善策は
なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鬼に捕ま
らないよ
う必死で
逃げてい
たとこ
ろ、バラ
ンスを崩
して転倒
した。

コンク
リートや
建物周辺
は危険な
ので、走
り回る遊
びをしな
いよう声
掛けが必
要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びで
鬼ごっこ
をしてい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊びを
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

役割分担
をして、
見守りを
行ってい
た

－

冬休みの
遊び方に
ついて、
子どもた
ちに具体
的に声掛
けをす
る。日頃
も伝えて
はいる
が、さら
に一日保
育を意識
し、声掛
けを行う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9600

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 3 2
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第3指骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

－
マニュア
ルを再度
確認する

2.不定期
に実施

実施頻度
(－)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(－)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(260)回/
年

－

児童との
遊びの中
で点検を
する。児
童が使用
する前に
安全か確
認をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

死角がで
きないよ
うに見守
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り外遊び
に行く

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

運動場の
全体を見
守る。ブ
ランコは
注意深く
見守り声
かけをし
ていた
が、突然
の出来事
に注意・
対応が間
に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外の児童
の遊ぶ付
近を見
守ってい
た

－

外遊びに
おける支
援員の見
守る位置
の再検討
を行う。
外遊びで
のルール
の確認を
する。

9601

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 59 7 4
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

－

外遊びの
決まりご
ととして
築山は走
らないこ
とを決め
ているた
め、再度
走るとど
うなるか
全児童に
対して学
習させ、
危険察知
能力を高
めるよう
に声かけ
等を徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

－

活動する
前には、
注意点を
入所児童
に説明

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

活動する
前には、
注意点を
入所児童
に説明

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
は通常通
りで。い
つもどお
り外遊び
をしてい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
目のとど
く範囲に
おり、全
体的に危
険が行動
をしてい
ないか目
配りをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者・
対象児の
動きを見
ていな
かった

－

活動する
前には、
注意点を
入所児童
に説明

9602

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 4 2
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第五趾
中指骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１）回/
年

1.基
準以
上配
置

－

遊具の適
切な遊び
方を再確
認し、危
険な遊び
方をして
いる際
は、声か
け等を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

－

活動する
前には、
注意点を
入所児童
に説明。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

活動する
前には、
注意点を
入所児童
に説明。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
は通常通
りで、い
つもどお
り外遊び
をしてい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児童
は、支援
員の目が
とどく範
囲にお
り、全体
的に危険
な行動を
していな
いか目配
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者・
対象児の
動きを見
ていな
かった

－

支援員は
視野を広
く保ち、
全体を見
渡しなが
らも個々
の児童対
応をする
ように支
援員全員
で確認。

9603

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 41 4 3
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
近位端線
損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から危
険な箇所
がないか
支援員が
点検時以
外にも意
識をして
確認をす
るように
してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように元
気に登所
し、直ぐ
に木登り
を行う。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

木から２
ｍくらい
離れた所
で見守
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は別の遊
びの見守
りをして
いた。

特になし

あらゆる
状況を考
え、児童
の動きを
予測し危
険を妨げ
られるよ
う見守っ
ていく。

9604

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 70 70 7 3
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

職員間で
の事故防
止のため
の話し合
いを行う
ととも
に、安全
管理マ
ニュアル
の再確認
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

特になし

木登りを
している
部分の組
木を外
す。雑木
林で遊ん
でいる児
童がいる
際は必ず
近くに職
員を配置
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童全員
に対して
グラウン
ド・雑木
林で遊ぶ
際の危険
箇所の指
導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

複数の友
達と一緒
に雑木林
にて遊ん
でおり、
木登りを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

虫捕りを
している
児童と木
登りをし
ている児
童に分か
れていた
ため、対
象児が落
下する際
には雑木
林にはい
たが間近
にはおら
ず、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一人
の外担当
の職員は
少し離れ
たグラウ
ンドにい
て児童を
見守って
おり、室
内担当は
掃除やお
やつの片
付け、室
内の児童
の見守り
等を行っ
ていた。

特になし

児童の人
数に応じ
て、外遊
び担当職
員の人数
を増員し
て安全確
認に努め
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9605

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 4 1
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

職員は基
準以上に
配置して
いるが外
遊びして
いる児童
への注意
が足りて
いなかっ
た。その
他、怪我
の状況認
識が足り
ず初期対
応が不適
切であっ
た。

外遊びの注
意事項を再
確認し、職
員への指導
を強化する
とともに児
童への注意
喚起を怠ら
ないように
する。怪我
による初期
対応は、処
置を優先す
る必要性を
本人に理解
してもら
い、例外な
く直後に処
置を施す必
要がある。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

3.未実施
実施頻度
()回/年

3.未実施
実施頻度
()回/年

当クラブ
の敷地内
には段差
の多い箇
所も存在
する。

段差を無
くすこと
は現状で
は難し
く、段差
がある場
所での駆
けっこ遊
びをしな
いよう注
意喚起を
おこなう
ことを徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

敷地は広
く支援員
からの死
角もでき
やすい。

児童へ向
けて、外
遊び中は
視界が開
けた場所
での遊び
方を指導
する。ま
た支援員
は死角が
発生する
場所は避
けて見守
る必要が
あり、そ
れを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故が起
きた瞬間
は、職員
は児童か
ら死角に
当たる場
所にいた
ために見
過ごして
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

－ 特になし

児童や職
員の判断
ではな
く、例外
なく初期
対応を行
う必要が
ある。

9606

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 2 2
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手親指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

なし なし なし なし 特になし

戦いごっ
こ自体に
危険性が
伴う遊び
であるこ
とから、
戦いごっ
こを禁止
し、危険
性の低い
遊びを検
討する。

1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時 特になし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同学年の
男児2人が
楽しそう
に戦い
ごっこを
している
のを見て
一緒に遊
びたくな
り、急に
蹴りを入
れて仲間
に入ろう
としたと
ころに、
蹴り帰さ
れて負傷
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

フロア担当
の者が戦い
ごっこをし
ているのに
気付き仲よ
く遊んでい
たがエスカ
レートしな
いよう注意
しながら見
守っていた
が負傷の瞬
間は壁が死
角となり見
ていなかっ
た。寝転が
り元気がな
い事に気付
き手当をし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊び担
当の者は
室内の事
は分から
なかった
ので、室
内に入っ
てきてか
らフロ
アー担当
の者に説
明を受け
た。

男女共に
全体的に
活発で、
羽目を外
し易い学
年であ
る。

激しい行
動になら
ないよう
に気を付
けさせ
る。

9607

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 4 3
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨
（とうこ
つ）遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
毎日回/年

2.基
準配
置

外部から
講師を招
いての専
門的な研
修等は
行ってい
ない。

今後、事
故防止、
予防に関
する専門
的な研修
を実施す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎週)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎週)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎週)回/
年

特になし

引き続
き、安全
点検を定
期的に
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

風が強く
砂が舞っ
ていた。

外の様子
を注視し
ながら危
険回避に
努めてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ボールに
向かって
積極的に
走って取
りにいっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボールの
流れを目
で追って
児童の動
きを見て
いたが瞬
時の出来
事に対応
すること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
と関わっ
ていたた
め見てい
なかっ
た。

積極的に
ボールを
取りにい
きたいと
いう気持
ちが事故
に繋がっ
たと考え
ており、
遊び方に
ついて注
意するべ
きであっ
た。

児童の特
性をとら
えて児童
にあった
声かけを
おこなっ
ていく。

9608

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 6 3
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

支援員・
補助員を
対象。霧
島市消防
局員指導
の普通救
命講習
（心肺蘇
生法、AED
使用方
法、その
他応急処
置）の受
講。

1.基
準以
上配
置

少し大き
めの一輪
車に乗っ
ていた。

身体に応
じたサイ
ズの一輪
車に乗る
よう声を
かける。
サドルの
高さ調整
を行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(３～４)
回/週

2.不定期
に実施

実施頻度(
１～２ )
回/週

2.不定期
に実施

実施頻度
(２～３)
回/月

特になし

定期的な
点検が行
えるよう
にする。
些細な気
づき等も
職員間で
共有し、
設備点検
への意識
をさらに
高めてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊ぶ前に
留意点な
ど伝え
る。子ど
もたち自
身でもケ
ガや気を
付けるこ
と等を意
識してい
けるよう
に場面を
通して知
らせる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一輪車に
乗れるよ
うになっ
たことが
嬉しく、
当日も支
え無しに
一人で乗
ることを
楽しんで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一輪車に
乗っている
姿からは危
険な乗り方
をしている
様子は見ら
れなかっ
た。遊んで
いる様子を
気にかける
と同時に、
行事の進行
状況や高学
年の下校等
の様子にも
意識を向け
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
イベント
を進めた
り各部屋
で他児童
の見守り
をするな
ど、それ
ぞれで対
応してい
た。

特になし

遊具・玩
具などの
点検をこ
まめに行
う。
一人一人
の子ども
の遊び方
を把握
し、職員
間で共有
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9609

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 3 3
22.10
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右股関節
水腫

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１ 　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

毎日点検
をしてい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

毎日消毒
をかねて
点検をし
ている。

特になし 特になし
7.その
他

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

特になし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

翌日、痛
みを訴え
たので保
護者へ状
況を報
告。

特になし

小さな怪
我でも報
告するよ
うに、全
児童へ口
頭指導を
行う。

9610

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 33 33 4 2
23.11
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手親指
の裂傷及
び関節部
の軟骨の
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

法人内で
交通安全
研修を実
施（1回/
年）

1.基
準以
上配
置

担当支援
員の明ら
かな不注
意により
起きた事
故

敷地内外
問わず、
運転に際
しては十
分に注意
を払うこ
と。同じ
ルートの
運転に慣
れてしま
わないよ
うに、
日々緊張
感をもっ
て運転す
る事。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

3.未実施 特になし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

1.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
クラブの
車が次々
と入って
きている
中で、ス
ペースを
作ろうと
動いてし
まい、当
該児童が
乗り込ん
でいるの
を目視で
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

なし なし

敷地内外
問わず、
運転に際
しては十
分に注意
を払うこ
と。同じ
ルートの
運転に慣
れてしま
わないよ
うに、
日々緊張
感をもっ
て運転す
る事。

9611

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 4 2
19.７
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(３～４)
回/年

2.基
準配
置

送り出す
ときに児
童の持ち
物や状況
を確認せ
ず見送っ
た。慌て
ずかえる
よう声か
けができ
なかっ
た。

帰宅時は
時間に余
裕をもっ
て送り出
す。送り
出す時に
持ち物の
持ち方な
ど事故に
なる可能
性はない
かチェッ
クする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

地面に物
がないか
確認す
る。（つ
まずいて
事故につ
ながらな
いよう
に）

7.その
他

送り出す
ときに児
童の持ち
物や状況
を確認せ
ず見送っ
た。慌て
ずかえる
よう声か
けができ
なかっ
た。

時間に余
裕をもっ
て送り出
す。見送
り時、走
らないよ
うに声掛
け。持ち
物の持ち
方など事
故につな
がる可能
性はない
かチェッ
クする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様
子。普段
から走り
まわるこ
とが多
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

玄関先で
見送り、
帰宅する
ところを
室内から
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で他
の児童を
見てい
た。

帰るとき
に一緒に
帰るはず
だった兄
弟が先に
出てし
まった。
兄弟に待
つよう声
かけでき
なかっ
た。

自分で帰
る児童に
ついては
特に送り
出す際、
持ち物の
持ち方や
靴の履き
方などを
確認す
る。帰宅
時間に余
裕をもっ
て声掛け
をする。

9612

令和
5年3
月30
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 3 1
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

ドッチ
ボールよ
りも柔ら
かいボー
ルを使用

もう少し
柔らかい
ボールに
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

近くから
力いっぱ
い投げな
いように
距離の確
保・声掛
けを行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同じよう
に大好き
なドッチ
ドッチに
参加

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判と副
審二人体
制。何か
あったら
対応でき
るように
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玄関やそ
の他の子
ども達の
見守り

当てるの
に夢中に
なって近
くから当
ててし
まった

活動に入
る前に全
体でルー
ル確認・
ストレッ
チや準備
運動(怪我
しない体
作り)に努
める

9613

令和
5年7
月28
日

13.子育て
援助活動
支援事業
（ファミ
リー・サ
ポート・
センター
事業）

1 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

援助
会員
１名

援助会員
１名

21.９
歳

1.男
児

なし

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手指の
骨折

8.その
他

2.な
し

1.定期
的に実
施

年５回
2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修は実
施してい
たが、交
通安全や
交通事故
に関する
研修を実
施してい
なかっ
た。

交通安全
や交通事
故に関す
る研修を
実施す
る。

事故が発
生した現
場は見通
しの悪い
交差点
で、道幅
も狭かっ
た。

自家用車
で送迎を
行う際に
は、見通
しの悪い
交差点を
通らない
よう周知
する。ま
た、事前
に走行経
路につい
て確認す
るよう周
知する。

7.その
他

直進車を
認識でき
ないまま
右折して
しまっ
た。

見通しの
悪い交差
点でも、
安全を確
認してか
ら走行す
るなど基
本的な交
通ルール
を徹底す
るよう周
知する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

後部座席
に児を乗
せてい
た。

送迎は初
めてでは
なく、何
度も送迎
をしたこ
とがある
道での事
故発生
だった。

慣れてい
る依頼内
容でも、
毎回注意
を徹底し
て活動を
するよう
周知す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9614

令和
5年7
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未実
施

2.基
準配
置

軽く相手
の足が本
児の腕に
当たりバ
ランスを
崩して転
んだ。

該当なし
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6 特になし 該当なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 該当なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育中、
本児のク
ラスのみ
が園庭で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
は、23名の
園児が人工
芝の園庭で
サッカーや
固定遊具で
遊ぶ姿が見
える位置に
立ち全員の
様子を見て
いた。事故
が起きた瞬
間には、直
ぐに対象児
に寄り添う
事が出来た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
のみ園庭
におり、6
人の男の
子のサッ
カーの様
子を遠く
より見て
いた。

特にない
がサッ
カーの遊
びのルー
ルをみん
なで話し
合う。

9615

令和
5年7
月28
日

1.認可 5.幼稚園 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

25 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

肘頭骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

5

1.基
準以
上配
置

当日は年
長組25名
に対して3
名の教諭
で外遊び
を見てい
た

行事の練
習が多い
時には特
にけがに
注意する

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

3

園庭が全
面砂なの
で転んで
もけがは
少ない

砂の段差
はなかっ
たがこれ
からも十
分に注意
する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

学芸会の
練習が多
い時期の
ため、外
遊びの際
に遊びが
活発すぎ
たと考え
られる

外遊びの
時間を十
分にとる
と共に普
段より多
く注意を
呼び掛け
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友達数
人と鬼
ごっこを
していた
が鬼に捕
まらない
ように周
りを見ず
に走って
しまった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は園
児全体を
見ていた
ので対象
園児の転
倒にすぐ
気づくこ
とはでき
たが、子
供たちの
細かい動
きまでは
予測でき
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人は園児
と遊んで
おり、も
う1人は園
児と話を
してい
た。

全体を見
る先生の
配置を確
実に確保
する

9616

令和
5年7
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

206 0 0 0 54 74 78 0 21 21
16.４
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

肘骨骨折
（左側）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

見守りの
範囲や注
意事項を
わかりや
すくルー
ル化し、
適宜終礼
等で確認
する。複
数で手を
つないだ
ジャンプ
禁止の注
意喚起を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

234
1.定期的
に実施

12

単独で
ジャンプ
すること
は禁止し
ていない
が、複数
で手をつ
ないで
ジャンプ
すること
は禁止し
ている場
所であ
る。

砂場付近
の木に、
複数で手
をつない
でのジャ
ンプ禁止
の掲示を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3～5歳の
園児が園
庭に出て
遊んでい
た。園庭
が混雑し
ていたう
え、対象
児が年長
児の姉と
一緒に遊
んでいた
ことに職
員が安心
してしま
い、見守
りが行き
届かな
かった。

けがの危
険性があ
る箇所
（背丈の
高い遊具
等）で遊
ぶ子ども
につくだ
けでな
く、園庭
全体を見
守る職員
を配置
し、見守
りを強化
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりは
なく、元
気に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任が他
の園児を
見守って
おり、砂
場に背を
向けてい
たため、
園児が
ジャンプ
している
ところを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
のクラス
の園児の
見守りを
してい
た。

引き続
き、見守
り中はク
ラスや学
年に関わ
らず、子
どもたち
に適宜声
掛けをし
て危険な
遊びをし
ていたら
注意す
る。

9617

令和
5年7
月28
日

1.認可 5.幼稚園 1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 5 4
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨近
位端骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

0
2.基
準配
置

怪我に繋
がる行動
を予測
し、注意
喚起をす
る。一人
一人の観
察の共
有。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

跳び箱の
欠陥、亀
裂などは
無かっ
た。危険
防止に敷
くマット
を今より
も広範囲
に敷いて
対策。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子供の目
線に立
ち、複数
の職員で
の危険予
測。跳び
箱補助の
強化。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体育ロー
テーショ
ン中に、
跳び箱を
跳んで、
着地に失
敗する。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱で
補助をし
ていた職
員がその
瞬間を見
ていて、
声をかけ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

跳び箱、
マット、
鉄棒な
ど、各場
所を担当
し、補助
してい
た。

一人一人
が広い視
野で子ど
もを見
る。子供
の様子を
よく観察
し、少し
の気づき
でも他の
職員に伝
え、共有
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9618

令和
5年7
月28
日

1.認可 5.幼稚園 1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

17 3 2
16.４
歳

1.男
児

対象児は、
体の動きが
きごちな
く、バラン
スを崩しや
すい。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

本児は朝
から腹痛
があり、
登園し
た。登園
後に「お
母さんに
会いた
い」と泣
いてい
た。

リスクの
高いシ
チュエー
ションと
タイミン
グについ
て共通理
解を図っ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240

担当教諭
は要支援
児で動き
の激しい
子の方に
注意が
いってお
り、本児
には目を
届いてい
なかっ
た。

活動を行
う時間帯
の精査が
必要であ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

集会時に帽
子の色を変
えて活動
し、終わっ
た後に帽子
の色をその
ままにして
遊び始め
た。本児を
含め、園庭
で遊んでい
る子の帽子
の色が学年
色ではな
かったた
め、本児が
どの辺りで
遊び始めた
のか、分か
りにくいと
ころがあっ
た。

帽子の色
を学年色
に戻すこ
とを忘れ
ずに行
い、子供
たちがど
の位置で
遊び始め
るかを見
届け、子
供たちが
安全に遊
んでいる
か把握で
きる環境
となる配
慮をして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時に
は腹痛を
訴えてい
たが、元
気にな
り、集団
活動に参
加して体
を動かす
様子が見
られたの
で安心し
て見守っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの子
供たちがど
の辺りで遊
び、どのよ
うな動きを
しているの
か、できる
だけ把握す
るように、
園庭全体を
見守る。ま
た、支援を
必要とする
子供たちの
動きは特に
注意して見
守ることが
できるよう
にする。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近距離に
いなが
ら、他の
園児を見
守ってい
た。

担任は朝か
ら腹痛を訴
えていた本
児の様子
を、時々見
て、声を掛
ける必要が
あった。全
学年の子供
たちとそれ
ぞれの教
師、キッズ
サポーター
が園庭に出
て、大勢の
目で見守っ
ているた
め、誰かが
見てくれて
いるという
安心感を
もってい
た。

朝から腹
痛を訴え
ていた本
児には、
教師が丁
寧に見守
り、声を
掛けた
り、様子
をうか
がったり
する。

9619

令和
5年7
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

22 2 2
16.４
歳

1.男
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

15
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

190
1.定期的
に実施

190 特になし 特になし
7.その
他

オルガン
横に固定
した机付
近で転倒
した。怪
我につな
がるもの
は避けて
あるが、
走ったこ
とが要因
の一つで
ある。

走れるス
ペースを
作らない
ような環
境づくり
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身の回り
の玩具を
片付けて
いた。後
半になる
と周りの
様子が気
になって
しまい、
やること
が見出せ
ず動き
回って落
ち着きが
ない様子
が見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室内
での片付
け中で
あったた
め、全体
の様子を
見ながら
玩具が広
がってい
たところ
の対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の支援
児と関
わってい
たため、
対象児の
動きは見
ていな
かった。

室内は歩
く、とい
う約束に
なってい
るが徹底
できてい
なかっ
た。ま
た、玩具
の片付け
状況より
も子ども
の動きに
注視すべ
きだっ
た。

絵表示を
しておく
ことで、
注意の言
葉を掛け
なくても
見て分か
るように
する。片
付け後半
は持て余
し気味で
あるの
で、次の
目的をも
たせる促
しをした
い。

9620

令和
5年7
月28
日

1.認可 5.幼稚園 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 0 0 0 13 17 21 0 0 5 4
18.６
歳

2.女
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

若木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

周りをよ
く見て走
る事を伝
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
について
特に問題
はなかっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くにい
たがその
場は見て
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くにい
たがその
場は見て
いなかっ
た

特になし

より周り
に気を配
るように
心がける

9621

令和
5年7
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

206 0 0 0 54 74 78 0 0 21 21
16.４
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯神経損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

見守りの
範囲や注
意事項を
分かりや
すくルー
ル化し、
適宜終礼
等で確認
する。●
棟を走ら
ないよう
に注意喚
起を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

234
1.定期的
に実施

12

通常、●
棟は雨の
日の登降
園に使用
している
が、園
庭・遊具
の一部と
して子ど
も達が使
うことも
ある。

●棟の柱
に、「走
らない」
と注意喚
起の掲示
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友達と鬼
ごっこを
してお
り、本児
が転ん
だ。

けがの危
険性があ
る箇所
（死角と
なる場所
等）で遊
ぶ子ども
につくだ
けでな
く、園庭
全体を見
守る職員
を配置
し、見守
りを強化
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりは
なく、元
気に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任が他
の園児を
見守って
おり、他
の園児に
つく加配
職員と遊
んでいた
ため、転
倒した瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
のクラス
の園児の
見守りを
してい
た。

引き続
き、見守
り中はク
ラスや学
年に関わ
らず、子
どもたち
に適宜声
掛けをし
て危険な
遊びをし
ていたら
注意す
る。

9622

令和
5年7
月28
日

1.認可
幼稚園型
認定こど
も園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

200 10 70 63 57 35 33
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上肢骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

年1回
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

月に1度
1.定期的
に実施

年3回
1.定期的
に実施

年300回 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
遊具にぶ
ら下がっ
ている場
面を見守
ることが
できな
かった

職員の見
守り配置
を分散す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に戸
外遊びを
楽しんで
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保護者に
連絡病院
同行

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

見守り 特になし 特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9623

令和
5年7
月28
日

1.認可
幼稚園型
認定こど
も園

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

61 9 15 17 20 33 33
18.６
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

2.負
傷

3.骨折
5.下肢
(足・足
指)

下肢骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

年2回
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

年2回
1.定期的
に実施

年2回
1.定期的
に実施

年278回 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
ボール遊
びを楽し
んでいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守り

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

見守り 特になし 特になし

9624

令和
5年7
月28
日

1.認可
幼稚園型
認定こど
も園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

35 12 12 49 63 53 ## 35 29
18.６
歳

1.男
児

特別支援児
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

下肢骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

年3回
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

年3回
1.定期的
に実施

年45回
1.定期的
に実施

年89回 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達に足
が引っ掛
かり転倒

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見守り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守り
足を注視
しなかっ
た

様々な可
能性を考
え全身状
態を確認
する

9625

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 18 18 4 2
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
20　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

遊具での
事故が多
いことに
ついて、
定期的に
職員間で
研修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(その都
度)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

公園内及
び、周辺
の危険個
所の確認
や注意喚
起が不十
分だっ
た。

初めて遊
びに来る
公園で、
大型遊具
に子ども
たちは興
奮してい
た。遊具
での事故
が多いた
め、初め
て遊ぶ公
園では事
前に職員
同士、ま
た子ども
たちに注
意喚起を
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこの
特性上子ど
もは逃げる
ことに一生
懸命になっ
ており、遊
具上がやや
渋滞してい
た。また、
滑り台から
立った状態
で降りよう
としてお
り、遊具の
正しい使用
方法ではな
かった。

正しい遊
具の使い
方をしな
ければ危
険である
ことを日
頃から指
導し、公
園に入る
際にもあ
らためて
注意喚起
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員が鬼
となって
鬼ごっこ
をしてお
り、児童
を数人を
追いかけ
ていた。
大型遊具
とその周
辺を使用
していた
ので、児
童の動き
を見渡せ
る範囲に
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園内は
遊具が4か
所に分か
れてお
り、支援
員はそれ
ぞれ各遊
具の傍で
見守って
いた。事
故があっ
た大型遊
具の傍に
は支援員
が2名、そ
の他の場
所に1名ず
つ配置し
ていた。

特になし

職員は遊
びに夢中
になりす
ぎず、全
体を見ま
わせるよ
うに役割
分担、配
置をして
いくよう
改善す
る。

9626

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 2 1
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右膝の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

ボール遊
び中、
ボールを
避け足が
ついた際
に右膝を
ひねった
ため。

指導員の
見守り方
法を改め
て確認し
ていく。
適度に休
憩させ運
動に熱く
なりすぎ
ないよう
気持ちを
落ち着か
せる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(その都
度)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

小学校の
体育館を
使用して
おり、普
段より児
童一人ひ
とりの活
動範囲が
広かった
ため、児
童一人に
対しての
見守りが
あまりで
きていな
かった。

活動範囲
の広さに
対しての
児童の人
数を制限
し、見守
り体制を
整える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
児童同士
の気持ち
が盛り上
がりすぎ
てしまう
遊び内容
であり、
いつもよ
り見守り
が必要
だった。

遊びの内容
について、
気持ちが盛
り上がりけ
がにつな
がってしま
うのであれ
ば内容の検
討が必要で
ある。スト
レッチ等で
十分身体を
ほぐしてか
ら遊ぶよう
指導する。
気持ちを落
ち着かせる
よう休憩時
間を増や
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

女の子の
中では、
活発であ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体と特
に１年生
の見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

除菌作業
をしてい
た。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
対策とし
て除菌作
業を行っ
ていた。

児童がい
る時間帯
は見守り
を最優先
し、特別
しなけれ
ばいけな
い作業が
ある時は
専門の職
員を配置
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9627

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 42 42 5 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

左眼窩底
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

遊戯室に
て活動を
見守って
いたが、
遊戯室外
から支援
の必要な
児童が
走って
入って来
てしま
い、予想
外の事故
が起きて
しまっ
た。

支援の必
要な児童
に対し
て、気持
ちが落ち
着くまで
支援員1人
を配置す
る。ま
た、職員
全体で支
援の必要
な児童の
対応につ
いて事例
研究を
行ってい
くことで
支援力を
高めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(その都
度)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

人的事故
であり、
施設・設
備等に問
題はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室に
て活動を
見守って
いたが、
遊戯室外
から支援
の必要な
児童が
走って
入って来
てしま
い、予想
外の事故
が起きて
しまっ
た。

遊戯室の
出入りの
ルールを
徹底す
る。
また、支
援の必要
な児童が
クールダ
ウンでき
る環境作
りを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、遊び
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室全
体を見渡
せる位置
に配置
し、集団
活動を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
で、活動
を見守っ
ていた。
他の場所
で、支援
の必要な
児童の対
応を行っ
ていた。

遊戯室に
て活動を
見守って
いたが、
遊戯室外
から支援
の必要な
児童が
走って
入って来
てしま
い、予想
外の事故
が起きて
しまっ
た。

事故状況
及び安全
対策情報
を、職員
全体で共
有し事故
防止に努
める。

9628

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 112 ## 11 8
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

安全管理
に関する
研修を受
講する機
会を積極
的に設け
るととも
に、職員
の安全に
関する意
識を高め
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
毎日

密を避け
るため一
つのテー
ブルに座
る人数を2
名までと
している
ことで、
テーブル
の数を多
めに配置
してい
た。

部屋の広
さと利用
人数、活
動の状況
によって
常に設備
の見直し
を図る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

利用人数
や活動の
状況に
よって机
の配置等
環境を再
構築す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由来館
利用の友
達と遊ぶ
ため、図
書室を利
用してい
た。
　

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

座卓の足
に自分の
左足の小
指をぶつ
けたと本
児から訴
えがあっ
たので、
冷やそう
かと伝え
たが本人
が「い
い」と
言ったた
め、軽い
打撲程度
と思い込
み、けが
をした足
を確認し
ないでし
まい、担
任にも伝
えなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

けがをし
たことを
知らな
かったた
め、予定
通り一人
帰りの声
掛けのみ
を行い、
見送っ
た。

特になし

図書室なので
静かに過ごす
場ではある
が、けがにつ
ながる事もあ
るという意識
のもと、児童
一人ひとりの
動きに十分に
目を配る。ぶ
つけたと児童
から訴えが
あった場合に
は、必ず患部
を確認するよ
うにし、その
時点で目視で
きるけがの状
態がない場合
でも、時間が
経過してから
症状や痛みが
現れる場合も
あるので保護
者へ報告す
る。

9629

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 72 72 6 4
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

まだ確定
していな
い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

活動の合
間に落ち
着けるよ
う声掛け
等をする

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
帰ってき
て,宿題を
してから
遊びに入
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１人は鬼
ごっこの
審判をし
ながら全
体把握を
し,もう一
人も全体
を見守り
ながら何
か起こっ
た場合の
対応をす
ぐにでき
る体制を
整えてい
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の職員が
児童の受
け入れや
遊びの見
守りを
行ってい
た。

特になし

けがをし
た際は2.3
日は本児
及び保護
者へケガ
の状況を
確認す
る。

9630

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 59 5 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

冬休み中
というこ
ともあ
り、いつ
もより子
どもたち
全体のテ
ンション
が高い状
態であっ
た。

外遊びを
する際、
玄関前の
集合時に
一呼吸お
く声掛け
を入れ
る。子ど
もたちと
館庭での
遊び方に
ついて話
をし、危
険がどこ
にひそん
でいるか
考えさせ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

怪我をし
た部位を
冷やし、
痛みなど
はないか
声をかけ
るが「大
丈夫」と
の返事
だった。
その後も
保冷剤で
冷やしな
がら遊び
を続けて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が
「大丈
夫」と答
えたた
め、職員
間で怪我
をした情
報を共有
し、様子
を見た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の対応を
してい
た。

特になし 特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9631

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 53 53 7 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肩骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(適宜)回/
年

1.基
準以
上配
置

学芸会前
で疲れて
いた様子
が全体的
にみられ
た。

子どもの
様子をみ
て遊びの
範囲を狭
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

3.未実施
実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

活動の範
囲を広げ
過ぎて、
目が行き
届かな
かった。

全体の遊
びを把握
し、目が
行き届か
ない場合
は職員の
人数を増
やすか、
遊びの範
囲を狭め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯にて
児童館ク
ラブの児
童数名と
二段飛ば
しに試み
たところ
に失敗し
転落。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

泣いてい
るところ
を職員が
見つけ室
内に連れ
てくる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
児童の見
守りをし
ていた。

支援児や
その他の
児童と関
わってい
て目が行
き届かな
かった。

全体の遊
びを把握
し、目が
行き届か
ない場合
は職員の
人数を増
やすか、
遊びの範
囲を狭め
る。

9632

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 3 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

―

不慮の事
故に対
し、職員
間での情
報共有や
対応策は
日々話し
合ってい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

3.未実施
実施頻度
(－)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

―

借りてい
る施設な
ので、変
形や壊れ
ている箇
所がない
かは毎日
確認して
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

舗装されて
いるとはい
えアスファ
ルトの駐車
場の為、転
倒の衝撃が
地面に吸収
されず大き
くなりやす
い。また、
端に生えて
いた雑草が
１本長く伸
び、駐車場
までせり出
していた。
なお、駐車
場に車があ
る時は外遊
びに出ない
ようにして
いる。

・怪我に
十分気を
つけるこ
とを子ど
もたちに
伝える。
・外遊び
の前に職
員が危険
なもの
（石や蔦
など）が
ないか確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段も外
遊び（鬼
ごっこ）
によく参
加してお
り、運動
神経が悪
いわけで
はない。
本児もい
つも通り
のつもり
で走って
いたが、
この日は
雑草に足
を取られ
て転んで
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
の人数が
20名を超
え普段よ
り多かっ
たため、
補助とし
て駐車場
の中ほど
で様子を
みてい
た。対象
児童の位
置に近
かったた
め、転倒
後はすぐ
に声をか
け近寄
り、怪我
の具合を
確認し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

補助の職
員から少
し離れた
道路側か
ら駐車場
全体を見
ていた。
対象児童
が転倒
後、原因
の雑草を
確認。除
去を行っ
た。

鬼ごっこ
の参加人
数が普段
より多
く、子ど
もたちは
注意力が
散漫にな
り興奮し
ていたか
もしれな
い。

対象児が
怪我をし
た際は注
意して対
応し、保
護者への
説明もよ
り丁寧に
行う。

9633

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 11 11
19.７
歳

1.男
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

転ばぬよ
うに前を
見て登館
する意識
の希薄さ
が疑われ
る。

呼名の際
や帰りの
会などで
＜登下館
の際には
足元に気
を付ける
＞ようさ
らに注意
喚起を促
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(13)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(13)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし 特になし
7.その
他

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り小学校
の昇降口
から児童
館に歩い
て向かっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登館後，
いつも通
りロッ
カーにラ
ンドセル
を入れた
後に本人
から職員
に対し左
腕の痛み
を訴え
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

早速患部
を保冷剤
で冷やす
処置を施
した。保
護者迎え
時に患部
の様子に
ついて伝
え病院受
診を勧め
た。

特になし

職員が個
人的に被
災児に対
しより一
層注意喚
起を促す
ことで未
然防止に
努めた
い。

9634

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 67 67 5 5
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首
（橈骨骨
端骨折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

落ち着い
て遊べる
よう、個
別に注意
喚起の声
がけをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

各自好き
な遊びを
している
子どもの
近くで見
守りをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同室に2名
の職員を
配置し、
他の児童
の対応を
してい
た。

特になし 特になし

9635

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 24 24 5 4
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

狭い空間
の中での
活動にお
いて,抑制
を促す声
掛けが不
足してい
た。

狭い遊戯
室での活
動につい
て,ルール
を確認し,
徹底した
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

冬場でも
あり,室内
でボール
遊びをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
もう一人
の児童が
接触した
のは確認
し,応急処
置はした
が,骨折ま
では考え
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
のため,別
室である
図書室に
いた。

狭い遊戯
室での活
動である
ことから
ケガにつ
ながるこ
とに関す
る予見予
知が足り
なかっ
た。また,
保護者へ
の報告も
怠ってい
た。

特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9636

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 4 4
20.８
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

当該児童
はスポー
ツ少年団
でバス
ケット
ボールに
所属して
いるた
め、運動
慣れてい
ると過信
してい
た。

予め児童
にスポー
ツを行う
際の注意
喚起を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

小学校体
育館を利
用しての
活動で
あった。

普段と違
う場所で
あること
と、広い
場所での
運動であ
ることを
考慮し、
職員はケ
ガの発生
を考慮し
て指導体
制をと
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予想ので
きない動
きが事故
につなが
ることを
念頭に置
いて注意
を促す必
要があ
る。

職員間で
想定され
る危険な
状況等を
シミュ
レーショ
ンする。
また、児
童の動線
を予測
し、対応
について
職員同士
で情報共
有する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラブに
登所し、
いつもど
おり元気
に活動し
ていた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児童
と他の児
童1名も含
めて、1名
の支援員
がマン
ツーマン
で対応し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
（38名）
をそれぞ
れ他3名の
支援員が
対応して
いた。

動きが活
発なた
め、固定
の児童の
みを注視
できな
い。

体育館な
どで運動
するとい
うこと
は、事故
やケガが
発生する
可能性が
高くなる
と念頭に
置いて支
援する。

9637

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 2 2
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

剥離骨折
（右手中
指第２関
節）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

長期休み
の打合せ
と共に、
再度事故
防止の確
認を行う

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

特になし

風船遊び
であるた
め、ハー
ド面では
問題はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝登所し
て間もな
い時間で
の体を
使っての
遊びだっ
たので、
注意声掛
けをもっ
とするべ
きだっ
た。

間隔を空
けてぶつ
からない
ように遊
ぶよう声
掛けす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当日本人
が一番始
めに登所
し、冬休
みという
こともあ
り朝から
テンショ
ンが高め
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

フロアで
全体が見
渡せる位
置に立
ち、子ど
もたちを
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の畳部
屋で登所
の受け入
れをして
いた。

特になし

周りの状
況を見な
がら落ち
着いて遊
ぶよう声
掛けす
る。

9638

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 108 ## 13 13
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足首じ
ん帯と軟
骨の損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

児童に準
備運動の
重要性を
繰り返し
指導し、
外遊びの
開始前に
は準備運
動の時間
を設けけ
が防止の
ために入
念に準備
運動を行
うように
する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

安全点検
行ってい
く中で修
理等が必
要なもの
について
早急な対
応に心が
ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

支援員や
児童に、
ゲームに
夢中とな
りケガを
した事例
を紹介
し、未然
防止に心
がけた外
遊びに心
がける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
が好き
で、当日
も活動的
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

審判をし
ながら見
守りをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各自、担
当箇所の
見守りを
してい
た。

特になし

今回の事
故を分析
し、今後
の事故防
止の参考
とする。

9639

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 13 13 2 2
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕の橈
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

他職員と
連携し、
児童だけ
にならな
いように
する。

児童全体
への声掛
けや保育
室で行っ
てはなら
ない事項
を改めて
伝える。

2.不定期
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

特になし

床にマッ
トを敷
き、危険
な怪我に
つながら
ないよう
に対策す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

側転を
日々練習
し上達し
ている楽
しさや嬉
しさによ
り、禁止
されてい
る場所で
も練習を
したく
なってし
まったの
ではない
か。

学童の園
庭の広い
場所や、
体育館等
で練習す
るように
声掛けを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室内
に本児童
合わせて
児童３名
がおり、
宿題及び
本児童は
ソファー
横になっ
てくつろ
いでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

おやつの
準備をす
る為、隣
の保育室
へおやつ
を取りに
出入りし
ながら、
本児童及
び他児童
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外（園
庭等）
で、他児
童の外遊
びの見守
りを行っ
ていた。

職員がお
やつの準
備の為、
保育室を
出入りし
ている合
間に側転
の練習を
する。

おやつの
準備の際
の支援員
等の人的
配置や児
童への声
掛けにつ
いて見直
しを行な
う。

9640

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 59 7 5
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし
配置人数
に問題は
なかった

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

特になし

今回、使
用の仕方
に問題が
あり施設
面では改
善点はな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊具の正
しい使い
方を指
導。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わった様
子はな
かった
が、振替
休日で１
日保育で
行事（ハ
ロウィン
イベン
ト）を
行った後
であり、
心身とも
に疲労が
あったと
推測され
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くでは
あったが
別の児童
と関わり
つつ、対
象児を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
守りする
職員が離
れた場所
から目視
してい
た。

見守りを
遠近とも
に行って
いたが、
ジャンプ
して雲梯
を掴もう
とする行
為に、児
童・職員
ともに危
険性を感
じていな
かった。

遊具の正
しい使い
方を指
導。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9641

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 3 1
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

研修内容
を周知徹
底させて
運営をお
こない、
マネー
ジャー巡
回時に都
度状況確
認をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
開所日　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
開所日　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
開所日　)
回/年

特になし

一輪車が
正常かを
確認す
る。ま
た、一輪
車で遊ぶ
スペース
が十分に
あるとこ
ろを把握
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

危機管理
マニュア
ルを理解
し、様々
な場所に
潜在的な
危険が潜
んでいる
ことを把
握して、
見守りを
実施する
よう育成
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつ後
の16：00
から学校
の校庭で
外遊びを
実施。被
災児童は
活発な子
で、最近
上達し始
めた一輪
車を楽し
みに練習
してい
た。慣れ
てきたこ
とが、油
断になり
災害発生
に繋がっ
たと思わ
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体的に
児童の様
子が確認
できる場
所で見守
り活動を
してい
た。全体
を見渡す
中で災害
直後の児
童を発見
し、現場
に赴き対
応した。
状況から
応急処置
が必要と
感じ、被
災児童と
ともに学
童に戻り
学童内の
主任に連
携した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊び時の
見守りは常
時2名。全体
を見渡せる
位置で見守
り活動をし
ていた。残
り1名の指導
員は室内で
見守りを実
施。被災児
童が極度に
痛みを訴え
処置できる
状態ではな
かったの
で、安静の
姿勢で保護
者のお迎え
を待った。
保護者には
骨折が懸念
される旨を
伝えた。

特になし

指導員の
経験など
を加味し
て、配置
を工夫す
る。

9642

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 3 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員研修
（外出時
のケガの
対応につ
いて）

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

特になし

特になし
（ハード
面がケガ
の原因で
はないた
め）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外出前に
危険行
為・注意
事項の周
知、活動
中随時注
意喚起

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
たが、兄
の行動の
真似をし
ようとし
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

うんてい
の所にい
たが、他
児を見て
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の見
守りをし
ていた

対象児童
の兄の行
動を真似

身体の発
達に応じ
た遊びが
できるよ
う、でき
ること・
できない
ことの周
知、現場
での声掛
け

9643

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 33 2 2
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘内側
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

本事例に
おいて、
ソフト面
との関連
性は薄い
と思われ
る。

引き続き
事故事例
の振り返
りを行
い、現場
レベルに
おいて情
報の共有
を行って
いく。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

当該児童と
隣に座って
いた児童に
より、座ろ
うとした際
に転倒した
とのことで
あり、事故
後椅子につ
いての確認
を行ったが
ぐらつき等
不備は見つ
からなかっ
た。椅子に
座る際に目
視での椅子
の確認を
行っていな
かったた
め、座りそ
こねて転
倒。ついた
腕に負荷が
かかったと
思われる。

引き続き
施設、施
設内外の
定期的な
安全確認
を行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

椅子の危
険使用に
よるもの
ではな
く、座る
際に目視
での確認
を行わな
かったこ
とによる
事故と思
われる。

職員によ
る目視と
声掛けの
徹底、机
や椅子の
正しい使
い方の指
導による
児童自身
の注意喚
起を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学習や読
書の時間
であり、
特に目
立った言
動、行動
はなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

下校後す
ぐの出席
確認、ま
た学習や
読書の時
間であ
り、職員
は出席確
認を行い
ながらク
ラス全体
の児童を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

下校後す
ぐの出席
確認、ま
た学習や
読書の時
間であ
り、職員
は検温を
行いなが
らクラス
全体の児
童を見て
いた。

本事例に
おいて、
人的面と
の関連性
は薄いと
思われ
る。

引き続
き、児童
の見守り
に注力し
ていく。

9644

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 38 38 3 1
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部
脳挫傷・
脳震盪

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

研修内容
を周知徹
底させて
運営をお
こない、
マネー
ジャー巡
回時に都
度状況確
認をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

特になし

遊具・施
設等の確
認は、毎
日指導員
が実施す
る。ま
た、児童
が遊ぶに
あたり、
危険な場
所はない
かを確認
しなが
ら、見守
りを実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

危機管理
マニュア
ルを理解
し、様々
な場所に
潜在的な
危険が潜
んでいる
ことを把
握して、
見守りを
実施する
よう育成
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもよ
り活動的
でスロー
プの上を
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

スロープ
の近くで
見守りを
していた
が、別の
児童のお
迎えがき
たため、
事故の時
は見てい
ませんで
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の児童
や違う範
囲を見て
いた為、
対象児童
の動きは
見ていな
かった

特になし

指導員は
基準配置
していた
ものの、
お迎え等
で目を離
す際は指
導員同士
で声を掛
け合い連
携をと
り、全体
を見守り
をできる
体制を整
える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9645

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 7 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足踝腓
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

あらゆる
場面を想
定し、事
故予防に
ついて職
員間で確
認、対応
する。研
修等に積
極的に参
加する。

1.定期的
に実施

実施頻度
293回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
52回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
293回/年

校庭での
自由遊び
になるた
め、範囲
等は決め
ている
が、複数
の児童が
走って活
動するた
め、場
所、広さ
は適切
だったの
か。

活動人数
に対する
環境設定
を見直し
ていく。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

ルールの
確認、活
動前の準
備体操
等、適切
に行われ
たのか。

準備体操
の実施。
児童へ遊
びのルー
ル確認
等、引き
続き行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

勉強時間
の後の自
由遊び
だったた
めか、準
備体操の
後、外で
思い切り
体を動か
して遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
をしたい
と児童か
ら申し出
があった
為、他の
活動と交
差しない
よう白線
で場所を
指定し
た。児童
が走って
いる時に
足を気に
している
様子だっ
た為、声
をかけ室
内で様子
を見た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の活動
の見守り
を行って
いた。怪
我の処置
について
は申し送
りがあり
他の職員
が確認、
処置を
行った。

活動に対
しての支
援員の見
守り体制
は適切
だったの
か

活動前の
準備運
動、日頃
から怪我
予防に関
すること
を子ども
たちに伝
えてい
く。

9646

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 50 12 12
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

通常の
キャン
ディー
ボールで
はなく、
硬さのあ
るゴム
ボールを
使用して
いた。

開始前に
突き指防
止の柔軟
体操を行
い、逐次
「突き指
に気をつ
けるよ」
等の具体
的な注意
喚起をす
る。ま
た、柔ら
かいボー
ルへの切
り替えも
検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学年の差
があっ
た。

開始前に
「強い
ボールが
くるから
気をつけ
るよ」な
どの注意
喚起や、
実力差が
甚だしい
場合には
ゲームを
分けるな
どの対処
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対戦の条
件が整っ
ており、
ゲームを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

審判と見
守りを兼
ねてコー
ト中央に
立ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
にて、他
児の育成
支援にあ
たってい
た。

特になし

開始前
に、突き
指防止を
含め全身
をひろく
柔軟体操
を行な
う。

9647

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 86 86 9 9
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

特になし

児童が集
団で注意
事項を聞
く際に、
多角的に
児童の様
子を捉
え、見守
りをする
よう職員
のスキル
アップを
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
数　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(359)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

公園は土
の地面で
平面では
なく、石
が落ちて
いたり軽
い凹凸が
ある。

遊ぶ際や
足首を回
したりす
る際の足
元に十分
注意する
よう児童
に指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

見守り職
員は集中
できてい
ない児童
に気を配
り、職員
の話を聞
くように
声かけ等
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児は
集団のほ
ぼど真ん
中あたり
におり、
足元を含
め職員に
は見えづ
らかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児は
集団のほ
ぼど真ん
中あたり
におり、
足元を含
め職員に
は見えづ
らかっ
た。

特になし 特になし

9648

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 7 7 3 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

多様な事
態に備え
て改めて
研修資料
等を見直
す

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

学校内で
あるので
施設の撤
去などは
できない
ため、職
員による
見守り強
化等で対
応する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外的要因
が考えに
くく、本
児にとっ
ても不可
抗力と思
われる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中か
ら、外遊
びを含め
自由に遊
んでい
た。昼食
やおやつ
も通常通
りに食べ
ていた。
特別に注
意する事
柄はな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が木
の棒を
もって所
定の位置
に戻り、
振り返る
際に足を
捻った。
本児はそ
の場で倒
れ込んだ
ため、本
児を抱え
て育成室
に戻り
RICE処方
を行った

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日は土
曜日だっ
たため職
員の数は
限られて
いた。ま
た、体調
不良の児
童がいた
為、育成
室内にて
職員が対
応、見守
りをして
いた

特になし

学童クラ
ブの育成
中に外遊
びを行う
際は、全
員にスト
レッチを
行うよう
にした
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9649

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 4 3 18.6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3)回/年

1.基
準以
上配
置

高い鉄棒
にぶら下
がってお
り、危な
いと察知
していた
ものの止
めなかっ
たことが
原因。

危ない遊
具は事前
に注意し
て、危険
を回避さ
せるこ
と。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

低学年が
高めの鉄
棒をつ
かったこ
とが要因
として考
えられ
る。

低学年は低い鉄
棒を使い、高い
鉄棒は使用しな
いことを徹底。
鉄棒で遊ぶ時の
ルールを再確
認。子どもたち
全体に高鉄棒を
使う時のリスク
（手を滑らせる
と骨折等の事故
になりかねな
い）を説明し
た。
クラブ内で子ど
も会議を実施
し、子ども達自
身に危険性を認
識してもらう時
間を設けた。職
員の補助なしで
は、自分の背よ
りも大きい鉄棒
は使用しないこ
とを決定した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高い鉄棒
にぶら下
がってお
り、危な
いと察知
していた
ものの止
めなかっ
たことが
原因。

危ない遊
具には事
前に注意
して、危
険を回避
させるこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

高学年と
遊ぶ頻度
が増えて
おり、高
学年が
使ってい
る鉄棒
を、その
まま自分
も使って
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒をし
ていると
ころを、
見守りを
していた
が、危険
を予測で
きたもの
の、声掛
けが足り
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

違う場所
で見守り
ながら
も、他の
職員がど
この遊具
にいるか
は把握し
ており、
どのよう
な様子
だったか
も覚えて
いる。

転んでし
まった
ら、もし
も、等の
ヒヤリ
ハットへ
の意識が
低く、大
丈夫と過
信した。

最悪の状
況を踏ま
えたうえ
で、職員
が止める
か他の遊
びへ移行
すること
を徹底す
る。

9650

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 33 33 3 1
22.10
歳

2.女
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

送迎支援
利用なし
の下校途
中に事故
発生した
ため該当
なし。

送迎支援
利用なし
の下校途
中に事故
発生した
ため該当
なし。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

送迎支援
利用なし
の下校途
中に事故
発生した
ため該当
なし。

送迎支援
利用なし
の下校途
中に事故
発生した
ため該当
なし。

7.その
他

送迎支援
利用なし
の下校途
中に事故
発生した
ため該当
なし。

送迎支援
利用なし
の下校途
中に事故
発生した
ため該当
なし。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

先に歩い
ていた友
達を追い
かけて
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

送迎の利
用がない
児童だっ
た為、一
人でクラ
ブに向
かってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

送迎の利
用がない
児童だっ
た為、一
人でクラ
ブに向
かってい
た。

送迎支援
利用なし
の下校途
中に事故
発生した
ため該当
なし。

該当な
し。

9651

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 24 24 3 1
20.８
歳

2.女
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

特になし

路面が凍
結される
ことが予
想される
場合は、
子どもた
ちに事前
に注意す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

遊具ない
ため点検
なし

遊具ない
ため点検
なし

2.不定期
に実施

実施頻度
(５)回/年

特になし

本件は道
路での転
倒事故の
ため、
ハード面
での改善
点はな
い。

7.その
他

特になし

児童に対
し下校時
に走らな
いよう注
意喚起す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校中の
ため

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校中の
ため

特になし 特になし

9652

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 5 3
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部 なし

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

登録児童
数に合っ
た指導員
等の配置
であっ
た。今後
「事故予
防マニュ
アル」に
ついては
作成を検
討してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
260　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

本棚の縁
がが露出
している
部分への
けが防止
対策がさ
れていな
かった。
支援員の
目が行き
届かない
奥のス
ペース付
近に児童
が滞留し
てしまっ
た。

遊戯室等
で転倒し
接触が見
込まれる
本棚等の
とがった
部分につ
いて、緩
衝材等を
添付する
などでけ
がの発生
を防止す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

長期休暇
期間で受
け入れ時
間が長い
ため、支
援員の勤
務がシフ
ト制に
なってい
た。

受け入れ
後の児童
の流れ、
本棚周辺
への児童
の滞留が
なくなる
工夫を検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調不良
等の様子
はなく、
いつもの
通り元気
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ふざけ
合ってい
る児童に
気づいた
支援員
が、注意
したこと
で行動を
改めよう
とした際
の転倒と
なってし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内で、他
の児童の受
け入れのた
めの業務に
あたってい
た。８時か
らの受け入
れ開始で、
現在はコロ
ナ感染拡大
防止のた
め、検温や
体調確認を
保護司者か
ら聞き取る
など業務が
多くなって
いる

特になし

遊戯室の広
さは十分な
ので、入口
から目につ
きにくい場
所で児童が
滞留しない
ようビデオ
の上映や遊
び道具を配
置するな
ど、児童が
分散し落ち
着く体制な
どをとる。
支援員の目
が行き届く
よう体制を
整える。

9653

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 5 5
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足踝骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

慣れてい
ない靴を
履いてい
た（新し
いハイ
カットス
ニー
カー）

児童の変
化に気が
付いた時
には、事
前に呼び
かけを
行ったう
えで対象
児童を注
意深く観
察する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

開所日は
毎日実施

つまづい
た場所の
グランド
状態を確
認したが
問題は見
受けられ
なかっ
た。

引き続
き、サッ
カー等で
使用する
周辺のグ
ランド状
態は常に
点検し、
改善すべ
き場所は
その都度
学校と連
携を取り
対応す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

冬季休業
に入り子
供たちも
浮足立っ
ている様
子だっ
た。長期
休業初日
に支援員
からの全
体への声
掛けが必
要だっ
た。

長期休業
初日、子
供達に向
けて１日
の過ごし
方、注意
する点の
確認をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラブ利
用が少な
く、集団
遊びに慣
れていな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッカー
をしてい
る児童全
体を見渡
してい
た。外遊
びの前
に、履き
なれてい
ない靴
だったの
で声かけ
をしてい
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童が転
倒後、そ
のまま遊
び始めた
ので、問
題がない
と判断
し、その
まま見
守った。

サッカー
では他の
子供たち
も、同じ
様に転ん
でいた。
また、本
人も転倒
後変わら
ず遊んで
いたので
大丈夫と
判断して
しまっ
た。

事故対応
に係る研
修を計画
し、支援
員全体に
周知す
る。

136 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9654

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 32 32 4 4
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘関節
捻挫・右
上腕骨外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

ビーチバ
レーボー
ル遊び中
の事故は
大きなケ
ガを予想
できな
かった。

事故の起
こる可能
性が低い
と思われ
る遊びで
も、始め
る前にケ
ガに注意
して遊ぶ
よう児童
に声掛け
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

ハード面
は問題な
し

ハード面
は問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

芝生で転
んでも大
きなケガ
はしない
であろう
という認
識があっ
た。

普段と異
なる場所
で子供達
のテン
ションが
少し上が
り気味
だった。
少し落ち
着かせて
から外遊
びを行う
ように指
導する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

通常行か
ない公園
に行った
ため、当
該児童は
普段より
興奮して
いる様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ横で
ビーチバ
レーボー
ルでの遊
びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他児童
を見守っ
ていた。

突発的な
事故だっ
たため、
防ぐこと
ができな
かった。

特になし

9655

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 4 3
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第五指
中足骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

障害物の
ない平面
での活動
でも事故
が起こり
うること
を予測で
きていな
かった可
能性があ
る

一般的に
危険が少
ないと思
われる活
動内容で
あっても
想定外の
事故が起
こりうる
可能性が
あること
を再認識
し、情報
共有して
危機意識
を高める
とともに
児童全体
にも声掛
けを行う
ようにす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

事故当日
は晴天で
あり、
ハード面
では問題
がない。

アスファ
ルト舗装
された中
庭での活
動から想
定される
危険性の
確認を行
い、支援
員間で情
報共有を
行うとと
もに、児
童全体に
声掛けを
行うよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今後は活
動場所の
状況によ
り、想定
外のけが
をするこ
とを考え
させ、お
もわぬケ
ガにつな
がる事故
が発生す
ることを
理解させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

天候も良
好だった
め、おや
つが終
わった
後、中庭
で外遊び
（鬼ごっ
こ）を開
始した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
る児童全
体の様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見守っ
ていたた
め、事故
発生時は
見ていな
かった。

当日は外
遊びを実
施してい
た当クラ
ブ児童３
１人に対
し、当ク
ラブの支
援員等４
人で見守
りを行っ
ていた。

特になし

9656

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 10 10 4 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左さつ背
近位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

ソフト面
は問題な
し

ソフト面
は問題な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

円柱型積
み木を横
にした状
態で乗っ
て遊ぶこ
とを想定
していな
かった。

ケガが想
定される
玩具を日
頃確認
し、処分
するよう
にする。
遊び方次
第でケガ
をする可
能性があ
る玩具に
ついて
は、児童
に遊び方
を指導す
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境面は
問題なし

環境面は
問題なし

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

友達が休
んでお
り、１人
で遊んで
いること
に退屈し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

午前と午
後の支援
員等交代
時の引継
ぎを行い
ながら見
守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午前と午
後の支援
員等交代
時の引継
ぎを行い
ながら見
守りを
行ってい
た。

引継ぎに
想定より
も時間が
かかり、
目を離し
た際に事
故が発生
した。

特になし

9657

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 5 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

順番を守
るように
児童に声
掛け。

外遊びの
前に外遊
びのルー
ルを支援
員等と児
童で復唱
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

ハード面
は問題な
し

ハード面
は問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の遊
び方につ
いて周知
が行き届
いていな
かった

この遊具
の本来の
使い方
や、この
ように
使ったら
危険な
ど、どの
ように使
うべきか
について
児童に伝
える。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

事故の直
前、遊具
に早く登
りたいと
いう気持
ちが表れ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故現場
から３ｍ
程離れた
ところで
見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う場所
にいたた
め見てい
なかっ
た。

外遊びの
時間を楽
しみにし
ていたこ
とで興奮
状態に
なってい
た。

特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9658

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 65 65 8 6
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第5中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

感染予防
及び熱中
症対策の
ため、身
体を使っ
て遊ぶ機
会が減少
し、児童
自身が身
体をうま
く使えな
かった。

児童に運
動能力に
年齢差、
個人差が
あること
を話す。
職員間で
情報交換
をして、
遊びの状
況に応じ
て、個人
個人に声
掛けでき
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

地面（特
に遊具付
近）に小
石があ
り、走っ
たりする
と足元が
滑りやす
い可能性
がある。

遊具付近
の小石を
掃き掃除
等で取り
除く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童遊園
にある遊
具を避け
ながら
走ってい
た。また
鬼ごっこ
の鬼から
逃げよう
と心理的
に焦って
いたよう
に思われ
る。

児童全体
に向け、
集団で遊
ぶ時の危
険性を知
らせ、危
険から自
分の身を
守ること
の大切さ
について
話した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼の児童
から逃げ
ようと慌
てて走っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡せる位
置から鬼
ごっこを
する様子
を見守っ
ていた。
走ってい
た対象児
が立ち止
まったた
め、異変
を感じ声
掛けをし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の遊び
をしてい
る児童を
見守って
いた。

児童遊園
全体を
使って鬼
ごっこを
していた
ため、見
守る範囲
が広かっ
た。

危険な
く、楽し
く元気に
遊ぶため
にはどう
したらよ
いかを子
供たちと
話し合っ
た。

9659

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 64 64 6 4
23.11
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

特になし

放課後児童
クラブのモ
デルマニュ
アルの復
習、令和２
年度スポー
ツ庁委託事
業　学校に
おける体育
活動での事
故防止対策
推進事業
「体育活動
中における
骨折事故の
傾向及び事
故防止対
策」を参照
していくこ
と。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具なし 遊具なし
2.不定期
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

玩具の定
期的点検
を実施す
ること。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

見守り中
にも時間
と共に変
化する子
どもの様
子に気を
配るこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
共に他に
も数人の
児童が
ドッチ
ボールに
参加して
いたの
で、参加
しながら
全体を見
守る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育館で
の見守り
のため、
担当職員
と現場を
二分割す
る形で、
別の個所
で他の遊
びをして
いる児童
たちの見
守りをす
る。

特になし

ボール遊
びを始め
る前等に
安全に遊
ぶための
ポイント
を伝えて
いくこ
と。

9660

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 36 36 5 4
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし
遊具使用
ルールの
確認

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りのよう
す

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児童と
会話中に
つき目撃
せず

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見てい
た

特になし

サンダル
を着用し
て遊ぶ危
険性を改
めて児童
全体に伝
え、職
員・児童
互いに注
意し合え
る環境を
整備する

9661

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 4 3
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度2
回/年

2.基
準配
置

特になし

引き続き
研修を通
して事故
の予防に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度6
回/年

3.未実施 遊具なし
1.定期的
に実施

実施頻度
292回/年

特になし

チェック
リストを
活用した
点検を実
施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
見守りの
体制を再
検討する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

走りま
わって
た、普段
からも走
りまわる
傾向があ
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走り回っ
ている対
象児に
もっとは
やい段階
で声をか
けるべき
だった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
と接して
いたため
気づかな
かった

特になし

室内の過
ごし方の
再度見直
し、職員
が全体を
見、声を
常にかけ
る

9662

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 45 45 6 4
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
各１　)回
/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段どお
り一輪車
に乗って
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
一輪車で
遊んでい
るのを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びを見守
り、対応
していた
ため見て
いなかっ
た

特になし

一輪車の
使用可能
場所を限
定する。
一輪車を
使用する
際は必ず
肘・膝の
プロテク
ターを着
用する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9663

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 44 44 6 3
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
各１　)回
/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
外で遊ん
でいた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児を含
む４名と
一緒に鬼
ごっこを
してお
り、支援
員が鬼を
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の遊びを
見守り、
対応して
いた

特になし 特になし

9664

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 85 85 10 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

特になし 特になし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の過ごし
方をして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動場に
て他の児
童をみて
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

施設にて
他の児童
をみてい
た

特になし 特になし

9665

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 51 51 6 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
各１　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

特になし
（職員配
置は基準
であり、
研修で学
んだ対応
をしてい
る）

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

特になし
（ハード
面による
事故では
ない）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特になし
（いつも
のように
活動を見
守ってい
る）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
外で遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちだけで
遊びが成
り立って
おり、支
援員は入
らず、離
れたとこ
ろから見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の遊びを
見守り、
対応して
いた

特になし

特になし
（その他
考えられ
る要因・
分析がな
い）

9666

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 5 5
20.８
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手親指
剥離骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

運動する
際には、
事前にス
トレッチ
を行うな
どの声掛
けを徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

運動遊び
をする
際、室内
の広さを
十分確保
する。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

特になし

子どもた
ちの様子
を支援員
が必ず見
守り、危
険回避に
つながる
援助を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

静かに宿
題をして
待機する
というク
ラブの
ルールは
知ってい
たが、１
名の児童
がボール
で遊び始
めたのを
見て、
キャッチ
ボールを
始めてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

送迎車へ１
名の支援員
が添乗して
いたが、小
学校教諭に
後便の児童
の見守りを
任せて先便
の児童と共
に一旦クラ
ブへ向かっ
た為、待機
中の児童の
様子は見て
いない。事
故後も車の
乗降、車内
での様子を
見守ってい
たが児童の
異変には気
付かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の支援
員は別所
送迎、ク
ラブでの
迎え入れ
をしてい
た。児童
迎え入れ
後、支援
員５人で
活動中の
児童を見
守った
が、異変
に気付か
なかっ
た。

送迎車が
来る迄、
事故の無
いように
静かに宿
題をして
待つとい
うルール
に対して
①児童へ
定着させ
られてい
なかった
②学校と
共有でき
ていな
かった③
違えた時
に注意す
る支援員
がいな
かった。

静かに宿
題をして
待つよう
に再指導
し、待機
児童を見
守る支援
員を１名
追加す
る。

9667

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 38 38 7 4
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
第二関節
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

運動する
際には、
事前にス
トレッチ
を行うな
どの声掛
けを徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

運動遊び
をする
際、室内
の広さを
十分確保
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもた
ちの様子
を支援員
が必ず見
守り、危
険回避に
つながる
援助を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1～5年生
男女混合
でドッヂ
ボールを
しようと
声がかか
り参加し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ホールで
７名の支
援員等が
見守り、
そのうち
コート周
りには３
名の支援
員等が見
守ってい
た。ボー
ルを受け
損ねてい
たのは見
ていた
が、怪我
を負って
いるよう
には見え
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の支援
員は自分
の周りの
児童を見
守ってお
り、見て
いなかっ
た。

ドッヂ
ボールは
安全を考
え布と綿
で出来た
柔らかい
ボールを
使ってい
る。当該
児童は体
正面で
ボール受
けず指先
を突き出
して手先
で取ろう
とする癖
がある
為、芯を
外した
ボールが
左手小指
を引っ掛
けたと思
われる。

ボールを
受ける時
には体正
面で受け
るよう声
をかけ
る。激し
い運動を
する前に
はスト
レッチを
するよう
に指導す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9668

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 4 4 2 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左モンテ
ジア骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
０　)回/
年

2.基
準配
置

転落の危
険性に対
する支援
員側の認
識が甘く
なってい
た。

危険につ
ながる行
為につい
ては、全
体の場だ
けでなく
個々の児
童にわか
りやすく
説明し、
該当する
行為を見
つけた場
合は厳し
く注意す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

そもそも
押入れに
上れる状
態になっ
ているの
がよくな
かった。

物理的に
上れない
よう、押
入れの
幅、奥行
きいっぱ
いに物を
設置し
て、隙間
をなくし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

学習に対
して気乗
りしない
子が、片
づけに積
極的にな
れず、ふ
らふらし
ていたず
らをして
しまう状
況が作り
出されて
いた。

１日の生
活の流れ
を児童が
身に付け
られるよ
うしっか
り援助す
る。児童
と同じ活
動ができ
るよう学
習用課題
は予め用
意してお
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学習に移
行する気
持ちにな
れず、片
付けも気
が乗ら
ず、何を
しようか
と考えて
いるよう
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

押入れに
上ってい
る対象児
を視野に
入れなが
ら、至近
距離にあ
る扉で遊
んでいた
児童に指
詰めの危
険につい
て説明
し、取っ
手に巻き
付けた紐
を外して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学習時間
に移行す
るため、
使用した
ものの片
付けを手
伝ってい
た。

ほぼ同時
に危険に
つながる
２つの行
為があ
り、場所
も至近距
離だった
ため、１
人の支援
員で対応
しようと
したが事
態に対処
できな
かった。

学習のよ
うな児童
の気が乗
りにくい
活動につ
いては、
楽しみな
がら実施
できるよ
う、教材
や内容を
検討して
いく。

9669

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 17 17 2 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

週に1度職
員会議に
て、危険
な箇所を
確認し合
い改善を
行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

特になし

ソフト面
での事故
なので、
ハード面
での改善
について
は予定し
ていない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

作りかけ
の製作物
や看板用
の模造紙
をひとま
とめに置
いてお
り、子ど
も達が取
りに行く
際に混み
あう状況
を作り出
してい
た。

当該事故
において
は、取り
に行くタ
イミング
を分散さ
せる。日
頃から安
全な環境
づくりを
意識し、
片付けや
掃除の際
に床に危
険な物が
ないか確
認する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

縁日遊び
を楽しみ
にしてお
り、準備
物を運ぶ
のにグ
ループの
リーダー
に付いて
行き、は
しゃいで
しまって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

準備物を
取りに行
く高学年
たちが落
ち着いて
いたた
め、待っ
ている低
学年たち
を見守り
ながら準
備物を用
意。同時
に他の職
員に次の
おやつの
準備を促
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と声を掛
け合いな
がら、手
作りおや
つ用の
ホットプ
レートを
危険のな
いよう
セッティ
ングする
ために子
どもたち
から離れ
ていた。

特になし

職員の1人
は全体を
見渡せる
位置にい
ることを
共有し、
声掛け等
で実践を
徹底す
る。おや
つの準備
は子ども
たち全員
の着席を
確認して
から行う
ようにす
る。

9670

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 36 36 11 6
19.７
歳

1.男
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

集団下校
中寄り道
しないよ
うに指
導。

集団下校
中寄り道
しないよ
うに指
導。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

集団下校
の帰り方
の指導徹
底

7.その
他

特になし

集団下校
の帰り方
の指導徹
底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
の動き
を見て
いな
かった

子どもた
ちの動き
を見てる
先生、部
屋の中で
見ている
先生、
別々で見
守ってい
る。※児
童クラブ
終了後の
下校時の
事故であ
るため

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特になし

今回の事
案は、集
団下校中
の在り方
の指導。

9671

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 100 ## 12 8
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

順番を抜
かれたこ
とによ
り、転落
に至った
ことから

遊び方の
ルールの
確認。ハ
ザード
マップの
再度確認
と指導
（支援員
と児童）

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

ジャング
ルジム滑
り台より
順番の横
入りがあ
り、滑ろ
うとし揉
みあいに
なり、滑
り台より
落下。

ジャング
ルジム滑
り台を利
用する
際、支援
員が付き
添いで行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

順番を抜
かれたこ
とによ
り、転落
に至った
ことから

遊び方の
ルールの
確認。ハ
ザード
マップの
再度確認
と指導
（支援員
と児童）

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

短縮授業
でいつも
より元気
があった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
グループ
には元気
があり過
ぎていた
ため、声
掛けは行
い、他の
ホッピン
グで遊ぶ
子どもた
ちととも
に様子を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体は見
ていたた
め、３０
ｍほど先
からだっ
た落下の
瞬間は目
視でき
た。

全体的に
気分が高
い状態で
外遊びに
向かった
ため、事
前の声掛
けで注意
喚起を促
し、落ち
着いて遊
びに行か
すこと。

全体遊び
の場合
は、必ず
これから
の予定の
あと、事
故、怪我
によるハ
ザード
マップを
利用し、
子どもた
ちに指導
後外遊び
にしてい
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9672

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 51 51 10 6
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

前房出血

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故が起
こった時
に職員が
連携して
対応がで
きるよう
に話し合
い研修を
していき
たい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

特になし

指導員の
死角を減
らす。何
でどのよ
うにして
遊ぶかを
考えるよ
うに促
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

何でどの
ようにし
て遊ぶか
を考える
ように促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段どお
り元気に
入室しお
やつを食
べて、戸
外遊びを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
が遊んで
いるのを
確認しつ
つ、サッ
カーをし
ている子
どもたち
の遊びを
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で遊んで
いる児童
を各場所
で見守っ
ていた。

特になし

子ども達
がどのよ
うな動き
に発展し
ているか
をよく見
守る。遊
び方につ
いて日頃
から意識
できるよ
うに話を
してい
く。

9673

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 50 50 14 11
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

他の特別
支援児へ
の対応、
見守りが
必要で、
目が届き
難い状況
がある

ヒヤリ
ハットの
研修を行
う。　外
遊びのマ
ニュア
ル、注意
事項の共
有

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

特になし
小学校の
先生方と
協議する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特別支援
児の担
当、あそ
びの見守
りが兼任
しないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊んでい
るところ
を見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のあそ
び、特別
支援児の
様子を見
ていた
り、直接
保育を
行ってい
た

経験の浅
い先生が
増えてい
る。全体
を見守る
先生が少
ない。

準備運動
を行う。
注意喚起
の声掛け
を行う。

9674

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 60 11 9
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右示指基
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員の配
置をして
いるが、
常に確認
のために
移動しな
がら周り
を見渡す
ようにす
る。事故
マニュア
ルを作成
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

雨の後な
どは滑り
やすく
なってい
ないかを
確認し、
場合に
よっては
使用を見
合わせる
などの対
応をと
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊びの
前には、
準備運動
や定期的
な声掛け
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と遊
具を移動
してい
て、遊具
（石段）
から降り
るときに
足を滑ら
せて転倒
する。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

大きな遊
具のた
め、遊具
付近で複
数人の子
どもを見
守ってい
たが、落
ちるタイ
ミングは
見ること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各々の見
守りの場
所で外遊
びの子ど
もを見
守ってい
た。

特になし

事故の状
況を周り
で見てい
た子ども
がいたか
確認し
て、より
一層状況
を把握で
きるよう
にする。

9675

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 3 2
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
（0)回/年

2.基
準配
置

特になし

児童全員
を見渡せ
るよう支
援員を各
個所に配
置する。
児童との
遊びに集
中しすぎ
ないよう
に他の児
童への気
配りがで
きるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

机と机の
間隔を広
くとった
り、椅子
が通りを
塞がない
ように椅
子を使わ
ない時は
机に入れ
ることを
児童にも
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

偶発的に
起こった
事故であ
るが、椅
子が机の
中に入っ
ていな
かったの
かもしれ
ない。
（走って
いたわけ
ではな
い）

椅子は机
の中に入
れること
を日頃か
ら指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

偶発的に
起こった
ことで、
走ってい
たわけで
はないが
左足小指
をぶつけ
る。児童
もどうし
てぶつけ
たか分か
らず返答
に困って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童の表
情がいつ
もと違う
ので話を
聞く。す
ぐに患部
を冷やし
湿布薬を
貼り、保
護者に連
絡をし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１番に気
づいた支
援員と一
緒に話を
聞く。安
心させる
ような言
葉かけを
した。

特になし

今まで以
上に注意
深く見守
りたい。

9676

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 2 1
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指骨
折

8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

近くに相
手がいる
状態で早
いボール
で狙った
ためおき
た

ドッジ
ボールの
時のケガ
をしない
ルールを
もう一度
子どもと
話し合
い、また
距離をと
るため
コートの
広さを考
える

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

遊び中で
のボール
がうまく
取れな
かったこ
となので
施設等の
改善点は
ないが、
引き続き
適切な管
理を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドッジ
ボールの
時上手く
取れな
かった

ドッジ
ボールの
時のけが
をしない
ルールを
もう一度
子ども話
し合う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールで
仲良く遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールと
遊具遊び
の子を近
距離で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋遊び
の子ども
の見守り
をしてい
た

特になし

遊びの中
でのボー
ルがうま
く取れな
かったこ
となので
上記以外
の改善点
が見つか
らない
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9677

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 7 4
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

怪我をす
る可能性
を想定
し、支援
員全員で
把握する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

安全の
為、床の
一部に
マットを
敷いてい
るが転倒
した際の
怪我は想
定してい
なかった

室内に於
いての激
しい運動
は、より
一層制限
をしてい
きたい

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

以前は、
柔軟体操
等体を動
かす際は
靴下を脱
いでいた
が、コロ
ナ感染の
対策で靴
下をはい
ていた
為、足が
滑りやす
かった

床にマッ
トを敷
き、机を
のけて広
さを確保
していた
が滑りに
くい場所
に移動し
今まで以
上に見守
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当時、気
温が低く
十分に外
遊びが出
来なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒をし
て怪我を
するよう
な激しい
遊び方で
はないと
判断し他
の児童に
ぶつかっ
たり怪我
をしない
ように周
囲に気を
配ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当時、室
内の児童
の数が多
かった為
他の児童
への対応
をしてい
た

支援員が
近くに二
人いた
が、危険
は無いと
判断し見
守ってい
た

改めて注
意深く見
守るよう
周知する

9678

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 2 1
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

鬼ごっこ
をしてい
る時に狭
い場所に
逃げてき
て段差で
捻った

鬼ごっこ
など走り
回るとき
は広い場
所でする
ようにす
る

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

施設等の
瑕疵はな
かったが
引き続き
安全管理
に努める

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

縄跳び台
の近くで
走り回っ
ていた。

鬼ごっこ
など走り
回る遊び
は、運動
場の真ん
中の方で
遊ぶよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ケガをす
る前は縄
跳びをし
ていた。
鬼ごっこ
で挟み撃
ちをされ
そうにな
り縄跳び
台の方に
来て段差
につまづ
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くに支
援員はい
たが狭い
場所を走
り回る子
供に注意
すること
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子供
のボール
遊びや遊
具遊びな
どの見守
りや見送
りするた
め部屋の
近くにい
た。

狭い所を
走ってい
るにも関
わらず注
意するこ
とが出来
ていな
かった

引き続き
安全管理
に努める

9679

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 2 1
23.11
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

子供同士
がくっつ
いて逃げ
ていた為

なるべく
バラバラ
になるよ
うに声を
掛ける

2.不定期
に実施

実施頻度
(280)回/
年

3.未実施
実施頻度
(-)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(280)回/
年

特になし

毎日の点
検を行
い、危な
いものは
即取り除
くように
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

学童の室
内、室外
でけがに
つながる
ものがな
いように
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールに
当たらな
いように
逃げ回っ
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

コートの
外で、両
チームの
様子を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学童に
残ってい
た子供も
いた為、
運動場に
は来てい
ない

特になし

いつも全
体をみる
ように心
がける

9680

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 122 ## 12 6
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯槽骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する
研修が未
実施だっ
た。

事故予防
に関する
研修を実
施すると
ともに、
緊急時対
応に関す
るマニュ
アルを再
度職員間
で周知
し、定期
的に確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特になし

点検は定
期的に実
施してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高さが４
段階ある
鉄棒のな
かで２番
目に高い
鉄棒をし
ていて落
下する。

安全に活
動できる
よう、児
童への声
かけを徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数人の友
達と鉄棒
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒以外
の遊具で
遊んでい
る子ども
達も見守
りをして
いた為、
落下した
所は見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の支援
員は、別
の担当範
囲内での
子ども達
の見守り
をしてい
た。

対象児童
の身長よ
り高い鉄
棒を使っ
ていた
が、いつ
もその鉄
棒を利用
していた
ので支援
員の危機
意識が低
かった。

遊具の安
全な使い
かたを再
確認し、
子ども達
に適切に
伝えられ
るように
する。

9681

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 2 1
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左薬指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

見守り、
声掛けの
強化を
しっかり
と行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

タイヤで
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころから
全体を見
守り。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

離れたと
ころから
全体を見
守り。

上手くタ
イヤに手
をつけ
ず、全体
重が指に
かかって
しまった

日頃か
ら、安全
な遊び方
を子ども
達と再確
認する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9682

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 3 1
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯末端
破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
11　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員会議
内でリス
クとハ
ザードに
ついて研
修し、ま
たリスク
マネジメ
ントにつ
いて再確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
11　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
11　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
290 )回/
年

特になし

一輪車の
安全点検
を使用前
に毎回行
う。ま
た、活動
する前に
注意点を
入所児童
に説明す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

手すりを
用いて一
輪車の練
習をする
ときは、
より危険
度が低い
鉄棒を使
用するよ
うに声か
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学校の休
み時間の
練習をし
ていた
が、早く
一輪車に
乗れるよ
うになり
たいため
学童でも
練習をし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャング
ルジム全
体を視野
に入れて
見守り。
対象児が
バランス
を崩した
様子には
気づいた
が、手を
差し伸べ
て届く距
離ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内遊びや
外遊びを児
童それぞれ
が選び取っ
て遊んでい
た。支援員
は室内に1
名、屋外に
２名。屋外
では至近で
見守りなが
らも、時折
全体にも目
を配りなが
ら対応して
いたため見
ていなかっ
た。

特になし

支援員は
視野を広
く保ち、
全体を見
渡しなが
らも個々
の児童対
応をすよ
うに支援
員全員で
確認。

9683

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 3 1
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ関
節付近の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

古タイヤ
を使った
遊び方を
工夫し、
危険のリ
スクが少
なくなる
ようにす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(51)回/年

特になし

学校敷地
内にある
遊具の埋
め込み式
タイヤの
ため、学
校と安全
対策を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊びの
時に運動
場のどの
位置に支
援員を配
置するの
か事前に
確認をし
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばで支
援員が見
守ってい
たのが咄
嗟のでき
ごとで支
援員がケ
ガを防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各児童が
好きな遊
びをして
いるため
支援員が
分散して
おり、担
当者、対
象児の近
くにいな
い状況
だった。

特になし

学校とも
協議を行
い、古タ
イヤの遊
び方を工
夫し、少
しでも危
険のリス
クがない
ように努
める。

9684

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 47 47 5 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

日常的な
危機管理
能力を高
めていく
指導する

1.定期的
に実施

実施頻度
(286)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(286)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(286)回/
年

特になし

ハード面
の改善と
いうよ
り、児童
や指導員
の日常的
な危機管
理能力を
高めてい
くこと

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

日常的な
危機管理
能力を高
めていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一年生十
数名で鬼
ごっこを
始めたの
でそばで
見守る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鬼ごっこ
を始めた
ので1名そ
ばで見守
り、1名は
近くで見
守る。

特になし

遊ぶ前に
児童へ声
掛けと準
備運動を
行う。

9685

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 2 1
20.８
歳

2.女
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

放課後児童
クラブの規
約では児童
の送迎につ
いて保護者
が玄関まで
送り届ける
ことが決
まってい
る。通常は
この規約通
りにしてい
たが、事故
発生日は急
用のため本
児を駐車場
で降ろした
ことにより
発生した。

事前に保
護者より
連絡があ
れが、支
援員が特
別措置と
して、学
校の校門
まで児童
を迎えに
行くこと
も可能

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200）回/
年

特になし

学校と連
携し、門
扉が開閉
しやすい
よう周辺
の清掃等
を定期的
に行う。

7.その
他

学校の門
扉は重
く、低学
年が開閉
するのは
困難な面
があり、
規約通り
保護者が
同行して
の門扉の
利用の徹
底を保護
者に伝え
る。

児童クラ
ブとし
て、児童
へ門扉の
危険性を
理解・周
知させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
に登園し
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

学童に到
着する前
のことで
あり、学
童から校
門まで距
離があっ
たため、
対象児を
見ること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学童に到
着する前
のことで
あり、学
童から校
門まで距
離があっ
たため、
対象児を
見ること
ができな
かった。

支援員
は、児童
クラブ玄
関前に出
て児童を
迎えてい
るので、
保護者か
ら呼びか
けしてい
ただけた
ら対応で
きると思
える。

今回の事
故は学校
の門扉に
よるもの
であり、
改善は難
しいた
め、保護
者同行の
しての門
扉利用を
徹底す
る。

9686

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 4 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

特になし

ソフト面
の改善は
困難であ
るが、児
童及び支
援員に対
し事故を
防ぐため
の指導を
継続して
いく。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回以
上/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

特になし

ハード面
の改善は
困難であ
るが、児
童に対し
事故を防
ぐための
指導を継
続してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の見
守り方だ
けでな
く、遊び
方の工夫
等の改善
を検討し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッヂ
ボールの
様子を見
守り、危
険を察知
したらそ
の都度注
意をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各児童が
好きな遊
びをして
いるた
め、支援
員が分散
して見
守ってい
た。

特になし

上級生に
対し、下
級生が対
応できる
よう力加
減をする
等ケガの
危険性が
低くなる
よう工夫
をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9687

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 3 1
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ関
節付近の
骨折（ひ
び）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

古タイヤ
を使った
遊び方を
工夫し、
危険のリ
スクが少
なくなる
ようにす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(51)回/年

特になし

学校敷地
内にある
遊具の埋
め込み式
タイヤの
ため、学
校と安全
対策を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊びの
時に運動
場のどの
位置に支
援員を配
置するの
か事前に
確認をし
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばで支
援員が見
守ってい
たのが、
咄嗟ので
きごとで
支援員が
ケガを防
ぐことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各児童が
好きな遊
びをして
いるた
め、支援
員が分散
してお
り、担当
者、対象
児の近く
にいない
状況だっ
た。

特になし

学校とも
協議を行
い、古タ
イヤの遊
び方を工
夫し、少
しでも危
険のリス
クがない
ように努
める。

9688

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 99 99 11 11
21.９
歳

2.女
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折　左
手首

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

集団下校
時に子ど
もたちを
門の所ま
で見送
る。その
前に急い
で帰らな
い様に、
等の声か
けをして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし
引き続き
点検を実
施する。

7.その
他

特になし

今回は施
設外だっ
たが、施
設内、外
遊び時で
も子ども
たちに気
を付けて
歩く、急
がずに行
動する等
の注意喚
起をして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校中の
ため、指
導員は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校中の
ため、指
導員は見
ていな
かった。

特になし

集団下校
時に子ど
もたちを
門の所ま
で見送
る。その
前に急い
で帰らな
い様に、
等の声か
けをして
いく。

9689

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 19 19 4 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
左後頭部
骨折　背
部打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

放課後児
童クラブ
を利用す
る児童
は、小学
１から６
年生まで
と発達の
状況が異
なってい
ることか
ら、低学
年の利用
遊具や立
ち入れる
場所につ
いて制限
を設けて
事故防止
に努めて
いる。

再度、遊
具の利用
方法等を
見直し、
子供たち
の利用を
制限して
いくこと
にした。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2 )回/日

今回の事
故につい
ては、子
供の服装
が滑りや
すい服地
の服を着
ていて、
通常であ
れば滑る
ことが無
いところ
に座って
いたにも
かかわら
ず滑って
落ちた。

冬場は温
かい服装
で利用す
るので、
服地につ
いての制
限を設け
ることは
できない
と思われ
ることか
ら、該当
の遊具の
利用を制
限するこ
ととし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体を見
守るため
には遊具
の近くで
見守るこ
とはでき
ないため
離れて見
守ってい
た。

支援員の
配置場所
を決めて
人を配置
するとと
もに、子
供隊の利
用遊具や
敷地の中
の利用を
制限して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように元
気に来所
し、他の
子供達と
も仲良く
過ごして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

該当児童
担当とい
う支援員
はいな
い、通常
と同じ
く、外遊
びと室内
遊びに分
かれて子
供たちの
見守り支
援を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
という考
え方が無
く、出勤
している
支援員等
の全員が
通常と同
じく利用
児童の支
援を行っ
ていた。

利用児童数
に対して見
守る支援員
の数が不足
していると
も考えられ
るが、今回
の事故につ
いては、あ
りえない状
況が重なっ
て偶発的に
発生して事
故であり、
支援員を増
員しても防
げる事故で
はないと思
われる。

遊具の利
用基準や
場所の制
限など検
討したい

9690

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 3 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
腓骨遠位
骨端線離
開

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
10　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

怪我に繋
がりそう
な動きに
ついて
は、気づ
いたとき
に指導を
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

危険個所
がないか
確認、ま
た職員間
で共有の
徹底を行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

低学年で
もあるた
め、指導
員が近く
に立ち、
見守り声
掛けの徹
底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

定められ
た範囲で
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に徒
歩で移動
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童た
ちもいた
ので、そ
れぞれの
受け持ち
エリアに
分散して
いた

移動の際
は落ち着
いて行動
するよう
声かけが
出来てい
なかった

落下物や
破損個所
などない
か外遊び
前に職員
で目視で
確認をす
る

9691

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 8 8 3 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨外
顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
10　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

こまめな
声かけや
目配りを
怠らな
い。事前
に職員側
で危険予
知をおこ
ないなが
ら指導を
していく

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

危険個所
がないか
確認、ま
た職員間
で共有の
徹底を行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特に身体
を使った
遊びの際
は、近く
に職員が
必ず見守
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

学校で友
達とトラ
ブルにな
り落ち込
んでいた
が、宿題
が終わり
元気に
なったよ
うで、そ
の後は普
段通りに
過ごして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

カンファ
レンスの
ための
ミーティ
ングを
行ってい
たため、
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体的に
落ち着い
ていたの
で、カン
ファレン
スのミー
ティング
を行って
いた。そ
のため、
見守りが
手薄に
なってい
た

特になし

安全に活
動をする
ための
ルールの
共有、ま
た大人が
先に危険
予知を
し、見守
りの徹底
をおこな
う事

144 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9692

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 2 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首成
長軟骨
骨折（全
治8週間見
込み）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

特になし

児童本人
の転倒に
よる受傷
であるた
め、ソフ
ト面での
改善点は
ないもの
と考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

庭の地面
が芝のた
め、縄跳
びが芝で
跳ね返
り、その
縄に引っ
掛かって
転倒した
可能性も
ある。

縄跳びを
する際に
芝でない
場所で行
う。芝の
手入れの
頻度を増
やし、芝
が短い状
態を保つ
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由時間
のため遊
ぶスペー
スが入り
乱れてい
た可能性
もある。

鬼ごっこ
をする
ゾーン、
縄跳びを
するゾー
ンなど、
ゾーン分
けを行う
と接触に
よる転倒
の危険は
防げる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
身体を動
かして遊
ぶことを
好み、い
つもと変
わらぬ様
子であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びを
している
児童、全
体の見守
りを行っ
ていた。
普段から
児童と一
緒に縄跳
びを跳ぶ
ことはほ
とんどな
く（逆に
危険なの
で）防ぎ
ようがな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で過
ごす児童
の見守り
を行って
いたた
め、受傷
後の児童
の応急処
置を対
応。

特になし 特になし

9693

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 5 4
19.７
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折（右
冠指末節
骨開放骨
折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

コミュニ
ティセン
ター案内
板に対す
る危機管
理がな
かった。

コミュニ
ティセン
ター職員
へ相談
し、児童
クラブ開
設時間帯
は収納さ
せてもら
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

3.未実施
実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

備品によ
る怪我で
あるが、
安全性に
ついて話
し合う必
要があっ
た。

児童クラ
ブ開設中
は、案内
板を収納
させても
らうこと
にした。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

施設利用
者に対す
るコミュ
ニティセ
ンター案
内板の設
置につい
て、コ
ミュニ
ティセン
ター側と
相談して
おくべき
であっ
た。

今後児童
クラブ開
設中は案
内板を収
納してお
くことを
コミュニ
ティセン
ター側の
同意をも
らい、改
善策とし
て共有し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレに
一人で向
かった
が、後方
で音がし
たため振
り返った
拍子に案
内板がぶ
つかり児
童に倒れ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

廊下には
特に担当
の職員は
おらず、
室内の見
守りをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

育成室に
て室内の
見守り・
支援を
行ってい
た。

トイレに
行く児童
に対し、
気を付け
るよう注
意喚起を
行ってお
けばよ
かった。

育成室を
出てトイ
レ等に行
く児童に
は声掛け
し、必要
に応じ見
守りをす
る。

9694

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 4 4
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手関節
橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
に関する
研修も取
り入れな
がら安全
対策に取
り組む。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎週　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎週　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎週　)回
/年

特になし

これから
も定期的
に安全点
検を実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びが
広範囲・
多様化し
て一人一
人に目が
行き届か
ない。

外の遊び
を支援員
の人数で
決めて1つ
の遊びに1
名の支援
員が付い
て、より
しっかり
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びの
終了時間
で児童に
声掛けを
してい
て、対象
児から目
を離した
ときに転
んだ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びの
終了時間
で他の児
童に声掛
けをして
いた。

終了の声
掛け後も
縄跳びリ
レーの途
中で走っ
ていた。

児童の特
性をとら
えて、児
童にあっ
た遊び道
具を選ぶ
よう指導
する。

9695

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 19 19 4 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肩鎖骨
骨折・頸
椎回旋固
定

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事前に施
設の安全
点検、外
遊びの
ルールの
徹底

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週２～
３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

事前に施
設の安全
点検、外
遊びの
ルールの
徹底

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

事前に施
設の安全
点検、外
遊びの
ルールの
徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会前
で他の児
童とか
けっこし
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全員で見
守りはし
ていた
が、目を
離した瞬
間の出来
事であっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全員で見
守りはし
ていた
が、目を
離した瞬
間の出来
事であっ
た

特になし 特に無し

9696

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 4 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
２４　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

気を付け
ることは
毎日話を
している
が、毎日
児童が登
所する前
にしっか
りとミー
ティング
を短時間
でもつよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

石壁なの
で蹴った
り、わざ
と当たっ
たりしな
いよう声
掛けす
る。

他にクラ
ブの庭に
危険なと
ころがな
いか再度
点検す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
鬼から逃
げるのと
早く壁に
着くため
にスライ
ディング
した。

危険な行
為をしな
いように
常に声掛
けと、遊
びのルー
ルに危険
がないか
考える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動が得
意な児童
なので元
気にゲー
ムに参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スライ
ディング
をしたと
きに注意
をした。
その時は
痛がる様
子はな
かったの
で、壁に
当たって
いないと
思ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の支援
員は離れ
たところ
で他の児
童を見て
いた。

ゲームの
時など当
たったら
危ないと
思うとこ
ろに支援
員は立つ
ようにす
る。

特に無し
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9697

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 3 1
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし
特にな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

ドッチ
ボールよ
りも柔ら
かいボー
ルを使用

もう少し
柔らかい
ボールに
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

近くから
力いっぱ
い投げな
いように
距離の確
保・声掛
けを行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同じよう
に大好き
なドッチ
ドッチに
参加

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判と副
審二人体
制。何か
あったら
対応でき
るように
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玄関やそ
の他の子
ども達の
見守り

当てるの
に夢中に
なって近
くから当
ててし
まった

活動に入
る前に全
体でボー
ルを確
認・スト
レッチや
準備運動
（怪我し
ない体作
り）に務
める

9698

令和
5年7
月28
日

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 3 1
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首付
近の前腕
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

マニュア
ルを備
え、職員
研修も実
施してお
り、職員
配置基準
も満たし
ているこ
とからソ
フト面の
問題はな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/週

園庭に張
られた
ロープに
引っか
かったこ
とが要
因。引っ
かかった
場所付近
に張られ
たロープ
は固定が
甘く、足
に引っか
かりやす
い状態に
なってい
た。

当該ロー
プについ
て、杭を
複数個所
増やして
固定し直
し、足に
引っかか
る危険性
を少なく
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で遊
ぶ際の
ルールに
ついて、
園庭に張
られた
ロープで
転倒する
ことを想
定してい
なかった
ことが要
因の一つ
である。

園庭の
ロープ付
近での鬼
ごっこ等
走る可能
性のある
遊びをす
る際は、
十分注意
するよう
に園庭の
遊びルー
ルを変更
し、児童
たちに周
知した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所後、
普段通り
宿題を済
ませてお
やつを完
食し、他
の児童と
共に園庭
で元気に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
その付近
の子を離
れた場所
から見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内活動
の児童の
対応をし
ていた。

なし

児童の様
子を視認
できる場
所へ職員
の配置が
出来てお
り、危険
行為につ
いては制
止するこ
とが可能
であった
ため、人
的面での
問題はな
い。

9699

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

28 2 2
18.６
歳

1.男
児

滲出性中耳
炎、チュー
ブ挿入

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

中耳炎
8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3)回/年

2.基
準配
置

プール
ノートに
プールに
入る際の
配慮事項
の欄がな
く、口頭
での申し
送りと
なった。

誰が見ても
分かる引継
ぎの書式(入
園から年長
組まで)職員
間の共有す
べき事項の
書式を作
り、保育園
の安全管理
のあり方を
改善してい
きたい。
プールノー
トにプール
に入る際の
配慮事項の
欄を設け
る。プール
活動をする
前に子ども
ひとり一人
の健康状況
を職員集団
で把握共有
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

特になし

施設、整
備面では
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

プールあ
そびは大
好きで楽
しんでい
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者か
ら耳栓を
してほし
いと言わ
れていた
が、担任
は保護者
から手渡
ししてて
もらえる
と思い耳
栓を使用
すること
を忘れて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同上

耳栓の必要
性を理解し
ていたら、
耳栓なしで
プールに入
ることはな
かった。
プールノー
トに耳栓着
用など記入
する欄があ
れば、ノー
トをチェッ
クする際に
気が付け
た。

保護者から
年度初めに
健康記録表
を提出して
もらってい
る。健康状
況をプール
前に保護者
と確認する
ことを徹底
する。プー
ルノートに
配慮欄を設
けて見落と
しがないよ
うにする。

9700

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

11 1 1
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員配置
に問題は
ないた
め、改善
策はなし

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200　　)
回/年

特になし

ハード面
には問題
がないた
め、改善
策はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士は
テラスで
保護者対
応をして
おり、保
育室の様
子を確認
できてい
なかった

保護者対
応の際も
保育士は
子どもの
様子を気
にかけ、
保育室全
体を見守
り把握す
ることを
職員間で
再確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児と他
児１人が
席を立ち
保育室の
中を歩き
始めた。
その際、
本児が机
の脚につ
まずいて
転んだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

テラス
で、迎え
に来た保
護者の対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
担任保育
士が1人で
保育して
おり、他
の職員は
周りにい
なかっ
た。

特になし

保護者対
応の際も
保育士は
子どもの
様子を気
にかけ、
保育室全
体を見守
り把握す
ることを
職員間で
再確認す
る。

9701

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

25 20 18
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

職員全体
で情報共
有の機会
を作り、
事故防止
について
検討す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

施設、設
備面での
改善が必
要な事故
ではな
かったた
め。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動きを想
定した移
動の方法
を取るべ
きであっ
た。

整列して
移動する
など、落
ち着いて
行動でき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

準備体操
をするた
め、自分
の席から
園庭に移
動。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
に声をか
け、見守
りながら
指示を出
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子ども達
の動きを
見守って
いた。

特になし

人的な面
での改善
が必要な
事案では
なかった
ため。

146 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9702

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

16 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

ジャング
ラミング
で園児が
遊んでい
る時は保
育者が側
で見守る
体制を
とってい
る。

普段にして
いる遊び方
だったため
落下すると
は予測しに
くかったこ
ともあっ
た。常に
色々な状況
を考え行動
できるよう
研修等で共
通理解を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

遊具のま
わりには
マットを
しいてい
るので衝
撃は緩和
されたと
考えられ
る。

マットの
状態を遊
ぶ前に確
認する。
またマッ
トの上に
砂がたま
りがちな
ので定期
的に取り
除く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段通り
登り棒で
降りよう
とした瞬
間に落下
してお
り、普段
の遊びを
通して身
体づくり
をしてい
く必要が
ある。

子どもた
ちが自分
に身を守
れるよう
な運動遊
びを計画
的に取り
入れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ジャングラ
ミングで普
段からよく
遊んでお
り、登り棒
を使っての
滑り降りは
何度もして
いた。当日
も保育者の
見守りのも
と普段通り
に登り棒か
ら滑って降
りようとし
たが、本児
が登り棒を
しっかり握
れていない
状態で降り
ようとして
しまい落下
した。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

ジャング
ラミング
には該当
園児しか
いなかっ
たので、
保育者は
すぐ側で
本児の様
子を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
がすぐに
看護師を
呼びに行
き、本児
の状態を
確認す
る。

普段して
いる動き
だったの
で、園児
にも職員
にも危機
意識が低
かったか
もしれな
い。

ジャング
ラミング
での遊び
方、注意
事項を子
どもたち
に再度徹
底する。

9703

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 9 10 9 12 14 8 14 14
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の見
守り配置
には、更
に工夫の
余地が
あったと
思われ
る。

急激な動
きを伴う
遊具での
活動場面
では、よ
り一層見
守りに注
意を払う
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

当該遊具
に構造上
の問題等
はなく、
引き続き
定期的な
点検を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
予測され
る動きに
応じた見
守りを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

４歳児の
姉と一緒
にあそん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の活
動エリア
に居た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた位
置から園
庭全域を
見ている
職員しか
居なかっ
た。

年上児と
一緒の場
面では、
より大き
な力や速
度が加わ
ることも
あるの
で、留意
が必要で
ある。

事故はい
つでも起
こり得る
いう意識
を持って
保育にあ
たること
を、職員
間で再確
認してい
く。

9704

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 12 11 11 5 3
15.３
歳

1.男
児

事故以前より
本児の聞こえ
について担任
が気になる点
があったが、
未検査の状態
であった。事
故後に検査し
左難聴と診
断。事故との
関連性は不明
とされていた
が、経過観察
後事故が理由
ではないとの
判断に至っ
た。

8.その他
1.負
傷

6.その他 1.頭部

頭部外
傷、左鼓
室内血
腫、左外
耳道異物

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

担任数は
そろって
いたが、
朝の受け
入れの時
間帯であ
り他の保
護者等へ
の対応の
為、園庭
での子供
の見守り
に不十分
な部分が
あった。

受け入れ
の時間帯
での園庭
の見守り
を徹底す
るよう内
容確認と
周知を
行った。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

壁面が登
れるよう
になって
おり、壁
にまた
がった状
態でいた
ところ他
の園児が
接触し
た。同じ
遊具に複
数の園児
が遊んで
密になっ
ていた。

密になら
ないよう
に声がけ
をするな
ど職員へ
の周知を
徹底す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

タクシー
通園の子
どもの受
け入れと
重なり、
見守りの
職員が手
薄になっ
た。

受け入れ
の時間帯
には見守
りを重点
的に行う
よう周知
確認を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り朝の荷
物の片づ
けを終え
て、友だ
ちと園庭
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の朝
の受け入
れをしな
がら、離
れたとこ
ろで本児
やその他
の子ども
たちの遊
ぶ様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年長児の
竹馬練習
の対応を
していた
ため本児
の動きを
見ていな
かった。

朝の受け
入れの時
間帯で保
護者や他
児への対
応にあ
たってお
り、園庭
で遊んで
いる子ど
もへの見
守り安全
対応が足
りなかっ
た。

受け入れ
の忙しい
時間帯に
は子ども
の活動に
合わせ
て、他ク
ラスの職
員とも声
を掛け合
うなど連
携して対
応してい
く。

9705

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

14 3 3
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

危険な要
素がある
時は速や
かに状況
を見守れ
る位置に
移動して
配慮する
必要があ
ると思わ
れる。

発生した
事故につ
いて、再
発防止策
を職員間
に周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

危険の要
素がある
時は速や
かに状況
を見守れ
る位置に
移動して
配慮する
必要があ
ると思わ
れる。

外部施設
である
為、特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ネット上
でわざと
バランス
を崩して
倒れると
いう事も
楽しんで
いる様子
であっ
た。

気持ちが
高ぶりす
ぎる事で
事故や怪
我などに
繋がらな
いように
こまめな
声掛けや
遊び方を
伝える
等、配慮
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

バス遠足
という事
で普段よ
りも気持
ちが高
ぶってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

集団行動
が難しい
子や遊具
を怖がっ
て遊べな
いでいる
子の傍に
付いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

大型ネット
遊具で14名
の子どもが
遊んでお
り、保育者
は分散して
子どもの様
子を見守っ
ていた。日
頃から危険
な行動を取
る子ではな
く、事故当
時も危険な
遊び方をし
ていなかっ
た為、対象
児の動きを
注視してい
なかった。

日頃か
ら、危険
を伴うよ
うな遊び
をする子
ではな
く、注視
して見守
るような
状況では
なかっ
た。

気持ちが
高ぶりす
ぎる事で
事故や怪
我などに
繋がらな
いように
こまめな
声掛けや
遊び方を
伝える
等、配慮
する。
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9706

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 0 0 0 9 12 7 0 3 3
18.６
歳

1.男
児

R●年●月に
左上腕（今
回と同じ個
所）を骨
折。家庭で
の事故によ
る。年度内
に完治。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭での職
員の立ち位
置やチェッ
ク項目につ
いて保育所
の安全管理
マニュアル
で定めてい
るが、今回
の事故を踏
まえ改めて
児童一人ひ
とりの遊び
の状況につ
いての把握
をしっかり
と行い、子
ども自身に
も安全に遊
ぶための注
意事項につ
いて、わか
りやすく知
らせる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/日

点検で不
具合が見
つかった
遊具は修
繕が終了
するまで
使用を禁
止し、児
童が使用
しないよ
う、取り
外したり
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全管理マ
ニュアルで
職員の立ち
位置は決
まっている
が、その日
の職員配置
や状況によ
り、職員間
で声を掛け
合い、臨機
応変な対応
を心掛け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だち4名
と雲梯横で
ごっこ遊び
をしてい
た。その際
走ったりす
るような動
的な動きは
なく、集団
でおしゃべ
りを楽しむ
姿が見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

砂場付近
から園庭
全体を見
守ってお
り、対象
児を含む
子どもた
ちの遊ぶ
姿を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他2名の保
育士は、
それぞれ
滑り台、
雲梯の介
助を行う
ために遊
具で遊ぶ
子どもた
ちに付き
添ってい
た。

その日の職
員配置、そ
の場の状況
により、必
要な職員数
が揃うまで
遊ぶ遊具を
限定した
り、子ども
達にも時間
を決める等
してその
時々で約束
をわかりや
すく伝え、
安全に遊べ
るよう配慮
する。

9707

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

11 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

事故の原
因を分析
し、再発
防止に向
けて職員
間での情
報共有、
注意喚起
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

子どもたち
が遊びだす
前に固定遊
具からの落
下クッショ
ン材として
鉄棒下に
マットを敷
き対応して
いた。マッ
トの高さで
段差ができ
たり、ずれ
てしまう可
能性があ
る。

マットの
高さで段
差ができ
たり、ず
れてしま
う可能性
があるこ
とも考慮
し、人工
芝を地面
固定し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

軽マット
のため運
びやすい
が、表面
はつるっ
としてい
る。

運動遊び
は保育士
が側につ
いていら
れる時に
行うよう
にする。
また、そ
の際の環
境設定は
保育士が
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好きな場
所に移動
し、遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

複数名をみ
ていた。対
象児の居場
所の確認は
していた。
また、本児
の遊び方も
日常であ
り、歩いて
移動してい
たため特に
本児の直近
で寄り添う
見守り方で
はなかっ
た。離れた
場所で他児
の遊びの対
応をしてい
たので、す
ぐに駆け付
けることが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育倉庫
に用具の
片づけを
していた
保育士2名
で対象児
が鉄棒近
くにいる
ことに気
づいた
が、転倒
した際手
を差し伸
べること
ができな
かった。

各場面で
の遊び方
や危険に
対する判
断につい
て職員で
共有しあ
い、子ど
もへの働
きかけや
援助の仕
方を同一
にする。

担任１名
は子ども
たちが遊
ぶ様子の
見守りを
行うが、
子どもの
活動に合
わせて立
ち位置に
留意す
る。

9708

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 33 20 16 16
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

遊びが活
発になっ
たり、気
のゆるみ
から注意
力がなく
なってき
た。

子どもた
ちに安全
に気を付
けて遊ぶ
よう声を
かけた。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

雲梯下に
クッショ
ン性のあ
るマット
が敷いて
なかっ
た。

雲梯下に
クッショ
ン性のあ
るマット
を敷くよ
うにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任がそ
ばにいな
かった。

担任以外
の保育士
も気にか
けてみる
ようにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯で遊
んでいる
途中

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の遊
びを見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
自分近く
の子を見
ていた。

雲梯のそ
ばに職員
がいな
かった。

雲梯が見
える場所
に職員に
職員が立
ち、意識
的に見る
ようにし
た。

9709

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

40 12 12 16 10 8
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左モンテ
ジア骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

事故防止マ
ニュアルに
は骨折の判
断項目が記
載されてい
たが、当該
児童が運動
会競技中に
転倒した
際、痛がる
様子や見た
目の異常が
見られな
かったた
め、競技を
続行した。

常に園児
の行動を
予想し、
安全だと
思われる
場所にお
いても目
を向け、
安全確保
を怠らな
いように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(36)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(36)回/年

運動会
中、児童
が遊具に
触れるこ
とはな
く、遊戯
室の床も
滑りやす
い状態で
はなかっ
た。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会の
リレー競
技練習中
は、当該
児童、他
の児童も
転倒する
ことはな
かったた
め、予定
通り競技
を行っ
た。

園児にも内
ズックを履
く意味を繰
返し伝え、
園児自身も
ケガの予防
の意識を高
める。保育
士も、今行
われている
活動の中で
どこに危険
要因がある
かを見極
め、子ども
の動きに応
じた、事故
予防のため
の声がけを
していく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面等
特に問題
がなかっ
たため、
運動会へ
参加し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

リレー競技
中、当該児
童の中ズッ
クが片方脱
げ転倒した
際、担当職
員が補助に
入ったが痛
がる様子も
なかったた
め、競技を
続行した。
再び転倒し
た際は、児
童が自ら立
ち上がり走
り出した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

運動会へ
参加した
職員全員
で競技を
見ていた
が、当該
児童が転
倒した際
は最も近
くにいた
担当職員
が対応し
た。

事故発生
時、当該
児童が履
いていた
中ズック
のサイズ
が不適当
であっ
た。

競技前、
ズックの
ゆるみを
確認する
ととも
に、保護
者には子
どもの足
に合った
サイズの
ズックの
着用を依
頼する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9710

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

23 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

　右肘の
骨のひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

昼食後、
休憩を挟
んだもの
の体がつ
いていけ
なかっ
た。

舞踊戯の
練習する
にあた
り、場所
の環境設
定や子ど
もの状況
をしっか
り把握し
取り組む
べきで
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

机や椅子
などは片
づけて
行ってい
た。

今後も、
施設の安
全に配慮
して活動
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戦いの
シーンの
練習だっ
たので、
子どもの
動きの危
険を想定
するべき
であっ
た。

保育室で
の活動の
為、他の
職員はい
なかっ
た。練習
を伴う活
動には特
に配慮が
必要であ
り、環境
を整え考
慮すべき
であっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

舞踊戯の
戦いの
シーン
で、他児
とすれ違
う場面の
行動

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

その一場面
の練習をす
るため、そ
の役の子ど
も達のみに
指導にあた
り、対象児
が転倒する
ところは少
し離れてい
たので配慮
が必要で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室の
活動のた
め、他の
職員は見
ていな
い。

動きのあ
るシーン
だったの
で、危機
感を持っ
て練習す
べきで
あった。

焦らず
に、ゆと
りを持っ
て指導を
行ってい
く。

9711

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 14 16 17 18 5 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１５　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故につい
て、再発
防止のた
め、また
今後どの
ように居
残り保育
を運用し
ていくか
職員で話
し合いを
行った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

毎月１回の
点検だけで
はなく日々
の点検を行
い、事故に
繋がること
が予想され
る場合はす
ぐに改善で
きるように
する。鉄棒
の下にマッ
トを敷き怪
我の予防に
努める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒で回
るだけで
なく、
座って周
りを眺め
ている子
もおり、
座ると転
落の危険
性はあっ
た。

危険性を
考えて、
鉄棒の使
い方を確
認する。
鉄棒の上
に座らな
いよう周
知する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒の水
平部分に
座って所
庭の様子
を眺めて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

迎えに来
たほかの
保護者へ
の対応を
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くに保
育士が１
名いた
が、タイ
ヤ遊具で
遊んでい
る２、３
歳児を見
守ってい
て、本児
が鉄棒か
ら落ちて
気づい
た。

本児が怪
我をした
際、頭部
の痛みを
訴えてい
たため、
鎖骨の怪
我だとい
うことに
気が付か
なかっ
た。

保育士が
自己判断
せず、病
院を受診
してもら
うように
する。

9712

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

10 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨・尺
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

●月から入
園した園児
であったの
で大型遊具
等で遊ぶこ
とに慣れて
いなかった
が、挑戦す
る気持ちが
あり他児の
ように2階
部分から
座ってロー
プネットに
ぶら下がっ
たが、すぐ
に手を離し
落下して手
首を骨折し
た。

近くに保育
士はいたが
本児の遊具
に対しての
能力が理解
できていな
かった。ま
た、担任が
本日休みと
いうことは
わかってい
たので日頃
から運動能
力について
共通理解が
必要であっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

子どもた
ちが楽し
んでよく
遊ぶ遊具
である
が、子ど
もたちも
慣れてき
て次に挑
戦しよう
とする気
持ちが
あったよ
うに思
う。

しっかり
と子ども
の動きを
見る必要
があっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の様
な怪我を
想定し、
危ないこ
ともある
と子ども
に伝える
必要があ
る。

子どもの
動きを想
定し、
個々の子
どもの能
力により
怪我のお
それがあ
る箇所を
職員間で
共通理解
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

危険な姿
はなく遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

大型遊具
の近くに
ある畑に
動物が糞
尿をして
いたた
め、大型
遊具で遊
ぶ子ども
たちを気
にしなが
ら取り除
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスの
子どもた
ちと一緒
に遊び見
守ってい
た。大型
遊具から
は離れた
場所で保
育をして
いた。

周りの職
員に声を
かけ、動
物の糞尿
処理か見
守りをす
るべきで
あった。

大型遊具
での危険
な場所を
再度確認
し、遊具
での遊び
からは目
を離さな
いように
する。本
児の挑戦
欲は大事
にしなが
ら過信し
ないよう
に配慮し
ていく。

9713

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 9 10 3 1
17.５
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手薬指
付け根骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２)回/年

1.基
準以
上配
置

日々の子
供の活動
等につい
て情報共
有をす
る。安全
管理マ
ニュアル
の確認。
環境構成
の配慮、
子どもへ
の注意注
意喚起（3
歳以上
児）

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

環境の整
備が甘
かったと
思う。注
意喚起不
足

事故状況
の共有と
何故発生
したかを
深堀し環
境設定配
慮の徹底
段差のあ
る場所の
確認と対
応

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故が起
きた場所
に園児が
行くのを
確認した
だけだっ
たので、
子どもの
姿の予想
が不足し
ていた。

活動前の
環境設定
や子ども
の予想さ
れる活動
がしっか
りと保育
に活かさ
れるよう
にしてい
かなけれ
ばいけな
い

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
は良好。
未満児さ
んがテラ
スから園
庭に出て
くる様子
を見て園
庭から
走って迎
えに行き
顔面から
転倒して
しまう。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体が見
えるよう
園庭の真
ん中に立
ち、遊び
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は呼びか
けで戸外
の園児を
見守る。
事務所の
先生は、
本児を安
静にし看
護師を呼
び対応を
してもら
う。

なし

保育する
うえで職
員の立ち
位置、配
置

9714

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

128 8 20 18 31 26 25 33 32
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
基節骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

本児が今
回のけが
の前に
も、一週
間のうち
に二回
程、転倒
などでの
擦り傷の
治療をす
るなど、
少し落ち
着かない
状況は
あった。

現状を踏
まえ、遊
び方への
配慮や精
神的な安
定を図る
ことが必
要。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

自由に使用
できる梯子
を使用して
の事故で
あったた
め、職員の
対応も含め
その自由に
使用できる
梯子の使い
方の周知の
仕方に要因
があったと
考えられ
る。

子ども達
が主体的
にいろい
ろな用具
を利用で
きる環境
を目指
し、対応
していた
がその利
用の仕方
について
周知す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士は
ほぼ園庭
で子ども
達と一緒
に遊んで
いたが、
梯子を立
てかけ遊
ぶ場面に
気づけて
いなかっ
た。

園庭であ
そぶ時の
全体が把
握できる
職員を声
掛けなど
の連携を
深める必
要性。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

創意工夫
するあそ
びのでき
る本児だ
けに、危
険をイ
メージで
きる状況
判断に
至ってい
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は他
の子ども
達としっ
ぽ取りあ
そびをし
て遊んで
おり、本
児の様子
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
のあそび
にはつい
ていた
が、全体
をみてい
る職員が
いなかっ
た。

職員が梯
子をいろ
いろな使
い方で遊
ぶことに
慣れすぎ
ていたた
め、危険
を察知す
る力に欠
けてい
た。

危険個所
の点検だ
けではな
く、遊び
方への支
援ととも
に危険な
あそび方
への配慮
と注意を
日々の振
り返りの
中で身に
着けてい
く。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9715

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

9 3 5 1 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足代4指
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

研修の内
容を職員
全員で周
知する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

遊具等の
安全につ
いてさら
に注意深
く確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育職員が
さらに子ど
もと近い距
離で見守
る。子ども
にも遊具の
使用方法や
注意点につ
いて説明す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友だち
が滑り台
をしたの
でそのあ
とにつづ
きすべっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
横で見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各遊具を
保育士が
見守って
いた

スピード
がつきす
ぎ本人が
側面に足
をぶつけ
た

滑り台の
横で見守
り常に手
を差しの
べるよう
に配慮す
る

9716

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

69 0 0 0 21 21 27 8 8
16.４
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左中指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

本児がよ
く遊んで
いる遊具
なので
「大丈夫
であろ
う」と
思った。

慣れた遊
具でも、
保育士の
言葉がけ
が必要で
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

マットが
薄手で
あった。

マットを
交換す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児は遊
び始めて
30分が経
過してい
たが、本
児は登園
して直ぐ
だった。

固定遊具
で遊ぶ前
に準備体
操をした
り、遊び
の確認を
するべき
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園した
ばかりで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

同じ固定
遊具にい
たが、年
中児の登
り棒の支
えをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他に7人職
員はいた
が対象児
から離れ
た園児と
関わって
いた。

園児が危
険意識を
持って遊
ぶような
声掛けを
して活動
するべき
であっ
た。

登園した
ばかりの
園児も危
険意識を
持って遊
ぶような
声掛けを
活動前に
する。

9717

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

3 1 1
17.５
歳

1.男
児

骨形成不全症
のため、極端
に力がかかり
すぎると骨折
しやすい。常
時保育士がそ
ばにつき必要
時は手助けし
たり、戸外遊
び時は歩行器
や散歩時はバ
ギーを使用し
ている。

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

週末で午前
中にも体を
動かす活動
が多かった
ため、疲れ
が溜まった
午後からの
当番活動
だったた
め、負荷が
かかりやす
かった。

当番活動の
内容を再考
し、本児が
上雑巾担当
となる場合
はバケツ係
を増員し、
たくさんの
雑巾を担当
しないよう
にする。

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中の
活動の疲
れが出て
いたかも
しれない
が、当番
活動をや
る気で張
り切って
いた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

担当保育
士ではな
くフリー
保育士が
ついてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各職員は
自らの担
当の仕事
をしてい
た

年長になり
半年過ぎ
て、本児が
さまざまな
経験から自
信を持って
意欲的に
なっていた
ところで、
なんでも自
分でしよう
とする傾向
があった

無理をする
と危険が伴
うと少しで
も感じた時
は積極的に
本児に声を
かけ、ス
ピードを緩
めたり、本
児が用心す
るようにし
ていく

9718

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

20 1 1
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

話し合いの
中で、今回
のケースで
骨折に至る
こともある
ことを周知
し、意識し
ながら保育
できるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

木の根が
出ている
ことは把
握してい
たが、太
くて切れ
ず、取り
除くこと
ができな
かった。

木の根を
取り除く
ことはで
きないた
め、マッ
トを敷い
てつまづ
きにくく
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

夢中に
なって
走ってい
たため、
木の根を
よけるこ
とができ
なかっ
た。

木の根が
出ている
ところで
は気を付
けて遊ぶ
ことを子
ども達に
も知らせ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夢中に
なって
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ちょうど
担任が休
憩をとる
ために引
継ぎをす
る時間で
あり、現
場を見て
いた保育
士がいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の保育士
も戸外に
出ていた
が、他ク
ラスの子
どもと遊
んでいた
ため気付
くことが
できな
かった。

木の根が
出ている
ところは
園庭の隅
のため、
死角にな
ることが
ある。

木の根が出
ているとこ
ろは躓きや
すいことを
意識し、木
の根の近く
で子ども達
が遊んでい
るのを見か
けたら、自
分の担当で
なくても声
をかけて注
意を促す。

9719

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

8 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

ひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

登り坂遊具
で園児が遊
ぶ場合は必
ず職員が見
守る・登り
坂には自分
の力で登
る・友達を
押さないな
どのルール
を作り、職
員や園児に
も伝えて
あった。当
日も遊具の
すぐ横で他
児の援助し
たり見守っ
たりしてい
たが、他児
が本児の腕
をはずすよ
うな行為を
することを
想像してい
なかったた
め、間に合
わなかっ
た。

遊具で遊
ぶ場合、
どんなこ
とが想定
されるの
か職員間
で話し合
い、想定
される内
容を周知
してお
く。ま
た、園児
にも危険
な遊び方
や行為を
しないよ
うもう一
度話して
おく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

降りる場
所には
マットを
敷いてい
たが、手
の付き方
によって
は怪我に
つながっ
てしまう
場合もあ
る

厚さのあ
るマット
に変え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具に登っ
ていた園児
を見ていた
為、遊具の
上で起きて
いた本児と
他の園児と
の思いに気
づくことが
出来なかっ
た。また、
何度も遊ん
でいる遊具
で今まで今
回のような
ことがな
かったの
で、安心し
ていた。

登ってい
る園児の
援助をし
ながら
も、他児
の様子に
気を配る
ようにす
る。普段
からやっ
ていて慣
れている
遊びで
も、何が
あるかわ
からない
という危
機管理意
識を持ち
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会で
登り坂遊
具に登る
競技が
あったの
で、一人
で登れる
よう挑戦
を続けて
きた。当
日も友達
と一緒に
挑戦し
登ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は登り坂遊
具に登っていた
子を援助してい
た。本児が降り
る際、膝から落
ち横に倒れる形
で肘をつく姿を
みた。上から
「ごめんね、ご
めんね」という
声を聞き泣いて
いた本児の側に
行った。痛がり
泣いていたので
看護師に見ても
らい保護者に連
絡をした。その
後謝っていた他
児にどうしたの
か聞くと「押し
ちゃった」と答
え、本児も「押
された」と教え
てくれた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
と遊ぶ等
していた
ので、本
児と職員
の動きに
は気づい
ていな
かった。

本児の腕を
外した園児
は、こだわ
りが強く自
分が思った
ことはやり
通す面が普
段から見ら
れている。
今回も早く
どいてほし
い気持ちが
優先されて
しまった。
保育士が遊
具に登って
いる園児の
関係性や気
持ちに寄り
添えていな
かった。

園児一人
ひとりの
気持ちに
気づける
ような関
わりを持
ち、園児
の行動の
見通しが
持てるよ
うにして
いく。
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9720

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 21 19 20 5 5
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこで
遊んでいる
状況は把
握・見守り
をしていた
が本児の行
動は予測で
きず、転倒
時に対応で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の対
応、見守
りをして
いたため
対応でき
なかっ
た。

ボックスは
遊具エリア
との境界の
ために設置
されてお
り、飛び越
えて遊ぶ目
的で使用す
るものでは
ないが、鬼
ごっこで逃
げている状
況で咄嗟に
ジャンプを
したと思わ
れる

幼児クラ
スに向け
戸外遊び
のルール
の再確認
をする

9721

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

16 3 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左棟トウ
骨遠位端
骨折　左
尺骨遠位
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

固定遊具
での過去
の事故例
を（自園
他園に限
らず）職
員で共有
し、知識
の蓄積が
不足して
いる。

職員体制
に余裕が
あれば、
フリー保
育士が散
歩時に引
率する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

ウンテイは
高さがあっ
たため、途
中で怖くな
る場合を考
えて、取り
組む前にそ
の都度怖く
ないか等こ
どもと確認
することも
必要と思わ
れる。

保育士が
補助につ
くべき場
所を、そ
の子の実
力によっ
て変える
べきだっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ウンテイ
の対象年
齢が6歳～
であり、
園児は10
月に6歳に
なったば
かりであ
るが、ウ
ンテイに
対応する
体力はつ
いていな
かったと
考えられ
る。

高さのあ
るウンテ
イなど
は、公園
での遊び
方で使用
を控える
というこ
とも選択
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもの
本児より
も積極的
で、いつ
もはやろ
うとしな
いウンテ
イにチャ
レンジし
ようとい
う姿だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ウンテイに
取り組む子
に、個別に
ついてい
た。対象児
にも個別で
対応してい
た。ウンテ
イに両手で
飛びついた
と思ったら
すぐに落下
し、手を差
し伸べたが
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園に戻る
時間だっ
たため、
公園内の
集合場所
に園児を
集めてい
た。

普段の活動
では、運動
面に自信の
あるお子さ
んではな
かったが、
ウンテイに
いきなり両
手でつか
まってしま
い、自分の
体重を支え
きれなかっ
たと思われ
る。

本児がウン
テイに取り
組むことは
初めてのこ
とだったの
で、事前に
手の使い方
などを伝え
るようにす
る。落ちた
時に受け止
められる位
置に居るべ
きだった。

9722

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

28 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

事故予防に
ついては、
他都市や他
園での事例
もミーティ
ング時に周
知するなど
している
が、自園で
の対応も同
時に確認し
ていくよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

今回の事
故につい
ては、施
設的に不
十分な点
は見受け
られな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもと
違う環境
（畑）で
の活動と
いう事
で、子ど
もの気持
ちに高揚
感があっ
た。

高揚感を感
じたり、興
奮したりす
ることが見
受けられる
時は、いつ
も以上に子
どもの様子
にきを配っ
て見守りを
していく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

楽しみに
している
畑での活
動で高揚
感が見ら
れてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

畑の場所
はそれほ
ど広くな
いので、
近くで見
守ること
ができて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

畑の場所
はそれほ
ど広くな
いので、
近くで見
守ること
ができて
いた。

いつもと
違う環境
（畑）で
の活動と
いう事
で、子ど
もの気持
ちに高揚
感があっ
た。

高揚感を感
じたり、興
奮したりす
ることが見
受けられる
時は、いつ
も以上に子
どもの様子
にきを配っ
て見守りを
していく。

9723

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 9 30 22 9 9
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

座っても良い場
所ではないとこ
ろに座ってい
た。傍に他の年
齢の保育士はい
たものの、担任
は少し離れた場
所にいて、柵に
座っている姿を
把握していな
かった。柵に
座っているのを
見た時点で、安
全に降りられる
よう見守りなが
ら、すぐに降り
させることで、
事故は防ぐこと
が出来たかもし
れない。

危険な様
子を見か
けた場合
は、すぐ
に知らせ
て安全な
状態にす
る。園児
にも危険
が及ぶ行
動につい
て、安全
指導をし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

ブランコの
近くに寄ら
ないための
柵である
が、子ども
にとって
登って座り
たくなるよ
うな高さで
もある。座
ることは想
定内であっ
たものの、
そこから落
ちるかもし
れないとい
うことにつ
いては、想
定外であっ
た。

落ちるか
もしれな
いという
想定のも
と、下に
マットを
敷くな
ど、落ち
てもケガ
が軽減さ
れるよう
な対策を
とる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

近くにい
たのは、
担任以外
の職員
で、座っ
ている姿
を見た時
に、危険
性を察知
する感覚
が薄れて
いたこと
も考えら
れる。

全職員が全
園児に対し
て、危機意
識を持って
安全を確認
し見守ると
いう意識を
持って保育
にあたる。
危険な様子
を見た場合
は、安全が
確認できる
まで最後ま
で対処する
という意識
を持つ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

柵に座っ
て、ブラ
ンコが空
くのを待
ちなが
ら、ブラ
ンコの様
子を見て
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で、
全体の様
子を見守
りなが
ら、本児
とは少し
離れたと
ころにい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

１歳児の
担任が、
１歳児の
子どもと
遊び、様
子を見守
りなが
ら、本児
の姿も確
認してい
た。

柵に座っ
ている姿
を見かけ
た時点
で、降り
るように
伝えた
り、安全
に降りら
れるよう
に見届け
ることで
事故は防
ぐことが
できたか
もしれな
い。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9724

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

13 2 2
15.３
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし

遊具の使い
方を職員で
再度確認す
る。ヒヤリ
ハット事例
集などをも
とに、様々
なことが起
こりうるこ
とを想定で
きるよう危
機管理をし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１３　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし

太鼓橋の
下には
クッショ
ンマット
が敷いて
あったた
め、改善
策はな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

太鼓橋を
登って降
りる際、
体の向き
が変えら
れなかっ
た。

太鼓橋を
降りるの
が難しそ
うな時
は、近く
で手を添
えながら
安全な降
り方を知
らせる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもは
向きを変
えて降り
られるの
だが、こ
の日は向
きを変え
ずに降り
ようとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

太鼓橋の
近くで見
守り、体
勢がおか
しいと感
じ、向き
を変える
よう何度
も声をか
けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当保育
士と太鼓
橋を挟ん
だ反対側
におり、
本児が遊
んでいる
様子を目
にしてい
た。

普段か
ら、保育
士の促し
を素直に
受け入れ
られず、
自分の思
いを通そ
うとする
ことが多
い。

体勢がお
かしいと
感じた
ら、注意
を促すと
共に、す
ぐに手を
添えて援
助する。

9725

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

11 2 2
15.３
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

基準配置
は満たし
ていた。
何もない
芝生の上
で転んだ
ため、安
全な配慮
はできて
いた。

何もない
ところで
不意に転
んだた
め、でき
るだけ見
守りの職
員配置が
できると
良い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

園庭は芝
生化して
いて、転
んでも怪
我が少な
い対応は
とってい
た。

できるだ
け芝生の
状態を確
認し、整
備を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

うまく手
をついて
転ぶこと
ができな
かった。

日々の生
活の中
で、ハイ
ハイ等の
動きを取
り入れ体
幹を鍛え
ていける
ような遊
びを取り
入れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
に戸外で
遊んでい
て、芝生
の上で突
然転ん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

歩いてい
たが突然
何もない
ところで
転んだの
を見てい
たため、
すぐに対
応した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う子ど
もと巧技
台で遊ん
でいた。

特になし

芝生の状態
を常に観察
し危険場所
がないか確
認したり、
子ども達の
近くで見
守ったりで
きるよう職
員場所に留
意しながら
保育をす
る。

9726

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

21 2 1
16.４
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘内障
(●●内科
整形外
科）、左
上腕骨顆
上骨折(●
●病院）
（●●整
形外科ク
リニッ
ク）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特に無し 特に無し
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

特に無し 特に無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に無し 特に無し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭にて
戸外遊び
中、園庭
を思い切
り走って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭に分
散して、
クラスの
児の様子
を見守っ
たり一緒
に遊んだ
りしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の対
応をしな
がら、本
児の様子
を見守っ
ていた。

転倒した児
と押した児
は仲がよ
く、一緒に
遊びたいが
ためにその
ような行動
になったの
ではないか
と思われ
る。押した
児は体が大
きいため、
走りながら
の接触はか
なりの衝撃
だったと思
われる。

友達を誘いか
ける際には気
付いてもらえ
るようにまず
は声をかける
ようにするこ
とを園児に伝
えるととも
に、危険だと
思われる園児
の動きを職員
は察知および
予測し、怪我
を未然に防げ
るようにした
りすぐに対応
できるように
したりする。

9727

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

29 3 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左人差し
指の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

保育者の動
きを確認
し、子ども
の遊び方を
確かめた
り、遊んで
いる様子を
見て必要に
応じて子ど
もと確か
め、未然に
防げるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(常時)回/
年

園庭の環
境の見直
しをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
（ケイド
ロ）の牢
屋の場所
がよくな
かった。

遊ぶ場所
や遊び方
について
子どもと
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
(ケイドロ)
をしており
ロープジム
周辺を牢屋
にしてい
た。捕まっ
た友達を
タッチし、
自分も捕ま
らないよう
に急いで逃
げようとし
たため、足
元が見えず
タイヤにつ
まずいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登園時の受
け入れをし
て保護者と
話していた
り、他児と
遊んでいた
り、支援児
と関わるな
どしてお
り、対象児
から離れて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

時差出勤
のため、
４名中１
名はまだ
勤務して
いなかっ
た。

鬼ごっこ
（ケイド
ロ）の牢
屋にして
いた場所
で起こり
そうな事
故の予測
が低かっ
た。

担任間で
振り返り
をし、再
発防止に
努める。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9728

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

5 2 1
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

個人連絡
票の受け
渡しもあ
るため、
子どもの
人数は少
ないが複
数名で保
育をして
いる。

長時間に
渡る保育
を視野に
入れた、
遊びや環
境の見直
しを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

六角椅子
は牛乳
パックで
手作りし
たしっか
りした椅
子であり
遊具でも
ある。ぐ
らつきも
なく破損
もない。
絨毯があ
る場所で
安全にも
留意して
いた。

安全点検
の大切さ
を全職員
で共有す
る。各ク
ラスの保
育環境
を、色々
な目で見
て意見交
換を行い
改善に繋
げる機会
を持つ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

六角椅子は、普
段から遊んでい
る物であり発達
年齢にも合った
大きさであると
考える。遊びの
環境として、保
育の組み立てを
再考する等の工
夫が必要な場面
もある。例え
ば、夕方の時間
帯において１日
の疲れを考慮す
る、雨天時等発
散仕切れない状
況においては、
静と動のバラン
スを配慮して保
育内容を組み立
てる等、１日
トータルで子ど
もの見立てや配
慮が必要とな
る。

子どもの
様子や状
況に応じ
て、静と
動の遊び
の組み立
てを意識
的に行
い、保育
環境設定
の工夫を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変りな
く、落ち
着いた様
子であっ
た。保育
時間も通
常通りで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２ｍ先の
当該児を
視野に入
れなが
ら、他児
のお迎え
の対応に
あたっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当該児を
含めて、
全体の子
どもの様
子や安全
を見守っ
ていた。

持ち場を離
れるときは
声を掛ける
ことになっ
ていたが、
同室で保育
している職
員に特には
声掛けをし
ていなかっ
た。伝える
際には相手
にきちんと
伝わってい
るかどう
か、実際の
状況を検証
し、伝達の
仕方や内容
を改めて見
直す必要が
ある。

持ち場から
離れる時、
必ず一緒に
保育してい
る職員に声
掛けしてか
ら離れるこ
とを徹底す
る。職員間
でその場の
状況を共有
するにあた
り、必要性
と優先順位
を明確にし
安全保育へ
の意識を高
めていく。

9729

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

8 2 2
14.２
歳

2.女
児

保育室で体
操をしてい
て、他児と
ぶつかり転
倒して手が
出ず、床に
顔面をぶつ
ける。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

『事故防
止と事故
対応』マ
ニュアル
の読み合
わせは実
施してい
たが、実
際の保育
にいかさ
れていな
かった。

事故防止と
事故対応マ
ニュアルを
ミーティン
グ等を活用
して、身近
なマニュア
ルになるよ
うに事ある
ごとに触れ
て、保育に
活かしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

安全点検
は毎日
やってい
たので、
こども同
士がぶつ
かって転
ぶことを
想定して
いなかっ
た。

危険なのは
遊具や玩具
だけではな
く、何もな
いところで
も転んでけ
がをするこ
とがあると
いうことを
意識して保
育を行って
いく。物が
あるところ
では一層注
意を図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

テーブルやお
もちゃ棚は端
に寄せて、体
操する空間を
確保してい
た。動く方向
も一方向にし
てぶつからな
いよう配慮し
ていた。園児
の人数も8名
と少なく、見
守りの保育士
もいた。園児
は楽しそうに
保育士Aの真
似していたの
で、逆方向に
動く児童がい
ることは想定
していなかっ
た。

動きが大
きくなる
体操は、
外で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しそう
に体操に
参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

こどもと
一緒に体
操をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

見守りな
がら、動
きの大き
い子には
そばに
行って保
育士Aの真
似をする
ように声
をかけて
こどもの
安全には
配慮して
いた。

こっちに
いくよと
言って、
動く方向
を指差し
してから
動いた
が、こど
もにその
声がとど
いていな
かった。

室内とい
うことを
考慮して
移動や大
きな動作
は控え
る。危険
な状況を
止められ
るような
職員配置
にする。

9730

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 8 2 9 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

第４中足
骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
0.5　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

慌てず対
応できる
ように、
年数回会
議等で見
直す。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

現状通り
実施。そ
の都度報
告する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室で
遊ぶ園児
の人数や
遊び方等
によっ
て、保育
士を１名
から２名
で見守
る。

あそびの
人数、遊
び方に
よって保
育士が声
をかけ合
い、見守
り人数を
考えなが
ら保育を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに登
園、活動
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

楽しそう
にごっこ
遊びをし
ていたの
で、遊戯
室全体を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
子どもの
制作の見
守り等を
してい
た。

危険なあそ
びがないよ
う声をかけ
たり見守
る。ごっこ
遊びや、遊
具の遊び方
をクラスで
確認する。
物で人をた
たかないこ
とを約束す
る。

9731

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 0 0 0 2 8 6 2 1
18.６
歳

1.男
児

　
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

16：30以降
遊戯室で異
年齢で過ご
している
中、２名の
職員がいた
が他の子の
対応をして
いてその場
面を見てい
なかった。
捻った事の
訴えも無く
そのままに
してしまっ
た。

保育者間で
連携を図り
役割分担を
し、声を掛
け合い全体
を把握でき
る立ち位置
を確認して
いく。変化
があった場
合は情報を
伝え合う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

平らな面
でも体の
動かし方
によって
はケガに
つながる
可能性が
ある。

普段危険
がない場
所でも遊
び方に
よって怪
我をする
ことがあ
ること意
識して保
育に当た
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夢中にな
り自分が
動きたい
体勢と
違った動
きになっ
てしま
い、動き
出す時に
足を捻っ
てしまっ
た。

午後は、一
人一人の体
力によって
動きにも差
が出るので
夕方の保育
の内容と環
境の見直し
をしてい
く。動きの
ある遊びを
する時は、
活動中やそ
の後の体調
や体の動か
し方の変化
に留意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲間を誘
い鬼ごっ
こをリー
ドしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の遊び
をしてい
た子ども
の対応を
していて
本人の動
きの変化
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
た子ども
の対応を
していて
本人の動
きの変化
を見てい
なかっ
た。

職員は年長
児が遊びを
リードして
いたこと
で、他の子
の対応をし
ており捻っ
た場面を見
ていなかっ
た。また、
その子の動
きの変化に
気付かな
かった。

職員同士声
を掛け合
い、遊びを
見ながら危
険に繋がら
ないように
声をかけた
り、子ども
達とコンタ
クトをとっ
たりして常
に状況把握
に努める。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9732

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 0 0 0 16 21 19 0 31 26
16.４
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

庭に出て
いる職員
間で声が
けを行い
ながら固
定遊具に
は1人保育
士がつく
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

今回事故
の起こっ
た遊具の
ロープ登
り部分は
上り下り
に時に砂
ですべる
可能性が
あるた
め、スポ
ンジマッ
トを敷
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

異年齢で遊
んでいる時
はクラス関
係なく庭の
必要と思わ
れる個所に
職員がつく
ようにして
いるが、再
度職員間で
確認し、実
際の場面で
はお互いに
声がけを
行っていく
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

1週間の欠
席後の登
所だった
ため、他
児と関
わって遊
ぶのが楽
しい様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具と砂
場の間に
立ち、遊
具と砂場
にいる子
ども達に
対応でき
る位置に
いた。事
故発生場
所からは
２ｍ～３
ｍの距離
の位置
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者、
担当児の
動きが視
界に入っ
ていた職
員はいた
が、それ
ぞれ庭の
必要な位
置に立
ち、活動
をしてい
た。

特になし

職員間で
情報共有
し、固定
遊具での
遊び方を
再確認。
その内容
を他職員
に周知し
ながら、
子ども達
ともルー
ルを再確
認する。

9733

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

8 3 3
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

座って遊
んで入れ
いる児童
と動きの
ある児童
の居場所
を分けて
いなかっ
た。

児童の遊
び方に
よって居
場所を分
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

保育室は
死角とな
る場所も
なく，部
屋の端ま
で見渡せ
る構造と
なってい
る。

設備面で
の不備は
見当たら
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動きに合
わせた環
境設定が
できてい
なかっ
た。

カーペッ
トやパー
テーショ
ンを活用
して居場
所を分け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

玩具を両
手に持っ
て歩いて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
人数に合
わせて職
員体制を
整えるた
め，子ど
もの様子
に目配り
しながら
保育の引
継ぎをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもの
人数に合
わせて職
員体制を
整えるた
め，子ど
もの様子
に目配り
しながら
保育の引
継ぎをし
ていた。

玩具を両
手に持つ
ことで転
倒した
際，手が
出ないか
もしれな
いという
見通しが
持てな
かった。

移動時は
玩具を持
たせない
ようにす
る。

9734

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

21 3 3
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨粉
砕骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(４)回以
上/年

1.基
準以
上配
置

担任1名研
修のため
フリー保
育士が代
替で保育
にあたっ
ていた

ヒヤリ
ハット事
例も含め
随時報告
し合い、
様々なリ
スクにつ
いて理解
を深め、
さらに安
全意識を
高める

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12）回以
上/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

デイリー
や活動の
見直しを
行い、無
理のない
保育を計
画・実践
する。落
ち着いた
雰囲気を
作れない
場合等に
は職員間
で連携し
て対応す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちの
様子を気
にして布
団から出
て行っ
た。保育
者のかか
わりが丁
寧でない
ため、布
団に戻さ
れること
に納得を
していな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

早く落ち着
いた状況に
ならなけれ
ばと焦って
いたため、
かかわりに
丁寧さが欠
けていた。
本児の足が
どうなって
いたかも確
認せず布団
に降ろし、
いつもより
制止する力
も強くなっ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

落ち着い
た状況に
なるよう
他の子に
かかわっ
ていた

担任1名研
修のため
フリー保
育士が代
替で保育
にあたっ
ていた

職員一人
ひとりが
感情のコ
ントロー
ルを意識
する。保
育や職員
の状況を
みて、サ
ポートし
合える職
員集団づ
くりをさ
らに強化
する

9735

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

15 2 2
16.４
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘外果
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

今後も子
ども達の
人数に応
じてしっ
かりと職
員配置を
し子ども
達を安全
に見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭が狭
いので、
現状も
行ってい
るがクラ
ス毎に時
間配分を
しながら
のびのび
遊びを楽
しめる工
夫をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

かけっこ
等を行う
際は、隣
のお友達
との距離
をある程
度とる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
所庭にて
お友達と
かけっこ
遊びをし
て楽しん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１５名の
子どもた
ちを所庭
で自由遊
びを楽し
ませ、２
名の保育
士で見守
りをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう一人
の保育士
と重なら
ない場所
で子ども
達の見守
りを行っ
ていた。

今後も職
員同士重
ならない
位置に配
置し、子
ども達を
安全に見
守る。

9736

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

167 0 0 0 54 56 57 0 12 10
18.６
歳

1.男
児

衝動的であ
り、我慢が
難しい児で
あるため加
配対象であ
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

片付けの
際は、加
配対象の
重い子に
ついてし
まい、本
児の動き
の追跡が
足りな
かった。

担任や傍
にいる保
育者に声
をかけ加
配対象児
の動きを
把握でき
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(280)回/
年

業者によ
る遊具点
検も年3回
実施して
いるが、
衝撃吸収
マットの
性能につ
いて基準
があるの
かわから
ない。

衝撃吸収
マットの
寿命につ
いて調べ
必要であ
れば交換
要望して
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒が使
えないこ
とが視覚
的にわか
らなかっ
た。

傍にいた保
育士も目が
離せない状
況だったの
で、声をか
け動きを少
しでも止め
れるように
する。ま
た、「今日
はお休み」
看板をつけ
ることにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
特になし

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付けの時
間であった
ため担任は
他児に声を
かけに回っ
ていた。加
配担任は、
配慮の必要
な他の対象
児のサポー
トをしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が
走って鉄
棒に向
かった
が、ちょ
うど年少
児が滑り
台に登っ
ていたの
で、その
サポート
をしてい
た。

遊び出す
前に「今
日は鉄棒
は禁止」
と言わ
れ、思い
通りにな
らずモヤ
モヤして
いたと思
われる。

定期的に
対象児は
目で追
い、気持
ちの整理
ができて
いないよ
うなら丁
寧に対応
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9737

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 16 14 16 19 17
17.５
歳

2.女
児

身体的発達状
況について
は、とくに問
題はみられな
い。コミュニ
ケーション能
力、発語に軽
度の障がいが
みられる。パ
ニックを起こ
すことがあ
る。A園やB病
院での言語指
導に通ってい
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

 右足関節
外果骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

受傷児の障
がいの特性
として、皆
の行動につ
いて行けな
いことがよ
くある。よ
そ見をしな
がら歩いた
り走ったり
する。

障がいの
特性に応
じた見守
りを強化
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

園庭内に
松の大木
が数本あ
り、それ
が視界を
妨げるこ
とになっ
たことも
一因と思
われる。

除去する
には神社
と国(文化
庁)の許可
等が必要
なため事
実上除去
は不可能
である。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

同じクラ
スの他児
童から遅
れて遊び
に参加し
ようとし
た。

他の児童
と同様に
遊びをス
タートさ
せるよう
促してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ほかのこ
とを考え
ながら、
前をよく
見ず走る
ことがよ
くある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャング
ルジムの
傍で他児
の見守り
をしてい
たが、衝
突した瞬
間は見
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

年長担任
も事故の
瞬間を見
ていた。

クラスの
中で２つ
の遊びに
分かれて
遊ばせ
た。

今後はク
ラスの中
で複数か
所で違う
遊びをさ
せないよ
うにす
る。

9738

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 7 6 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

フリーが
多い日
だったの
で、戸外
遊び時は
フリー保
育士が一
緒に戸外
にでてい
くべき
だった。

職員配
置、見守
り体制に
ついて再
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

安全点検
はきちん
と実施し
ている。

今まで通
り、定期
的に安全
点検を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭に出
る前に体
を少し動
かしてお
けば、転
んだ時に
うまく回
避できた
かもしれ
ない。

戸外で遊
ぶ前に準
備運動な
どをし
て、体を
ほぐして
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

●月●日
にサッ
カー教室
があり、
その後
は、サッ
カーに興
味をもっ
てボール
遊びで遊
ぶことが
多かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

友達と二
人でボー
ルを蹴っ
て遊んで
いたが、
担任は友
達側にい
て、本児
の蹴る様
子を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ケガした
時間帯は
担任1名し
か園庭に
出ていな
かった。
（他のク
ラスは室
内で過ご
してい
た。）

4歳児6名5
歳児5名の
計11名の●
●組だけが
園庭で遊ん
でいた。子
どもは保育
士が予期し
ない行動を
とることが
あるので、
担任1名だ
けでは限界
がある。

フリー保育
士がいる場
合は、一緒
に戸外に出
て見守って
もらう。フ
リー保育士
がいない場
合は他のク
ラスに声を
かけて戸外
へ誘い、他
のクラスの
保育士と数
人で見守る
体制を作
る。

9739

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

18 1 1
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
各1　)回/
年

2.基
準配
置

職員が対
象児の転
倒に気が
ついてい
なかった
ことで、
怪我の把
握が遅く
なってし
まった。

園庭が広
いため職
員の立ち
位置を再
検討し、
全体が見
渡せるよ
う意識し
て見守っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

園庭の状態
が、土が乾
ききってい
て硬くなっ
ていた事に
加え運動会
後に好んで
リレー遊び
をしてお
り、その部
分だけ硬い
土がむき出
しになり滑
りやすく
なってい
た。リレー
を行う際の
円が小さめ
に設定して
あった為,
コーナーが
急な角度に
なってお
り、より
滑って転び
やすい状況
を作り出し
ていた。

使用前に
必ず園庭
の状態を
確認し、
危険な状
態を修正
してから
遊ぶよう
にする。
（滑りや
すい部分
に軽く水
をまく
等）リ
レーに適
した大き
さの楕円
を再考し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事故
について
は、場所が
園庭と言う
ことで広い
範囲での見
守りとなっ
たが、担当
していた職
員の目（意
識）が自身
と一緒にい
た子に集中
してしまっ
ていた恐れ
があり、常
に全体を見
渡す意識が
足りなかっ
たと思われ
る。

職員間で
話し合
い、全て
の職員が
全体を見
渡す意識
を持つこ
とや、自
身の立ち
位置、補
助職員と
の声か
け・連携
の大切さ
を再確認
し、具体
的に改善
方法を見
つけて共
有してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リレー遊び
は好んで
行ってお
り、事故当
日もいつも
のように友
達と一緒に
誘い合って
リレーを楽
しんでい
た。怪我に
ついて、対
象児自身が
我慢をして
いたのか、
担当職員に
言い出せな
かったこと
で発覚がよ
り遅れてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は、30mほど
離れた場所
で他の園児
とボール遊
びをしてお
り、対象児
の事故（転
倒）に気が
ついていな
かった。対
象児は担当
職員に怪我
の事を伝え
に来なかっ
たが、その
後の対象児
の様子で少
しでも異変
があったら
気がつける
よう、職員
が意識する
ことも大切
だったと思
われる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

怪我の判
断とし
て、腫れ
や赤みが
無かった
として
も、少し
でも骨に
影響があ
りそうな
事故の場
合は、速
やかに受
診して医
師の診断
を得る必
要があっ
たと思わ
れる。

リレー遊
びについ
ては、運
動会を経
て子ども
達が自分
達で遊び
を行える
ように
なってき
ているた
め、職員
が見守り
を行う意
識にかけ
ている部
分があっ
たと思わ
れる。

子ども達が慣れ
ている遊びとは
言え、見守りを
怠らないことを
全職員意識して
いく。子ども達
が自身の痛みや
違和感を言い出
しやすい雰囲気
を、園全体で常
日頃から意識し
実践していく。
怪我の判断につ
いては複数で確
認し、一人で
も、また少しで
も不安材料が
あったら迷わず
受診を選択し、
医師の診断を受
ける。

9740

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 30 15 2 2
17.５
歳

1.男
児

特記事項な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特記事項
なし

危機管理
マニュア
ル見直し

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
リ元気で
動きも活
発に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

落下時は離
れたところ
でいたが、
本児がタイ
ヤを縦にま
たがって鉄
棒で遊んで
いた様子に
数回注意し
たが、遊び
続けて落下
してしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
いた。

特になし

危険な行為
に繋がらな
いかを常に
意識し保育
していくよ
うにする。
職員間で連
携を連携を
図り、声を
かけあうよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9741

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

11 0 0 0 3 8 0 0 2 2
16.４
歳

1.男
児

普段から遊ん
でいた場所
だったが、異
年齢保育と土
曜日保育外の
在園児が遊び
に来ていた事
によりテン
ションが上が
り、ジャンプ
しようとする
本人の意識が
欠落していた
ことによる事
故と推測され
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(14)回/年

1.基
準以
上配
置

散歩マ
ニュアル
が整備さ
れていな
かったこ
とによっ
て、散歩
先の危
険・ヒヤ
リハット
箇所の把
握が徹底
されてい
なかっ
た。

今後、散
歩マニュ
アルを作
成し、散
歩先の危
険・ヒヤ
リハット
箇所の把
握を徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃遊ん
でいる場
所だった
ので事前
に下見を
していな
かった。

今後、散
歩マニュ
アルを作
成し危
険・ヒヤ
リハット
箇所の把
握の徹底
に取り組
んでい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から活
発に動き、
じっとして
いる事より
身体を使っ
た遊びを好
む。屋外で
も走り回っ
て遊んだ
り、ジャン
プや土手を
上がったり
下がったり
する事を好
んで遊ぶ事
が多い。事
故発生時
も、色々な
所で走り
回っている
姿があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見渡
しつつ、怪
我がないか
を見守りな
がら子ども
の動きを観
察してい
た。異年齢
児の保育
だったの
で、どちら
かというと
年齢の低い
子に目が行
く事もあっ
た。2人体制
だったが、
一人は足が
痛いと言っ
ていた女児
の対応でベ
ンチに座っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

 2人体制
の一人
は、同時
に足を痛
がってい
た子がい
た為、ベ
ンチで個
別に対応
してい
た。

それほど広
い場所では
なくいつも
遊んでいる
所だった
が、園児以
外の方が遊
びに来てい
たことによ
り注意力が
欠落したこ
とが要因に
なったと考
えられる。

いつもと違
う状況の時
は、普段で
きている事
にも細心の
注意を払い
声掛けを重
視してい
く。又、地
域の人が沢
山いる場合
は遊ぶ場所
も考えてい
くようにし
ていく。

9742

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

67 4 63 3 3
18.６
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
７)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員は傍
について
対応した
が、今後
も目の届
く場所で
職員が連
携を図
り、安全
面に配慮
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

円形の支
柱が遊び
箇所だと
思い込ん
でいたの
ではない
か。(子ど
も）敷い
たマット
の用途が
違った。

遊び箇所で
はないとこ
ろは表示し
意識づけで
きるように
した。いつ
もと違う子
どもの動き
を見逃さな
いように常
に注意深く
見ていく。
人工芝もし
くはマット
を敷く場合
は地面と段
差がない大
きめのマッ
トにする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気をつけ
ながら
登ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登り棒の
傍で様子
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は違う遊
び場に分
かれて子
どもの様
子を見
守った
り、一緒
に遊んだ
りしてい
た。

職員は傍に
ついて安全
に目を配っ
ていたが、
他児の一瞬
の動きに気
をとられ
て、円形の
支柱に子ど
もが移った
ことに気づ
けなかった
のではない
か。他職員
は職員が傍
にいたの
で、注視が
甘くなって
しまったの
ではない
か。

傍につい
ている職
員だけで
はなく、
どこにい
ても全体
を注視
し、声を
かけ合い
ながら連
携して対
応する。

9743

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 17 15 19 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

事故当時、
けがの程度
について軽
度と認識し
た職員がい
た。どのよ
うな場合で
も重大事故
につながる
ことがある
ため、処置
や見解を誤
らないよう
職員に周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

雲梯の下
にはけが
防止のた
めのマッ
トが敷い
てあった
が、砂が
ついて滑
りやすく
なってい
た。砂を
掃いてか
ら遊ばせ
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
本児が遊
び慣れて
いる、と
いうこと
でできる
と過信し
て見てい
た。子ど
ものとっ
さの行動
予測を常
に行うよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

一人ずつ
順番に雲
梯をさせ
ており、
本児の番
の時にも
そばにつ
いて声が
けし見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子供
たちの様
子を見て
いた。

いつもと変
りなく元気
に見えた
が、暑さや
週末の疲れ
などがあっ
たとも考え
られるの
で、子ども
の状態をよ
く診てから
遊ばせるよ
うにする。

9744

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

9 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
４)回/年

1.基
準以
上配
置

日々の保育
の中で安全
面で気づい
たことを伝
え合い、改
善や意識し
合い職員間
の連携をよ
り強めるこ
とが必要と
思われる。
話し合いだ
けではな
く、事故を
想定した訓
練も行うよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

気づいた
時点で、
すぐ対応
できるよ
うに点検
の時間や
タイミン
グ、回数
を見直
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数担任
での役割
の確認、
立ち位置
や援助の
仕方を振
り返り、
適切な対
応につい
て見直し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動であっ
たリレーを
好み、リー
ダーシップ
をとり、張
り切って参
加してい
た。アン
カーで勢い
がついてい
た様子は見
られた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒地点
がゴール
直前の場
所であ
り、ゴー
ル地点に
担任が待
機してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

複数担任
であり、
もう一人
はスター
ト地点で
他児と
ゴール方
面を見
守ってい
た。

適切な人
数、配置で
の活動で
あったと思
われるが、
子どもの気
持ちや安全
面の確認な
ど活動時の
配慮を確認
することが
必要と感じ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9745

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

105 39 34 32 7 7
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

鉄棒を
使って遊
ぶ際の
ルールの
見直しを
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし

鉄棒を
しっかり
握ること
ができる
発達を見
極めた上
での取り
組み。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

個々の力
量に合わ
せた適切
な援助を
する。

着地まで
手を離さ
ないよう
繰り返し
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

足掛け回
りを何度
も行って
おり、着
地が乱れ
ることも
何度か
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒３つ
の中央で
６名程の
子どもを
見ていた
が、落下
時すぐに
手を出す
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

幼児が園庭
全体で遊ん
でおり、７
名の職員が
それぞれの
遊びや固定
遊具につい
ていた。そ
の中の１名
の職員は、
少し離れた
別の遊具の
場所から対
象児の動き
を見てい
た。

事故発生
当日の午
前中に習
得したば
かりの技
であり、
半周回る
と親指を
上に戻す
癖があっ
た。

新しい技
を行う時
は、その
子の力量
を理解し
ている担
任保育士
と一緒に
行うとい
うルール
にしてい
く。

9746

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 2 10 9 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足薬指
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

子ども達
同士の関
わりの中
で、衝
突・叩か
れた・踏
まれた等
の出来事
があった
場合は、
保育者に
伝えるこ
とを話し
ておくべ
きだっ
た。

体調の変化
や痛み等が
ある場合
は、保育者
に話をする
よう指導し
ていく。帰
りの会で、
その日の出
来事を振り
返り、安全
に遊べてい
たか、危険
なことをし
ている姿は
なかったか
等話し合う
場面を設
け、子ども
達なりに危
険予測がで
きるように
していく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし
改善策は
特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2名の保育
者は、お
互いに声
を掛け合
いながら
見守って
いたが、2
人が衝突
した場面
に気付く
ことがで
きなかっ
た。

お互いの立
ち位置を考
え動くよう
にする。全
体を見る保
育者、活動
に携わる保
育者と分担
を明確に
し、見落と
しがないよ
うにする。
また、保育
者の人数に
よっては、
活動場所
（保育室・
ホール）を
制限する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
歩いて絵
本を返却
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ホールで
持ち物の
始末をし
ている子
に援助し
ていたた
め、2人が
衝突した
場面に気
付くこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
製作活動
をしてい
たため、2
人の様子
に気付く
ことが出
来なかっ
た。

各保育室
（２部屋）
とホールで
の活動を２
人の保育者
で見ていた
が、ホール
は広く目が
行き届かな
い所もある
ため、持ち
物の始末の
援助をしな
がらの見守
りでは不足
があった。

ホールは
動的に活
動するた
め、活動
状況に合
わせ保育
者数を増
やす等
し、複数
の保育者
で見守る
体制を整
える。

9747

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 0 0 0 16 11 0 4 4
15.３
歳

1.男
児

低身長、低
体重

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨
折、胸部
挫傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

定期的に
打ち合わ
せ等で子
どもの姿
を共有し
たり、マ
ニュアル
の確認を
したりす
る機会が
少なかっ
た。

全職員
で、子ど
もの様子
に合わせ
た遊び方
の確認を
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

3歳児に
とっては
遊具の高
さがあっ
た。

マットは
敷いてあ
るが、今
後も点検
をしてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

リングト
ンネルは
本児の経
験が浅
かった。

発達状況や
クラスの様
子等、子ど
もの情報共
有をする。
リングトン
ネルで遊ぶ
際は、間隔
を空けるよ
う伝えたり
見守ったり
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
友達と一
緒に好き
な遊びを
していた
が、リン
グトンネ
ルはあま
り経験が
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

リングトン
ネル中央付
近で子ども
を見ていた
が、保育士
の傍にいた
子に話しか
けられ対応
していたた
め対象児が
落下した瞬
間は見てお
らず間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の遊具
につき、
見守って
いた。

リングト
ンネル内
で、他児
との間隔
が狭かっ
た可能性
がある。

リングト
ンネルで
遊んでい
る時は、
保育士が
傍につき
目を離さ
ない。

9748

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 0 0 12 7 14 12 0 5 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルが周知
されてお
らず、戸
外遊びの
際の留意
事項など
が徹底さ
れていな
かった。

マニュア
ルを再度
読み合わ
せるとと
もに、戸
外での危
険個所を
出し合
い、安全
策を話う
ことで、
戸外遊び
の際の留
意事項を
徹底し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

ジャング
ルジムの
下に敷い
ている
マットが
所々隙間
があった
りクッ
ション性
の低い物
であっ
た。

ジャング
ルジムの
周りに隙
間なく
マットを
敷くとと
もにクッ
ション性
のあるも
のに交換
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
戸外遊び
の場の設
定に手を
取られ、
子どもか
ら目を離
してし
まったこ
と。

遊びの選
定をし、
安全に遊
べる環境
を作るよ
うにす
る。職員
の体制が
整わず安
全が確保
できない
場合は、
遊びを中
止するよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と追い
かけごっこ
をして遊ん
でいた。本
児は追いか
けられるこ
とを楽し
み、必死で
逃げて捕ま
らないよう
にジャング
ルジムに駆
け上がった
際に手が
滑ってジャ
ングルジム
の上から落
下した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ブランコの
設定をする
ためにブラ
ンコの場所
にいた。本
児が追いか
けごっこを
楽しんでい
る様子は確
認していた
が、本児が
ジャングル
ジムに登っ
ていく落下
する瞬間は
見ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

●●組（２
歳児）担当
保育士が
ジャングル
ジム周辺で
２歳児の遊
びの見守り
をしていた
が、本児が
ジャングル
ジムに駆け
上がること
を制止でき
なかった。

遊びの場
の設定を
する際に
子どもか
ら目が離
れてし
まったこ
と。

遊びの場
の設定を
する際も
子どもか
ら目を離
さないこ
とを徹底
する。ま
た、子ど
もの安全
を確保で
きない時
は、遊び
の種類を
限定する
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9749

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 20 27 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12回/年

1.基
準以
上配
置

予期しな
い事故が
起こるこ
ともあ
る。

事故報
告・ヒヤ
リハット
報告を丁
寧に考察
し、事故
防止につ
なげてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/日

それぞれ
の遊びに
対して、
保育士が
見守るこ
とができ
ていない
箇所が
あった。

ルールの
あるゲー
ムをする
時は保育
士が近く
で見守れ
るような
場所で行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

トラブル
の後、
怒った子
が追いか
け対象児
は逃げて
いたが、
見かけた
職員は二
人が追い
かけっこ
をしてい
ると思っ
ていた。

子どもの
動きを常
に把握
し、異変
があれば
声をかけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発で戸
外に出る
とサッ
カーや
ドッジ
ボール、
友達と追
いかけっ
こをしす
るなどし
て体を動
かして遊
ぶことが
多い。当
日もドッ
ジボール
を楽しん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トラブルの
瞬間を見て
いなかった
ので、二人
がドッジ
ボールをや
めて走って
遊んでいる
と思ってい
た。もつれ
あって転ん
だ瞬間は
ちょうど見
ていなかっ
たが、怒っ
た子が対象
児を叩いて
いるのを見
て声をかけ
に行った。
（後に防犯
カメラの映
像で確認す
ると、二人
で転んだ時
に膝が右鎖
骨あたりに
あたってい
た。）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
が見渡せ
る場所で
遊びを見
守ってい
たが、自
分の担当
クラスの
子どもた
ちと関
わってい
たため事
故が起き
た瞬間は
見ていな
かった。

年長児は
ドッジボー
ルのルール
を理解し、
子どもたち
だけで楽し
めることが
多いので、
担当保育士
はしばらく
様子を見た
後、他の遊
びのグルー
プの所で見
守りを行っ
ていた。ま
た、子ども
同士でトラ
ブルが起き
ていたが、
追いかけっ
こをして遊
んでいると
の思い込み
があった。

何度も経
験してい
るが、子
どもたち
だけでは
自分勝手
なルール
になって
しまうこ
ともある
ので、
ルールの
あるゲー
ムをする
時は保育
士が近く
で見守る
ようにす
る。

9750

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 2 4 5 5 5 6 9 6
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
０　)回/
年

2.基
準配
置

職員配置は
基準内で特
に改善点は
ないと思わ
れるが、今
後の課題と
しては、事
故防止に関
する研修を
実施するこ
とが必要で
ある。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

遊び方に
ついて子
ども達と
確認をし
たり、職
員間でも
より一層
安全面に
配慮した
りするよ
う周知し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

環境面で
の改善策
は特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

赤い家の
中に入っ
たり屋根
に登った
りして遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くに保
育士はい
たが、本
児が突然
屋根から
飛び降り
たため、
止められ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は遠くか
ら対象児
の位置を
確認して
いたが、
落下する
瞬間は見
ていな
かった。

子どもの
予期せぬ
行動を想
定できて
いなかっ
た。

子どもと
遊ぶ中で
あらゆる
危険を想
定しなが
ら関わっ
ていった
り、職員
同士連携
を取り合
いながら
保育をし
ていく。

9751

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

18 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

右網膜震
盪

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員は、
園児の人
数に対し
て十分に
配置でき
ていた
が、保護
者対応で
十分な見
守りがで
きていな
かった。

追いか
けっこ
等、遊び
で起こり
うる危険
を全体で
再度確認
して、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

追いか
けっこを
している
時に遊び
小屋に入
ろうとし
た事が要
因と考え
る。

追いか
けっこ
等、走る
ような遊
びの際、
遊具へは
近づかな
い様に指
導してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

追いか
けっこを
している
時に遊び
小屋に入
ろうとし
た事に気
がつかな
かった。

走りなが
ら遊具に
近づいて
いないか
注意して
見守る。
子ども達
にも注意
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

打撲した
後も一
日、保育
園で過ご
していた
が、特に
変わった
様子は見
られな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭での
活動中
で、本児
も打撲し
たことを
保育者に
伝えな
かったの
で、気が
付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

いつもと
変わらな
い様子
だった
為、気が
付かな
かった。

職員は、
十分に配
置できて
いたが、
子ども１
人１人の
動きは把
握できて
いず、ぶ
つけたこ
とに気が
つかな
かった。

職員も再度
遊びの危険
な状況を確
認すると共
に、怪我や
どこかで、
ぶつけた
等、何か
あった時に
必ず職員へ
伝えるよう
に子ども達
に指導して
行く。

9752

令和
6年3
月21
日

1.認可
7.小規模
保育事業

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

6 2 2
13.１
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上唇小帯
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３)回/年

1.基
準以
上配
置

事故やけ
がが発生
した際
に、誰も
が直ぐに
対応・判
断ができ
ない。
又、その
判断をす
るための
フロー
チャート
がない。

事故やけが
をした時の
役割や流れ
を見直し、
新たにフ
ローチャー
トを作成。
皆が直ぐに
確認できる
ところに掲
示または
ファイリン
グする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

ワンフロ
アでの異
年齢保育
の難しさ
と子ども
の特性や
発達面で
の申し送
りができ
ていな
かったこ
と。

16時以降、
午後から出
勤の職員が
保育に当た
るため配置
基準より多
く配置す
る。また、
職員間で子
どもの特性
や発達面で
の育ちの共
有や申し送
りを行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
発達に
合った遊
びの提供
や準備が
できてい
なかった

全体を見て
いる指揮権
保育士が、
環境設定の
準備または
確認を行い
ながら、子
どもの様子
によって変
化させてい
く。また、
玩具の購入
をし、遊び
が分散でき
るようにし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

段ボールの
囲いが気に
入り、中に
入って楽し
んでいた。
独占欲が強
く人のもの
が欲しい年
齢であるた
め、本児は
近寄ってき
た子に対し
反発し、側
に来た子は
ほしいとい
う想いがぶ
つかった様
子

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

その他の
子どもも
同じ玩具
を欲しが
り、同じ
ものを取
りに本児
の側から
離れ、動
いた瞬間
に事故が
起こった
ため、す
ぐには防
げなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児のい
る近くに
もう一人
の保育者
がいた
為、他の
子どもと
関わって
いた。

保育者同
士、互い
に動きを
確認しあ
えていな
かった。
それぞれ
近くにい
る子ども
しか見て
いない。

保育室での
指揮権者を
明確にし、
子どもの発
達に合った
環境を整
え、確認し
て夕方の保
育にあた
る。互いに
相手の動き
を見なが
ら、保育に
あたる。

158 / 274 ページ



死亡
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9753

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 15 15 18 4 4
15.３
歳

1.男
児

落ち着きの
なさ、集中
力が短い、
人との距離
感が近い、
友達の気持
ちに気づけ
ない等気に
なる姿があ
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆間部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2  )回/年

2.基
準配
置

補助が必
要な年少
児が、2か
所に分か
れて鉄棒
をしてい
たこと。

年少児は
握力が弱
い子もい
るため、
鉄棒は1か
所に限定
して必ず
保育士が
ついて行
うように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

3種類（大
中小）あ
る鉄棒の
使い分け
をして、
職員・園
児で周知
する。

1か所に1人
ずつ使うよ
うにする。
次の子が待
つ線を引い
ておく。保
育士がつい
ている時に
使う。年少
児は「小」
のみに限定
する。「あ
り」マーク
をつける。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

補助が必
要な年少
児が、2か
所に分か
れて鉄棒
をしてい
たこと。

年少児は
握力が弱
い子もい
るため、
鉄棒は1か
所に限定
して必ず
保育士が
ついて行
うように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児が落
下した鉄棒
は、3種類
あるうちの
最も低いも
ので、片足
をかけるの
は難なくで
き、対象児
は普段から
鉄棒に来る
とそのよう
な行動が見
られた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

連結している
３つの鉄棒
（大・中・
小）の「中」
で、別の3歳
児の前回りの
補助をしゃが
んだ体勢でし
ていて、滑り
台から鉄棒
「小」に移っ
てきた対象児
の姿に気づく
のが遅れた。
気づいて咄嗟
に手を差し伸
べたが、対象
児の位置と職
員の位置が離
れており、間
に合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

●●組も
戸外にい
たため、
△△組が
遊ぶ固定
遊具を３
つに限定
してお
り、職員
は木製遊
具（木の
家）と滑
り台の間
で、両方
を見てい
た。

対象児が
鉄棒から
落ちそう
になった
ことは過
去にもあ
り、必ず
補助につ
くように
していた
が、他児
の補助に
ついてい
たため対
応が遅れ
防げな
かった。

年少児は
握力が弱
い子もい
るため、
鉄棒は1か
所に限定
して必ず
保育士が
ついて行
うように
する。

9754

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

21 2 1
18.６
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

年長児とい
うこともあ
り、保育室
から遊戯室
には一人で
移動してお
り、保育者
は事故時に
は本児と一
緒にはいな
かった。

見守りが不
十分だった
ため、声掛
け等を含
め、行動が
衝動的であ
る本児に対
しては十分
に見守って
いく必要が
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

保育室前廊
下から遊戯
室に行くに
は1度戸外
に出なけれ
ばならな
い。その
際、建物間
（保育室と
遊戯室間）
に段差があ
り、そこを
勢いよく
走ったこと
で足をくじ
いた。

段差をな
くす工夫
が必要

4.個人
活動
中・子
どもの
み

声掛け等
を含めた
見守りが
必要

見直しを
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常に動き
が激しい
く衝動的
に行動す
る姿があ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の様
子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児への
対応をし
ていた

特になし

職員間で
連携を と
りながら
子どもの
様子を
しっかり
見守り対
応してい
く。

9755

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 0 5 3 0 2 1 0 5 4
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

特になし

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

ごっこ遊
びの最中
に発生し
ている
が、子ど
もの遊び
の中に危
険と思わ
れる行動
があった
際の声か
けが不足
してい
た。ハウ
ス周辺で
の行動に
ついて、
職員の認
識が不足
してい
た。

危険が予
測される
遊びや子
どもの行
動に関す
る職員の
対応につ
いて研修
を行う。
子どもた
ちに事実
を伝え、
安全につ
いての話
し合いを
行い、危
険な遊び
方につい
て再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

衝突の未
然防止の
ための声
かけは
行ってい
たが、ハ
ウスを使
用してい
ることに
ついて
は、十分
な危険予
知ができ
ていな
かった。

職員間で
状況の共
有を行
い、園舎
内外の遊
具の安全
点検を全
職員で行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達の
中でハン
ターごっこ
と称する鬼
ごっこが
ブームと
なってお
り、時折ハ
ウス周辺の
１階園庭
(土の広
場）を走り
回る姿が
あったた
め、小さい
子をがいる
ことを何度
か注意する
場面があっ
た。しか
し、屋根の
上で遊ぶこ
とに対し
て、制限を
かけていな
かった。

翌日、●●組
（3～5歳児異年
齢クラス）を中
心に話し合いを
行い、子どもた
ちは「ハウスの
屋根には登らな
い」という結論
を出している。
安全に楽しく遊
ぶ環境を整え、
子どもたちの発
達を促していけ
るよう定期的な
カンファレンス
と環境の見直し
を継続する。子
ども達とは、週
１～２回程度、
定期的に安全に
ついて話し合い
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合っ
た友だち
と追いか
けっこを
して、捕
まらない
ようにと
ハウスの
屋根に登
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者A
は、屋根
から飛び
降りて左
足を痛が
る本児を
抱いて、
事務所の
医務コー
ナーにい
る看護師
のもとに
搬送す
る。保育
者B、C、D
は、他の
子ども達
の遊びの
見守りを
継続す
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

看護師は、本児
に痛い箇所を尋
ね患部を確認
し、アイシング
を行い全身状態
を観察する。少
しの動きでも激
しく痛がるた
め、オンライン
「子どもの救
急」、書籍「保
育・救命」等で
確認した上で整
形外科医への受
診を判断する。
看護師が保護者
に電話連絡し怪
我の状況等の詳
細を伝え、受診
の許可を得ると
ともに病院にて
保護者と合流す
る旨を確認す
る。

職員は、
担当クラ
スの子ど
もに限ら
ず、目の
前にいる
子どもや
周辺で遊
んでいる
子どもを
含め、園
全体の子
どもを見
るという
意識が十
分ではな
かった。

子どもの
見守り
方、発達
に応じた
行動予
測、適切
な言葉か
け等につ
いて再確
認する。
職員間の
連携を強
化するた
めに、
ケース会
議や研修
を行う。

9756

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

25 3 3
16.４
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
２)回/年

1.基
準以
上配
置

キックバイ
クに乗って
遊ぶ際に、
広い場所で
乗るように
声をかけた
り、スピー
ドを出しす
ぎないよう
その都度声
を掛ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

遊具が密
集してい
てキック
バイクを
乗るには
狭い場所
もある。

広い場所
でキック
バイクに
乗ること
をその都
度知らせ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児と狭
い場所で
キックバ
イクに
乗ってい
た。

広い場所
でキック
バイクに
乗ること
をその都
度知らせ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

キックバ
イクを倉
庫から職
員に出し
てもら
い、園庭
でキック
バイクに
乗って遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が
キックバ
イクから
転倒した
とこを目
撃しすぐ
に怪我等
の確認を
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
で遊ぶ子
どもの様
子を側で
見守って
いた。

職員の人
数的なも
のに不備
はなかっ
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9757

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 9 8 12 12 14 11 11
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨頭
にひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

引き続き
定期的に
所内研修
を行い、
注意喚起
を行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

引き続き
定期的に
点検を実
施し、不
具合がな
いか確認
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動器具の
使い方、遊
び方の周知
と、子供が
十分にそれ
を習得して
いるか把握
が不十分で
あり、複数
の子どもが
同時に行う
場面で保育
士１名の見
守りで十分
ととらえた
注意不足が
要因と考え
る。

年齢に
合った鉄
棒の使い
方や、遊
ぶ際の
ルールを
きちんと
知らせ、
見守る保
育士が目
の行き届
く状態で
行うよ
う、職員
での周知
徹底をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が鉄
棒を両手
でにぎり
足を鉄棒
にかけよ
うとした
際、片手
が鉄棒か
ら離れて
しまう。
こらえき
れず、も
う一方の
手も離し
てしまい
落下す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士は
本児から
１ｍくら
い離れた
場所で、
本児含め
５名が鉄
棒で遊ん
でいる所
を見守っ
ていた
が、落下
した際、
すぐに本
児を支え
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

所庭には
いたが、
他児のグ
ループを
見てお
り、本児
は見てい
なかっ
た。

常に子ど
もの動き
に気を付
け、ケガ
の無いよ
うに声掛
けしてい
く。複数
の職員で
声を掛け
合い、連
携して全
体に目を
配ってい
く。

9758

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

28 4 3
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１０)回/
年

2.基
準配
置

リレー遊
びはこの
日が初め
てだった
が、バト
ンの受け
渡し方や
気を付け
ることを
子どもた
ちに周知
していな
かった。

初めての
遊びをす
る時はあ
らかじめ
注意する
ことを伝
えておく
必要が
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

園庭を確
認した
が、特に
凹凸等は
なかった
ため、特
別な改善
は行わな
い。定期
的な点検
は引き続
き実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リレー遊
びはその
日初めて
だった。

初めての
遊びで
は、子ど
もが予想
できない
動きをす
ることも
想定し、
安全に遊
べるよう
より注意
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身体を動
かして遊
ぶことが
好きな本
児なの
で、この
日もリ
レーを友
だちと一
緒に楽し
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

リレー遊び
が初めて
だったた
め、子ども
たちがバト
ンの受け渡
しをきちん
とできるか
どうかの確
認も含め、
安全面に考
慮しながら
声をかける
などしなが
ら近くで見
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

固定遊具
やサッ
カーなど
他の遊び
をしてい
る子につ
いてい
た。

リレー遊
びは2チー
ムあり、
しかも初
めての遊
びだった
ので、職
員が2名で
対応する
べきだっ
た。

初めての
遊びは予
想される
危険など
を職員で
共通理解
し、状況
に応じて2
名以上の
職員がそ
の遊びに
つくよう
にする。

9759

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

16 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

改善策な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

改善策な
し

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

折り紙を
やってい
る所にソ
フトブ
ロックを
持ち込ん
だ時、声
を掛けな
かった。

おもちゃ
の使い方
のお約束
をしっか
りと伝え
どう使っ
ているか
（状況）
を把握し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

円の中に
いたが1人
円柱のソ
フトブ
ロックに
またがり
加わって
いて体勢
を崩す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

円のすぐ
後ろにい
て、全体
を見なが
ら目を
配っては
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人担任で
他のクラ
スの担当
者は見る
ことがで
きませ
ん。

どういう
状況かま
で細かな
所まで目
を配る。

9760

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

26 1 14 11 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎前歯
脱臼、一
部欠損歯

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

子どもが
けがをす
るであろ
う動きを
察知し、
未然に防
げる位置
で声を掛
けられる
ように気
をつけ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

スムーズ
に移動で
きるよう
に、通る
場所の見
通しをよ
くする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い解放
感のある
遊戯室か
らの移動
の為、走
りたく
なったも
のと考え
る

移動の際
には、走
らないこ
とを子ど
も達に話
し、徹底
する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午睡中眠れ
ずに起きて
おり、自分
の布団に横
になって休
んでいた。
午睡時間が
終わり起き
て午睡中眠
れずに起き
ており、自
分の布団に
横になって
休んでい
た。午睡時
間が終わり
起きて動け
ることを喜
んでいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体に対
して走ら
ないよう
に声をか
けたが本
児に声が
届いてい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先にトイ
レに向
かった子
ども達を
見守って
いた為

保育士は
子ども達
の移動の
様子や室
内での過
ごし方に
気を配
り、すぐ
に対応で
きるよう
にする。

9761

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

13 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

毎朝の朝
礼におい
て、安全
面に留意
して保育
にあたる
よう意識
統一を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

活動前に
も園庭や
固定遊具
の安全点
検を強化
して行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

活動の前
には、手
足を柔軟
に動かせ
るような
遊びを意
識して取
り入れ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走りなが
ら滑り台
に向かっ
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

好きな遊
びをする
様子を近
くで見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の園児及
び職員は
保育室で
活動中

児童の動
きに危険
性が伴わ
ないか、
予測して
職員配置
を適切に
行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9762

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

21 1 1
17.５
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
基節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特に無し 特に無し
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(200)回/
年

特に無し 特に無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドッジボー
ルに慣れて
きてボール
を投げたり
受けたりす
る行為が上
達してきた
ことで、
コートの大
きさがレベ
ルに合って
おらず、至
近距離での
ボールのや
り取りが骨
折につな
がったので
はないかと
考える。

子ども達
のレベル
に合わせ
てドッジ
ボール
コートの
大きさを
変更す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭にて
クラスの
友達と
ドッジ
ボールを
して遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭に
て、クラ
スの児全
体の様子
を見守っ
たり一緒
に遊んだ
りしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
ス担任お
よび職員
は室内に
て保育を
してい
た。

体が温
まってお
らず、動
きが鈍く
なってい
た。ボー
ルの受け
方が安定
していな
かった。

行う前に準備
運動などで体
を温めるよう
促したり一緒
に行ったり
し、体を整え
ておく。ドッ
ジボールの以
外の場でボー
ルの受けたり
投げたりする
遊びを取り入
れたり、体の
正面でボール
を受け取るや
り方をやって
見せたりす
る。

9763

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 17 1 2 2
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の動
きの連携
が取れて
いなかっ
た。

おやつ後、
夕刻前の活
動に職員が
分かれる所
で、要支援
の子ども２
人に対応で
きる職員の
確保。要支
援児の対応
を優先し、
おやつの片
付けは、別
の職員に依
頼する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

床（フ
ローリン
グ）に損
傷などな
い為、特
に改善は
必要ない
と考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の動
きの見直
し必要。

要支援児
の対応を
優先し、
片付けは
後回しに
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対格差の
ある５歳
児とぶつ
かり合い
転倒

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士一
人だった
為、ボー
ルから逃
げる２人
がぶつか
るのを止
めきれな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の子の
対応中
だった。

体格的に
相手が大
怪我に繋
がってし
まうリス
クあり。

体格の差
がある児
が関わる
場面で
は、相手
に及ぼす
影響を頭
に入れて
見守って
いく。

9764

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

10 3 3
15.３
歳

1.男
児

自閉症スペ
クトラム
症、朝食未
摂取

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
前頭骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
隔　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

園内で、
事故予防
について
環境面、
保育士の
動きにつ
いて話し
合う機会
を作る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年
　
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年
　
毎日

総合遊具が
2m以上と高
く、遊具の
隙間も大き
め。特に円
柱部分には
保育士は入
ることがで
きない。遊
具基礎コン
クリート部
分が出てい
たり、安全
マットも劣
化している
状況。以前
より危険で
あると報告
していた。

担当課と
総合遊具
の使用に
ついて、
話し合う
機会を作
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもの
発達や特
性に合わ
せた対応
を検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気になる
友達と同
じ動きを
したり、
一緒に遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は、
ビールケー
スを積み上
げて遊んで
いる子ども
たちに関
わってい
た。加配保
育士はもう
1名の障が
い児と一緒
に発表会の
道具を作っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対応した
フリー保
育士は、
この2名に
配慮が必
要と判断
し関わっ
ていた。

特になし

フリー保
育士の判
断で戸外
遊びの状
況を見
て、見守
りをして
いた。保
育士間の
連携につ
いて検討
したい。

9765

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

74 37 37 6 6
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕
骨折　脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

転んでも
簡単には
骨折しな
い体をつ
くる

普段も気
を付けて
いるがさ
らにボー
ル遊びを
している
子どもに
目を配る
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

土の上で
起こった
事故であ
り、環境
としては
特になし

今回の場合
は防ぎきれ
ない事例だ
が同じこと
が起きない
ように保育
士全体に気
を付けるよ
うに話をす
る。情報の
共有。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

環境とし
ては特に
なし

周りに何
もなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール遊
びが好き
である。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

泣き声がし
たため他児
が駆け寄っ
て保育士も
本児のとこ
ろへ行き、
腕を動かさ
ないよう看
護師に見せ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者へ
の連絡。

一人で集
中して遊
んでいた
が、保育
士の目は
届いてい
た。

再度全体
に申し送
りを行
い、園庭
にももっ
と目を配
らせる必
要がある
ことを伝
える。

9766

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 12 32 4 3
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ルに基づ
いた対応
の再確認
と徹底に
ついて、
職員会議
において
共有を
図った。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

各種安全
点検を継
続する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団活動
中の見守
りを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スタートと
ゴール地点
に担任が１
名ずつい
た。ゴール
付近で転ん
だように見
えたため、
まずゴール
地点にいた
担任が児童
の元へ駆け
つけ様子を
確認した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

スタート
地点にい
た担任も
児童の元
へ駆けつ
け児童の
様子を確
認した。
他の組の
担任はそ
の他の児
童の活動
を見守っ
ていた。

本件に係る
その他考え
られる要因
については
特段無い
が、対象児
に限らず、
各園児の動
きや表情を
把握し、い
つもと違う
様子はない
か確認しな
がら、今後
の事故防止
に努めてい
きたい。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9767

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 5 3 3 3
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折（疑
い）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員間の
伝達不
足。

休暇対応
の保育士
には、要
所要所で
子どもの
状況を伝
え安全を
守る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

リスク回
避の為の
マットの
数を使用
していな
かった。

必要と思
われる部
分に敷く
マットの
数はある
為、転倒
のリスク
を考慮し
マットを
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マット山に
は保護用
マットを敷
いていたも
のの必要と
思われる部
分全てには
敷くことが
できていな
かった。遊
びに入る前
に休暇対応
保育士へ児
の情報が不
十分だっ
た。

安全な環境
を徹底して
遊ばせる。
複数の保育
士で安全を
確認し合
う。転倒し
た場合は、
ぶつけた部
位のみでは
なく全身を
丁寧に観察
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

まだ運動
発達的に
不安定さ
がある

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児のオ
ムツ交換
で傍を離
れてし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
たところ
で、他児
を含め全
体を見守
りをして
いたので
至近距離
にはいな
かった。

オムツ替え
で離れる際
に、もう一
人の保育士
にも声を掛
けたが伝
わっていな
かった。転
倒して頭を
打ったがす
ぐ泣き止ん
だ為、報告
ができてい
なかった。

保育士が
付く場所
をよく考
え、意識
して声掛
けをす
る。病状
を勝手に
判断せ
ず、転倒
や打撲等
あった時
はすぐに
報告す
る。

9768

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

77 25 29 23 6 6
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

園庭での
遊び方に
注意が必
要だった
と思われ
る。子ど
もへの投
げかけは
していた
が、子ど
もの突然
の行動も
予測して
おく必要
がある。

園庭での遊
び方や活動
内容に伴う
場所・範
囲・空間な
どについ
て、職員間
で声をかけ
あい安全面
を考慮して
共有しあ
う。子ども
達にも戸外
に限らず周
囲にも目を
向けながら
の安全行動
について話
をする。全
園児が園庭
で遊ぶ際に
は、密度が
高くなるた
め時差で戸
外に出る等
の工夫は引
き続き行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

タイヤ飛
びをやっ
ている園
児がいる
ときには
その周辺
をゾーニ
ングし、
他園児の
遊び場と
重複しな
いように
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

追いか
けっこ遊
びに夢中
になって
しまっ
た。

園庭で自
由に遊ん
でいる
が、安全
行動につ
いて子ど
もたちに
も再度話
をした。
また、園
庭全体を
みる職員
の配置も
引き続き
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
友達とタ
イヤジャ
ンケンを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は対
象児を含
めた数人
とタイヤ
ジャンケ
ンで一緒
に遊んで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

タイヤジャ
ンケンを
し、全て飛
び越え、元
の列に戻ろ
うと立ち止
まってい
た。一緒に
遊んでいた
担任の後方
だったた
め、衝突を
防ぐことが
できなかっ
た。

各場面で
の遊び方
や危険に
対する判
断につい
て職員で
共有しあ
い、子ど
もへの働
きかけや
援助の仕
方を同一
にする。

担任は子
どもたち
が遊ぶ様
子の見守
りを行う
が、子ど
もの活動
に合わせ
て立ち位
置に留意
する。子
どもの危
険な行動
を常に予
測し、声
掛けを行
う。

9769

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

15 1 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

事故発生
時雲梯で
見守って
いる保育
士が1人
だった。

雲梯等手
が滑って
落ちてし
まう事も
あるの
で、マッ
トなど敷
き大きな
怪我にな
らないよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

落下した
際の怪我
防止の
為、アネ
ビーマッ
トを下に
敷くよう
業者に依
頼中

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯がで
きるよう
になっ
て、まだ
時間が経
過してお
らず、で
きるよう
になった
事が嬉し
く少しは
しゃいで
いた。

1人1人の
達成度を
把握し不
安定な子
にはマン
ツーマン
での対応
を心がけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯が出
来きるよ
うになっ
た事が嬉
しく、少
しはしゃ
いだ様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1人でみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分のク
ラスの子
どもたち
に対応し
ていた。
雲梯をし
ていない
子の対応
をしてい
た。

安全マッ
トを敷
く。

9770

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 6 9 10 6 13 6 11 9
13.１
歳

1.男
児

その日のうち
に手術および
入院し、翌日
に退院。ワイ
ヤーをつける
手術となり、
完治に１ヶ月
程かかる見込
み。●月●日
に病院を再度
受診し、とり
つけたワイ
ヤーを外す予
定。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

上顎歯槽
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

１つの遊
具に１人
の職員を
配置す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

撤去する
ことにし
た　※事
故後、使
用禁止。
令和●年
●月中に
撤去

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

１つの遊
具に１人
の職員を
配置する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、楽し
く遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
落下する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他園児の
対応をし
ていた。

特になし

１つの遊
具に１人
の職員を
配置する

9771

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

15 1 1
16.４
歳

2.女
児

無し
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

全体的に
途中入園
児はケガ
をしやす
く、気に
かけては
いるつも
りであっ
た。

継続して途
中入園児に
は特にきに
かけ、また
一階から二
階の生活に
代わり気持
ちが高くな
る三歳児ク
ラス、また
コロナ禍で
の規制と緩
和の間で緊
張感が抜け
ないように
したい。ま
た、遊具の
近辺には注
意したい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

この日、同
階の異年齢
児がスイミ
ングに出か
けるなど流
動的だった
ことも全体
的に見れな
い要因と
なったよう
に感じる。

万が一を考
え、想定で
きるときは
縦割り的な
毎日の中、
環境範囲を
限定して無
理なく全体
が見れる様
に出来たら
良い。大型
遊具の周り
の安全も確
認する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

いつもあ
る大型遊
具だった
が、十分
に目が行
き届いて
いたかと
考える。

担任の目
が行き届
く広さの
中で、あ
そびを見
なければ
いけな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室で
あそぶ子
とホール
であそぶ
子を見な
がら片付
けに移行
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１人担任 同上

大型遊具
の捉え方
を、今の
子どもの
現状を捉
え話し合
いたい。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9772

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 5 9 7 2 1
18.６
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首捻
挫　●/●
骨折と診
断名変更
●/●再骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

充分に子
どもを見
守れる職
員の数が
いなかっ
た。

幼児を連
れて階段
を昇り降
りをする
際、子ど
もの様子
が確認で
きる最後
尾に職員
が付く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

階段の境
目が見え
ずらかっ
た。

階段のふ
ちに、色
付き滑り
止め使
用。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

最後列の
子への配
慮が十分
ではな
かった。

子どもを連
れて階段を
昇り降りを
する際に、
声掛けを行
い子どもの
様子を確認
しながら進
むようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児の階
段を降り
る際の、
注意する
意識が薄
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者が
先頭を進
んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

最後の子
を部屋か
ら送り出
してい
た。

夕刻保育
の為、充
分に子ど
もを見守
れる職員
の数がい
なかっ
た。

幼児を連れ
て階段を昇
り降りをす
る際、子ど
もの様子が
確認できる
最後尾に職
員が付き子
どもの様子
を確認しな
がら進むよ
うにする。

9773

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

16 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
側中手骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

定期的にマ
ニュアルを
読み合わせ
たり、子ど
もたちの動
きから予想
できる対応
を職員会議
等で考えて
いく

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

引き続き
安全確認
チェック
を行い環
境を整え
ていく

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

安全に遊
べるよう
に声を掛
けたり見
守りを続
けていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

8：30過ぎに
登園。身支
度を済ませ
ホールにて
ロールマッ
ト（全身の
マッサー
ジ）を担任
にやっても
らう。ロー
ルマットを
済ませてか
ら縄跳びを
やりたい子
数人と順番
に一人ずつ
縄跳びをし
て遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ホールで
縄跳びを
やりたい
子の様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5歳児のみ
（全員では
なくクラス
にも数人い
たので）
だったので
ホールでは
一人で見て
いたので他
の職員はい
なかった。

子どもの
動きにす
ぐに対応
できるよ
う引き続
き見守る

9774

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

73 5 9 15 13 16 15 15 11
16.４
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
中節骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(数)回/年

1.基
準以
上配
置

環境、ハ
ザードマッ
プの見直し
と職員の立
ち位置を話
し合いを行
う。職員間
の声の掛け
合いが足り
なかったた
め、持ち場
を離れる際
には声掛け
を伝わるま
で行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

背面板無しの玩
具棚の為につい
ては両サイドか
ら玩具を取るこ
とができ、空間
を圧迫しないこ
とから普段から
保育室中央部に
配置し該当の玩
具棚については
固定していな
かった。棚には
玩具が常に置い
てある状態で
あったが、事故
発生時玩具はす
べて使用してお
り棚が空の状態
であった。その
ため玩具棚が軽
くなり倒れやす
くなったのでは
ないか。

玩具棚を
背合わせ
に配置、
または棚
の下部に
重いもの
を配置し
転倒を防
ぐ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

棚で囲われ
ていた場所
にブロック
コーナーを
設置してい
た。ブロッ
クコーナー
で遊んでい
た子どもが
棚にぶつか
り棚が転倒
したため、
もう少し
コーナー設
定を広く設
けていれば
よかったの
ではない
か。

室内環境
の見直
し、コー
ナーを区
切る際に
は子ども
の心情や
遊び方に
考慮し、
日々環境
の改善を
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
保育室の
中を歩い
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くにい
た職員は
床に落ち
ている玩
具を広い
環境を整
えてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

②保育室
の反対側
にいた
為、見え
ていな
かった。
③お迎え
対応中で
あった。

片付け等
の環境設
定を行う
際は、他
職員へも
声掛けを
行い全体
把握の職
員を配置
したうえ
で始め
る。

9775

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１４)回/
年

2.基
準配
置

マニュア
ルを職員
全体で再
確認す
る。ま
た、今後
も研修等
も積極的
に受け、
資質向上
に努めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週６)回/
年

安全な環
境の下
で、子ど
もたちが
遊べるよ
うに、今
後もより
声がけを
するとと
もに、点
検をしっ
かり行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒をする
際には、職
員が必ずつ
いてから行
うことに
なってい
る。本児が
鉄棒をしよ
うとしたた
め、職員が
声がけをし
たが鉄棒を
一人で行
い、態勢が
崩れて落下
してしまっ
た。

園児と遊
具で遊ぶ
際の約束
を再確認
する。今
後も、固
定遊具で
遊ぶ際に
は職員間
でも声が
けなどを
行いより
一層連携
を図って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒を行
うことに
意欲的な
様子が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当保育
士は、ク
ラスの園
児を鉄棒
の所まで
連れてい
き、鉄棒
を行う前
に園児に
話をし、
鉄棒を行
う所だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の排
泄に対応
してい
た。

職員がしっ
かり配置さ
れ見ていた
中での事故
ではあった
が、集団遊
びをする際
にも、子ど
もたちが安
全な環境で
遊べるよ
う、今後も
職員間の連
携をしっか
り行ってい
く。
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歳
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以
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童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9776

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

20 1 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

幼児用の
遊具であ
り、使い
慣れた遊
具であっ
たので近
くにはい
るが、傍
につき見
守ること
をしてい
なかっ
た。

側につき、
不安のある
子には見守
りや声がけ
をしていく
ようにす
る。事故の
可能性があ
る遊具を使
用する際
は、担任の
目が分散さ
れないよ
う、使う遊
具を指定し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

幼児用の
遊具で、
高さはな
いので、
遊具下に
セーフ
ティマッ
トを敷い
ていな
かった。

万が一に
備え、
セーフ
ティマッ
トを引く
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

セーフ
ティマッ
トが引か
れていな
い状態で
あった。

安全点検
を行い、
事故や怪
我につな
がる事例
がある場
所や物に
関して、
職員で話
し合い、
安全に使
用できる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

この頃う
んていが
できるよ
うになっ
たことを
喜んでお
り、この
日も園庭
に出ると
すぐにう
んていに
向かっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ドッジ
ボールの
白線を引
いている
途中で、
他児のト
ラブルの
仲立ちを
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

3歳児クラ
スが同じ
く園庭に
出てお
り、3歳児
クラスの
園庭での
自由遊び
を見守っ
ていた。

幼児用の
遊具であ
り、使い
慣れた遊
具であっ
たので、
近くには
いるが、
傍につき
見守るこ
とをして
いなかっ
た。

遊具を使う際
は親指も使っ
て握りこむ、
体勢が崩れた
際は無理せず
着地するよう
子ども達に伝
えていく。危
険が予想され
る遊具を使用
する際は、保
育士の目が
しっかり向け
られるように
なってから使
用するよう配
慮する。

9777

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

37 0 3 2 8 9 15 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕肘骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

危険を予
知して行
動する力
の育成不
足

どこでど
のような
事故が起
きやすい
か、これ
までの事
例をもと
に子ども
たちに考
えさせ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

遊びの
チェック

改めて子ど
もの姿を注
意深く見守
り、危険が
予測される
場合は、な
ぜ危ないの
かを子ども
に考えさ
せ、事故が
繰り返され
ないように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
楽しそう
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

なんらか
のトラブ
ルがあっ
たわけで
もなく、
故意に相
手を落下
させよう
とする行
動はな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

どのよう
な状況で
落下した
のか確認
し、今度
から気を
つけるよ
う周りの
子にも指
導した。

「もしか
したら」
の想定不
足。

「もしか
したら」
「こう
なった
ら」とい
う、事故
に繋がり
そうな動
きを想定
した指
導。

9778

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

23 2 0
16.４
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

毎朝のミー
ティングに
て、本児の
状況を周知
する時間を
設け、全職
員で対応。
職員の見て
いない時間
がないよう
にする。バ
スの添乗員
も共有でき
るようにし
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
防ぎよう
のない事
故だった

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭から教
室に入るよ
う子どもた
ちを促し
た。子ども
が普通に歩
いていて横
向きに転倒
した瞬間を
目撃した
が、転倒を
防ぐことは
出来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

教室の入
口で靴を
履き替え
る子ども
たちの対
応をして
いた。

特になし
防ぎよう
のない事
故だった

9779

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

21 3 0
16.４
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12   )回/
年

2.基
準配
置

初めて使
用する施
設のエリ
アだった
ため、職
員は多く
配置した
が、予測
外の子ど
もの動き
があり、
転倒を予
測できな
かった。

来年度も
使用予定
の施設な
ため、今
回の事例
を踏まえ
て、子ど
もや職員
間で事前
説明を実
施すると
ともに、
施設職員
とも連携
をとって
対応す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2     )回
/年

外部施設
での遊具

実施頻度(
2　)回/年

外部施設
での遊具

実施頻度(
2　)回/年

事故の状
況と経過
を報告。
今後の事
故予防の
分析をお
互いに実
施。

来年度も
使用予定
の施設な
ため、そ
の際には
重点的に
対応策を
講じる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

初めて遊
ぶ遊具
で、遊び
方に慣れ
ていな
かった

自由あそび
の前に遊び
方のルール
をクラス毎
に確認し
た。バルー
ンエリアが
特に配慮が
必要な場所
という認識
はあったの
で、園内で
の徹底した
事前指導を
すべきだっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園外活動
というこ
ともあ
り、いつ
もより活
発に遊ん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本人が落
ちたとこ
ろはどの
職員も見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本人が落
ちたとこ
ろを見て
いた職員
はいな
かった。

子どもを自
由に遊ばせ
る体験のエ
リアだった
ため、保育
者の配置の
固定はせ
ず、子ども
が多くいる
ところに傍
に付き添う
などしてい
たため、全
員を見てい
ることがで
きなかっ
た。

防ぎよう
のない事
故では
あった
が、事故
を見逃さ
ないよう
全体を見
渡せる位
置に保育
者を1名置
くべき
だった。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9780

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

16 1 9 4 2 3 2
15.３
歳

2.女
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

年長児が
転倒の
際、年少
児に体重
をかけて
しまっ
た。体格
差があっ
た。

同等の体格
同士で手を
つなぐ。歩
行中、道路
の小さな境
目や周囲の
状況を細か
く周知す
る。足腰、
腕を使った
運動の頻度
を増やす。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩き慣れ
た道だっ
たため、
ペアの年
上の児に
リードを
任せてい
た。

慣れた道で
あっても細
かく周囲の
状況を周知
する。職員
が前を歩き
ながら、前
もって段差
を声に出し
て周知し転
倒を予防し
ていく。疲
れが見られ
ている児
は、年下の
児とのペア
にせず体格
の同じ位の
児にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

安全を確
認し横断
歩道を
渡ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

安全を確
認し横断
歩道を
渡ってい
た。

年長児に対
して安全な
歩き方の周
知不足だっ
た。異年齢
保育なため
年上の児と
年少児との
ペア行動に
している
が、今回の
ようなデメ
リットが起
きることも
職員全体で
共有して、
事故の再発
を防いでい
く。

小さい子と
一緒に歩く
時の年長児
に対して注
意事項を細
かく伝えて
いく。安全
な歩き方や
転び方を伝
える。足
腰、腕を
使った運動
の頻度を増
やす。

9781

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

24 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨近位
骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特にな
し。

危機管理
マニュア
ルを見直
す。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年　毎日

特にな
し。

移動の仕
方、安全
面での配
慮を確認
し取り組
む。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

職員間で
子どもの
動きを確
認し連携
を取るこ
とを再確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

上着、カ
ラー帽子
など身支
度を調え
て移動し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

階段の中
央の踊り
場で降り
る状況を
見守った
り、鍵を
あけたり
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に
残ってい
た子ども
（加配児
も含む）
の戸外へ
出る準備
を見守
り、最後
に室内を
出た。

階段の中央
の踊り場で
担任が見
守っていた
が、踊り場
付き折り返
し階段なの
で、一度に
前後の様子
を把握する
ことができ
なかった。

子どもの
予想され
る動きを
想定して
階段の前
後が見守
れるよう
な配置を
する。

9782

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 23 16 4 4
17.５
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕肘骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

鉄棒の側で
職員1名が
遊びの様子
を見守って
いたが2人
同時に遊ん
でいたた
め、2人を
一緒に補助
するという
ことができ
なかった。

鉄棒をす
る時は一
人ずつ行
うなど保
育士が補
助できる
状況で遊
ぶように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

戸外遊び
をする際
には鉄棒
の下には
マットを
敷いてい
る。

施設とし
ては問題
はないよ
うに思う
が鉄棒の
使い方や
遊び方を
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2か所が同
時に使用
できる状
態であ
り、先に
遊んでい
る子の姿
を見て真
似てみよ
うと取り
組んでい
た。

同時にで
はなく、
保育士が
側に来て
から交互
に遊ぶこ
とを伝
え、安全
に遊ぶこ
とができ
る状況を
整えるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一緒に遊
んでいた
女児が鉄
棒で足を
掛けてぶ
らさがる
コウモリ
遊びを上
手にして
いた。そ
れを見て
自分もや
りたいと
取り組
む。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の側で
対象児とも
う一人の園
児を見てい
たが、対象
児が遊び始
めてすぐに
落ちてし
まったので
手を差し伸
べるなどの
対応が間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外遊び中
であり、他
児の対応を
していたの
で対象児が
遊んでいる
ことや職員
が側にいる
ことは分
かっていた
が遊びの様
子は見てい
なかった。

他児がして
いる遊びに
興味を持
ち、意欲的
に挑戦しよ
うとする気
持ちは認め
るが、ぶら
さがり遊び
は危険が伴
うのできち
んと保育士
が補助がで
きる状況に
なってから
遊ぶことを
園児に伝え
る必要が
あった。

遊び方や
遊ぶ時の
約束など
を日々園
児と確認
し、保育
士がすぐ
に対応で
きる状況
で遊ぶよ
うにす
る。

9783

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

9 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

戸外とい
うことで
広い範囲
を職員で
協力して
みていた
が高い所
に登る遊
具は特に
気を付け
て付く必
要があっ
た。

順に戸外
で出る時
は常に職
員同士で
連携をと
り、高さ
のある遊
具は特に
注意して
側につ
き、気を
つけて見
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

雲梯下に
マットが
敷いて
あったが
硬めのも
のであっ
た。

雲梯下に
マットを
クッショ
ン性のよ
いものに
し衝撃を
和らげる
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担当保育
士は順番
に靴を履
く子の手
伝い・見
守りをし
ていた。

他の保育
士で協力
し合いな
がら、特
に高い場
所に登る
遊具は目
を離さな
い様に近
くでみて
いくよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内から
喜んで戸
外にで
て、雲梯
で遊びだ
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当保育士
は他児の靴
履きの手伝
いをしてい
たため少し
離れた場所
におり、落
下したこと
に気付いた
が間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くには
いたが、
他児もい
たため手
は届かな
かった

保育士が
連携して
全体を見
ていたが
広範囲の
ため、防
ぐことが
できな
かった。

高い所に
登る遊具
に関して
は特に注
意して見
ていくよ
うにし、
手の届く
場所で見
守るよう
にする。
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死亡
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歳
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歳
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9784

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 0 0 0 12 9 9 0 3 3
17.５
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左環指中
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士に
見守られ
ながらブ
ランコに
乗ってい
た。普通
に鎖を
持ってい
たが、降
りる時に
鎖に指が
引っか
かってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブランコの
後ろ側にお
り時々押し
てあげたり
しながら見
守ってい
た。本児が
降りた後の
ブランコが
本児の頭に
当たっては
いけないと
思い、ブラ
ンコを止め
た。本児が
指の異変を
訴えたため
対応し近く
の保育士に
伝えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は砂
場で遊ん
でいる子
どもを見
ていた。
１名は長
縄跳びを
回しなが
ら、降園
する子ど
もの対応
をしてい
た。

ブランコ
から降り
る時に、
鎖に指が
引っかか
ることが
あるとい
うことを
予測でき
ていな
かった。

ブランコの
鎖に指が
引っかかり
事故につな
がる可能性
があること
を保育士自
身が常に意
識し、ブラ
ンコが止
まってから
降りること
を含めた安
全な遊び方
について、
児に繰り返
し知らせて
いく。

9785

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

105 14 14 16 21 22 18 0 27 24
14.２
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の園
児の見守
りについ
て、子ど
も達の遊
んでいる
様子が満
遍なく見
える位置
に立つ。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

あらかじ
め転倒の
原因にな
るものが
ないかよ
く確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

淵からの
飛び降り
やテラス
を走る子
との衝突
など、二
次的な事
故の可能
性も含
め、声が
けなどの
安全配慮
の予防を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

単独で座っ
ており、偶
然臀部が淵
から外れて
上体が傾い
た。側にい
た職員が本
児の身体の
傾きに気が
付き、地面
に落ちない
ように右手
を引っ張っ
たが間に合
わず左腕を
下に地面へ
転倒する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒後し
ばらくす
ると痛み
の訴えな
く転倒前
と同じよ
うに遊
び、外見
上変化が
なかった
ので様子
観察して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児以外
の園庭の
遊びの見
守りをし
ていた。

痛みや外見
上の変化が
なくても、
受傷時の状
況によって
は外傷の可
能性がある
ことを念頭
に受傷部位
を確認し、
必要に応じ
安静や受診
をする。

9786

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

91 9 12 18 20 32 17 14
18.６
歳

1.男
児

発熱とコロ
ナ自粛の為
１ヵ月程の
長期欠席後
３日目の登
園

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足関節外
果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

職員間にて
マニュアル
について再
確認。子ど
もの様子に
十分留意し
て安全に過
ごすことが
できるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

屋内、園
庭等施設
全てにお
いて、危
険個所の
再確認実
施（ヒヤ
リハット
表使用）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

引き続き
戸外活動
中は、随
時保育士
が対応で
きるよう
配置を行
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

発熱とコ
ロナによ
る自粛に
よる長期
欠席で、
通常通り
の動きが
困難で
あった可
能性有

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士は
他児と集
団遊びを
行いなが
ら、離れ
た場所で
対象児の
姿を把握

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

支援担当
職員が、
発生場所
付近で他
事と一緒
に遊びな
がら対象
児の姿を
把握

遊ぶ前に、
危険箇所
（園庭の地
面の様子な
ど）を確
認。安全に
遊ぶための
注意事項を
子どもと確
認してか
ら、活動を
開始

9787

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

15 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第３中
足骨骨折
左足部擦
過創

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

大太鼓を
設置する
とき、ス
タンド等
にずれが
ないか確
認した
が、合奏
練習中は
再度の確
認はして
いなかっ
た。

子どもた
ちが楽器
を扱う
際、危険
な行為を
行ってい
ないか、
スタンド
等にずれ
がないか
等を繰り
返し確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

楽器、スタン
ドは使用前に
点検したが、
事故発生後に
スタンドの太
鼓を置く部分
にゴム製のす
べり止めが4
か所ついてい
るが目視確認
のみであっ
た。事故発生
後に手ですべ
り止めを動か
してみたとこ
ろ動いたた
め、太鼓を
打っている間
に太鼓とスタ
ンドに多少の
ずれが発生
し、何らかの
負荷がかかっ
たタイミング
等が重なり落
下したとも考
えられる。

スタンド
のゴム製
のすべり
止めを、
手で動か
しても動
かないよ
うにしっ
かり固定
する。ま
た、使用
前点検で
はすべり
止めを動
かして動
かないこ
とを確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大太鼓担当
園児を横一
列の一番端
に配置して
いたため、
他の園児へ
の指導時に
視界に入ら
ないことも
あった。事
故発生当日
の園児のテ
ンションか
ら考える
と、常に視
野に入るよ
う配置の工
夫が必要
だったかも
しれない。

その時の
園児の状
況に合わ
せ、配置
を変更し
たり、個
別指導等
を取り入
れる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

はじめて
の合奏の
練習でと
ても喜ん
でいて、
はしゃぎ
ながら大
太鼓を
打ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

はしゃぐ
園児に注
意をして
いたの
で、正し
い扱いが
できるも
のと思い
込んでい
た。ま
た、大太
鼓がスタ
ンドから
落下した
ことはな
かったた
め、園児
の扱いで
は落下し
ないと思
い込んで
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児はふ
たつのグ
ループに
分かれ、
少し離れ
たところ
から練習
をしてい
ない園児
が合奏練
習園児を
見ていた
ので、合
奏練習を
見なが
ら、待機
園児たち
を見守っ
ていた。

はしゃぎな
がら太鼓の
練習をして
いたので、
危険である
ことを伝え
ながら指導
を進めてい
た。繰り返
し当該園児
の様子を確
認し、必要
に応じて
「危ない
よ」と注意
をした。完
全な個別指
導ではな
かったた
め、当該園
児が落ち着
いてから続
けるべきで
あった。

楽器を扱
う際は
色々な場
合を想定
して、事
前に園児
への指
導、安全
点検を徹
底する。
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童

そ
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9788

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

24 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

上記事項
に関して
は問題な
いと思わ
れる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

特になし

上記事項
に関して
も問題な
いと思わ
れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボラン
ティアの
来訪（い
つもと
違った環
境）

ボランティ
アの方々、
子ども達と
もども、い
つもと違っ
た環境で
あっても、
落ち着いて
過ごせるよ
うに指導す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

 ボラン
ティアの
方々が来
たことに
よって、
いつもよ
りテン
ションが
あがり、
落ち着き
がなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

 目的がボ
ランティ
アの方々
との交流
なので、
遊びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

 対象児以
外にも児
童がいた
ため、見
ていな
かった。

ボラン
ティアの
方たちが
子どもた
ちとの遊
びに不慣
れ（加減
がわから
ない）
だったこ
と。

事前に、ボ
ランティア
の方々に子
どもとの遊
び方に関す
る指導を
しっかりと
する。子ど
もたちには
いつもと違
う環境でも
落ち着くよ
うに話をし
ておく。

9789

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

14 1 1
16.４
歳

1.男
児

気分が乗ら
ないとぐず
つき、かん
しゃくを起
こしパニッ
クになる。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

上記事項
に関して
は問題な
いと思わ
れる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

特になし

上記事項
に関して
は問題な
いと思わ
れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

本児の心
理状態に
気を付
け、なる
べく気持
ちを落ち
着かせる
よう配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同じよう
に整列し
ようとし
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

整列し外
へ行く準
備をする
よう促し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他に職員
はいな
かった。

特になし

上記事項
に関して
は問題な
いと思わ
れる。

9790

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 5 10 8 2 2
17.５
歳

1.男
児

無し
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

以前子ども
達に、トラ
ンポリンの
使い方や降
り方（飛び
下りない
等）は伝え
ていたが、
当日遊びの
前に再確認
をしていな
かった。ま
た、飛び下
りなくても
降り方に
よってはケ
ガをする事
が予想出来
なかった。

遊具を使
う前に、
子どもに
遊具の安
全な使い
方や降り
るときの
注意等に
ついて再
度伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サーキッ
ト遊びで
トランポ
リンをし
て降りた
際に、バ
ランスを
崩した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

平均台に
ついてい
たため見
ていな
かった。
ドンとい
う音で気
付きすぐ
に本児に
対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

水分補給の
ためのお茶
を取りに
行っており
見ていな
い。遊戯室
に帰り本児
の様子に気
づき他児の
保育等を
行った。

全体の把
握が出来
ていな
かった。

保育全体
が把握で
きるよう
にする。

9791

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 11 18 16 5 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

園庭中央
でドッチ
ボールを
していた
が，園庭
横のス
ペースを
確保して
いたので
遊びには
大丈夫だ
と思って
いた。

遊んでい
る子ども
の人数が
多い時や
手押し
車・三輪
車などが
出ている
時は，片
付け遊び
に応じた
活動ス
ペースを
十分に確
保する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

スペースを
確保してい
たので，大
丈夫だとい
う思いがあ
り，手押し
車・三輪車
などが置
きっぱなし
になってい
たことに意
識がなかっ
た。

園庭に手
押し車・
三輪車な
どの置
きっぱな
しがない
ように，
また危険
が伴うこ
とを一人
一人が意
識する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広いス
ペースが
必要な遊
びの為の
場所の確
保が不十
分であっ
た。（他
のクラス
もドッチ
ボールな
どを行っ
ていた
為）

他のクラ
スとの園
庭利用の
方法（時
間帯な
ど）を考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず保
育者や友
達と笑顔
で鬼ごっ
こを行っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもた
ちと一緒
に鬼ごっ
こをして
いた。保
育者が鬼
役で子ど
もたちを
追いかけ
ていた。
対象児や
他児は保
育者の前
を走って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くにい
た職員に
対象児と
周りにい
た子ども
たちを見
てもらい
窓より所
長に知ら
せる。
（事務室
は園庭向
きにあり
園庭全体
を見渡せ
る）

遊びに夢中
になり周り
が見えなく
なっていて
たこともあ
り手押し車
があること
に気づけな
かったこ
と。広い場
所の確保が
できていな
かったこ
と。

置きっぱな
しの手押し
車・三輪車
などが遊ぶ
うえで危険
と思われる
場所にある
時は，意識
しながら保
育者が片付
け，常に安
全面を考え
るようにす
る。

9792

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

36 3 6 7 8 12 5 5
15.３
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

改善策な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.2歳児ク
ラスの床
には、ウ
レタン
マット等
を敷き、
怪我を防
ぐように
している
が転倒し
た際に、
右腕を下
にしてい
たため、
園児が怪
我をする
に至っ
た。

改善策な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回怪我を
した園児が
牛乳などの
乳製品が苦
手で普段か
らあまり食
べようとし
なかったた
め、カルシ
ウムが不足
し他の園児
に比べ骨折
をしやす
かったのか
もしれない
と医師から
指摘があっ
た。

園からも少
しずつでも
牛乳が飲め
るようにな
るよう指導
していく。
また家庭で
も栄養面で
偏ることの
ないよう牛
乳以外でも
ボーロなど
カルシウム
が摂れるよ
うな食品を
おやつなど
に取り入れ
るよう指
導・お願い
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ウレタン
マットの
上で、玩
具を使っ
て遊んで
いたが、
立ち上が
り、他の
玩具で遊
ぼうと２
～３歩走
りかけた
ところで
つまず
き、右腕
を下にし
て転ん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１歳児３名
と２歳児６
名、合計９
名の園児を
２名の保育
士で保育し
ていた。
(朝の合同
保育中)室
内は落ち着
いており、
ゆったりと
子どもを見
ることが出
来ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

１歳児３
名と２歳
児６名、
合計９名
の園児を
２名の保
育士で保
育してい
た。(朝の
合同保育
中)室内は
落ち着い
ており、
ゆったり
と子ども
を見るこ
とが出来
ていた。

職員で協
力しなが
ら、子ど
も一人一
人の動き
を把握す
るように
努めてい
る。

静かな活
動の際
は、室内
は歩くよ
う声をか
ける。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9793

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

11 3 2
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハット事
例より、
事故防止
の意識の
充実を図
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

日々の点
検、修理
の実施。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

できうる
限りの職
員配置。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童全体
の様子を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

突然の転
倒で対処
ができな
かった

できうる
限りの職
員配置。

9794

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 24 25 4 4
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

気になる
子が多い
こと、長
時間時の
疲れ等か
らの安全
確保の
為、基準
値よりも
多い人数
を配置

職員会議
を実施
し、園の
きまりに
ついての
確認、ま
た職員配
置等での
保育士の
不安やヒ
ヤリハッ
ト等を反
省時に伝
え合うよ
うにし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

畑を掘り起
こした状態
で固まって
おり、足場
が不安定で
あった。子
ども達が入
らない約束
になってい
たが、区切
りや表示も
なく、分か
りづらい環
境であっ
た。

子ども達に
分かりやす
いよう、植
物を植える
等し入りに
くい環境を
整えた。ま
た、まわり
にブロック
の枠があり
危険であっ
た為、掘り
起こした。
（塩ビ管等
リスクの少
ない材質を
選び囲いを
作る予定）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
立ち位置
と声かけ
の不足

職員会議
を実施
し、子ど
もの様子
が見える
位置や体
の向き、
声かけ等
の必要性
の再確認
と現状の
振り返り
から個々
意識でき
るように
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集中して
遊ぶもの
が見つか
らないこ
とが多
く、動き
も多い。
保育士の
仲立ちに
より、他
児と関わ
ることが
できる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

怪我の前ま
で、他児１
名と本児と
担当保育士
で追いか
けっこをし
て遊んでい
たが、他児
の怪我の対
応により、
遊びが中断
したことで
本児の動き
が把握でき
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の遊びの
入りこ
み、全体
の動きを
意識して
見ること
ができて
いなかっ
た。

担当の持
ち場を離
れる際
に、周り
の保育士
に声かけ
をするな
ど、適切
な連携が
図れてい
なかっ
た。

室内外問わ
ず、持ち場を
離れる際の声
かけや連携を
図ること、ま
た持ち場を離
れる際の人員
が不足する等
の状況の場合
は、職員室に
いる保育士ま
たは副園長、
園長に声をか
け、人員を補
うなど無理を
せずその場に
応じた判断を
する。

9795

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

91 0 0 0 26 31 34 4 4
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2 )回/年

2.基
準配
置

特になし

事故防止
マニュア
ルを踏ま
えて、職
員で話し
合いをす
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
日

特になし

施設や遊
具の危険
箇所を共
有し、す
ぐに改善
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊具の側
で遊びを
見守り、
事故のな
いように
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

柵に登ろ
うとして
手が滑
り、歯茎
が柵に当
たってし
まった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
た所で全
体を見て
おり、対
象児の動
きを見て
「危な
い！」と
声を掛け
たが間に
合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と死角が
できない
ように、
違う場所
で全体を
見ていた

特になし

柵の形状
が園児が
のぼりた
くなるよ
うな形な
ので、変
更できな
いか話し
合う

9796

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

12 2 2
15.３
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上唇小帯
挫創、上
前歯脱落

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

基準配置は
満たして安
全な配慮は
できてい
た。本児が
横を見て
走っていた
時に、保育
士が危険で
あることを
知らせるこ
とができる
と良かっ
た。

基準配置
は満たし
ていた
が、でき
るだけ見
守りの職
員配置を
増やせる
と良かっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

園庭は芝生
化にしてい
て、転んで
も怪我のリ
スクは少な
くなる対応
をしていた
が、転んだ
場所に総合
遊具の滑り
台があり、
口を強打し
た。

できるだ
け子ども
達にも、
周りをよ
く見て動
くことを
話し、職
員も見守
りが増や
せる時
は、増や
していき
たい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
前を見ず
に横を向
いて走っ
ていたた
め、危険
を察して
声をかけ
れる職員
がいると
良かっ
た。

戸外遊び
をする前
に、横を
見て走る
と危険で
あること
を常に話
し、気を
つけて遊
ぶように
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
で遊び始
めたが、
横を向い
て走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

勢いよく
横を向い
て走って
いたた
め、近く
にいた保
育士が止
めようと
したが、
止めるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子の
靴を履か
せてい
た。

見守りが
増やせる
ときは、
増員して
対応でき
ると良
い。

職員の見守
りが増やせ
る時は増や
していく
が、人数が
増やせない
時には、職
員の配置場
所に気をつ
け、職員が
連携をとっ
て見守りで
きるように
する。

9797

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

34 3 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
2)回/年

2.基
準配
置

特になし

階段昇降
時は、職
員を追加
配置する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

階段が滑
りやすく
ないか確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

階段の昇降
時は手摺を
持つことに
なっている
が、手摺を
持っている
かを必ず確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時
も、点呼
時もいつ
も通りで
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもた
ちを先導
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

後ろから
子どもた
ちを見
守ってい
た。

特になし

上からも
登ってく
る子供を
見守る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9798

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

13 3 3
13.１
歳

1.男
児

特記事項な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
牙亜脱
臼・上顎
骨骨折の
疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

全職員に
対し遊具
の使用マ
ニュアル
の周知徹
底が出来
ていな
かった

園児の発
達・遊具の
特性・安全
に遊ぶため
にはどのよ
うな働きか
けが必要で
あるのか等
について園
内での学習
会を毎年年
度初めに行
う

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

遊具の構造
上の問題で
はなく児の
年齢にあっ
た使用方法
や安全への
配慮が足り
なかったこ
とで起きた
事故である
と考える

上記考え
の為遊具
に対して
の改善は
不要とし
た

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具に掛
かってい
る梯子の
一番上の
段の幅が
広く1歳児
が一人で
登降する
には危険
な環境で
ある

3歳児以上
の使用す
る遊具と
する（遊
具の周り
に柵を設
置後使用
可とす
る）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

梯子を登り
上に上がり
たがり、本
児含め3名
を上部に上
げた。2名
が続けて降
りようとし
支えがな
かった本児
が転落して
しまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一人目を
支えてお
り続けて
降りてこ
ようとし
ていた本
児を止め
ようとし
たが間に
合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当遊具か
ら20ｍ程
離れた砂
場で他児
と共にい
た為見て
いなかっ
た

当遊具の
最適対象
年齢は3歳
以上6歳未
満ではな
いかと考
える

3歳以上で
あっても
上段に上
がってい
る人数は2
人までと
する

9799

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 10 13 15 4 4
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘関節
捻挫　右
肘部不顕
性骨折の
疑い

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

遊び方の
説明（通
せんぼし
ない）に
ついては
日頃より
行ってい
るが、遊
びに夢中
になって
しまって
いた。

危険予知が
不十分な年
齢であるこ
と、遊びに
夢中になる
と忘れてし
まうことを
想定し、活
動の前に園
児の理解を
再確認す
る。職員は
活動中も頻
回に目で確
認する。

1.定期的
に実施

月に1回
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

本事例
は、遊具
に不備は
なく、遊
び方に問
題があっ
たと考え
る。

ハード面
において
は特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りの範
囲につい
て、あらか
じめ決めて
いたわけで
はないた
め、見守り
場所もそれ
ぞれになっ
て、場所に
よっては同
じ濃さで見
守れていな
い可能性は
ある。児の
特徴につい
て４人全員
が把握でき
ていなかっ
た可能性が
ある。

多年齢児が
活動する場
合、それぞ
れの担任が
クラスの特
徴や注意す
べき点につ
いて、お互
いに情報交
換を密にす
ること。園
庭など広範
囲の見守り
を行う場
合、見守り
の責任範囲
を決めてお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児も上か
ら下りてき
た児も特に
体調不良な
どはなく、
いつも通り
の動きで
あった。お
にごっこを
楽しんでい
たため、夢
中になりす
ぎて、つい
通せんぼを
したよう
だ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡してい
たため、
衝突の瞬
間は見れ
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭内の
他の範囲
を見守り
していた
ため。本
児の動き
は見てい
なかっ
た。

見守りの範
囲につい
て、あらか
じめ決めて
いたわけで
はないた
め、見守り
場所もそれ
ぞれになっ
て、場所に
よっては同
じ濃さで見
守れていな
い可能性は
ある。児の
特徴につい
て４人全員
が把握でき
ていなかっ
た可能性が
ある。

多年齢児が
活動する場
合、それぞ
れの担任が
クラスの特
徴や注意す
べき点につ
いて、お互
いに情報交
換を密にす
ること。園
庭など広範
囲の見守り
を行う場
合、見守り
の責任範囲
を決めてお
く。

9800

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12
3.昼食
時・おや
つ時

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

2 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

チーフ会
等でヒヤ
リハット
について
確認し、
改善策に
ついて話
し合っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

大型遊具
の正しい
使い方を
園児に伝
えてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任の中
で見守り
等の役割
分担を
はっきり
させる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭にあ
る大型遊
具の斜面
板をよじ
登ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

大型遊具
の全体が
見える場
所で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

内で昼食
の片づけ
をしなが
ら室内に
いる子ど
もを見
守ってい
た。

危険が予
測される
対象児の
側で見守
る。

9801

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

26 2 2
17.５
歳

1.男
児

発達面にや
や多動性が
見られる。
日頃から危
険予測がし
づらい様子
がある

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

子ども自
身にも正
しい使用
方法を教
える

遊具の使用
について、
職員間で共
通認識を持
つ。遊具使
用の際に
は、常に人
員を配置す
ることとし
た

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

高さについ
ては改善の
必要はない
ものと考え
るが、落下
した際に怪
我をしない
ように地面
を改良する

地面を、
砂地から
70ｍｍの
ゴムマッ
ト舗装を
施工

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動面につ
いて劣る児
童が多数見
受けられ
る。落下時
の受け身、
転倒時の受
け身がとれ
ない事が多
い

活動に運
動面の促
進を図る
プログラ
ムの追加
（マット
運動、朝
の積極的
なラジオ
体操）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登り棒は
使用しな
いことを
話してい
たが、
登ってし
まった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

直前に、
他児から
話しかけ
られ対応
し、横で
本児が遊
んでいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の対応に
あたって
いた

職員を配
置してい
いたが急
なことに
対応しき
れなかっ
た

各担当職
員の動き
方、声が
けの仕方
を確認し
合う、常
に危険予
測を行う
こととす
る

9802

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

121 37 38 46 11 11
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

口唇裂
創、CBA＋
AB歯の亜
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

園の行事
である焼
き芋を同
園庭でし
ていたた
め、焼き
芋の方に
職員が集
中した。

行事があ
る場合
は、職員
間で更に
連携を密
にする。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

三角ピラ
ミッド下
の緑マッ
トに砂が
あり、滑
りやす
かった可
能性があ
る。

緑マットを
定期的に掃
く。マット
は着地の衝
撃を和らげ
るものなの
で、走らな
いように園
児に伝え
た。三角ピ
ラミッドの
ふちをやす
りで削り、
ペンキを
塗った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊んでい
た園児を
みる職員
が手薄
だった。

行事に参
加できる
当日の職
員の人数
を確保す
る。他
（年中・
年長）ク
ラスの職
員とも、
連携を密
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日は体
調もよ
く、元気
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りの
職員は、
三角ピラ
ミッド近
くの滑り
台で鬼
ごっこを
していた
園児達
に、危な
いよとを
声掛けし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年少クラ
スの職員
は、畑に2
人、道具
の片づけ
に2人、滑
り台付近
に1人つい
ており、
全体の把
握ができ
ていな
かった。

本児とぶ
つかった
園児は、
鬼ごっこ
の鬼をし
ていて、
夢中に
なってい
た。

園庭を走
る際は、
前を向い
て走るよ
うに伝え
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9803

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

6 2 2
17.５
歳

2.女
児

テラスの荷
物置き場が
もともと狭
く、躓きや
すい環境設
定だった。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

　
なし

これまで
通り、マ
ニュアル
を参照
し、早期
対応・早
期治療に
繋げる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

なし なし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

テラスの
狭いス
ペースに
籠を数個
設置し、
荷物を置
くように
してい
た。

籠を設置し
たことで、
より狭い環
境となり、
取り出しに
くさがあっ
たため、籠
を除去し、
ござシート
の上に荷物
を置くよう
に環境を改
めた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

描いた紙
を鞄に入
れようと
して慌て
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

自分で描
いた紙を
鞄に入れ
に行こう
としてい
たが、慌
てなくて
いいこと
を伝えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
が児に声
をかけて
いたの
で、見て
いるもの
と過信し
てしま
い、他の
子どもと
かかわっ
ていた。

幼児のた
め、目的
意識が先
行してし
まい、注
意散漫と
なりがち
なため、
幼児の特
性をしっ
かり理解
してお
く。

児が移動
する前に
は、必
ず、「慌
てず走ら
ない」と
声かけを
する。

9804

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 14 22 7 7
14.２
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

右側口唇
挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

保育士は
基準を上
回る人数
で保育を
行ってい
た。

怪我が起き
た際のフ
ローチャー
トを掲示し
ているが、
すぐに確認
できるよう
保育室の外
のに持ち出
すリュック
の中にも入
れておき定
期的に研修
を行う。怪
我の大小に
関わらず、
すぐに事務
所に報告を
行うよう再
度周知し
た。健康安
全会議の中
でフロー
チャートの
見直しを行
う。

1.定期的
に実施

　実施頻
度(　１８
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約２９４
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約２９４
)回/年

園庭で遊
ぶ際の
ルールを
確認す
る。砂場
の縁がわ
かりづら
かった。

砂場やハウ
ス周辺の整
備、散ら
かった玩具
を片付け
る。ハウス
の移動を行
う。遊び方
の工夫が完
全に行えて
いなかった
ため再度安
全管理と怪
我の際の対
応をしっか
り共有す
る。砂場の
砂を増やす
又は砂場に
柵をつける
など検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ前
に、砂場
や園庭の
環境整備
や確認を
しっかり
と行う。
園児に向
けて、約
束事を伝
える。

乳児クラ
スの園庭
遊びの内
容を考え
る。職員
全員で子
どもたち
に共通し
た約束事
を伝え
る。乳児
クラスと
幼児クラ
スで、曜
日を分け
て遊ぶ。
乳児クラ
スと幼児
クラス
で、園庭
を分けて
遊ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
だった。
怪我の際
も泣いた
りはして
いなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故の
際、担任
職員は傍
で対象園
児を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故の
際、隣の
畑で幼児
クラスが
お芋ほり
を行って
いた。園
庭にいた
他の職員
は怪我の
瞬間は見
ていな
かった。
担任はク
ラスの子
と対象園
児を見て
いた。

怪我が起
きやすい
場所であ
るため、
配置の場
所を確認
し合うよ
う配慮が
必要だっ
た。

砂場で遊
ぶ際に、
足場が不
安定なた
め、躓く
ことも想
定内で職
員の配置
を行う。

9805

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

14 1 1
15.３
歳

1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨骨
幹部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

好きな遊
びに夢中
になり、
お互いに
相手がい
ることに
気づいて
いなかっ
た

朝の受け
入れ時、
一人担任
のクラス
をできる
だけ気が
けられる
体制を
とってお
く

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

好きな遊
びに夢中
になり、
お互いに
相手がい
ることに
気づいて
いなかっ
た

子どもた
ちに、安
全な遊び
方など声
がけてい
く。朝の
受け入れ
時、一人
担任のク
ラスをで
きるだけ
気がけら
れる体制
をとって
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の荷物
を片付
け、好き
な遊びを
楽しんで
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

複数担任
ではない
為、朝の
受け入れ
の時間帯
であり、
ちょうど
他の子ど
もが登園
し、受け
入れして
いるとき
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
も、各配
置場所で
保育にあ
たってい
た。

一人担任
であり、
受け入れ
時は部屋
の前の廊
下で受け
入れる
為、部屋
の子ども
たちから
目を話し
てしまう
時があっ
た。

朝の受け
入れ時、
一人担任
のクラス
をできる
だけ気が
けられる
体制を
とってお
く

9806

令和
6年3
月21
日

1.認可
7.小規模
保育事業

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

6 2 2
15.３
歳

2.女
児

特になし 8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷誌歯
または着
色歯　と
診断

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３)回/年

1.基
準以
上配
置

事故やけ
がが発生
した際
に、誰も
が直ぐに
対応・判
断ができ
ない。
又、その
判断をす
るための
フロー
チャート
がない。

事故やけ
がをした
時の役割
や流れを
見直し、
新たにフ
ロー
チャート
を作成。
皆が直ぐ
に確認で
きるとこ
ろに掲示
または、
ファイリ
ングす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240　)回
/年

ワンフロア
での異年齢
保育を行っ
ていること
で、職員間
で互いに頼
り、目を離
してしま
う。同じ空
間に2クラ
スが別々の
活動をする
ために動い
たいるた
め、人の無
駄な動きが
目立つ。

仕切りを
うまく利
用して、
クラスを
分ける。
(可視化す
る)　トイ
レ内の整
備

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

毎日の生
活の流れ
が構築さ
れていな
かった(習
慣化され
ていな
い)。子ど
も理解に
かけてい
ることか
ら、子ど
もファー
ストに
なってい
なかっ
た。

保育に必
要な物
は、事前
に準備を
してお
く。むや
みに室内
から出な
い。トイ
レ内は狭
い為、人
数を制限
して一人
ひとりの
排泄を確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

排泄後手洗
いに待つ
が、手洗い
場付近にも
のが置いて
あり、いつ
もと違う場
所で便器手
前)壁により
かかりま
つ。その時
に入ってき
た子どもが
本児の方に
ぶつかり、
その反動で
後ろに半回
転して後部
にあった男
児便器に顔
をぶつけ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児と他
の子ども
がトイレ
に行く援
助をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

廊下へ物
を取りに
行ってい
た。

9時～朝の集
まりを行
い、その後
排泄のた
め、トイレ
は促してい
る。前回の
事故の振り
返りが活か
されず、保
育士1名でト
イレ援助と
その他の子
どもを見て
いた。前回
の事故の改
善ができて
おらず、保
育者同士、
互いに動き
を確認しあ
えていな
かった。

トイレ援助の
際は、子ども
達をトイレ前
まで誘導し、
2人体制で行
う。一人はト
イレ援助・一
人はトイレ後
の子どもの散
歩準備の場所
で待つ。2人
の保育士の間
に子どもがい
るようにす
る。子供の前
から離れる際
は、リーダー
へ確認する。
リーダーは、
離れて良いか
を瞬時に判断
して指示をす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9807

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

20 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

誤嚥性肺
炎

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

砂が口の
中に入っ
たことで
本児がパ
ニックに
なり、吸
い込んだ
り飲み込
んだりし
たことに
より、気
道が塞
がったの
ではない
かと思わ
れる

緊急時対
応マニュ
アルに
沿って対
応できる
ように徹
底した実
践訓練
（心肺蘇
生法・通
報・記録
等）を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

見守りの
カメラが1
台のため
全てを確
認できな
かった。

カメラの
設置台数
を増や
す。AEDを
設置する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

お家ごっ
こをして
いた友だ
ちの遊び
に興味を
持ち、中
に入り、
寄って
行ったが
そこでト
ラブルに
なり、口
の中に砂
が入った
と思われ
る。

安全柵を
増やすこ
とで、行
動範囲を
決める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外では
機嫌も良
く、安定
して遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の行
動の把握
をして、
安定して
遊ぶ姿の
確認を行
い、少し
離れたと
ころで他
の子ども
たちと遊
ぶ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他クラスの
保育者が自
分のクラス
の子どもの
遊びの見守
りをしてい
る中で対象
児と他児が
トラブルに
なっている
ことに気付
き仲裁をす
る。その時
に口内に砂
が入ってい
ることを発
見し、口か
ら砂を掻き
出すととも
に担任保育
士に声を掛
ける。

対象児が
安定して
遊んでい
る姿は確
認してい
たが、ト
ラブルに
なった
時、すぐ
傍には担
任がいな
かったた
め、事故
の状況把
握が出来
なかっ
た。

保育中、
一人ひと
りの行動
の記録を
取る。
（遊んで
いる場所
や遊びの
内容の把
握）

9808

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

8 2 2
13.１
歳

1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部 頭部創傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４)回/年

ベンチの
置き方や
使い方を
考える。

ホールの入
口付近にベ
ンチを置く
ときは、薄
手のマット
を覆いかぶ
せておく。
また、保護
テープを
貼ってある
ベンチを使
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ブロック
で遊んで
いたが、
動きまわ
りだした
ので片づ
けを知ら
せると入
口に走っ
ていっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児と他の
児童が入口
付近にいっ
たため保育
士も側につ
いて行く
が、走って
戻って行き
つまづいた
時てを伸ば
したが間に
合わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

片づける
ことを知
らせる
と、3名が
入口に
走ってい
くのが見
えたので
戻ってく
るよう声
をかけ
る。

職員間の
伝達はど
うだった
のか。

その日の
子どもの
様子や友
だちとの
関わりか
ら、少人
数分けの
行動も考
える。

9809

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

17 4 4
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎前歯
外傷性脱
落歯

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

室内で制作
をしている
子どもを待
つ間、カー
トに乗せて
移動しよう
としたとこ
ろ、対象児
は嬉しさか
らか突然
ジャンプし
た。子ども
のとっさの
動きを防ぐ
ことができ
なかった。

カートに
乗る前に
子どもに
囲い部を
持つよう
に伝え
る。子ど
も一人一
人の特性
を職員間
で共有し
ておく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
乳児－毎
日、幼児
－週1回

カートは木
製で、うち
つけた側面
上部は固い
素材の状態
であった。
移動時にバ
ランスを崩
して打ち付
ける恐れが
あるにもか
かわらず
クッション
素材などで
ガードして
いなかっ
た。

カートの
側面上部
は、クッ
ション材
をしく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

終わって
いる子ど
もは、部
屋から出
て遊ぶこ
とができ
るうれし
さから気
持ちがた
かぶり
ジャンプ
したので
はないか

制作の続
きを行う
等わかれ
て保育す
る場合、
落ち着い
て遊べる
環境をつ
くり対応
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 対象児
は、カー
トに保育
者の抱っ
こで乗っ
た。乗っ
たところ
で突然
ジャンプ
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

カートに6
人の子ども
を乗せ、対
象児は、保
育者に一番
近い右側手
前に乗って
いた。対象
児のとっさ
の動き（突
然ジャンプ
する）を防
ぐことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もの制作
の対応を
してい
た。カー
トに乗っ
ていない
児の帰り
の身支度
を行って
いた。

対象児が
カートに
乗れたう
れしさか
らか、帰
りの時間
帯だから
か気持ち
がたか
ぶって
ジャンプ
したので
はない
か。

カートに
乗ったと
きは、囲
い部を持
つよう促
す。飛び
跳ねない
よう見守
る。

9810

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

74 8 20 46 6 6
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右頭骨近
位端骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

ジャンプをし
て遊んでいる
時、保育者が
そばにいな
かった。対象
児の後ろから
押した子ども
は、気持ちが
高揚すると普
段から友だち
を押すことが
ある。押すと
友だちが怪我
をしたり危な
いということ
を伝えている
が、気持ちが
高揚するたび
に友だちを押
してしまう。
子どもの特性
を把握してい
たにもかかわ
らず、見守り
が不十分で
あった。

人を押すと危
険で怪我につ
ながること、
友だちとのか
かわり方、園
内外の遊具や
玩具等の使い
方・遊び方の
約束事を各ク
ラスで話をす
る。遊ぶ前に
約束事を繰り
返し伝える。
段差からジャ
ンプする時は
必ず保育者が
傍で見守る。
保育士が傍に
いない時は、
高いところに
あがらない約
束をしたうえ
で上がろうと
した場合は声
をかける。子
ども一人一人
の特性を職員
間で共有して
おく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
乳児－毎
日、幼児
－週1回

いつも行
き慣れた
公園であ
るため、
危機管理
が緩んで
いた。

遊ぶ範囲
や遊び方
を事前に
子どもに
話してお
く。保育
者は、事
前に見守
りの範囲
を決めて
おく。見
守りが行
き届きに
くい場所
は、声を
かけあ
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園の広
い敷地で
子どもた
ちは自由
に遊んで
おり保育
者同士見
守りの範
囲を確認
しておら
ず、活動
中も声か
け等が行
き届いて
いなかっ
た。公園
は頻繁に
散歩に
行ってい
るため、
慣れた場
所という
油断が
あった。

遊ぶ範囲
を決め
て、保育
者の見守
りが行き
届くよう
にする。
保育者同
士で声を
掛け合
い、安全
への留意
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園到着して、
かけっこをした
りしていた中
で、他の子ども
が水路沿いの上
段（1m程度）か
らジャンプして
いるのを見て対
象児は押した子
どもと一緒に
ジャンプをして
遊んでいた。対
象児の順番にな
りジャンプしよ
うとした時に後
ろにいた他児が
押して右手をつ
いて転落した。
対象児は押した
子どもと一緒に
遊んでおり、押
した子どもは気
持ちが高揚する
と友だちを押す
ことがあり、楽
しさから対象児
を押してしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

公園に到着した
直後に、水路沿
いにある段差
（1m程度）の上
から数名の子ど
もがジャンプを
して遊びはじ
め、保育士一人
が傍で見守りを
していた。途
中、他の場所に
移動し、ジャン
プをして遊ぶ子
どもが一人にな
り、その子ども
が「がまの穂を
とりたい」と
言ったため、一
緒に池のほとり
に移動した。そ
の後、対象児を
含む数名の子ど
もが水路沿いの
段差からジャン
プをして遊びは
じめたが見守る
ことができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具で遊ん
でいる子ど
も、ままご
と遊びをし
ている子ど
も、木の実
等を集めて
いる子ど
も、池のほ
とりでガマ
の穂をとっ
ている子ど
も、特別支
援の子ども
の担当と
銘々で遊ん
でいる場所
での対応を
しており見
れていな
かった。

対象児
は、いつ
もどおり
の様子で
遊んでい
たが、対
象児を後
ろから押
した子ど
もは、遊
びが楽し
く気持ち
が高揚し
ていた。

子どもの
特性を把
握し、気
持ちが高
ぶってい
る時には
クールダ
ウンでき
るようか
かわる。

171 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
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上 学
童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9811

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

7.小規模
保育事業

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 1 2 2 3 2 2
25.学
童（認
可外）

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手　第
５指　基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

学童の研
修をして
いなかっ
た為意識
が欠けて
いた。

学童にお
ける事故
等の研修
をしっか
りと周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎)回/年

特になし

施設、玩
具の不備
が鯨飲の
事故では
ないため

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

乗用玩具
の対象と
なる児童
ではな
かった。
本来の使
用用途で
はない遊
び方をし
ていた。

年齢・耐
荷重等を
再確認す
ると共
に、正し
い使用法
を今一度
見直し手
児童に伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と乗
りあって
遊んでい
た時の勢
いのまま
車を押し
ながら
走ってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

注意する
よう促し
見守って
いたが、
転倒した
ときに間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他事の様
子を見て
いたため
見ていな
かった。

年齢を過
信してし
まった。

未就学児の
お手本とい
う意識を持
たせ、室内
遊びのルー
ルを再確認
する。学童
は活発的な
遊びが多く
なる為、よ
り一層留意
して見守っ
ていく。

9812

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 0 0 0 18 19 15 0 3 2
18.６
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

基準配置
ではあっ
たが、広
い園庭で
ある為人
の目が不
十分にな
りやす
く、急な
変化に気
付きにく
い

その日のこ
ども達の様
子や突発で
起こるイレ
ギュラーな
対応も視野
に入れて、
その時の状
況により乳
児クラスや
事務所への
応援をお願
いする体制
を整えてお
く

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

現在の実
施内容に
対してマ
ンネリ化
すること
なく行う
必要あり

現在の実
施内容を
より強化
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

異年齢児が
合同で遊ぶ
場合は、い
つも以上に
注意をし全
体把握を強
化する　ま
た、全園児
が安全に遊
べる内容に
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体へ目
が十分に
行き届い
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体へ目
が十分に
行き届い
ていな
かった

特になし

年齢が低い
園児に目が
行きやす
い、また手
もかかる傾
向がある
為、園庭で
は意図して
保育士の配
置を分散し
役割を持っ
て保育をす
る

9813

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

11 3 2
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

今回の事
故の検
証、マ
ニュアル
の再度の
周知を行
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

毎日の安
全点検の
実施と危
険と思わ
れる個所
等の報告
や改善

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋外保育
等におい
てまだ体
が動いて
いない活
動開始時
や疲れが
出てくる
活動修了
時等は特
に子供の
動きに注
意しなが
ら保育を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くにはい
たが、転倒
した瞬間は
他の園児が
転倒してお
り、その対
応をしてい
たため、本
児の泣き声
で転倒に気
づき、転倒
時の細かな
状況把握が
できていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいる
クラスが
少なく子
どもたち
も分散し
て遊んで
いたた
め、他の
クラスの
職員もそ
の時の状
況把握が
できな
かった。

少し前に
転倒して
しまった
子どもの
対応に気
をとられ
ていた。
分散して
遊んでい
る子ども
たちを把
握するた
めの職員
の立ち位
置が適切
だった
か。

職員間で
声を掛け
合いなが
ら、広い
視野で様
子を把握
できるよ
うにす
る。

9814

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 4 20 0 8 24 0 0 8 8
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

園児全体の体力
や筋力など普段
の保育の内容や
家庭環境の背景
などを含めて、
園で出来る体力
づくり遊びを
もっと取り入れ
ていきたい。
（本児は令和●
年●月中旬に家
の外階段で転倒
し、右足首を捻
挫。腱がはがれ
ギブス固定をし
た。）

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

点検者を
交代しな
がら、気
づきや対
応策が見
つけられ
るように
していき
たい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で遊
ぶことに
より、気
持ちが開
放的にな
りやすい
ので、自
由に遊ぶ
中でも約
束事を増
やしてい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

妹がいる
為なの
か、本児
より小さ
い友達に
も関心が
あり追い
かけてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当クラ
スは勿
論、他の
クラスの
園児も一
緒に遊ん
でいたの
で、園庭
で遊ぶ園
児全体が
見れる場
所にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他職員
も、担当
クラス以
外の園児
も気にし
ながら保
育をして
いた。

担当クラス
は勿論、同
じスペース
で遊ぶ他ク
ラスの職員
と連携を
しっかりと
取り、見守
りだけでな
く声掛けも
しっかりと
していきた
い。

9815

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 14 17 11 3 3
15.３
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

　右手首
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

太鼓橋の
下にマッ
トを敷い
た。必ず
保育士が
傍につ
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

太鼓橋の
一番高い
所から向
きを変え
ようとし
た際に落
下。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

傍について
おり、危険
な状況でも
すぐ安全な
対応が出来
る位置につ
いていた。
本児が落下
する瞬間に
両手で抱き
かかえた。
そのため、
頭や体を地
面（芝生）
に打つこと
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該遊具
に保育士
がついて
おり、危
険はない
状態だっ
たため、
他の子ど
ものの対
応に当
たってい
た。

特になし 特になし
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9816

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 9 18 16 8 8
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左母指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

朝登園後
すぐの戸
外遊び
で、寒さ
が厳しく
なってき
て体が温
まらない
まま遊具
につかま
り起こっ
たと考え
られる。

朝の戸外活
動では、気
温、子ども
の状況を考
慮しながら
遊びを進め
る必要があ
ることを再
確認した。
特に、固定
遊具はそれ
自体が冷た
くなってい
ることも踏
まえ、子ど
もにも遊び
方等を伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊具自体
が冷えて
いた。

遊具は、
気温や子
どもの体
内温度が
ある程度
上昇して
から使用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

気温に応
じて固定
遊具の使
用時間を
調整す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から活
発で、運動
的な遊びや
固定遊具が
大好きであ
る。危険認
知力に欠け
るところが
あり、自分
の体の大き
さとイメー
ジするの体
の動きにズ
レがありな
がらも様々
な事に挑戦
する。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

少し離れ
たところ
で大縄を
回してい
た。本児
が太鼓橋
にいるこ
とは気づ
いていた
が動きは
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で戸
外遊び中
であった
ために、
分散して
園児の保
育にあ
たってい
た。

遊具を見
ている職
員が少し
離れた間
におき
た。

事前に体
が温まっ
ていない
状況であ
るため、
気を付け
るよう側
で声を掛
け知らせ
る必要が
あった。

9817

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 18 16 14 6 6
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

舌裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

朝の打ち
合わせで
死角や、
気づかな
いことな
どを話を
して、職
員同士で
声を掛け
合う

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

定期的な
点検を続
ける

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

登園と共に
子供の人数
も増えてく
る為、広く
視野をもっ
て見守るよ
う心がけ、
子どもたち
にも危険な
ことについ
て更に伝え
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

できるよ
うになっ
た雲梯で
保育士に
見てほし
くて遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯を
行ってい
る園児が
いた為、
そちらの
補助をし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の立ち位
置で園児
の様子を
みていた

遊具の使
い方、待
ち方を確
認し合
い、各ク
ラスで話
したり、
その都度
声をかけ
る

9818

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

19 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剝離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

マニュアル
に、走って
おりないと
記載されて
いるが、職
員の意識に
欠ける。ま
た、話し合
いや研修を
行っている
が、自分事
として捉
え、危険予
知をしよう
とする意識
に欠けるの
ではないか
と考えられ
る。

過去のケー
スを理解し
たうえで、
マニュアル
を確認し実
践してい
く。様々な
ケースや、
研修内容を
自分事とし
てとらえ、
危険予測、
素早い対応
をとってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日１)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日１
)回/年

斜面の傾斜
があり、登
るときには
力が必要で
あり、下る
ときにはス
ピードがつ
きやすい。
鉄棒や雲梯
と築山は離
れた位置に
設置されて
いる為、
とっさの時
に対応が難
しい。

築山は斜面
でバランス
を崩しやす
いため、常
に子どもが
どのように
遊んでいる
かを把握す
る。雲梯や
築山はどち
らも落下等
の恐れがあ
るため、保
育者が対応
できる範
囲、遊び方
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

築山に鬼
ごっこで
走って逃
げる。

築山では
鬼ごっこ
をやらな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りであっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
離れたと
ころにい
て、雲梯
や鉄棒の
対応をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの職員
がいた
が、自分
の担当ク
ラスの園
児を見て
いたた
め、対象
児の様子
はみてい
なかっ
た。

園児の様子を見
て、どうしたの
か尋ねて転んだ
ことを知った。
幼児の間で築山
を走って登り下
りすることが
あったが、遊び
方が職員、園児
ともに徹底され
ていなかった。
雲梯等目の前の
状況に目が行
き、園児全体の
把握ができてい
なかったのでは
ないかと考えら
れる。

事故を受け
てできた防
止策を、職
員一人一人
が意識し、
防止に努め
る。園児の
とっさの行
動に対応で
きないよう
な状況の時
は遊ぶ場所
の範囲やあ
そびを選定
する。常に
園児全体を
把握するよ
うに目を向
ける。

9819

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

74 14 14
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

2.基
準配
置

安全に活
動ができ
るよう落
ち着いた
生活を心
掛けてい
たため、
園外での
活動にお
いて急な
指示への
対応、安
全配慮に
欠けてい
た。

道路を横
断する際
のマニュ
アルの再
確認と渡
る時は走
らず早歩
きで渡り
つないだ
手を放す
ように
し、横断
歩道を渡
り切った
後の安全
確認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

園外にお
いて起き
た事故。
横断歩道
を渡り
きったと
ころが少
し段差が
あり大き
めの砂利
となって
いたため
転びやす
い場所
だった。

段差の注
意喚起を
して渡る
ようにす
るべき
だった。
また、芝
生の方で
渡り切っ
た園児を
待機させ
るべき
だった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

横断歩道を
渡る前の待
機場所が狭
く、待たせ
るよりも早
く横断した
方が安全と
考え、車の
通りが多い
場所だった
ため急いで
渡るように
声掛けをし
たため、道
路と広場の
段差にコン
クリートと
砂利がある
事への安全
に対する配
慮が欠けて
いた。

歩行する時
に手を繋い
で歩く場所
か手を離し
て歩く場所
かが自分で
わかるよう
な習慣付け
を行うとと
もに、保育
士はその場
所に応じた
適切な声掛
けを行うよ
うにする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃より活
発な本児は
歩行中もい
つもと変わ
らない様子
で、職員の
声掛けによ
り横断歩道
を渡り切っ
たが、急い
だため手を
繋いだまま
転倒してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

先頭の園
児の手を
繋いで引
率。少し
先で渡っ
た園児と
待機。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

最後尾の
他児と一
緒に横断
歩道を横
断中だっ
た。横断
歩道に立
ち園児を
誘導して
いた。

３人の職員
が引率して
いた。それ
ぞれが自分
の役割を理
解し動いて
いたが、手
をつないで
いたこと、
小走りで
渡ったこ
と、道路と
広場の段差
とそこのコ
ンクリート
と砂利の形
状に対応し
きれなかっ
たためだと
考えられ
る。

横断歩道
を渡る際
はしっか
りと止
まって落
ち着いて
走ること
なく早歩
きで手を
放して渡
るよう練
習をして
いく。

9820

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

25 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(８)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の研
修も行
い、職員
配置基準
も満たし
ているた
め改善策
はない

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊びのス
ペースも
確保して
おり、職
員配置基
準も満た
している
ため改善
策はない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付け中
に発生し
ており、
保育内容
には問題
がないた
め改善策
はない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段より
注意力散
漫であ
る。他児
と一緒に
ブロック
の片付け
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と一
緒に玩具
の片づけ
をしてお
り、本児
が転倒し
た瞬間を
見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と一
緒に玩具
の片づけ
をしてお
り、本児
が転倒し
た瞬間を
見ていな
かった

担任２人
の動きが
同じだっ
たため、
全体を見
るなどの
役割分担
をして未
然に防げ
ればよ
かった

それぞれの
活動に合わ
せて子ども
の姿を想定
し、職員は
役割分担に
ついて話し
合い、確認
をして、再
発しないよ
うに保育を
していく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9821

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 1 1 3 4 1 5 4 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
4 )回/年

2.基
準配
置

普段の子
どもの様
子や当日
の様子、
時間帯な
どを考慮
し安全面
に配慮す
る。保育
者同士や
子どもた
ちに声掛
けをして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年

ホールは
広く、子
どもは
走ってし
まいやす
い。

活動内容
により保
育室を選
択するこ
とが必要
である。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童数、
個々の児の
特性、当日
の様子など
を考慮し、
椅子や机の
配置を考慮
するなど安
全な環境づ
くりをして
いく。ま
た、ホール
以外の保育
室の利用も
検討してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児は日頃か
ら落ち着きが
ない行動、注
意力に欠ける
面行動がみら
れること、土
曜日の夕刻と
いうこともあ
り集中力にか
けていた。ま
た、午睡をし
なかったこと
でいつもより
気持ちが落ち
着かなくなっ
ていた。走り
回らないよう
な環境設定を
していたが、
突然本児が座
卓を飛び越え
る行動を取っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

テーブル
の横に
座って落
ち着いて
遊べるよ
う言葉が
けをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児との
遊びに入
りながら
も本児の
動きにも
気を配っ
ていた。

座卓を飛び
越える行動
は、以前他
児が行って
いる姿を本
児が見たこ
とがあっ
た。危険な
行動である
ため、やっ
てはいけな
いこと、と
常に伝えて
いく必要が
ある。

気持ちが高
ぶっている
時は落ち着
ける遊びに
誘ってい
く。（座っ
て楽しむ遊
びお絵描
き・カード
ゲーム等）
座卓を飛び
越える行動
は危険であ
るため、
やってはい
けないこ
と、と常に
伝えていく
必要があ
る。

9822

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

29 0 0 0 0 0 0 0 1 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右母指基
節骨骨
折・右母
指挫傷

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

サッカー
用ボール
であった
ため、手
で受ける
には硬
かった。

サッカーの
ゲームを行
う時やゴー
ルの練習を
する時は、
クッション
性のある
ボールを使
用するよう
にした。
キーパーは
軍手をはめ
てキャッチ
をする事を
職員に周
知。子ども
達にも知ら
せた。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも活発
で、活動的
な遊びを好
む男児であ
る。この時
も自らサッ
カーがやり
たいと言
い、同じク
ラスの友達
５名、担任
保育士と一
緒にサッ
カーを始
め、ゴール
キーパーを
していた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は、
本児の相
手チーム
だったた
め、本児
がいる
ゴールに
向けて２
メートル
ほど手前
から
シュート
をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
担当園児
の遊びの
見守りを
したり、
関わった
りしてい
た。

特になし 特になし

9823

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

16 1 1
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

地面に置い
てあった
ボールを、
２ｍほど離
れた場所か
ら走ってい
き、蹴ろう
としたとこ
ろ足がボー
ルの上に
のってしま
い、バラン
スを崩し倒
れ右肩を地
面で打っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児がサッ
カーボール
を蹴って遊
んでいたこ
とは把握し
ていたが、
他児が遊ん
でいるのを
見守ってお
り、本児が
バランスを
崩し転んだ
ことには気
付けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外には
他学年担
当者が3名
いたが、
自分の担
当学年の
子どもの
遊びを見
守ってお
り、気付
くことが
できな
かった。

特になし 特になし

9824

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 22 23 4 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルや研
修、職員
配置に特
に問題は
なかっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

特になし

施設・設
備面に特
に問題は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
や鬼ごっ
こ、三輪
車やス
クーター
の遊び
が、空間
も分けず
に混在し
ていた。

ホースの
水を用い
地面に線
を描き、
遊ぶ場所
を区切る
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

休み明け
ではあっ
たが、特
にいつも
と変りな
かった。
午睡がな
くなり、
午後の外
遊びは初
めてだっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子を
見てお
り、一緒
にいた職
員が伝え
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

倒れて泣
いた本児
に対応
し、担当
職員に伝
えた。

特になし

職員4名体
制で見
守ってお
り、特に
問題は無
かった。

9825

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 18 19 6 2
17.５
歳

1.男
児

眼鏡使用。
日頃から転
倒すること
が多い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上ＡＢ
外傷性の
不完全脱
臼歯

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

職員配置
は充分で
あった
が、走る
と危険と
の認識の
もと、走
らない約
束のある
場所に子
どもが
入ってい
く様子に
気づいて
止める者
がいな
かった。

ヒヤリハッ
トの検証に
ほとんど参
加のない無
資格・短時
間職員の危
機管理に対
する意識の
向上のため
に、保育を
する際に何
を見てほし
いか、何を
してほしい
かを具体的
にリスト
アップす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

園庭の砂
が雨や風
で流され
減ってい
るところ
があっ
た。また
逆にマッ
トの下は
砂が減ら
ず盛り上
がったり
してい
た。

はがすこ
とができ
るマット
はいった
んはが
し、地面
を均す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコエ
リアでは鬼
ごっこ等
走って遊ば
ないという
ルールは
あったもの
の、これま
でも走り込
む子どもが
必ずいた。
物理的に入
れない工夫
はされてお
らず、ま
た、ブラン
コ下のマッ
トがわずか
ではあるが
段差となっ
ていた。

ブランコ
を使わな
い時は子
どもが
走って入
らないよ
うに三角
ポールを
置くな
ど、入れ
ないこと
が分かる
ようにす
る。マッ
トは平ら
になるよ
う整備す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも一
緒に遊ぶ
友だち
と、いつ
も楽しん
でる遊び
を始めた
ところ
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
ながら直
前までの
対象児の
様子は確
認した
が、遅番
職員と交
代するタ
イミング
で目を離
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の遊具に
ついていた
り、他の子
どもと遊ん
でいるなど
して対象児
が走っては
いけない所
に入ったこ
とを見てい
なかった。
落ち葉掃除
の方に意識
が集中する
職員もい
た。

コロナの影
響で３歳児
が不在で職
員数が十分
だったこと
もあり、落
ち葉掃除を
優先してし
まったり、
それを手伝
おうとする
ことで子ど
もの動きか
ら目を離し
てしまって
いた。

園の独自
のマニュ
アルを全
職員が再
確認し、
命を守る
責任と、
そのため
の行動、
保育の仕
方につい
て一人ひ
とりが考
え直す
（意見収
集）。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9826

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

18 4 2
16.４
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

運動遊びを
している中
の事故で、
個人の体格
や個々の様
子に合わせ
て補助や介
助をする必
要があっ
た。

個々の運
動能力を
過信せ
ず、すぐ
に補助・
フォロー
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ホールの
中で運動
遊びをす
る際、低
い段差の
所には
マットを
敷かな
かった。

バーの飛
び越え
（１０～
３０ｃ
ｍ）の所
にも、
マットを
敷いた方
がよい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体格が大き
く、棒を飛
び越えるこ
とはできた
が、バラン
スを崩した
時に体重が
腕にかかり
骨折してし
まった。

簡単な設
定から始
めて、
徐々に設
定を上げ
るように
変えてい
くなどの
工夫をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に問題
なく棒の
飛び越え
に挑戦し
ていた
が、バラ
ンスをく
ずしてし
まい転倒
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

各コーナー
にはひとり
ずつ職員が
いたが、転
倒を予測し
ていなかっ
たので、咄
嗟には受け
止める事が
できなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各コー
ナーに1人
ずつつい
ていた。

朝の受け
入れ後
に、ホー
ルで行っ
たため、
身体がま
だ動きに
くかった
と思われ
る。

準備体操
をするな
どして、
身体をほ
ぐしてか
ら運動遊
びをす
る。

9827

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52  15 24 13 5 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

下唇内側
裂傷、下
唇外側(下
部分）裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の事
故防止意
識が向上
できる研
修の機会
を作るこ
とや、子
どもたち
への安全
教育を実
施する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具を使っ
た遊びを行
う際に保育
士の目が行
き届くよ
う、安全に
遊ぶことが
出来る区分
けを必要に
応じて行
い、職員間
で連携を図
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の状
況把握
（ヒヤ
リ・ハッ
ト）のス
キルアッ
プによ
り、危機
管理意識
の向上を
図る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
に登所、
特に変
わったこ
とはな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具ゾー
ンにはい
たが、そ
の瞬間は5
歳クラス
の他児の
遊びに対
応し、本
児の鉄棒
活動には
注視でき
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3歳クラ
ス・4歳ク
ラス担当
者は子ど
もと園庭
芋畑で芋
ほりをし
ており、
担任は室
内で子ど
もと制作
活動をし
ていた

複数の保育
士が分散し
た立ち位置
で保育する
など保育の
内容と安全
確保とを同
時に考えら
れるよう、
今回の事案
を職員へ周
知し、安全
意識の強化
を図る

9828

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

114 10 14 17 19 27 27 27 20
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第５
指々骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

5歳児クラ
ス保育士1
名は園児
対応
（ドッチ
ボール参
加）し、
もう1名の
保育士は
休憩中
だったた
め、見守
りが十分
にできて
いなかっ
た。

屋外活動
中の見守
りが不十
分になる
可能性が
ある場合
（遊び内
容によ
る）の職
員の休憩
時間帯再
検討。も
しくは活
動内容を
考慮す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
200　)回/
年

ドッチ
ボールに
使用して
いたボー
ルの硬度
が要因と
して挙げ
られる。

使用する
ボールの
硬さを柔
らかいも
の（ゴム
ボール
等）に変
更する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コートの
上を高く
通過する
ボール
だったの
で、
キャッチ
をするの
が難し
かった可
能性があ
る。

遊び始め
る前に、
準備体操
を取り入
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッチ
ボールの
ゲーム中
に外野で
ボールが
来るのを
待ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士1名
も一緒に
ドッチ
ボールに
参加して
いたた
め、外野
での様子
がしっか
り見えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一人
の担当保
育士は休
憩中だっ
たため、
事故発生
時その場
にいな
かった。
他の年齢
の保育士
も園庭に
いたが
ドッジ
ボールの
様子は見
ていな
かった。

ボールを
受けれな
かった様
子から、
大丈夫と
思って
も、その
場で確認
を行う必
要があっ
た。

確認後、
子どもが
痛みを訴
えた場合
は、ゲー
ムを中断
し看護師
に診ても
らう。

9829

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

96 6 11 16 19 24 20 27 24
17.５
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/月

2.基
準配
置

その日は給
食の準備の
時に２Fの
部屋から飛
び出してい
き１Fのプ
レイルーム
まで走って
行ってし
まったた
め、追いか
けたが側に
行く前に落
ちてしまっ
た。

使用して
いないプ
レイルー
ムは鍵を
かけるな
ど、対応
策を職員
で話しあ
い共有し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

太鼓橋は
移動でき
る遊具
で、入口
近くに置
いてあっ
た。

遊具の場
所を変更
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任３人
のうち１
人休み
だった。
代わりの
保育士が
入ってい
た。本児
には担任
がついて
いた。

代わりの保
育士が入っ
ていていつ
もと保育士
の動きも
違っている
部分もあっ
たかと思う
ので、しっ
かり声を掛
け合うよう
話合い対応
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつもつい
ている担当
保育士が本
児が部屋か
ら出ていく
のを見てす
ぐについて
いく。遊具
に上り手を
つく所は見
えたが担任
保育士が手
を伸ばして
本児を支え
る距離まで
は近くでは
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４歳児は
全員保育
室にい
て、食事
の準備を
してお
り、保育
士２人も
食事の準
備をして
いた。

近くには
担当保育
士はいた
が、本児
が部屋を
出ていく
際、本児
にもう少
し早め
に、もっ
とそばに
いき食事
の準備を
手伝うな
どすれば
よかっ
た。

本児から
これまで
以上に目
を離さ
ず、職員
間でも声
を掛け
合って見
ていく。

9830

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

28 3 3
17.５
歳

1.男
児

とくになし 8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎前歯
左右A外傷
性亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
必要に応
じて　)回
/年

2.基
準配
置

巧技台が
危険物と
いう認識
はなかっ
た

巧技台は
座って使
用する以
外は危険
物と認識
し、未使
用時は所
定の位置
へ片付け
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

巧技台が
滑りやす
いか検証
したが特
に問題が
なかった

とくにな
し

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
歩く動線
上に障害
物となる
ようなも
のがあっ
た

子どもの
歩く動線
上に障害
物となる
ものが無
くなるよ
う、巧技
台の配置
を変え、
環境を見
直す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
場所へカ
ゴを戻そ
うとカゴ
を両手で
持って移
動した
（目の高
さ）。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士１
は、泣い
ている園
児の対応
に当たろ
うと移動
中。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士２
はおやつ
の配膳、
保育士３
は、手洗
い場の子
どもの見
守り

安全を確
保するた
めの注意
喚起が不
十分だっ
た

巧技台が
出ている
ときは巧
技台の位
置を子ど
もへ伝え
注意喚起
する

175 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9831

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 2 6 6 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故対応
につい
て、事例
をもとに
危険予知
の幅を広
げられる
ように職
員に周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

ロープが
重みで緩
み、地面
について
いるタイ
ヤが少し
傾いてい
たため、
座る際に
バランス
が悪く
なってい
たことが
考えられ
る。

ロープを
巻き直
し、タイ
ヤが地面
に垂直に
立つよう
にした。
着地面に
マットを
敷いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由に取
り組める
状況。

側で見守
りのでき
るよう遊
び場所の
制限

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

タイヤブ
ランコ
（固定）
に乗り
ロープに
つかま
り、登っ
て、立っ
たり、
座った
り、降り
ることを
繰り返し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭を行き
来しながら
対象児の動
きも確認し
ていたが、
この時は他
児の傍につ
いていたた
め対象児が
落下する瞬
間は見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内と戸
外に分か
れて遊ん
でいたた
め戸外に
は他の職
員はいな
かった。

何度も楽し
んでいるこ
とから、遊
び方が大胆
になってい
た。危険な
動き（上の
棒に手をか
けるなど）
は注意して
いたが、
座っていて
落下すると
いう事態も
予測できて
いなかっ
た。

一人ひと
りの動き
に丁寧に
関われる
ように
一人ずつ
取り組む
ようにす
る。

9832

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

40 4 3
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットで
事故怪我
について
は共有し
ている
が、予測
できな
かった

事故が起
きそうな
場面の意
識を高め
周知徹底
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
ボールを
蹴って遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と一緒
に活動をし
ていたた
め、見守り
ながら活動
を進めてい
たが瞬間の
児の動きは
わからな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と一
緒に活動
していた
ため、遊
んでいる
ことは
知ってい
たが見て
いなかっ
た。

動きの柔
軟性に欠
ける。

外遊びに
行く前
は、簡単
なスト
レッチを
する。

9833

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 14 11 2 2
18.６
歳

1.男
児

特になし

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外果骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし 特になし
7.その
他

降園時は遊
ばずに帰る
約束になっ
ているにも
かかわら
ず、保護者
同士で話し
出すと子ど
もが遊びだ
してしまう
ことがよく
あったが、
黙認してし
まってい
た。

降園時は遊
ばずに帰る
ということ
を保護者と
子どもに再
度しっかり
伝え、掲示
や園だより
を通して降
園時の安全
について意
識をもって
もらうよう
にした。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

母親が迎
えに来
て、テン
ションが
上がって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園時間
中で、他
の保護者
対応をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園時間
中で、他
の保護者
対応をし
ていた。

保護者が会
話に夢中に
なり、子ど
もが離れて
遊びだし危
険かもしれ
ないと気づ
きながら
も、保護者
に引き渡し
たという認
識で、声を
かけること
はしなかっ
た。

降園時は身
体が疲れて
おり、不注
意になって
けがをしや
すいこと
や、降園時
間は日中の
ように遊具
下に安全用
マットが敷
いていない
ため危険で
あること
を、保護者
に引き渡し
た後でも
しっかり声
をかけるよ
うにする。

9834

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 24 28 4 4
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

新しい遊具
なので保育
士が事前に
遊具を確認
して安全に
遊べるよう
マニュアル
を作成して
いたが、遊
び方の約束
が子どもに
はまだ浸透
していな
かった。

実際の子ど
もの遊び方
を見なが
ら、マニュ
アルの内容
を見直した
り戸外遊び
中の職員配
置を検討す
る。（補助
を付ける）

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

始めの一週
間は一つ一
つの遊具に
ついて丁寧
に遊び方を
教えていた
ので、4，5
歳児なら大
丈夫だと過
信し、全部
の遊具を開
放してし
まったこ
と。

保育士が
そばにつ
けない状
況の時
は、遊具
に看板を
付けて子
どもだけ
では遊ば
ないよう
にした。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段から
活発で活
動的なと
ころが
あった
が、新し
い遊具が
うれしく
てより張
り切って
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
目に入る
距離で、
他の子ど
もたち数
人と遊ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
で遊んで
いる子を
中心に見
ていた。

できるだ
け遊具の
そばにつ
くように
していた
が、他の
子も同時
に見てい
たため手
薄になっ
てしまっ
た。

遊べる遊
具を限定
して保育
士が必ず
そばにつ
けるよう
にした。

9835

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 0 0 0 0 12 19 0 4 4
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

新年度間
もなく、
新しい環
境の中子
どもたち
の動きへ
の配慮不
足であっ
た。

動きが激
しくなく
てもケガ
につなが
ることを
想定し危
機感の意
識を高め
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

人数に対
してコー
トの広さ
が狭かっ
たと思わ
れる。

子どもの
動きを想
定し、
コートの
広さや
ボールの
大きさ等
都度確
認、見直
しをして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児を含
め慣れな
い遊び
だったた
め、予期
しないこ
とが起こ
るという
想定が甘
かった。

簡単なルー
ルであると
過信せず、
遊びながら
体をほぐし
たり体の準
備を行うこ
と。子ども
たち自身に
もケガを防
ぐために分
かりやすく
伝えること
も必要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外で元
気に遊
び、転が
しドッジ
にも喜ん
で参加、
意欲的に
ボールを
取ろうと
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れた
場所から
ドッジボー
ル全体を見
ていた。
ボールを取
ろうとした
本児の様子
も見ていた
が、指の状
況まで予測
できず止め
たり防いだ
りはできな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ分
散していた
ため、他の
遊びをする
子や、遊び
に誘われ一
緒に遊ぶな
どしていた
ため見てい
なかった。

子どもの
動きや危
険予測、
ケガにつ
ながる可
能性を予
想するこ
とができ
ていな
かった。

どんなこと
にも、思い
もよらぬケ
ガにつなが
ることを意
識し、活動
の前には指
の先まで体
をほぐすこ
となど行っ
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9836

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

5  　 1 1
17.５
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
2)回/年

1.基
準以
上配
置

基準は満
たしてい
たが、職
員間の連
携を図
り、声を
かけ合い
ながら、
安全面に
十分注意
し保育を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし

今後も定
期的に点
検を行い
安全に配
慮してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は転
倒の際、
手で体を
支える事
が出来
ず、顔
（口）か
ら床にぶ
つかっ
た。

転倒の際
は、手で体
を支え防御
できるよう
に、保育の
中で十分体
を動かしな
がら、体幹
が鍛えられ
る遊びの工
夫や、危険
な状況、判
断力が身に
つくように
保育を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時、
水筒を忘
れた事か
ら、気持
ちが落ち
込んでい
たが、す
ぐに切り
替えて普
段通りの
姿で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラス13名中、
室内で片付けを
行っていた子、
片付けを済ませ
テラスで待つ子
もいた。担任は
全体を見ながら
本児が靴を取り
に行くところを
廊下で見守って
いた。(走る様
子もなく、歩い
ていたので安全
と判断してい
た)本児が廊下
の角を曲がり、
見えない場所で
の転倒であり、
どのように転倒
したのかが担任
のいる場所から
確認することが
出来なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3，5歳児は
戸外活動中
であり、
3，5担任は
園庭にて園
児と一緒に
活動してい
た。0～2歳
児もクラス
にて保育中
であった
為、4歳児
担任保育士
以外は見て
いなかっ
た。

普段も子
どもたち
がそれぞ
れ靴を取
りに行
き、事故
なく過ご
していた
が、本児
はこの
時、周囲
の安全に
気が向い
ていな
かったと
も考えら
れる。

靴を取り
に行く際
の廊下の
歩き方
等、子ど
もたちと
安全につ
いて確認
する。時
には職員
もついて
そばで見
守り、声
をかけ、
安全に配
慮してい
く。

9837

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 8 1 21 9 5 5
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨・
腓骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1　　)回
/年

1.基
準以
上配
置

自分のクラ
スの子の発
達はわかっ
ていても、
ほかのクラ
スの子の特
徴やかかわ
り方など理
解できてい
ないことも
あったので
はないか。

子どもの
年齢的な
発達や、
個が持つ
行動や情
緒の特徴
を、担任
だけでな
く園全体
で共有し
て保育に
当たる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

花壇、砂
場など固
定された
場所で
は、遊具
に比べる
と危険性
を低く考
えてしま
いがちに
なる。

花壇や砂場
は動きが少
ない場であ
るが、子ど
もたちに
とっては障
害物的な場
所にもなっ
ているのか
もしれな
い。見守り
の位置や玩
具の出し入
れする位置
の工夫も必
要

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動の変
わり目で
は、保育
者の意識
が、目の
前の子ど
もに意識
が行きが
ちになっ
てしま
う。

活動の変
わり目
や、移動
の場面で
はなお一
層、視野
を広く持
ち、声掛
けや、子
どもの行
動予想を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

つかず離
れずの距
離を保
ち、対象
児が自ら
興味を
持ったこ
とに動き
出せるよ
うにして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片づけの
時間にな
り、自分
のクラス
の園児の
方に意識
が言って
いた。

対象児の
突発的な
動きを予
測できな
かった。

対象児の
特徴を理
解して、
行動の予
測をたく
さん想定
しておく
ことが必
要。

9838

令和
6年3
月21
日

1.認可

10.事業所
内保育事
業（認
可）

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

6 0 0 0 1 0 5 0 1 1
15.３
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手薬指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

以上児クラ
スで流行っ
ている遊び
を全職員が
把握してい
なかった
（園庭にあ
る大きな玩
具を重ねて
コースを作
る遊び）。

危険予知
トレーニ
ングに取
り入れ、
事故に
至った経
緯、対策
を全ス
タッフで
検証、共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６５　)
回/年

丸太の片
付け場所
が決まっ
ておら
ず、子ど
もに任せ
ていた。

事故の要
因となっ
た丸太の
片づける
場所を子
どもとス
タッフで
周知。使
用の仕方
を子ども
達と確認
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

物の使い
方、重
さ、変化
の仕方
等、子ど
もの経
験、体験
の場を設
ける。

安全教室
を設け、
子ども達
に参加し
てもら
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

５歳児の
遊びを真
似て、同
じように
丸太を重
ねたいと
思った

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近（２
ｍ）先で
他5歳児5
名の話を
聞いてい
た。本児
の動きは
把握して
おり、本
児にも声
を掛けて
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他保育士
１名は室
内遊びを
している
以上児
（11名）
の見守り
をしてい
た

砂場近く
ではな
く、もう
少し広い
場所に誘
導すべき
だった。

ひとりひ
とりの子
どもの好
きな遊
び、動き
の傾向を
把握し、
安全に遊
べるよう
に側に付
く。

9839

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

26 0 0 0 11 15 0 0 2 2
17.５
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

基準値以
上の職員
配置がな
され、人
数につい
ては問題
はなかっ
た。

職員の人数
配置に関し
ては問題が
なかった。
今後、子ど
もの遊びを
保証してい
く為に、検
証結果を職
員へ報告
し、周知徹
底してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４０)
回/年

遊びに使
用した木
や地面に
関して
は、濡れ
ているな
どの危険
要因は見
られず、
特に問題
はなかっ
た。

安全に過
ごせるよ
うに広場
内の事前
確認を今
後も行
い、安全
対策に努
めてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃より遊
び慣れてい
る場所で
あったが、
木に乗って
いる際に対
象児が、バ
ランスを崩
し転落し
た。本児は
自分で登れ
るが、乗る
と足が届か
ない位置と
なる為、活
動前に注意
事項を伝え
ておくべき
だった。

慣れている
場所である
からこそ、
環境面によ
る子どもの
怪我が発生
しないよう
に、活動前
に毎回、気
を付けるべ
き留意点
（足が届か
ない為バラ
ンスを崩し
やすくなる
こと、その
他手を離さ
ない、押し
たりしない
等）につい
て子どもに
声掛けし、
注意を促す
べきであっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は木
の太い幹に
跨って腹ば
いの状態で
遊んでい
た。本児の
前後に子ど
もがいて、
８名が並ん
で乗ってい
た。前に進
もうと、両
手を前に置
こうとした
際にバラン
スを崩し、
転落した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が木
に乗って遊
んでいた際
に、傍に保
育士が付い
ていたが、
その際に保
育士は全体
が見える位
置にいな
かった。保
育士が後ろ
を振り向き
後方の様子
を確認した
時に事故が
起きてしま
い、転落を
防ぐことが
出来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広場内では、
鬼ごっこやま
まごと遊びを
したり、縄の
片方を木に結
んで子どもが
大縄跳びで遊
んだりする様
子が見られて
いた。他職員
は、子どもが
車道に出ない
ように見守っ
たり、他園の
子ども達と混
ざり合ったり
しないように
留意しながら
子どもの遊び
を見守ってい
た為、全体が
見える位置に
立っていた。

木の場所に
立っていた担
当保育士の立
ち位置が広場
全体を見える
位置に立って
おらず、後方
が気になり後
方を確認しよ
うとした際
に、事故が起
きてしまっ
た。また、8
名の子どもが
木に乗ってお
り、担当保育
士が注視して
いたとしても
アクシデント
があった時に
手が届く範囲
ではないた
め、人数を制
限すべきで
あった。

木に乗って
遊ぶ際に
は、子ども
の遊びが終
わるまで注
視し、また
子ども全体
が視野に入
る位置に立
ち子ども達
の遊びを見
守ってい
く。木に乗
る子どもの
人数を保育
士の手が届
く範囲に減
らし対応で
きるように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9840

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

21 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位骨髄線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもた
ちが行事
に向けて
気持ちが
高まって
いた時期
であるこ
とを考慮
し、より
注意を
払って活
動の様子
を見守る
ことが必
要な状況
であっ
た。

行事に向
けての活
動や戸外
遊びの際
はフリー
保育士が
加わるな
ど、より
安全な体
制で活動
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
32　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
8　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６０　)回
/年

トラックに
破損等はな
かったが、
砂が堆積し
ていた可能
性があった
ものと推察
される。砂
があると滑
りやすくな
ることに注
意が必要で
あった。ま
たゴムチッ
プのトラッ
クの為、走
り方によっ
ては靴で思
いがけずブ
レーキがか
かってしま
うことがあ
ることにも
気を付ける
必要があっ
た。

小まめにト
ラック上の
砂を除去す
るように努
めると共
に、破損等
について、
これまで以
上に細かい
部分まで点
検し、安全
対策に留意
する。ス
ニーカー
は、しっか
りとマジッ
クテープや
ベルトが締
まっている
ことを確認
する。また
トラック上
の砂がたま
らないよう
に管理す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会を2
日後に控
え、また
練習前と
いうこと
で張り
切って
走ってい
た様子が
考えられ
る。

日程的に子
どもたちの
気持ちが少
し高揚して
いる時期
だったと考
えられ
る。、戸外
に出てすぐ
自由遊びに
するのでは
なく遊びの
種類を確認
するなど、
一度落ち着
ける時間を
持つように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会に
向けて、
とても張
り切って
取り組ん
でいたの
で、当日
も園庭に
出てすぐ
に走り出
した

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

砂場遊び
も行う予
定で、カ
バーを外
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トラック
の端にい
て全体を
見守って
いたが、
鼻水が出
たと訴え
てきた子
の対応を
していた

それぞれ
の職員が
個別に園
児に対応
してお
り、対象
児が活動
していた
トラック
周辺を確
認できて
いなかっ
た。

砂場のカ
バーは事
前に外し
ておくな
ど、より
広範囲に
注意を向
けられる
ような準
備を事前
にしてお
くことが
必要。

9841

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

10 2 2
15.３
歳

1.男
児

令和●年●月
●日に園内の
テーブルに口
元をぶつけた
際に、上の前
歯１本がぐら
つく事故が
あった。その
際も受診した
が特段の処置
はされていな
かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

A|A外傷性
歯の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

自由遊び
で走って
いる子ど
もの動作
予測が不
足してい
た。

今回の事例
を取り上げ
て危険予知
のあり方を
職員間で話
し合い共有
し、幼児は
時に突発的
な行動を行
い事故を招
いてしまう
可能性があ
ることか
ら、保育に
当たって
は、その行
動に十分配
慮すること
が必要であ
ることを再
確認した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

特にな
し。

事故発生
場所は平
坦なゲー
トボール
場であり
地面の凹
凸なども
確認した
が、問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

公園のゲー
トボール場
で落ち葉拾
いや虫探し
などを行う
「自由遊
び」の設定
自体は適切
であったこ
とから、環
境面での問
題はなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
落ち葉拾
いや虫探
しをして
いたが場
所を移動
するため
立ち上が
り走り出
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児から
約５メート
ルのところ
に位置し、
他児の方向
に向かって
走っている
対象児を目
視してお
り、対象児
と他児との
接触の瞬間
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じゲー
トボール
場にいた
保育士
は、他児
を見守っ
ており対
象児の動
きは見て
いなかっ
た。

走ってい
る子ども
に関する
危険予知
が出来
ず、その
子に対応
しなかっ
た。

多少でも
危険につ
ながりか
ねない行
動に対し
ては、常
に注意し
てこれを
制限する
などの対
応に務め
ていく。

9842

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

25 3 3
16.４
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

日頃より、
園外活動時
の歩道の歩
き方や横断
歩道の安全
な渡り方を
指導してき
ている。本
件時も、職
員の配置を
含め、安全
への意識は
きちんと考
えていたと
思われる。

日常的に
指導を行
い、安全
に対する
意識をし
た動きは
できてい
て、ソフ
ト面では
問題な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

横断歩
道、信号
に特に問
題なし
（普通に
歩けば時
間的にも
安全にわ
たれ
る）。

横断歩
道、信
号、ハー
ド面に問
題なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

横断時、前
の子どもと
少し間があ
いたため、
本児はあ
せって走っ
てしまった
（安全に歩
くために手
をつないで
いたことが
ケガにつな
がった）。

道路で
は、車に
注意しつ
つ、走ら
ないよう
指導して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった
が、前の
子どもと
の間隔が
でき、あ
わてて
走って、
転んでし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ後ろ
にいた保
育士は、
本児を含
め、後方
から全体
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

先頭の保育
士は、前方
に危険がな
いか確認す
るととも
に、安全に
渡れる速度
で全体を横
断させてい
た。中ほど
の保育士
は、車等の
安全確認を
しつつ、全
体を見てい
た。

道路を渡る
際、車に気
をつけるこ
とは言って
いたが、今
回、「走る
と危険」と
いうことま
では声掛け
していな
かった（日
頃は指導を
してい
る）。

安全確保の
ため、手を
つないで歩
きつつ、か
つ速度や全
体の動きに
も気を配
る。車等の
安全確認と
ともに、安
全な歩き方
ができるよ
う、事前に
声掛けを
しっかり行
う。

9843

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

21 2 2
15.３
歳

1.男
児

入所までコロ
ナの状況もあ
り家庭では室
内でほぼ過ご
していた。外
遊びの経験が
ない。弟がO脚
の診断をされ
ているので母
の判断で兄
（本児）もそ
うでないかと
いう。また、
入園してから
の一年間は、
転ぶことが多
かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕手首
ひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

今後も引
き続き、
遊具の確
認点検を
怠らずに
努めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

なし

活動にあ
たり遊具
に問題は
なかっ
た。今後
も継続的
に安全点
検を怠ら
ずつとめ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高さのあ
る遊具な
らば、落
下時の速
度による
怪我の損
傷が大き
くなる。

経験によ
る遊具の
選択を見
極めてあ
げる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児の性格
は慎重な面
と臆病な所
があり、今
回の丸太の
遊具も自信
がない中で
はあった
が、挑戦し
たいという
気持ちが芽
生え楽しさ
と恐る恐る
丸太にしが
みついて移
動した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れた
網の遊具に
も子どもが
遊んでいた
ので、丸太
の遊具から3
ｍほど離れ
た場所か
ら、保育士
も子どもの
動きに合わ
せ移動しな
がら声も掛
け合いなが
ら見守って
いた。落下
の瞬間は見
ていない。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の遊具に
も園児がい
る中全体を
見て確認
（少し離れ
た場所に付
いてい
た）。本児
が落下の瞬
間も確認し
た。すぐに
駆け付け処
置をした。

友達と遊ぶこ
とはなく単独
で遊具に登
る。本児は
少々怖がって
はいたが、周
りのお友達が
楽しく遊んで
いるのを見て
挑戦した。保
育士も身体能
力の低さを理
解していたの
で充分注意を
して声がけを
行っていた。
本児もそれを
聞きうんと返
答をする。

本児の挑
戦意欲を
損わず、
すぐ近く
で見守っ
ていくよ
うにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9844

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

4 4 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

 左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3～5　)回
/年

2.基
準配
置

特記事項
なし

環境面・
人的面が
要因と考
えられる
為、記載
事項な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特記事項
なし

環境面・
人的面が
要因と考
えられる
為、記載
事項な
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

環境面・
人的面が
要因と考
えられる
為、記載
事項な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、竹馬
（高さ70
㎝）の練
習をして
いたが、
身体がか
ゆくなっ
たと言っ
て急に手
を放して
しまっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

パート保
育士が約
50㎝斜め
前に立ち
竹馬の補
助をして
いたが、
後ろに転
んだ為、
補助が間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラス担任
は、自分のク
ラスが使用し
た、竹馬の台
を近くで片付
けていた為、
パート保育士
に任せてい
た。隣のクラ
スの2名は少
し離れたとこ
ろで、3名の
子どもと一緒
に竹馬の練習
をしている。
その為、急な
事態には間に
合わない状態
であった。

子ども自
身に危機
管理の把
握の難し
さがあ
る。

毎回、竹
馬に乗る
前に約束
を確認し
ていく。
（声をか
ける）

9845

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

22 3 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3～5　)回
/年

2.基
準配
置

特記事項
なし

環境面・
人的面が
要因と考
えられる
為、記載
事項な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特記事項
なし

特記事項
なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

特記事項
なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、昼食後
パジャマに
着替え、ウ
レタンマッ
トの上で広
告を使い、
くるくる丸
めて棒を
作ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

食事の片付
けをしなが
ら、食べ終
わった子ど
も達が各自
午睡の準備
をしたり、
自由に遊ん
でいるのを
見守りをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他２名の
職員は、
自由に遊
んでいる
子どもの
見守りを
しなが
ら、食事
と着替え
に分かれ
対応をし
ていた。

いつも遊ん
だり、生活
したりする
スペースで
はあった
が、立ち上
がった際、
厚さ２.５
㎝のウレタ
ンマットで
足を捻った
ようであ
る。

ウレタン
マットで
の立ち上
がりの際
には気を
付けるよ
うに、注
意喚起を
する。

9846

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

28 1 11 16 4 4
15.３
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

園外保育
で使用す
る公園の
危険箇所
等の確認
を職員全
体で行っ
ていな
かった。

以前作成
した近隣
の公園
マップ
（危険箇
所含む）
を再度見
直し全体
で共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

事故があっ
た築山につ
いて、日頃
から使用し
ていること
もあり、事
前に点検し
なかった。
斜面には複
数の凸凹が
見られ、本
児はこの凸
凹に足を取
られた可能
性もある。

公園の築山
や固定遊具
は、子ども
が遊び始め
る前に保育
士が確認す
ることに
なっている
ため、実際
に登るなど
して必ず確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段合同で
保育するこ
とが少ない
ため、互い
のクラスの
子どもの様
子を把握し
ていなかっ
たり、職員
間の連携が
取りづら
かった。

合同で活
動する場
合は、事
前に保育
士間で打
合せを行
い、同行
する保育
士全員が
配慮事項
等を共有
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

「遊んで
いいです
よ」の声
かけで築
山に走っ
ていき、
頂上に着
くとすぐ
に走り下
りる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

築山の下
あたりに
おり、本
児が山を
下り始め
てまもな
く転倒す
るのを見
たが、補
助できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊び始め
たばかり
で、保育
士は周り
にいる子
どもたち
を遊びに
促してい
るところ
だった。

保育士が
同じ動き
をしてお
り、危険
箇所に保
育士配置
ができて
いなかっ
た。

保育の職員
配置を見直
すととも
に、職員間
で声をかけ
合いしっか
り連携し、
子どもたち
が安全に活
動できるよ
うにする。

9847

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

12 2 2
15.３
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(24)回/年

2.基
準配
置

子どもを２
歳児クラス
と廊下、３
歳児クラス
の水飲み場
に分散させ
ることに対
するけがの
リスクへの
意識が薄
かった。

子どもを
分散させ
ることに
よってど
んなリス
クが生じ
るかを常
に意識し
て考えて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

特になし
確認した
が、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
が走って
水飲み場
に向かっ
たことが
要因と分
析した。

走らず、歩
いて水飲み
場に向かう
よう、事前
に声を掛け
る。水飲み
場で飲ませ
ず、大人が
紙コップに
水をよそっ
て渡す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

部屋にい
たうちの
数名が、
２歳児ク
ラス以外
の水飲み
場に走っ
て行くの
を見てつ
いていっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が廊下
に向かって
走り出した
のが目に
入ったの
で、後を追
いかけた
が、相手の
子と衝突し
た時には間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２歳児ク
ラスで水
飲み場で
水を飲ん
でいた本
児以外の
数名の子
どもを見
ていたた
め。

安全を守れ
ない体制で
あったのに
子どもを２
歳児クラス
保育室と廊
下、３歳児
クラスの保
育室に分散
させたこと
が要因と
なったと分
析した。

子どもが複数
の場所に分散
する時に、子
どもや大人の
人数を把握し
た上で安全を
守れる状態に
あるか十分に
吟味する。子
どもが移動す
る時には必ず
大人が先導す
る。

9848

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

2 1 1
16.４
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨外
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特に変更
の必要な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特に変更
必要なし
と考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

廊下の水
分補給す
る場所で
足を延ば
して休ん
でいた児
と、帰り
を焦る児
がお互い
を気にし
ていな
かった。

周りを見て
行動するこ
とをしっか
り自分で行
う事を、そ
れぞれが意
識する様に
教育が必要
である。子
どもは突発
的な行動を
とることも
多いため、
見極めが必
要である。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母が来た
うれしさ
あまりの
あせりが
あったう
えでの突
発的行動
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

 職員の見
通しも甘
かったの
ではない
かと考え
る。行動
予測とし
て各児の
行動を見
極める事
を怠って
はならな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

 他児大勢
を見守り
していた
ので、こ
の場では
必要はな
い。

行動予測が
まだ、担任
が変わった
ばかりでで
きていな
かったこと
は否めな
い。新学期
だったから
こそ起こっ
た事故かと
思う。

今後しっ
かりと、
子供たち
一人一人
を理解し
適切な促
しをして
いかなけ
ればなら
ない。
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童

そ
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9849

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 9 1 2 5 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

今回は保育
室内のス
ペースを移
動しようと
した時に遊
んでいた足
元の玩具を
踏んでバラ
ンスを崩し
転倒したも
のであり、
玩具の配置
や保育ス
ペースの見
直しなどの
物的な側面
と保育者の
立ち位置や
配置、目線
などの人的
な側面の両
方に留意す
る。

室内で遊ぶ
時の玩具の
量と保育室
内の遊ぶス
ペースの見
直し（ベ
ビーサーク
ルを利用し
たスペース
の見直しと
それに併せ
た職員配置
の見直
し）、1回1
回の使用し
た玩具の整
理の徹底、
在園の高年
齢児（3歳
児）の動作
の把握の徹
底

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回は保育
室内のス
ペースを移
動しようと
した時に遊
んでいた足
元の玩具を
踏んでバラ
ンスを崩し
転倒したも
のであり、
玩具の配置
や保育ス
ペースの見
直しなどの
物的な側面
と保育者の
立ち位置や
配置、目線
などの人的
な側面の両
方に留意す
る。

室内で遊ぶ
時の玩具の
量と保育室
内の遊ぶス
ペースの見
直し（ベ
ビーサーク
ルを利用し
たスペース
の見直しと
それに併せ
た職員配置
の見直
し）、1回1
回の使用し
た玩具の整
理の徹底、
在園の高年
齢児（3歳
児）の動作
の把握の徹
底

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

おもちゃ
で遊ぶ
子、走り
回って遊
ぶ子の導
線が入り
混じって
いた。ま
た、こど
もの人数
に対し、
保育ス
ペースが
広すぎ
た。

走る子と
おもちゃ
で遊ぶ子
の区画を
分けて環
境を設定
する。ま
た、おも
ちゃの特
性にも留
意してス
ペースの
区分けを
見直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児が
使おうと
していた
玩具を隣
にいた児
童が持っ
て違うス
ペースへ
行こうと
した為、
返しても
らおうと
後を追お
うとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

突然の転
倒であ
り、距離
的に手を
差し伸べ
て支える
等の行為
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

突発的な
行動など
の特性は
なく、ま
た3歳児で
あるた
め、他の
児童に比
べて注意
の度合い
が低めで
あった。

保育者が真
横に居た場
合はとっさ
に手を出し
て防げた可
能性がある
ことから、
保育者と子
どもの距離
を改善する
ことも事故
防止につな
がるため保
育スペース
の見直しを
検討した。
また、事務
的な作業の
時間帯の再
検討も事故
防止の確率
を高めると
考えた。

事務的な
作業の見
直し（お
むつ替え
など見守
り以外の
作業を含
む）と保
育スペー
スの見直
しを行い
保育者が
より子ど
もと近い
距離で保
育できる
環境を検
討する。

9850

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

20 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

靴のサイ
ズが足に
合ってい
なかっ
た。

保護者に
靴選びに
ついてお
伝えした
り、園内
でも子ど
もの靴サ
イズを確
認してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎朝

園外の畑に
ついては安
全点検を
行ってはい
ないが時期
によっては
土が固く
なったり凸
凹になって
いることも
予想でき
た。

活動前に
安全かど
うか確認
し、子ど
もたちに
も場所の
状態を事
前に伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

靴のサイ
ズが足に
合ってい
なかった
が、適切
な靴とす
るよう、
保護者に
伝える。

配置基準
通りだっ
たが、園
外活動時
は担任以
外にも配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
健康状態
で戸外遊
びをし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

バランス
を崩した
瞬間は見
ていな
かった
が、本児
や周りに
潮来から
の訴えで
怪我に気
づいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

 園内にい
て現場
（畑）に
は同行し
ていな
い。

予想して
いない動
きがある
ことも視
野に入れ
ておく。

9851

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

30 10 11 9 2 2
16.４
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯のぐ
らつき・
上唇の裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

前方を歩
いている
子どもと
離れてい
た為、声
を掛けた
所、慌て
て走り出
し、接
触、転倒
してし
まった。

子ども同
士、接触
すると転
倒につな
がるとい
うことを
子どもた
ちに周知
してい
く。職員
間でも再
確認す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(常時)回/
年

よく歩い
ている道
であり、
歩道の状
態も問題
なし。

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

靴を左右
反対に履
いてい
た。

本人に任
せっきり
にせず、
確認をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

靴を左右
反対に履
いてい
た。慌て
て走り出
してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

 他児の誘
導をしな
がら、全
体の子ど
もを見て
いる為、
転倒した
瞬間は見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

 他児の誘
導をしな
がら、全
体の子ど
もを見て
いる為、
転倒した
瞬間は見
ていな
い。

前方を歩
いている
子どもと
離れてい
た為、声
を掛けた
所、慌て
て走り出
してし
まった。

列になって歩い
ている時に、子
ども同士の距離
が出来てしま
い、保育士が声
を掛けたことで
子どもたちが慌
てて走り出すと
いうことになっ
た。子ども同士
の距離が出来な
いよう歩く速度
を調整する。ま
た、距離を縮め
る際も落ち着い
て、前方の子ど
ものそばに行く
よう声を掛けて
いく。

9852

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

21 10 11 2 2
16.４
歳

2.女
児

事故の３か月
前に左腕を骨
折しており､
治療終了して
経過観察中
だった｡負荷
がかかった場
合の耐性が弱
いと思われ
た｡5歳児ｸﾗｽ
との合同保育
であった｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

公園での
遊びが、
氷鬼と自
然観察に
分かれ
た。自然
観察に誘
い、保育
士が近く
につくべ
きであっ
た。

全体の安全
を見ながら
個別の状況
に配慮する
（今回は骨
折が治って
日が浅かっ
たことに、
もっと配慮
すべきだっ
た。安全な
遊びへの誘
導、職員増
など）

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

戸外の
広々とし
た場所
で、開放
的な気持
になり、
走ってし
まったと
思う。

本児と全体
の子ども達
の気持ちが
開放的にな
り、より活
発になるこ
とを見越し
て、植物や
昆虫の様子
など穏やか
な動きの中
で戸外を楽
しめるよう
に働きかけ
をするべき
であった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

散歩での往
復は必ず保
育士と手を
つなぎ転倒
を防ぐよう
にしてい
た。気を付
けて保育を
進めつつ
も、活動の
制限までは
行わず、鬼
ごっこも制
限していな
かった。

安全に不
安がある
時は安全
な遊びに
誘う（対
象児は骨
折が治っ
て日が浅
いので、
氷鬼より
自然観察
に誘
う）。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りであっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもと
ともに動
いていた
が、本児
とは別の
遊びのメ
ンバーの
近くにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広く芝生
全体を見
ており、
対象児の
動きもみ
ていた
が、転倒
した瞬間
は見てい
なかっ
た。

本児に保
育士が一
人、そば
に付ける
ような体
制をとる
べきで
あった。

対象児が骨
折が治って
から日が浅
いこと、
プールがな
くなり久し
ぶりの園外
保育である
こと等、も
う一人保育
士を増やし
安全策をと
るべきだっ
た。

9853

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

11 1 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨尺骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

鉄棒設置時
に遊具の使
い方を乳児
会議と幼児
会議で話し
合いをした
が、具体的
な補助の仕
方の周知が
徹底してい
なかった。

体育講師
による鉄
棒の補助
の仕方の
講習を受
ける。年
齢にあわ
せた鉄棒
の使い方
を話し合
い、全職
員に周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

鉄棒の下
に屋外用
敷マット
を敷いて
いた。

敷マット
があるか
らと安心
せず、子
どもが落
下しない
ように必
ず補助を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児が鉄棒
で遊んでい
るのを見て
「やってみ
たい」と言
い、対象児
童がどこま
で出来るか
把握が十分
でない中、
鉄棒に乗せ
てあげた後
補助から外
れた。

出来る出
来ない関
係なく必
ず手や身
体を支
え、落ち
ないよう
に補助を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が鉄
棒で遊ん
でいるの
を見て、
一緒にぶ
ら下がっ
て遊ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童が
小鳥のポー
ズをしたい
と言うので
身体を抱え
てお腹が棒
につくよう
に乗せ、対
象児童が一
人で前回り
が出来ると
勘違いし、
身体から手
を離し右側
に移動す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人で見て
いた為、
他の職員
はいな
かった。

1人担任の
為、全体
を見守る
ことに気
持ちが
いってし
まってい
た。

鉄棒の補
助をする
時は全体
（他児の
動き）が
見える位
置で補助
をする。
鉄棒の補
助に付け
ない時は
使用しな
い。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9854

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

24 1 1
16.４
歳

2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨端線損
傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

８月迄は
週替わり
でフリー
職員（３
名）が幼
児クラス
に入って
いたが、
体制上の
問題もあ
りクラス
ごとの固
定となっ
ていた。

フリー職員
も含め毎日
の打ち合わ
せや会議を
している
が、そのク
ラスの子ど
も達の状況
を再度報告
しあえるよ
うにする。
このような
トラブルが
あるという
事を再認識
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
365　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
365　)回/
年

今回は子
ども達同
志のトラ
ブルの
為、ハー
ド面に関
しては特
になし

同上
7.その
他

おやつ後
下膳して
いる児、
帰り支度
をしてい
る児、絵
本を読ん
でいる児
と様々な
動きが
あった

今後は何
か終えれ
ば各自の
席に戻る
よう声か
けをし、
流れが落
ち着いた
ら次の動
きへ行く
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

支度を終
えていな
い状況で
支度後絵
本読みを
している
児の元へ
行き絵本
を巡って
トラブル
になっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

おやつ後
の拭き掃
除をしつ
つ、他児
の帰り支
度の確認
や声掛け
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス内
には職員
１名のみ
であっ
た。

子ども達の
動きがおや
つの下膳、
帰り支度、
絵本読みと
様々な動き
があった。
又、室内が
賑やかだっ
たこともあ
りトラブル
にすぐ気づ
けなかっ
た。

支度までの流れ
をその年のクラ
スに合うようそ
の都度改善して
いく。クラス内
には職員１名で
あったが、隣の
クラスに職員も
いる為、子ども
たちが賑やか
だったり、職員
が大変そうであ
れば声を掛け合
う等連携を再度
取れるようにす
る。

9855

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

7 2 2
13.１
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

下唇の切
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

園長・主
任・事務員
…計３名
０歳児…保
育士３名
１歳児…保
育士４名
２歳児…保
育士４名
３歳児…保
育士2名
４歳児…保
育士１名
５歳児…保
育士１名
４．５歳児
の加配児フ
リー保育士
１～２名

2.基
準配
置

保育者と
子どもの
配置人数
１：３以
上の児童
が起きて
いる場合
は、作業
を一度中
断し、保
育を優先
的に行う
ようにす
る。

実施頻度
(2－3　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
週1　)回/
年

1.定期的
に実施

普段午睡
スペース
には用意
されてい
なかった
机があ
り、状況
を判断し
て環境を
変えずに
過ごして
いた。

危険だと
感じた事
は言葉に
して伝え
るように
し、第三
者の意見
を尊重し
て全体で
安全な環
境をつ
くってい
く。

午睡中で
あるが、7
名中4名は
起床して
いた。そ
の中で午
睡スペー
スに机を
用意し、1
名の保育
者が連絡
帳を記入
してい
た。

5.睡眠
(午睡)
中

午睡スペー
スで連絡帳
等の記入を
行う際は机
ではなくソ
フト積み木
等、当たっ
ても衝撃を
和らげられ
るものを活
用してい
く。保育者
間で声を掛
け合い、環
境の整備を
していくこ
とで危険の
リスクを和
らげられる
ようにす
る。

自立を楽
しむ様子
が普段の
保育の中
で見られ
る児童だ
が、まだ
安定した
起立はで
きていな
く、転倒
等に注意
してい
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡スペー
スに用意し
ていた机で
連絡帳の記
入を行いな
がら、起床
している4
名の様子を
伺ってい
た。連絡帳
を書き終え
目を離した
隙に転倒し
た為、事故
を防ぐこと
が出来な
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

食事ス
ペースで
ＰＣの事
務作業を
行ってい
て、目視
で状況を
確認でき
たが距離
もあり、
防ぐこと
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4名の児童
が起きてい
る中、環境
を変えずに
机を用意し
たまま連絡
帳を書き続
け、保育に
戻らなかっ
た為、事故
を防ぐこと
が出来な
かった。

子どもか
ら目を離
す際は保
育者間で
声を掛け
合い、常
に十分に
保育者の
目が行き
届いてい
る環境を
つくる。

個々の発
達段階に
合わせた
環境整備
が十分に
行われて
いなく、
十分な安
全体制が
保育者間
で共有出
来ていな
かった。

9856

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 11 12  3 3
17.５
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
捻挫､右腓
骨遠位端
剥離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

事故予防
の研修な
ど実施し
ている

研修など
の実施が
あり改善
点なし

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用前)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1回以
上)回/年

施設・遊
具・玩具
は適切に
点検して
いる。

施設・遊
具・玩具
の破損に
よる怪我
ではない
ので、改
善点な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

限られた
広さの園
庭で複数
の遊びを
行ってい
た。

走る遊びの
時は園全体
を使って走
ることがで
きるように
し、子ども
同士の距離
が近くなら
ないように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よく
他児と一
緒に鬼
ごっこを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
を見守り
ながら鍵
を開けよ
うとする
園児の対
応をし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

計4名（保育
士3名、実習
生1名）が園
庭にいた。
個別配慮の
必要な子に1
名、他活動
（大縄跳
び）に1名、
鬼ごっこ全
体1名（対象
児をみてい
た）実習生
は一緒に
走ってい
た。

他児の足
に当たり
転ぶかも
しれない
という予
測ができ
なかっ
た。

子ども達
の運動
量・発達
を踏ま
え、限ら
れたス
ペースで
の活動の
予測を予
め共有す
る

9857

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 18 16  4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルに沿っ
た行動を
とるにあ
たり、子
ども達へ
の指導や
声掛けが
不十分で
あった。

マニュア
ルについ
て再度、
確認・周
知を行い
事故予防
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

遊具、地
面共に破
損や濡
れ、汚れ
等はない
状態で
あった。

怪我防止
の為、園
庭にはゴ
ムチップ
を敷設し
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りの
保育士数
に対し
て、子ど
も達が遊
ぶ遊具の
設定数が
多かっ
た。

状況に応
じて、使
用する遊
具を限定
し見守り
の強化を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒に座っ
ている様子
は落ち着い
ていた。降
りようとし
たところ、
体勢を崩し
右肘を立て
た状態で倒
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くで見
守ってい
たが、他
児のトラ
ブルを対
応してい
た為、目
をはなし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
の見守り
や介助に
ついてい
た為、対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

保育士が
他のトラ
ブル対応
や介助の
際に、全
体を視界
に入れる
ことがで
きていな
かった。

見守りの
徹底。鉄
棒からは
手を放さ
ずに降り
るよう声
掛けを行
う等、注
意喚起を
行う。

9858

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 9 8 11 10 5 4
18.６
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の亜脱臼､
外傷性歯
肉裂創､外
傷性歯の
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
10　)回/
年

1.基
準以
上配
置

十分な人
員配置で
見守って
いた。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

地面の凹
凸もな
く、蔽遮
するもの
もなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

動線が分
かりづら
かった。

子どもた
ちへの遊
び方の確
認をする
前に事故
が起きて
しまった
ため、園
庭に出る
前に遊び
方を周知
するよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールを
追いかけ
ていたた
め、周り
に気を配
る余裕が
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
そばのす
べり台の
子どもた
ちに注意
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
が一定距
離を置い
て、それ
ぞれの場
所にいた
子どもた
ちの安全
を見守っ
ていた。

職員の立ち
位置、視線
の方向を再
検討する。
常に全体が
見える方向
に体を向け
る。時間や
スペースで
区切って、
園庭を使用
するように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9859

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

13 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

平面地を
通常歩行
している
状況で、
けがの要
因、改善
策がない

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

平面地を
通常歩行
している
状況で、
けがの要
因、改善
策がない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

平面地を
通常歩行
している
状況で、
けがの要
因、改善
策がない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

点呼の
後、２分
くらいで
お迎えが
来て帰っ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

名前を呼
び、園児
を確認し
ていた
が、異常
があった
とは気づ
かなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

13名全体
を見てい
たが、異
常があっ
たとは気
づかな
かった。

けがをし
た瞬間が
わからな
かったた
め、対応
できな
かった。

痛いところ
がある場合
は大人にす
ぐに伝える
ことを子ど
もたちにわ
かりやすく
話してい
く。

9860

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

42 0 2 2
18.６
歳

1.男
児

関連はあり
ません

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

本人の前
方不注意
により前
にいた子
供にぶつ
かり転倒

前方を見
て歩くこ
とを注意
する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

歩道から
公園へ入
る際、階
段が4段あ
る（上が
る）

スロープ
があるの
で、ス
ロープか
ら入るよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
人数が少
なく、監
督不足で
あった。

公園入口
に監督す
る保育士
を配置
し、安全
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎朝の流
れで公園
の外周を
走りその
後公園内
を歩いて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2列で並ん
で歩いて
おり、前
方の子供
に気を取
られてお
り気付い
た時は転
んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ていたが
転倒の瞬
間は対象
児を見て
いなかっ
た。

日頃から
転びやす
い（家庭
でも）児
童だが、
前方にも
注意が足
りない、
登園時刻
も遅い。

当園時刻
を早くし
てもら
い、体が
整った状
態で運動
する。前
を見て走
る・歩く
よう注意
をする。

9861

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 0 0 0 13 11 11 0 5 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折
（骨の変
形）

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

正しい遊
具の使い
方が、子
ども達に
伝わてい
なかった

園児たち
への正し
い遊具の
使い方の
再確認

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

マークを
付け、飛
び降りて
遊ばない
ことを目
で見てわ
かるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児を援
助してい
た際、視
野が狭く
なってし
まった。

固定遊具
には職員
が必ず側
につき、
全体を見
る職員も
１人いる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 前の子が
飛び降
り、それ
を見て真
似をした
ため

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ジャングル
ジムの反対
側で、他児
の援助をし
ていたた
め、対象児
が飛び降り
るのに手を
差し伸べら
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちが降園
し、人数
が少なく
なったた
め園庭の
片づけを
始めてい
た。

子どもの
動き全体
を見る保
育士が必
要であっ
た。

園庭など屋
外活動中
は、子ども
の人数が少
なくても複
数で保育を
する。また
状況に応じ
て、応援を
頼む。

9862

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

12 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

左眼球打
撲傷・左
結膜擦過
傷・左網
膜振盪・
左結膜炎

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

道具等を
使った活動
である場合
は他の職員
に補助に
入ってもら
う。安全が
確保できな
い状態であ
れば活動の
内容を変更
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

色水用の
バケツが
活動の場
から少し
離れてい
て、バケ
ツまで筆
を持った
まま移動
した。

活動をし
ている子
どものそ
ばにバケ
ツを用意
し、道具
を持って
移動する
ことがな
い設定に
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
見守りを
していた
が、すぐ
そばに
（止めら
れる距
離）につ
いていな
かった。

筆（道
具）を
持ってい
る子ども
のそばに
は職員が
つくよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

色水を作
るための
容器を探
して絵の
具あそび
をしてい
る周辺を
行き来し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

絵の具あそ
びをしてい
るグループ
全体が見え
る位置にい
たが、たた
かれた瞬間
手の届く距
離にいな
かった。
（３ｍ程離
れていた）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
同様、絵
の具あそ
びを見
守ってい
た。

人数的に
は基準を
満たして
いたが、
道具を持
つ子ども
の行動を
予測して
すぐそば
にいな
かった。

１名は必
ずすぐそ
ばでトラ
ブルを回
避できる
距離につ
く。

9863

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 32 20 4 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

母指基節
骨骨折骨
端線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
３)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置は
基準を満た
していた
が、リレー
前にまわり
で遊んでい
る子の遊び
を制限する
ことも必要
だった

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

雨が降り、
園庭の砂が
削れている
所もあった
ため、早め
に砂を足し
てならす
等、整備が
必要だった

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リレーの
場合は
コーナー
等に職員
がついて
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リレー
中、アン
カーとし
て走行し
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２０メー
トル程離
れた所
で、本児
が走る姿
を見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任同
様、リ
レー中の
子どもを
見守って
いたが、
本児を見
てはいな
かった

人数的に
は基準を
満たして
いたが、
子どもの
すぐそば
にはいな
かった

各コー
ナー
（カー
ブ）に見
守りの人
がつく

9864

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 0 0 0 15 18 17 0 5 5
16.４
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上　前
歯　抜け
る

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

午後から
の園庭遊
び、固定
遊具の遊
び方が共
有出来て
いなかっ
た。

園庭での
遊び方の
確認・共
有をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

午後の園庭遊
び、13：30～
14：15までの時
間遊ぶ。園庭に
は、3，4，5歳
児50人が遊んで
いた。ブラン
コ、ジャングル
ジム、縄跳び、
三輪車、滑り台
など。本児は鉄
棒で14：00前後
遊び始める。隣
に年長児が足掛
けまわりを始め
る。豚の丸焼き
にて、ぶら下
がっていた本児
の顔に足が当た
る。本児一人で
遊ぶよう声かけ
が必要であっ
た。年長児には
本児が終わって
から、遊ぶよう
待つようにする
と良かった。

豚の丸焼
きなど、
鉄棒全体
を使用す
る遊び
は、隣で
遊ぶ事は
せず、終
わってか
ら遊ぶよ
うにして
いく。鉄
棒や園庭
での遊び
方を確認
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊び方の
確認が
しっかり
行えてな
かった。

園内ルー
ル、遊び
方の確
認、保育
士の援助
配慮の確
認をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒で豚
の丸焼き
をした
かった為

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

鉄棒の反
対側で対
象児の様
子を見て
いた。そ
こにもう
一人園児
が来て足
かけまわ
りを始め
た。足が
蹴りあが
る瞬間に
手を差し
伸べたが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

固定遊
具、その
他の遊び
を保育士
が一人ひ
とりつい
ていた。
近くで滑
り台にい
た保育士
がすぐに
駆け付け
るが、
とっさの
事だった
ので間に
合わな
かった。

固定遊
具、園庭
遊びにお
いて、細
かく遊び
方の確認
ができて
いなかっ
た。

遊び方の
細かい部
分まで確
認する。
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死亡
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歳
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9865

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

16 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

事故予防に
ついて、研
修を行う。
今回は体育
活動の中で
の事故だっ
たので、体
操教室の講
師にも協力
を求め、安
全な補助あ
の仕方を学
ぶ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

今回の怪我
について
は、跳び箱
やその他体
育用品の影
響によるも
のではない
が、今後も
使用前に安
全を確認す
ることを徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

助走の距
離を適切
に取れる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児の様子
はいつも通
りであっ
た。上記の
通り、普段
より順番が
来るのが遅
かったため
「早く跳び
たい」と気
が急ってい
たことが予
想される。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横につ
き、何か
あったと
きには補
助ができ
るよう待
機してい
た。

担任が一
人で保育
していた
ため、他
の職員は
いない状
況。

跳び箱は体
操教室で主
に取り組ん
でいた。体
操教室では
講師と担任
の２人体制
となる。そ
の時に比べ
て多少待ち
時間が長
く、子ども
たちは早く
跳びたいと
いう気持ち
になってい
たと考えら
れる。

体育的な
活動をす
る場合
は、何か
あったと
きの対処
のために
も複数で
保育を行
う。

9866

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

8 3 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

1.基
準以
上配
置

本児はかねて
より跳び箱が
上手であり4
段をまず跳ん
だ。跳べない
子がいたため
3段にしたこ
とにより本児
は4段の勢い
で跳んだので
はと考えられ
る。低い段か
ら高い段にし
ていたら事故
は未然に防げ
たのではと反
省し、段を低
くしたときは
しっかり今以
上に伝える必
要がある。

指導員と
職員間で
当日行う
運動に関
して起こ
りうる危
険を予測
し、今以
上に共有
のもと安
全に配慮
しながら
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12以上　)
回/年

活動前の
器具の安
全点検を
継続して
行う。ま
た一人一
人の園児
に対し
て、健康
状態の把
握・安全
に配慮し
ながら職
員共有の
うえ保育
を行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高い段から
低い段にす
るのではな
く、低い段
から高い段
にするか、
跳べる子は
そのまま待
機して他児
の活動を応
援する。跳
べる子はそ
のあと段を
高くし練習
する。

運動遊びを
する上での
安全対策に
ついて再確
認し、子ど
もたちには
行動が変わ
るたびに
しっかり伝
え落ち着き
焦らず安全
に活動でき
るように伝
えてい
く。、

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大好きな跳
び箱でとて
も自信があ
り4段を跳
ぶことがで
きた。3段
にしたとき
1番初めに
跳んだ。3
段にするこ
とは伝えた
が、4段を
跳ぶ勢いで
跳んだこと
による事故
と考えられ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

体操指導
員は、他
の園児の
指導に当
たり、近
くから本
児の跳ぶ
のを見て
いた。跳
び箱のと
ころにい
た職員も
一瞬のこ
とで事故
を未然に
防げな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラス担任
は本児の至
近距離で安
全を図りな
がら対応し
ていたが、
跳ぶ勢いが
強く着地し
たときにか
ばうことが
できなかっ
た。他の職
員も跳び箱
の近くにい
たが間に合
わなかっ
た。

跳び箱の
段数を4段
から3段に
下げるこ
とによ
り、子ど
もたちに
は伝えた
が、伝え
方が足り
なかった
と考えら
れる。

高い段か
ら低い段
にするの
ではな
く、低い
段から高
い段にす
るか、跳
べる子は
そのまま
待機して
他児の活
動を見ま
た跳べる
こと跳べ
ない子に
分ける。

9867

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

16 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

子ども達
の怪我を
しやすい
状況につ
いての研
修を行う
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

屋上園庭
でリレー
を練習し
ていた。
通常の園
庭よりは
狭く遊具
の外側を
回って走
るように
してい
た。

リレー活
動は広い
死角にな
い場所で
行うよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達は
競争心が煽
られるの
で、走るこ
とに一生懸
命になって
しまった。
逆に保育士
はバトン
タッチの方
に集中して
しまってい
た。

練習のね
らいを明
確にして
走ること
を目的と
せずにバ
トンタッ
チの練習
をメイン
に行うと
よかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気
いっぱい
の上、リ
レーの競
争心も強
く芽生え
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋上園庭
で運動会
に向けて
リレーの
練習をし
ていた。
バトン
タッチの
補助をし
ながら対
象児を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任保育
士と一緒
にリレー
競技練習
の補助を
してい
た。

バトン
タッチの
補助に保
育士の意
識が取ら
れてし
まった。

活動内容
によって
は保育士
の人数を
増やす配
慮を行う

9868

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

28 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

跳び箱の
高さを子
どもに応
じ検討し
たり、飛
ぶ際の慎
重さを、
子どもた
ちに伝え
ていく等
の対応を
行う。

こどもた
ちに十分
飛び方を
説明し、
ケガがな
いように
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

今回の跳
び箱から
のジャン
プによる
事故を受
け、着地
時の衝撃
吸収のた
め、マッ
トを厚く
する対応
を行っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

タンバリン
の高さが高
いと、子ど
もが興奮し
たり、気持
ちがたかぶ
りやすいの
ではない
か、タンバ
リンの高さ
はあまり高
くない方が
良いのでは
ないかと考
えた。

今回の跳
び箱から
のジャン
プの際の
事故を受
け、飛ん
だあとに
叩くタン
バリンの
高さを低
くする対
応をし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わら
ず、元気
に過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
タンバリ
ンを叩け
るような
位置に待
機してい
たため、
つまずい
た際に支
えること
は難し
かった。

他の職員
はいな
かった。

子どもた
ちに慎重
に飛ぶよ
う、一人
一人に声
かけをす
る。

9869

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

27 2 2
16.４
歳

1.男
児

特になし。
天候：晴れ

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上Aの外
傷による
歯牙脱落

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

普通に歩い
ていただけ
だが、思い
もよらない
事故につな
がることが
あるので、
気を付けて
子どもたち
の様子を見
られるよう
にしてい
く。

マニュア
ルはある
が、事故
予防につ
いての詳
細なマ
ニュアル
がないの
で、今後
作成して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12～16)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12～16)
回/年

今回、床に
つまづくよ
うなものを
放置してい
た事故では
ないが、床
に不要なも
のを置くな
どの行為は
しない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回特に
子ども達
が、騒い
でいたわ
けではな
いが落ち
着いて行
動出来る
よう、そ
の都度声
掛けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外遊び
後、帽子を
ロッカーに
入れ歩いて
手洗いに向
かってい
た。途中で
つまづき、
その拍子に
机の角に口
が当たっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

戸外遊び
から保育
室に戻
り、手洗
い場に1
名、入り
口付近で
子どもの
対応に1名
つく。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外遊び
から保育
室に戻
り、手洗
い場につ
いてい
た。入り
口付近で
子どもの
対応に1名
つく。

入室のもれ
がないよ
う、人数の
確認しなが
ら入室を促
す入り口付
近と、手洗
い場につい
ていたの
で、本児の
すぐ近くに
職員がいな
かった。

入室を促す
所と手洗い
についてい
た為、本児
のすぐ近く
に保育士が
いなかった
ことが、一
因でもある
と思うので
今後気を付
けるように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9870

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

29 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

朝の自由
遊びの時
間、子ど
も４～５
人ボール
を追いか
けて他児
と接触し
転倒し
た。

朝の活動前
に十分に体
を動かすよ
うにする。
職員が危機
感を持って
複数名で見
守ったり、
園児に安全
の知識が身
につくよう
指導する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

日頃の点検
に加えて、
園庭の地面
の段差や砂
の量等、園
庭に出る度
に危険が無
いかを確認
し安全点検
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他クラス
の子ども
は園庭に
おらず、
子ども達
は思い切
り走り回
る子もい
た。

保育士が
さらに、
危険を察
知したら
声掛けを
するな
ど、すぐ
に対応で
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は激
しい動き
ではな
かった
が、友だ
ち数名と
ボールを
追いかけ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見渡し
ており、
本児が転
倒した時
に側には
いなかっ
たが、倒
れた瞬間
は見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体調がす
ぐれない
子どもが
いた為、
保育室に
戻ってい
た。

危険を感
じたら、
停止や注
意を促す
などし安
全管理に
努める。
急な対応
に備えて
複数人で
見守るよ
うにす
る。

9871

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 2 4 4 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

対象児の
担任では
なく、未
満児の担
任が保育
をしてい
た。

保育士が1
名しかい
ない場合
は全体を
見るよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

冬場の夕
方戸外遊
び中だっ
たため、
少し薄暗
かった。

冬場の戸
外遊びで
は、薄暗
くなった
ら早めに
室内保育
に切り上
げるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
に集中
し、全体
を気にか
けてみる
ことがで
きていな
かった。

その場に保
育士が1名
のみの場合
は緊急時す
ぐに対応が
出来るよう
に全体を見
れるように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

対象児は保
育士と他の
園児ととも
に、園庭で
鬼ごっこを
していて、
やや気持ち
は高揚して
いたと考え
られる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭で5歳
児数人と
保育士で
鬼ごっこ
をしてい
て、対象
児を追い
かけてい
る状態
だった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
保育士1名
しかおら
ず、他の
保育者は
室内保育
をしてい
た。

対象児の
担任では
なく、未
満児の担
任が保育
をしてい
た。

保育者が
その場に
一名しか
いない場
合は全体
を見るよ
うにす
る。

9872

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

5 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足薬指
第4指　甲
を骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

その都度
実施

1.基
準以
上配
置

午後から
の戸外遊
びは担任
以外の職
員も保育
を行うの
で、子ど
もの姿の
捉えが弱
くなる。

戸外で保育
を行う職員
間でよく連
携し、分散
して子ども
を見守り、
すぐに声か
けや対応が
できるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

園庭に砂
利や凸凹
があるた
め、滑り
やすかっ
たり、つ
まづきや
すかった
りする。

定期的に
トンボを
かけた
り、凸凹
補正をし
て園庭整
備をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午後の戸
外遊びの
玩具が少
なくて、
子どもが
やりたい
遊びを見
つけるこ
とに時間
がかかっ
た。

子どもの
姿を予想
して、興
味・関心
がすぐに
持てる環
境構成の
準備をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

何をして
遊ぼう
か？と園
庭を右往
左往して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

運動器具
で遊び始
めている
子に付き
添ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ていた
が、本児
と近い場
所にはい
なかった

戸外遊び
の始まり
は、子ど
もの行動
も定まっ
ていない
ので、保
育者も視
野も定ま
らない。

保育にあたる
保育士の役割
分担を行い、
ある程度子ど
もの遊びが定
まるまでは、
全体の子ども
の動きを見渡
す保育士の存
在を作り、他
職員や子ども
への声かけを
する。

9873

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 4 6 4 2 2 2 　 23 20
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

降園時間
で、お友達
も少なく
なってきた
為部屋が広
く使え走っ
てしまっ
た。

降園間際
は、落ち
着いて過
ごせる遊
びを工夫
しなけれ
ばならな
い

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
290　)回/
年　程度
※開園時
は毎日確
認してい
る。

老朽化し
ているも
のについ
てはでき
るだけ更
新をして
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

常に事故
を予想し
ながら行
動を見守
らなけれ
ばならな
い。

保育士同
士の連携
を強化す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

降園前
で、いつ
も以上に
はしゃい
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊びを提
供した保
育士がそ
ばで見
守ってい
たが、動
きが早く
手が出な
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐに駆
け寄り、
一緒に、
介抱し
た。

常に元気の
よい子とい
うことはわ
かっていた
ので、想定
した遊びを
提供すれば
よかった。

事故を想
定し遊び
を工夫す
ること
を、クラ
ス担任
と、園全
体でも話
し合う。

9874

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 2 10 　 　 　 　 3 3
14.２
歳

1.男
児

居残り保育時
間に、10人程
度で立ち上
がってテレビ
に合わせて体
を動かしてい
た。密になっ
てはおらず体
も当たってい
なかったが、
フローリング
の上で、靴下
をはいていた
為滑りやす
く、バランス
を崩す原因に
なった。

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折
左足関節
捻挫　左
足部捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

立ってテ
レビを見
ている場
面での危
機意識が
弱かっ
た。

園内研修
を行い、
日常の保
育におい
て、どの
時間帯に
おいて
も、危機
意識を高
めること
ができる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(400　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

友だちと一
緒にテレビ
を見、歌が
流れること
により気持
ちが高揚
し、友だち
の様子を感
じながら、
体を動かし
たくなって
しまった。

テレビを
見る時
は、必ず
座ってみ
るよう習
慣づけて
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内では、
靴下を脱ぐ
こと。テレ
ビを付けて
いる時は、
座る位置を
特定できる
ようにマッ
トを敷き、
座ってみる
よう意識で
きる環境を
整える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

10人程度
が、立っ
てテレビ
をみなが
ら体を動
かしてお
り、その
場を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は、畳
コーナーで
遊んでいる
園児を見て
いた。もう
1名は、1名
の園児を保
育室内にあ
るトイレに
連れて行っ
ていた為、
対象児を見
ていなかっ
た。

職員が全
体を把握
しなが
ら、事故
の起きそ
うなとこ
ろを予知
しなが
ら、常に
立ち位置
を考え保
育してい
く。、

9875

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 2 6 6 4 4 7 　 9 7
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員間で
ヒヤリ
ハット・
事故報告
書などの
話し合い
を共通認
識できる
よう時間
を作って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

所庭の状
態（固さ
や滑りや
すさ）

建設業者
と相談

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

陽が暮れ
るのが早
くなり、
それほど
暗くはな
かったが
見えずら
い点も
あったの
ではない
か

夕方の早
めの入室
を行って
いく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

部屋の前
で手足を
大きく振
り、体を
動かすこ
とを楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側で転んだ
様子を見て
いた。すぐ
に対象児の
声を聞き、
痛みのある
部位を
チェック
し、いつも
の様子との
違いを確認
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スは入室
中だった
が、泣き
声を聞き
様子を見
に来る職
員もい
た。

乾燥によ
る所庭の
滑りやす
さと、足
のもつれ

所庭の状
態の改
善。本児
の足のも
つれ方や
転びやす
さの原因
を探る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9876

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 　 　 　12 13 12 　 4 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

職員配置
の不備は
見当たら
ない。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

施設、設
備面での
不備は見
当たらな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びが激
しくな
り、園庭
のコンク
リート部
分を走っ
てしま
い、転倒
につな
がった。

遊びの様子
をよく見
て、状況に
応じて声を
かけ、安全
に遊べるよ
うにする。
また、子ど
もと遊びの
約束を確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由あそ
び時、追
いかけっ
こをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

友達と一
緒に楽し
く遊んで
おり、離
れたとこ
ろから遊
びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その時間は
合わせて37
人の子ども
がいたた
め、職員は
分担しなが
ら子どもの
動きに目を
配ってい
た。

引き続
き、子ど
もの動き
に常に目
を配って
いく。

9877

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

16 3 3
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

打撲（前
歯）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

加配児1名
は、多動
のため必
ず1名の職
員ついて
指導にあ
たり、フ
リーの職
員をも1名
配置し安
全確保は
怠らな
い。

いかなる
時も2名以
上の複数
担任を配
置して安
全対策を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６５　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６５　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　　)
回/年

英語教室
で動きの
ある活動
の際は、
動く距離
の予測等
打ち合わ
せを密に
して、最
初からス
ペースを
確保すべ
き配慮が
必要とな
る。

園児が動
くスペー
ス確保の
確認。バ
ルーンに
対する人
数制限の
配慮の必
要性。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

楽しさが
盛り上
がった際
の動きの
変化に早
く気付い
て動きを
止める
等、転倒
を防ぐ手
立てを図
る。

年中とし
ての成長
発達の振
り返り、
動きが激
しくなる
ことの予
測の再認
識をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児は、マ
イペースで
給食などの
進み具合は
遅いが完食
まで根気よ
く食べる。
動きとして
は、機敏さ
はあまり見
られないが
運動面は標
準的に発達
している。
その活動の
際は楽しさ
を味わいつ
つ動きの激
しい児に押
されてしま
う。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

英語講師1
名、担任2
名、フリー
1名で、見
守りの体制
は十分とれ
ていた。ス
ペースを開
けるよう配
慮はしたも
のの予測以
上に大きな
動きが起き
てしまいハ
プニングと
なる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

フリーの
先生の対
応で、そ
の場の園
児を担任
に任せ
て、怪我
を起こし
た児を医
務室まで
移動させ
る手立て
が図れ
る。

英語での
学習で大
きく動き
を取り入
れる際の
スペース
の再確認
をする。

事前打ち
合わせ
で、安全
対策を図
ることで
実行に移
す。

9878

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

15 　 　 　 　 　 　 　 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(3～5)回/
年

2.基
準配
置

午睡後の
外遊びの
時は主任
保育士も
見守るよ
うにし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約290)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約290)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約290)回
/年

今回の事
故は施設
設備等は
特に改善
の必要な
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

午睡後
だったの
で、体の
動きが不
十分だっ
たかもし
れない。

午睡後
は、激し
い運動は
控えるよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調に変
わりはな
く、午睡
後園庭で
走り縄跳
びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近で対
象児童ほ
か、１５
名を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

障害児加
配のた
め、室内
で着脱を
手伝って
いた。

見守るだ
けでな
く、気を
付けるよ
うに時々
声をかけ
るように
した。

9879

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

105 20 10 26 25 24 　 11 11
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

園庭での
見守りを
継続

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約３ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

上記３点
の安全点
検表は現
在無いの
で、法人
会として
義務付け
が必要。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各遊具の見
守り職員、
子どもと遊
ぶ職員等の
差別化した
配置が必要
だが、法人
としての義
務付けが無
いので今後
は必要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

瞬間的に
起こった
案件のた
め、事故
後に対応
をした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭に105
名の児童
が遊んで
いたた
め、対象
児童を事
故後に発
見した。

各遊具の見
守り職員、
子どもと遊
ぶ職員等の
差別化した
配置が必要
だが、法人
としての義
務付けが無
いので今後
は必要。

9880

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 　 2 　 1 1 　 　 2 2
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
つけ根骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

職員の配
置、立ち
位置につ
いては問
題ないと
考えられ
る。

子ども４
名につき
問題なし

1.定期的
に実施

実施頻度
⇒毎日

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
⇒毎日

本児が回転
して楽しん
でいたの
で、転倒し
たときに物
にぶつかっ
たりしない
よう周囲に
は何も置か
ないよう配
慮した。

マットも
敷いてあ
るので設
備的には
問題ない
と考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育の状
況に問題
はないと
考える。

床の上で
はなく
マットの
上で回転
するなど
声をかけ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

天井を見て
ぐるぐる回
り楽しそう
にしてい
た。歩行も
安定し、走
れるように
なったり体
を動かすこ
とを日々楽
しんでいる
ので、成長
の過程で回
転を楽しん
でいると考
えられる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

楽しそうに
回っていた
ので少し離
れたところ
から見守っ
ていた。目
が回りそう
な際は声を
かけ止めよ
うとしてい
た。転倒し
た際、手を
出し止めら
れる場所で
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児は4名
だけだっ
たので、
掃除をお
こなって
いた。

転倒した
際に止め
られる位
置にいた
ほうがよ
かった。

楽しそうに体
を動かしてい
たので無理に
止めることは
できないが、
止めるタイミ
ングについて
は個々に合わ
せて対応して
いく。転倒す
ることも考え
手を出せる位
置で見守る。

9881

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 6 10 5 7 9 5 0 6 6
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

左下顎頭
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

転倒の
際、自分
の身体を
支えられ
るよう、
リズム体
操や雑巾
がけを
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

怪我発生
時、今回
の怪我に
直結する
ような危
険個所は
無し。

日々の点
検を継続
し危険を
確認した
場合に
は、危険
個所を封
鎖する対
応を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

引き続
き、死角
の無いよ
うに保育
士の配置
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

追いか
けっこを
してい
て、逃げ
ようとし
た際にバ
ランスを
崩して転
倒した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見るス
タッフ
が、本児
から離れ
た場所か
ら転倒し
た児を発
見。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいる
他児と一
緒に遊ん
でいた。

全体を見
渡す監視
役の職
員、子ど
もに関わ
る職員で
役割分担
をして保
育してい
る。

引き続
き、役割
分担を徹
底し保育
を行う。
また、職
員同士の
声掛けを
増やす。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9882

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

18 　 　 　 　 　 　 　 3 3
17.５
歳

2.女
児

雲梯にて､右
手で縄をつか
み､左手を離
して移動しよ
うとした際
に､右手が滑
り転落した｡
体が傾き､左
ひじから手首
にかけて地面
につく｡発育
発達状況は良
好｡天候は曇
りであった｡
担任が1名す
ぐそばにいた
が支えきれな
かった｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折(橈骨
遠位端骨
折)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルには固
定遊具で
遊ぶとき
は職員が
必ず付く
とある
が、うん
ていに関
する記載
がなかっ
た。

マニュアルの見
直しを行い、全
職員に周知をし
た。「マットを
敷くなど、万一
落下した場合で
も大けがにつな
がらないよう環
境を整える」
「左右に体が揺
られた状態で落
下することがあ
るので特に気を
付ける」を加え
た。「応急処置
園内研修」（●
月実施）の際に
「マットを敷く
こと」としで改
善したことを職
員間で確認し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

固定遊具
には不備
はなかっ
たので特
になし

引き続き
固定遊具
点検や園
庭遊具の
安全点検
は定期的
に実施し
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員配置
人数及び
配置場所
にも問題
なしと考
えられる
ので特に
なし

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昨日は途
中までし
かできな
かったう
んていを
「見て
て」と
言って
行ってい
た。もう
少しで最
後までい
かれると
ころだっ
た（あと
２本くら
い）

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

当該児の
すぐそば
にいた。
がバラン
スを崩し
た子を咄
嗟に支え
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

雲梯には
４，５人
子どもが
いて落ち
着いて順
番を待ち
遊んでい
たので他
児が虫取
りをして
いるとこ
ろに付い
ていた。

あと少し
で達成で
きるとこ
ろまでき
ていて、
大人も子
どもも気
が緩んだ
のかもし
れない。
バランス
を崩すと
体が揺れ
る事も配
慮しなが
ら補助に
つくでき
だった。

固定遊具
あそびは
最後ま
で、しっ
かりと
「補助に
つく」こ
とを、文
書で職員
に周知を
行った。
全体職員
会議でも
議題にす
る予定で
いる。

9883

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 0 0 0 12 7 0 0 3 3
16.４
歳

2.女
児

幼児ｸﾗｽ担任
保育士3名が
運動会の下
見のため外
出していた｡
そのため､主
任保育士とﾌ
ﾘｰ保育士2名
で子ども達
を園庭で遊
ばせていた｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭を使用
する上限を
幼児クラス
は14名（1
クラス分）
としていた
が、異年齢
保育で人数
を超えてい
た。園長不
在のため主
任が対応し
たが、職員
の間では不
安や混乱が
生じた。

園長・看護
師不在時の
対応を園全
体で確認す
る。また、
職員が安全
環境を常に
意識できる
よう、園内
のルール及
びマニュア
ルの周知を
再度行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回は
ハード面
で特に問
題は無
かった
が、常に
事故防止
を意識出
来ていた
なかっ
た。

安全点検
が形骸化
しないよ
う、具体
的な点検
方法を確
認してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常と違
う人的環
境で、子
ども達が
落ち着か
なかっ
た。

人的環境
が変わっ
た場合は
保育環境
を変えず
に、室内
での合同
保育を実
施し安全
を確保し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前を見ず
に走って
いたた
め、他児
とぶつ
かってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭全体
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒につ
きなが
ら、全体
を見てい
た。

担任保育
士の不
在、園庭
での合同
保育。

通常と違
う人的環
境でのリ
スク管理
が出来て
いなかっ
た。

9884

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 0 0 0 0 24 29 0 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上肢骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

保育士の
配置基準
等みたし
ており、
園内でも
ヒヤリ
ハット事
例などの
話し合い
を月に１
度行って
いる為。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

ビール
ケース等
の可動遊
具につい
て、どん
な危険性
があるか
などの把
握が職員
によって
様々で
あった。

職員全員
で遊具に
関しての
危険度の
共通理解

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

目が離れや
すいことに
関しての意
識が薄く
なってお
り、また周
囲の子ども
の動きの把
握ができて
いなかっ
た。

職員全員
で環境の
見直しを
するとと
もに、危
険な箇
所、時間
等の把握
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付けの
時間に
なった
が、まだ
遊び足ら
ず色々な
所で動き
回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くの砂
場にいた
が、玩具
の片付け
をする為
本児に背
を向けて
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
が色々な
場所にあ
る玩具を
他児と一
緒に片付
けてお
り、目が
離れた。

各保育士が
それぞれ片
付けをして
おり、お互
いに声を掛
け合った
り、周囲の
子どもにも
気を配った
りする意識
が薄かっ
た。

職員全員
で怪我の
経緯を共
有する事
で、それ
ぞれが常
に子供の
動きを意
識できる
ように話
し合っ
た。

9885

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― ― 　 　 　 　 　 　 　 ― ―
18.６
歳

1.男
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

下顎挫
創、創傷
感染症、
下顎部皮
膚潰瘍、
下顎創傷
感染症

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
5 　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

まわりを
よく見て
行動する
ように伝
える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ 　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ 　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

特になし

子どもたち
が安全に過
ごせるよう
に、園内の
怪我が起こ
りやすい場
所を再確認
し、職員間
で共通理解
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外照明の
向きを変
えるなど
し、段差
があるこ
とがわか
りやすい
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者と
手をつな
いで歩い
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保護者に
引き渡し
後であっ
たので、
保護者と
手を繋い
で降園す
る様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者に
引き渡し
後であっ
たので、
保護者と
手を繋い
で降園す
る様子を
見守って
いた。

特になし

保護者に
も、安全
に気を付
けて登降
園しても
らうよう
にする。

9886

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 18 16 17 2 2
16.４
歳

2.女
児

全治４週間の
剥離骨折（１
週間の添え木
固定と超音波
治療、３週間
のギプスでの
固定）。患部
（右足首）の
足は床に着か
ないよう（体
重が掛からな
いよう）、園
生活で留意が
必要。松葉杖
を利用しての
歩行となる。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

職員は、
常に子ど
もの全体
の様子が
見守られ
るようお
互いの配
置場所を
確認する
必要があ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
45　)回/
年

特になし

園庭に出
る際に
は、危険
個所、怪
我に繋が
る箇所が
ないかの
確認が必
要。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児各々
が自由に
遊んでお
り、個々
の動きで
無く、全
体の動き
を一定の
場所で見
守ってい
た。

危険や死角
になりがち
な場所に留
意した見守
りが必須。
必要に応じ
ては遊ぶ箇
所を確実に
見守れる範
囲に限定し
たり、集団
で決まった
遊びを一緒
に行う等、
考慮する必
要がある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子が見
られる。
特筆すべ
き様子は
無く、元
気に友達
と遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任保育士
は休憩中で
あった為、
保育から離
れていた。
１歳児担任
保育士が見
守りを行っ
ており、園
庭で園児全
体の遊びや
動きを見
守っている
状況だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他１名の
保育士も
上記同
様、全体
の園児の
姿を見守
り、一緒
に遊んで
いる状況
だった。

園児から
「骨が鳴っ
た」と報告
を受けた際
に確認はし
たが、担任
や施設責任
者への報告
が遅れた事
により、万
が一の状況
を想定した
早急な処置
を怠ってし
まった。

園児全体
を見守り
つつも園
庭で怪我
が起こり
うる場所
や天候に
よっての
地面の異
常等を確
認し、必
要に応じ
て整備が
必要。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9887

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

73 19 27 27 5 4
17.５
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右　鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

地面で石
でごつご
つしてお
りたいら
な場所で
はなかっ
た。

転ばないよ
うに平らな
場所で遊
ぶ。足元は
しっかり気
をつけるよ
うに声掛け
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
走ってい
たが特に
なく普段
通り。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の子
ども達の
動きを見
ながら近
くの子ど
もの対
応。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

上記と同
様。

特になし

足元に石や
木の枝など
が落ちてい
るので転び
やすいこと
を事前に注
意すべき
だった。

9888

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

21 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左中指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１ )回/
年

1.基
準以
上配
置

跳び箱に
取り組む
際に気を
付けるこ
とを、活
動前に確
認してお
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１2)回/
年

使用する
前に再度
その用具
に不備な
ところな
どないか
点検す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱、
マットの位
置、おき方
など常に確
認している
が、更に気
をつけてみ
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わら
ず、跳び
箱跳びに
挑戦して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもが
跳ぶ跳び
箱の側に
座って、
跳んでく
るのを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
は各クラ
スで保育
をしてい
た。

普段の姿
から気を
つけた方
がいいこ
とがあれ
ば、跳ぶ
前にも声
掛けをし
ておく。

9889

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

22 3 1
18.６
歳

2.女
児

3歳までに熱性けい
れんが2～3回あり、
●●病院・●●病院
を受診している。以
前通っていた保育園
では、薬も預けてい
た。●●病院では就
学までに熱性けいれ
んが起きれば、脳波
の検査をした方が良
いと言われていた
が、その後は発作も
なかった。

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

1.意識不
明

熱性けい
れん疑い

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(4～5)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

特になし 特になし
6.食事
(おや
つ)中

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつを
残して、
途中でや
めた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

配膳台の
前にい
て、本児
が配膳台
へお皿を
持ってく
る様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の対応を
してい
た。

特になし 特になし

9890

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

60 20 20 20 15 8
17.５
歳

1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
基節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員へマ
ニュアル
を再度周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

使用する
ボールの大
きさや硬さ
を適したも
のにして安
全に活動で
きるよう注
意する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動きの見
極めを
しっかり
行う。

子どもは
常に予想
しない動
きをする
ため、再
度しっか
り理解し
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児の
したい遊
び（好き
な遊び）
をしてい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

一緒にや
ろうとい
うことで
行う。対
象児が
「高く上
げて」と
いうので
応じる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と遊
んでいて
いて見て
いなかっ
た。

特になし

子どもは
常に予想
しない動
きをする
ため、再
度しっか
り理解し
ておく。

9891

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

20 2 2
18.６
歳

2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨不
全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

該当なし 該当なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

該当なし 該当なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

該当なし

急がず、
歩いて片
付けに行
くような
声掛けを
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児好奇心
旺盛で何事
にも意欲的
に取り組
み、楽しん
でいる。事
故発生時も
普段と変わ
らない様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

片付けの
声掛けを
し、遊戯
室の中央
あたりで
全体の子
どもたち
の様子を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ソフト積
み木が片
付けられ
ている場
所から全
体の子ど
もたちの
様子を見
ていた。

該当なし

日頃から片
付けなど活
動と活動の
合間は急が
ず、ゆった
りと行動で
きるように
慌てさせ
ず、言葉か
けなどをし
ていく

9892

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

50 0 0 10 10 15 15 8 6
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

重ねられ
た大型カ
ラー積み
木に1人で
上った。

朝の自由遊
び中は複数
の保育者が
いるため、
全体を監視
する、園児
のそばで見
守るなど、
役割を明確
にした監視
体制を強化
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

重ねられ
た大型カ
ラー積み
木に1人で
上った。

高く積み
上げた積
み木には
上らな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
は、解放
感があっ
て注意力
が欠ける
ことがあ
る。

重ねた大型
積み木に上
ると転落の
危険性があ
るため、十
分に注意し
て遊ぶこと
を伝える。
バランスが
悪くなり危
険なので高
く積み上げ
すぎないよ
うにする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

高く積み
重ねた大
型積み木
に上って
遊んでお
り注意さ
れ下ろさ
れたが、
その直後
に別の積
み木に上
り落下し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児に声
をかけ下
ろしたあ
と、すぐ
そばで、
他の園児
の対応を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室内
で、他の
園児と遊
んだり、
他の園児
を見守っ
ていた
り、登園
してきた
園児の対
応を行っ
ていた。

保育士は、
一度高く積
み重ねた大
型積み木に
上っていた
本児に危険
性を伝え下
ろしたが、
直後別の積
み木に上り
転落した。
園児は少々
危険でも好
きな遊びは
繰り返すこ
との認識が
不足した。

園児は
少々危険
でも好き
な遊びは
繰り返す
ことを念
頭に、園
児の動き
を想定し
ながら見
守る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9893

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

19 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

現状通り
職員間で
安全管理
対策マ
ニュアル
の周知徹
底

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

定期的安
全点検の
継続

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の遊び
の内容によ
り変動する
が、死角に
なる部分が
ないように
保育士間で
連携しなが
ら常に立ち
位置を考慮
判断する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

追いかけっ
こをし、
じゃれあい
をした際の
転倒。直ぐ
側に居りそ
の様子を見
ていたの
で、靴下を
脱がせ即足
を確認し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児以
外の児童
の行動、
遊びの見
守り。

保育活動
中の転倒
など、保
護者への
状況報告
と帰宅後
の様子確
認。

9894

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

5 1 1 3 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

全ての保
育時間に
おいて、
適正な職
員配置を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

継続して
環境面の
安全点検
を丁寧に
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

常態的に
子どもの
動きを確
認し、見
守ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日中は、す
べての時間
帯において
いつも通り
生活してい
た。普段か
ら小動きを
したり、突
然走り出す
姿が見られ
た為周りに
は気を付け
るように声
掛けを行っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士の遅
番2名体制で
保育してお
り、その時
間帯にいた
子ども全員
がまとまっ
て遊んでい
たため、保
育士の視界
に全員入っ
ており、側
で見守って
いた状況で
あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

常勤職員
（早出1
名）は室
内で退勤
の準備を
してい
た。

異年齢で常
に生活し遊
んでいるの
で、子ども
の様子や遊
び方、状況
に応じた声
かけや指
示、配慮が
更に必要で
ある。

9895

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 6 13 5 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
捻挫・左
足関節拘
縮

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

目標物
（カラー
コーン）
に向かっ
て、必死
に走って
きたた
め。

遊ぶ前は水
をまいた
り、つまず
かないよう
に平らにし
たりして、
転倒につな
がらない対
策をとる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも遊
んでいる
場である
ため、慣
れてし
まってい
た可能性
がある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で一緒
に活動を行
い、児との
駆け引きの
やり取りを
して遊んで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１人の職員
は児と一緒
に遊び、園
庭にいた２
人の保育士
は他の活動
の対応をし
ていた。

特になし

人数に
よって遊
び方や内
容を工夫
していく

9896

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 13 16 16 5 5
16.４
歳

2.女
児

特に無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
随時　)回
/年

1.基
準以
上配
置

安全面の
徹底が不
十分だっ
た。

遊具の安
全な使い
方を具体
的に確認
し危機意
識を高め
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

スロープ
内へ入り
やすい環
境であっ
た。

乗り物で
進入でき
ないよう
にプラン
タ―等で
ガードす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全な乗
り方、遊
具の使い
方の伝達
指導が不
十分だっ
た。

定期的に
安全指導
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付け時
間では
あった
が、遊び
たい気持
ちが強
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭の倉
庫付近で
他児の片
付けの対
応をして
いたた
め、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

 園庭で他
児の世
話、トラ
ブル、片
付けに対
応してい
たため、
見ていな
かった。

担当職員
がクラス
全体把握
が十分で
はなかっ
た。

担当職
員、その
他職員の
役割を再
度確認し
ていく。

9897

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 1 1
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

園児達の
行動を考
え、声掛
け等をこ
まめに行
う

園児達と
の遊びの
お約束や
保育者が
予測を
持った子
どもたち
への声掛
けに配慮
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

園庭の雪
状況の把
握

園庭に出す
前に雪状況
を把握し危
険予測を行
い、子ども
たちと共有
し戸外へ行
くようにす
る（施設、
遊具、玩具
等について
は定期的に
安全点検を
継続する）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

天候が良
く他クラ
スも園庭
に出で遊
んでいた
為、雪も
硬くな
り、滑り
やすかっ
た事

遊びの場
と状況を
確認しな
がら、子
どもたち
への声が
けを行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友だちと
一緒にそ
りあそび
や雪だる
ま作りを
行ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は園
児達が見
渡せる位
置（園庭
中心部）
で保育を
行ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

片付けの
際に、フ
リー保育
士が補助
に入る

戸外で遊ぶ
ことで気分
も高揚し普
段の行動よ
り更に活発
な動きを見
せていた。
また仲良く
遊ぶ中での
過剰な一面
もあったよ
うに伺える

安全に遊
ぶための
指導を日
常的に繰
り返し行
い強化し
ていく

9898

令和
6年3
月21
日

1.認可

10.事業所
内保育事
業（認
可）

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

7 2 2 3 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙破折
打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

保育士の
人数、配
置には問
題なし。
引き続き
子どもの
動きをよ
く観察し
て保育す
る

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

固定遊具
について
は、配
置・設置
に特に問
題はな
し。

走り回る
ときは、
引き続き
園庭の広
い場所
（遊具が
ない所）
へ誘導し
たり、固
定遊具に
ついては
安全点検
を行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が止
まろうと
しても止
まれず、
バランス
を崩した
ことが要
因ではな
いか。

保育の中
で体幹を
鍛えられ
るような
遊びを取
り入れ、
体の使い
方を知
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

●日～●日
が閉所で自
宅待機だっ
た。●日は
突風で戸外
へ出られ
ず、●日は
朝から落ち
着かず、保
育室内を走
り回ってい
た。危険を
感じたため
戸外へ出て
体を動かし
ていた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

戸外へ出た時、
本児が砂場用玩
具を持って走り
まわっていたの
で注意をし、物
を持たずに追い
かけっこをして
いた。狭い場所
であり、０歳児
もおり危険で
あったため広い
場所へと誘導し
た。本児の気持
ちが興奮気味で
なかなか注意し
ても伝わらず、
危険だと感じ保
育士は追いかけ
ずに様子を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の遊
びを見守
りながら
も、全体
に目を向
けてい
た。

自分で靴を
履くように
なり、マ
ジックテー
プが少し緩
めになって
いたのでは
ないか。厚
手の服を着
ているの
で、少し動
きにくかっ
たのではな
いか。

靴を履い
た後は、
保育士が
しっかり
止まって
いるか確
認する。
厚着にな
りすぎな
いよう、
動きにく
くないよ
う調整す
る。
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歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9899

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

21 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

　職員会
議や朝礼
終礼にて

2.基
準配
置

園生活に
慣れてき
た頃に事
故が起こ
りやす
い。

朝礼終
礼、職員
会議で職
員で共有
するよう
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

業者の遊
具点検は
異常なし

子ども達
の様子を
見なが
ら、遊び
方が安全
か見てい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の遊
び方は担
任が以前
から注意
をしてい
た。

慣れた頃
にケガや
危険な遊
びをして
しまうこ
とがあ
る。職員
に周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

以前から、
中階段の屋
根には乗ら
ないことは
担任から言
われていた
が、つい羽
目を外して
しまった。
巻き込んだ
時に腕を痛
めた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

年長児が
友だちと
遊んでい
る状況
だったの
で、少し
離れた所
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年長児の
遊びなの
で、安全
という意
識で過信
していた
のかもし
れない

午後から
の自由遊
びの時間
は休憩交
代にな
る、連携
不足に注
意する

子どもの
姿で気に
なること
は、対応
職員に
しっかり
伝えるよ
うにす
る。

9900

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 20 17 20 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登降棒で遊
んでいるこ
とを把握、
見守りをし
ていたが、
子ども同士
の接触を予
測できず転
落時に対応
できなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

登降棒で
園児が遊
んでいる
ことを把
握してい
たが各自
他児の対
応、見守
りをして
いたため
対応でき
なかった

特になし

9901

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

37 2 2
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

毎月ヒヤ
リハット
に関する
報告書の
作成し、
保育者全
体で共有
してい
る。

見守り体
制の充実

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/週

転倒した
形跡もな
く、今回
の怪我の
要因とな
る不具合
は確認で
きない。

大型遊具
足場周り
のクッ
ション材
の設置、
地面の凹
凸解消

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

見守り体
制の充実
（ソフト
面の改善
策と同
様）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園児「足
が疲れ
た」→降
園時、足
を引き
ずって帰
宅

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭の総
合遊具周
りをぐる
ぐる回っ
て走って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

正規担任
保育士の
ほか、非
常勤保育
士も園庭
の様子は
確認して
いた。

特になし

見守り体
制の充実
（ソフト
面の改善
策と同
様）

9902

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

16 0 0 0 0 0 0 2 2
16.４
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右下A完全
脱臼
右下B/左
下AB不完
全脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊び慣れた
遊具であっ
たが、足元
を見る、遊
具から手を
放さずに持
つ等して慎
重に移動し
ていた。遊
びに区切り
をつけよう
とやや焦る
気持ちが
あった。

遊び慣れ
た遊具で
あって
も、焦ら
ず行動す
るよう注
意喚起す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

足元をよ
く見るよ
う注意喚
起し、本
児が意識
を向けて
いたか確
認をす
る。

遊び時には
慣れから気
持ちが緩
む、楽しさ
で気持ちが
高揚する、
周囲へ注意
がそれる等
の子どもの
状況や特性
を把握す
る。転落の
恐れがある
遊具では注
意を促し子
どもの意識
が向いてい
るか確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びの区
切りをつ
けようと
していた
時の気持
ちの高揚
感や焦
り、慣れ
からくる
気のゆる
みがあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具下で対
象児ともう
１人の子ど
もを見てい
たが、対象
児が足を滑
らせた瞬間
に手を差し
伸べたが、
支えきれ
ず、遊具へ
の衝突は防
げなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

総合遊具
から離れ
た砂場で
他児の遊
びの様子
を見てい
た為、本
児の動き
は見てい
なかっ
た。

遊具下で
の見守り
では落下
は防げる
が、遊具
への衝突
回避の咄
嗟の対応
がしにく
い。

行動範囲
が広い園
庭での子
どもの見
守りに
は、状況
に応じて
職員配置
増ができ
る体制を
とる。

9903

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 4 5 5 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

口唇裂傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

安全対策
について
園内研修
を行い、
事故に対
する意識
向上を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

事故に発
展する可
能性のあ
る問題点
を把握し
改善する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの遊
ぶ動線から
事故につな
がる可能性
のある危険
な箇所に入
らないよう
にラインを
引く。ま
た、遊びの
前に約束事
について子
ども達と話
し合い事故
を未然に防
げるように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ジャング
ルジムで
遊んでい
る子ども
に付き添
いなが
ら、園庭
で遊んで
いる子ど
も全体を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ブランコ
に乗って
いる担当
支援児に
付き添い
ながら、
園庭で遊
んでいる
子ども全
体を見て
いた

保育士間で
子どもの状
況や保育士
の配置場所
を確認し合
い、子ども
への言葉か
けや指導を
行うと共に
安全確認を
行う

9904

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

39 12 15 12 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
骨折（骨
折との診
断は●/
●）

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

１人で全
体を見る
必要があ
る為、咄
嗟に止め
ることが
難しかっ
た

危険な遊
びをして
いる子ど
も達に
は、事前
に使用方
法を注意
喚起する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

特になし

パイプ椅
子使用時
のリスク
を考慮し
周知する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

色々な場
所で様々
な遊びが
展開され
ている

遊びごと
にスペー
スを分け
るなど環
境づくり
に留意す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と椅
子を使っ
てごっこ
遊びをし
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

退勤職員
と引継ぎ
をしなが
ら全体を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の部屋
で保育を
していた

子ども達
の運び方
で、椅子
が倒れて
当たるリ
スクあり

室内での
遊びで椅
子の使い
方を再度
子ども達
に確認す
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9905

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 9 5 2 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手薬指
の亀裂骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
13 )回/年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハットの
提出はあ
るが、十
分に活か
されてい
ない。

今回の事故
内容を全職
員に周知
し、事故防
止に努め
る。ヒヤリ
ハットや主
管課から情
報提供され
る事故例を
十分に活か
した研修を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

使用した手
作りボール
が45Lのビ
ニール袋に
新聞紙を詰
めたもので
あった。手
作りボール
の袋にたる
みがあり、
指が絡まり
怪我をし
た。

手作りボー
ルにテープ
を巻くなど
し、袋がた
るまないよ
うに工夫す
る。手作り
玩具を使用
する際には
安全に使用
できるよう
最善の注意
をはらう。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手作り
ボールを
使用し、
いきなり
激しい動
きのある
活動に取
り組ん
だ。

投げる活
動の前
に、動き
が緩やか
な活動か
ら始め、
手作り
ボールに
慣れさせ
る配慮が
必要で
あった。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動遊び
が好きな
児童であ
るため、
活動に意
欲的に参
加し強く
投げよう
と思い、
力を入れ
て投げ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童の対
角線上
で、他の
児童の補
助をしな
がら、児
童の動き
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

配慮が必
要な児童
がいたた
め、個別
対応をし
ていて、
その場に
いなかっ
た。

手作り
ボールは
軽くて柔
らかいの
で、安心
して使用
してい
た。怪我
に繋がる
事を考え
ていな
かった。

手作り玩
具で遊ば
せる際
は、安全
に遊ぶこ
とができ
るよう最
善の注意
を払い、
見守るよ
うにす
る。

9906

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

32 6 13 13 3 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆粒骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

保育室の清
掃が終わ
り、保育士
と一緒に広
場に向かう
が、途中よ
り一人で
走って広場
に向かって
行った。

落ち着い
て広場に
移動する
ように指
導する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

引き続き
遊具等の
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びへの
気持ちの
昂ぶりが
抑えられ
なくなっ
ていた。

当番の時
は、広場
に行かず
午睡に入
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当番が終わ
り、遊びた
くてウズウ
ズしてい
た。急いで
広場に走っ
て向かい、
友達が遊ん
でいた大型
積み木に登
りジャンプ
をする。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

広場で遊
ぶ子ども
たちを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室
で、清掃
をして最
終確認を
してい
た。

衝動的に
行動して
しまうこ
とが多
い。約束
事が守ら
れないこ
とも多
い。

目を離さ
ず行動を
見守るよ
うにす
る。繰り
返し約束
事を伝え
ていく。

9907

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

12 2 1
14.２
歳

1.男
児

天候…晴 8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上の歯の
外傷・下
唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

事前に、
椅子の付
近では遊
ばないよ
うに声を
かける事
も必要。

行動の気
になる子
に合わせ
て活動や
対応に配
慮する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行動の気
になる子
に合わせ
て活動や
対応に配
慮する。

椅子を片付
けている付
近では遊ば
ないように
声をかけた
り、椅子を
置いている
所にクッ
ションやカ
バーを付け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

居残り保育
中、室内で
遊んでいる
時に不意に
本児が走り
出し、転ん
で保育室隅
に置いてい
た椅子の背
もたれに口
をぶつけ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体が見渡
せる位置に
いたが、本
児とは離れ
ていた為、
急に走り出
した本児を
止めること
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

居残り担
当保育士
の指示の
もと、本
児とは別
の場所で
他児と関
わってい
た為、対
応できな
かった。

室内で
走ったら
危ないと
いうこと
を繰り返
し子ども
たちにも
伝えてい
く。

不意に走り
出してしま
い防げな
かったが、
椅子を置い
ている所に
クッション
やカバーを
置くなど改
善してい
く。

9908

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

13 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

ヒヤリハッ
トや事故後
の検討会は
都度行って
いるが、予
防に関する
研修は園内
では行って
いなかっ
た。

様々な要
因を想定
し、事故
予防の園
内研修を
実施す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

点検後の
気付き等
の情報共
有に不足
がある。

職員会等
で定期的
に報告
し、気づ
きへの対
応を確実
に行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故が起
こった場所
は、園庭の
端にあり死
角になる場
所だったた
め、保育者
の立ち位置
に工夫が必
要だったと
考える。

園庭遊び
の時は、
保育者は
死角にな
る場所が
ないよう
に、園庭
全体を見
廻せる位
置に立つ
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友だちと
数人で、
ポールを
軸にして
体を廻し
て遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故後に泣
き出したり
する様子が
なく、室内
に戻りいつ
も通りに遊
んでいた。
そのため、
保育者は本
児が怪我を
しているこ
とに気が付
くことがな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
他のクラ
スの保育
者も居た
が、本児
の異変に
気が付く
までには
至らな
かった。

本児から
の痛みの
訴えが無
かったた
め、怪我
に気が付
くのが遅
れた。

いつもと
変わった
様子がな
いか、園
庭から教
室内へ移
動した際
に全園児
を観察し
て、気に
なる時は
声を掛け
る。

9909

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

4 1 1
14.２
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性亜
脱臼、外
傷性歯の
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

なし

引き続き安
全点検を遂
行しなが
ら、園児が
安全に過ご
せるように
職員が連携
しながら保
育をしてい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

なし

園庭の安
全確認を
改めて全
職員で
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒が景
色と同化
して気づ
きにく
かった

鉄棒に目
印をつけ
て目につ
きやすく
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段の状
態と変わ
りなく元
気に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故発生
時、園児確
認ができる
位置にはい
たが、一瞬
の出来事
だったため
防ぐことは
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者以外
の職員は、
クラスの子
どもに気配
りしながら
全体を把握
し見守りを
していた。
1名は排泄
の失敗をし
た子どもの
対応をして
いた。

なし

日頃から
安全面に
十分配慮
し職員間
で確認し
合いなが
ら事故防
止に努め
る。

9910

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

30 4 3
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3～5　)回
/年

2.基
準配
置

特記事項
なし

なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特記事項
なし

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

いつも
は、やっ
ていない
正座をし
て滑り降
りてい
た。

滑り方の
約束を再
度確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡がなくな
り、午後の時間
にいつも通り公
園にて自由に過
ごし、友だちと
大型遊具のすべ
り台で遊んでい
た。何回も普通
に滑っていたの
だが、その時だ
け正座をして
滑っていた為、
転がり落ち顔を
地面に打ち付け
てしまった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

すぐそばで
遊んでいる
子どもの見
守りをして
いたが、災
害が起きた
瞬間は、大
型遊具とは
反対の方角
で遊んでい
た子ども達
の見守りを
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の場所に
分かれ
て、子ど
もと遊ん
だり、見
守りをし
ていた。

特記事項
なし

なし
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死亡
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歳
1
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2
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歳
以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9911

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 10 13 16 7 7
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２　)
回/年

2.基
準配
置

事故防止マ
ニュアルは
あるが、固
定遊具の遊
び方につい
ては職員が
共通認識し
年度初めに
子どもたち
にクラスご
とに指導す
るだけに
なってお
り、文章化
したものは
ない。

固定遊具の
遊び方につ
いて文章化
し、各ミー
ティングで
職員が周知
徹底し子ど
もたちに危
険な遊び方
を含めた安
全指導を定
期的に行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

片付けの
時間も鉄
棒で遊べ
る状況に
なってい
た。

お休み
カードを
ぶら下
げ、視覚
的に使用
してはい
けないこ
とを伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年中組、年
長組が一緒
に片付けの
時間にな
り、保育士
も子どもた
ちと一緒に
片付け始め
たので鉄棒
で遊んでい
る対象児へ
の見守りが
できなかっ
た。

片付けの時
間も保育士
が園庭全体
を把握し、
子どもたち
が片付け始
めるまで保
育士も遊ん
でいる子へ
の見守りは
止めないよ
うにし、声
をかける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
いつも通
りの様子
で鉄棒で
数人の友
だちと一
緒に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士は
ブランコ
を片付け
た後、他
の子ども
たちと砂
場あたり
で一緒に
片付けを
していた
ので、鉄
棒にいる
対象児に
声をかけ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けに
集中し他
の保育士
や対象児
を把握し
ていな
かった。

保育士が
自分の周
辺の片付
けに集中
し把握で
きていな
い場所や
子どもが
いた。

時間差で年少組が
早めに片付け、入
室する際固定遊具
全てにお休みカー
ドをぶら下げ、使
用できないことを
視覚支援する。子
どもと一緒に片付
けをせず、園庭全
体を把握し子ども
を見守る職員を配
置する。この保育
士は園庭全体が視
野に入る場所に立
ち、ベストを着用
し他の職員からも
役割が分かるよう
にする。

9912

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 7 7 10 4 4
17.５
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

積み木の
置き方の
再確認

子どもに
も不安定
になって
転ぶ場合
があるこ
とを伝え
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雨が降って
いたため、
ゆうぎしつ
で体を動か
して遊ぶ。
特に普段と
変わった様
子はない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

迎えに来
た保護者
に子ども
の受け渡
しをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他にも子
どもがい
たので、
ゆうぎし
つを全体
に見てた
が、転ぶ
瞬間は見
ていた。

普段から
ポケット
に手を入
れて遊び
よく注意
されてい
た。

普段から
手を出し
て遊ぶよ
うに徹底
する。

9913

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

2 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員全員が
マニュアル
を再確認す
る。事前
に、活動内
容と現場で
の職員数
や、見守り
方法などに
ついて確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約48)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約48)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約48)回/
年

活動前に、
活動内容に
あった場所
の設定がで
きているか
どうか（不
要なものは
おいてない
かなど）を
確認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びを行
う範囲の
遊具等の
設定方
法。

事故現場
の環境の
見直しを
し、遊具
や運動用
具の設置
の確認し
直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
て、追い
かけてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

別の場所
で鬼ごっ
こ全体の
見守りを
していた
が、災害
場所は死
角だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
でボール
遊びの園
児の見守
りをして
いた。

職員の活
動への参
加方法
（見守り
方法、立
ち位置
等）死角
がある立
ち位置。

事故の内
容を職員
間で共有
し活動へ
の参加方
法（見守
り方法、
立ち位置
等）を確
認し直
す。

9914

令和
6年3
月21
日

1.認可
7.小規模
保育事業

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2 1 1 2 2
14.２
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨折
（脛）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

定期的に
事故防止
等の職員
会を実施
している
ため。

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

転んだ際
にけがを
しないよ
うに柔ら
かい物を
設置する
必要が
あった。

ゲートに
クッショ
ン性をも
たせた。

7.その
他

お迎えがき
て興奮状態
だったため
気持ちと行
動が一致せ
ずころん
だ。興奮し
ているのを
知っていた
が、ゆっく
り行こうね
や手をつな
ぐなどの対
応がなかっ
た。

ゲートを
渡る際は
手をつな
いで渡
る。落ち
着いて通
過できる
ような声
かけを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お迎えが
嬉しく
て、興奮
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児より
も先に通
過し、
ゲート裏
で見守っ
ていた。
手の届く
範囲で見
守ってい
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の園児
の送りだ
しの為玄
関でい
た。

本児が転ぶこと
を予測せず、職
員が先にゲート
を通過した。本
児が興奮してい
たので、歩いて
いく際、手をつ
ないでおく必要
があった。ゲー
ト付近で転んで
も怪我をしない
ように柔らか
い、物を貼りつ
けておく必要が
あった。

歩行が不安定
な年齢児が通
過する際は手
をつなぐ。子
どもがぶつけ
そうなところ
には、柔らか
い物を貼りつ
けた。ゆっく
り行こうねな
ど落ち着かせ
る声かけを行
う。

9915

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

26 23 28
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手中指
薬指剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

一人机で安
定はしてい
るが事故が
起きた時に
は立って活
動してい
た。絵画活
動だったの
で持ちあげ
たり、斜め
にしない限
り倒れない
と思ってい
いたが、予
想外の行動
に対応でき
なかった。

子どもの
集中力
や、同じ
活動を長
時間継続
しないな
どの時間
的配慮を
行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回以
上/週

机を使っ
ての指導
が必要で
あったか

絵画活動
は床に
座った
り、椅子
に座って
行うこと
ができる
ので、基
本的には
床で行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は机
に向か
い、活動
に参加し
ていたが
集中が切
れていた
可能性も
ある

子どもの
集中力や
全体の活
動参加の
状況を踏
まえ、同
じ活動を
長時間継
続しない
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と同
じように
活動に参
加してい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

絵画活動中
であったの
で、子ども
たちへ絵の
指導をしな
がら室内を
巡回してい
たが、机が
転倒した際
は本児の近
くにはいな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名で保
育対応

保育士がフ
ルで出勤し
ている際は
人的にも余
裕があるの
で、４歳児
に２名職員
を配置する
が、事故当
日は職員の
勤務上４歳
児は１名で
対応してい
た

基本的に
１名で対
応するク
ラス人数
ではある
が、保育
士数に余
裕を持
ち、保育
にあたる
人員を増
やす
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9916

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 5 10 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
５　)回/
年

1.基
準以
上配
置

身体が未発
達の園児が
ドッジボー
ルで興奮
し、前後左
右等予測不
可能な動き
かつ激しく
体を動かし
ていたた
め、起こっ
てしまった
と考えられ
る。

園児の予測
不可能な動
きになる遊
びに対し、
ヒヤリハッ
ト事案でな
くとも、職
員一人一人
が事故の起
こりうる可
能性がある
ことを念頭
に保育する
よう周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
295　)回/
年

特記事項
なし。

その他に
対する改
善策な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事前のルー
ルは話して
いたが4歳
児も加わっ
ていたこと
から少し興
奮していた
可能性が
あった。

落ち着い
て遊ぶこ
とを何度
も声かけ
するべき
である。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールが
転がって
きたと
き、拾い
に行った
り投げた
りしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボールの動
きを見なが
ら園児の動
きを見て、
主に審判を
行い笛でア
ウトを知ら
せたり、声
をかけたり
していた。
その都度
ルールにつ
いては声を
かけてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ボールの
動きを見
ながら園
児の動き
を見て、
危険がな
いか見
守った
り、声を
かけたり
してい
た。

動きがあ
る遊びで
あった
が、遊び
の途中で
痛い所は
ないか全
体で確認
する場面
がなかっ
た。

遊びの途
中で園児
たちに声
をかけ、
ケガや異
変の確認
をし、園
児たちの
動きに細
心の注意
を払う。

9917

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

18 0 0 0 0 0 0 0 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

見守り徹
底とマ
ニュアル
を再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

安全点検
を引き続
き行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

配置等の
安全確認
を実施前
に行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

複数の児
童が縄跳
びをして
いるのを
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当者の
職員と対
象児、縄
跳びをし
ていない
児童等全
体を見
守ってい
た。

引き続
き、職員
の位置に
も気を付
けながら
見守りを
してい
く。

9918

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

26 3 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首は
くり骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもに、
足をぐねっ
たり、転ん
だりしたと
きには骨折
の可能性も
あるので必
ず保育者に
伝えるよう
に教えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

園庭の安
全点検を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行動の予
測をし、
危険箇所
には側に
いるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
に過ごし
ており、
特に変
わったこ
とはな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で遊
んでいる
子どもた
ちを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
の遊んで
いる子ど
もたちを
見守って
いた。

場面の切
り替え時
などに怪
我がない
か確認し
ていく。

9919

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

12 1 1
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年
常時

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

園庭の芝
生の状態
（凹みや
躓きの原
因となり
そうな箇
所）もく
まなく点
検してい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今後も引き
続き、運動
あそびを積
極的に取り
入れ、転倒
時に瞬時に
手をつくこ
とや、障害
物を避ける
ことができ
る瞬発力が
身に付くよ
うにしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌良く
登園し、
保育士や
友達と
引っ越し
鬼をした
いと意欲
的に参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任保育士
は「鬼」役
として本児
が視界に入
る3ｍ程離
れた場所
で、鬼ごっ
こ（引っ越
し鬼）を一
緒にしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には4
歳児のク
ラスしか
出ておら
ず、他の
職員は保
育室で保
育をして
いた。

特になし

適度な距
離が保て
ている
か、一人
一人の動
きをしっ
かりと見
守るよう
にする。

9920

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 24 15 16 10 10
18.６
歳

1.男
児

骨形成不全症
のため、極端
に力がかかり
すぎると骨折
しやすい。常
時保育士がそ
ばにつき必
要。時は手助
けしたり、戸
外遊び時は歩
行器や散歩時
はバギーを使
用している。

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

打撲　骨
折の可能
性あり

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

予想が不
足だった

職員の立
ち位置の
改善

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

スロープ
のある歩
行器が片
づけられ
る場所と
靴箱の場
所が離れ
ている。

歩行器を
降りるタ
イミング
を担任間
で連携を
とる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもは列
に並んでい
る子達なの
だが、遊び
に夢中に
なったのか
整列するこ
とが遅れ、
早く戻らな
ければと
焦ったため
か走って
（二人で競
争しなが
ら）戻って
きて最後尾
に並ぼうと
したが勢い
が止められ
なかった。

担任間で
活動の予
定を確認
し合い、
本児が列
に並ぶ必
要がなけ
れば、先
に保育室
へ戻るよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
子達と一
緒に列に
並び、次
の活動へ
の待機を
してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

この日は集
団遊びをせ
ずにクラス
へ戻る予定
であったた
め、いつも
のように本
児の横に付
き囲うよう
に支えてい
たが、後ろ
から走って
きた子が勢
いを止めら
れないとは
予想ができ
ず、本児を
かばうこと
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラスの
子ども達
を整列さ
せている
最中で、
もう一人
の職員は
走ってく
る子達の
様子を把
握できて
いなかっ
た。

年度末近
くで、子
ども達の
体格も大
きくな
り、走る
勢いもよ
くなって
いる。

歩行器か
ら降りる
タイミン
グはしっ
かり図
り、周り
からの危
険を回避
できるよ
うに考え
る。
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死亡
0
歳
1
歳
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歳
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歳
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歳
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歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9921

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

10 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

補助をし
た後、目
を離すの
が早かっ
た。

安全対策
の充実と
保育士間
の確認を
毎回行
う。個々
の子ども
の事をよ
く把握し
ておく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(月4)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

跳び箱を
飛び終え
た後の着
地までの
見守りが
出来てい
なかっ
た。

再発防止に
ついて園内
で検討を充
実させ、定
期的に検討
する。跳び
箱マット運
動の補助に
ついて子供
の状態をよ
く知り、保
育士が補助
の仕方等共
通理解す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児は、も
う少しで跳
び箱を飛べ
そうにな
り、積極的
に跳び箱を
越えようと
していたな
かで、補助
をしたが少
し余裕がな
かった。

こどもの能
力を十分理
解し、安全
第一の補助
をする。段
階を踏んで
いく等し
て、補助の
仕方につい
ても、保育
士間で共
有、理解し
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

補助を行
わない跳
び箱から
着地した
後、目を
離した間
に転倒し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

そばで見
守ってい
たが、瞬
間に転倒
し、手助
けも間に
合わな
かった。

補助を
行ってい
た際、本
児の着地
を最後ま
で見届け
なかっ
た。

もう一度、
保育士間で
補助の仕方
をロールプ
レイする
等、安全な
方法を再確
認する。保
育士間で連
携を密に取
る。

9922

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

15 1 1
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首
（踝）
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年
常時実施

2.基
準配
置

特になし

職員配置
に問題は
なく、マ
ニュアル
に沿って
対応して
いるた
め、改善
策はな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

園庭が砂
地であ
り、乾燥
すると滑
りやす
い。

特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

朝、子ど
もが外に
出てきた
タイミン
グで一度
水はまい
たが、本
児が転倒
した際に
は園庭は
少し乾い
ていた。

地面が乾
いている
ときはこ
まめに水
を撒く。
園庭の砂
地を定期
的に平ら
にならす
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外で好き
な遊びを選
び遊んでい
た。本児は
日頃あまり
サッカー
ボールでは
遊んでいな
かったが、
この日は他
児がボール
を蹴って遊
んでいる姿
を見て興味
を持ったよ
うで、サッ
カーボール
を左右の足
の間で囲う
ような形で
交互に蹴っ
て遊ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ゴールに向かっ
てシュートをし
ている他児5名
の様子を見守り
ながら対象児の
姿も、時々視野
に入れて保育し
ていた。シュー
トをしている子
の様子を見てい
たため、対象児
が転倒した瞬間
は見ていなかっ
た。本児が痛み
を訴え保育者が
対応をする時に
は、他の職員に
その場を離れる
ことを伝え移動
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1歳児担任1
人は砂場で
遊んでいる1
歳児4人の子
の保育をし
ていた。隣
のクラスの5
歳児担当及
び支援児担
当保育士
は、長縄と
びや砂場な
ど他の子の
様子を見な
がら全体の
様子にも目
を配ってい
たが、対象
児が転倒し
た瞬間は見
ていなかっ
た。

サッカー、
長縄跳び
等、少しず
つ離れた場
所でそれぞ
れの遊びを
してスペー
スの確保は
していた
が、他児の
動きが目に
入る場所で
あり、本児
自身他の遊
びをしてい
る子の動き
に意識が向
き、足元の
ボールに対
する注意が
薄れたよう
にも考えら
れる。

それぞれの遊
びのスペース
の確保はして
いたものの、
園庭がそれほ
ど広くはない
ため、一度に
外に出て遊ぶ
人数や遊びの
種類など、安
全に遊べる状
況か職員間で
常に気を配
り、保育を進
めていく。

9923

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 15 13 21 5 2
18.６
歳

1.男
児

●月●日の
受診では骨
折と判別で
きず、●日
に再度レン
トゲンをと
り、剥離骨
折であろう
との診断で
あった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(7)回/年

2.基
準配
置

特になし

職免で休
んでいる
保育士の
代わりに
8:30～
12:30の時
間補助員
が出勤

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

園庭の状況
（砂が溜
まって転び
やすくなっ
ていない
か、滑りや
すい箇所の
確認等）を
十分確認で
きていた
か。

月に1度園
庭を整地
する、遊
具の安全
点検の項
目に園庭
の状況も
加える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

5歳児が入
るため
に、十分
なスペー
スが確保
できたい
なかっ
た。

園庭を使
用する時
間をクラ
ス毎に調
整する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
やサッ
カーな
ど、全身
を動かす
ことが好
きであ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体を
見渡し、子
ども達がど
のように過
ごしている
か把握する
必要がある
ため。ま
た、登園の
時間で、保
護者の対応
も必要なた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

役割分担
をし、他
児の安全
も守る必
要がある
ため。

担任が遅
番勤務の
為、普段
の様子を
十分に把
握できて
いなかっ
た。

事前に代
わりに入
る保育士
に、クラ
スの子ど
もの様子
や現在の
状況を詳
しく伝え
る。

9924

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 2 4 3 2 2
17.５
歳

2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右遠位橈
骨尺骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

特になし

今後も研
修等を継
続して行
い、事故
予防に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

今後も、
定期的な
点検を継
続して行
い、事故
予防に努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもの
座る場所
を考え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

読み聞かせ
の絵本を見
ていたが好
きなものに
目がいって
しまい突然
立ち上がり
走り出して
しまった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

とっさの
動きに対
し、止め
ようとし
たが間に
合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

居残り保育
の為に職員
の入れ替わ
りをしてい
たり、お迎
えにきた保
護者の対応
をしてい
た。

特になし

交代の際
にも子ど
もに目を
向ける。

9925

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

19 3 3
17.５
歳

1.男
児

サポート保
育を申請し
配慮を必要
とする園児
である。突
発的な行動
もあり、切
り替えが難
しいところ
がある。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯根破
折・骨折
（上顎
前）の疑
い

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

運動会の練
習でいつも
と違う環境
という事
で、事前に
約束事を話
してから小
学校の体育
館に行った
が、直ぐに
興奮してし
まい静止
（話を聞け
ない）が聞
けない状況
となってし
まった。配
慮が必要な
園児で、一
度興奮状態
になると落
ち着くまで
に時間を要
する。

職員間での
連携や声掛
け合い、子
どもたちの
興奮状態を
クールダウ
ンさせてか
ら、次の行
動をする。
子供達に
も、繰り返
し園外での
お約束を
しっかりと
伝えてい
く。特に、
あまり行く
ことのない
場所に関し
てはより、
緊張感をも
ち対応す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

園外活動
での使用
の仕方の
確認（頻
繁に行く
場所でな
い時は、
より綿密
な確認を
する）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃使用
しない場
所を借り
ての練習
だった
為、本児
はもちろ
んのこ
と、他児
も興奮し
てしまっ
た。練習
の環境作
りに気が
いってし
まい、園
児への配
慮が出来
ていな
かった

日頃使用
しない場
所を借り
る場合の
ルールを
見直し、
職員間で
の理解、
連携が
しっかり
と取れる
ように声
掛けをそ
の都度
行ってい
く。その
上で、子
ども達に
も話をし
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他児は、
運動会の
練習をし
ていた
が、本児
は、体育
館中を走
り回った
り、周り
にある体
育用具に
登ったり
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

練習後、
本児にお
茶を飲む
ように促
し、保育
士と一緒
に水分補
給をしょ
うとして
いたが、
急に立ち
上がり走
りまわり
始めてし
まい、他
児との衝
突を止め
られな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の動き
は、気を付
けて見てい
たが、声掛
けをしても
静止が難し
く、危ない
と止めに入
ろうとした
が間に合わ
なかった。
他児にも危
ないから、
走らない様
に声を掛け
ていた時
だった。

事前に話
をしてい
たが、日
頃使用し
ない場所
で本児以
外の子ど
も達も興
奮して落
ち着きが
なかっ
た。

繰り返し子ど
も達には、園
外でのお約束
を伝えてはい
るが、日頃使
用しない場所
に関しては、
いつも以上に
子ども達にい
つもと違う場
所である事や
約束事もしっ
かりと伝えて
いく。また、
想定外の行動
があることを
職員間で意識
しながら、立
ち位置や声掛
けをしっかり
と行ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9926

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 2 1 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの発
達、運動能
力と運動器
具の使用の
させ方のず
れ、トラン
ポリンの危
険性の認識
の甘さが
あったので
はないか。

今回の事故
を受けて
話し合いを
した。トラ
ンポリンに
限らず、運
動器具全般
の危険性、
使い方、決
まり事も見
直し共有し
た。園児管
理システム
再発防止
策、事故防
止・安全対
策班のファ
イルに記
入。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

安全点検
も定期的
におこ
なってお
り、トラ
ンポリン
の裏のゴ
ムも定期
的に交換
してい
る。今後
も継続し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の配置
が足りない
こともな
く、園児の
人数も少な
い。職員が
見守れる人
数しか園児
をホールに
は入れてお
らず、特に
改善策はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発であ
るが、動
きが激し
い訳では
ない。い
つも通り
に遊戯室
に入室し
トランポ
リンをし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室には
4名しか子
どもがおら
ず、目は届
いていたが
本児が年長
児であるこ
ともありト
ランポリン
を跳んでい
る様子を安
心して見
守っていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
いなかっ
た

側にいた職
員は、担任
ではなく、
年長児で途
中入園で経
験が少なっ
たことを含
め、本児と
職員の想定
する運動発
達のずれが
あっったの
ではない
か。座って
立つを繰り
返す跳び方
の危険性の
認識が甘
かった。

運動器具使
用方法を見
直し、トラ
ンポリン
は、立って
跳ぶことの
みにすると
事を共有。
担任でない
職員が見る
ときもある
ので普段か
ら園児の情
報の共有を
意識して行
う。

9927

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

19 2 2
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

児童数・職
員数を考慮
して、活動
場所や内容
を決めた
り、子ども
の状況を見
て保育内容
や声掛けを
配慮したり
するなどし
て危機管理
への意識を
強く持つ。

環境設定
の見直
し、子ど
もの見守
りの仕方
の見直
し、共通
理解の確
認。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

今後も現
在行って
いる点検
を継続し
て行い、
事故防止
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒した
園児につ
いて、転
倒後の身
体の状態
をしっか
りと確認
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

かけっこ
でゴール
地点まで
走ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スタート
の合図を
出し、走
る姿を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ゴール地
点で待機
し、転倒
した子ど
もの所へ
駆け付け
た。

園児の靴
がしっか
り履けて
いるか、
マジック
テープが
止まって
いるかな
どの確認
を丁寧に
行う

子どもの
身体の痛
みに速や
かに目を
向け、素
早く保護
者へ連絡
し、病院
受診を勧
める。

9928

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

38 3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

今後も研修
等で保育士
が実践的に
事故予防や
事故発生時
の対応を身
につけてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

今後も安全
点検チェッ
クリストを
用い、定期
的に点検し
て施設・遊
具等の管理
を行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故防止
の為の園
児に対す
る言葉か
け等保育
士が工夫
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の場所
に移動する
際、友達の
足に気づか
なかった。
走ることも
なく普通に
歩いて移動
していた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くにいた
が、他児
の足につ
まずき転
倒すると
予測がで
きず、防
げなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援が必
要な他の
園児につ
いていた

他児が足
をのばし
て座って
いたため

園児に座
る時は足
はまげて
体操座り
をするよ
うその都
度声をか
け、事故
を防止し
ていく。

9929

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

18 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下腿骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

安全と思
い込んで
いて危険
と隣り合
わせであ
るという
思いが軽
くなって
いた

事故防止
の対応に
ついて、
職員全員
で確認
し、共有
していく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

シートの
点検を行
えていな
かった

今後は
シートを
使用せず
保育を
行ってい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

食堂に敷い
ているシー
トの端（週
末は棒に巻
いて保管し
ている）
が、反って
おり、転倒
の要因と考
えられる

再発防止
の為、
シートの
使用を中
止した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

次に行う
排泄や手
洗いを行
おうとす
る事に意
欲的だっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒した
際も見守
りは行っ
ていた
が、手が
届く範囲
ではな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もの対応
で、見て
いなかっ
た

保育者が危
険個所を保
護するよう
に立つこと
ができてお
らず、子ど
もの導線を
工夫できて
いなかった

子どもの
目線に立
ち、常に
安全な状
態を保て
るよう導
線や配置
を考えて
いく

9930

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 17 20 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕前骨
骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもた
ちの遊び
方が危険
になって
いないか
の確認を
行う

職員間で
気付いた
ことがあ
ればその
都度話し
合い情報
を共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

安全が確
認できな
いことが
あれば使
用禁止の
措置を行
う。

常に職員
間での情
報の共有

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の整
備を行
い、危険
個所の再
点検を行
う

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午前中に
節分の行
事があ
り、気分
がいつも
より上昇
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ケガをする
前に砂場で
山を作って
遊んでいる
のは確認し
ていたが、
片付ける時
間になった
ため、その
場より移動
し他の園児
に呼び掛け
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

片付けるた
めに砂場に
ワゴンを
もっていっ
た。その際
に本児が転
倒した。手
をついた様
子は確認で
きていない
が、すぐに
腕が痛いこ
とを本児が
伝えに来
た。

砂場の中
に危険な
要素がな
いと確認
していた
ためその
場より離
れた際に
起きてし
まった。

砂場は足
元が不安
定である
ことを子
どもたち
に伝えて
おく。

9931

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

35 10 11 14 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

傍にいた
が着地後
バランス
を崩すと
予測して
いなかっ
たため、
立って見
守ってい
た。

いろいろな
動きを予測
し、とっさ
の時でも子
どもの援助
ができるよ
う、動ける
態勢でかか
わる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

夕方、体が
疲れている
状態で、大
型の遊具の
高さのある
あそびを設
定してし
まった。

日中とは
違う体の
状態を想
定して、
あそびの
環境をつ
くる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友だちと
あそぶ中
で楽しく
なり,ふざ
けてしま
うと怪我
をする危
険があ
る。

あそび方
を伝えた
り、危険
が伴うこ
とを丁寧
に伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

広場で鉄
棒に平均
台を掛け
て、登っ
てジャン
プして遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

広場で、
鉄棒のあ
そびにつ
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広場には
いたが、
別のあそ
びをして
いる子ど
もについ
ていた。

怪我をし
たことを
保育室に
いる職員
に伝えず
にいた。
怪我を知
らない職
員がい
た。

どのような
怪我でも居
残りに入る
全職員に伝
え、複数の
目で怪我を
見て早期発
見・早期対
応ができる
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9932

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

13 1 1
16.４
歳

1.男
児

なし
5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし
特にな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３)回
/年

特になし
特にな
し。

6.食事
(おや
つ)中

本児の座る
場所を保育
士の見やす
い場所にす
るかトラブ
ルを起こし
た園児を本
児の近くに
連れてい
き、本児が
見える場所
で対応する
べきであっ
た。

トラブル対
応をする場
合も対応を
する保育士
の位置を常
に他の園児
も見ること
ができる位
置で対応す
ることを職
員間で話し
合い共通理
解をした。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

２週間ほ
ど欠席を
し、その
後落ち着
きがない
姿が普段
から見ら
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児間でト
ラブルが起
きたため、
休憩対応の
保育士はト
ラブルの対
応をしてい
て、対象児
を見ること
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はいな
かった。

他児に対
応してい
て全体の
園児の動
きを把握
すること
ができて
いなかっ
た。

視野を広
げ、常に
全体の園
児の動き
が把握で
きるよう
に職員間
で話し
合った。

9933

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

23 0 2 2
16.４
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

階段を降
りるとき
は、慌て
ず落ち着
いて降り
るように
全員に声
を掛け
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

怪我が発
生した手
すりは、
壁とてす
りとの間
の幅が狭
くなるよ
う工事を
行った。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

階段を降
りるとき
は、慌て
ず落ち着
いて降り
るように
全員に声
を掛け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
階段を降
りてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

先頭保育士
は、下駄箱
付近にいた
為見ていな
かった。も
う一人の職
員は最後の
子と一緒に
部屋をでて
おり、階段
付近は見え
ない場所に
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

階段付近
に職員
は、いな
かった。

部屋から出
る時、双方
の保育士は
必ず園児が
階段を降り
ている様子
が見れるよ
うな位置に
立つように
する。

9934

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

16 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(5～6　)
回/年

2.基
準配
置

事故発生
後、骨折が
判明するま
で日にちが
かかってし
まった。初
めに受診、
医師の診断
を受けたと
いう事実で
大丈夫だと
思い込んで
いた。

平常の様
子と異な
る姿が
あったと
き、保護
者と情報
を共有し
てよくす
り合わせ
ていく必
要があっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(24)回/年

園庭の凸
凹や小石
など。園
児数に対
して十分
な広さが
ない。

園庭整備
を月に1回
は行う。
乳幼児な
ど活動に
よって園
庭を使用
する時間
を分け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

追いかけ
あそびを
してい
た。楽し
い気持ち
が先立ち
勢いがつ
きすぎて
いなかっ
たか。

一人一人
の子ども
の発達や
力を把握
して遊び
を展開す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に疲れ
があるな
どの変化
は見られ
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団遊び
に子ども
達を誘い
ながら、
一緒に追
いかけ遊
びを楽し
んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集団あそび
に参加しな
い子どもも
いたため、
それぞれの
場所で保育
をしてい
た。該当児
が転倒した
場面は見て
いなかっ
た。

転倒した児
童が泣くこ
ともなく、
自分で立ち
上がって遊
び始めたた
め、けがが
ないかの確
認はしたが
大丈夫だと
思ってし
まった。

園児の転
倒があっ
た際、他
職員にも
声をかけ
児の様子
を一緒に
確認す
る。

9935

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

5 1 1
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境の見
直し、時
間のゆと
り、空間
のゆとり
を考え予
測できる
行動につ
いてシ
ミュレー
ションし
ておく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

環境整備さ
れた保育室
の中で対象
児は安心し
て過ごして
いた。食事
前の準備で
座る場所に
ついて他児
と思いが行
き違いトラ
ブルとな
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２歳児クラ
ス５名を見
ながら給食
準備を進め
ていた。子
どもたちの
トラブルに
も気づき側
で声をかけ
ながら解決
を促してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員の
給食準備の
手伝いをす
る職員はい
たが他の保
育室にも準
備に回った
りするため
トラブルの
内容などの
把握はして
いなかっ
た。

担任一人
で対応す
ることが
多いため
何かある
ときには
応援体制
が取れる
ようにし
ておく

9936

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 7 3 5 10 4 5 5
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左環指末
節骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の環
境がその
都度変化
すること
もあるの
で遊ぶ前
には安全
確認をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で対
象児は探
索行動を
してい
た。立て
かけてい
る竹に興
味をも
ち、触っ
てみた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は園庭全
体を見て
いて対象
児の異変
にはすぐ
に気づか
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年少組担当
職員が対象
児が手を押
さえている
のを見て声
をかけた
後、手の状
況を見るが
特に異変は
見られな
かった。

園庭では広
い範囲を見
守るため職
員の立ち位
置などの確
認やその場
を離れる時
などの声の
掛け合いや
応援体制を
徹底する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9937

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

12 1 1
16.４
歳

2.女
児

当日の天気
は晴時々曇
前日は雨で
園庭は少し
柔らかかっ
た。（ぬか
るみ等はな
し）

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
軟骨損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭に出
ていた職
員が一人
だった。

園庭で遊
ぶ時に
は、保育
士は二人
以上配置
し、十分
な見守り
ができる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

雨上がり
だった
が、ぬか
るんでは
いなかっ
た。いつ
もより柔
らかかっ
たので、
つまずい
たのかも
しれな
い。

雨上がり
はいつも
以上に気
をつけて
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

１２人中９
人が鬼ごっ
こをしてい
た。本児以
外の２人は
木製のベン
チに座って
おり、本児
は固定遊具
付近を走っ
ていた。本
児は鬼ごっ
こには参加
していな
かったが、
みんなが
走っている
のを見て一
緒に走った
ことが予想
される。

今後の保
育で、体
幹づく
り、体の
コント
ロールな
どの力を
培ってい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で砂
場で遊ん
だり、固
定遊具で
遊んだり
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
ない別の
子どもと
話をしな
がら、全
体の様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

卒園記念
撮影準備
のため、
園庭には
保育士１
名だっ
た。

他に園庭
に出てい
たクラス
はなく、
見守りが
不十分
だった。

園庭に保
育士一人
になるこ
とのない
よう、フ
リー保育
士等に声
掛けを
し、フォ
ローに
入っても
らう。

9938

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

14 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

本児と友
だちどち
らも今の
遊びに飽
きていて
いたた
め、部屋
から出た
い気持ち
にもなっ
ていた。

トラブル
になりそ
うな時は
子どもを
扉から離
すこと。
友だちに
対しても
遊びの提
供ができ
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )回/
年

日常の中
でも扉の
開け閉め
を子ども
がする場
面があ
る。

扉の開け
閉めは保
育者が管
理するこ
と。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が友
だちに対
して拒否
した態度
をとった
ことで、
友だちも
悲しい気
持ちから
扉を閉め
た。

扉の開け
閉めは保
育者が管
理するこ
と。開け
閉めの際
には、周
囲の状況
をよく把
握するこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児は、
朝の集ま
りをして
いたが本
児は集ま
りに参加
せずにブ
ロック遊
びを継続
してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児と一緒
について遊
んでいたた
め、本児の
要求にはす
ぐに答える
ことが出来
たが、扉に
手を添えて
しまってい
たことを見
逃してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の集ま
りをして
いたた
め、本児
について
は担当保
育者に任
せてい
た。

本児と一
緒に遊び
たかった
友だちへ
の配慮が
足りな
かった。

友だちの
気持ちも
予測しな
がら、本
児と気持
ちよく関
われるよ
うな働き
かけをし
ていくこ
と。

9939

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

38 8 9 10 11 4 3
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.基
準配
置

危険の要
素がある
時は速や
かに状況
を見守れ
る位置に
移動して
配慮する
必要があ
ると思わ
れる。

発生した事
故について
の再発防止
策として、
危険と思わ
れる遊びを
している場
所に保育者
が速やかに
移動し、見
守ることを
職員間で話
し合う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

危険な要
素がある
時は速や
かに状況
が見守れ
る位置に
移動し配
慮する。

特に危険
な状況で
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は日頃
より危険を
伴うような
遊びをする
子ではな
く、他に注
視しなけれ
ばならない
子への見守
りを行って
いた。

特に危険
な状況で
はなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室の
ステージ
付近で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
の遊びを
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の遊びを
見守って
いた。

日頃から
危険を伴
うような
遊びをす
る子では
なく、注
視して見
守るよう
な状況で
はなかっ
た。

状況に合
わせて職
員間で連
携を取り
ながら、
子どもた
ちの様子
を把握で
きるよう
にする。

9940

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

2.1歳児ク
ラス

9 3 3
14.２
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部
後頭部裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１３　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし

園内外問わ
ず、子ども
の動きと危
険について
の予測をよ
り注意して
行い、子ど
もの動きを
見守りなが
ら、必要な
声掛けや誘
い掛けをし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

特になし
（トイレ
の構造等
に特段の
問題はな
い）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

園児の動
きを見な
がら危険
を予測し
て危険回
避に応じ
た声かけ
をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よく
散歩を楽
しんでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもが公
衆トイレの
通路に入り
走り始めた
ため、場所
を移動しよ
うと声をか
けたがタイ
ミングが遅
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもを
取り囲む
ように配
置し、至
近距離に
いた。

特になし

子どもの
動きと周
りの環境
から考え
られる危
険につい
てより注
意してい
く。

9941

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 4 29 4 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左目近く
の顔面創
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

安全にか
けっこで
きる場所
を教師が
生徒に指
導、遊具
の周辺で
走らない

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

地面にく
ぼみやぬ
かるみは
なく問題
なかっ
た。

危険と思
われる遊
具の突起
部分を覆
うか撤去
するな
ど、安全
を再確認
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

すべての
生徒の動
きをでき
る限り把
握するよ
う努める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気な
様子だっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ場所
にいた
が、該当
の生徒を
見ていな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

生徒の転
倒を目撃
し、転倒
を止めよ
うとした
が間に合
わなかっ
た。

特になし

全生徒の
安全と生
徒の動き
に常に目
を配るよ
う努める

9942

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 0 0 0 16 25 19 0 6 6
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右母指基
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

保育士の
立ち位置
が近く、
園庭全体
を分担し
て見れて
いなかっ
た。

戸外遊び
時の保育
士の配置
を再度確
認し、役
割分担を
行い安全
に留意し
て子ども
の遊びを
見守る

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

ブランコ
の周りに
設置して
あるの
で、使用
が自由で
はなく制
限される

発達に
あった遊
び方をし
ているか
検証し、
年齢に応
じた遊び
方ができ
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

タイヤの
跳び方を
再度、知
らせ落ち
着いて遊
ぶように
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

特になし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応や他を
見守って
いたた
め、事故
瞬間の対
象児の動
きは把握
できてい
ない

保育士の
立ち位置
が固まっ
ていたた
め、事故
の瞬間を
把握する
ことがで
きていな
かった。

保育士の立
ち位置につ
いて再度確
認し、全体
を見る保育
士を立て
る。ケガの
経過をこま
めに確認
し、早期受
診ができる
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9943

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 2 8 7 12 8 8 7 7
18.６
歳

1.男
児

特になし

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指爪
剥離、裂
傷、神経
損傷

8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

貼り紙や
手紙など
で保護者
へ啓蒙を
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

門柱と壁
に子ども
が通り抜
けること
ができる
だけの隙
間があっ
た

門柱と壁の
間にフェン
スを取り付
け、通り抜
けできない
ようにし
た。門を間
違えて押し
ても開かな
いようにス
トッパーを
設置し、門
の押引の表
示を大きく
した。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

降園後な
ので気持
ちが高揚
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園後の
ため

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園後の
ため

保護者が
本児の行
動を把握
できてい
なかっ
た。

保護者に
降園時の
注意事項
を掲示
し、再発
防止に努
めた。

9944

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 17 16 17 4 3
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

本児が友だ
ちの鉄棒で
の遊び方に
あこがれ、
模倣しよう
としていた
が、危険な
遊び方をし
ようとして
いることに
十分配慮を
していな
かった。

これまで
の子ども
達の遊び
方の共通
認識をし
ておく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　　)回
/年

鉄棒をし
ている3歳
児の状況
を見守る
職員の配
置がきち
んとでき
ていな
かったこ
とが考え
られる。

異年齢混合
で遊んでい
る時の職員
の配置を確
認する。全
体を見る職
員の配置。
ケガがある
ことも想定
し、鉄棒の
下の土を柔
らかくして
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が友だ
ちの鉄棒で
の遊び方に
あこがれ、
模倣しよう
としていた
が、危険な
遊び方をし
ようとして
いることに
十分配慮を
していな
かった。

3才児であ
り、まだ十
分な体の発
達状況でな
い場合は、
鉄棒での遊
び方につい
て、やり方
を変えるな
どの対応を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
に登園
し、いつ
もと変わ
らない様
子で友達
と元気に
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3～5才児
混合で自
由遊びを
してお
り。全体
を見なが
ら、それ
ぞれの遊
びを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

3～5才児混
合で自由遊
びをしてお
り、園庭に
出ていた4
人の保育士
が全体を見
ながら、そ
れぞれの遊
びを見守っ
ていた。

異年齢混
合で過ご
している
時の職員
の配置と
連携が十
分であっ
たかが考
えられ
る。

混合保育
の場合の
職員配置
につい
て、職員
間の連
携、配置
の確認を
事前に
とってお
く。

9945

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

34 3 3
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
３)回程度
/年

2.基
準配
置

特になし

安全保育に
ついてのマ
ニュアルの
読み合わせ
をすること
で再確認を
したり、引
き続き、事
故予防につ
いて話し合
いの機会を
持つように
したりす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２００　)
回/年

特になし

手洗い場前
はコンク
リートに
なってお
り、転倒す
ると怪我を
しやすい
が、人工芝
を敷くなど
するとか
えってつま
ずきやすく
なり危険な
ので、特に
改善策はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

年中児２
クラスで
戸外に出
ており、
園庭で遊
ぶ人数や
保育士の
配置状況
も適切
だったの
で、特に
改善する
点はない
と思う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎朝登園が
遅く、この
日も９時３
０分過ぎの
登園だっ
た。日頃か
ら動きが大
きく、落ち
着きがな
い。注意力
もあまりな
いため、け
がをするこ
とが多い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭でクラ
ス全体の子
どもの遊ぶ
様子を見て
おり、部屋
に入るよう
声をかけた
後に本児が
走り出す姿
を離れたと
ころから見
ていた。友
達とぶつ
かって転ん
だため、す
ぐに本児の
そばに来て
状況を確認
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場付近
にいる子
どもたち
を見てい
たり、加
配担当児
についた
りしてい
た。

年度末の雰
囲気や慌た
だしさに職
員にも気持
ちの余裕が
なくなって
いた。園児
も何となく
ふわふわし
た気持ちに
なっている
子もいる。

慌てずに取り
組めるよう
に、また時期
的にもけがが
多い時期であ
ることを意識
し、保育にあ
たる。子ども
たちも安定し
た気持ちで過
ごせるように
関わる。

9946

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

9 4 3
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１０)回/
年

2.基
準配
置

隣に一緒に
後ろ向きで
降りている
子を見たり
して周りに
気を取られ
ている様子
も見られ
た。事故が
あった日は
職員4名
揃ってい
た。

降りるこ
とが不安
定な子は
一人ずつ
降りられ
るように
配慮をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

階段につ
いては、
普通に昇
り降りを
する際の
安全は確
認できた
ので、改
修等は行
わない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

一人一人
の発達を
考慮し、
安全に昇
り降りが
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2階のホー
ルでボール
を追いかけ
たり、マッ
トの山を昇
り降りして
遊んだ後階
段を後ろ向
きで降りて
いたところ
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児ともう
一人一緒に
後ろ向きで
階段を降り
ていたので
安全面に配
慮し手を添
えたり声を
かけるなど
して一緒に
階段を降り
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

階段を後
ろ向きで
降りてい
る他児に
ついて一
緒に降り
ていた。

後ろ向き
で階段を
降りられ
るように
なってか
ら日が浅
かったの
で手をつ
いた時に
バランス
を崩し
た。

階段を降
りる時、
降り方が
不安定な
子にはそ
の子一人
について
一緒に階
段を降り
る。

9947

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 0 0 0 15 13 8 0 3 3
17.５
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

なし

園庭で遊
ぶ前は準
備体操を
行うこと
を職員間
で統一す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48 )回/年

なし

今回は
ハード面
の改善策
は特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

ドッジ
ボールの
球の取り
方を教
え、手首
や足首を
回して準
備運動を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 いつもど
おりに活
発に運動
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

 対象児と
一緒に
ドッジ
ボールに
参加して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

 他の遊具
の児をみ
たり、砂
場で遊ぶ
児をみた
りしてい
た。

なし

保育士はこど
もの遊ぶ様子
を見守り異変
にきづくよう
にする。ま
た、子どもた
ちには身体に
痛みや異常を
感じた時点で
すぐに保育士
へ知らせるこ
とを徹底す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9948

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10(小
規模
2）

小
規
模
１

小
規
模
１

3 3 2
2

（2）
2（2）

18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

手首の骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

自由遊び
の時間の
遊び方に
ついて細
かい規制
がない

新園舎にな
り危険な箇
所が減って
いるが季節
ごと危険な
箇所や危険
な遊び方な
どをピック
アップして
マニュアル
を作成する
予定

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
５０　)回
/年

部屋から
ホールへ
行く導線
が９０度
曲がる必
要がある

机などを
置く場所
を検討
し、狭く
なる場所
を減らす

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

部屋を出
入りし追
いかけて
いた

広い場
所、ホー
ルや園庭
で鬼ごっ
こをする
様に話す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

土曜日で
少人数で
遊ぶ中追
いかけっ
こになり
逃げたり
追いかけ
たりして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児と関
わりなが
ら本児の
動きを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児とか
かわって
いた。

年齢が高
かった為
に目を配
るだけ
だった

一緒に遊
び危険な
時には声
を掛ける

9949

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

18 2 2
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

年度末で
職員も、
子どもも
気のゆる
みがあっ
たと考え
られる。

危機管理
の意識を
常に持ち
続けるこ
とができ
るよう、
職員間で
啓発し続
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手を離さな
いことを約
束していた
が、鉄棒に
慣れてき
て、対象児
も気持ちに
余裕がでて
いた。

鉄棒をす
るときの
約束事に
ついて、
クラスで
話し合
い、確認
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児は、
鉄棒での
遊びを経
験してい
たため、
他の遊び
に気が
散ってし
まってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１つの鉄
棒に子ど
もが対象
児を含め
て3名お
り、対象
児と担当
職員との
間に距離
があっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒付近
には、職
員1名のみ
だった。

近くで見
守っていた
職員が他の
子の鉄棒の
補助をして
おり、対象
児にすぐに
対応するこ
とができな
かった。

子どもが
鉄棒を行
う際に
は、必ず
補助がで
きるよう
に側に付
き添う。

9950

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

20 5 4
14.２
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

高い跳び箱から
ジャンプして降
りる事が出来る
ようになり、こ
の日も55㎝の高
さの跳び箱から
ジャンプするこ
とができるよう
になったが、保
育士が手を添え
てやってはいた
ものの、幼児ク
ラスが使ってい
た運動器具をそ
のまま高さを変
えずに使ってし
まったことや、
本児の体の発達
や高さに不慣れ
だったことが怪
我に繋がってし
まった。

個々の発達
を理解し、
今後は跳び
箱ジャンプ
をするとき
は２，３段
という共通
認識を持
ち、子ども
たちの意欲
を受け止め
ながら適切
な環境の提
供に努めて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児に手
を添えて
ジャンプ
をする本
児に寄り
添ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
士は子ど
もたちを
に室内に
誘導して
いた

55㎝の高さ
を飛べるま
での発達に
至っていな
かったとい
う認識が不
十分だった
ことと、本
児のやりた
い気持ちに
寄り添いす
ぎたことが
原因として
あげられる

発達を理
解し適切
な援助を
する

9951

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

24 3 3
17.５
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
350　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は良
く、園庭遊
びを楽しん
でいた。遊
びたかった
ブランコが
やっと空い
たので、ブ
ランコに乗
りたい気持
ちがあり
焦ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭で遊
ぶ園児た
ちの様子
を関わり
ながら見
ていた。
本児がブ
ランコ前
で転倒し
たので救
護した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭でそ
れぞれ距
離をおき
分かれ
て、遊ぶ
園児たち
と関わり
ながら見
ていた。

特になし 特になし

9952

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

21 1 1
18.６
歳

1.男
児

該当なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

該当なし 該当なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

該当なし 該当なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

該当なし

鬼ごっこ
を行う場
所の状態
や安全確
認。活動
中の危険
を回避す
る声掛け
も必要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は好奇
心旺盛で活
発。何事も
意欲的に取
り組んでい
る。事故発
生時も変わ
らす友だち
と過ごし変
わった様子
はなし。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室全
体を見渡
せる場所
で、子ど
も達の活
動を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鬼ごっこ
に参加し
全体を見
ていた。

該当なし

鬼ごっこ等の
活動的な集団
遊びは時に
は、転んだり
ぶつかったり
することもあ
るが、回避す
る方法や転倒
した時防御の
仕方なども、
このような場
面があった時
には知らせて
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9953

令和
6年3
月21
日

1.認可
7.小規模
保育事業

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

3 1 1 1 3 3
14.２
歳

2.女
児

●月に足の痛
みで歩けなく
なり単純性股
関節炎と診断
される。しか
し、今回の事
故で詳しく検
査をしたとこ
ろ単純性骨嚢
胞と診断され
る。単純性骨
嚢胞のため、
骨がもろく折
れやすくなっ
ているとのこ
と。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

●/●単純
性骨嚢
胞、右大
腿骨病的
骨折、●/
●大転子
部骨折、
単純性骨
嚢腫

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

低年齢の
突発的な
動きなど
に対して
の防止策
と認識が
欠けてい
た。

低年齢(2
歳児)の動
きの特徴
を踏まえ
マニュア
ルの見直
しと研修
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

ロッカー
を使用し
てのコー
ナー分け
のため、
面積が狭
くなり保
育室全体
が見えに
くくな
る。

低年齢(2
歳児)の動
きの特徴
を捉え、
環境を整
え、再度
点検、見
直しを行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

狭い室内
の床に
座って遊
び、複数
の玩具が
出ていた
ため、子
どもの遊
び場所に
重なりが
あった。

コーナー
の場所や
遊び方を
変えるな
どして、
子どもの
動線に重
なりを少
なくす
る。椅子
に座って
の遊びに
変える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は保
育室ロッ
カーを背に
して寄りか
かり、両足
を前に伸ば
して座って
いた。座っ
たままブ
ロックで遊
んでいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児から
離れた場所
で保育室全
体が見渡せ
る場所に
立ってい
た。対象児
の足の上に
友達が転倒
することは
予測できな
かった。転
倒した瞬間
が目に入っ
たが止める
ことはでき
ていない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ保育
室内に、
他の保育
士2名がい
たがロッ
カーで分
けてある
コーナー
の反対側
にいたた
め気付い
ていな
い。

狭い場所の
床に足を伸
ばして座っ
ていた対象
児に対し
て、担当職
員は危険性
を感じてお
らず声をか
けていな
い。他の職
員はロッ
カーで対象
児が見えて
いない。

他の職員
からも保
育室全体
が見える
ようコー
ナー遊び
の場所を
変える。

9954

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

13 1 1
16.４
歳

1.男
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折、
左手関節
挫傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(4～5)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
51)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

降園後に
遊具で遊
んでい
た。

降園後の
遊具使用
をしない
ように注
意喚起を
行った

7.その
他

降園時間
は、保護者
間の立ち話
が多く、子
どもに目が
向けられて
いないこと
が多い。そ
の間に子ど
もは遊び始
めてしまう
ため、事故
が起きやす
い。

園長・主
任が降園
時間に見
回りを
し、素早
い降園を
促した
り、子ど
もの安全
状況を確
保した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な子
供で、元
気に「さ
ような
ら」をし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

「さよう
なら」の
挨拶を
し、母親
に本児を
託した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担任は
クラスの
子どもた
ちを保護
者に引き
渡し中で
あった。
その他の
職員は降
園の様子
を見守っ
ていた。

「さよう
なら」を
し母親に
託した後
だったの
で、本児
の見守り
について
は感覚が
薄れてい
た。

園長・主
任が降園
時間に見
回りを
し、素早
い降園を
促した
り、子ど
もの安全
状況を確
保した。

9955

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 0 2 4 3 6 0 3 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

なし

身体誘導を
行う際に子
どもの咄嗟
の動きを予
測し対応し
ていく。職
員間でも、
動きの対応
について、
事例をあげ
検討してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

なし

床も適度
な硬さの
カーペッ
トのた
め、特に
改善策は
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

兄と一緒に
なると気持
ちが高揚し
てしまうの
で、遊びを
楽しめるよ
うに保育士
がそばにつ
いて遊びに
集中できる
ようにして
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

兄と一緒
になり、
気持ちが
高揚して
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児の気
持ちを落
ち着かせ
ようと、
対応して
いたが咄
嗟の動き
に対応で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児を見
ていたの
で対象児
は見えて
いなかっ
た。

特になし

気持ちが
高揚しや
すく、動
きが激し
い本児の
特徴を職
員間でも
共有して
いき、対
応する。

9956

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 6 5 3 3
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

子どもの
動きの予
想ができ
ていな
かった。

子どもの
先の動き
を見通し
ながら関
わること
を意識す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

遊びの中
で身体を
動かして
遊ぶこと
があまり
できてい
なかっ
た。

体幹を鍛
える遊び
を意識し
て取り入
れてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの
コーナー
に集まっ
た人数が
部屋全体
でみると
偏りが
あった。

遊びが分
散できる
よう興味
が持てる
遊びを状
況に応じ
環境の再
構成をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

椅子の座
り方のバ
ランスが
悪かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児のそば
（1ｍ）に
いて被災の
瞬間をみて
いたが、瞬
時のことで
被災を防ぐ
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
のコー
ナーにつ
き、対象
児は見て
いなかっ
た。

椅子から
滑り落ち
床に手を
ついた
際、つき
方が悪
かった。

いろいろ
な姿を想
定して子
どもと関
わるよう
にする。

9957

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

38 8 8
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

練習内容に
応じた職員
数と適切な
位置に保育
士を配置す
る。もしく
は子どもの
人数を調整
し、個別の
指導にす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人乗り
を始めた
ばかりの
ところで
あったの
で個々へ
の安全に
配慮が必
要だっ
た。

一人ずつ
順番で行
う、人数
を制限し
て行うよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

練習中何度
も一人乗り
に成功して
いたが、転
倒時はペダ
ルに足をの
せるタイミ
ングが合わ
ず、転倒の
直前にとっ
さに手を出
し、体を守
ろうとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全児童の
全体の動
きを見る
為、離れ
たところ
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の他
にも1人乗
りをしてい
る子を見て
いたが、対
象児が転倒
する瞬間
に、防ぐに
は間に合わ
なかった。

個人差の
ある練習
内容に応
じた対応
が必要。

練習内容に
応じた職員
数と適切な
位置に保育
士を配置す
る。もしく
は子どもの
人数を調整
し、個別の
指導にす
る。

9958

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

63 13 18 15 17 4 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨端
線損傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(毎朝)回/
年

2.基
準配
置

座った状
態で遊ん
でいた
為、手元
まで目が
届いてい
なかっ
た。

子どもの
動きを常
に把握
し、事故
に繋がら
ないよう
声を掛け
見守る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

子どもの
視線や動
線を考
え、遊具
配置を点
検する。

子どもの
居場所や
スペース
を確保す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面に座
り手を着
いて遊ん
でいた
為、他児
には手が
見えない
状況で
あった。

子どもの
動きを常
に見守
り、子ど
もの行動
を予測す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う
友達と会
話を楽し
み、楽な
姿勢で
座ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

決まった立
ち位置から
子どもの動
きを見てい
たが、踏ま
れた瞬間は
確認してい
ない。手の
痛みを訴え
て来て初め
て気付く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

決まった立
ち位置から
子どもの動
きを見てい
た。それぞ
れの位置か
らは踏まれ
た瞬間は遊
具や他児に
隠れて確認
出来ず。

子どもが
見えるよ
う移動し
ながら、
職員間で
連携す
る。

遊ぶ前に
は園庭の
状況や遊
び方など
ルールを
確認し声
掛け後、
活動を始
める。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9959

令和
6年3
月21
日

1.認可
7.小規模
保育事業

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

7 3 4 3 3
14.２
歳

1.男
児

事故当日は
霜が降りて
いて、それ
が解けて片
側出入り口
付近がぬか
るんでい
た。内また
気味で歩い
たり走った
りする為、
頻繁ではな
いが転ぶこ
とがたたあ
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

前額部裂
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

園内研修
で、散歩先
の広場や公
園等の行き
帰りを含め
て危険箇所
や遊びの
ルール等を
確認した
が、活かさ
れなかっ
た。感染症
対策ガイド
ラインには
素手での止
血はよくな
いとあるの
に、素手で
止血をして
しまった。
また応急処
置のやり方
が不十分
だった。

既存の散歩マ
ニュアルを見
直し、危険箇
所の再確認や
救急用品の中
身をどう使う
のかやケガの
処置のやり
方、事故が起
こったときの
シミュレー
ションを園内
研修で行って
いく。また、
事故発生時の
フローチャー
トの見直しを
行い、職員の
役割分担や連
携、保護者へ
の連絡内容な
どを園内研修
で再度確認し
て全職員で周
知していく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300)回/年

アルミの
箱を始
め、地面
に埋めら
れている
境界標や
排水の蓋
など、つ
まずくよ
うな箇所
が多い。
またコン
クリート
の段差も
あるの
で、注意
しなけれ
ばならな
い箇所が
たくさん
あった。

その日の子
どもの状況
によって行
く場所を設
定し、危険
な箇所がな
いか常に確
認をし全職
員で把握し
ていく。ま
た使用する
公園につい
ては、定期
的に点検も
していく。
毎回の公園
利用時、遊
具を使う前
に公園内・
遊具の点検
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険な個
所を把握
して、そ
の箇所に
保育士が
立ってい
たら、子
どもが転
んだ時に
支えられ
たのでぶ
つけるこ
とはな
かった。

危険な個
所を把握
して、そ
の箇所に
は必ず保
育士が
立った
り、そば
で見守る
ように
し、何か
あったと
きに手が
出る距離
にいるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール遊
びや走る
ことが好
きで、普
段から活
発に動い
ている。
当日も
ボール遊
びをした
り、縄跳
びの縄を
持ちなが
ら歩いた
り走った
りしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ボール遊びな
どがひと段落
した後に、数
人が散歩車の
前後で縄跳び
を使ってガソ
リンを入れる
真似をして遊
んでいたの
で、散歩車近
くで遊びを見
守っていた。
散歩車周辺で
遊んでいた子
どもと広場の
中央で遊んで
いた本児を見
ていたが、本
児が広場中央
からアルミの
箱へ走って行
くところを見
た後に、目の
前にいる子ど
もが動き出し
たので本児か
ら目を離して
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

目の前にい
る子どもに
対して体を
向けていた
が、時折広
場の中央に
いる本児に
視線を向け
ていた。本
児が走り出
したあと
に、目の前
にいる子ど
もにも動き
があったの
で本児の動
きをから目
が離れてし
まった。子
どもの人数
に対して保
育士の人数
にゆとりが
あったので
緊張感に欠
けていた。

本児が移
動したと
きに、移
動先にい
た保育士
が気づい
ているだ
ろうと思
い、声を
かけな
かった。
また他の
保育士は
広場の中
央を気に
して時折
視線を向
けていた
が、広場
の中央に
背を向け
た立ち位
置だっ
た。

子どもの
位置を常
に全員の
保育士が
把握し
て、全体
が見える
位置に立
つ。また
子どもが
移動した
ときには
近くにい
る保育士
に声をか
けて知ら
せる。

9960

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 3 5 6 　 4 2
18.６
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

　

子どものそ
の日の状況
や人数に合
わせて対応
できるよう
職員の立ち
位置に注意
していく。
子ども達に
は、困った
ことや痛
かったこと
などがあっ
た時は近く
にいる大人
にすぐ知ら
せてほしい
ことを伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

　

安全点検
で不具合
が生じた
個所は、
即対応
し、安全
対策をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　

常に全体
にも目を
配るよう
に気をつ
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り同学年
の友達と
ごっこ遊
びをして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

玄関で迎
えに来た
保護者対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特別に支援
を要する子
どもに保育
士1名、静
的活動の所
に保育補助
1名、動的
活動の所に
保育補助1
名が配置。
３歳児中心
に関わって
いたため、
転倒の場面
を見ていな
かった。

　

常に全体
把握をす
ることを
意識して
保育にあ
たる。保
育士がそ
の場から
抜ける時
は、他の
保育士や
保育補助
に声を掛
け合う。

9961

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 16 15 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

年度当初と
年度後半
に、職員間
でマニュア
ルの確認を
実施して事
故防止に努
めている
が、日頃の
子どもの遊
ぶ状況から
起こる可能
性のある事
故について
の把握が十
分でなかっ
た。

マニュア
ルの見直
しを実施
し、子ど
もへの対
応を再確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

今回の事
故につい
ては、
ハード面
の不備等
はなかっ
たが、引
き続き安
全点検等
に努め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具には
職員１名
がついて
いたが、
対象児の
反対側に
いた。

遊具の遊
び方や職
員配置に
ついて、
再確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭遊び
中、同じク
ラスの男児
１名に２歳
児クラスの
弟１名も加
わり３名で
追いかけっ
こをしてい
た。本児は
逃げる他児
を追いかけ
ることを楽
しんでい
た。他児が
ジャングル
ジムに登っ
たのを追い
かけて、本
児もかけ上
がり、３段
目に立った
途端、後ろ
向きに飛び
降りた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

固定遊具
の傍で他
の子が遊
んでいる
のを見
守ってい
たが、対
象児の反
対側にお
り、気が
付いた時
には本児
は飛び降
りてし
まったた
め、声掛
けも間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
で遊んで
いる子の
対応や、
栽培物の
水やりを
他児と
行ってい
たため、
対象児が
園庭を
走ってい
ることは
認識して
いたが、
直接的に
は見てい
なかっ
た。

本児が、気
持ちが高揚
しやすく、
突発的に走
り出すよう
な子どもで
あるとの認
識はあった
が、ジャン
グルジムに
登って、後
ろ向きに飛
び降りるな
どの行動を
予測できな
かった。

子どもの
行動の特
徴を把握
し、起こ
る可能性
のある事
故や、対
応方法な
どを職員
間で共有
する。

9962

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 8 5 4 3
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の打撲
（打撲に
よる矯
正）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
８ )回/年

2.基
準配
置

園内研修を
実施してお
り、各職員
は事故対応
についての
知識はある
が、乗用玩
具の扱い方
や乗り方に
ついての認
識が不足し
ていた。

乗用玩具
の遊び方
を、実際
の場所に
おいて職
員間で確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

乗用玩具
は、走行
中に前方
に傾く場
合があっ
た。

乗用玩具
の後方部
分に、砂
袋などを
入れ、重
みを付け
て安定さ
せる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

乗用玩具を
多く出し
て、２階の
広いスペー
スだけでな
く、通路で
あるテラス
前の狭いス
ペースまで
使用してい
た。

通路では
乗用玩具
を使用し
ない。場
所の広さ
に対し
て、乗り
物の数を
調整す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

乗用玩具
を好んで
乗ってい
た。ス
ピードを
出しては
おらず、
安定して
乗ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見な
がら子ども
同士の接触
に注意し、
見守ってい
た。本児の
動きも確認
し、至近距
離にはいた
もののとっ
さのこと
で、手を差
し伸べるに
は至らな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員の立
ち位置を
確認し、
全体を見
ていた。

通路であ
るテラス
前の狭い
スペース
も使用可
として、
見守りを
行ってい
た。

通路を使
用しない
ことを園
児に伝
え、見守
りを行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9963

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

21 2 1
16.４
歳

1.男
児

特に無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折
(●●整形
外科）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特に無し 特に無し
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(200)回/
年

特に無し 特に無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に無し 特に無し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭にて
戸外遊び
中、園庭
を思い切
り走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児と一
緒にドッ
ジボール
に参加し
て遊んで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をしな
がら、園
庭全体の
様子を見
守ってい
た。

左腕を冷や
したのち、
すぐに動か
し始め痛が
る様子がな
かったので
様子を見る
ことにした
が、その時
点での保護
者への報告
をすると良
かった。

けがをした
際は、緊急
を要しない
場合も状況
をまず電話
で連絡して
から様子を
見るように
する。その
際、受診の
タイミング
について
も、保護者
と相談す
る。

9964

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

72 37 35 4 4
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨骨
端線離
開・右足
関節捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

しばらく晴
天が続き、
園庭の地面
が非常に乾
燥した状態
だったた
め、滑りや
すかった。

地面が乾
燥してい
る時は定
期的に水
をまくな
どする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

卒園を間
近に控
え、気持
ちが高
まってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に鬼
ごっこをし
ながら、離
れたところ
で子どもた
ちの様子を
見たり、声
をかけたり
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
担当クラ
スの子ど
もの遊ん
でいる様
子を見て
いた。

特になし 特になし

9965

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

23 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１　 　)
回/年

2.基
準配
置

担任は全体
の様子を見
るが、他の
クラス職員
の協力を要
請する。玄
関までの見
送りで担任
一人が抜け
ることもあ
るので、も
う一人見守
りの職員を
配置する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２）
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

どんな場面
でも事故が
起こりうる
ことを想定
し、危険が
無いように
見守る。遊
具の正しい
使い方を繰
り返し伝え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者は片
づけを一緒
にする係、
子ども達を
見守る係と
役割分担を
はっきりと
決め、声を
掛け合い連
携をきちん
と取るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭に置
いてある
タイヤの
上を歩い
ていて、
バランス
を崩し転
び地面に
手をつい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

片付けの
時間に
なったの
で、声を
かけ子ど
もを部屋
に入れよ
うとして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

４歳児担
任が遠く
で本児が
遊んでい
る様子を
見てい
た。

夕方の迎
えの時間
と片付け
の時間が
重なると
慌ただし
くなる事
もある。

玄関まで送
りに行く職
員がいるこ
とを想定し
もう一人職
員を配置す
る。職員同
士より一層
声掛けを
し、連携を
図る。

9966

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

16 4 4
15.３
歳

1.男
児

事故発生時
は1階工事期
間中のため
１階保育室
ではなく2階
ホールで保
育を行って
いた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
右側頭部
線状骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

環境面に
おいて特
に危険な
場所では
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

もともと
活発では
あるが食
事後の自
由遊びの
時間で気
分の盛り
上がりが
あった。

室内であ
ることも
鑑み落ち
着いた遊
びを提供
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食事後の自
由時間にお
いて複数人
でソファー
周辺で遊ん
でいた。ソ
ファーから
ジャンプを
する行動が
あったた
め、保育士
が声掛けを
して一度は
止めた。再
度同様の行
動をし、ソ
ファーから
落下。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一度声掛
けをした
後は、目
の端でと
らえるよ
うな角度
で園児の
転倒の様
子を確
認。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

落下の際
の音で該
当児童を
目視。そ
のご複数
担任で頭
部の状態
を視診。

活発な子
であるた
め、再度
同様の行
動をする
可能性が
あった。

子に対す
る声掛け
の時点で
別の興味
のある遊
びの提供
をする。

9967

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 2 4 3 3
14.２
歳

1.男
児

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上Ａ
左上Ａ
歯の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
２)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットを
活用した
危険回避
研修

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

乳児室の
危険個所
を再確認
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

木製トンネ
ルの近くに
布団を用意
したことに
より本児の
予期せぬ動
きを誘発し
たと思われ
る。

休息のス
ペースに
は遊具と
なりうる
ものを置
かない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

布団に
入っても
しばらく
入眠でき
ずにい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他担当児
の食事の
介助を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くには
いたが、
他児の対
応をして
いた。

入眠を確認
するまで傍
につくか、
入眠してい
ない児に付
き添う職員
の傍で入眠
するまで見
守る。

9968

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 18 22 3 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足　外
果剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

個々の園
児の様子
をよく観
察し異変
を見逃さ
ないよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし
園庭の点
検

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

全体の様
子がよく
わかるよ
うに職員
の立ち位
置を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
達と鬼
ごっこを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
る様子を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鬼ごっこ
をしてい
る様子を
見守って
いた。

特になし

職員の立
ち位置を
考える。
子どもの
様子を注
意深く観
察する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9969

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

17 3 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外踝骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

当日鉄棒
が一番危
険である
と認識し
て職員が
一番鉄棒
で遊ぶ本
児に気を
配ってい
た。

遊具だけ
でなくそ
の日の園
児のテン
ション等
様子にも
十分に気
を配って
見守りを
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

遊びの前
に点検し
て遊具自
体に問題
はない。
本児の
やってみ
たい気持
ちを大切
に安全を
見守る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

進級して
からの使
用が初め
ての公園
でこども
達も浮足
立ってい
た面があ
る。

集団遊び
に入る前
に公園で
の約束事
をこども
達と確認
をする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

進級した
ことによ
り今まで
よりも意
欲的では
しゃいで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで数人
を見守って
いたが本児
が高い所へ
上る前の1段
目に足を置
き、2段目に
次の足を掛
けたところ
でバランス
を崩して落
ちた為、助
けが間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1人がすぐ
に駆け寄
り、職員2
名で怪我の
様子を確
認、もう1
名が他の園
児を集め
た。すぐに
園に連絡を
して迎えの
応援を要請
した。

鉄棒を危
険と重要
視したた
め、持ち
上がりの
一番こど
も達の事
をよく
知ってい
る保育者
が鉄棒に
ついてい
た。

こども達
の様子を
細目に保
育者同士
共有し、
見守りの
ポイント
を押さえ
て対応す
る。

9970

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 1 4 2 3 5 5 4 6
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(２４)回/
年

2.基
準配
置

遊具を使う
中で、予想
できる子ど
もの姿を考
え、危険か
ないかを再
確認し、配
置・使い方
を職員間で
統一する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

遊具の遊
び方が慣
れてきて
いたが、
改めて遊
び方を確
認し、保
育者の配
置等にも
気を付け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員間での
配置や安全
に楽しくで
きるという
目標を共有
する。遊び
の内容や方
法について
再度園児と
確認する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

登り棒を
楽しむ中
で興奮し
てしま
い、活発
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

幼児乳児で
１５名を保
育士で見
守っていた
が、他の園
児を見てお
り、目を離
すことが
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体を
使いながら
遊び、登園
時間と重な
り、既に園
庭で遊んで
いる園児た
ちに目が向
けられてい
なかった。

大きな遊具
を使用して
遊んでいる
園児がいる
時十分に目
を向け、遊
具での事故
を防ぐよう
点検等を実
施し、事故
防止につい
て職員間で
共有する。

9971

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

36 12 12 12 5 5
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員間で
事前に配
置を話し
合い、適
切な場所
において
目を離さ
ず、園児
の行動を
見守るべ
きであっ
た。

定期的に
安全面に
ついて職
員間で検
討し共通
理解す
る。ま
た、園児
の行動に
ついての
情報も職
員間で共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊ぶ場所
の広さを
確保。
（周りに
何もない
か、転
倒、転落
等の恐れ
がない
か）

高さがあ
る場合や
転倒の恐
れがある
場合には
マットな
どを使用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

平均台の
上にソフ
ト積み木
を置いて
いたため
不安定で
あった。

高さやバ
ランス等
の危険性
を保育者
が察知
し、危険
な行動を
する前に
未然に防
ぐ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児が
橋を作ろ
うと平均
台の上に
ソフト積
み木を置
いた。そ
の上を歩
いた際、
バランス
を崩し転
落した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ケガの現場
であるホー
ルには、担
当者２名が
配置されて
いたが、１
名は他児の
対応、もう
１名は降園
の対応をし
ていたた
め、対象児
との距離が
あり、転落
を防ぐには
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールに
２名、保
育室に２
名、それ
ぞれに分
かれ保育
をしてい
た。

降園時
だったた
めその対
応と、周
りで起き
た園児の
トラブル
対応と重
なってし
まい、保
育士の目
が行き届
かなかっ
た。

その場か
ら離れる
時は保育
者同士声
を掛け合
い、連携
を密にす
る。

9972

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

55 3 2
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足節外
踝骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

友達と追
いかけっ
こをして
いたこと

怪我をしな
いよう気を
付けて遊ぶ
ように言
う。戸外遊
び前に準備
体操をして
から遊ぶよ
うにしてい
るが、更に
しっかりス
トレッチを
していく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

準備体操
不足

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭が乾
いていた

地面を湿
らす

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は異
状なく、
元気よく
遊びだし
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒で遊
んでいる
子に付い
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は雲
梯に付
き、もう
一人は
ドッジ
ボールに
付いてい
た

園庭を
走ってい
た児を見
ていな
かった

その場だ
けでな
く、園庭
全体も見
ながら保
育をする

9973

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

13 2 2
18.６
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手中手
骨骨折
（人差し
指、中
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

運動遊び
の日は5歳
児には担
任の他に
補助職員
が1名付い
ていた。

運動遊び
の留意点
や指導の
仕方を前
もって確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

使用した
体育遊具
（跳び
箱、マッ
ト）は担
任が使用
する前に
安全点検
済みで
あった
為、遊具
の問題無
し。

マットの下
に滑り止め
を敷く、跳
び箱を置い
た時にガタ
つきがない
かを確認し
担任が一度
跳んでい
る。今後も
継続してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当日の跳
び箱使用
前に、練
習段階が
無く説明
後はすぐ
活動を開
始した。

段階的に
必ず本番
前に練習
をする時
間を設け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

積極的に
活動に参
加してい
た。久し
ぶりの跳
び箱だっ
た為、い
つもより
やりたい
気持ちが
強かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が跳ん
だ側から見
て担任が跳
び箱左斜め
前の手が届
く距離にい
た。本児は
跳び箱をつ
まづくこと
なく跳び
きった為、
特に手を差
し伸べる必
要が無かっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が跳ん
だ側から見
て補助の職
員が跳び箱
右斜め後ろ
にいたが本
児がつまづ
くことなく
跳びきった
為、手を差
し伸べる必
要が無かっ
た。

本児が跳
んだ時に
本来なら
両手にか
かる重心
が左手に
傾いてし
まった。
補助職員
に活動内
容の詳細
を伝えて
いなかっ
た。

跳び箱を使
用する前に
マット等で
手の付き方
を段階を踏
んで取り組
む。担任が
補助職員に
活動前には
必ず内容と
配慮事項を
伝える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
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歳
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9974

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 9 18 23 31 10
15.３
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘関節
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

年齢にとっ
て無理な活
動ではな
く、挑戦し
ている姿を
見守る保育
者も傍にい
ながらの事
故のため、
保護者には
説明を十分
することが
できた。

年齢に
とって無
理なこと
ではない
という思
い込みの
改善を職
員間です
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

尻もちを
左肘をつ
いた地面
には、ウ
レタンの
グリーン
マットも
敷いてい
る所で
あった。

2歳児の遊
び方につ
いて、再
確認をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士は
ほぼ園庭
で子ども
達と一緒
に遊んで
いたた
め、広範
囲の見守
りがより
必要で
あった。

園庭であ
そぶ時の
全体が把
握できる
職員を声
掛けなど
の連携を
深める必
要性。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に問題
なし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

0，1，2歳児
が園庭に出
て遊んでお
り担任3名は
他の子ども
たちを見て
いたが、他
のクラスの
職員が至近
距離で見て
いた時の事
故であっ
た。担任で
あれば本児
の遊び方や
運動能力的
なものが分
かり助言で
きたとも考
えられる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
る役割の
職員がい
なかっ
た。

本児の運
動能力や
身のこな
しなどの
情報共有
が必要。

年齢に応
じた遊び
であった
かの共通
認識が必
要。

9975

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 0 0 0 12 12 16 3 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右踝剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１２　　)
回/年

2.基
準配
置

日が延び
たので夕
方に園庭
で遊ぶ回
数を増や
してい
た。お迎
えの対応
も同時に
行ってい
たため、
職員が不
足してい
た。

各クラスに怪我
が起きた際のフ
ローチャートを
掲示する。怪我
の大小に関わら
ず、すぐに事務
所に報告を行う
よう再度周知し
た。外傷がなく
ても、痛みを訴
えていたら冷却
をし遊びを中断
して室内で安静
にして過ごすよ
うに配慮する。
時間帯に応じた
職員配置の再検
討をし16:00以
降の職員体制を
多く配置する。
保護者の対応を
行う職員の立ち
位置に配慮し、
役割や担当を決
めておく。季節
や時間に応じた
夕方の保育を考
えていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１８　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　　)
回/年

夕方に園
庭で遊ぶ
際のルー
ルや遊び
方、園庭
の点検等
の確認不
足。

園庭の点検
を行ってか
ら遊ぶ。夕
方、保護者
対応で子ど
もを見守る
職員の目が
少なくなる
ので職員の
配置や遊び
方に工夫が
完全には出
来ていな
かったため
安全管理と
怪我の際の
対応をしっ
かり共有す
る。砂場や
ハウス周辺
の砂の整
備、散ら
かった玩具
を片づけ
る。安全に
遊べるよう
に環境を整
える。

7.その
他

定期的に
砂の補充
を行って
いて、常
に囲いは
埋まって
いるが、
遊ぶ前の
砂場や園
庭の環境
整備が不
十分だっ
た。

週に一
度、砂場
の掘り起
こしを行
う。園児
に向け
て、約束
事を確認
してから
遊ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 いつも通
りの様子
だった
が、怪我
をした後
は少し気
持ちが下
がってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

 事故の際
保育士は
保護者の
対応をし
ながら、
保育を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発生時保
育士は子
どもたち
に声掛け
を行って
いた。事
故後は本
児に声を
かけられ
て、「大
丈夫？」
と様子を
伺ってい
た。

職員の役
割分担が
しっかり
と行えて
いなかっ
た。本児
が足を挫
いた時点
で、足を
使わずに
遊べるよ
う配慮す
べきだっ
た。

砂場で遊ぶ際
に足場が不安
定のため、安
全に楽しく遊
べるように園
庭遊びの前に
砂場や園庭の
点検をし毎回
ルールの確認
などの指導を
行う。園庭で
遊ぶ際の職員
の配置を多め
に行う。外傷
がなくても、
痛みを訴えて
いたら冷却を
し遊びを中断
して室内で安
静にして過ご
すように配慮
する。

9976

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

24 9 6 9 2 2
17.５
歳

1.男
児

療育手帳
●●

8.その他
2.死
亡

4.溺死
7.溺水
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(19)回/年

2.基
準配
置

園児行方不
明時の捜索
について、
保育園近く
の危険箇所
である河川
敷の捜索が
一部の職員
だったこと
や、警察へ
の通報が発
生から１時
間経過して
いたことに
より、対象
児の発見に
時間を要し
た。

危険箇所
（河川区
域）を優先
した捜索体
制や警察等
への迅速な
応援要請に
ついて、園
児行方不明
の対応マ
ニュアルの
改正を行
い、迅速に
行動できる
よう職員へ
周知すると
ともに、ヒ
ヤリハット
事例から、
職員の危機
管理意識の
向上を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

生け垣の
植え込み
が枯れて
隙間がで
きてい
た。フェ
ンスや門
の高さが
低い。

施設を点
検し、園
児が園外
へ出るこ
とが可能
と思われ
る箇所に
ついて
は、応急
措置を施
し、早急
に施設改
善を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室へ入
室する時間
となり、保
育士２名は
子どもと一
緒に戸外遊
びで使用し
た道具を片
付けなが
ら、多様に
動き回る園
児を保育室
へ誘導する
必要があっ
たことか
ら、園児の
見守り、安
全面での配
慮などが十
分できない
状況であっ
た。

活動の切
り替わり
など、安
全面での
配慮がよ
り必要と
思われる
時間帯な
どにおけ
る保育体
制の見直
しを検討
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

砂場で車
で遊んだ
り、砂場
のテーブ
ルから
ジャンプ
したり、
鉄棒の上
に立ち上
がろうと
したり、
太鼓橋、
ジャング
ルジム等
に登る
等、園庭
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外階段前
にいた対
象児をテ
ラスに連
れてきて
座らせた
が、他の
子どもか
ら声をか
けられ、
対象児か
ら目を離
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちと
ともに片
付けをし
ていた。
対象児に
ついては
担当職員
とテラス
に座って
いる所は
確認して
いたが、
その後は
見ていな
かった。

保育士２名
のうち１名
が対象児の
見守りとい
う役割は決
まっていた
が、片付け
や動き回る
他の園児の
対応など
で、当該役
割のみに専
念できる状
況ではな
かった。そ
ういう状況
下で、対象
児の見守り
についての
職員間の声
掛けが十分
に行われて
いなかっ
た。

対象児を
見守る役
割の職員
が他の行
動を起こ
さざるを
得ないと
きには、
一時的に
他の職員
に対象児
を引き継
げるよう
に明確な
声掛けを
行うなど
密接な連
携を図
る。

9977

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

16 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

歯の脱落
8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

２名いる
保育集金
の回収
は、本来
は別の職
員が行っ
ている。

やむを得
ず保育室
を離れる
場合は子
どもたち
に様子に
注意し
時機を選
び、同室
の保育士
に声をか
ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

椅子が３つ
裏返った状
態で、園児
に注意しな
がら順次元
通りにして
いたが、３
脚中２脚の
椅子を元通
りにしたと
ころ残りの
１つを戻そ
うとしたと
ころで事故
が発生し
た。

ケガにつ
ながりそ
うな要因
は見つけ
次第取り
除く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

事故発生
時、クラ
ス全体が
やや興奮
状態で、
走りなが
ら椅子を
倒して遊
んでいる
子がい
た。

子どもた
ちと一緒
にケガに
つながる
危険な行
動（椅子
の正しい
使い方、
部屋の中
を走らな
い、な
ど）につ
いて話し
合った

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
じゃれ
合って遊
んでいた
ところ、
押されて
たおれ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２名の担任
のうち１名
は写真代の
集金を事務
所に預ける
ため保育室
を離れてお
り、もう１
名は保育室
の中央付近
にいたが、
倒れた椅子
をすぐに元
に戻した
り、本児が
倒れる前に
止めること
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
に、他の
職員はい
なかっ
た。

２名いる
保育士の
うち１名
が集金を
提出する
ために保
育室を離
れた。

やむを得ず
保育室を離
れる場合は
子どもたち
に様子に注
意し時機を
選び、同室
の保育士に
声をかけ
る。子ども
の行動や環
境を含め
て、危険が
予測される
場合はすぐ
に対応す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9978

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 12 8 15 3 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもと
遊んでい
る最中で
も常に全
体が見渡
せる箇所
にいるこ
と。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３)回/年

園庭の段
差等

目視では分
かりづらい
場合も、子
どもたちが
同じような
場所でつま
づくなどが
あれば土を
ならすなど
改善する。

7.その
他

園庭の段
差を確認
し躓きが
ないよう
にならし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りなし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児付
近にも保
育士がい
たがしゃ
がんでい
た為に事
故を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の様子を
安全に見
守りつつ
対象児の
動きも見
ていた。

本児は動
きが普段
から激し
く良く走
る。

園庭の不
具合など
にすぐ気
づき、対
応ができ
る事。

9979

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 1 1
17.５
歳

2.女
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘上腕
骨顆上骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

降園後、園
庭などで遊
ばずに家に
帰るなど子
どもや保護
者と何度も
約束してい
たが、守ら
ず遊んでい
た。

降園後の
ケガや事
故が多い
ことを周
知させ、
保護者に
危機意識
を持たせ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

なし なし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

降園後の
園庭での
遊びが禁
止である
約束を守
れなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

降園の挨
拶後で、
園庭で遊
んでいる
児に気づ
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

母親に引
き渡した
ため、母
親が約束
事を守っ
てくれる
と安心し
ていた。

なぜ約束事
として降園
後は園庭な
どでの遊び
を禁止して
いるかを保
護者・児共
に継続的に
注意喚起
し、危機意
識を持たせ
る。

9980

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

133 8 20 18 31 31 25 33 32
16.４
歳

2.女
児

入園前にも
骨折（令和
●年●月
頃）脱臼も
何度か経験
あり

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

モンデジ
ア骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

本人の身
体能力や
不器用
さ、一年
前も骨折
をしてい
る現状

現状を踏
まえ、毎
日の登園
とあそび
の中での
体力作り

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

総合遊具
の周りの
クッショ
ンなどの
整備（予
算必要）

インシデ
ント、ア
クシデン
ト報告書
での職員
の振り返
りと意識
改革

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守りの
片寄はな
かった
か。

園庭で遊
ぶ時の連
携、確認
（声を出
し合い確
認）

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

母親が出産
まじかであ
ることと、
コロナ禍で
あることも
あり、欠席
がちであっ
た本児で
あったため
不安定。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

 担任は本
児から離
れた場所
にいて他
の職員が
転倒をみ
つけて抱
き上げ
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

 本児が泣
いていた
ので、抱
き上げて
医務室に
連れてく
る。

脱臼の癖
はある。
本児の性
格や今の
現状を踏
まえ配慮
が必要で
あった。

危険な行動
をしていた
わけではな
い本児であ
るが、身体
能力や心理
不安のある
子どもの対
応を担任を
含め情報交
換をして見
守る必要が
あった。

9981

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 0 1 5 3 3 6 0 7 7
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

危険予知
の能力を
高め、危
険を回避
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

引き続
き、施
設、遊
具、玩具
の安全点
検は毎日
する。

7.その
他

特になし

降園時、園
庭で遊んで
いる場合は
繰り返し声
をかけた
り、保護者
にも速やか
に帰ってい
ただくよう
協力しても
らう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り母と一
緒に降園
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士はそ
れぞれ延長
保育の部屋
で保育して
おり、母と
共に降園中
の本児の様
子は見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

勤務時間
後で保育
士の人数
も少な
く、降園
中の本児
の様子を
見ていな
かった。

遊具で遊ぶ
時の約束事
は分かって
いても、保
護者の前で
は気持ちが
大きくなる
と言う、子
どもの心の
動きを想定
すべきで
あった。

保育中は必ず
保育士が側に
いる時に行う
こと、降園
時、園庭で遊
んでいる場合
は繰り返し声
をかけ、保護
者にも速やか
に帰っていた
だくよう協力
してもらう

9982

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 1 3 5 3 3
14.２
歳

2.女
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足打撲
傷、左第
１中足骨
骨折、左
下腿打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1～10　)
回/年

2.基
準配
置

改善策は
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

改善策は
特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊び終え
た玩具等
は適宜片
付け、安
全な環境
づくりを
行ってい
た。引き
続き行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

裸足で過ご
していた。
ブロックで
遊んでいた
が、保護者
が迎えに来
たため笑顔
で保護者の
元に駆け
寄った。保
護者と保育
士が話をす
る間保護者
の傍にい
た。話が終
わり、保護
者と降所準
備を始める
時にジャン
プをした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者と
の話を終
え、挨拶
をした後
にその場
を離れた
ところ
だったた
め、怪我
をした場
面を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3名の保育士
が、室内の
畳で遊ぶ子
ども達（0歳
児1名、1歳
児3名、2歳
児5名）につ
いていた。
その後、降
所準備中に
本児がぐず
る様子があ
り、上着を
着る手伝い
をしながら
テラスに出
るまでの見
守りをし
た。

保育士が
保護者と
話を終え
た後も、
目を離さ
ずに降所
準備を側
で見守る
ようにす
る。

9983

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

4 2 2
13.１
歳

2.女
児

当該児童の
現時点での
特徴とし
て、頭部の
大きさと足
の大きさの
バランスが
悪く（足が
小さい）、
普段から転
倒すること
が見られて
いた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

活動内容
によって
保育士配
置を増や
す。その
対応がで
きない場
合は活動
を変更す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

広い場所
で走る
際、ス
ピードが
出ないよ
う、走る
場所を区
切る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室と
比べ、広
い場所で
走ってい
たので、
スピード
は出てい
た。

広い場所
を走る
際、ス
ピードが
出ないよ
う、走る
場所を区
切るな
ど、広さ
を加減す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発で走
ることが
多く、事
故発生時
も意欲的
に走って
いて、ス
ピードが
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士２名
で保育して
いたが、1
名はピアノ
を弾きなが
ら子どもを
見守り、も
う１名は子
どもと一緒
にリズム運
動の動きを
しながら見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
は園庭で
雪遊びを
してい
た。クラ
ス担任以
外の職員
は各自、
自分の業
務にあ
たってい
た。

事故発生
時の活動
内容が、
当該児童
の発達段
階から見
て、転倒
すること
が予想で
きたので
はない
か。

活動内容
によって
は保育士
配置を増
やす。そ
の対応が
できない
場合は活
動を変更
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9984

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

16 16 3 3
16.４
歳

2.女
児

出産時に右大腿骨を
骨折し骨がねじれて
いた為、骨を切って
つけており月１回定
期的に整形外科を受
診する。２歳７ヶ月
に風呂上がりに転
び、再び右大腿骨骨
折する。骨を切って
つけた部分はまだも
ろい為、転んだだけ
でも骨折するとのこ
とだった。その後も
股関節脱臼の治療で
左大腿骨にボルトを
入れたり、入退院を
繰り返す。令和●年
●月●日にようやく
ボルト除去手術を行
い●月●日に退院
し、再入園して、ま
もなくの事故とな
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿部
骨転子部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.基
準以
上配
置

なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)日

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ベビー
カーから
降りて活
動する際
は担当者
が傍へつ
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちを
追いかけ
て、対象
児のペー
スで土手
を登り下
りしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当に
なったば
かりで対
象児の運
動能力を
過信して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者が
対象児を
見ている
と思い込
み、他児
の対応を
してい
た。

対象児へ
の対応に
ついて共
通理解が
なされて
いなかっ
た。

対象児の
発達状況
等をしっ
かり共通
理解した
上で、ク
ラス運営
や役割分
担等を話
し合って
いく必要
がある。

9985

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

17 5 5
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1.2　　)
回/年

2.基
準配
置

近くに担
任はいた
が、危険
性を把握
していな
かった。

ブルーシー
トの上に水
があると滑
るというこ
とは予想さ
れるので子
どもと一緒
には掃除し
ないように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

子どもの
行動を把
握しきれ
てなかっ
た。

職員がや
るべきこ
とと子ど
もが参加
すること
とを見極
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全に見
える環境
の中にも
危険な場
所が潜ん
でいるこ
とがあ
る。

ブルーシー
トの上に水
が溜まって
いると滑り
やすいので
子どもたち
は乗らない
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

楽しく
なって
走ってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
たが、止
められな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

掃除をす
ることに
集中して
いた。

危ないと
思ってい
たが、掃
除をする
ことを優
先してし
まった。

担任間で
確認しな
がら子ど
もを見て
いく必要
がある。

9986

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

101 3 17 18 20 23 20 0 3 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足下腿
部螺旋骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(不定期)
回/年

2.基
準配
置

特に無し

報連相の
確認と現
場検証及
び職員へ
の周知

2.不定期
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

特に無し
改善箇所
がある場
合の改善

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に無し
危険な際
の声掛け
の充実

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭での
全体的な
確認

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭での
全体的な
確認

特に無し
危険な際
の声掛け
の充実

9987

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

29 2 2
17.５
歳

2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
4)回/年

2.基
準配
置

近くには保
育者もいた
が、ステー
ジに置いた
園児服を取
る時、本児
が転ぶこと
を予想して
いなかった

1人ひとり
の行動や
様子を十
分に見守
り、とっ
さの動き
に対応で
きるよう
にする

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ステージ
の面が遊
戯場に向
けて少し
前に出て
いる

ステージ
にはなる
べく物を
置かない
ようにす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

次の活動
があるた
め、遊ぶ
時間が終
わりだと
いうこと
を子ども
達に伝え
た

子ども達
に遊ぶ時
間をあら
かじめ伝
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の友だ
ちが保育
士のとこ
ろに並び
始めたの
で、園児
服を取り
に行く時
に足早に
なってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

 本児も含
め、子ども
達はたくさ
ん体を動か
して遊び、
気持ちが高
まっている
様子だった
ので、集ま
る際には友
だちとぶつ
からないよ
うになど声
をかけた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士の
声掛けに
対して補
足するよ
うな声掛
けをして
いた

園児服を
取りに行
く子ども
もいると
いうこと
を把握し
ていた

子ども一
人ひとり
が、集合
する場所
にくるま
での動き
を予測す
る

9988

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

20 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指中
節骨骨折
（右手小
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

当日は担
任の休暇
が入って
おり、事
前に代替
職員が担
当するこ
とが分
かってい
た。

事故予防マ
ニュアルに
沿って安全
保育に心が
けている
が、職員の
経験等に違
いがある
為、繰り返
しヒヤリ
ハット等の
全体での把
握、そして
研修をして
いきます。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

室内の床
（フローリ
ング）に凹
凸やへこみ
がないか、
水で濡れた
りしていな
いかの点検
をしてから
子どもたち
の活動を始
める。

7.その
他

当日出席
の２０名
が一度に
動き混雑
したこと
はあった
か思う。

グループ
ごとに移
動したり
人数の調
節をする
と混雑は
防ぐこと
が出来
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日の健
康状態は
普段と変
わりなく
良好で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室から
遊戯室へCD
を持って移
動しようと
した。本児
は先頭の辺
りであった
が、担当職
員は列の最
後だったた
め離れた場
所にいたこ
とになる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
後方で他
の子ども
の見守り
をしてい
た。

保育の流れ
を事前に把
握し、CDを
遊戯室に事
前に置いて
おくと子ど
もたちを前
や横から見
守ることが
出来たと思
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9989

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 8 6 13 3 2
17.５
歳

1.男
児

発生時の天
候は晴れ。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

保育士の
子どもへ
の理解、
潜在危険
への理解
と把握が
不十分
だった。

保育の
チェック
表を活用
し、日々
の保育の
振り返り
や評価反
省しなが
ら保育を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具の配
置や遊び
場の構図
から職員
の配置を
考える必
要があっ
た。

場所移動
する時は
職員同士
が声を掛
け合い、
見守りの
死角をな
くす。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の使
い方は保
育の始め
だけでな
く、その
都度伝え
ることの
できる立
ち位置で
遊びを見
守る必要
があっ
た。

子どもへ
の的確な
対応、指
示や迅速
な指導が
できる立
ち位置を
確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所時か
ら、いつも
と変わった
様子もなく
元気に過ご
していた。
所庭に出て
からも、追
いかけっこ
や砂で遊
び、その後
普段から遊
んでいる雲
梯に向かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ傍で
はなかっ
たが、視
界に入る
場所で対
象児を含
む子ども
達の遊び
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

総合遊具
の傍に１
人と、加
配が必要
な子ども
に１人つ
いてい
た。

子どもの遊
びを予測
し、保育士
間で声を掛
け合った
り、見守り
の立ち位置
を子どもの
動きに合わ
せて保育し
たりするこ
とで、もっ
と丁寧な見
守りができ
た。

子どもの
動きを想
像して、
保育の流
れを組み
立てる。

9990

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

12 3 3
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部

頭頂骨骨
折　硬膜
外血種
帽状腱膜
下血種

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

いつもよ
り保育士
が一人少
ない中で
の事故
で、3人の
保育士の
動きに課
題があ
る。

活動の内
容や職員
の動きを
振り返
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(250)回/
年

ホールは独
立しておら
ず、他のク
ラスの子が
活動中突然
入る可能性
があるこ
と。また、
床材が固い
コルクであ
ること。

施設的な
ことは変
えられな
いが、職
員が共通
認識し、
活動を進
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

動きのあ
る活動は
いつも以
上に危険
が伴うと
いう事を
自覚し、
活動内容
や職員の
動きの確
認をして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

後ろから
走ってき
た子が日
常の中で
攻撃的な
姿のある
子のた
め、身構
えて身体
が硬直し
たと思わ
れる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

手を洗い
に行った
子の方に
気を取ら
れて2人に
背を向け
てしま
う。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ピアノを
弾く、お
やつを取
りに行く
とそれぞ
れの役割
があった
が危険の
回避への
予測がで
きていな
かった。

3人の担任
での動き
の確認と
危険の予
測ができ
ていな
かった。

職員は児か
ら目を離さ
ない。見切
れないと
思った時は
他の職員に
応援を頼
む。ピアノ
を弾いてい
る職員が危
険を感じた
ら、ピアノ
を弾くのを
止めて走っ
て側に行き
止める。

9991

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

29 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎乳中
切歯にお
ける外傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

絵本を読ん
でいる場所
が悪く、ま
た、ふざけ
て遊んでい
た子も居た
りと、過ご
し方を徹底
出来ていな
かった。

食後、おや
つ後の保育
室での過ご
し方を子ど
もたちに徹
底してお
く。絵本を
読む場合の
座る場所や
姿勢なども
配慮する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

友だちによ
る不意の衝
突という普
段と違った
思わぬ動き
に反応でき
ず、普段な
ら打つはず
のない場所
にぶつかっ
てしまっ
た。

こういう事
が起こるリ
スクも考え
て、カバー
できる箇所
はカバーし
ていくよう
気を付け
る。

6.食事
(おや
つ)中

保育室の
中で、静
や動の
色々な活
動をして
いる児童
が居た。

絵本も人
数分用意
し、安全
な場所で
姿勢よく
じっくり
と読むこ
とが出来
る環境を
整える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつを食
べている
子、食べ終
わって帰る
用意をして
いる子、絵
本を見てい
る子等がお
り、色々な
活動に気を
取られてい
たのでその
瞬間が把握
出来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のお
帰りの準
備対応で
廊下に出
ていた
為、把握
できな
かった。

特になし

職員同士
の連携を
取り、常
に1名は全
体が把握
出来る位
置に居
て、子ど
もから視
線を外さ
ないよう
にしてい
く

9992

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

27 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１０　)回
/年

1.基
準以
上配
置

段差は歩
いて降り
るように
指導する

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

段差の周
りに人工
芝でガー
ドしてい
るが、痛
んできた
ら取り換
える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

段差があ
るので、
気をつけ
るように
声がけを
するとと
もに、見
守りを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含めて、
児童を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童全体
を見守っ
ていた。

落ち着い
て歩くよ
うに指導
する

9993

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

16 3 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足　く
るぶし骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

楽しい気持
ちが盛り上
がっている
ときほど、
子どもの動
きにも注意
が必要なた
め、職員で
連携をと
り、声を掛
け合う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

点検によ
り、改善
が必要な
箇所はす
ぐに対策
をとる。
玩具は、
毎日の消
毒時にも
点検を
し、安全
確認をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭に石
や大きな
穴等がな
いか確認
し、なる
べく平ら
になるよ
う環境整
備する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見る
職員と、遊
びに入る職
員と役割分
担して動い
ていた。鬼
ごっことい
う動的な動
きのあそび
だったた
め、離れた
場所から見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午前中の
自由遊び
中であっ
たため、
その他の
職員は他
のあそび
に付いて
おり、近
くにはい
なかっ
た。

子どもと
遊びなが
らも全体
に注意を
払い、常
に安全配
慮をす
る。

9994

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 2 10 13 5 10 5 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手の甲
骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1、２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

園庭遊具
に関し
て、再度
職員と相
談し、危
険個所の
点検や子
供の見守
り時の確
認などを
行った

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
264　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
264　)回/
年

特になし

遊具の中
には滑り
やすく、
また、修
理が必要
なものも
あったの
で、改善
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
に関し
て、いつ
も通りの
様子で日
中も問題
なく園生
活を送っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭には35
名の園児が
おり、職員
は見守りも
含めて、4名
の職員がい
た。遊具近
くには職員
はいなかっ
たが、離れ
たところか
ら見守りを
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
多くの園
児がいた
ため、１
人の園児
を注視す
ることが
出来てい
なかっ
た。

特になし 特になし
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童

そ
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

9995

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 3 4 7 8 6 5 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足の脛
骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1、２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

本児は階段
を上る際に
しっかりと
足を上げる
ように伝
え、本児が
意識できる
ようにして
いく。階段
での昇り降
りの際に
は、一定期
間傍で見守
りを検討す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
264　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
264　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
に関し
て、いつ
も通りの
様子で日
中も問題
なく園生
活を送っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一階のクラ
スには20名
の園児がお
り、職員
は、1名の
職員がい
た。移動の
際には3名
の保育士で
対応移動を
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

移動の
際、他園
児の補助
対応をし
ていた。

特になし 特になし

9996

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

16 16 2 1
16.４
歳

1.男
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第4指末
節骨剥離
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

保育室に
戻る際、
右手を残
したまま
引き戸を
閉めたも
のと思わ
れる。

戸の開閉の
仕方や怪我
の危険があ
ることを子
ども達に伝
え、職員も
注意深く見
守ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(日々)回/
年

引き続き、
施設設備等
に不具合等
がないか点
検を実施
し、不具合
がある場合
には都度対
応していく

7.その
他

見守り不
足が考え
られる

視野を広
くもち見
守るよう
に心がけ
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
いつもど
おりで変
わった様
子はな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

随時登園し
てくる状況
で、園児の
受け入れや
ぐずって登
園してきた
園児の対応
をしていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

随時登園
してくる
状況で、
複数他児
の所持品
準備の見
守り等を
していた

見守り不
足が考え
られる

視野を広
くもち見
守るよう
に心がけ
ていく

9997

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

16 4 3
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第5指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

遊び方を
知らせな
がら年齢
に応じた
発達の遊
びの提供
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

玩具を押
して遊ぶ
際には、
遊戯室な
どで広い
部屋にて
遊ぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手作り椅子
を押した際
に力加減が
わからず、
20㎝高さの
牛乳パック
で作った長
椅子に強く
あたる。

遊び方を
知らせな
がら年齢
に応じた
発達の遊
びの提
供。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手作り椅
子を押し
て遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

手作り椅
子を押し
て遊んで
いた本児
を見守り
様子をみ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と一
緒に遊ん
でいた。

複数の職員
で保育して
いたが、危
険認知の甘
さがあり想
定していな
かった。

子どもの
行動を注
意深く見
て保育者
同士の声
掛け連携
を強め
る。

9998

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

20 2 2
17.５
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

頭部挫傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
6)回/年

1.基
準以
上配
置

歩くとき
は、前を
向いて歩
くことを
繰り返し
知らせ
る。

重大事故訓
練だけでは
なく、危険
予知トレー
ニングも定
期的に行
い、環境、
子どもの動
きから予想
できる危険
に対して、
保育士が対
応できるよ
うにする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

遊びに必
要のもの
か、それ
らは危険
ではない
かを話し
合ってい
くとよ
かった。

いつもある
ものでも、
その場所に
必要なの
か、子ども
の動線の妨
げになって
いないかな
ど会議等で
話し合って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

その場所
に台がな
くてもい
いと感じ
ていた保
育士もい
たので、
声を掛け
合い、考
えていけ
るとよ
かった。

気が付い
たときに
声をかけ
あえるよ
うにし、
皆で話し
えるよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士や
友達と一
緒に鬼
ごっこや
砂場で遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当保育
士は少し
離れた場
所で他児
と遊んで
いてが、
視界には
入ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の方
を見てい
たため、
対象児は
見ていな
かった。

特になし

注意力が
散漫な子
など子ど
もの様子
を把握
し、声を
かけてい
く。

9999

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

33 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左Aの外傷
性歯の打
撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
5 　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は十分
だった
が、子ど
もの動き
を予想し
きれてい
なかっ
た。

様々な体の
動きを経験
できる運動
遊びを繰り
返し行うこ
とで、手足
の力や体の
バランスを
コントロー
ルする力を
つけるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ 　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ 　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし

子どもたち
が安全に過
ごせるよう
に、園内の
怪我が起こ
りやすい場
所を再確認
し、職員間
で共通理解
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

落ちても
クッショ
ンになる
よう、
マットを
敷く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一人で太
鼓橋を
渡ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

太鼓橋の
近くで、
本児の様
子を見な
がら全体
の見守り
もしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

太鼓橋以外
の固定遊具
（ブランコ
や滑り台な
ど）のそば
についた
り、子ども
たちの遊び
の様子の見
守ったりし
ていた。

特になし

職員同士
連携しな
がら、立
ち位置や
声掛けな
どに配慮
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10000

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

15 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

10
2.基
準配
置

職員配置
の人数は
十分だっ
たが、立
ち位置や
担任同士
の連携を
図るべき
であっ
た。

子どもの
動きを予
測しなが
ら、保育
者同士の
連携を図
る必要が
ある。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

　

遊具や玩
具、施設
について
は丁寧に
点検して
いたが、
園庭全体
＝地面に
対する意
識は薄
かった。

子ども達が
安全に過ご
せるよう
に、引き続
き定期的な
安全点検を
行うととも
に、園内の
怪我が起こ
りやすい場
所を再確認
し、職員間
で共通理解
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

安全点検
以外で
も、園児
の遊びの
見守り中
にも園庭
全体＝地
面に対す
る意識は
薄かっ
た。

本児が転倒
した場所
は、深くは
ないが若干
のくぼみが
あった。園
庭（特に雨
天後）の状
態を定期的
に確認し、
くぼみがで
きているよ
うならば、
くぼみを埋
めて平らに
なるように
しておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

●月と●
月に肘内
障になっ
ていた
が、生活
や遊びに
制限はな
かったた
め、他児
と一緒に
外遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員3名の
うち1名は
砂場付近で
見守り、1
名はブラン
コ付近に
行った子ど
もたちの見
守り、1名
は排泄に行
く子どもに
ついて室内
のトイレに
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

天候がよ
く、他ク
ラスの子
どもも園
庭で遊ん
でいたた
め、そば
にいた職
員が転ん
で痛がっ
ている本
児のもと
に駆け
寄った。

園庭でい
ろいろな
クラスの
子どもが
遊んでい
る時、ま
た当番勤
務の職員
が入れ替
わる時間
は、より
意識して
子どもの
動きに目
を配る。

広さのある園庭で
園児が遊んでいる
場合、担任が園児
一人一人のそばで
遊びながら事故な
どを防ごうとする
ことは難しい（園
児一人一人がどこ
でどのような遊び
をしているのかを
常に把握しておく
ことは必須であ
る）。そのため、
園庭にいる他クラ
スの保育者やフ
リーの保育者も、
自身のクラス以外
の園児の動きにも
意識を向けてい
く。

10001

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

13 3 3
14.２
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足
指)

右足小指
切断

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

保育室内
でおこり
うる事故
について
の研修不
足

園内を見直
し、事故の
起きやすい
箇所、どの
ような事
故・怪我に
つながるか
を園内で定
期的に話し
合ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1歳児保育室
の網戸が外
れており、
子どもの転
落を防ぐた
めに簡易の
フェンスを
設置してい
た。簡易の
もので安定
していな
かったた
め、子ども
の重みで
フェンスが
破損した。

網戸の修理
(本日実施
済）また網
戸が外れて
しまうこと
が想定され
るため、網
戸前に転落
防止用の
サークルを
設置。(本
日注文済）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
興味を示
し一度に
押し寄せ
ると予測
した保育
をしてい
なかっ
た。

子どもの
反応を想
定した声
掛け、見
通しを
持った保
育のため
の研修を
実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

広告あそ
びをして
いたが、
近寄って
きてくれ
た散歩中
の犬に興
味が向き
他児と一
緒に走っ
て窓辺に
押し寄せ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

先に犬に
気づいた
子どもと
窓辺の
フェンス
に手をか
け座って
犬を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

何人か
残って広
告あそび
をしてい
た子ども
を見てい
た。

子どもの
動きを予
測した声
掛けをす
るべき
だった。

子どもの
反応を想
定した声
掛け、見
通しを
持った保
育のため
の研修を
実施す
る。

10002

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

18 1 1
17.５
歳

1.男
児

R●.●.●自
宅にて転倒
し、今回と
同様の箇所
をぶつけて
いた（診断
名：外傷性
歯の亜脱
臼）。左上A
の動揺はこ
の時より
ずっと続い
ていた。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左右上A歯
根破折疑
い、外傷
性亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１２ )回/
年

2.基
準配
置

園児の安全、け
がの予測等につ
いては、日頃よ
り確認しながら
保育を行ってい
るが、その日の
子どもたちの様
子、一人一人の
運動能力や、気
持ちの高ぶりな
どにも配慮する
ことを改めて認
識する。本児に
ついては、転倒
しても手で防ぐ
ことが困難な状
況があることを
把握していたた
め、危険を防げ
るように保育で
も取り入れてい
た。

転倒した際
には、手で
自分の身を
守れるよう
な体の使い
方を身に着
けられるよ
う、手を使
う遊びや運
動あそびを
取り入れて
柔軟に身を
こなせるよ
うに指導し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

駆け足や
走って遊
ぶとき
は、遊具
の散乱を
防ぐ。

自由遊び
の時間帯
では、遊
戯室での
遊び方
を、玩具
を使って
遊ぶあそ
びと体を
使って遊
ぶあそび
は、使い
分けてあ
そぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

４歳児１８
名でサー
キット遊び
を行ってい
た。事前に
けがにつな
がらないよ
うな約束指
導を行った
が、本児は
サーキット
遊びに興味
を持ち、元
気に参加し
た。気持ち
が高ぶり、
転倒につな
がってし
まった。

本児は、気
持ちが昂る
とすぐに行
動に移すこ
とがあり、
転倒につな
がりやすい
ので周りを
よく見て、
スピードの
加減や柔軟
に行動する
ように練習
していく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

活動を楽
しめるの
で、活発
に活動し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転びやす
いことを
認識して
いたため
注意しな
がら、見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児１８名
のため担任
１名で保育
にあたって
いた。ほか
の保育士
は、ほかの
クラスで保
育中だった
ため、みて
いなかっ
た。

駆け足、走る
ときのバラン
スを整えて転
ばないように
練習する。手
を使う遊びや
運動あそびを
取り入れて柔
軟に身をこな
せるように指
導していく。
子ども一人一
人の運動機能
や、その日の
状況などに配
慮し、必要で
あれば、保育
者のサポート
を増やす。

10003

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

28 6 7 8 7 10 10
13.１
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

階段の昇降
については
園で怪我を
未然に防ぐ
ための決ま
りはあった
が、園外保
育について
は、その決
まりごとを
応用すべき
という認知
がされてい
なかった

新たに園
外保育に
ついても
細かく怪
我を未然
に防ぐ事
項を検討
し、職員
間で認知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

保育手順
は年度始
めだけの
確認だっ
たため,職
員間での
確認回数
を増やし
園内研修
を行うべ
きであ
る。

園外につ
いても再
度危険な
所を洗い
だし、そ
の都度情
報提供を
求め職員
間で共有
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外保育
で、異年
齢の保育
であり安
全に対す
る予測が
不透明で
あった

園外保育
における
環境整備
の徹底と
安全に対
する園内
研修を実
施する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活動的
で、高い
ところが
あれば上
り、飛び
降りたり
しても怪
我にはつ
ながらな
かったた
め、過信
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近で対
応してい
た職員は
いつもこ
のくらい
の高さか
ら飛び降
りても問
題がな
かったた
め過信が
あった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
持ってい
た木片を
離すよう
に声掛け
した直後
に飛び降
りた

危険個所
の点検が
不十分で
あり、対
象児の行
動につい
て過信が
あったま
た、職員
の危険予
測が未熟
であった

危険個所
の点検を
十分に行
い、対象
児のみな
らず常に
事象を想
定し対応
するよう
園内研修
を重ねる
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10004

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 33 32 5 5
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯槽骨骨
折、外傷
性歯の脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

周りの様
子を見る
ことなく
夢中で走
り、友だ
ちとぶつ
かってし
まった。

子どもの動
き、遊びの
様子を把握
する。必要
に応じて声
をかけた
り、子ども
たちと話し
合ったりし
て安全な遊
び方が身に
つくように
する。ま
た、全職員
に周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

石やマッ
トなど、
つまづい
て転ぶ原
因になる
物はな
かった
か、園庭
の整備は
できてい
たか。

遊具の安全
点検はして
いるが、園
庭の状態ま
では把握で
きていな
かったので
毎週月曜日
の遊具の点
検に加え、
園庭の状態
を確認する
ことを全職
員に再度周
知する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

固定遊具
での見守
りに集中
してい
て、走っ
ている子
への配慮
が足りな
かった。

戸外遊びの
際は、園庭
全体に目を
向けるよう
にし、保育
士同士がお
互いの動き
を見ながら
（把握しな
がら）連携
をとるよう
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎日、好
んで鬼
ごっこを
して遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

別の遊び
（固定遊
具）の見
守りをし
ていたた
め、離れ
た場所か
ら対象児
の遊びを
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
士の動
き、立ち
位置を把
握しつ
つ、固定
遊具で子
どもの援
助をして
いた。

保育士
が、固定
遊具以外
の遊び
（鬼ごっ
こ）は、
大きな怪
我につな
がらない
だろうと
いう気持
ちになっ
ていた。

どんな遊
びにも怪
我をする
可能性が
あるとい
うことを
認識し、
ヒヤリ
ハットな
どを職員
間で共有
してい
く。

10005

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 24 25 4 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左第3中手
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

ケガの状
況や対応
方法含め
全職員で
情報共有
し、改善
策を検討
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

鉄棒の下に
落下防止
マットは常
時敷いてあ
るが、劣化
も激しいの
で取り替え
も検討でき
ると良い。

用具の使
い方を再
度指導す
る。場合
によって
はマット
を引くな
ど検討す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

外部から
の要因が
ないのに
大きなけ
がにつな
がった。

状況に
よって
マットを
敷くなど
してクッ
ション性
を高め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動神経
はよく、
ずり落ち
た時も右
手は鉄棒
を握って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

そばにつ
いていた
が、防せ
げれな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2クラス一
緒に４人
体制での
保育で
あった。

慣れで鉄
棒の使い
方が雑に
なってい
た。

他の職員
とも情報
共有し、
早めに保
護者への
連絡や受
診の判断
ができる
とよい。

10006

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 5 7 10 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右くるぶ
し骨折疑
い

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

当日、5歳児
クラスは、
お別れ遠足
に行かれな
かった（コ
ロナ状況を
鑑み）の
で、通常の
保育の中
で、楽しめ
る活動を取
り入れてい
た。いつも
は持参しな
い保護者手
作り弁当も
あり、5歳児
の子どもた
ちはいつも
より興奮し
ている様子
がみられ
た。玉入れ
は、時々保
育の中で取
り入れてい
る活動で
あった。

子どもた
ちへの情
緒のはた
らきか
け、必要
に応じた
クールダ
ウンを十
分に行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

玉入れの
かごの高
さがある
ことで、
過剰な
ジャンプ
を誘発し
た可能性
がある。
両チーム
のかご台
の位置が
狭かった
ことによ
り、落ち
たボール
の密集度
が高かっ
た可能性
が考えら
れる。

子どもの
様子に応
じた高さ
の設定を
する。設
定場所と
参加人数
により
ボールの
使用量と
位置を調
整する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玉入れ台の
高さはいつ
もと同じ高
さで実施。
玉も、使用
頻度を重ね
ている。こ
の日は、前
日よりも気
温が高かっ
た。3人の保
育者が3点ポ
ジション（1
人は全体の
進行、2人は
安全の保
持、3人は常
に死角のな
いように配
置）をと
り、かご台
の安全に備
えていた。

体を動かしやす
い気候となり、
体の細かい部位
を意識した準備
体操を取り入れ
て、大きな動き
に備える筋力作
りをしていく。
ケガをした本児
は、日頃バレエ
を習っており、
体は他児に比
べ、柔らかさが
ある。今、コロ
ナ禍となり、今
までよりも、活
発な活動が少な
くなっているこ
とも考えられ、
園では、意識し
て、テラスを使
用し、体の動き
の保障をしてい
るが、より細か
な準備体操を取
り入れていくよ
うにする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

特別な日
（お別れ遠
足は中止と
なったが、
保護者手作
りのお弁当
持参）を楽
しみにして
おり、いつ
もの本児よ
り、興奮し
ている様子
があった。
また、玉入
れに”勝と
う！”と、
説積極的に
参加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

玉入れと
いう同じ
活動をし
ながら、
見守りの
中には、
常に本児
や他児を
確認入し
ていた。
しかし、
負傷の原
因となる
瞬間は確
認してい
ない。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

玉入れと
いう同じ
活動をし
ながら、
見守りの
中には、
常に本児
や他児を
確認して
いた。し
かし、負
傷の原因
となる瞬
間は確認
していな
い。

子どもの
人数に対
する保育
者の配置
や、活動
内容は問
題なかっ
たと思わ
れる。

特別な日（お
別れ遠足は中
止となった
が、保護者手
作りのお弁当
持参）である
ということを
踏まえて活動
内容の精査を
し、計画を立
てる。異年齢
で行う際は、
それぞれの育
ちにあった動
きで行うよう
にする。

10007

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 19 17 3 3
17.５
歳

2.女
児

発生時、雨
上がりで園
庭がぬかる
んでいた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
（左足
首）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

天候は良
かった
が、雨上
がりで地
面が滑り
やすく
なってい
た。

外遊びは
園庭の地
面の状況
をみて判
断する。
危険が予
測される
場合は外
遊びはし
ない。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

園庭のデコ
ボコなど、
穴埋めして
もまたすぐ
に子どもが
穴を掘った
り、砂場で
はないとこ
ろで砂遊び
したりして
しまうの
で、遊び方
についても
約束事を決
める。

点検した
ら修繕が
必要な箇
所を早急
に対応す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の一
部に泥が
残ってい
たこと
で、その
場所に
ボールを
追ってい
た本児が
滑って転
倒し怪我
をした。

園児の様
子をよく
見て必要
に応じて
声がけな
どを行っ
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ボールを
追いか
け、ボー
ル遊びに
夢中に
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭の全体的
な子ども達の
動きを確認し
ながら鬼ごっ
こしている子
ども達に声が
けをしてい
た。本児が
ボールを追っ
ている姿の後
に他児に声が
けし、その後
本児を見たら
転倒するとこ
ろだった為、
その後近くに
行き状態を確
認し、看護師
に見せに行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児とボー
ルを追いか
け遊んでい
る姿を把握
していた。
ボールが保
育者の後ろ
を通過し、
見えなかっ
た位置で対
象児が転
び、声を上
げ気が付い
た。

より多く
の目で子
ども達を
見守る。

外遊びの
様子を園
長や他の
職員も気
にかけ
る。

209 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10008

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 0 0 0 12 15 13 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上中切し
歯脱臼(2
本)

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

入職間も
ない保育
士にマ
ニュアル
等を伝え
てはいた
が、具体
的には伝
えきれて
いなかっ
た。

今回の事
例を職員
間で共有
し、相撲
遊びの危
険性を共
通認識
し、子ど
もが相撲
遊びを希
望したと
きには、
子ども達
にも危険
性や約束
の確認を
都度確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1～2　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

園庭のコン
ディション
を確認する
べきだっ
た。今思え
ば、乾燥し
て滑りやす
くなってい
たように思
う。園庭遊
びをする前
に園庭に水
をまき、滑
りにくくし
ておくべき
だった。

安全点検
票による
点検を丁
寧に確実
に行う。
また、問
題点が出
た時に
は、早急
に対応し
安全の維
持に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方の子
ども達が
疲れてく
る時間帯
に適合し
ない遊び
だった。

時間帯に
より子ど
も達に
とって最
適な遊び
を考え提
案してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
誘い合っ
て相撲遊
びを楽し
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

相撲遊びは
危険な遊び
と認識して
いたので、
相撲遊びの
集団を見
守ってい
た。相撲遊
びの砂の上
に靴で描い
た土俵の脇
に立ち、相
撲遊びの取
り組みをす
る子ども達
を見守って
いた。取っ
組み合いの
ようになっ
たときに
は、離れる
ように声を
かけてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の遊びを
見守った
り、遊具
の側につ
いてい
た。

事故の起
きた相撲
遊びを子
ども達が
行う前
に、相撲
遊びの約
束を確認
しなかっ
た。

この週は、ク
ラスで相撲遊
びが流行って
おり園庭での
自由遊びの際
によく行って
いた。その際
は、保育士が
側につき、危
険な時などに
その都度声を
かけていた。
当該事故の際
も同じように
対応してい
た。今後は、
都度相撲遊び
を行う前に具
体的に子ども
達と行う時
間、約束を確
認する。

10009

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

18 2 2
18.６
歳

2.女
児

令和●年●
月●日に同
部位を骨折
している
が、運動制
限や配慮が
必要な事項
はないと医
師から言わ
れていた。

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首捻
挫　●/●
骨折と診
断名変更
●/●再骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

打合せ対
応中の保
育で担任
不在だっ
た為、い
つもと違
う位置で
のみまも
りであっ
た。

事故が起
こる前
に、声を
掛け回避
できるよ
うな立ち
位置の検
討。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

天候不良
により土
嚢が滑り
やすかっ
た

土嚢更新

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

再骨折の
リスクが
あるとい
う見方で
見守り出
来ていな
かった。

けがが完治
していない
時には、動
きに制限が
なくてもケ
ガをしてい
る状況であ
ることを頭
に入れて子
どもの様子
を見てい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

骨折の傷
が完治し
ていない
状況だ
が、いつ
も通り園
庭で走り
まわって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

特に制限
されてい
なかった
為、全体
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守る位置
にいた
為、転倒
時は見て
いなかっ
た。

打ち合わ
せ対応中
保育の
為、充分
に子ども
を見守れ
る職員の
数がいな
かった。

全体を見
守りなが
ら、必要
に応じて
滑りやす
くなって
いる状況
を子ども
たちに声
をかけ
る。

10010

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

19 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故の再
発がない
よう防止
策につい
て話し合
いを持
つ。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ダンボール
を使って芝
滑りをして
いたが、友
達と一緒に
滑っていた
時で、友達
との接触が
あった事
で、ケガに
つながった
と考えられ
る。

複数の園児
が一緒に滑
るダンボー
ルの大きさ
によって、
ケガにつな
がりやすい
場合がある
ので、大き
さは検討し
ていく必要
がある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友だちと一
緒の芝滑り
が楽しくな
り、少し興
奮気味にな
ると、滑る
時に注意散
漫になった
事もケガに
つながった
と思われ
る。

最初に滑り
方の注意点
を子どもに
伝えるが、
少し盛り上
がったとこ
ろでも、再
度滑り方を
見て職員が
声をかける
事が必要で
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普通通り
登園し、
体調等に
変化はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

土手の上
で、子ど
もたち
が、危な
くないよ
う見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス全体
で芝滑りを
していたの
で、本児以
外の子ども
たちが危な
くないよう
にもう1人
の担任と同
じく土手の
上で見守っ
ていた。

子どもたち
の体、身の
こなし方が
大変になっ
てきている
状況がある
ので、楽し
く遊んでい
る時も危険
がないか
しっかり見
ていく事が
必要であ
る。

10011

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

91 9 12 18 20 32 17 14
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

職員間にて
マニュアル
について再
確認。子ど
もの様子に
十分留意し
て安全に過
ごすことが
できるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

発生現場
にて、危
険個所は
無し（平
地）

屋内、園
庭等施設
全てにお
いて、危
険個所の
再確認実
施（ヒヤ
リハット
表使用）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

集団遊び
をしてい
たので動
きが激し
かったの
ではない
か

引き続き
戸外活動
中は、随
時保育士
が対応で
きるよう
配置を行
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士は
集団遊び
を行いな
がら、対
象児の姿
を把握

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援の必
要な児童
を注視し
ていた

遊ぶ前に、
危険箇所
（園庭の地
面の様子な
ど）を確
認。安全に
遊ぶための
注意事項を
子どもと確
認してか
ら、活動を
開始

10012

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 6 4 8 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左側鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

今後も子
どもの人
数に対し
て適切な
人数の職
員配置を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具の一
部が手が
滑りやす
くなって
いた可能
性があ
る。

遊具の安
全点検を
再度行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具で遊
んでいる
際、ロー
プをつか
んでいる
手がす
べってし
まった。

遊具で遊
んでいる
際は、手
を離さな
いよう声
をかけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変りなく
活動して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児を含
む園児１８
人がそれぞ
れ園庭で遊
んでいた。
対象児は園
庭の大型遊
具で遊んで
いたが職員
は少し離れ
た場所に配
置してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児を含
む園児１８
人がそれぞ
れ園庭で遊
んでいた。
対象児は園
庭の大型遊
具で遊んで
いたが職員
は離れた場
所に配置し
ていた。

遊具のす
ぐそばに
職員配置
をするべ
きだっ
た。

園児の動
きに留意
し、高さ
のある場
所で遊ん
でいる際
は傍につ
く、また
はその都
度声掛け
を行う。
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10013

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

14 3 3
17.５
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

午睡前の排
泄だったた
め素足手で
洗いをして
いた。手洗
い場の床が
濡れていて
滑りやす
かった。保
育士も見
守っていた
が、手洗い
場とトイレ
の２か所を
１人で見
守ってい
た。

床をこま
めに拭き
上げる。
午睡に入
る直前ま
で来る下
と上履き
を履かせ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

足をぶつ
けてし
まったご
ざ入れの
位置が適
切でな
かった。

ござ入れ
を撤去
し、保育
室にござ
を置く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

濡れた床
で滑って
頭をうっ
てしまう
ことも考
えられ
る。

こまめに
濡れた床
を拭き上
げる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特段、普段
と変化はな
かったが、
午睡前の絵
本をみたい
気持ちから
急いでし
まったこと
も考えられ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トイレと
手洗い場
の児童２
名が見え
る位置か
ら見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士１
名は、他
児に絵本
の読み聞
かせを
行ってい
た。もう
１名は、
加配児童
について
いた。

危険な箇
所を共有
し、職員
が必ずそ
ばにつく
ことにす
る。

10014

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

10 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
危険な活
動につい
ては怪我
につなが
る恐れも
あること
を察する
ことがで
きなかっ
た。

けがの事
例やヒヤ
リハット
の事例を
参考に危
険予知を
して未然
に防げる
よう職員
の資質を
向上させ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

芝生化し
ている
が、地面
が硬い。

芝生とは
いえ硬さ
があった
り、石が
落ちてい
たりする
ので怪我
につなが
らないよ
う整備す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動きが激
しくなっ
たことに
気が付か
ず、声掛
けできな
かった。

子どもの
動きに注
意し、危
険な行為
は早く気
付けるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から活
動的に遊ぶ
ことが多
く、体の動
きが大き
く、汗をか
きながら遊
んでいるこ
とが多い。
おやつの後
友達や保育
教諭とが一
緒にボール
で遊びさら
に気持ちが
高揚してい
たと思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭
も一緒に
三角に
なって
ボールを
回し蹴っ
て遊んで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少人数の
ため、担
当職員の
みで保育
を行い、
他職員
は、保育
室で新年
度準備や
職員室で
事務を
行ってい
た。

楽しさを
共感しな
がらも危
険な行動
に注意喚
起できな
かった。
保育教諭
の経験が
未熟で危
険予知し
にくかっ
た。

先輩保育
教諭の指
導や自身
の経験を
重ねる中
で子ども
の行動の
予測や危
険予知が
できる力
をつけ
る。

10015

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

90 5 15 16 19 18 17 18 16
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨亀
裂骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

フラフー
プを使っ
て友達を
引っ張る
事を予測
しなくて
はいけな
い

園庭での玩
具や子ども
なりの遊具
の遊び方を
理解し、予
測をおこな
い注意すべ
き点を見落
とさないよ
うにする

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

施設整備
の問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋外用の
テーブル
を移動し
て遊ぶと
きにトラ
ブルがお
きる

イスと
テーブル
の数や設
置場所に
ついて決
める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 トラブル
があった
様子はな
く、遊ん
でいる際
に起きて
しまった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象時のそ
ばで泣いて
いる他児の
対応をして
いたため落
ちる瞬間、
間に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の対応
をしてい
たため見
ていな
かった

職員が近
くにいた
が、気づ
けなかっ
た

子どもの
次の行動
を予測し
ながら見
守る

10016

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

34 10 14 10 3 3
18.６
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足親指
第一関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

当園では
裸足保育
を行って
おり、当
日も室内
は裸足で
あった。

裸足である
為、物を落
としたりぶ
つけたりし
た場合は怪
我に繋がり
やすい。室
内で気を付
けることや
物の落下に
は注意する
ように子ど
も達に伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特にな
し。（施
設、設備
の面では
問題ない
と考えら
れるた
め.）

特にな
し。（施
設、設備
の面では
問題ない
と考えら
れるた
め.）

6.食事
(おや
つ)中

水筒がプ
ラスチッ
ク製より
ステンレ
ス製で重
さがあり
落とした
際に怪我
をしやす
かった。

ステンレス
製の水筒に
はクッショ
ン性のある
ケースに入
れるよう保
護者に声を
掛けたり、
ステンレス
製の水筒の
危険性を伝
え他の水筒
の使用を促
したりす
る。本児の
動線を図に
して確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

飲み残し
の水筒の
中身を捨
てリュッ
クにしま
おうとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園外から帰園
して給食を食
べる為、着替
えをしたり、
水筒の中身を
流したりする
ように５歳児
全体を見なが
ら声を掛けて
いた。怪我を
した本児の至
近には居たが
怪我の瞬間は
見ていなかっ
た。水筒が落
ちる音や本児
が痛がる様子
は見られな
かった。（保
育士B

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３・４歳
児の給食
の配膳を
していた
為、見て
いなかっ
た。（保
育士C・保
育士D

保育者が
本児の変
化に気付
けなかっ
た。

水筒を落とし
やすい子ども
はリュックに
入れる際に気
を付けて見る
ようにする。
入れずらい時
はリュックを
下に置いて出
し入れするな
どする。ま
た、少しでも
痛かったり、
怪我をした場
合は保育者に
伝えるように
話をする。

10017

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 17 22 3 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕橈
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

なし

園児の体
の動かし
方などを
よく観察
し、身体
づくりの
検討

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

なし
園庭の点
検

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

職員の立
ち位置を
考えなが
ら子ども
の遊びを
見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
だちと鬼
ごっこを
して走っ
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
るところ
を見守っ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鬼ごっこ
をしてい
るところ
を見守っ
ていた

なし

職員の立
ち位置を
考えなが
ら子ども
の遊びを
見守る

10018

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 12 15 9 2 2
16.４
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
動線の交
差。

動線への
配慮

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

進級直後
の、クラ
ス移動に
よる動線
の変更。

動線の変
更をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

職員の立
ち位置を
考えなが
ら見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

入室した
子どもへ
の対応

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

入室が遅
れた子ど
もの対応

なし

職員の立
ち位置を
考えなが
ら見守る

211 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10019

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

23 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

切り傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

園全体で
もう一度
マニュア
ルの確認
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
247　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
247 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
247 )回/
年

フェンス
下がコン
クリート
になって
いる。

コンク
リート箇
所にクッ
ション材
を付け
て、けが
を防ぐ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

鬼ごっこ
などの集
団遊び
は、広い
場所で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
鬼ごっこ
を楽しん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育中のた
め、担任１
人が集団遊
びに仲間入
りをして、
園児の様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補助職員
一人も、
支援を要
する園児
を中心に
園児の様
子を見て
いた。

特になし

どんな時で
も怪我をす
ることがあ
ることを念
頭に置き、
保育に努め
る。集団遊
びをすると
きは、環境
を考慮す
る。

10020

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

14 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

切り傷 打
撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

園全体で
もう一度
マニュア
ルの確認
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
247　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
247 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
247 )回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

室内から
出ている
園児がい
ないか、
常に確認
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時間
は、室内
で遊びを
するよう
指導して
いたが、
絵本コー
ナーに出
掛け、年
長児の遊
んでいる
様子を見
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登園時間の
ため、所持
品の始末の
指導や室内
遊びの子ど
もの様子を
見ていた。
しかし、本
児がクラス
から出て、
絵本コー
ナーに行っ
たことに気
が付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補助職員
一人も、
支援を要
する園児
を中心に
園児の様
子を見て
いた。

特になし

どんな時で
も怪我をす
ることがあ
ることを念
頭に置き、
保育に努め
る。園児に
再度登園時
間は室内で
遊びをする
よう指導す
る。

10021

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

133 48 41 44 4 4
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

　

要因がソ
フト面で
はないと
考え、特
になし・

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３ )回/年

園庭も天
然芝で土
も柔らか
く、要因
がハード
面ではな
いと考
え、特に
なし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

　

要因が環
境面では
ないと考
え、特に
なし・

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から健康
面でも問題
なく普段通
り活動して
いた。ホー
ルでの誕生
会（４・５
歳児）に参
加した後、
自由遊びの
時間に園庭
で遊んでい
て転んだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
は違う子
のグルー
プと遊び
ながら、
クラス全
体を見て
いた。し
かし対象
児が転ぶ
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任して
いるクラ
スの子ど
もと遊び
ながらク
ラス全体
を見てい
たが、対
象児の動
きはほと
んど見て
いなかっ
た。

自由遊び
の時間は
クラスや
学年が入
り乱れて
遊んでい
る為、保
育教諭の
目が届き
にくい。

自由遊び
の時間
は、クラ
スの子ど
も達と遊
びなが
ら、クラ
スではな
くエリア
を分担し
て見てい
く。

10022

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

14 1 1
17.５
歳

2.女
児

集団の騒が
しい中が苦
手であっ
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

急性アル
コール中
毒

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

迅速な判
断をして
いく

乳幼児の
事故に関
する研修
を受ける

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

毎月施設の
点検を行う
中で改めて
児童にとっ
て危険なも
のなどが、
手の届くと
ころにない
か点検をす
る。

5.睡眠
(午睡)
中

子どもの
手の届く
ところに
消毒液が
あったた
め

子どもの
手の届く
ところに
消毒液を
置かな
い。保育
士の見守
る中で使
用する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに遊び
をし、食
事をして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

午睡後
で、職員
はおやつ
の準備を
しており
本児から
離れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同様にお
やつの準
備をして
いた。

他の職員
とも連携
して、児
童から目
を離さな
いよう注
意してい
く。

10023

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

27 5 4
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

布団敷き
の時に
は、布団
を出した
り、敷く
子ども達
の見守り
や援助が
必要であ
るので、
保育者の
配置場所
について
改善して
いけるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日行っ
ている。

幼児3クラ
スの内、１
クラスは自
室で午睡を
行ない、２
クラスは
ホールを使
用してい
る。全てが
自室となる
と狭さもあ
り、コロナ
禍で密集を
防ぐ為にも
ホールを使
用しなけれ
ばならな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長組に
なって始め
る当番活動
の回数は少
なく、子ど
も達に定着
するには、
時間がかか
ると思われ
る。その都
度丁寧に方
法を知らせ
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

布団敷き
をする事
は分かっ
ていた
が、気持
ちが高
まって、
目的の場
所まで走
り出し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
も達に布
団敷きの
援助をし
ていた
為、視界
の中には
いたが、
本児の行
動を細か
く把握で
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３名の保育
士は配慮が
必要な子ど
もへの対応
を他の保育
室や園庭で
行なってい
た。もう1
名は他の子
ども達の布
団敷きを援
助していた
為、側には
いたが本児
の行動は捉
えられてい
なかった。

子どもの
行動予測
を常に行
なってい
るが、不
十分で
あった。

今後は更
に危機管
理意識を
高め、子
どもの状
況を把握
し、保育
を行う。

10024

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

30 3 3
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

特になし

常に園児
の行動を
予測し、
安全な環
境を整え
ることの
大切さに
ついて、
意識をも
つ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

小学校の
陸上練習
用のライ
ンや、駐
車スペー
ス用のラ
インが
あった。

園児が戸
惑いそう
な場合
は、職員
を配置す
る､または
使用しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コーンを置
き、保育教
諭が試走し
走るコース
を見せてい
たが、初め
ての場によ
る緊張感や
トラック以
外のライン
があったこ
ともあり、
走るコース
が分かりに
くかった可
能性があ
る。

初めての場
所の場合、
全員で試走
し体で覚え
るようにす
る。大きい
コーンを多
めに立てた
り他職員の
協力を受け
たりして､
コースを分
かりやすく
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面
等、特に
変わった
様子はな
かった
が、小学
校の運動
場で走る
のは初め
てだっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
園児全体
の動きを
見てい
た。対象
児が、転
倒後立ち
上がり、
走って
ゴールし
たので､そ
の後、体
の様子を
確認す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体が見
える位置
で園児を
見てい
た。本児
のすぐ近
くに保育
教諭はい
なかっ
た。

特になし

職員3名の配置
は適切であった
と思われるが、
（スタート１
名、スタートの
子を並べる1
名、走り終わっ
た子を並べる1
名）予期せぬこ
とが起きること
を念頭に置き、
すぐに対応でき
る距離での配置
に努め、園児の
動きをしっかり
と見ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10025

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 2 8 2 5 2 2 5 5
15.３
歳

2.女
児

無し
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
15　)回/
年

2.基
準配
置

　無し

マニュア
ルに沿っ
て保育が
行われて
いた。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
使用時 )
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )回/
年

無し

ソフトブ
ロック
等、怪我
をしたか
もしれな
い可能性
のある遊
具等を確
認したが
問題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
案は、何
時・何処
で・何で
起きたの
か原因が
特定され
ておら
ず、その
こと自体
が大きな
問題点で
ある。

遊び方の
工夫・職
員の配置
など常に
考えなが
ら進める
中で、死
角や見落
としが無
いように
する。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

登園時に母親と
離れるのが寂し
いと泣いての登
園であり、いつ
もよりは時折り
悲しそうにする
ことはあったが
その後の保育
（散歩）では楽
しく過ごし、大
きく変わった様
子は見られては
いなかった。合
同で遊び出して
からは、お迎え
に来る保護者を
見て悲しそうに
する様子もあっ
たが、最初は窓
側のソフトブ
ロックで遊んで
おり、帰る直前
には積み木で遊
んでいるところ
へ移動し、座っ
て静かに見てい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内で分
散して遊
んでいた
為、自分
の近くで
遊んでい
る子は見
ていた
が、全体
を見るに
は至って
おらず、
本児の様
子に気が
付いてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

悲しそうに
する様子を
しているこ
とには気が
付いていた
が、普段か
ら見られる
様子であっ
た為、「も
うすぐお迎
えに来る
よ」など声
がけをする
程度の対応
で、身体異
常等の詳細
の確認をし
なかった。

発生したと
考えられる
時間帯は夕
方の合同保
育の時間
で、体制的
には十分な
人員配置
だったと思
われるが、
その場にい
た保育者
は、遊びの
危険性があ
る状況や発
生状況を把
握していな
かった。

十分な人員配置で
はあったが、お迎
えの保護者対応や
他児に気を取られ
たりのさなかで起
こったと思われる
ため、全体の状況
を把握した中で声
を掛け合ったりし
ながら、それぞれ
が適切な動き・対
応をするようにし
「見ていなかっ
た」「気が付かな
かった」というこ
とがないようにす
る。また日頃から
何かあった時に
は、どの保育士に
でも伝えられるよ
うな子どもとの関
係性作り、働きか
けをしていくよう
にする。

10026

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

2 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

複雑骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

新入園児対
応がある中
での、園庭
での保育活
動となる
が、３歳児
クラスの1
名の職員は
室内で作業
を行ってい
た。

4月、5月は
新入園児も
いる中で余
裕のある配
置をする。
事故防止の
取り組み等
の、事故予
防に関する
研修を1年
に1回必ず
受けるよう
にし、共有
を図る。ま
た、事故予
防マニュア
ルを見直
す。

1.定期的
に実施

実施頻度6
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度6
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
12回/年

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各クラスの
職員は園庭
に出て見守
りを行って
いたが、職
員同士が近
づきすぎて
園庭全体を
連携を図っ
て見ていな
かった。

園庭全体を
見るように
配置を見直
し、周知徹
底する。ま
た、園庭、
各教室に防
犯カメラの
設置を今年
度中に行
い、危険な
場所の確認
など配置の
改善につな
げる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

汽車の遊
具付近で
友達と一
緒に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員は
新入園児と
手をつな
ぎ、他の遊
具で遊びな
がら、他ク
ラスの片付
けの声掛け
にまわって
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分のク
ラスの園
児を動き
を見てい
た。

職員一人一
人が配置を
意識した行
動ができて
いなかっ
た。危険な
行動・行為
等に対する
声掛けが足
りていな
かった。

朝礼時、各
職員に配置
図を配布し
配置の確認
を徹底す
る。活動の
前には、子
ども達と危
険な遊び
方・危険な
場所などを
確認しあ
う。職員同
士危険を察
したときは
声を掛け合
う。

10027

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 11 16 17 5 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
通顆骨折
右手関節
捻挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

全員そ
ろっての
確認をす
る時間は
取れず、
紙ベース
での周知
が多く
なってい
る。

グループ
ごとにで
も話し合
いや確認
の場の設
定を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

鉄棒下の
地面が固
くなって
いた。

鉄棒下の
土を午後
に掘り起
こした
が、今後
は固くな
る前に定
期的に行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
挑戦して
楽しんで
いること
を安心し
て見守る
こと

怪我をする
ことを心配
ばかりして
させないと
いうことは
避けたい。
ただし子ど
もたちの身
のこなしが
安定や向上
するための
保育を行っ
ていくこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外に出
て好きな
遊びを始
めた。鉄
棒の上に
座ること
をこの頃
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児を含
む6名の子
と鉄棒の
周辺にい
て、近く
にいた子
どもに気
を取られ
た瞬間
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
に保育士
は散らば
り、周り
の子ども
たちの遊
びの様子
を見てい
た。

保育士は子
どもたち全
員を見てい
るが、トラ
ブルが起き
た時はそこ
に気がとら
れる。危険
でない行為
と思ってい
る遊びでも
事故は起き
ることもあ
る。

出来るだ
け固定遊
具での見
守りは十
分に注意
して見守
るように
する。

10028

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

16 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4
2.基
準配
置

当日は、担
任が保育要
録記入時間
の為、事前
に代替職員
が担当する
ことが分
かってい
た。経験は
担任よりも
あり、これ
までにも代
替担当はし
ていた。

事故予防マ
ニュアルに
沿って安全
保育に心掛
けている
が、子ども
の動きには
予測できな
い部分もあ
り、繰り返
しヒヤリ
ハット等を
全体で共有
し、そして
研修を実施
していく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
定期的に
実施

12

園庭点検は
朝（子ども
たちが活動
する前）と
夕方（活動
後）に実施
している。
園庭に危険
物はない
か、不具合
個所はない
かを点検し
ている。今
後も見落と
しがないよ
うにしてい
く。

7.その
他

転倒したと
ころが足洗
い場に近い
場所だっ
た。今回の
怪我が更に
ひどい怪我
をする可能
性もあった
ため、急が
ず上がるよ
う声がけも
していく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日の健
康状態は
普段と変
わりなく
良好で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

人数確認を
しながらク
ラスの子ど
もたちが靴
を脱ぐ場所
で見守って
いたとこ
ろ、本児が
手をつき転
倒した。受
け止めるこ
とは出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で全
体の様子
を見守っ
ていた。

園児一人
一人に行
動の機敏
さ等に違
いはある
為、個別
の状況等
も含み活
動を最後
まで見る
よう、今
後も目配
りをして
いく。

10029

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

22 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
５)回/年

1.基
準以
上配
置

マラソン時
にも転倒し
事故が起こ
ることが過
去あったた
め、その引
継ぎをし教
職員がその
意識をもっ
たうえで活
動をおこな
う必要があ
るが、その
意識が薄れ
ていた。

過去の事
故やヒヤ
リハット
をみんな
で共有し
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３)回/年

グラウンド
（ゴムチッ
プコース）
内に転倒の
原因となる
滑りやすい
状況や小石
などがあっ
た可能性が
ある

グラウン
ド（ゴム
チップ
コース）
内の小石
や砂等の
除去をお
こない、
安全な環
境整備を
おこなう

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マラソン
の活動と
しての園
児の人数
が適正で
あったか
どうか

マラソン
の時の子
供同士の
距離や混
雑加減に
も配慮し
ておこな
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はない

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
一緒にす
ぐ近くで
はないが
マラソン
の活動を
おこなっ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
つつ全員
の動きを
見ていた
ため、対
象児を注
視しては
いなかっ
た

全園児の
動きを把
握するよ
う目配り
する必要
がある
が、それ
ができて
いなかっ
た

常に全体
を把握で
きるよ
う、一部
に注視し
すぎない
配慮が必
要
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10030

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

24 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
５)回/年

1.基
準以
上配
置

けがが起
こりやす
い場所の
認識を共
有する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３)回/年

園庭は起伏
がある場所
もあった
り、木の根
が盛上がっ
ている場所
もありつま
づくことも
考えられる

つまづき
やすい場
所の把握
とその情
報を職員
で共有及
び園児に
も共有す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児が夢
中にな
り、注意
散漫にな
る可能性
が高まる

時々あそ
びの最中
に教職員
が園児に
注意喚起
等をおこ
なう

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はない

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児とあ
そんでお
り、対象
児の動き
を離れて
把握して
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と遊
んでお
り、対象
者を見て
いなかっ
た

特に怪我が
多く発生す
る場所では
ないところ
で遊んでい
たため、怪
我に繋がる
意識が少な
かった

いつでも
どこでも
怪我が起
こること
を教職員
が深く理
解する必
要がある

10031

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

167 22 21 23 27 39 35 29 22
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２ )回/年

2.基
準配
置

年中児が保
育者に断っ
てボルダリ
ングができ
るように
なったばか
りの時期で
あり、遊び
の経験が浅
いため、安
全に遊ぶス
キルが未修
得な時期に
発生した事
故である。
見届ける職
員の目が不
足していた
事例と考え
られる。

初めて体験
する遊びの
導入時は、
一層細やか
な安全指導
が必要であ
る。安全に
遊ぶための
約束事を各
クラスで再
指導した。
年中児が安
全に遊べる
スキルが育
つまで、●
月いっぱい
見届ける職
員を増員
し、安全を
見守る体制
を整える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具の設
置状況に
不具合は
なく、
ハード面
での要因
とは考え
ていな
い。

遊具ネジ
の緩みや
落下によ
るけが防
止の安全
マット等
の安全確
認を徹底
し、不具
合が生じ
た場合は
速やかに
改善を図
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

該当児童
は、ボルダ
リングに挑
戦しようと
いう意識が
強かった。
安全に遊ぶ
ことができ
る見守り体
制を整え
て、挑戦す
る気持ちを
大切にした
保育を進め
ていきた
い。

安全点検と
細やかな観
察に尽きる
が、起こり
得る危険を
察知し、
「自分の命
は自分で守
る」という
心を日頃か
ら耕やす指
導を推進す
ることで、
事故の未然
防止に取り
組んでい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

複数の友
だちとボ
ルダリン
グを楽し
んでお
り、普段
と変わら
ぬ様子で
あった。
６０ｃｍ
程度の高
さから飛
び降りよ
うとして
左肘頭を
痛打、骨
折に至っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室で遊
ぶ児童１５
名程度の動
きを見守る
ために複数
の職員で見
守っていた
が、ボルダ
リングをし
ている子ど
も達からは
５．６ｍの
距離があっ
たため、児
童の咄嗟の
動作に危険
を回避する
ことができ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

未満児の指
導にあたっ
ていた本園
看護師（保
育士）がす
ぐに駆け付
け、初期治
療にあたる
と同時に、
担任は医療
施設や保護
者との連
絡、他の職
員は、周囲
で遊んでい
る子ども達
の掌握に努
めた。

通常２〜
３名の見
守り職員
を配置し
ている
が、当日
も同じ状
況であっ
た。

ボルダリ
ングやす
べり台
は、落下
する危険
性のある
遊具であ
ることを
再認識
し、近く
に常時見
届け、注
意を促せ
る職員を
配置す
る。

10032

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

11 2 1
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
の若木骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

4
2.基
準配
置

個々の発
達状況の
把握

年齢の発
達や個々
の発達状
況を職員
全体で情
報共有す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

　毎日

環境とし
て安全な
状態と判
断したこ
と

「安全だ
ろう」と
思わず危
険がない
か随時確
認する習
慣をつけ
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

状況的に
安全な状
態と判断
したこと

「安全だ
ろう」と
思わず危
険がない
か随時確
認する習
慣をつけ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレに行
く子もい
て、部屋の
スペースが
広くなった
ため、大き
い動きをし
たくなった
のかもしれ
ない

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

環境、状
況的に危
険がない
と判断し
たため、
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

数人と一
緒にトイ
レに行く

本当に安
全な状態
だったの
か、丁寧
な観察は
されてい
たか

手の付き
方は安全
か細やか
な観察を
する。個
人の発達
を考慮し
援助する

10033

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

19 1 1
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘上腕
骨外顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

重大事故が
発生するリ
スクに対し
て要因分析
を行い、事
故防止策を
講じる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

遊戯室(●
●㎡）に
対し１９
名の園児
が活動す
るには適
している
と思う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

内野の園
児がボー
ルに向
かって走
り園児と
ぶつかっ
た。

全園児に
対する
ルールの
徹底指導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外野を一人
で守ってい
たところに
他児がボー
ルを追いか
けてきたた
め足が引っ
かかり転倒
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

中央で審
判をしな
がら子ど
も達の動
きを見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

５才児A組
16名を１
人保育、
５才児保
育室A B組
の消毒掃
除を1人
行ってい
た。

体育教室や
普段の活動
で遊びこん
でいるドッ
チボール
だったの
で、楽しさ
も加わり勢
いが増し
た。

危険に繫
がる行為
であるこ
とを指導
し、安全
に楽しむ
ことを伝
える。

10034

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

46 25 21 25 18
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨遠骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3

1.基
準以
上配
置

4，5歳児の
担任は、4
名の配置
だった。5
歳児の園児
2名が保育
室に戻った
為、ホール
では3名の
保育士で見
ていた。園
児は、5歳
児21名、4
歳児25名で
あった。

職員人数
に問題点
はない
が、今
後、体育
教室指導
員より、
再度跳び
箱指導で
の怪我の
傾向や防
止のポイ
ントを教
えてもら
い、職員
で共有す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

跳び箱4段を
ホールの中央に
横向きに設置し
た。縦横30㎝×
60㎝、高さは53
㎝である。着地
面のマットは縦
向きで、縦横
180㎝×90㎝、
厚さ5㎝であ
る。器具に破損
などはない。助
走は、3ｍ程で
後ろに並んで順
に行っていた。
体育教室と同じ
設置の仕方をし
てた。ホールの
広さは十分で、
園児が飛ぶ場所
と見る場所の区
別もしていた。
跳び箱には、園
児が飛べるよう
に手を着く位置
に、印を付けて
いる。

今後の改善点
は、マットの幅
を広く設置する
ことである。跳
び箱を横向きに
設置した時、敷
いてあるマット
の幅は、跳び箱
に対して左右15
㎝ずつ広い大き
さである。園児
の転倒場面を想
定すると、マッ
トはより広い方
が安全対策にな
る。その為、
マットの敷き方
を工夫し、枚数
を1枚から2枚に
増やし改善す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児はこの
会に楽しん
で参加して
いた。「や
りたい」と
いう声も聞
かれ、意欲
的だった。
しかし、跳
び箱では年
長年中みん
なの前で披
露というこ
ともあり、
普段よりも
緊張感も
あったので
はないだろ
うか。

園児に対して、
保育者たちは
「出来るよ」と
いう思いでみて
いた。保育者は
飛べるように、
危険のないよう
に近すぎず離れ
すぎない位置で
みていた。結果
として、着地時
に保育士と反対
の方向に転倒
し、手を差し伸
べることが出来
なかったが、保
育環境としては
体を温め、手順
を踏んで行って
いた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

初めての
経験では
なく、こ
れまでス
イスイで
はないが
飛べてい
た。本児
も、みん
なと一緒
に楽しく
活動に参
加してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

飛ぶときの
手の付き方
と着地を見
るために、
マットの横
側にひとり
（5歳児担
当）と勢い
よく飛んで
くる子の為
に正面（4
歳児担当保
育教諭）に
一人ずつ
（計2人の
保育教諭）
が見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

その他の保
育教諭(4歳
児担当）
は、飛び終
えた園児と
離れた場所
で様子をみ
ていた。も
う一人の保
育教諭(5歳
児担当）
は、保育室
に残りたい
という園児
2名に付き
合って、保
育室戻って
いた。

交流会と
いう普段
とは違う
環境での
体験。

本児は、たくさん
の友達の前のプレ
シャーもあったか
もしれない。近く
には担任二人も見
守っていたが、跳
び箱の横には、5
歳児担当が付いて
いた。担任は園児
のレベルを把握し
ていることから、
横には担任が付い
ていればよかっ
た。今後は、補助
を行う者はクラス
の担任が担当し、
補助の仕方を体育
教室の講師より学
び援助を行う。

10035

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

12 2 2
14.２
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足内側
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

　
2.基
準配
置

保育室から
ベランダ、
園庭へと出
る際、遊び
始めるまで
の介助には
最新の注意
を払い、担
当職員同士
声を掛け合
い確認し見
守る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭の隅
に置いて
ある三輪
車の場所
を検討し
園児の出
入りする
近くには
置かな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

靴を履い
た子が順
に園庭で
遊び始め
るのでは
なく、全
員の子ど
もが靴を
履き終わ
るまで所
定の場所
で待つ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

靴を履き
終え、早
く遊びた
くて駆け
出したの
ではない
かと思わ
れる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

グループご
とに靴を履
く介助をし
ていた。履
いた園児よ
り、順に園
庭へ誘導し
ていた為、
対象児が転
倒した瞬間
を見逃し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先に園庭
に出た、
園児を見
守ってい
たため。

靴が履けた
子どもから
順に園庭に
出ていた
が、グルー
プ全員が履
き終わるま
で、ベラン
ダで待つよ
うにする。

214 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他
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【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10036

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

3 2 2
8.７か
月

2.女
児

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員は下や
周りを確認
せず座って
いた。乗っ
てしまった
後、手の確
認をせずそ
のままにし
てしまっ
た。本児の
布団の配置
場所が職員
の動線に近
かった

座る前に指
差し確認す
る。必ず確
認をし情報
を職員全体
に周知す
る。職員の
通りが多い
場所の為、
部屋の中心
に配置する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

室内の配置
(布団、
テーブル)
の位置が適
切ではな
かった。布
団が隅、
テーブル等
が部屋の中
心に配置さ
れていた。

コロナ感
染に配慮
しつつ部
屋の中心
に布団を
配置する

5.睡眠
(午睡)
中

布団の敷
く位置を
ドア付近
を避ける
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仰向けに
なり寝て
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の寝
かしつけ
や職員間
の会話に
気が行っ
てしまい
真下の本
児には気
を気張っ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の部屋
で作業を
してい
た。

職員の座
り方がよ
くなかっ
た。

正座で座
れば先に
膝をつい
ていたの
で本児の
手の上に
乗ること
はなかっ
た。

10037

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 6 11 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

下唇裂傷
（擦過
傷）、前
歯部歯根
破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

普段から
落ち着か
ない場面
で、落ち
着けるよ
うな言葉
かけをす
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１回)
回/年

これから
も引き続
き点検を
実施し、
不具合が
見つかれ
ば改善す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ラバーリ
ングも適
度に離し
て設定し
てあり、
環境的に
は改善す
る事はな
いため

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

発散でき
る活動で
あった
為、気持
ちが高揚
して普段
以上に
ジャンプ
したり動
き回って
しまった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2名は月齢
が小さい1
歳児や介助
が必要な子
の傍にい
た。1名は
CDを操作し
ていたので
本児の近く
には傍につ
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児より
けがをし
そうなリ
スクの高
い児童の
傍らに付
いていた
ため。

日々の子ど
も達の様子
を把握する
とともに、
状況によっ
て近くにい
た方が良い
と思われる
園児の傍に
いるように
する

10038

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 0 0 4 10 6 17 3 3
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

マニュア
ルに沿っ
た研修を
定期的に
実施し、
職員も基
準を満た
している
ためソフ
ト面に関
する新た
な改善策
は講じな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

三輪車
が、転倒
の衝撃で
グリップ
に緩みが
生じ、緩
んだ状態
のグリッ
プを持っ
たまま
だったこ
とが考え
られる。

グリップ
緩みの三
輪車は廃
棄。ほか
の三輪車
も、事故
防止のた
めグリッ
プを固定
した。廃
棄分の三
輪車は、
新規購入
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童数、
保育士
数、ス
ペースと
もに確保
されてい
たが、ス
ピードを
出して三
輪車を漕
いだこと
から生じ
たと思わ
れる。

三輪車で
遊ぶ際の
ルールを
見直し、
職員・児
童に周知
する。年
齢に応じ
て、ス
ピードを
出してよ
いコース
を作る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に日ご
ろと変
わった様
子はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

南西側の
鉄棒付近
から、三
輪車を漕
いでいる
様子を目
視してい
たが、転
倒を防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
で全体を
見渡しな
がら、担
当児童を
見てい
た。

児童の事故
状況を担任
がしっかり
と見てお
り、すぐに
駆け付けた
ため人的面
において適
切な状態で
あり、今回
の事故発生
状況におけ
る改善策検
討の必要性
はないと考
える。

10039

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

20 2 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

　脾臓破
裂

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1～2 )回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし

今回の事故
は、子ども
同士がぶつ
かり、その
勢いでブラ
ンコの前の
ステンレス
製の柵にぶ
つかったも
ので、園児
のお互いの
衝突防止の
注意喚起、
間隔をとる
などの声掛
けが必要で
あるが、真
剣に走る園
児に届かな
いことが多
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

事故の原因
となったブ
ランコの前
のステンレ
ス製の柵に
ついて、こ
れまで２０
年間全くこ
のような事
故はなかっ
たが、何か
安全対策が
講じること
ができない
か検討中

ブランコの
前のステン
レス製の柵
について、
ブランコに
よる接触を
防止するも
のであるた
め撤去はで
きない。そ
のため、耐
久性があ
り、かつ柔
らかな素材
の柵につい
て検討中

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当保育
士は、園
児全体が
見渡せる
よう園庭
をゆっく
り動き
回ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当クラスの
もう一人の
担当は、統
合児を中心
にみてお
り、同年齢
児のもう一
つのクラス
は、まだ園
庭に降りて
おらず、そ
のクラスの
担当はその
誘導にあ
たってい
た。

特になし 特になし

10040

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 0 1 2 0 4 2 0 2 2
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨骨
幹部骨折
右尺骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

今回の事例
は、事故当
日の午後職
員会で報告
した後、今
後の改善点
をみんなで
話し合っ
た。また、
毎月の職員
会（ヒヤリ
ハット報
告）時に、
もう一度確
認し合っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊戯室で遊
ぶ時は、何
種類もの遊
びを同時に
行わないよ
うにする。
遊戯室で発
砲樹脂の大
型ブロック
で遊ぶ時
は、3段以上
積み重ねた
り、その上
にあがった
りしないよ
う子どもた
ちと約束を
してから遊
ぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢クラ
スであるの
で、遊びに
よって、
1.2歳児と
4.5歳児を
分けた保育
を行ってき
たが、4.5
歳児でしか
できない遊
び等には、
1.2歳児は
参加させな
いなどの遊
びの配慮を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.5歳児の
遊ぶ様子
を見なが
ら、遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士1名
は、絵本借
りの子ども
の対応を
し、離れた
ところから
全体を見て
いた。もう
1名の保育
士は、紙飛
行機を飛ば
す子がいた
為、遊戯室
中央で見て
いた。。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

所長は事
務室にて
業務を行
い、フ
リー保育
士は所庭
にて草取
りをして
いた。

異年齢全
員での保
育の場合
は、未満
児の方に
保育士一
人が必ず
傍に付く
よう配慮
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10041

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 12 9 2 1
17.５
歳

1.男
児

●年●月●日
保育中に熱性
けいれんのた
め救急搬送。
●年●月●日
午睡中14：25
分手のかすか
な震えの後、
左足の震え2
～3分続く。
その後落ち着
いたため、保
育を継続。

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

1.意識不
明

てんかん
の疑い

8.その
他

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

熱性けい
れんの既
往歴があ
るため、
午睡前に
毎日体温
を測って
気を付け
ていた。

令和4年度
事故防止
マニュア
ル作成

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

特になし 特になし
5.睡眠
(午睡)
中

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

静かに寝
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児を寝
かしつけ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

周りの子
どもをみ
ていた

特になし 特になし

10042

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

19 3 3
17.５
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

不全骨折
8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

なし

必ず、トイ
レでは前の
人が出てか
ら次の人が
入るよう園
児にしっか
り指導し、
職員に周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

なし

待つこと
ができる
場所を
しっかり
確保し、
園児に
しっかり
周知す
る。

7.その
他

なし

必ず、トイ
レでは前の
人が出てか
ら次の人が
入るよう園
児にしっか
り指導し、
職員に周知
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりに個
室に入ろ
うとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ていたの
で対象児
は見えて
いなかっ
た。

次に待っ
ていた子
が悪気な
く扉を閉
めてし
まったた
め。

他の子が
扉を閉め
ることが
ないよう
指導し
た。

10043

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 0 0 0 7 11 7 0 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘脱臼
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
11　)回/
年

2.基
準配
置

保育士の配
置場所の見
直し。遊
具、器具は
ケガの恐れ
がある場所
に関しては
保育士が一
人付き、見
守りを行う

遊具・器
具に保育
士が付
き、子ど
もの安全
を見守っ
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

その遊
具・器具
が子ども
に合った
大きさで
はなかっ
た可能性
がある

その遊
具・器具
が子ども
の年齢に
合った大
きさかど
うかを見
直しする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者の
人数に対
して、出
している
遊具・器
具が多
かった

保育者の
人数に見
合った遊
具・器具
を出す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒をす
ることが
好きなた
め練習を
行ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

朝の受け
入れや子
どもへの
声かけを
行いなが
ら、室内
遊びの見
守りを
行ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守りつ
つ、登園
する子ど
もの受け
入れをし
ていた。

遊戯室で
職員の立
ち位置の
連携がと
れていな
かったた
めを転落
を防げな
かった

配置場所
を確認し
合い、常
にどの位
置からも
子どもの
姿を確認
できるよ
うにする

10044

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 10 5 10 1 1
16.４
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

外の自由
遊びで
は、基準
配置だけ
では全体
が見られ
なかった

外の遊具
を使うと
きは基準
配置以上
(2名以
上）の配
置で対応
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

鉄棒の高
さは一番
低く高さ
70ｃｍ、
地面は人
工芝で柔
らかい

鉄棒の高
さは一番
低く（本
児の身長
より低
い）、地
面は人工
芝で柔ら
かいため
特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午前の活動
（園外へお
散歩）で疲
れが見られ
る子どもが
いたので、
休息の時間
が必要だっ
た

午前の活動
で疲れが見
られる場合
は、休息の
時間を設け
たり、保育
室内の活動
へ変更した
りする必要
がある

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と鉄
棒で足掛
け足抜き
をして楽
しんでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遠くから
園庭全体
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
片付けを
していた
り、子ど
もの対応
をしてい
た

20ｍくらい
離れたとこ
ろから全体
を見守って
いたため、
遊具を使用
するときは
保育者が近
くでみまも
るようにす
る

必ず遊具
の近くに
保育者が
立ち、立
てない時
は遊具の
使用を限
定する

10045

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

20 2 1
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

職員2名で
対応して
いたが、
まだ食事
をしてい
る子ども
もいた
為、遊ん
でいる場
所から離
れて見
守ってい
た。

遊びの様
子を見て1
名は遊び
の場に関
わるな
ど、保育
士の位置
等、保育
士同士で
確認して
安全な対
応が出来
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

食後、同
じ部屋で
午睡する
為、準備
の際、子
どもの過
ごす場所
が限られ
ている。

施設とし
ては問題
はない
が、遊び
の様子に
合わせて
安全な遊
び場の確
保をして
いく。

6.食事
(おや
つ)中

活動の切
り替え時
で遊び場
が限られ
ていた。
同じ場所
での遊び
を好む子
が多かっ
たため、
密集度を
下げてい
く必要が
あった。

遊びの様
子を見
て、場所
を広げた
り他の遊
びに誘っ
たりして
分散して
遊ぶこと
ができる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食後、他
児と一緒
にままご
と遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

まだ食事
をしてい
る子ども
の対応を
しながら
対象児と
離れたと
ころで遊
びの様子
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
おり、対
象児とは
離れたと
ころにい
た。

本児は座っ
て遊んでい
たが、他児
が友だちと
遊ぶことで
気持ちが高
揚し、動き
がダイナ
ミックに
なってきた
ので職員が
他児に座っ
て遊ぶよう
に声を掛け
る必要が
あった。

常に遊び
の様子を
見守り、
安全に遊
ぶことが
できるよ
う保育士
同士が連
携を取
り、繰り
返し子ど
もに伝え
ていくよ
うにす
る。

10046

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 0 0 0 0 20 16 4 4
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

下顎挫創

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
５　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

屋外プール
とプールサ
イドの木の
間が広くな
いため、隠
れようとし
た子どもが
寄り添う状
況になり、
今回の怪我
に繋がった
と考えられ
る

プール傍
では遊ば
ないよう
に再度、
子ども達
に周知
し、職員
間でも確
認と子ど
もの把握
に努めて
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で他
児と一緒
に遊んで
おり、隠
れている
姿は把握
していた
が、傍に
はいな
かった

４・５歳児
が園庭全体
で遊んでお
り、４人の
職員がそれ
ぞれの遊び
や固定遊具
についてい
た。対象児
の動きは見
ていなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と遊
んでいる
中でいつ
も通りで
はあった
が、急い
で隠れよ
うとする
気持ちが
慌てさせ
てしまっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で他
児と一緒
に遊んで
おり、隠
れている
姿は把握
していた
が、傍に
はいな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４・５歳児
が園庭全体
で遊んでお
り、４人の
職員がそれ
ぞれの遊び
や固定遊具
についてい
た。対象児
の動きは見
ていなかっ
た。

一か所に
複数の子
どもが集
まること
が予想さ
れる時は
声をかけ
たり、様
子を見に
行ったり
する必要
があった

遊び方を含
め、子ども
達のいる場
所を把握す
るととも
に、一人一
人の子ども
の様子を常
に把握し、
保育士の連
携を図って
いく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10047

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

12 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨近
位端骨
折・右尺
骨近位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１～２　)
回/年

2.基
準配
置

鉄棒等、
使い方の
ルールを
決め、職
員間で話
し合いを
行ってい
たが、想
定の甘さ
や、理解
の不足が
あった。

ヒヤリハッ
トの報告、
検証を強化
して実施。
事故を未然
に防ぐこと
ができるよ
うに、園内
のルールの
見直しを定
期的に半年
に1回以上
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

遊具の点検
を行う際
に、鉄棒下
のマットが
ないことに
も気づいて
いたが、改
善につなげ
ることがで
きていな
かった。

鉄棒下の
マットを
設置。固
定遊具の
点検事項
の強化。
遊具の安
全点検の
際に実
施。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が１
名だった
ため、園
庭全ての
エリアで
遊べる状
況で、見
えにくい
部分が
あった。

職員数に
応じて遊
ぶエリア
を区切
り、見守
りを十分
に行うこ
とができ
るように
する。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

その日の
朝、他児
との関わ
りの中で
困り感や
イライラ
している
様子が
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は全体
を見なが
ら、主に総
合遊具の見
守りを行っ
ていたが、
見守りを行
わなければ
いけない範
囲が広く、
落下した際
は見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園長は整
備のため
園庭にい
たが、見
ていな
かった。

担任の見
守り位置
から鉄棒
は見える
が、その
間に総合
遊具の
ネットな
どがあり
見にく
かった。

職員が一人
体制の時
は、総合遊
具の使用は
不可にす
る。子ども
の心理的な
状況に合わ
せ、必要な
際は複数で
保育を行
う。

10048

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

20 2 2
15.３
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕橈骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

事故評価検討
会より、ボル
ダリング遊具
は3歳児クラ
スでは保育士
をもう1人以
上配置し、保
育士が一緒に
遊べる時に使
用することに
した。子供の
発育・発達よ
り、おおむね
4歳以上から
遊びに取り入
れることを指
導した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

保育士が
見ていた
が、高さ
があった
ために、
直ぐに支
えること
が困難
だった。

ボルダリ
ング遊具
の登り、
降り地面
にゴム
マットを
敷いた。

7.その
他

高さがあ
り、囲い
がない遊
具に保育
士の手が
届かな
かった。

保育の状
況によ
り、遊ぶ
遊具の範
囲や環境
を設定す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

けがをし
た男児を
見ていた
が、他の
子も見て
いて、男
児にすぐ
に手が届
く高さで
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じのク
ラスの保
育士が駆
け寄って
きた。つ
いていた
保育士
が、看護
師まで男
児を抱っ
こして運
んだ。

高さのある
遊具には、
保育士が一
緒に登った
り、降りた
りして、遊
び方を知ら
せてから遊
ぶようにし
た。職員が
一緒に遊べ
る状況時に
活動するよ
うにした。

10049

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 4 3 6 4 4
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母趾基
節骨　骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

昨年度、事
故マニュア
ルの改訂
し、看護師
から通院判
断の講習も
していたた
め触診をし
たが、患部
がわからな
かった。本
人が大丈夫
と言い、父
が待ってい
たため冷や
す等、様子
をみること
ができな
かった。

手・足の末
端まで注意
深く観察・
触診するよ
う、マニュ
アルに追加
する。しゃ
がめるか、
ジャンプで
きるか、
まっすぐ歩
けるか等、
足を痛めた
ときの
チェックす
るものをマ
ニュアルに
追加する。

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年

実際に遊
んでいた
場所から
片付ける
場所の距
離が小走
りできる
ほどあっ
た。
（3m）

遊ぶ場
所・片付
ける場所
等、コー
ナー配置
を見直
し、点検
をしっか
りと継続
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

進級したば
かりの時期
だったた
め、痛みや
気持ちを言
い出せな
かった可能
性があった
かもしれな
い。また、
落ち着いて
遊べるよう
設定してい
た衝立が隣
のスペース
にいた職員
からの視界
をさえぎっ
ていたた
め、事前に
走らないよ
う声がかけ
られなかっ
たかもしれ
ない。

自分の気
持ちや、
身体の状
態を表現
できるよ
う、クラ
スのミー
ティング
等で発言
する機会
を増や
す。衝立
は撤去す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

父が迎えに来た
際、大好きなブ
ロックで友だち
遊んでいる。作
り終えるまで父
には待ってもら
い作り上げる。
ブロック板を両
手に持ち3mくら
い離れている場
所に小走りで片
付けに行く途中
で、膝をつく状
態で転ぶ。傍に
いた職員2名が
近寄り、ズボン
を捲って膝や足
首を確認するが
大きく腫れや、
赤みもなし。痛
いところはな
い？という質問
に対象児も大丈
夫と言ったため
大きな怪我とは
判断しなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.5mくら
いの距離
で全体を
見守る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員①
引き渡し
担当：父
のお迎え
時、今日
の様子を
父へ引き
続ぎ、次
に来たお
迎えの保
護者対応
職員④　4
ｍほど離
れた場所
で他の子
と遊ぶ

父に口頭で
本日の様子
を伝達後の
怪我だった
ため、転ん
だ様子は把
握していた
ものの怪我
の報告がで
きないま
ま、帰宅し
てしまっ
た。ただ、
父も転んだ
様子を見て
いたため
か、本人が
帰りに靴を
履くときに
足が痛いと
言ったため
抱っこで駐
車場まで
行ったとの
こと。

近くにいた
職員は、転
んだ対応を
し、大きな
怪我ではな
いと判断し
たが保護者
引き渡し後
だったた
め、引き渡
し担当の職
員が知らな
いままと
なってし
まったた
め、職員間
の連携を密
にとるよ
う、職員周
知を行う

10050

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

15 1 1
17.５
歳

2.女
児

特記事項な
し

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

園児を把
握できる
状況にし
ておくべ
きだっ
た。

いつもと違
う活動の時
は、常時担
任２人が
しっかり園
児を把握で
きる状況に
しておく。
マニュアル
内容を共
有・徹底
し、適宜
個々の園児
の情報共有
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

2.不定期
に実施

実施頻度(
使用時　)

今回に関
しては
ハード面
の不備は
考えられ
ない。

安全点検
を継続し
て、実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

順番を並
んで待っ
ている状
況で、死
角が生じ
た。

死角を作
らず、保
育者が常
に見守れ
るような
体制を作
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の検
診補助や
誘導をし
ており、
対象児と
周囲の状
況を十分
把握でき
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同上。

日常より
気になる
行動を取
りがちな
園児に対
して、行
動把握と
配慮が欠
けてい
た。

気になる
園児の動
きを把握
できる体
制にす
る。

10051

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

19 9 10 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手前腕
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルの作成
職員への
周知、徹
底

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

チェック
項目によ
る安全点
検と共に
遊具の使
い方、安
全な遊び
方の徹底

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い場所
でも、走
る方向を
子ども達
にしっか
り伝え、
交わらな
いよう間
隔もとる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
子と共に
広場の端
から端へ
と向かっ
て走って
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達が
走っている
前（先頭に
立って）を
走っていた
為、気付い
た時には転
倒していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広場等各学
年で遊んで
いた。２学
年一緒に行
動していた
が、走る時
は学年毎に
走った為担
任のみがつ
いていた

子ども達
同士の間
隔をとっ
て走るよ
うにする
べきで
あった

子どもの
特性を踏
まえた指
示、援
助、子ど
もに背を
向けず必
ず視野に
入る場所
にいる
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10052

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

10 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折
（膝下か
ら足首
上）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

子どもの
姿に関す
る共通理
解が不十
分だっ
た。

トラブル
になった
際の行動
が気にな
る子ども
について
研修を行
い、共通
理解を図
る。

1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

12
床面が滑
りやす
かった。

転倒事故
を減らす
ために床
面にマッ
トを敷
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

食事、ト
イレ、遊
びの部屋
３つ、手
洗い場な
ど多くの
場所で活
動してい
た。

子どもの
姿を見な
がら、現
在３部屋
の遊びの
部屋を減
らす。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

トラブルと
なった際、
保育士と話
をし、一度
保育室を出
て行った
が、しばら
くして保育
室に戻り、
相手を蹴ろ
うとした。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

廊下と保育
室にいる子
どもを見て
いた。対象
児が保育室
に戻り、ト
ラブルの相
手を蹴ろう
としたこと
に気付き足
が当たらな
いように間
に入った
が、転倒し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

食事、午
睡、トイ
レ、手洗
い場、遊
びの部屋
などそれ
ぞれの場
所で子ど
もを見て
いた。

複数の場
所の見守
りを行う
必要が
あった。

遊びの部
屋を減ら
すことで
廊下の見
守りを行
う職員を
配置す
る。

10053

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

11 4 7 3 3
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル作成、
職員配置
等に不備
ないため
改善策は
なし。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

特になし

遊具によ
る怪我で
はないた
め改善策
はなし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

基準に
合った保
育士の人
数配置で
あった
が、分散
した遊具
で子ども
たちを遊
ばせてい
たため、
保育者の
見守りが
行き届い
ていな
かった。

保育士の
人数に
よって、
遊具遊び
に制限を
持たせて
いく。遊
具を使っ
ての遊び
ではな
く、自然
に触れた
り、集団
遊びをす
るなど、
遊びの展
開に工夫
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はシーソー
を気に入り、日
頃からこの公園
ではシーソーを
使って遊びを楽
しんでいる。当
日も自ら選び、
上下に動く動作
を楽しんでい
た。シーソーが
設置されている
付近に金木犀の
樹が植えられれ
ており、この日
は花を咲かせて
いた。普段は
シーソーの手す
りから手を放す
ことなく遊べて
いたが、この日
は遊んでいる最
中に金木犀の花
が視界に入り、
そこに触れよう
として手を離し
たと考えられ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

これまでは、座
ることも不安定
で、持ち手を放
してしまうとい
う予測もあった
ため、必ず保育
士が付き、1対1
で遊ぶ方法を
取っていたが、
ここ１～２か月
は子どもたちの
成長に伴い安定
して座れるこ
と、持ち手を
しっかり握れて
いること等、本
児が自分で乗り
たいという意思
の表れもあり、
本児を一人で乗
せた状態で向か
い側に他児を座
らせた。この園
児は月齢が低
く、安定してい
ない子どもで
あったため、担
当保育者はその
子どもについて
シーソーのバラ
ンスや上下の動
作の速度に注意
しながら、本児
の様子を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

この日はシー
ソーのほか、滑
り台と砂場に分
かれ、各所に保
育士が一人づつ
ついて園児のよ
うすを見守って
いた。公園内の
中心にある広場
には中学生ぐら
いの子どもが数
人でボール遊び
をしており、時
折その場所に近
づく子どももい
たため、砂場付
近にいた保育士
はその子どもに
も目を向かせ、
こえをかけた
り、迎えに行っ
たりしていた。

引率した3
名の保育
士が3か所
に分かれ
た体制を
取ったた
め遊具に
一人の保
育士しか
ついてい
ない状況
だった。

落下する
危険性の
ある遊具
には2人以
上の保育
士がつい
て見守る

10054

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

6 1 2 2 1 2 2
16.４
歳

2.女
児

なし

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

保護者へ
引き渡し
を行った
時点で保
護者の責
任となる
が、家庭
環境に配
慮すべき
であっ
た。

帰りの会終
了後、園庭
ではなく室
内で遊ぶよ
うにする。
また、園児
に園内での
危ない箇所
を伝えると
ともに、遊
ぶときの
ルールの確
認と約束を
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１回)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

　-

引き続
き、点検
を実施す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

迎えに来
た母親の
子育て相
談の対応
中の事故
であっ
た。

当分の間、
室内で遊ぶ
ようにし、
職員の見守
りが可能な
場合は、園
庭での自由
時間を設け
る。保護者
へ降園時に
園児が怪我
等しないよ
う、注意喚
起する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり、特
に変わっ
た様子は
なし。
（好奇心
旺盛な子
ども）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者へ
引き渡し
を行った
時点で、
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の業務
中（他の
園児の保
育・清掃
業務な
ど）のた
め、見て
いなかっ
た。

園児の家庭
環境に配慮
し、相談
（話）が終
わるまで
は、園児に
室内で待つ
ように指示
すべきで
あった。

環境面と
同様。

10055

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 13 5 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故の状
況につい
て全職員
に周知
し、行動
の再確認
をする。
子どもた
ちにも、
保育室の
移動や当
番活動の
際の行動
につい
て、意識
啓発を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし 特になし

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

特になし

保育士
は、保育
室全体が
見渡せる
所に立
つ。また
は、クラ
ス全体に
常に気を
配り様子
を把握す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年少児のお
手伝いをす
ることが大
好きである
ため、年少
児の部屋に
行くことに
期待し行動
した。転倒
後も、痛が
る様子もな
く、転倒し
たことをど
の保育士に
も伝えるこ
とがなかっ
た。降園時
も、同じ時
間帯に帰る
児と一緒に
楽しそうに
降園した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は休憩
中であり職
員室にい
た。代わり
の保育士が
年少児の部
屋に行くよ
うに声を掛
けたが、お
やつ準備の
時間であ
り、その対
応をしてい
たため一緒
についてい
くことがで
きなかっ
た。加配保
育士は対象
児に付き、
片付けをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年少の保
育室には
担任とフ
リー保育
士がいた
が、子ど
もたちの
排泄とお
やつ準備
のため、
年長児の
動きを把
握してい
なかっ
た。

特になし

年長児が手伝いに
行く時間帯を年少
の保育士とともに
再確認を行う。子
どもたちには、並
んで歩くときに
は、前を向いて気
を付けて歩くよう
注意喚起するとと
もに、年少の保育
室に入る時には
「お当番に来まし
た」と声を掛け入
室することを伝え
習慣付けていく。
また、転んだり怪
我をした時、困っ
たことがあった時
など、保育士に伝
えるよう繰り返し
知らせていく。保
育士は、日頃から
何でも言える関係
作りに心がける。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10056

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

41 20 21 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
3 )回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルの読み
合わせ
等、再度
職員で共
有してい
く。

3.未実施
実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

危険個所
について
の見守り
の欠如

公園先の
遊具の使
い方や危
険個所に
ついて職
員間で共
有し、共
通認識を
持てるよ
うにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

普段から
通っている
公園では
あったが、
遠足時の出
来事だった
ため、行事
前の事前の
職員同士の
打ち合わせ
等を徹底し
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊具付近
にて全身
を使って
あそんで
いた。体
を動かす
ことが好
きで、挑
戦心もあ
ることか
ら手を伸
ばした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

該当児の動
きも把握し
ながら周り
を見守る。
普段からあ
そんでいる
公園である
ことから、
声を掛けた
り、傍につ
いたりすこ
とが遅く
なってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児とあ
そんだ
り、全体
を見守っ
たりして
いた。

職員の立
ち位置

大きなケ
ガに繋
がってし
まう可能
性のある
遊びを予
想し、立
ち位置や
援助を考
える。

10057

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

12 2 2
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨端性離
開

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

保育教諭
の見守り
を強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友だちの
足に絡ま
り、転
倒。立ち
上がる際
に足を外
側に捻っ
てしま
う。

立ち上が
る際は
ゆっくり
と立ち上
がるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転がった
ボールに
夢中にな
り、友だ
ちに気付
いていな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ボールを取
りに行く時
に、友だち
に注意する
ように声を
かけをし
た。対象児
から離れて
いたため、
対応できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドッジ
ボールを
している
他児の見
守りをし
ていた
為、対応
できな
かった。

足が絡
まった他
児も、対
象児を見
ることが
できてい
なかっ
た。

ボールを取
りに行く
際、ボール
だけでなく
周りもしっ
かり見るよ
うに声掛け
をしてい
く。

10058

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

8 3 3
13.１
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
牙脱臼
下唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員の配
置面で、
本児を見
守れる位
置にはい
たが手の
とどく位
置にいな
かった。

子どもの
転倒等に
対応でき
るよう
に、傍に
いられる
職員を配
置する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

本棚の縁
に緩衝材
の設置が
なかっ
た。

少しでも
危険と思
える場所
には緩衝
材を設置
して対応
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特になし
（寝具は
片付き、
床の濡れ
もなかっ
たため）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好きな玩
具や絵本
を探し室
内を歩い
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

着替えが済
んでクッ
ションで寛
ぎながら絵
本を読んだ
り玩具で遊
んだりして
いる子ども
を見守りな
がら、午睡
から目覚め
た子どもの
着替え等を
行ってい
た。(保育
士B,D)

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

着替えが済
んでクッ
ションで寛
ぎながら絵
本を読んだ
り玩具で遊
んだりして
いる子ども
を見守りな
がら、室内
掃除をして
いた。(保
育士A)

好きな玩
具で遊ん
だり絵本
を見たり
し、落ち
着いた雰
囲気だっ
た為本児
に一対一
の関りは
していな
かった。

本児の歩
行が不安
定だった
為、本児
の特徴を
理解し、
手を添え
たり援助
したりし
ていく。

10059

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 13 17 4 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足甲剥
離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

ブロック単
体では軽い
が、大きく
組み合わせ
たことに
よって重く
なってし
まった。

子どものそ
ばについて
安全面を見
守っている
が、ブロッ
クを組み合
わせた際に
は大きさに
注意して見
守っていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

特になし

ブロックに
問題はな
かったが、
組み合わせ
る大きさ、
遊ぶ場所な
どの確認を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続
き、活動
の見守り
に注意す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

机の上で
ブロック
を組み立
てていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児を含
め全体の
子どもの
動きを見
守ったり
一緒に遊
んだりし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

至近距離
では見て
いなかっ
たが、本
児の動き
は把握し
ていた

特になし

至近距離
で遊びを
把握して
いたが、
遊びの様
子によっ
て更に見
守ってい
く

10060

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

28 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし
危機管理
マニュア
ル見直し

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

使用前 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
順番を
守ってあ
そんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

安全点検を
使用前に行
い、サー
キットあそ
びの出発地
点なので至
近距離にい
た。転倒し
てすぐ対応
する。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

あそびを中
断し、至近
距離にいた
保育士が本
児の様子を
みて別の場
所に誘導す
る。

特になし

職員間で
連携をと
りなが
ら、子ど
もの特性
に配慮し
た見守り
を行う。

10061

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

9 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕前腕
部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

様々な状
況を想定
し、適切
に対応で
きるよう
にその場
に合わせ
た対応を
考えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

ほぼ毎日

園庭が広
いため、
戸外遊び
で使用す
る範囲を
活動に
よって考
慮してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員間で
危険個所
や危険回
避対策の
共通理解
を図ると
ともに、
園児に対
しては安
全に遊ぶ
方法を知
らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ中
に、園庭中
央付近に立
ち止まって
落ち着いて
鬼の位置を
確認してい
たところ、
勢いよく
走ってきた
男児が衝突
し、転倒す
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭を全体
的に見守る
位置にいた
ため、園庭
中央で対象
児と男児の
衝突を防げ
なかった。
（対象児が
転倒する際
に抱きとめ
られる位置
ではなかっ
た。）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4歳児の見
守り、対
応をして
いた。

衝動性の
強い男児
が鬼ごっ
この楽し
さで興奮
状態にあ
り、前方
不注意で
走ってい
た。

安全に活動
できるよう
見守りをす
るととも
に、興奮状
態にある児
童がいる場
合には落ち
着けるよう
な関わりを
していく。
また、職員
が危険な場
面を見逃さ
ないように
配置を工夫
していく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10062

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 10 5 9 10 11 6 5
16.４
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

特になし

引き続
き、適正
な職員配
置を行
い、事故
予防に関
する研修
を都度実
施する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ツリー
デッキに
は危険性
はないが
遊びの見
守り方に
ついて再
度職員に
周知し
た。

職員の配
置や子ど
もたちに
は遊具の
遊び方、
使い方を
再度伝え
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
遊びを
しっかり
見守るの
と同時に
職員の配
置を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

桜の花び
らに喜
び、拾い
集めるの
に夢中
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ツリー
デッキの
上に１人
職員配置
し見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊
具、他の
遊びの見
守りを
行ってい
た。

特になし

引き続き職
員は、各配
置で見守る
こと。園児
にも戸外遊
び前に、
しっかり遊
び方のお約
束を話して
いるので引
き続き園児
に伝えてい
くこと。

10063

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

11 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

骨折の疑
い（鼻）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

保育担当
者を申込
保育だか
らこそい
つも以上
に明確に
確認をす
る必要が
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

活動内容
による活
動スペー
スの適切
さを検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コロナ感
染症によ
り活動内
容が今ま
でと変
わってき
ている。

十分に体
を動かす
遊びを新
たに取り
入れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊び全体
の進行を
見てい
た。危な
い動きが
ないか、
遊び全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちの
遊びを見
守ってい
た。

保育担当
が園庭で
の遊びの
危険がな
いかしっ
かり責任
をもって
確認する
べきだっ
た。

10064

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

19 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

なし
2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

今回は雲梯
下に敷いて
あるマット
に躓いてい
る。マット
自体に問題
はなく、地
面とマット
に数cmの段
差が生じて
いたためと
思われる

事故後、
すぐに
マットの
周囲に土
を盛り平
にした。
今後の点
検項目に
「段差の
有無」を
追加

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具点検
は行って
いるが、
マットの
段差につ
いては
チェック
項目にな
かった

点検項目
に「段差
の有無」
を追加

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同学年の
１人と追
いかけっ
このよう
に走りは
じめて数
メートル
のところ
で受傷し
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭には
いたが本
児を見て
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
いたが本
児を見て
いなかっ
た

追いか
けっこを
している
児に対し
ては目が
行き届か
ない

職員の配
置を分散
しエリア
を決め全
体を見る
ようにす
る

10065

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

22 2 2
17.５
歳

1.男
児

１才４か月
頃、一晩にけ
いれん発作を
２回起こしてA
病院に入院し
たことがあ
る。●年●月
●日、保育園
の午睡中、け
いれん発作を
起こし、Ｂ病
院へ救急搬
送。その後の
検査でてんか
んの疑いがあ
るとのこと。
その後も何度
もけいれん発
作を起こして
いる。

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

1.意識不
明

てんかん
の疑い

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
4～5　)回
/年

1.基
準以
上配
置

保護者より
入眠時にけ
いれん発作
を起こすリ
スクが高い
と聞いてい
た。園でも
午睡時に何
度かけいれ
ん発作を起
こし、救急
搬送したこ
とがある。
午睡時に発
作を起こす
リスクが高
いため気を
付けてい
た。

てんかん
でA病院を
定期的に
受診して
いるの
で、受診
後は保護
者にどう
だったか
詳しく聞
き取り、
職員間で
情報を共
有、確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

特になし 特になし
5.睡眠
(午睡)
中

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

のどの渇
きを訴え
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

お茶を飲
ませて布
団に寝か
せた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
と一緒に
対象児を
みてい
た。

てんかん
の疑い

午睡時にけ
いれん発作
を何度も起
こすので、
保護者から
園では午睡
をさせない
ようにと相
談があっ
た。保護者
との話し合
いの中で、
午睡時のけ
いれん発作
のリスクを
下げるた
め、園では
午睡はせ
ず、静かに
休息をとる
するように
する。

10066

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

28 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

運動遊具
を使用し
た遊びを
行う中
で、安全
に行うた
めの注意
や指導方
法が不十
分であっ
た可能性
がある。

運動遊具を
使用した遊
びを安全に
行うにあ
たっては事
前に注意や
指導方法に
ついて会議
の中で確
認・共有し
実践する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊戯室は
保育室も
兼ねてい
るため、
机等を寄
せて広さ
を確保し
たが不十
分だっ
た。

舞台の上
に机を置
くなどし
て安全な
実施に必
要なス
ペースを
確保す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

休み明けの
月曜日で、
園児の健康
状態や体調
（前日の疲
れ等）がつ
かみにくい
状況であっ
た。また、
給食前で集
中力が続か
ない時間帯
でもあっ
た。

休み明けは
特に園児の
体調等の確
認を徹底
し、場合に
よっては技
術を要する
遊びの実施
を見合わせ
る。また、
給食前は集
中力が途切
れやすいた
め実施の際
は注意深く
園児を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児に
とって初
めて跳び
箱であり
最初は緊
張感を
持って挑
戦した
が、少し
慣れて緊
張感が薄
れてい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児の
隣につい
て補助を
している
状況では
あった
が、他の
子どもの
様子も気
にかけて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

加配児に
付き添い
ながら対
象児の動
きを見て
いた。

担当職員は
対象児だけ
ではなく他
の子どもの
様子も見な
がらだった
ため補助が
不十分だっ
た。他の職
員も加配児
に付き添い
ながらだっ
たため対象
児の見守り
が不十分
だった。

技術を要
する運動
遊びの際
は、補助
に徹する
ことがで
きるよう
他の子ど
もを見て
いる保育
者を配置
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10067

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 25 28 5 5
17.５
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

小指基節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

その都度
実施

2.基
準配
置

特になし

保育士一
人ひとり
がいつど
んな時も
危険なこ
とは起こ
るかもと
いう危機
意識が持
てるよう
事故後の
話し合い
の中で確
認した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

園庭の掃
き掃除を
し、小石
などで滑
らないよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

保育士が時
間差で出勤
し、担任が
いないこと
も考えられ
るのでクラ
ス間の子ど
もの状況、
気を付ける
ことなど共
通理解でき
るよう話し
合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達の投
げたボー
ルがそれ
たため拾
いに行こ
うとし
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登園して
きて不安
定で泣き
始めた子
を迎えに
行ったた
め傍を離
れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の固定
遊具など
について
他児を見
ていたた
め。

特になし

登園時荷物の
始末や情緒不
安定な子に保
育士が対応す
るため遊びを
抜ける時に
は、どんな遊
びであっても
近くの保育士
に声をかけて
から抜ける。
また、自分が
見ている遊び
以外の遊びの
様子や子ど
も、保育士の
動きにも気に
かけ異変を感
じられるよう
にしていく。

10068

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 14 2 3 3
16.４
歳

1.男
児

該当なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

三人体制を
とっていた
が、急遽二
人体制に
なった時の
対応が不十
分であっ
た。年長児
が二名が入
室する際、
保育室の職
員が対応す
るなど、体
制の状況判
断や連携が
課題。

園庭担当職
員だけでは
なく、以上
児保育者
各々が自分
の動きを振
り返り、全
体の職員配
置を意識し
ながら体制
をとってい
くことを話
し合った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1

遊具に
は、破損
やさび等
の問題点
は見られ
なかっ
た。

毎月1回の
定期点検
をしっか
り行って
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

年長児の
遊び方に
興味を持
ち、自分
も挑戦し
たくなっ
たと思わ
れる。

一旦その
場を離れ
た姿に安
堵せず、
危険性の
ある遊び
方が見ら
れる箇所
には、常
に目を
配ってお
く必要が
あること
を確認し
合った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

異年齢保育
の中で、年
上児の姿に
憧れたり、
また、進級
間近の時期
で気持ちが
大きくな
り、行為が
大胆になっ
ていったの
ではないか
と思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

年長児二
名が入室
する際、
対象児も
その場を
離れ誰も
いなく
なった
為、年長
児二名と
共に保育
室に向
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
向かう際
に、奥に
いた職員
への声か
けを怠っ
た為、対
象児の動
きや、周
りの遊具
への意識
が向けら
れていな
かった。

二人体制
になった
時に、そ
の場に子
どもが遊
んでいな
くても、
見守りを
離れる声
かけの必
要性。

話し合いの
場を持ち、
３歳以上児
保育者がそ
れぞれに自
分事として
振り返った
時に、園庭
担当者に入
室を任せる
のではな
く、入室を
呼びかけた
側の配慮が
欠けていた
との気づき
があった。

10069

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

26 6 6
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左第４指
挫傷　末
節骨剥離
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

今回の事故
概要を全職
員で共有
し、危険な
行為を見逃
さないよう
にした。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
日々の点
検を継続
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手押し車
は人を乗
せるもの
ではない
ことを周
知する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と遊
ぶことを
好み、園
庭で自由
遊びを楽
しんだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

手押し車
が加速
し、ジャ
ングルジ
ムの枠に
あたるの
を防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員を危
険な場所
に配置
し、園児
の動きを
注視して
いた。

二人で楽し
く遊んでお
り、スピー
ドも出てい
なかったの
で止めな
かった。

子どもの
動きを想
定しなが
ら、未然
に事故を
防げるよ
うにす
る。

10070

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

78 27 27 24 8 6
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第5趾基
節骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

ガイドライ
ンを参考に
していたが
園独自の事
故予防マ
ニュアルが
ないため作
成し園内研
修を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
適宜　)回
/年

高さのあ
る遊具の
下にクッ
ション性
のものを
準備する
など検討
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

落下など
危険予測
ができる
遊具のそ
ばにはで
きるだけ
保育士が
そばにつ
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登り棒で遊
んでいるこ
とは把握し
ていたが、
年長児とい
うこともあ
り離れたと
ころにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と違
う遊びを
してい
た。

子どもの
動きを把
握し保育
士間の連
携、立ち
位置確認
など行
う。

10071

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 10 3 14 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下肢脛
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルを見直
し、全職
員に周知
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
点検や整
備を実施
している
ため、改
善を要し
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

再度遊び方に
ついて子ども
達と話をした
り、年齢や
個々の運動能
力に合わせて
怪我を予防で
きる声かけを
したりして、
安全な活動を
促していく。
＊登り棒：手
を離してジャ
ンプするよう
に降りず、必
ず棒をつたっ
ていくこと。
1本の登り棒
で遊ぶ。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

登りやす
くなるた
め裸足に
なり、得
意な登り
棒に何度
も挑戦し
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

好きな遊び
をしている
中、広範囲
を担当保育
士が全体を
見ながら対
応してい
た。登り棒
から手を離
し落下、泣
いたときに
すぐに駆け
寄る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

誰が何をし
て遊んでい
るか全体で
の様子を見
ていたが、
本児はいつ
も遊んでい
る遊び方
だったため
保育士も過
信してい
た。

保育士を固
定遊具や遊
びの中に配
置し、常に
危機感を持
ち、危険が
予見される
ときには即
時に対応で
きるように
する。
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死亡
0
歳
1
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2
歳
3
歳
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歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10072

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

19 2 1
17.５
歳

1.男
児

内股。小さな
段差からの着
地が出来ず倒
れこんだり、
つまづきやす
い、バランス
をとりにくい
等が見られA病
院を受診。発
達支援機関で
はリハビリの
必要性を感じ
ているが、病
院ではリハビ
リ不要とされ
ている。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右下ＡＢ
外傷性不
完全脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

障がい担当
を配置し
様々な場面
で危険予測
をして対応
をするよう
にしている
が、クラス
内でのトラ
ブルが多発
し対応が追
い付かない
場面があ
る。

子どもの
姿、特性
を職員間
で共有
し、配慮
が必要な
子どもに
は常に注
意を向け
ながら保
育するこ
とを職員
が理解す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

木製の積
み木のた
め硬かっ
た。フ
ローリン
グであ
り、靴下
で遊んで
いる状態
は滑りや
すかっ
た。

おもちゃの
破損や施設
の不具合等
認められな
いが、硬さ
を考慮し高
く積むこと
を楽しむ遊
びはしな
い。フロー
リング部分
では靴を履
いて遊ぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室の扉
を開けてい
たことで出
入りする子
どもが複数
おり、より
多くの場所
に目配りが
必要だっ
た。落ち着
いて遊ぶ子
もいたが終
始保育室内
を子どもが
慌ただしく
動き回って
いた

子どもの
興味を把
握しそれ
ぞれの子
が落ち着
いて遊び
込める環
境を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好きな遊
びを見つ
け喜んで
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス全体
とけがをし
た子どもの
遊びの様子
に目を配り
ながら、近
くのテーブ
ルで他の子
どもと遊ん
でいた。ケ
ガの瞬間は
目を離した
タイミング
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室の
出入り口
付近でク
ラスの様
子を見守
りながら
遊んでい
たが、子
ども同士
のトラブ
ルが発生
し、対応
してい
た。

クラス全
体でトラ
ブルや大
人が間に
入って対
応する必
要がある
場面が多
い

どの職員も子
どもの特性を
理解し、子ど
もの様子や行
動等から気持
ちの動きを読
み取りトラブ
ル発生を未然
に防ぐ。トラ
ブル発生時も
対応する職
員、全体を見
守る職員の役
割分担をする
ことで見てな
い時間を作ら
ないようにす
る。

10073

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

17 1 1
17.５
歳

2.女
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故発生
当時の現
場での職
員配置が
適切でな
かった。

職員会で話し
合い、園庭で
の活動の際は
複数の配置を
原則とし、複
数の配置が困
難な場合は園
庭での活動を
控えるか、活
動の内容を制
限するよう周
知した。ま
た、鉄棒を使
用する際の約
束事や、注意
事項を、前
もってしっか
り子どもに伝
えることを徹
底した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

転落緩和
マットが
固く、厚
みがな
かったた
め、骨折
に至った
と考え
る。

落下の際
の衝撃を
緩和する
ために、
現在設置
している
マットの
上にさら
に厚みの
ある安心
やわらか
マットを
設置し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長児の
担任が
ドッジ
ボールの
審判をし
ていたた
め、鉄棒
をしてい
る園児の
様子を見
ていな
かった。

保育士1名で
園庭で活動
する際に
は、全体の
活動が把握
できる位置
で見守る。
ドッジボー
ルなどの集
団での活動
をする際に
は保育士を
複数配置す
るか、全員
が参加でき
るようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は鉄
棒の練習を
最近頑張っ
ており、
ドッジボー
ルには参加
せず、逆上
がりの練習
をしてい
た。傍に鉄
棒の得意な
他児がい
て、本児の
手助けをし
ようと、足
を持ち上げ
たため、バ
ランスを崩
し落下し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ほとんど
の園児が
ドッジ
ボールに
参加して
いたため
担任は、
審判をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年長児十数
名(27名中1
名欠席、数
名は降園）
のみ園庭で
活動してい
たため、担
任1名が保育
していた。
他の職員は
園内で、保
育を担当し
ていたため
誰も事故発
生の現場は
見ていな
い。

保育者が事
故発生の様
子を見てい
なかったた
め、監視カ
メラで確認
したとこ
ろ、他児が
不適切な援
助を行った
ため落下し
たことが判
明した。

保育者が見
ていれば、
他児に対し
て止めるこ
とが十分で
きた。雲梯
や、鉄棒な
ど、落下す
る可能性の
ある遊具を
使用してい
る際には必
ず、保育者
が付き添う
ことを徹底
する。

10074

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

64 22 18 24 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外側顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

異年齢児
の園庭で
の遊びに
ついて、
決め事は
あった
が、ドッ
ジボール
に合わせ
たもので
はなかっ
た。

異年齢児
が一緒に
園庭で遊
ぶ中での
集団遊び
のエリア
の確保、
職員配置
について
全職員で
共通認識
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(64)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

3～5歳児が
一緒に園庭
に出ている
時に、5歳
児がドッジ
ボールをし
ていた。下
の年齢には
ドッジボー
ルエリアが
視覚的にわ
かりにく
かったのか
もしれな
い。

普段から園
児にはドッ
ジボールエ
リアは危険
と指導して
いるが、白
線をひくな
ど、視覚的
にもエリア
分けが分か
りやすいよ
うにする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ドッジ
ボールを
している
子どもは
常にボー
ルを目で
追ってい
る為、周
りをよく
見ていな
い。

●月末まで
は3歳児に午
睡があり、
4，5歳児の
み園庭に出
て、この時
間帯にドッ
ジボールを
行っていた
が、3歳児が
共に園庭に
出る場合の
自由遊びや
集団遊びの
方法やエリ
アについて
危険のない
よう検討し
改善する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
であっ
た。特に
配慮が必
要な園児
ではな
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任が休
みで、他
のクラス
の職員が
担当に入
り見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名がドッ
ジボール
の見守り
2名が他の
子どもの
自由遊び
を見守り

他クラス
の職員が
見守りに
入った
為、本児
の動きが
予測しに
くかっ
た。

園庭での
見守りに
ついて、
職員間で
その都度
役割を明
確にして
おく。

10075

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

94 1 16 10 22 18 27 0 16 16
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

その都度
実施

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

怪我が起こ
るたびに職
員間で状態
を確認し何
ができた
か、反省点
は何かを振
り返るよう
にしてい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

特にな
し。

引き続き安
全点検を実
施する。雲
梯下に敷い
ているマッ
トはより厚
みとやわら
かさのある
物への変更
を検討す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

バランス
を崩した
状態で落
ちたの
で、とっ
さに手を
ついてし
まったと
考えられ
る。

振り返り
をする中
で、手を
ついてし
まうと危
険を伴う
ことがあ
ることを
知らせて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯がで
きるよう
になり、
得意げに
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の園児
を対応中
であり、
全体を見
ていた時
であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

未満児担
当職員が
近くで対
象児を見
ていた。

特にな
し。

手をつく
危険性に
ついて知
らせてい
く。

10076

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

30 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ関
節不顕性
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

腫れや変
色などが
なくても
骨折の可
能性を考
え、通院
も考えて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

到着時に
危険個所
を確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行動の予
測をし、
危険箇所
には側に
いるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
に登所、
特に変
わったこ
とはな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

斜面を上
がったと
ころで、
登ってく
る子たち
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先に公園へ
上がった子
の帰園準備
に対応する
職員と、
ゆっくり上
がる子に対
応する職員
にわかれて
いた。

危険箇所を
予測し、役
割分担をし
て、後から
上がってく
る子どもも
危険のない
よう職員の
立ち位置に
気を付け
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10077

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

6 3 2
13.１
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第五中
足骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルをよく
理解して
いなかっ
た。

園独自の
事故防止
マニュア
ル作成を
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玩具を取
りに行く
際に本児
と手つな
ぎをした
ため、転
倒につな
がった

事前に玩
具を持っ
て来てお
く

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

日頃から歩行が
安定せず、衝動
的な行動が目立
つ児であった
為、保育者が一
人が個別に対応
することが多
かった。保育者
と手つなぎしな
がら歩行した際
に本児が逆方向
に急に進みだし
たため、バラン
スを崩し転倒し
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

帰りの会
が終わ
り、室内
遊びの準
備をする
為、本児
と手をつ
ないで玩
具を取り
に行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1人の保育
者は本児
以外の園
児を見て
いた。も
う1人の保
育者はお
やつを食
べるのが
遅い園児
と一緒に
いた。

保育者が
分散して
いた為。

保育者が
揃い次の
活動の環
境や対応
が整うま
で待つべ
きであっ
た。

10078

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 3 5 2 2
16.４
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯２
本外傷性
歯の脱臼
口唇外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

活動内容的に
も、職員の配置
的には問題がな
かったと思う。
改善策としてあ
げるとすれば、
もう一人の担任
が園児側に付い
ていたので、二
人の中での役割
分担をしっかり
決め、近くに居
れば安全なので
はなく園児に
しっかり目が届
くように、どん
な状況でも自分
がどう動くべき
か、子どもの安
全を第一に対応
できるようにス
キルを磨いてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

今回は静かに健
診を待っている
という時で、怪
我が起こること
は考えられない
状況である。椅
子にすわらせ
ず、床に座らせ
る方法もある
が、コロナ対応
として衛生面か
ら床に直に座ら
ないように、ま
たソーシャル
ディスタンスを
取る意図もあっ
たので椅子に座
らせたが、場に
応じて使用の有
無を判断する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

この時は、
通常であれ
ば午睡に入
る時間だっ
たが、内科
健診受診の
為に、起き
て隣の部屋
で診察を
待ってい
た。園児、
職員共に注
意力が散漫
になってい
る時間帯で
もあったと
思う。

普段の流
れと違う
場合、危
険のない
状況で
も、何が
起きるか
わからな
いと思
い、細心
の注意を
払う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児の特
性とし
て、普段
から衝動
的に危険
な行動が
多くみら
れる子で
ある。椅
子の座り
方も普段
から何度
もグラグ
ラさせな
いように
注意を受
けてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本を読み聞
かせしてい
る職員の他
のもう一人
の担任が、
園児の並ん
でいる後方
についてい
たので、少
し前に位置
をとり、園
児をしっか
り見渡せる
ようにし、
小さな動き
にも目が届
くようにす
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

絵本の読
み聞かせ
をしてい
たので、
園児の方
から目を
離す時間
帯があっ
た。

園児がみん
なすわって
いるからと
安心せず、
一人一人の
子どもの行
動を予想
し、何をす
るかわから
ない・何が
起きるかわ
からない事
があるとい
うことを再
認識し、注
意を払うこ
とを怠らな
いようにス
キルを磨
く。

10079

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

8 2 2
13.１
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

その都度
実施

1.基
準以
上配
置

園児の人
数が少な
かったた
め、職員
の気の緩
みがあっ
た。

園児の様
子に気を
付け、お
互いに児
の様子を
声に出し
ながら伝
える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1歳児がよ
じ登りを
楽しむた
めには、
積み木の
高さが高
い。

1歳児に適
した高さ
の積み木
等を準備
し、毎回
危険がな
いか複数
の職員で
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1歳児に対
し、大型積
み木の高さ
が高い。複
数の児がど
ちらからも
登っていけ
る状態に
あった。

発達に
あった環
境の設
定。同じ
場で遊ぶ
人数、進
行方向等
危険防止
策の徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

よじ登り
を楽しん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで本
児の動き
を見てい
た。倒れ
る際手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の動き
を見なが
ら、他児と
一緒にボー
ル遊びをし
ていた。倒
れる瞬間を
見て駆け
寄ったが間
に合わな
かった。

新入園児
も環境に
慣れ、保
育士の中
にも危険
に対して
の意識が
低かっ
た。

児がやりた
いからやら
せるでな
く、発達に
応じての環
境の見直し
と、児の特
徴から行動
の予測をす
る。

10080

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

6 2 2
13.１
歳

2.女
児

卵アレル
ギー

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
アナフィ
ラキシー
疑い

6.アナ
フィラ
キシー
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ル（第1
版）完
成。事故
対応訓練
を定期的
に実施す
ることを
決定。日
程や講師
について
は検討
中。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

アレル
ギー児に
対しては
喫食する
テーブル
は分け、
配膳の際
はトレイ
を別にす
るなど既
に対策は
講じてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

喫食後は
他児の食
べこぼし
に触れる
ことがな
いよう、
清掃を
行ってい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から鼻
水が流れ
ていたが
機嫌もよ
く、食欲
もあり普
段とほぼ
変わらな
い体調で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任保育士が
14：30に退勤し
たため午睡中は
フリー保育士が
睡眠状態を見守
りSIDSチェック
を行う。14：50
からは主任保育
士が保育に加わ
り２名体制で排
泄の介助、おや
つの介助を行
う。延長保育時
間帯については
0.1.2歳児11名
を３人の保育士
にて保育を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当ク
ラスにて
事務作業
（保育日
誌の記載
等）を
行った
り、保育
室及び玩
具の消毒
作業を
行ってい
た。

担任保育
士がいな
い時でも
一人ひと
りの特徴
を把握し
適切な保
育が行え
るよう情
報共有を
しっかり
と行って
おく。

10081

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 9 15 13 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

4月当初に
遊びの
ルールの
読み合わ
せを行っ
ている
が、実際
の遊具を
確認しな
がらの
ルールの
確認をし
ていな
かった。

早急に遊
具の確
認、職員
のつき
方、今後
の遊具の
遊び方を
検討し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

子どもが
視覚的に
わかるよ
う掲示物
などを作
成してい
なかっ
た。

掲示物を
取り付け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気持ちが
高まった
状態で大
型遊具を
使用して
いたが、
声がけが
不十分で
遊びを止
めること
ができな
かった。

声がけの
工夫、遊
具への職
員の配置
を増や
す。遊具
を使える
時間の設
定。裏庭
やホール
の活用で
園庭が密
にならな
いように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこを
していた
が、鬼に捕
まりたくな
い気持ちか
ら、捕まり
そうになる
たびに「や
めた」と言
い、遊びか
ら抜け出
し、遊具へ
登ることを
繰り返して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具につい
ていた職員
が、鬼ごっ
こをしなが
ら遊具は使
えないこと
や大型遊具
の雲梯は使
用禁止に
なっている
ことを何度
か伝えた
が、気持ち
が高ぶって
いた為伝わ
らなかっ
た。対象児
が落下する
瞬間は一瞬
のことで間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭それぞ
れに配置し
ていたが、
砂場付近に
いた職員、
保護者対応
していた職
員、他児の
トラブル対
応をしてい
た等、それ
ぞれが自分
の周囲のみ
を把握し全
体を把握し
ている部分
が抜けてい
た。

他児も鬼
ごっこを
しながら
遊具にも
近付いて
遊んでい
た為、遊
具にきた
時点で遊
び方を伝
え制止す
べきだっ
た。

改めて遊
びのルー
ルの確認
をし、全
体を把握
できるよ
う職員同
士で声を
掛け合
い、園庭
に付く時
の配置の
工夫をし
ている。

223 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10082

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

15.その他
の認可外
保育施設

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

4 1 3 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨の
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

散歩後の
自由遊び
で体力が
伴わずに
疲れてい
た。

鉄棒に座る
ことを制止
するべきで
あった。
個々の体力
に見合った
活動量を把
握する必要
があった。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

足が届か
ない高さ
の遊具に
座ること
を制止し
なかっ
た。

鉄棒に座
らせない
ことや飛
び降りな
いことを
約束す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童数が
少なく，
見守るこ
とができ
ていても
鉄棒の補
助をして
いなかっ
た。

保育士の
鉄棒補助
が必要で
あった。
できない
場合は遊
具の使用
に制限す
るべきで
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自宅にも
鉄棒があ
り，鉄棒
に座るこ
とに慣れ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守れる位
置に立って
いたが，自
由遊びだっ
たため４人
の行動がそ
れぞれ異
なってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

散歩終了
後，児童
から離れ
ていた。

見守りの児
童数が少な
いことや，
危険につな
がる遊びと
いう緊張感
に欠けてい
た。

常に児童
の状況を
観察し，
ケガを予
測しなが
ら保育を
行う。

10083

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

18 1 1
17.５
歳

2.女
児

通院歴（３
日間）現在
は完治して
いる。

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
近位骨端
線損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12 )回/年

2.基
準配
置

子どもたち
が日常的に
遊んでいる
場所であ
り、事故の
発生を予測
できなかっ
た。

危険性な
ど職員間
で共有
し、事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

日常的に
遊んでい
る場所だ
が、その
場での安
全、活動
の内容を
確認して
いく。

子どもの
年齢や発
達を考慮
し、環境
構成を行
なってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

木の幹と
幹の間に
隙間があ
り、隙間
に靴がは
まってし
まい事故
が起き
た。

子どもの
活動の危
険性を再
確認し、
見守りを
十分に
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り園庭で
遊び木登
りを楽し
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころにい
たため、
手を差し
伸べるま
でに間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年長児クラ
ス（担当職
員１名）の
み園庭で遊
んでいたた
め、他の職
員はいな
かった。

全体を見
ていたた
め、個々
への配慮
が足りな
かった。

木登りの
際は、近
くで見守
る。木か
ら降りる
時も十分
に気をつ
けるよう
に声掛け
を行う。

10084

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 20 15 25 8 8
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

他の園児
を避けよ
うとして
自分で転
倒した程
度なの
で、骨折
と思わず
対応して
しまう。

自分で立
てたり、
痛くない
と言った
りした
が、泣き
止まない
時点で、
詳しく原
因を調べ
るべきで
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

自分での
転倒で、
園庭の状
態も普通
であっ
た。特に
なし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特に無
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭での
自由遊び
の時間
中、他の
園児が近
づいてき
て、その
子を避け
ようとし
て自ら転
倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

少し、運
動能力の
低い子で
あるの
で、担任
が注視し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭を広
く、死角
が生まれ
ないよう
に、それ
ぞれに監
視をして
いた。

運動能力
の低い子
には、1対
1でケアを
する。

10085

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 1 1
18.６
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

診断名な
し

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

改善策な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

ロッカー
のふちを
保護する
クッショ
ンをつけ
る。

6.食事
(おや
つ)中

給食中の
離席。前
方不注
意。

席に手を
ひいて戻
すことを
くり返
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常的に
離席や退
室をして
しまう園
児であ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

何度か近
くに行
き、着席
するよう
声をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は昼休
みの休憩
に入って
いた。

席に手を
ひいて戻
すことを
くり返
す。

10086

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

72 2 16 10 0 19 25 10 10
14.２
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右　鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

かけっこで
並んだ時に
園児同士の
間隔をもう
少し開けて
いれば、転
倒時に接触
を免れたと
も思われ
る。

職員が声か
けや見守り
をするに
は、適切な
距離であっ
たと思われ
るが、2歳
児という年
齢と身体能
力を考慮
し、適度な
間隔・走る
方向を考慮
する必要が
考えられ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

園庭中央な
ども含め、
安全面の整
備を心掛け
ているが、
小石など取
り除いたり
雨上がりの
土のでこぼ
こなどには
気をつけ、
引き続き整
備に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走る園児
の人数を
減らす、
間隔をと
るなどの
配慮に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面
等、特に
変わった
様子はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
園児全体
の動きを
見てお
り、転倒
時すぐに
掛け寄り
抱き起こ
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれの
クラスの園
児を中心に
見ていた。
園庭中央付
近にいた保
育士3名
は、担当職
員や担当児
の動きや状
況（転倒
時）を見て
いた。

職員の立
ち位置に
関して、
園庭中央
やすぐに
対応でき
る距離で
の配置に
努める。

10087

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

24 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭で遊ん
でいたの
は、５歳児
のみで事故
が起こる寸
前まで保育
士が側で見
守っていた
が、他児の
トラブルで
目を離した
際の出来事
だった。

職員で再
度、マ
ニュアル
の確認を
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

落下した
場所は芝
生や、緩
衝材がな
かった。

土管の周
りに人口
芝を敷い
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

クラス全
体で遊具
で遊ぶ際
に気をつ
けること
を確認
し、安全
に遊具で
遊べるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

土管の上に
よじ登れる
ようにな
り、繰り返
し挑戦して
いた。３名
ほどが先に
上に登って
おり、空い
ている土管
の端から登
ろうとして
落下した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

土管から少
し離れた場
所で対象児
を含め４名
を見守って
いたが、ア
スレチック
での他児の
トラブルに
注意が向
き、落下す
る瞬間に間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場で子ど
もと一緒に
すわって遊
んでおり、
対象児を見
ていなかっ
た。加配児
がブランコ
で遊ぶのを
見守ってお
り、見てい
なかった。

事故が起
こる寸前
までは、
対象児の
側で見
守ってい
たが、他
児のトラ
ブル対応
でその場
から離れ
てしまっ
た。

遊具で遊
ぶ際は、
誰がどこ
を見守る
か確認す
る。その
場を離れ
る時に
は、他の
職員に伝
達し、必
ず見守る
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10088

令和
6年3
月21
日

1.認可
11.一時預
かり事業

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 2 4 1 1 3 3
15.３
歳

2.女
児

●/●　8：
00～17：30
一時預かり
で初めて保
育園を利用
していた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨遠
位骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１～２　)
回/年

2.基
準配
置

室内遊具で遊ぶ
際の職員間での
共有事項を決め
ていたが、事故
発生時にはそれ
が守られていな
かった。園児が
落下した際や転
落した際の対応
マニュアルは
あったものの活
かされなかっ
た。怪我などが
起こった際の、
対応の仕方、連
携も研修で学ん
でいたが、実際
に活かされな
かった。研修で
の学びを共有
し、その後の定
期的な繰り返し
の再確認がなさ
れていなかっ
た。

室内遊具で
遊ぶ際のマ
ニュアルを
作成した。
怪我事故の
対応の仕方
を毎月１回
は再確認時
間を設けて
職員全員が
正しい知識
で対応がで
きるように
する。怪我
事故等が発
生した際の
フロー図を
見直し作
成、掲示を
行った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具使用の
対象月齢で
はあった
が、この日
初めて利用
した本児は
遊具に慣れ
ていなかっ
た。保育園
での生活リ
ズムが整っ
ていない状
態での遊具
遊びだっ
た。帰り時
間に差し掛
かり一日の
疲れが出る
時間帯でも
あった。

前の園児
が使った
後のボル
タリング
のパーツ
の確認を
する。油
分や汗等
で滑りや
すくなっ
ていない
か、確認
後に必要
に応じて
清掃・消
毒をする
ようにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本来なら
片づけを
終え、集
まって絵
本を見た
りしなが
らお迎え
を待つ時
間であっ
たが、普
段の保育
の時間設
定とは異
なり、自
由遊びが
続いてい
た。見守
り時の死
角への意
識が薄
かった。

誰でも分
かるよう
に、誰も
が分かる
位置にタ
イムスケ
ジュール
を掲示し
た。遊び
の際に、
常に園児
の様子が
視野に入
るよう、
声掛け確
認を普段
から意識
するよう
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は初
めての保
育園利用
であっ
た。120㎝
程登った
後に下が
り始め
た。100cm
程の所で
足をかけ
ようとし
た際に踏
み外して
右足から
落下。そ
の直後に
泣き始め
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故発生場
所から２～
３M離れた場
所で本児が
上がってい
くのが目に
入ったが、
足を踏み外
した瞬間
は、死角と
なり見えて
いなかっ
た。本児が
落下直後に
そばに行
き、泣いて
いる本児を
後ろから抱
き上げて座
らせ触診を
行ったがそ
の際に、骨
折している
かもしれな
いという認
識に至らな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員A：テ
ラスの片
づけを
行ってお
り、本児
の様子は
見ていな
かった。
職員B：他
の園児の
オムツ替
えをして
いた為す
ぐに対応
できない
状態だっ
た。職員
C：他保育
室の掃除
を行って
いた。

ボルタリン
グに上がっ
た際は後ろ
に職員がつ
く約束だっ
たがそれが
徹底されな
かった。本
児はこの日
初めて保育
園を利用し
た。一時保
育利用児に
対しては、
特性や性格
を把握して
いない為、
より注意し
て動きを見
る必要が
あったが、
気をつけて
見なければ
ならないと
いう意識が
薄く、職員
が補助につ
かなかっ
た。

一時保育
利用児に
ついて
は、登録
担当者か
ら登録時
の子ども
の様子等
のシェア
を必須と
し、事前
情報を確
認した上
で保育に
あたるよ
うにし
た。

10089

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

20 2 2
18.６
歳

1.男
児

本園で借り上げてい
る畑（●㎡）が園庭
横にあるため、子ど
もたちはよく遊びに
行きます。畑は、粘
土質で水分があると
滑りやすく、当日も
若干滑りやすかった
かもしれない、鬼
ごっこの為子どもた
ちは畑の中を自由に
走っていた、なお、
靴には泥が付き重く
滑りやすくなってい
たかもしれない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

脛骨顆間
隆起骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

園児を
しっかり
観察す
る。（な
るべく密
蜜をさけ
る。）

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

本件事故
はハード
面の問題
ではな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども同
士の触れ
合いに
ルールを
設け、楽
しく過ご
せるよう
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園の裏の
畑に出、
広い場所
であるの
でテン
ションが
上がり、
友達と衝
突してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児同士
衝突した
が、すぐ
に立ち上
がり同様
に行動し
た。外傷
等があっ
たならば
分かった
かもしれ
ない。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園長に報
告し、保
護者へ報
告する。

衝突した
園児の両
者を確認
すること
が大事で
ある。

園児のケ
ガについ
ては、外
傷がない
場合も打
撲傷など
あるので
十分に注
意すると
共に市へ
の報告を
する。

10090

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 6 10 8 10 8 10 10
17.５
歳

2.女
児

無
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首く
るぶし剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

事故防止
や発生時
の対応に
ついて職
員間で周
知徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

今後も安
全に留意
し、確認
や点検を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

スケー
ターに
乗って遊
んでいた
際に、ハ
ンドルを
鋭角に
切って曲
がったた
めバラン
スを崩し
転んだ。

遊具の安
全な遊び
方を知ら
せてい
く。危険
な遊び方
をしてい
る際は注
意を促し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

スケーター
に乗って遊
んでいた際
に、ハンド
ルを鋭角に
切って曲
がったため
バランスを
崩し転ん
だ。その後
他の遊びに
移り走って
いたが、足
の痛みを訴
え、安静に
していた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が転ん
だので、す
ぐにケガは
ないか確認
をした。転
んだときは
痛がってた
が、腫れな
どはなく、
本児も他の
遊びに移
り、走る様
子を確認し
た。その後
本児が足の
痛みを訴え
たので、安
静にして過
ごさせた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見ていた
職員もい
たが、降
所する子
どもの対
応をした
り、園庭
全体を見
ながら、
クラスの
子ども達
が園庭で
遊ぶ様子
を見守っ
ていた。

遊びなれ
ている遊
具であっ
ても、子
どもの動
きにより
ケガにつ
ながるこ
ともある
ので今後
も注意し
て見守る
ようにす
る。

10091

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

20 1 1
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足くる
ぶし骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２ )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

母親から木
陰で遊ぶよ
うに言われ
ていたため
木陰に居た
が、木陰に
は遊具が設
定されてい
なかった。
また、木陰
がリレーを
している場
所から離れ
ていて、保
育士の目が
届きにく
かった。

木陰でも
遊べるよ
うな遊具
を設定し
たり、職
員も意識
して他の
場所にい
る児の遊
びの様子
を把握す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

木陰で、
友達のリ
レーをし
ている様
子を応援
しながら
見てい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラスで
リレーを
している
子ども達
について
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣のクラ
スと対抗
でリレー
をしてい
たため、
隣のクラ
スの担任
もリレー
に付き
添ってい
た。

リレーが盛
り上がり、
その遊びだ
けにしか意
識が向けら
れなかっ
た。また、
リレーをし
ている場所
と見学して
いる場所が
離れていた
ため、本児
が転んだこ
とに気づか
なかった。

リレーをし
ている場所
と見学して
いる場所が
離れていた
ため、保育
士の視界に
入るような
場所で友達
の応援がで
きるように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10092

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

22 4 3
18.６
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

右眼球打
撲傷・右
網膜裂孔
の疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

給食時に
ついてア
レルギー
等のマ
ニュアル
はある
が、机の
配置等に
ついての
記載がな
い。

物の配置
は配慮し
ている事
項である
ため、マ
ニュアル
に追加す
ると共と
もに職員
への周知
を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

テーブル
を片付け
る場所が
通路とな
る所で
あった。

テーブル
を片付け
る場所を
変更す
る。

6.食事
(おや
つ)中

特記事項
なし。

その他に
対する改
善策な
し。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

年末年始
の長期休
み明けで
あり、疲
れが見え
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

給食のお
かわり担
当として
給食の
載った
テーブル
の所にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

食後の片
づけや歯
みがきの
見守り（1
人）、食
事中（1
人）

年末年始の
長期休み明
けであった
ということ
と、仲の良
い子どもが
休んでいた
ということ
もあり、よ
り元気がな
かった。

子どもの変
化に対応し
た保育をで
きるよう、
様々な場面
で必要な保
育内容を保
育士間で共
有するとと
もに意見交
流等を行
う。

10093

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

42 0 0 0 0 0 0 3 3
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
3)回/年

2.基
準配
置

特になし
職員配置
位置の再
確認

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り通園し
てきて、
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

違うチー
ムではあ
るが、一
緒にドッ
ヂボール
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
ぶ様子の
見守りを
してい
た。

特になし

保育中の
子どもの
動き、異
変をいち
早く察知
する。

10094

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 10 10 5 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

２～３

1.基
準以
上配
置

日々の運
動遊びで
体を柔軟
に使いこ
なせるよ
う工夫す
る

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

登降棒の
遊び方に
関して職
員で共通
認識を持
つ

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方や土
曜日等、
通常の保
育と違う
状況では
登降棒を
使った遊
びを制限
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登降棒の
そばで見
守りをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場や他
の遊具な
どに分か
れ、他の
子どもた
ちの遊ん
だり見
守ったり
してい
た。

夕方の担
当職員で
担任保育
教諭では
なかった
ので担任
がいない
時登降棒
を使用し
ない

10095

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

14 3 3
14.２
歳

2.女
児

無し 8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母趾基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

4
2.基
準配
置

特になし

マニュアル
やチェック
リスト、事
例を基に職
員が共通理
解できるよ
う努めてお
り、職員配
置も基準配
置であるこ
とから改善
策は特にな
い

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36 特になし

施設にも
机にも問
題は無
く、定期
的に安全
点検を実
施してお
り、改善
策は特に
ない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常は机を
児の動線を
考慮し余裕
のある位置
に配置する
ようにして
いたが、交
代でクラス
に入る職員
がいつもよ
り少し動線
の近くに机
を配置して
いた。

交代でク
ラスに入
る職員に
対して
も、こま
めに声を
掛け、配
慮事項を
共有した
り確認し
合ったり
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
変わりな
く過ごし
ていた。
戸外遊び
後、小走
りで保育
室に入
り、園児
用机の脚
で右足親
指側面を
打った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活動
であり、担
任は先に入
室し、全体
を見られる
位置から他
児の排泄の
介助をしな
がら、入室
する子ども
を迎え入れ
ていた。児
が足を打っ
たのを見て
すぐに対応
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は、
保育室前
の靴箱の
あたり、
一人は、
園庭で最
終児を確
認しなが
ら入室を
促してい
た。

特になし

３人の職
員が児の
移動に合
わせて保
育室内と
室外に分
かれて対
応してお
り、改善
策は特に
ない。

10096

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

19 　 　 　 1 1
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨・
尺骨骨幹
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルはあ
り、年１
回の園内
研修も実
施してい
る。

マニュア
ルにそっ
た対応を
行ってい
た。今回
の事故を
契機とし
てマニュ
アルの見
直しなど
も検討し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年以上

遊具につ
いては定
期的に点
検してお
り、不備
はなかっ
たと考え
る

今後も定
期的な点
検を実施
し安全管
理に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

４歳児ク
ラスのみ
屋外での
活動中で
あった。

保育者が
側で見守
り危険を
感知した
ら声掛け
を行い回
避させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

太鼓橋が
好きで、
よく喜ん
で登って
いる。高
い所から
ぶら下が
り、体を
揺らすこ
とを好む

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

太鼓橋に
登った姿は
確認してい
た。職員が
背中を向け
たわずかな
時間に落下
した。すぐ
に抱き上
げ、患部を
確認し、看
護師を呼ぶ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

看護師が
患部を三
角布で固
定し、病
院へ運
ぶ。保護
者に連絡
する。

通常２名
配置で対
応してい
るが、事
故当日は
１名休み
であった
ため、見
守りが普
段よりは
十分でな
かった。

園庭など
外での活
動につい
ては、１
名では目
が届きに
くくなる
ため、２
名で対応
するなど
の体制を
整える。

10097

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 10 15 14 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじの
軟骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
時の対応
や講習に
ついて職
員に周知
し徹底し
ていた
が、事故
予防の講
習やマ
ニュアル
作成は不
十分だっ
た。

事故予防
マニュア
ルを作成
し職員に
周知する
こと。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

使用する
玩具等の
安全を管
理してい
たが、配
置する場
所や使用
の仕方に
ついての
安全面を
考慮して
使用する
必要があ
る。

安全管理
の意識を
統一した
安全点検
を実施す
ること。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の南
東側の園
舎の陰に
なってい
るところ
（園庭か
らは見え
るが、保
育室から
は死角と
なってい
る。）で
起こった
事故だっ
た。

事故の
あった場
所に危険
因子とな
る物を持
ち込まな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

検温は正
常で、給
食は食欲
あり、午
睡、おや
つの様子
に異常な
く健康に
過ごして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

二人の担当保育
士が、他児の対
応の為に対象児
のそばから離れ
ていた。隣のク
ラスの担任との
連携が不十分
だった。事故発
生時の園庭の合
同保育は、3歳
児以上43名を5
名の保育士が見
守り対応する配
置にしており保
育士の人員配置
について問題は
ないはずであっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4歳児担当
者・対象
児と至近
距離にい
なかった
が、それ
ぞれの位
置は把握
してい
た。

合同保育
に入る前
のあそび
の時間で
あった。
園庭に子
どもたち
が出た矢
先の事故
だった。

子どもの
様子を至
近で見守
り、死角
をつくら
ないよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10098

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

35 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯
（BAAB）
：外傷に
よる脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

なし
2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

へやに戻
る途中に
よそ見を
したこと
で、足元
にあるプ
ランター
に気付く
のが遅
れ、躓い
てしまっ
た。

高さの低い
プランター
ではなく、
視覚に入り
やすい高さ
のポール
（簡易のも
の）を立
て、ロープ
を張った。
➡　業者に
依頼する
「安全柵」
に関しては
検討中

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員もい
つもの動
きと安心
していた
こともあ
り、園児
の咄嗟の
動きに対
応しきれ
なかっ
た。

普段から
進行方向
を見て歩
くよう、
そして周
りをよく
みて行動
するよう
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように歩
いてへや
に向かっ
ていた
が、よそ
見をした
ことで足
元がふら
ついた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

へやに入
るため、
他の園児
たちと本
児より後
方を歩い
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

 本児の少
し後ろを
他の園児
たちとへ
や方向に
向けて歩
いてい
た。

前を見て
園舎に向
かって歩
いていれ
ばプラン
ターに躓
くことも
なかった
と思われ
る。

プラン
ターの間
にポール
を置きと
ロープを
張った。
園児（本
児を含
む）に現
物を見せ
ながら確
認してい
く。

10099

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 11 35 3 2
18.６
歳

1.男
児

既往歴に骨
形成不全が
あり、薬を
服用してい
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左中手骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

1.基
準以
上配
置

既往症が
あること
を配慮し
て保育し
ていた。

配慮が不
足してい
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

使用前の
確認、使
用後の消
毒

ハード面
での要因
はなし。

園庭を使用
する際は、
つまずきや
転倒の要因
となる凹凸
がないか事
前に確認を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ルールの
確認を
行って転
がしドッ
チボール
をするべ
きだっ
た。

トラブル
になった
時に仲立
ちして怪
我しない
ようにす
べきだっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

既往症は
あった
が、いつ
も通りの
様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊びの中
にいた
が、転ん
だ時にと
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
に着いて
いた。

ルールの
確認を
行って転
がしドッ
チボール
をするべ
きだっ
た。

トラブル
になった
時に仲立
ちして怪
我しない
ようにす
べきだっ
た。

10100

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

10 　 2 2
15.３
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

打撲
8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

集団で集
まる際は
並び順等
を子ども
達にも伝
え、トラ
ブルにな
らない工
夫を行う
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

朝の会を
椅子を
使って
行ってお
り、座る
順番も決
められて
いなかっ
た。

以上児クラ
スでは、
立ったまま
朝の会を
行ってお
り、並び順
も名簿順に
なっている
為２歳児ク
ラスも同じ
様に朝の会
を行うよう
にする。

7.その
他

朝の会を
椅子を
使って
行ってお
り、座る
順番も決
められて
いなかっ
た。

以上児クラ
スでは、
立ったまま
朝の会を
行ってお
り、並び順
も名簿順に
なっている
為２歳児ク
ラスも同じ
様に朝の会
を行うよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

椅子を高
くもった
まま、他
児とトラ
ブルに
なってし
まった
為、感情
的になっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２人の園児
のトラブル
を回避させ
ようと椅子
を取り上げ
ようとした
が、その際
に、園児に
椅子があ
たってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ後
の片付け
を行って
おり、担
任が仲介
に入って
いた為見
ていな
かった。

朝の会を
椅子を
使って
行ってお
り、座る
順番も決
められて
いなかっ
た。

椅子を使
わずに朝
の会を行
うように
する。

10101

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 3 3 4 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折
（切裂骨
折）

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

屋上園庭
に出る際
には、必
ず複数の
大人で見
守ること
を継続す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

フェンス
の足が上
履きのゴ
ムに引っ
かかる可
能性につ
いての認
識が不足
していた
こと。

フェンス
の足の部
分を保護
し、隙間
に上履き
が入らな
いように
対策を実
施。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

少しでも
床が濡れ
ている場
合に屋上
園庭で上
履きを着
用しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くで他児
にかか
わってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の対応を
してい
た。

今後も安
全マニュ
アルの遵
守を徹底
し、安全
管理に努
める。

10102

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

21 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故の様
子を全職
員で共有
し研修を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
落ち着き
がなく、
体幹が弱
く姿勢が
悪い。衝
動的な面
がある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

その場所で
いつものよ
うにバトル
（戦い）
ごっこをし
ているのは
知ってい
た。他児と
鬼ごっこを
しながら様
子はみてい
たが、転倒
した場面は
見れていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3人でよく
する戦い
ごっこをし
ていたのは
知ってい
た。時々、
様子は確認
していたが
転倒時は確
認できてい
ない。

対象児は普
段と変わら
ない動きで
はあった
が、冬休み
明けという
ことであ
り、普段よ
り動きが
鈍っていた
ことも考え
られる。

子どもの
状態、状
況を十分
把握し、
それに応
じた体
制、配置
を取る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10103

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

14 4 4
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

肘頭骨折
（肘の頂
点部分）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故報告
書を基に
改善策を
周知し実
施してき
たが、年
度初めは
もちろん
のこと年4
回、期ご
とに研修
を実施し
職員全体
に周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

未満児・幼
児クラスと
もに安全点
検（玩具の
大きさ等）
をした上
で、十分な
見守りをし
ながら保育
を行う。ま
た、園庭遊
びの際は事
前に園庭等
の状態を
チェックす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の見
守りの不
十分さが
考えられ
る。子ど
もの行動
を予測し
て職員が
動けな
かった。

帰りの支
度後の園
庭自由あ
そびにお
いては、
雲梯・の
ぼり望・
鉄棒のあ
そびは見
合わせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児の様
子は、いつ
もと変りな
い状態だっ
た。皆と一
緒に雲梯に
チャレンジ
し、ぶらぶ
らと体をゆ
すったとこ
ろでマット
上に落ち
た。対象児
の肘が先に
付く状態で
全身が覆い
かぶさっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児がタイ
ヤ飛び付近
で嘔吐した
ためその対
応をしてい
た。その途
中で、対象
児が「ここ
痛い」と腕
を指して泣
きながら伝
えに来た。
いつもより
激しい泣き
方だったた
め、異常を
感じた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭にい
る職員
は、のぼ
り望・雲
梯・タイ
ヤ飛び・
畑の草取
り・保護
者対応に
携わりそ
れぞれの
こども達
に対応し
ていた。

帰りの支度
を終え、リ
ラックスし
た状況だっ
たこともあ
り、職員も
子どもの動
きを注視し
ていなかっ
た。雲梯下
にマットを
敷いてある
ので安心と
過信してし
まった。

帰りの支
度後の園
庭での遊
び方を見
直す。雲
梯等は、
クラス毎
に目的意
識を持っ
て取り組
み子ども
の状況に
合わせて
厚いマッ
トを敷
く。

10104

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

28 5 5
13.１
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯根破折
（しこん
はせつ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故ヒヤ
リハット
会議を開
き、職員
で原因や
是正を話
しあい職
員全体で
再発防止
に努めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

椅子と
テーブル
の間は、
子ども達
が座りや
すいよう
に間があ
いていた
が、その
間にて転
倒をした
と考えら
れる。

戸外の砂
場付近の
木のテー
ブルや椅
子の配置
間隔に気
を配り、
どの年齢
の園児が
座っても
危険を想
定し見守
りを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラス保育
教諭は、近
くの園児を
見ており、
お互いに本
児より目を
はなしてし
まった。ま
た、歩き始
めの園児に
対しての危
険性を見極
められてい
なかった。

歩き始めの
園児には、
必ず保育教
諭が付き添
いうことが
できるよう
に見守る。
また、歩き
たい気持ち
や探索活動
範囲が広く
なることを
予測しなが
ら、保育し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食事、午
睡など通
常通り過
ごし、午
後のおや
つ後に戸
外あそび
をしてい
た。砂場
で遊んで
いた。砂
場横にあ
る木の
テーブル
へ移動し
たと考え
られる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラスの
保育教諭
は、近く
のすべり
台を介助
してい
た。別の
保育教諭
は砂場に
いた。自
分の周り
にいる子
ども達に
目が向い
てしまっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ後、
自由あそび
の時間のた
め、他の保
育教諭もい
た。自分の
クラスの園
児や各保育
教諭の回り
にいる園児
を見守って
いたことか
ら、本児に
対する直視
ができてい
なかった。

保育教諭
は、園児
が、歩き始
めであり、
歩がおぼつ
かない様子
は、分って
いたがお互
いに目を離
してしま
い、本児に
対する危険
性が見極め
られていな
かった。

歩み始めの
園児には、
必ず保育教
諭が付き添
い保育教諭
間で所在の
声を掛け合
う。危険性
を感じなが
ら保育教諭
間で共有
し、他クラ
ス職員にも
本児に対す
る周知を
行ってい
く。

10105

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

9 3 3
13.１
歳

1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

コンテナ
の出入り
を注意し
て見守る
ことと
し、撤去
等の室内
環境の改
善は特に
行わな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

コンテナの
出入りで体
重をかけた
時に倒れる
可能性があ
ることを想
定していな
かった。子
どもの動き
やコンテナ
の性質、ま
た見守りの
指導を行っ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

機嫌がよ
く活発に
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

 対象児の
近くに座
り、周り
の子ども
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

 おやつの
片付け等
していて
見ていな
かった。

特になし

見守りが難
しい時の玩
具の選び方
を検討す
る。担当以
外の職員も
目は全体の
子どもに向
けて保育す
る。

10106

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

13 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯の打
撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

危険予知
能力が低
い

危険予知
トレーニ
ングをす
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６５　)
回/年

必要面積
は満たし
ているの
で施設の
改善は検
討してい
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コートの
広さに対
して、子
どもの人
数が多
かった。

コートの
広さに対
して、適
切な人数
で行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と同
じように
楽しく遊
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ドッジ
ボールは
見守って
いたが、
職員も一
緒に外野
をやった
り、大人
数が一斉
に動いて
いたの
で、ぶつ
かる瞬間
は見えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守ってい
たが、子ど
もたちがま
だドッジ
ボールに不
慣れなた
め、一緒に
外野をやっ
ていた。大
人数が一斉
に動いてい
たので、担
当職員や、
対象児がぶ
つかる瞬間
は見えてい
なかった。

2クラス合
同で活動
していた
ので、1人
ひとりの
動きがよ
く見えて
いなかっ
た。

1クラスご
と少人数
で行い、
ぶつかる
リスクを
下げる。

10107

令和
6年3
月21
日

1.認可
7.小規模
保育事業

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

3 3 3
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘下骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

ブランコ
について
の注意喚
起はあっ
たが、鼻
水を拭い
て手を離
すことの
予想がで
きていな
かった。

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

公共の公
園である
ため、設
備点検に
ついては
園では
行ってい
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
遊具を使
うのに対
象年齢が
あってい
るか、ま
た、発達
に合って
いるかを
見極める
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鼻水が出
る程度の
風邪症状
があり、
ブランコ
に乗って
いる際に
鼻水が出
ているこ
とが気に
なり手を
離した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブランコ
の場所に
保育者が
ついてい
たが、突
然手を離
した為落
下した時
に支える
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の遊具
について
いて近く
にはいな
かった。

子どもの
行動を予
測して遊
ばせる、
援助する
必要が
あった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10108

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 12 11 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
視線に対
して障害
物（この
場合だと
タイヤ）
が低かっ
たこと

ブランコ
に乗る子
が移動し
やすいよ
うに隙間
を空けて
あった箇
所をアメ
リカ柵に
て封鎖。
目に入り
やすい柵
を設置。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４)回/年

日頃の保
育の中
で、慣れ
ている動
きの箇所
（タイヤ
の先を曲
がる）を
最短距離
で通ろう
としたこ
と

ソフト面
で記した
が、柵を
変えた
り、人の
配置もリ
スク箇所
として把
握してお
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

虫に気を
取られて
いたこと
と本児の
視野とし
ては、タ
イヤの高
さが低
かったこ
と

タイヤの
高さは変
えられな
いのでそ
の先の視
野に入る
範囲に柵
を置くこ
とで自然
と気付け
るように
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

虫探しが
好きでそ
の時も虫
に気を取
られ、普
段は通ら
ない箇所
を通ろう
とした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

落ち着かな
いじっとし
ない動きが
日頃から多
く、目を離
すと危険な
動きをして
いることが
ある為、必
ず見えると
ころにいた
が、この時
は見ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで他
の子と遊
んでい
た。本児
が転んだ
のが分
かって駆
け寄っ
た。

本児は目
の前のこ
とに気づ
かないこ
とが多
く、遠く
に気持ち
がいって
いること
がある。

本児の行
動には予
測できな
いことが
多いので
気を付け
てみてい
く。

10109

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

30 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭の適
切な位置
に保育士
を配置す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で遊
ぶ際の追
いかけっ
この速さ
について
配慮が必
要だっ
た。

コーナー
付近で予
測される
事や走る
速さに気
をつける
事を知ら
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
だちと追
いかけっ
こをして
おり、ト
ラックの
コーナー
付近で転
ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全児童の
全体の動
きを見る
為、離れ
たところ
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児が
走っている
のを見守っ
ていたが、
対象児が転
倒する瞬間
に防ぐには
間に合わな
かった。

園庭の適
切な位置
に保育士
を配置す
る。

10110

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

44 5 3
16.４
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

保育者
は、目の
前の子ど
ものみな
らず、視
界に入る
子どもの
行動につ
いても注
意を図る
ことが大
切。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

高い所や
低い所な
ど、普段
視界に入
りにくい
所にも注
意するこ
とが大
切。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

設定保育や
集団活動で
は見守るこ
とが出来る
が、自由遊
びの時間帯
や夕方職員
配置が手薄
になる場合
は、安全が
保障できる
よう声を掛
け合うなど
いつも以上
に連携を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡後、お
やつまでの
自由遊びの
時間、友達
と2人で
ホールから
年長部屋の
窓から中を
覗いてみて
いた。その
時中にいた
年長の男児
にふざけて
手を引っ
張っられ、
急に泣き出
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

年長部屋
からホー
ルを挟ん
だテラス
にロール
マットを
出して、
クラスの
子どもを
マッサー
ジしてい
た。1対1
で行うの
で、対象
児の泣き
声で事態
を知っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの準
備のため
ホールにい
た職員の1
人が、泣き
声を聞いて
対象児のそ
ばに駆け
寄った。対
象児が友達
と年長部屋
を覗いてい
たことは把
握していた
が、手を
引っ張られ
ている瞬間
は見ていな
かった。

設定保育や
集団活動で
は見守るこ
とが出来る
が、自由遊
びの時間帯
や夕方職員
配置が手薄
になる場合
は、安全が
保障できる
よう声を掛
け合うなど
いつも以上
に連携を図
る。

10111

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

17 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨外
顆骨折
●月●日
診断

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルの事故
発生時の
フロー
チャート
の周知、
活用がさ
れていな
かった。
散歩マッ
プや公園
の把握、
見直しが
不十分
だった。

事故防止マ
ニュアル、
事故発生時
のフロー
チャートを
（園内・園
外）の見直
しをし、職
員の役割分
担などの確
認を園内研
修で職員全
員に周知し
ていく。怪
我の状況に
よっては、
救急車の要
請をする判
断も必要に
なる。散歩
マップを見
直し、道
順、目的地
などの危険
箇所を全職
員で周知・
把握する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
293　)回/
年

散歩先の
安全点
検、危険
箇所の把
握が不十
分だっ
た。

散歩先の
安全点検
チェック
項目を見
直す。出
入口の安
全確認、
危険物
（葉・
枝・物）
の除去、
危険箇所
（植え込
みなど）
のチェッ
ク

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の対
象年齢を
確認せ
ず、年齢
に見合っ
ていない
遊具で遊
ばせてし
まった。
(雲梯の高
さ約2メー
トル)

散歩先の下
見をして、
年齢に見
合った遊具
であるか確
認してお
く。当日、
現地では、
年齢に見
合った遊具
を提供し、
使い方も
しっかりと
伝える。遊
びのルール
を子どもた
ちと見直し
て、確認す
る。（子ど
もが一人で
やってはい
けない遊具
など）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一度保育
者に支え
られて雲
梯をやり
遂げたの
で、一人
でも出来
るかな・
やってみ
ようかな
と考えた
のではな
いか。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一度自分で
雲梯にぶら
下がった
が、止めて
足を階段に
戻したの
で、次にぶ
ら下がった
時も、でき
ないと思っ
たら足を戻
すだろう
と、かって
な思い込み
をしてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の遊具で
の遊びを
見てい
た。

対象児が雲
梯にいるの
に、帰園前
の水分補給
の準備をし
ようと離れ
た所から見
てしまっ
た。落下の
危険性があ
る為、その
場を離れて
はいけな
かった。や
むを得ない
場合は他の
保育士に声
を掛け交代
してもらう
必要があっ
た。「落ち
る」ことを
想定してお
らず咄嗟の
動きが取れ
なかった。

園外保育のマ
ニュアルを作
成し、保育士
の行動（役割
分担）を明確
にする。危険
箇所、遊べる
範囲、遊具の
使い方やマ
ナー等を 保
育士同士確認
し子どもに話
をする。 園
外保育は水筒
を持参し、園
児を全員集め
てから水分補
給を行う。

10112

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 15 9 11 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

不全骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

声かけに
応じない
子には特
に注意を
払い、目
を離さな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊具には
異常はな
かったの
で、今後
も引き続
き点検を
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今後も引
き続き子
どもたち
の環境に
配慮して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

声かけを
しなが
ら、掃除
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

支援を要
する園児
を中心に
園児の様
子を見て
いた。

最後まで
残る子ど
もたちか
ら目を離
さないよ
うにす
る。

229 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10113

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

17 3 3
17.５
歳

2.女
児

　
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

特になし

保育園事
故対応指
針に準じ
て対応し
た

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

床の状
況、園児
数と保育
室の広さ
に対し、
保育内容
について
は適正で
あると判
断する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

担任が遊
びの内容
の説明を
直前に子
どもたち
へ行い、
遊びを展
開した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担任が鬼と
なり、鬼
ごっこを
し、よーい
ドンと声を
かけた矢
先、本児が
向きを変え
走りだそう
としてバラ
ンスを崩し
て転倒し、
床に手首を
打ち付け
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任が鬼役
になり遊び
始める。掛
け声をかけ
た際に、対
象児が転倒
する状況が
視界に入っ
たが離れて
いたので間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特別支援
児対応保
育士は、
特別支援
児の対応
をしてい
たため対
象児が転
倒した後
に気付い
た。

特になし

通常保育
児と特別
支援児に
対して、
それぞれ
職員を配
置してい
る

10114

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

30 16 14 5 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

担任と非
常勤の職
員がつい
ていた。

足が弱く
何もない
所で転倒
など、足
の怪我の
頻度が多
いので、
活動時職
員が一人
つく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/週

いつもと
違う公園
内で遊ん
でいた。
長縄を使
用すると
横移動が
発生す
る。

活動が無
理そうな
時は、本
人の意思
を確認し
た上で見
学する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

長縄を７
人で飛ん
でいたの
で、短く
してもう
少し少人
数にする
べきで
あった。

児童の特
性などを
考慮し、
環境の変
化に対応
できるよ
うに、職
員同士の
連携を
図ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

長縄を飛
び越えた
後、横移
動する
際、バラ
ンスを崩
す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

長縄の傍
につき見
守ってい
たが、対
象児がバ
ランスを
崩した瞬
間止めら
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

長縄を
持ってい
た。

４歳児と
５歳児、
分かれて
公園内で
遊ぶ。５
歳児に二
人の職員
がついて
いた。

４・５歳
児同じ空
間で遊ぶ
ように
し、職員
全体で園
児を見守
るように
する。

10115

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

21 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

1.頭部

急性硬膜下
血腫、頭蓋
内開放創な
し、右急性
硬膜下血
腫、痙性四
肢麻痺、外
傷性急性硬
膜下血腫、
急性硬膜下
血腫外傷性
脳浮腫、胃
瘻造設状
態、脳挫傷
後遺症、び
まん性脳損
傷、急性硬
膜下血腫後
遺症、症候
性てんかん

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(８)回/年

2.基
準配
置

職員配置
は基準を
満たして
いたが、
すべての
子どもの
動きの把
握は十分
とは言え
ない。

より安全
性を高め
るため
に、全体
を見る保
育士を基
準配置以
上でつけ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)/年

遊ぶ前に
は使用す
る箇所の
園庭の凹
凸や石等
落下物が
ないか担
任が確認
するが、1
人の目で
あると見
落としが
あるかも
しれな
い。

安全を確
保するた
め施設や
玩具の点
検を複数
の目で実
施する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の反
対側から
も他児が
同じよう
に走って
きたが、
拡散モー
ドで撒か
れたホー
スの水に
目がけて
走るとぶ
つかるか
もしれな
いという
危険予測
ができて
いなかっ
た。

遊びの場
や使用す
るものを
事前に準
備をして
から子ど
もが遊べ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホースの
水に触れ
ようと、
水や水を
撒く保育
士の方を
見ながら
走ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
ながら散
水をして
いた際、
本児とＡ
男が水や
自分の方
を見て
走ってい
たので、
ぶつかり
そうだと
気づき、
「ぶつか
る」と声
をかけた
が間に合
わず止め
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
ようと玄
関付近に
おり、本
児の動き
を見てい
なかっ
た。

クラス全
体の子ど
もの動き
を把握し
きれてい
なかっ
た。

担任は子
どもとか
かわりな
がら遊ぶ
ことが多
いため、
同時に担
任以外の
保育士が
全体の子
どもの動
きを見守
り、危険
が予測さ
れる時に
はすぐに
制止す
る。

10116

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

79 0 0 0 26 32 21 0 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定期
的に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

保育者の
配置が
しっかり
と決めら
れていな
かった。

保育者の
配置場所
などの取
り決めを
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の付
近での見
守り箇所
の設定が
なかっ
た。

見守り箇
所の設定
を行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友だちと
のぼり棒
を使っ
て、上に
上がった
り下がっ
たり、の
ぼってい
る近くを
走り回っ
たり、棒
を握って
回ったり
と激しく
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

のぼり棒に
のぼり遊ん
でいるのを
見ていた
が、他児に
話しかけら
れ、そちら
に目を向け
たため、対
象児が落下
したところ
は見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は全体を
見ながらも
他児と集団
遊びをして
いて、対象
児の様子は
見ていな
かった。1名
は保護者の
対応に当
たってい
た。1名はア
スレチック
遊具の様子
を見てい
て、対象児
の様子を見
ていなかっ
た。

児童が危
険な遊び
方という
ことを理
解してい
なかっ
た。

保育者間
で遊びの
確認を
しっかり
してい
く。

10117

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

23 10 13 3 2
15.３
歳

1.男
児

特記なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

通い慣れ
た場所で
もあり、
油断は
あったと
考える。

発達と想
定させる
事故、ヒ
ヤリハッ
トなど引
き続き研
修に取り
組んでい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１３　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

- -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

舗装面と土
面との段差
が少しあっ
たり、土面
には草が生
えていたり
したため、
バランスを
崩しやす
かったり、
草に足がひ
かかったり
した。

安全に歩
くことが
できる場
に誘導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子もなく
活動して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒後、近
くにいた保
育士がすぐ
に駆け寄
り、けがの
状況を確認
する。外傷
がなく、痛
みの訴えも
すぐになく
なったの
で、大丈夫
と思い、散
歩を継続す
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒に気
付き駆け
寄り、担
当職員と
共にけが
状況と本
児の様子
を確認す
る。

足元に気
を付けて
歩くこと
を十分に
伝えてい
なかっ
た。

発達と対
処方法等
につい
て、引き
続き研修
に取り組
んでい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10118

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 17 11 12 4 4
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第5中手
骨骨折、
右手部挫
傷、右小
指PIP関節
脱臼骨折
疑

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

今後も研
修の中
で、いろ
いろなパ
ターンを
想定し、
事故予防
に努めて
いけるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし

園庭に石
や凸凹な
ど子ども
が躓く箇
所はな
かったた
め、改善
策はな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

裸足で走
ることに
慣れてい
なかっ
た。

裸足での
遊びに慣
れるまで
は注意を
促す声掛
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

玩具を片
付けてか
ら、担任
とシャ
ワー遊び
をしよう
と思って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は担当
児が玩具を
片付け、担
任のしてい
たシャワー
遊びの場所
に走って
戻って来よ
うとした途
中に、何も
ないところ
で転んだと
ころを見
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児が遊
んでいる
所を見
守った
り、一緒
に遊んだ
りしてい
た。

走ってい
る対象児
の足があ
まり上
がってお
らず、地
面で躓い
た。

地面に躓
くような
大きさの
石や凸凹
などもな
かったた
め、改善
策は特に
ない。

10119

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

22 2 2
16.４
歳

1.男
児

普段から活
発に動き
回ってい
る。担当保
育士が気に
かけており
声をかけて
いるが、突
発的に走り
出すことも
多い。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の打撲と
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
４ )回/年

1.基
準以
上配
置

複数人で
保育・教
育に当た
る場合で
も、職員
間で声を
密に掛け
合い連携
をとるよ
うにす
る。

職員会議
の議題に
あげるな
どして、
定期的に
事故予防
に対する
研修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

保育室ド
アサッシ
は既製品
のゴム
パッキン
がつてい
る状況で
あった
が、強打
した際は
芯の固い
部分にあ
たる可能
性もあ
る。

ドアサッ
シにクッ
ション性
のあるぶ
つかり防
止ガード
などを挟
むよう改
善が必
要。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体を見
守るよう
に、職員
間で見守
る場所を
決めて
立ってい
たが、児
童に付き
添う保育
者も必要
であっ
た。

状況に応
じて、個
別で付き
添うな
ど、保育
士の動き
や立ち位
置に改善
が必要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段も急
に走り出
したりす
ることも
あるた
め、気を
つけてて
見守って
いる児童
である。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体的に
気をつけ
て見守
り、「歩
いていき
ましょ
う」「走
らない
よ」など
ど声をか
けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任保育
士と連携
し、立ち
位置を決
め、全体
的に見
守ってい
た。

クラス全
体でトイ
レに行く
時間とし
てみんな
が動いて
いたた
め、二人
の保育士
は立ち位
置を決
め、全体
を見守っ
ていた。

少人数単位で
トイレに行く
など、改善が
必要である。
全体を見守る
保育士・児童
に個別で付き
添う保育士な
ど、状況に応
じて役割を分
担することが
必要である。
児童への声が
けだでなく、
実際に児童へ
付き添う保育
士配置が必要
である。

10120

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

17 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

飼育物を
見に行こ
うとして
走った。

子どもが
行動をす
るときに
慌てない
ような声
かけをす
る。室内
やテラス
では走ら
ない約束
の再確認
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

テラスに
飼育物を
置いてい
た。

飼育物を
置く場所
の見直し
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前日に捕
まえたヤ
モリの尻
尾が午前
中に切れ
て、子ど
もたちの
関心が集
まってい
た。

子どもたち
の関心が高
まっている
飼育物等が
ある場合は
クラス全体
から見やす
い場所へ保
管し、慌て
たり、走っ
たりせず過
ごせるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

飼育物へ
の関心が
強く、午
前中に尻
尾が切れ
たヤモリ
への関心
も高かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

降園の身
支度をし
ている子
に関わっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
片づけを
してい
た。

子どもた
ちはおや
つの片付
け、降園
の準備を
する時間
で、子ど
もの動き
も多かっ
た。

保育士は
他のこと
をしなが
らも園児
の様子を
注意深く
見てお
く。

10121

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

8 3 3
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
牙破折、
外傷性亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

最近起
こった小
児に関す
る事故に
対する情
報が不十
分である

色々な事
故に関す
る情報収
集と検証
の機会を
作る

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

テラス前
のコンク
リート部
分に砂が
溜まって
おり、滑
りやす
かった

毎朝、ま
たは風の
強い日は
随時砂を
掃く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

乳児が活
動する際
の、危険
個所の洗
い出しが
不十分
だった

全職員で
危険個所
を共有
し、その
場所で子
どもを遊
ばせない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士に
追いかけ
られ、楽
しくて興
奮してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒した
場所が、
転びやす
い場所だ
と認識し
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児を見
ていた

職員は子
どもが転
倒するこ
とを想定
して保育
していな
かった

子どもの
個人差や
発達の把
握と職員
周知を徹
底する

10122

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

25 2 2
18.６
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

顔面外傷
性皮膚欠
損創、顔
面挫創、
顔面肥厚
性瘢痕

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

ぽっくり
を使って
斜めの斜
面の側溝
上を歩か
ないだろ
うという
思い込み
からの確
認不足。

職員１名
は必ず、
園児の安
全確認の
ため全体
が見届け
できる場
に残る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

改善策な
し

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

折り紙を
やってい
る所にソ
フトブ
ロックを
持ち込ん
だ時、声
を掛けな
かった。

おもちゃ
の使い方
のお約束
をしっか
りと伝
え、どう
使ってい
るか（状
況）を把
握してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

円の中に
いたが1人
円柱のソ
フトブ
ロックに
またがり
加わって
いて体勢
を崩す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

円のすぐ
後ろにい
て、全体
を見なが
ら目を
配っては
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の園児
に対し
て、片付
けを促す
声かけを
してい
た。

子どもが遊
んでいない
だろうとい
う先入観を
もって見る
のではな
く、死角に
なる場も必
ず確認を行
う。また、
担当保育士
同士声掛け
確認を行
う。

231 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10123

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 0 0 0 20 20 20 0 6 6
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首、
橈骨、尺
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

危険な遊
具へ職員
を配置、
子ども達
へ遊具の
使い方を
伝える

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

定期的な
点検を続
ける

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

登園と共に
子供の人数
も増えてく
る為、広く
視野をもっ
て見守るよ
う心がけ、
子どもたち
にも危険な
ことについ
て更に伝え
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

できるよ
うになっ
た雲梯で
保育士に
見てほし
くて遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯を
行ってい
る園児が
いた為、
そちらの
補助をし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の立ち位
置で園児
の様子を
みていた

遊具の使
い方、待
ち方を確
認し合
い、各ク
ラスで話
したり、
その都度
声をかけ
る

10124

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 7 9 8 5 5
16.４
歳

1.男
児

特記なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性亜
脱臼（左
上前歯）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
10　)回/
年

2.基
準配
置

「危ない
よ」の声
かけだけ
でなく、
本児の側
に行っ
て、大型
積み木を
撤去すべ
きであっ
た。

子どもは
予期せぬ
行動をと
りやすい
というこ
とを念頭
に置き、
一人ひと
りが油断
しないこ
とと不要
なものは
片づけて
おく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊びに不
必要なも
のの片付
け、場
所・管理
方法の確
認を職員
間で見直
しを行
う。

上記のと
おり

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故発生時
に、すぐ側
に職員がい
なかった。
玉入れの様
子はよく見
えてはいた
もののその
場を離れて
いたのは事
故の要因に
つながっ
た。

遊びの
コーナー
を離れる
際の職員
間の声か
けをかか
さない。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

玉入れの
玉がカゴ
の中に入
らず、入
れたいと
いう思い
で少しで
も高くな
るように
本児なり
に工夫し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊びを盛り
上げるため
にCDを流し
ていたが、
そのCDの音
量を上げる
ために担当
者が場を離
れていたの
と、他の職
員に子ども
たちの遊ん
でいる状況
を話してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
のコー
ナーで他
の園児に
対応して
いた。

玉入れコー
ナーであっ
たので、大
きなケガに
つながる遊
びではない
という油断
もあり、周
囲の職員や
子供たちへ
の声かけが
なかった。

子どもた
ちの側を
一瞬でも
離れる場
合は、他
の職員に
声かけを
行った
り、遊び
の状態に
よっては
中断させ
て待たせ
る。

10125

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

16 6 5
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼・
外傷性歯
の破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

散歩に出か
け昼食前に
帰所する予
定で食事の
テーブル・
椅子をセッ
ティングし
ていたが急
な雨で引き
返した。ア
クシデント
で目が行き
届かなかっ
た。

いつもと
違うこと
が起きた
時には、
担任間で
意識して
声を掛け
合い子ど
もの安全
を確かめ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/月

食事用
テーブ
ル、椅子
が出てい
るときに
は、子ど
もの動き
に特に注
意する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

個人活動
中には、
一人一人
の動きに
特に注意
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

同じフロ
ア内にお
り、転ん
だ瞬間は
違う方向
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

散歩帰り
の他児の
介助のた
めデッキ
にいた。

担任間で
声を掛け
合い子ど
もの安全
を確かめ
る。

10126

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

26 1 1
16.４
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２ )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

暑い日が
続いてお
り、疲れ
や眠気が
出てくる
時間帯で
あった。

静と動の
バランス
に配慮
し、活動
量を調整
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもし
ている行
動であっ
たため、
本児自
身、特に
意識はな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の大縄
跳びをし
ている子
どもたち
について
いたた
め、本児
が転倒し
たことに
気がつか
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ブランコ
や総合遊
具等で遊
ぶ子ども
たちにつ
いてい
た。

特になし

ブランコや総合
遊具だけでな
く、丸太の近く
でも子どもたち
が遊んでいると
きは、側につい
たり、声をかけ
たりして、安全
に遊べるよう保
育士の立ち位置
に留意する。ま
た、疲れが出て
くる時間帯であ
るため、子ども
たち一人一人の
様子を見て、休
息が取れるよう
に声をかける。

10127

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 0 0 0 0 9 2 0 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

若木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

事故発生時
の予防や対
策について
の外部研修
に参加する
など、職員
の危機管理
に関する知
識・認識を
高め、周
知・共有し
ていく。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊びと着
替えのス
ペースが
狭く、同
じ所で
行ってい
たため。

遊びと着
替えの場
所（空
間）を分
ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

同時に２
つの活動
を並行し
て進め
ず、一つ
ずつ活動
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
も良好
で、普段
通り機嫌
よく活動
に参加し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当保育士
は次の活動
（昼食）の
準備を行っ
ており、本
児との間に
距離があっ
た。そのた
め、本児の
つまづき転
倒に気が付
かなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児のそ
ばで保育
を行って
いたが、
本児のつ
まづき転
倒に気が
付くこと
が出来な
かった。

職員同士
の役割分
担（リー
ダー・サ
ブの動
き）、コ
ミュニ
ケーショ
ンの欠
如。

職員同士がコ
ミュニケー
ションを図
り、子どもの
安全面確保を
最優先に考え
て行動するべ
きであった。
また、室内の
全体に目が行
き届くよう、
環境構成の見
直しを行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10128

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

26 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘内側
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

危機管理
マニュア
ルの再確
認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊具の整
理整頓を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

プールや外
遊び等、体
を動かして
遊んだ後
は、落ち着
いて過ごせ
る活動を取
り入れてい
く。移動の
時は転倒を
防ぐため、
走らず歩く
よう児童に
指導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 他児と一
緒に遊んで
いた時に、
友達の足に
つまずき、
足がもつれ
た。対象児
が走ってい
た為、他の
園児と接触
し躓いて転
んでしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊びの様子
をそれぞれ
の立ち位置
で見守って
いた。保育
士2名での
見守り対応
であった
が、保育士
1人は他の
園児の対応
にあたって
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

 それぞれ
の遊びの
様子を見
守ってい
た。他の
園児の見
守りの対
応に追わ
れてい
た。

保育士間
での段取
りと打合
せが不十
分であっ
た。

児童の活動
内容に合わ
せて、バラ
ンスよく保
育士を配置
し、見守れ
る立ち位置
にいる。園
児の見守り
を職員同士
が連携をと
りながら見
守りの強化
を行ってい
く。

10129

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

18 3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

担任の一
人は子ど
もにリズ
ム運動の
指導、一
人はピア
ノを弾き
ながら子
どもに声
を掛ける

リズム運
動の取り
組み方や
事前に準
備体操を
行う等確
認をする

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

毎日使用
している
遊戯室な
のでハー
ド面での
問題点は
ないと思
われる

使用前に
十分な清
掃を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日々取り
組んでい
る運動に
も取り組
み方によ
り怪我を
引き起こ
す

子どもの
運動能力
に合った
取り組み
をして安
全を確保
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動して
いて楽し
い気持ち
になり、
体の動き
をコント
ロールし
きれな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
渡し、運
動するグ
ループや
順番を待
つグルー
プの指導
を行って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

リズム運
動のピア
ノを弾い
ていて、
近くの子
どもに
は、声を
かけ指導
していた

安全な活
動をする
ためのグ
ループの
人数では
なかった

こどもの
運動能力
の把握、
グループ
人数の調
整を行う

10130

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 6 5 3 2
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折
8.その
他

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

朝の打ち
合わせ時
間帯で２
名不在で
あった。

打ち合わ
せの時間
と参加す
る職員数
の見直
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

テーブル
や棚など
高い所に
登りたが
る。

危険個所
の排除
（事故発
生前に棚
は取り外
してい
る）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋の中
に玩具が
散乱して
いた（ま
まごとの
食べ物・
弁当箱・
車・ペッ
トボト
ル）

遊具や玩
具の配置
に気を付
け安全な
環境を確
保し、歩
行や遊び
の障害に
ならない
ようにす
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

いつもよ
り顔色が
さえず、
普段より
落ち着い
た様子で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

顔色が悪く、兄
の胃腸炎がう
つっていない
か、いつもより
気を付けて見て
いた。座って車
のおもちゃを動
かして遊んでい
たが、横になり
急に泣き始め
る。お腹が痛い
のかと思いお腹
をさすってあげ
るが一向に泣き
止まない。もう
一人の保育者の
下へ歩いて移動
し、その後も泣
き続けるので、
腸重積再発を懸
念し、母親へ連
絡することに
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

新入園児
を受け入
れ、その
子を中心
に、他の
園児を見
ていた。

普段から上
を向いて歩
いたり走っ
たり、バラ
ンスが悪い
ため、職員
は目を離さ
ないように
している
が、見逃し
ている部分
があり、そ
の時に捻る
等、何らか
の衝撃を受
けたのでは
ないか。

職員の立
ち位置・
声掛け・
本児に一
人つく

10131

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

24 4 1
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

3歳児在籍25名
中、配慮が必要
なお子さんが3
名在籍してい
る。（うち1名
が怪我をした本
児）主担任の他
に3名の保育補
助がいるが、主
担任以外の3名
のうち2名は配
慮が必要なお子
さんに常時1対1
でついており、
もう1名はクラ
ス全体の補助を
していた。怪我
をした本児は危
険行為が日頃か
ら多かったが、
特定の保育者を
つけておらず、
咄嗟の危険行為
に対してすぐに
対応ができる職
員体制にはなっ
ていなかった。

配慮が必要なお
子さん3名の担
当分担を明確に
する。今まで怪
我をした本児に
は、加配保育士
がついていな
かったが、危険
行動に対する対
応や気持ちが高
ぶった際の対応
など特定の保育
士が担当するこ
ととする。加配
の保育者は勤務
時間もバラバラ
（①9:00～
17:00②9:00～
14:30③8:30～
14:00）なた
め、夕方など空
白の時間が生じ
ないよう職員間
の連携も併せて
行っていく。

1.定期的
に実施

週1回
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

窓枠の棚は子ど
もが腰かけるの
にちょうどよい
高さで、毎年
登ってしまう園
児が多い。窓枠
の棚は昇降式ス
テージの構造上
取り除くことが
不可能なため、
登る場所ではな
いことを繰り返
し伝え、指導し
ている。窓枠部
に子どもが登れ
ないような工夫
をすることがヒ
ヤリハット検証
時に検討された
が根本的解決に
は至っていな
かった。

窓枠の上に、お
花紙で作った花
を置き、視覚的
に上がってはい
けない場所であ
るという意識づ
けをしていく。
構造上窓枠部の
撤去は難しいた
め（昇降式ス
テージの構造
上）園児には繰
り返し登っては
いけないことを
伝えていく。子
どもたちが高い
ところに登りた
いという欲求を
満たせるよう遊
びの中に意図的
に組み込んでい
く。（巧技台や
ゲームボックス
など）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラス担
任4名全員
が片付け
に加わっ
ており、
片づける
ことに集
中し、子
どもの行
動予測が
十分にで
きていな
かった。

子どもた
ちと共に
片付けを
すること
も大切な
ため、片
付けをす
る保育
士、全体
の流れを
把握し、
次の行動
を指示す
る保育士
と分担を
明確化す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

片付けを
切り上
げ、仲の
良い友達
と遊戯室
内を追い
かけっこ
をしてい
た。自宅
でも、園
でも机な
どの高い
ところに
上ること
が多く、
気持ちが
高ぶった
状態で、
高いとこ
ろに上る
ことは想
定ができ
る状況
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

巧技台の
片付けを
してい
た。次の
活動に移
る前に危
険が生じ
る大きな
平均台な
どを片づ
けておき
たいとい
う思いか
ら、片付
けを切り
上げ遊び
始めた本
児の姿に
気づくこ
とが遅く
なった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

積み木や
ボールなど
を片付けて
いた。窓枠
に登った本
児をすぐに
発見し、下
りるよう声
をかけた
が、声掛け
をしたまま
他の玩具の
片づけを始
め、窓枠か
らきちんと
下りたかま
で確認でき
ていなかっ
た。危ない
のでジャン
プをしない
ようにとい
うところま
で声掛けで
きていな
かった。

気持ちが高
ぶった際
に、危険行
動など行動
に見境がな
くなること
が多い。ま
た、友だち
の行動に影
響されやす
いことや、
大人の反応
を試したり
気をひくよ
うな行動も
多く、その
ような特性
を十分に理
解した上
で、適切な
かかわり方
をしていく
ことが必
要。

本児の行動の特性
を理解し、危険な
行動が見られた場
合にはすぐに側で
最後まで見届ける
よう対応をする。
大人の反応を見
て、あえて危険な
ことをすることも
あるため、声のか
け方や関わり方の
工夫をする。ま
た、周囲に影響さ
れやすいことか
ら、クラス内で落
ち着かない雰囲気
がある際にはクー
ルダウンの時間を
作るなどし、危険
の回避を行う。本
児の特性を職員間
で情報共有し、ど
の職員でも衝動的
な危険行動にも対
応できるようにす
る。

10132

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

10 　 2 2
16.４
歳

1.男
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

降所後に
は、落ち
ついて帰
るように
指導して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

周りに危
険個所が
ないよう
に、整備
してお
く。

7.その
他

門扉前、
園舎横の
コンク
リート部
分だった
ため、ス
ピードも
出ていて
強打す
る。

降所後
は、遊ば
ないで落
ちついて
帰るよう
に指導す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

父親の迎
えで、嬉
しくなり
気分も高
揚して
走ってし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降所後で、
見送り見え
ない場所で
転倒してい
た。そのま
ま告げられ
ずに帰った
ため、次の
日連絡を受
ける。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
も、引き
渡した後
気付か
ず、降所
してい
た。

降所後は遊
ばないで落
ちついて帰
ること、走
ると危険な
ことを日頃
から園児に
知らせてい
くよう、職
員間で確認
をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10133

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

15 1 1
17.５
歳

1.男
児

無
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

園児自身
の要因の
為

十分な広さ
の保育環境
にての活動
であるが、
子供の興奮
状態を観察
し気持ちの
切り替えを
する時間を
作りながら
活動を進め
て行く方法
を模索す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

園児自身
の要因の
為

十分な広
さ、周囲
にも障害
物などは
ない保育
環境にて
の活動で
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児自身
もとても
楽しんで
おり、勢
いがつき
すぎたこ
とが要因
の為

15人一斉
に行うの
ではなく
人数制限
をしなが
ら行うよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

スポーツ
教室が楽
しくて興
奮してい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ちょうど
ほかの子
がトラブ
ルになっ
ていたの
でそちら
へ体を向
けていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が外
部講師の
前を通り
過ぎ、決
めれれた
範囲から
出ていく
のでそば
に近づ
く。

園児自
身、張り
切って外
部講師に
見せよう
としてい
たことが
要因の為

注意事項
をきちん
と伝えて
指導する

10134

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 14 15 15 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
牙破折、

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

最近起
こった小
児に関す
る事故に
対する情
報が不十
分である

色々な事
故に関す
る情報収
集と検証
の機会を
作る

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

ログハウ
ス内の安
全整備は
適切で
あったか

ログハウ
スに敷い
てある
マットが
危険だと
判断し撤
去した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ログハウス
内に許容範
囲以上の人
数の子ども
はいなかっ
たか、ログ
ハウス内で
走り回る等
の不適切な
行動はな
かったか

転倒の原
因分析を
踏まえ、
子どもた
ちに安全
な遊び方
の周知・
徹底を行
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りであっ
たが、手
に木か石
を持って
遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

普段と変
わりなく
遊んでい
たので、
転ぶこと
は予想し
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児を見
ていた

職員は子
どもが転
倒するこ
とを想定
して保育
していな
かった

ログハウ
ス内で安
全に遊べ
るよう
に、人数
制限をし
たり遊び
方を指導
する

10135

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 0 0 0 5 11 6 3 3
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
近位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
４　)回程
度/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夕方の当
番体制に
なり、保
育士の見
守りの
中、気の
合う友達
と自由遊
びをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

柵にもた
れている
姿を見つ
け危ない
と気付き
声をかけ
たが、間
に合わず
転倒し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児のトラ
ブルに対
応してお
り、対象
児を見て
いなかっ
た。

特になし

事前に子ども
達に柵にもた
れ掛かると頭
の重さで転落
することがあ
る事を知らせ
ておいたり、
子どもが柵等
に近付く様子
があれば、す
ぐに保育者が
駈け寄ったり
声をかけたり
する等の対応
を行う。

10136

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 2 9 3 3
14.２
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右膝関節
捻挫

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

１．２歳
児混合の
保育の中
で、11名
が同時に
走る場合
のリスク
の認識不
足であっ
た。

低年齢児
の運動能
力が未発
達である
ことを認
識し、少
人数で、
距離を考
慮して活
動すこと
を、職員
で周知す
る。、

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

保育室か
ら、遊戯
室に出る
と広い空
間で園児
にとって
は開放的
になる。
気持ちが
高まっ
て、走り
まわりた
くなる。

遊戯室で
活動する
場合は、
滑らない
ように靴
下は脱が
せる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年齢発達
にあった
活動をす
べきで
あった。
保育士が
意図した
走り方を
しないこ
とを先読
みすべき
であっ
た。

遊戯室で
運動遊び
をする場
合は、年
齢発達に
応じた活
動と人
数、距離
感など配
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室か
ら、遊戯
室に出て
くると広
い空間を
自由に走
り出し
た。保育
士が、か
けっこを
促すと、
側に来て
かけっこ
を楽しん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士はス
タートと
ゴール地点
で子どもた
ちを誘導し
ていたが、
本児が他児
と接触し転
倒した際、
保育士1はす
ぐ本児に駆
け寄り怪我
の有無を確
認する。保
育士２は、
後から走っ
てくる子ど
も達が本児
に接触しな
いように横
へ誘導す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
後片付け
がまだ終
わってい
ない状態
で、クラ
スの子ど
もが、保
育士２人
と遊戯室
へ行った
が、その
まま保育
室の片付
けを続け
ていた。

当日３人の
保育士がい
たが、２人
は、子ども
の活動に付
き添い遊戯
室に来てい
たが、もう
１人の保育
士は保育室
の片付けを
していて、
子どもの活
動に間に合
わなかっ
た。

低年齢児
が保育室
以外の広
い場所で
活動する
場合は、
先を見通
し、子ど
もの安全
がしっか
り見守る
位置に保
育士がそ
ろってい
ること。

10137

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

54 3 12 8 7 13 11 11 9
15.３
歳

1.男
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

水筒や通所
カバンを手
に持って引
きずって歩
くと危険な
ので、肩か
ら斜めにか
けて登降所
するよう保
育所だより
や玄関掲示
で知らせて
いく。登降
所時の約束
をマニュア
ル化し、職
員間で共通
理解してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

玄関先や
門扉の安
全点検を
定期的に
行うよう
にする。

7.その
他

門扉を出
るまで
は、事務
室の職員
を中心と
して危険
のないよ
う、見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に気に
なる様子
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降所後、
園外にい
たため。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降所後の
ため。

水筒や通
所カバン
を手に
持って歩
いている
子どもを
見かけた
ら、肩か
ら斜めに
かけるよ
う、その
都度声を
かけてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10138

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 1 6 6 4 4
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右母指末
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

事故防止
に向けた
環境づく
り、職員
間のコ
ミュニ
ケーショ
ン、情報
共有に留
意する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　）

子どもの特
性を十分に
理解し、事
故の発生防
止に係る行
動の確認や
事故に発展
する可能性
のある問題
点を把握し
改善する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故の生
じやすい
場所等を
共有する
ことで、
事故への
認識、危
険に対す
る予知能
力を高め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

乳児室へ
戻ろうと
していた
ためドア
の近くに
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
ドアの開
閉をして
いるのに
気付いた
ため、ド
アを閉め
るよう声
をかけな
がらそば
に行こう
とした

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちの
そばにい
た

ドアの開
閉の際
は、子ど
もがドア
に手や身
体をつけ
ていない
か、戸袋
付近にい
ないかを
注意確認
する。

10139

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

92 51 41 7 7
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷によ
る歯牙破
折、歯髄
炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１０)回/
年

2.基
準配
置

園庭にい
る職員が
死角がな
い様に立
ち位置を
考える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

動きを想
定して
滑った
り、こけ
たりしな
いように
見守る。
高い場所
は危険な
ので特に
気を付け
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

動きを想
定して、
安全に見
守る。人
数が多い
時は待た
せたりす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑り台の
階段を
上ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台下
で他児と
も一緒に
遊んでい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラスの
子ども達
と滑り台
付近で遊
んでい
た。

本児がつ
まずく予
測が出来
ていな
かった。

滑り台、
ぶらん
こ、ジャ
ングルジ
ム、鉄棒
などの遊
具で遊ん
でいる時
は傍で危
険が無い
か見守
る。

10140

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 0 0 7 6 7 0 0 3 3
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

ケガをし
た当該児
のすぐそ
ばに職員
がいれ
ば、手で
支えるこ
とはでき
たと思
う。

研修を受講
してきた
ら、全員へ
内容の報告
をして、共
通理解をす
る。日々の
保育の中
で、ヒヤリ
ハットを記
入し、職員
会で報告
し、共通理
解してい
く。子ども
の遊びの中
では常に危
険を予測し
て、いつで
も動けるよ
うにしてお
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

遊びを環
境のなか
で分散す
る。時間
差を設け
る。危険
が予測さ
れる遊
具・玩具
は置かな
い。

仕切るな
どして、
遊びの空
間をゆっ
たりと
る。子ど
もから目
を離さな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

積み木の
使い方を
細かく伝
えなかっ
た為。

自分の身
長よりは
積まない
ことや、
上に立っ
て遊ばな
いことを
遊ぶ前に
毎回再確
認してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

クラス替
えにより
新しい友
だちだっ
たことも
あり本児
のテン
ションも
上がって
いたよう
に感じ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ソフト積
み木で遊
んでいる
様子を近
くで見守
りながら
一緒に遊
んでい
た。対象
児が落下
する直前
危ないと
声かけ近
寄るも間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他のコー
ナー遊びを
危険がない
よう見守り
ながら一緒
にあそんで
いたが、対
象児が落下
したことで
１人はすぐ
にかけより
担当職員と
一緒に怪我
の確認等お
こない、も
う一人の職
員は全体を
見ながら保
育に当たっ
ていた。

５歳児の
為、積み
木の遊び
方をしっ
かり理解
している
ものだと
軽視して
いた為。

５歳児で
も怪我を
するかも
しれない
としっか
り危険予
測してお
く

10141

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

27 4 3
17.５
歳

2.女
児

両眼弱視・
調節性内斜
視あり、眼
鏡使用中。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第４
指剥離骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

本児は、
両眼弱
視・調節
性内斜視
あり。眼
鏡使用
中。

椅子は机と
同じ場所に
設置してい
るが、机の
位置の横が
通路となっ
てしまって
おり、子ど
もが通る場
所として
は、狭かっ
た。机の中
にしまわれ
るはずの椅
子がしまわ
れていな
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

椅子の足
は金属製
で幅が狭
いもの
だったの
で、打撲
の際に足
の指が挟
まりやす
かった。

椅子を定
位置にし
まうこと
を子ども
たちに教
育する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は、
弱視と調
節性内斜
視のた
め、眼鏡
を使用中
だった。

いつもと
違うとき
には、緊
張感を
もって保
育を行う
こと。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもよ
り、体調
不良の欠
席者が多
かったた
め、職員
の見守り
は、いつ
もよりは
緩くなっ
てしまっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児は、
ふだん行
動がはげ
しくなく
おとなし
く過ごす
こども
だったた
め、そば
で見守り
はしてい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自由遊び
の時で、
コーナー
に保育士
が見守り
に回って
いた。本
児は支援
担当の保
育士のそ
ばにい
た。

おとなし
い児童な
ので、
立って歩
いて移動
するだけ
だけけが
をすると
思わな
かった。

弱視があ
る子ども
なので
しっかり
と見守り
をすべき
だった。

10142

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 2 4 1 23 5 5
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘関節
骨折・両
肘関節骨
折の疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

５歳児２３
名・４歳児
１名・３歳
児４名・２
歳児２名の
計30名に対
し職員５人
で園庭で遊
んでいた。

改善策な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

ロッカー
のふちを
保護する
クッショ
ンをつけ
る。

6.食事
(おや
つ)中

給食中の
離席。前
方不注
意。

席に手を
ひいて戻
すことを
くり返
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常的に
離席や退
室をして
しまう園
児であ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

何度か近
くに行
き、着席
するよう
声をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は昼休
みの休憩
に入って
いた。

席に手を
ひいて戻
すことを
くり返
す。

10143

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

28 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
内顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

改善策な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

改善策な
し

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

目の行き届
くように1
つの部屋で
4・5歳で合
同保育を
行ってい
く。もう一
人職員が来
てから支度
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の支度
時にイス
の上に立
ち、ジャ
ンプをす
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

4歳児の支
援の対応
をしてい
て、本児
の動きが
見えると
ころにい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人担任で
他のクラ
スの担当
者は見る
ことがで
きませ
ん。

全体が見
える場所
で見守
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10144

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

11 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

事故の原
因を分析
し、再発
防止に向
けて職員
間での情
報共有、
注意喚起
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )

牛乳パックに詰
め物をして作成
した長椅子（高
さ15cm幅22cm長
さ65cm重さ4300
ｇ）は５個あり
通常は壁際に並
べてある。室内
アスレチック遊
びの際はその上
を渡り歩く遊具
として使用する
こともある。ビ
ニールクロスで
覆ってあるが特
に滑りやすい素
材でもなく、
テープもしっか
りと隅まで貼り
付いている。

ある程度
の重量が
あるた
め、日常
的にベン
チとして
使用して
いる。中
身は牛乳
パックの
ため、劣
化等には
十分注意
して使用
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

昼食後、午
睡前の時間
帯はちょう
ど雑多にな
りがちな時
間帯のた
め、空いて
いる職員が
いる場合は
補助に入る
ようにして
いる。担任
１名は他児
の排泄援助
で離れたた
め、フリー
保育士に片
付けの補助
をしても
らってい
た。

運動遊び
は保育士
が側につ
いていら
れる時に
行うよう
にする。
また、そ
の際は長
椅子を動
かすなど
の環境設
定は保育
士が行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な遊
びを日常
から好む
本児であ
り、この
遊びも日
常の一つ
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

複数名をみ
ていた。ま
た、本児の
遊び方も日
常であり、
ジャンプす
るとか走り
回るなどで
はなく歩い
て渡ってい
たため特に
本児の直近
で寄り添う
見守り方で
はなかっ
た。そのた
め、本児が
バランスを
崩した時に
手が届かず
すぐに手を
差し伸べる
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補助とし
てクラス
に入って
いたフ
リー保育
士は、昼
食の後片
づけを
行ってい
た。担任
のもう一
人は他児
の援助で
トイレに
いた。

各場面で
の遊び方
や危険に
対する判
断につい
て職員で
共有しあ
い、子ど
もへの働
きかけや
援助の仕
方を同一
にする。

担任１名
は子ども
たちが遊
ぶ様子の
見守りを
行うが、
子どもの
活動に合
わせて立
ち位置に
留意す
る。

10145

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

1 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕部
打撲傷
右肘関節
部打撲傷
右上腕骨
内顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

今回の事
故の事案
を通し
て、再発
防止策を
職員で意
識統一す
ることが
重要。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

玩具のス
コップは
破損もな
く、通常
子どもた
ちが使用
している
ものだっ
た。

通常子ど
もたちが
使用して
いる玩具
だった
が、持っ
て走るこ
とで危険
が生じる
こともあ
り、注意
が必要
だった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い園庭
で活動す
るとき
は、保育
士の立ち
位置に気
を付け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は１
人体制
で、死角
になって
いた子ど
もの様子
を確認で
きない場
面があっ
た。

１名体制
で他の職
員はいな
かった。

右腕の痛
みを訴え
た直後
は、本人
が動揺し
聞き取り
が不明確
で状況把
握が十分
ではな
かった。

職員が全体
の子どもが
見守る位置
で関わるこ
とが重要だ
が、死角に
なる位置で
のアクシデ
ントは把握
できないこ
ともあり、
痛みを訴え
た時点で本
児や周りの
子どもから
聞き取るな
ど状況把握
を行うこと
が重要。

10146

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

17 1 1
18.６
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１　)回/
年

2.基
準配
置

過去に同
様のケガ
は起きて
いない
為、ス
ロープを
ロープつ
たいに降
り下まで
来ていた
ので危険
があると
は思って
いなかっ
た。

子どもの動
きに注意し
ていくとと
もに、総合
遊具の下り
口は複数あ
るため、一
箇所ばかり
でなく遊具
全体を見
守っていく
ことを申し
伝えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故前か
ら遊具を
使ってお
いかけっ
こ等をし
ていて、
遊びに夢
中になる
と危険を
感じるこ
とがあっ
た。

遊具の使
用の使い
方を再確
認した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に普段
と変わっ
たことは
なく元気
に過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

総合遊具を
昇った場所
で、子ども
が集まりや
すく危険な
高い場所
（滑り台滑
り口付近
等）を注意
して見守っ
ていたが、
スロープを
ロープつた
いに降り下
まで来てい
たため危険
はないと
思ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時、外遊
びをして
いたクラ
スは年長
児以外い
なかっ
た。

児にとっ
て遊び慣
れている
遊具であ
ることが
危険を予
測できな
かった要
因と思わ
れる。

子どもの
遊び方を
確認しな
がら、常
に注意し
て見守っ
ていく。

10147

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

81 3 11 13 16 17 21 0 18 18
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

怪我が起
こるたび
に職員間
で状態を
確認し何
ができた
か、反省
点は何か
を振り返
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

園庭の小
さなくぼ
みがあっ
た。

園庭のく
ぼみで危
険だと感
じられる
箇所を直
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

引き続き
安全点検
を実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつの
時間にな
り、楽し
い気分で
スキップ
しながら
保育室に
向かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭にい
る子ども
たちに、
おやつの
時間であ
ることを
伝えなが
ら後方か
ら歩いて
ついて
いった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先に保育
室に入
り、おや
つの準備
を進めて
いた。

保育士が
連携して
全体を見
ていたが
広範囲の
ため、防
ぐことが
できな
かった。

怪我が起
こるたび
に職員間
で状態を
確認し何
ができた
か、反省
点は何か
を振り返
るように
する。

10148

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

13 3 3
15.３
歳

2.女
児

なし
5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

顔面切創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

職員が環
境に慣れ
ておら
ず、複数
担任間で
の連携が
十分では
なかった
と思われ
る。

職員同士
声をかけ
合い子ど
もたちの
行動予測
を細かく
し、常に
目が行き
届くよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし
6.食事
(おや
つ)中

進級し新
しい環境
になって
過ごす５
日目で、
子ども・
職員共に
環境に慣
れていな
かった。

子どもの
動きを見
ながら危
険がない
か職員が
注意し、
その都度
改善して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に普段
と変わっ
たことは
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くには
いたが他
の子の歯
みがき等
対応中で
あり、対
象児が転
倒する瞬
間に間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他に２名
職員がい
たが、そ
れぞれ子
どもの対
応をして
おり見て
いなかっ
た。

水道近くに
タオル掛け
や歯みがき
用のコッ
プ・歯ブラ
シを置く棚
があったり
と物が多く
ある状況で
あった。

水道周り
の物を減
らすなど
物の配置
を見直し
間隔をあ
けるなど
工夫をし
た。

236 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10149

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

24 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ関
節部分骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生時
において、
「転倒して
骨折する」
事態を想定
できず、子
ども達の主
体性の中で
「遊び」を
選ばせてい
た。

大型積み
木での遊
び方を、
児童とと
もに再確
認。２段
以上積み
重ねてそ
の上に乗
らない。
押し合い
等を行わ
ない

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

大型積み
木を床に
並べ、上
に乗って
渡り歩く
遊びを
行ってい
たこと

上に乗っ
た際に不
安定な半
割丸太の
積み木を
撤去

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

当該遊具
を使って
の遊びに
習熟でき
ていな
かった

子ども達と
ともに、保
育者の助言
の中、「遊
び方のルー
ル作り」に
取り組み、
より安全で
楽しい遊び
になるよう
取り組む

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

より危険
と思われ
る遊具の
近くで安
全を見守
り、本児
の遊びは
遠方より
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室内
には、他
クラスの
児童・担
任はいな
かった

保育士は
「この遊び
方によって
転倒し骨折
するかもし
れない」と
いう見通
し・予測を
持てていな
かった

児童の行
動特性を
個別に理
解し、最
悪の事態
を想定し
て遊び環
境を構成
する

10150

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 2 5 3 3
15.３
歳

2.女
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

下顎挫
創・下顎
皮膚欠損
（第一病
による）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5  )回/年

2.基
準配
置

特記事項
無し

職員会で
事故報告
をして、
全職員で
分析し、
再発防止
意識を高
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

特記事項
無し

環境面・
人面的が
要因と考
えられる
ため、記
載事項無
し

7.その
他

受け入れの
職員がいつ
も通り声か
けをして部
屋に入った
のだが、毎
日特に問題
なかったの
で、心配な
いと思い最
後まで見届
けなかっ
た。

着脱の時に
は、止まっ
て落ち着い
て脱ぎ着す
るよう指導
する。上着
入れをテラ
スに置くよ
うにする。
（保育士と
一緒にテラ
スで脱
ぐ。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

部屋に入
りなが
ら、早く
遊びたく
てピョン
ピョンと
飛び跳ね
るように
して上着
を脱いで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

テラス
で、登所
してきた
他の親子
の対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は、
室内で多
動児に付
き添い、
もう一人
は、持ち
物の片付
けが終り
全体を見
守りなが
ら一緒に
遊んでい
た。

見守りの
保育士
が、持ち
物の片付
けが完了
するまで
付き添い
補助す
る。

朝の受け
入れ時の
職員配置
につい
て、再度
職員会で
確認す
る。

10151

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

18 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特にな
し。

鬼ごっこを
するとき
は、遊具の
上に逃げな
いという約
束を常にし
ているの
で、気づい
た時点です
ぐに声をか
けることを
徹底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

特にな
し。

引き続き
安全点検
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこを
するとき
は、遊具の
上に逃げな
いという約
束が、遊び
の夢中に
なってし
まっていた
部分もある
が、浸透し
ていなかっ
た。

再度戸外
遊びでの
危険性に
ついて話
しをする
ととも
に、保育
士もしっ
かりと意
識をして
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに夢
中になっ
てしまう
と約束が
抜けてし
まう。つ
かまりた
くないた
め遊具の
上に逃げ
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に鬼
ごっこを
していな
かったた
め、他児
と過ごし
てあり見
守りのみ
の状況
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外の離
れたとこ
ろで他児
と遊んで
いた。

年長児だ
からとい
う思いか
ら、遊び
を任せて
いたとこ
ろがあっ
た。

遊びの様
子を見な
がら、危
険だと感
じること
がある場
合は、話
をしたり
活動を止
める必要
がある。

10152

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

23 7 16 2 0
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

眼球外側
に外傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

怪我発生
後の対応
は的確
だった。

担任２名
が子ども
に対して
死角がな
いように
立ち回る
ことを徹
底する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(３)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(３)回/年

活動場所
を十分に
下見す
る。

木の棒の
取り扱い
方につい
て、子ど
も、ス
タッフ共
に周知、
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動場所
を十分に
下見す
る。

担任２名
が児童に
対して死
角がない
ように立
ち回るこ
とを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にか
わったと
ころはあ
りません
でした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

活動場所
が広範囲
におよん
だため、
死角にな
る部分が
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
のみ

死角をつ
くらない
よう、常
に意識す
る。

普段の
ミーティ
ングで意
識を徹底
する。

10153

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 2 7 5 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左A歯亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
（１２）
回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
（48）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（48）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（240）回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遅番の時
間、部屋
の中の畳
がある場
所で絵本
を見るた
めズック
を脱ぎ、
靴下に
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児に内履き
ズックを履くよ
うに声を掛けて
いたが、対象児
は窓の外にいる
友達が気になり
絵本を持ってウ
ロウロと歩いて
行ってしまい、
異年齢児が周り
にいることもあ
り対象児と距離
が離れていた
為、追いかけて
いくことができ
ず転んで口を
打ってしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児は保育者
の近くにいて絵
本を読んでいた
が、絵本を読ん
でいる途中で対
象児は窓の外に
いる友達が気に
なり窓の所へ行
こうと靴下のま
ま歩いて行って
しまった。周り
に異年齢児がい
た為、その場を
動くことができ
ず追いかけてい
くことができな
かったので対象
児が転ぶ瞬間に
受け止めること
ができなかっ
た。

特になし 特になし

10154

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

4 2 1
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士だ
けでなく
保育従事
者にも危
機管理の
周知を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

危険なも
のがない
か確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

常に危機
感を持ち
保育を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

皆と一緒
に走って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

床にあっ
た絵本を
危ないと
思い拾っ
て棚に片
付けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

掃除をし
ていた。

職員間で
連携を持
ち、声を
掛け合う
等目を離
さない。

職員間の
役割を明
確にす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10155

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

15 4 4
15.３
歳

1.男
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
遠位部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

降園時間
の職員の
動き方に
決まりが
なく、状
況を見て
互いに動
いてい
る。

保育士の
配置の見
直し。役
割分担の
マニュア
ル化。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

室内の異
常はな
く、床は
発泡層付
塩ビシー
トが敷か
れてい
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びの
コーナー
は子ども
が落ち着
いて過ご
せるよう
配置を考
えてある
が、机の
まわりを
動き回る
子がい
る。

机の配置
の見直
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士は
全体を見
守れる場
所にいた
が、その
瞬間は他
児の対応
をしてい
て、本児
が転んだ
ことを背
中越しの
音で気づ
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

怪我発生
直後に保
育室に
戻ってき
た。

保育士の人
数は揃って
いたが、保
護者の迎え
のタイミン
グに合わせ
て部屋を離
れる保育士
が不規則で
発生。保育
士1人のと
きは、子ど
もから目が
離れること
があった。

保育士の
配置の見
直し。保
育室対応
と保護者
対応の役
割分担を
決め、安
全な体制
をとる。

10156

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

66 4 4
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

サンダル
を履くこ
とに慣れ
ていな
かった。

必要に応
じてサン
ダルを脱
ぐように
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

指示が聞
こえたの
で反応し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

至近距離
で指示を
出してい
たが転倒
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
自分のク
ラスの子
を見てい
た。

特になし

落ち着い
て行動す
るよう声
をかける
ようにし
た。

10157

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 5 7 6 1 1
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特に登園時
や降園時は
ホールでお
迎えを待っ
ている間、
保育士がつ
いている
が、お迎え
が輻輳した
時に園児か
ら目を離す
恐れあり

特に登
園、降園
時の業務
が輻輳す
る場面を
抽出し、
管理体制
を整備

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

玄関での
出迎え、
ホールで
の待機含
めて、実
場面で園
児の監視
が届かな
い場面が
発生して
しまう

遊具その
ものだけ
でなく、
使用環境
や状況を
加味した
点検を検
討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

二階の保
育室から1
階ホール
へ子ども
を集める
ため、保
育士の人
数確保が
困難

特に登
園、降園
時の業務
が輻輳す
る場面を
抽出し、
管理体制
を整備

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りなく遊
具で遊ん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りを
行ってい
たが保護
者のお迎
え状況も
気になり
意識が分
散してい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホール内
では担当
職員一人
のみで
あった

場面を考
慮した職
員配置体
制に課題

特に登
園、降園
時の業務
が輻輳す
る場面を
抽出し、
管理体制
を整備

10158

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 5 10 5 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

強い衝撃
による骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

ヒヤリハッ
トに加え、
危険箇所な
どを共有で
きるチャッ
トを作成
し、毎月の
事故防止委
員会の話し
合いにて、
再度危険箇
所の確認と
周知を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

園庭内に
落ちてい
る石や枝
などを改
めて取り
除く。安
全に飛び
降りる遊
びができ
る環境を
整える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもと飛
び降りる場
所が異なっ
ていた。(高
さは同じ)着
地した場所
はわずかな
傾斜が見ら
れた。着地
の瞬間に傾
斜に足を取
られ骨折の
きっかけと
なった可能
性が考えら
れる。

園庭活動
時の保育
者の配置
は全体把
握係が随
時指示す
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長児の
兄弟がお
り、年長
児への憧
れから、
様々な事
に挑戦す
る姿が見
られた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつもの
意欲的に
挑戦する
子どもの
姿とし
て、子ど
もが土管
から飛ぶ
姿を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各職員の
担当する
場所が決
まってお
り、別の
エリアに
いる子ど
も達を見
ていた。

１人１枚
ヒヤリ
ハット記
入の義務
化（一時
的）を行
い危機管
理意識を
高める。

10159

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 8 2 3 3
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

前額部挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は充分で
あった
が、声を
掛け合っ
ての子ど
もの安全
確認が不
十分で
あった。

臨時安全
委員会を
開き、今
回の原因
と対応策
を話し
合った。
遅番時の
保育者の
役割の再
確認をし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12   )回/
年

特記事項
なし

子どもの
月齢や日
中の保育
の状況に
合わせ
て、各年
齢での保
育を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

子どもの
月齢や日
中の保育
の状況に
合わせ
て、各年
齢での保
育を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好きな遊
具で一人
遊びを楽
しめた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児への
対応を
し、本児
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は、
担当保育
者と他児
の対応を
してい
た。もう
一人は、
周りにい
た子ども
たちを見
ていたた
め本児を
見ていな
かった。

特記事項
なし

子どもか
ら目を離
さない。
目を離す
ときは、
声掛けを
掛け合い
必ず誰か
が子ども
を見る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10160

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

8 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
13　)回/
年

2.基
準配
置

職員配置
は充分で
あった
が、マ
ニュアル
の内容を
読み合わ
せる等の
保育士へ
の周知が
足りな
かった。

年度初め
に、マ
ニュアル
を読み合
う等、周
知、安全
確認をし
て安全面
の意識を
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

かけっこ
レーン
に、白線
が引かれ
ていな
かった。

白線や、
ゴール地
点に色別
コーンの
目標物を
設置して
意識して
レーン内
を走るこ
とができ
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今年度初
のかけっ
こレーン
を使用し
ての活動
であるこ
とをもっ
と重視す
べきだっ
た。ま
た、分け
ずに８人
一斉ス
タートし
た点にも
問題が
あった。

４歳児クラ
スになって
初のかけっ
こであるこ
とを考慮
し、園児に
対しての走
る前の分か
りやすい意
識づけや、
準備運動を
して体をほ
ぐす。ま
た、何回に
分けて走る
などするこ
とで、事故
を防止でき
たのではな
いかと考え
られる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児はか
けっこレー
ン第１コー
ス側から第
３番目に並
び、８人で
一斉スター
トした。ス
タートして
間もなく対
象児の右側
の子どもが
寄ってきて
しまい、対
象児と衝
突。対象児
が頭と肩か
ら地面に転
んでしまっ
た。衝突し
たもう一人
は無事に
ゴールした

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一人は、
スタート
側に付
き、もう
一人は
ゴール側
で待機し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

５歳児ク
ラスが室
内に引き
上げた後
で、園庭
に出てい
たのは、
４歳児ク
ラスだけ
であっ
た。

隣同士の
衝突を予
想してい
なかっ
た。

どんな時
も、様々
な想定を
し、想定
に合わせ
た配慮や
環境の構
成を考え
ていく。

10161

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

4 1 1
9.８か
月

1.男
児

事故の約２か月前,
保育所降園時に母が
抱っこしたまま転倒
し左側頭部をぶつけ
る。腫れていたため
翌日Aクリニックを
受診。嘔吐ない為様
子を見る。その他,
子ども救急などにも
母が相談するがAク
リニックと同様。５
日後、保育所登園し
て母より報告を受け
る。事故当日、B病
院でCTをとり約２か
月の転倒で頭蓋骨に
ひびが入り慢性硬膜
下血腫が見つかっ
た。その他数か所に
硬膜下血腫がみつか
り急性の可能性有り
と伝えられている。

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

1.頭部
急性硬膜
下血腫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

事故の約2
か月前の
転倒との
関連を予
想できず
に通常の
援助を
行ってき
た。

マニュア
ルを共通
理解し頭
部の打撲
について
は急性
期,48時間
以外にも
長期に起
こりうる
ことを予
想し関わ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

フローリ
ングと畳
の境目に
布団を敷
いた（段
差はない
が素材が
異な
る）。

境目には
ゴザ等を
敷いたう
えで布団
を敷く。

5.睡眠
(午睡)
中

オムツ交
換後布団
にうつぶ
せで戻し
た。その
後,背中側
から寝返
りをし厚
さ4センチ
の布団か
らフロー
リング部
分に移
り。右側
頭部をこ
つんとぶ
つけた。

寝返りな
ど移動を
伴う動き
は、広い
マット等
の中心部
分や段差
のない状
態て遊べ
るように
設定して
いく。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

午睡後オ
ムツ交換
も終え,遊
びや姿勢
の変換な
どを促す
ため布団
にうつ伏
せで戻し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

背中からの寝返
りができるので
引き出せるよう
にうつぶせにし
た。うつぶせか
らの寝返りをし
た際に右の側頭
部をこつんとぶ
つけ泣いたので
抱っこしぶつけ
た部分を確認し
仰向けで布団に
戻した。通常は
そばを離れると
泣くが泣かな
かったため様子
を見るとぐった
りしていた。事
務所に内線で連
絡をいれる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は会議に
参加して
いた。

午睡中は
SIDS
チェック
を行って
いるが,
眠ってい
ない状態
でも随時
確認して
いく事が
必要であ
る。

午睡から
目覚めた
時点で保
育体制を
強化して
いく。

10162

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 0 0 0 17 4 22 0 5 5
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

その都度
実施

2.基
準配
置

配置基準
は満たし
ている
が、遊び
の様子を
伝達し合
うなどが
十分では
なかっ
た。

戸外で遊
ぶときの
配慮点な
ど、マ
ニュアル
を再確認
をした
り、遊び
の様子を
他の職員
にも伝達
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ前に
体を動か
してウ
オーミン
グアップ
しておく
と怪我が
軽く済ん
だのでは
ないかと
考えられ
る。

戸外で遊
ぶ前に、
意識して
足首や手
首を動か
す準備運
動を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子がな
く、元気
に戸外で
遊び出し
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が遊
んでいる
ことは見
ていた
が、他児
から声を
かけられ
て対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と関
わった
り、他児
の遊んで
いる様子
を見てい
たため、
見ていな
かった。

この玩具で
遊び始めた
日から、ま
だ日数が
経っておら
ず、遊び慣
れていな
かったこと
が考えられ
る。遊びの
様子を観察
しておく必
要があっ
た。

新しく玩
具を出し
た時は、
職員に周
知し、遊
び方を
しっかり
観ていく
ことが大
切である
ので、職
員に周知
するよう
にする。

10163

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

16 　 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨幹
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

各あそび場
に職員が配
置されるよ
うに配慮し
ていたが、
子ども達が
上（シャボ
ン玉）に夢
中となり足
元が見えな
い状況と
なってし
まった。

出掛ける
前や活動
前に子ど
も達にも
注意を促
しながら
ルールや
約束事に
ついて
しっかり
伝える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回は当
てはまら
ない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い公園
での活
動、園内
関係者以
外との接
触により
子ども達
の気持ち
に開放感
が生まれ
てしまっ
た。

走る際の
注意点や
楽しすぎ
てテン
ションが
上がって
しまう子
ども達の
気持ちの
コント
ロール

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

週末を開け
の散歩とい
うことで、
お友達と一
緒に遊べる
ことが楽し
く、シャボ
ン玉を追い
かけること
に夢中で足
元をみてい
なかった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くに転
びそうな
段差など
は見当た
らなかっ
たため、
シャボン
玉を追い
かける姿
を見守っ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
がいる場
所と分担
していた
ため、当
該事故先
は見てい
なかっ
た。

週末明け
というこ
とで、子
ども達の
気持ちの
盛り上が
りへの配
慮が欠け
ていた。

行きなれた
公園であっ
ても、週末
明けで集団
生活の気持
ちがリセッ
トされてい
ることを念
頭に、約束
事の繰り返
しが必要
だった
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10164

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 8 15 4 4
14.２
歳

1.男
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

Ａ 外傷性
亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

2.基
準配
置

休み明けや
登降所時は
気持ちが高
揚しやすい
ので、子ど
もから目を
離さないよ
うにし、保
護者と一緒
に歩いて登
降所しても
らうことを
折に触れて
伝えてい
く。

登降所時
にも事故
が起こり
うること
を職員間
でも把握
し、保護
者へもお
便りや掲
示などを
活用し啓
蒙する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

毎日

門の前が
緩やかな
傾斜に
なってい
るので、
走ったり
するとバ
ランスを
崩しやす
い。

駐車場内
を走ると
転倒し、
怪我につ
ながるこ
とを施設
周辺に掲
示する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

車を降り
た際、母
親を置い
て兄弟だ
けで行動
させたた
め。

小さい年
齢のうち
は特に、
保護者と
手をつな
いで歩い
て登降所
してもら
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員のい
ない場面
での事故
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員のい
ない場面
での事故
であっ
た。

登降所に
子どもだ
けで行動
したた
め。

登降所時
は、保護
者と手を
つないで
安全に登
降所して
もらう。

10165

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

9 1 1
15.３
歳

2.女
児

本児の身長
約101cm、児
童椅子の高
さ約45cm

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

新年度で
クラスの
生活に慣
れていな
かった。

落ち着い
た雰囲気
を作るこ
とができ
るように
する。ま
た、自ら
気を付け
られるよ
うに繰り
返し伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

着席して
いる児童
と児童と
の間が近
かった。

集まりの
際、児童
と児童の
椅子の間
をできる
限り十分
な距離を
とる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新年度ク
ラスで約1
週間過し
たが、3歳
以上児用
の椅子や
机の大き
さに慣れ
ていな
かった。

引き続き
子供の様
子や全体
の様子の
見守りを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス全
体で朝の
集まりを
行ってい
て、全体
に対して
話をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任はク
ラス活動
中の時
間。フ
リーが未
満児クラ
スに補助
に入って
いた。

動きの大
きい男児
と違い普
段落ち着
いて行動
していた
児だった
ので、つ
い立ち上
がって動
いてしま
う姿を予
測できな
かった。

引き続き
全体への
見守りを
行い、子
供の動き
を予測し
ながら対
応する。

10166

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 9 13 15 5 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(4～6)回/
年

2.基
準配
置

年度初め
や年央
に、子ど
もの様子
に応じて
改めて遊
びのルー
ルの確認
や見直し
を行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

引き続き、
安全点検を
行うととも
に、施設、
設備等に不
備があった
際は職員間
で共有する
とともに、
速やかに修
理、改善な
どの対応を
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭が乾
いている
ときは、
適宜水を
撒くなど
して、滑
りにくく
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子ど
も達と一
緒に別の
遊びをし
ながら、
全体的に
子ども達
の様子を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子ども達
がそれぞ
れ園庭の
好きな場
所で遊ん
でおり、
そこに職
員が付き
ながら全
体を確
認、見
守ってい
た。

園庭の中心
を使って、
子ども達が
盛り上がっ
て楽しめる
ような遊び
を提供する
ことで、子
ども達も満
足すること
ができ、子
ども達の把
握や安全に
つながると
考えた。

10167

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

37 2 2
17.５
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１ )回/年

1.基
準以
上配
置

対象児は
ジャンプし
てバーを握
れるものと
思いスター
トバーから
ジャンプし
たが握りそ
こねて落
下。ジャン
プすること
を予測でき
なかった。

最初の
バーを
握ってぶ
ら下がる
ように声
がけを行
いながら
見守るよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

雲梯には
問題点は
無いが、
下に敷い
ている衝
撃吸収
マットが
古く、硬
くなって
いる。

業者によ
る遊具点
検の際、
衝撃吸収
マットに
ついて確
認を行
う。

7.その
他

年中２ク
ラスの園
児が一緒
に園庭に
出てお
り、３７
名の園児
を２名の
保育教諭
で見守っ
ていた。

早番出勤
者の退勤
後の職員
の補充を
国に要望
したい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員は
危険度の高
い雲梯の傍
で見守りを
行っていた
が、雲梯で
は多数の園
児が遊んで
おり、対象
児一人を見
ている状況
ではなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は出入り
口ゲー
ト、鉄棒
付近の子
どもたち
を見てお
り、雲梯
の方は見
ていな
かった。

子どもた
ちの集中
力がとぎ
れやすい
夕方の時
間帯での
事故

遊具の使
い方、遊
び方につ
いて再確
認し、声
かけ、見
守りを注
意深く行
う。

10168

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 7 11 7 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘内障
及び右肘
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
7　)回/年

1.基
準以
上配
置

各遊具の
使い方や
見守りの
仕方につ
いて、具
体的なマ
ニュアル
を作成
し、全職
員に周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

バランス
を崩して
落下した
場合に備
え、クッ
ション
（マット
等）を整
備する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具や運動
用具を使っ
た遊びで
は、その都
度必ずルー
ルを説明
し、ルール
を守らない
ことが危険
につながる
ことを教
え、ケガに
つながらな
いよう意識
を高める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4歳児であ
る対象児が
5歳児と平
均台でルー
ルのある遊
びをしてい
たところ、
平均台から
降りなけれ
ばならい5
歳児の児童
が不意に本
児の腕を
取って降り
た為、対象
児は平均台
よりバラン
スを崩しな
がら落ち
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の後
ろにいた3
歳児の児童
の手を引き
ながら遊び
を見守って
いたが、平
均台の反対
側に落下し
た為、落下
を止められ
ず、また、
床にぶつか
るのを阻止
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お遊戯室
内のクラ
イミング
ウォール
の遊び等
他児の遊
びを見
守ってい
た。

活動場所の
スペースに
応じ、子ど
も達を自由
に遊ばせる
場合の立ち
位置・見守
りの方法を
検討し、場
所・状況ご
とに職員間
で共有す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10169

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 2 9

一
時
預
か
り
１
名

5 5
13.１
歳

1.男
児

一時預かり
一か月に数
回利用。保
育園には慣
れている。

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

職員が多
かったが
故に、ス
タッフひ
とりひと
りの責任
感が欠
如。

事故予防
に関する
研修会の
実施回数
を増や
し、ス
タッフひ
とりひと
りが責任
感をもっ
て取り組
む体制を
整える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

普段使用
している
ビニール
プール
（フチの
高さ６
cm）とは
違うビ
ニール
プール
（フチの
高さ２５
cm）を使
用。

年齢に
合った遊
具（ビ
ニール
プール）
の使用。
（フチの
高さが低
いビニー
ルプール
を使用）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段使用
している
ビニール
プール
（フチの
高さ6cm）
とは違う
ビニール
プール
（フチの
高さ
25cm）を
使用。

年齢に
合った遊
具（ビ
ニール
プール）
の使用。
（フチの
高さが低
いビニー
ルプール
を使用）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一時預か
りの園児
だが、毎
月数回利
用してい
るため、
保育園に
は慣れて
いる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで、
対象児を
観ていた
が、在園
児と共に
水遊びを
していた
為、周り
には他の
園児もい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

在園児と
共に、一
時預かり
の園児も
みてい
た。

職員が多
かったが
故に、ス
タッフひ
とりひと
りの責任
感が欠
如。（油
断）

事故予防
に関する
研修会の
実施回数
を増や
し、ス
タッフひ
とりひと
りが責任
感をもっ
て取り組
む体制を
整える。

10170

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 4 5 3 5 5
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下肢骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
3～4　)回
/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの内容
を繰り返
し研修等
で、職員
に周知徹
底してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

今後もこ
れまで同
様に安全
点検を行
い、事故
防止に努
めてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今後更に
丁寧に保
育士が見
守り、事
故防止に
努める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

目の前（1
メートル
以内）に
保育士が
ついてい
たので、
すぐに事
務室に連
れてき
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
が、通常
通りに遊
べるよ
う、遊具
にそれぞ
れつき、
平常通り
に保育を
してい
た。

今後も保育
士が丁寧に
見守りなが
ら、更に子
どもたちの
行動を予測
するように
努め、全職
員、共通理
解のもと保
育を行って
いく。

10171

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 　 　 　12 16 3 3
16.４
歳

1.男
児

無
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

勝敗で気持
ちが高まっ
ている事を
踏まえて、
スピード落
としたり、
運動用具に
対して注意
を払ったり
しながら遊
べるような
声掛けが不
十分だっ
た。又、裸
足ではなく
靴を履いて
のカーブを
曲がる陣取
りの走行道
を作ってし
まってい
た。

走るスピードが
落ちる動きや運
動用具を陣取り
の走行道に配置
したり、滑りや
すいカーブの多
い走行道ばかり
ではなく、大き
めのカーブにし
急に方向転換し
なくていいよう
な走行道を作る
べきだった。
又、誰かしらが
見ているという
思いで誰がどこ
の範囲まで見
て、怪我防止に
努めたり、声か
けをしたりする
かの役割をはっ
きりさせられて
いなかった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

走りに勢
いがつき
やすい走
行道中央
に平均台
を置いて
いた。

勢いがつ
きにくい
コースの
初盤や中
盤に平均
台を設置
したり、
勝敗のあ
る遊びの
際は平均
台での動
き、間
隔、他の
用具への
代用など
考慮した
りして怪
我を回避
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

勝負ごとと
走る行為に
加えて運動
用具（平均
台）を組み
合わせて
行ったこと
で、転倒だ
けでなく平
均台が口を
当たる怪我
に繋がって
しまった。
又裸足では
なく靴で
走っている
事で、滑り
やすく踏ん
張りきれな
かった。

勝敗のあ
る遊びを
するにあ
たって、
転倒や衝
突の回避
を子ども
達自身に
伝えるだ
けでな
く、気持
ちが高ま
りも想定
した運動
用具の配
置やそれ
を使った
動きを決
める必要
である。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童は、
相手の陣
地に早く
いきた
い、勝ち
たいと思
いがあ
り、走り
に勢いが
ついてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の対
応で、陣
取りゲー
ムをして
いる子た
ちから少
し見守り
場所から
離れ、他
の職員が
少し離れ
たところ
から全体
的に見
守ってい
たが声か
けや手の
差し伸べ
るが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には3
人配置し
ていた
が、他児
の対応や
保護者対
応が重な
り、陣取
りする子
ども達へ
の目配り
が大まか
にしかで
きていな
かった。

他児の対応
や保護者対
応を互いの
職員が同時
に行ってし
まっただけ
なく、その
ことを声掛
けせずに他
の職員が察
する形での
動きになっ
てしまっ
た。またそ
のような状
況にも関わ
らず職員一
人ひとりの
視野を十分
に広げられ
ていなかっ
た。

職員の動
き、声をか
けあい互い
に自分や他
の職員の行
動の確認を
行う。又、
配慮する箇
所の再確認
だけでなく
時間帯や園
庭で遊びだ
した時間や
子ども達の
遊び方等の
状況踏ま
え、その都
度判断し遊
びの内容も
工夫し考え
ていく必要
がある。

10172

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 0 0 0 4 7 11 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上唇小帯
を切る
中切歯左
側の根元
が折れて
いる

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

研修や事
故の検証
等を引き
続き行っ
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(200回以
上）/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(201回以
上）/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(202回以
上）/年

安全チェッ
クは全職員
交代で点検
しているの
で、たくさ
んの目で確
認してい
る。引き続
き行ってい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団活動の
みだけでな
く、常に保
育士は子ど
もたちの見
守りを行っ
ている。こ
の事故が起
きてから、
夕方合同保
育時の保育
士の人数を
増やした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、お友
だちと楽
しそうに
遊ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

合同保育
中という
事もあ
り、全体
をみてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
ていた
が、本児
が転倒し
た時丁度
見てい
た。

園庭で遊ぶ
時の職員の
立ち位置を
もう一度確
認した。職
員がその場
を離れる時
など声をか
け合う事を
徹底する様
にした。

10173

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 8 8 8 3 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1～３)回
/年

2.基
準配
置

状況に応
じて適切
な処置が
とれるよ
う、今後
も安全面
等の研修
に参加す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

保育室は
定期的に
点検して
おり、今
後も月１
回の点検
を継続
し、ケガ
や事故を
防いでい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者や
子どもの
行き来が
多くなる
送迎時
は、転倒
や衝突な
どのケガ
に繋がり
やすいこ
とを想定
しながら
見守る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友だちを
見送ろう
と、いつ
もより気
持ちが高
揚し興奮
状態で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

降園時
だった
為、他の
子どもの
保護者対
応をしな
がら廊下
に出た子
どもを少
し離れた
ところか
ら見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、それ
ぞれ担当
クラスの
子どもの
保育を
行ってい
た。

子どもの動き
を保育士が予
想し、走りそ
うになる場面
では早めに声
をかけたり、
興奮しそうな
状況の子ども
は目で追った
り、室内から
出る前に声を
かける等の対
応をして、事
故を未然に防
いでいくよう
にする。

241 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10174

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 24 26 3 3
17.５
歳

1.男
児

特になし
事故発生時
晴

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士が
声を掛け
合い子ど
もを見守
るよう再
度確認し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

園庭の異
物の
チェッ
ク、遊
具・玩具
等の安全
確認を丁
寧に行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士間
で、子ど
も達の様
子を十分
に見守り
ながら声
を掛けあ
い連携し
て対応出
来るよう
にしてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら特に変
わった様
子もな
く、いつ
も通りの
姿だった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
の子ども
達の様子
を見守り
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
の子ども
達の様子
を見守り
をしてい
た

全員で全体
を見守るよ
うにしてい
たため、保
育士が声を
掛け合い、
具体的にど
の範囲の子
どもたちを
責任もって
見守るの
か、再度確
認してい
く。

10175

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

26 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折・裂
傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(5)回/年

1.基
準以
上配
置

5歳児に限
らず、順
番を待つ
ときの位
置や立ち
方。保育
士の声掛
け、見守
り。

最悪の状況
を考えてお
らず、保育
士の見守り
方の徹底や
園児への声
掛けなどや
り方を即日
変えて対応
できるよう
にした。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

戸に衝撃
吸収用の
物がつい
ていな
かったの
で翌日工
事依頼
し、工事
完了。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日ごろか
ら待ち方
などを伝
えている
ものの、
不十分で
あった。

再発防止の
ため、少人
数ずつ排泄
に行くよう
に再検討。
待つ場所も
戸からでき
るだけ離し
た。再発防
止のため、
園児にもよ
く伝えた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トイレの
中の子の
見守りに
入ってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と同じく
声をかけ
つつも中
の子たち
の補助を
してい
た。

職員の行
動につい
て再検
討。

サポートが必
要な子に対し
ての保育士の
声掛けや見守
り方を再検
討。これまで
に起こったこ
とがない事案
に対する職員
の確認が不足
している面が
ないかを話し
合う。その結
果、戸から離
れ整列して順
番が待てるよ
うになった。

10176

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

34 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

園庭に新し
い大型総合
遊具が完成
し、使用す
る前にマ
ニュアルや
研修を行っ
ていたが、
再度危険個
所等を職員
間で振り返
り、見直し
た部分の確
認、周知を
徹底する。

見守る職
員の配置
場所、人
数により
遊ぶ遊具
の使用制
限をする

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

新しい遊
具の使い
方等につ
いて、全
クラスか
ら使用状
況を確認
し再度
「見守り
体制」
「ケガや
事故の防
止策」を
周知する

注意の必
要な個所
に標識を
作成し、
視覚化す
る・安全
マットの
設置（●
月●日に
設置済）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具の混
むか所の
対応とし
て「止ま
る」「順
番に待
つ」など
の園児の
動きを事
前に伝
え、安全
に遊べる
ようにす
る

ルールが
わかる絵
カード・
標識を使
い、遊び
の前後で
振り返り
伝えてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分のの
ペース
で、好き
な遊具、
場所を見
つけて遊
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊ぶ園児
の人数を
確認し、
事前に遊
ぶ遊具、
場所の内
容を確
認、職員
の7配置を
決め声か
けしなが
ら見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ジャンプ
ずる場所
が混んで
いたた
め、混雑
解消のた
め声をか
け、遊び
方を伝え
るために
移動した
とき

配置場所
を離れる
際の職員
同士の声
かけ、周
囲への安
全確認を
徹底して
する

多方面に
目が届く
場所に配
置し、予
想される
行動を考
慮して声
をかける

10177

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

33 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

活動の切れ
目であり、
保育教諭の
特定がされ
て居なかっ
た為　本児
の行動から
目を離して
の事故と
なった。

全職員、ど
んな状況で
も事故が起
こるという
危機管理意
識を高めて
保育に臨む
ようにす
る。（全園
児の把握）

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日１)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日１)
回/年

園児同士
の衝突に
よる事故
であった
ため、
ハード面
において
は改善策
は無し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走ってき
た園児
は、前を
確認せず
に衝動的
に走った
ため、前
方不注意
であっ
た。

該当園児
だけでな
く、他の
園児にも
注意喚起
をした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
前で、遊
びを見つ
けようと
止まって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の幼児
の遊びに
気を取ら
れ、本児
の行動か
ら目を離
してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くに職員
がいたが、
対象児の様
子は目に
入っていな
かった。そ
のため衝突
を止めるこ
とができな
かった。

担任や補
助員の危
機管理意
識が低
かった。

子どもの衝
動性や突発
性という特
有の動きを
予測したう
えで、常に
全体を把握
できる環境
設定や保育
を行う。

10178

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

13 3 3
13.１
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足すね
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

安全対策
マニュア
ルを全職
員で再確
認

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

木製ベ
ビーチェ
アー

テーブル
付き椅子
を子ども
に合わせ
て調整
し、利用
時の安全
な使用法
を職員間
で再確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内での
職員の立
ち位置を
子どもの
死角がで
きないよ
う工夫

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

おやつの
準備を並
行して
行ったこ
とで、対
象児の座
る状態や
動きを十
分に把握
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の手
洗いの補
助や、お
やつの準
備などに
対応して
いた。

通常保育か
ら延長保育
への移行時
など職員間
の連携と常
にとり、声
掛けなど咄
嗟の行動に
も対処でき
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10179

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28 6 9 13 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕橈骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリハッ
トを収集し
ているが、
事故に関
わっていた
保育者や他
の保育者の
自分のこと
として捉え
る意識の低
さが見られ
るため、定
期的に指導
を行う。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

施設全体も
都度必要に
応じて修理
改善を行っ
ている。遊
具等は月1
回の点検を
実施してい
る他、使用
できる年齢
も制限をし
ている。遊
具について
はその都度
修理改善を
行ってい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台の奥
にソフト積
み木が置い
てあるが、
積み重なっ
ているた
め、普段は
その場に
行って遊ば
ない約束と
なっている
が友達と追
いかけっこ
になり、
行ってし
まった。

なぜ行っ
ていけな
いのかを
説明し、
約束を繰
り返し伝
え守らせ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ホールで
遊んでい
る際に追
いかけっ
こが楽し
くなって
しまい、
普段行っ
てはいけ
ない場所
に行って
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
ていたた
め、本人
が痛いと
訴えてき
た際に気
づいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもと
関わって
いたた
め、見て
いなかっ
た。

子どもが
「痛い」
と訴えて
きたが、
外傷が見
られな
かったた
め安易に
判断をし
てしまっ
た。

外傷が見
られない
場合も安
易な判断
はせず病
院受診を
したり、
保護者に
も病院受
診を勧め
たりす
る。

10180

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

5 3 3
5.４か
月

1.男
児

①0歳児(産休
明け)保育の困
難性｡②慣らし
保育期間中で
お子様の情報
がまだ十分で
はなく､ﾐﾙｸの
吐き戻し癖と
当方のﾐﾙｸ漏れ
の違いに気づ
きにくかった｡
他の保護者様
からの改善要
望は特になく､
1件だけｺﾛﾅ休
園の際の不満
があり､園運営
に緊張感が足
りないとの苦
情があった｡

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

3.火傷

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

胸部熱傷
8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

0歳児のクラ
スは、5人す
べてが慣ら
し保育の対
象園児。2週
目に入り昼
食に提供
（離乳食。
ミルク）の
段階になっ
たが、当該
児は月齢が
低く不安定
であった。0
歳児担当は
保育士Bが継
続した経験
者、保育士A
が新規担当
者で、保育
士A自らも経
験を積む過
程だったた
め。

0歳児保育、特
に産休明けに近
いお子さんの保
育は経験者でも
難しい面があ
り、不慣れな中
での安全確認の
漏れを防ぐため
には、オンザ
ジョブトレーニ
ングを繰り返し
行う事がリスク
を低減する改善
策と考えます。
当園では「授乳
手順」を改善し
たマニュアルに
基づき、全職員
が授乳時の安全
確保の課題と向
き合う研修を行
いました。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

温度設定
が簡単に
できる
ポットの
不足。授
乳温度の
確認手段
の不足。

①授乳温度
が高温にな
らないよう
な温度管理
ができる
ポットの導
入。②哺乳
瓶の表面温
度の視覚的
確認が出来
るように、
温度チェッ
カ―を導
入。①，②
ともた直ち
に配置しま
した。

6.食事
(おや
つ)中

環境面では、離
乳食組とミルク
のみの園児の同
時対応に環境面
での工夫が不足
していた。離乳
食組4名は保育
士Bと保育士Cの
2名で対応して
いたが、ミルク
作りに不慣れな
保育士Aが調乳
室で5人分を作
る作業をしかつ
すぐに与える哺
乳瓶が1、後程
与える哺乳瓶が
4あり混乱が生
じやすかった。
これを防ぐ環境
面での工夫が十
分ではなかっ
た。

離乳食組と
ミルク組が
相互に視野
に入るよう
な保育環境
を設定す
る。保育士
同士の確認
がしやすい
位置取りを
工夫する。
また授乳温
度の複数人
によるダブ
ルチェック
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

よく吐き
戻す癖あ
り。当日
は機嫌が
悪く泣き
止まな
かった、
慣らし保
育中で不
安定で
あった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

 1：1で授
乳してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士Bと
保育士Cが
同室内、
至近距離
で離乳食
を各々2名
ずつに与
えてい
た。

年度初め、慣ら
し保育期間、0
歳児保育という
リスク要因の多
い時期であるこ
とに留意し、よ
り一層の注意を
払う必要が有っ
たが、結果とし
て十分ではな
かった。0歳児
保育に求められ
る保育技術につ
いて、経験の少
ない保育士が多
い当園としての
支援体制につい
て保育士数とい
う量的な対応だ
けでなく、質の
面での配慮につ
いて思いを致す
べきであった。

これを防ぐ為に
は、保育士個々の
保育能力を高める
必要がある。保育
士としての職業的
修練の実践に加え
て、同時に園運営
ではこの事例を参
考に全保育士が自
己の課題という認
識を持ち、能動的
に再発防止に取り
組むことが改善策
となる。施設長の
職務として職員に
十分な研修機会や
心配事の相談に乗
るなどの保育士支
援等を通じて施設
として保育の質の
向上図り、合わせ
て改善策とした
い。

10181

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 11 1 1 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

引き続き
全職員で
マニュア
ルを確認
しながら
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

今回は遊
具や玩具
の使用は
なかった
が、引き
続き安全
点検に努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走り方、
遊び方の
指導を事
前に徹底
すればよ
かった。

普段の保育
活動から、
細やかに安
全な遊び方
や走り方の
指導し、子
どもたち自
身が身につ
けていくよ
うに援助す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

該当児は
運動遊び
を好んで
おこな
う。当日
も最初か
ら追いか
けっこを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

スピード
を出して
走っては
いなかっ
たので、
見守りに
徹してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

乳児クラ
ス、3歳児
クラスは
給食ため
室内に入
り、4,5歳
児クラス
のみ園庭
で遊んで
いた。

事故当日
は休み明
けで子ど
もたちの
動きが
鈍ってい
ることが
あること
を考慮す
ればよ
かった。

休み明け
は、いき
なり走る
活動では
なく準備
体操をし
たり、砂
場遊びや
集団ゲー
ム遊びで
もよかっ
た。

10182

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

36 17 19 3 3
17.５
歳

1.男
児

発生2日前に
雨が降って
いたので､落
ち葉の下は
場所によっ
てぬかるん
でいた｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左頬部挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置で
基準は満た
していた
が、さらに
もう1名同
行できる体
制がある
と、子ども
の動きによ
り一層対応
できる。

公園での
活動内容
によっ
て、職員
配置の増
員の検
討、遊び
の範囲の
制限、使
用遊具の
限定を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

前日、前々
日の雨によ
り、土の部
分に関して
はぬかるみ
が多少あっ
たが、危険
とまでは判
断せず、活
動に移っ
た。

より一層子
どもの行動
予測の範囲
を広げ、事
前に共有す
る。天候や
状況等で迷
いが生じた
際は複数で
確認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

固定遊具
に職員が
つくこと
で全体把
握が難し
い一面も
あった。

固定遊具
を使用す
るときに
は職員配
置の増員
をする。
（活動に
よる体制
調整）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

さまざま
な場所で
追いか
けっこな
どの遊び
をしてい
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

さまざま
な場所で
追いか
けっこを
している
のは確
認、怪我
をした場
面は見ら
れていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

さまざま
な場所で
追いか
けっこを
している
のは確
認、怪我
をした場
面は見ら
れていな
かった。

追いか
けっこと
いう動き
のある遊
びの把握
の難し
さ。

危険個所
があると
判断した
場合は子
どもと共
有し活動
を制限し
て遊ぶ。

10183

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

21 1 1
17.５
歳

2.女
児

4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

6.その他 1.頭部 診断不明
8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

このよう
な事例に
対する予
測が難し
かった。

事故防止
対応に関
する研修
を強化す
る。（事
故事例検
討を行
う）

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

園児がゴ
ザをいじ
る可能性
の検討が
足りな
かった

午睡時に使
用していた
ゴザの撤去
を行った。
ゴザは敷
物、すのこ
の役割をし
ており湿気
対策や保
温、清潔を
保つために
使用してい
た。撤去に
より、キル
トラグを使
用してい
る。

5.睡眠
(午睡)
中

午睡時で
照明が消
えていた
ため、室
内が若干
暗かっ
た。

午睡時に
使用して
いたゴザ
の撤去を
行った。
午睡時の
明るさの
確保につ
いて周知
徹底し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

以前よ
り、入眠
すること
が少なく
午睡時に
本児が手
持ち無沙
汰になり
がちで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が静
かに横に
なってい
たため、
離れたと
ころで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡時の
ため、室
外にて事
務仕事を
行ってい
た。

本児の午睡
時の状況に
ついて、担
当職員は把
握していた
ものの、危
険行動へ結
びつくと
思っておら
ず予測が難
しかった。

本児が入眠
できず午睡
時間に対し
て不安を感
じていたた
め、入眠が
できない場
合には本を
読んで過ご
すなど個別
に対応を行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10184

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

112 2 8 17 21 27 37 26 24
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
折手術名:
骨折観血
的手術

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

ソフト面
において
問題点が
無く改善
策なし
（当該事
案につい
ては職員
会議及び
クラス打
合せで周
知）

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

登り棒を登り、
登り棒から2階
に移る際に、足
を2階足場に乗
せそこない落
下、落下途中に
2階足場と右前
腕が接触し骨
折。遊具（登り
棒、足場）が濡
れている等の滑
る要因は無し。
落下箇所には衝
撃吸収材が敷か
れており石など
の障害物や危険
物無し。登り棒
の太さが適切か
を遊具メーカー
と改めて分析予
定。

右腕が接触
した足場に
衝撃吸収材
等で覆うな
どの対策が
必要かを検
討するもの
の覆うこと
により足場
が不安定に
なり安全性
を失うた
め、現時点
で改善点は
無し。但
し、遊具
メーカーの
分析によっ
ては、遊具
の改善等を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一緒に遊
んでいた
子供が先
に登って
いる為、
要因に
なってい
ないかを
調査した
が関係性
無し。

環境面に
おいて問
題点が無
く改善策
無し。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

進級によ
る環境の
変化に伴
う疲れの
蓄積、週
の後半に
よる疲れ
が見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
活動を視
界に入れ
つつ他の
子どもに
関わって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もに関
わってい
た。園庭
の整備を
行ってい
た。

登り方に
不自然な
様子は無
し。

子どもの
体調をよ
く観察
し、高い
場所での
活動は声
掛けにて
注意を促
す。必要
に応じ活
動の制限
を行う。

10185

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 12 13 12 6 6
17.５
歳

1.男
児

17日後ｺﾙｾｯﾄ
を外す｡24日
後に診察し､ﾚ
ﾝﾄｹﾞﾝを撮る｡
経過は順調だ
が､まだ完治
とは言えず､
38日後にﾚﾝﾄ
ｹﾞﾝを撮るこ
とになるた
め､全治30日
以上となる｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は、十分
ではあっ
たが、本
児が転倒
した瞬間
を見た保
育士がい
なかっ
た。

園庭の保
育士の定
位置を再
確認し、
全体を把
握できる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

園庭がか
ぎ状に
なってお
り、死角
になりや
すい。

園庭の保
育士の定
位置を再
確認し、
全体を把
握できる
ようにす
る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

今年度初
めてのは
だしの日
で子ども
たちの気
持ちが高
ぶってい
た。

常に保育
者同士、
連携をと
り声をか
けあいな
がら保育
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具のな
い園庭で
一人で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応中（他
児と近く
の砂場で
遊んでい
た）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応中（少
し離れた
鉄棒付近
にいた）

職員の配
置は十分
だった
が、園庭
がかぎ状
になって
いるた
め、死角
になる場
所があ
る。

常に保育
者同士、
連携をと
り声をか
けあいな
がら保育
を行う。

10186

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

15 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

簡単な遊
具を使用
する際に
も、使用
方法に留
意する必
要があ
る。

園内の事
故防止対
策係が中
心とな
り、環境
面での確
認と研修
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし

当時は園児
１５名に対
して、保育
士１名の配
置。遊んで
いた場所も
遊戯室で広
さも十分に
あり、床に
も何も置い
ていなかっ
たため特に
無。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夢中になって遊
んでいたため、
お互いに前を見
ずに走っていて
衝突した。ま
た、運動会が近
くなってきたた
め、リレーで使
用するバトンに
興味をもち、子
とも達から鬼
ごっこでもバト
ンを使用して遊
びたいというこ
とで、昨日から
取り入れていた
が、転んだ際、
手をつくことが
できなかった。

手にバト
ンをもっ
て遊ぶこ
とに危険
性がある
ことを話
し合い、
適切な遊
び方をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼役で他
児にタッ
チしよう
と夢中に
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任が近
くにいた
が衝突を
防ぐこと
ができ
ず、転倒
の際手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くに他
の職員が
いいな
かった。

遊んでい
る園児全
体を見て
いたた
め、声を
掛けるの
が遅れ
た。

危険と思
われる場
面では、
迷わず声
を掛けた
り、立ち
位置を配
慮してい
く。

10187

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

8 2 2
13.１
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第５
中足骨骨
折、右下
肢痛、右
足打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回
/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊んだ後
の片付け
の時間に
本児が歩
いていた
ところ、
足がもつ
れて転倒
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもと
一緒に玩
具の片づ
けをして
いたとこ
ろ、本児
が転倒し
たのです
ぐに対応
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもと
一緒に片
付けをし
ていた。

特になし 特になし

10188

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

22 7 7
13.１
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

左中指切
断、左環
指挫創

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

非常階段
で誘導す
るための
職員の立
ち位置に
配慮が欠
けてい
た。

常に声を
出して立
ち位置確
認の徹底

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
91　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

門の支柱
部分に遊
びがなく
手をかけ
ると巻き
込まれや
すくなっ
ていた。

門を修理
し手や指
が挟まら
ないよう
に改修し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

誰かが見
ていると
思い見守
りに油断
があっ
た。

乳児は気
になった
物に目が
行くの
で、その
特性を把
握し声を
掛け合い
ながら見
守ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と
いっしょ
に階段を
登ってい
たが、登
りきった
ところで
座り込み
門に触っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

泣いてい
る子の対
応におわ
れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋へ誘導
する職員、
最後の子に
つく等分担
して全員階
段を登りき
るまでつく
職員等分担
していた。

職員同士
が突発的
に動く子
を気にか
け動きを
把握する
必要が
あった。

声を掛け
合い、職
員全員が
共有し子
どもの動
きに目を
行き届か
せるよう
に心がけ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10189

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

32 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

慌てなく
てもいい
という注
意する声
掛けをし
ていな
かったた
め、慌て
てしまっ
た。

遊びの内
容を知ら
せ、慌て
なくても
よいこと
を知らせ
慌てて走
らないよ
うにし遊
べるよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

園庭の草
や、芝生が
長くなって
いて足が
引っかかる
などの心配
がなかった
か等園庭の
環境整備の
確認をして
いなかっ
た。

園庭の整
備、芝生
の手入れ
をこまめ
に行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の芝
生の伸び
に注意
し、芝が
伸びすぎ
ていない
か芝の状
態を見て
いなかっ
た。

芝生はす
ぐに伸び
てしまう
ので定期
的に芝を
刈るなど
し、常に
安全な状
態で戸外
遊びがで
きるよう
にしてお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午後から
の自由遊
び中、園
庭で集団
で「はじ
めのいっ
ぽ」を楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで対
象児やそ
の他の子
を「はじ
めのいっ
ぽ」に参
加しなが
ら活動を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
も達と遊
びを見
守ってい
た。

戸外遊び
中の保育
士の立ち
位置や遊
びの説明
は子ども
に理解さ
れていた
かどう
か。

どこの位置
に立つの
が、子ども
達に声がか
けやすく、
子どもの様
子が明確に
見えるのか
もう一度担
任同士で話
し合い確認
をしてお
く。

10190

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

18 4 4
14.２
歳

1.男
児

Aセンターに
通院。左足
装具を着
用。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙破
折、打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士は
本児の予
想される
行動を多
面的に考
え、関わ
れていた
か。

子どもの
遊びを把
握し、保
育士が声
をかけた
り、安全
について
見直し、
再発防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/日

子どもの
遊びを把
握し、滑
り止めや
マットを
引いてい
るが、砂
があり滑
りやすく
なってい
なかった
か。

朝の環境
整備だけ
ではな
く、年齢
に合わせ
た遊びの
理解をし
たうえ
で、戸外
へ出る
前、再度
安全の確
認をして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

楽しさの表
現方法を共
感しながら
も、足の装
具が必要な
園児のた
め、足元が
不安定にな
る状況を想
定していた
が、滑って
しまい手を
添えること
ができな
かった。

遊びの様
子を把握
しなが
ら、子ど
もの遊び
の展開に
合わせて
環境作り
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の遊
びに夢中
になり喜
びをジャ
ンプで表
現してし
た.

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士と1対
1で遊んでい
た。傍につ
き、落ちな
いように手
を添えなが
ら遊んでい
た。楽しさ
をジャンプ
で表現して
いた時、足
を滑らせ
た。手をそ
えようとし
たが間に合
わず、ジャ
ングルジム
の棒でぶつ
けてしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭の遊
具ごと傍
につき一
緒に遊
ぶ。

本児の動
きを予測
し、声を
かけなが
ら遊んで
いたが対
応ができ
なかっ
た。

子どもの
遊びをよ
り広く予
測し、
様々な対
応ができ
るように
してい
く。

10191

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

15 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨と尺
骨の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

低い竹馬
だったの
で、担任
のみで乗
せてい
た。

食事の片
付け等が
あり、十
分な職員
配置がで
きないの
で、今後
はフリー
保育士を1
名配置す
ることす
る。事故
予防マ
ニュアル
の作成。

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/日

園庭は広
く、間隔
をあけて
竹馬に乗
せてい
た。

園庭をほ
うきで掃
き、地面
の凹凸を
へらすよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個々で
乗ってい
る竹馬の
高さが
違ってい
たり、出
発地点を
明確に決
めていな
かった。

竹馬をする
ときは、園
庭も広く子
どもも注意
が散漫にな
りやすいた
め、場所
（スタート
地点、ゴー
ル地点）と
時間を学年
間で決めて
把握し子ど
も同士の衝
突や接触に
よる事故を
防ぐ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食を終
え、園庭
で竹馬を
持ち、の
ろうかど
うか迷っ
ている様
子だっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

竹馬を
持ってい
る本児の
様子を見
て「のろ
うか、お
さえる
よ」と声
をかけ補
助をし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼食後の
片付け、
他児と一
緒に掃除
している
職員と、
ホールで
遊んでい
る子ども
をみてい
る職員が
いた。

竹馬など
の危険の
予想され
る活動の
共通認識
が不十分
で人員配
置ができ
ていな
かった。

職員同士
で活動の
時間と人
数配置の
把握を必
ず行い、
子どもの
状態につ
いても情
報共有を
行う。

10192

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 15 20 19 16 9 9
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘外顆
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

落下しな
いよう身
を守ろう
としての
行動がケ
ガにつな
がった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回

特になし

落下しな
いよう身
を守ろう
としての
行動がケ
ガにつな
がった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

落下しな
いよう身
を守ろう
としての
行動がケ
ガにつな
がった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段の遊び
の中で3段
飛ばしで雲
梯をしてお
り、右手で
つかむこと
ができず、
左手だけで
ぶら下がっ
た状態と
なった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他園児の対
応をしてい
たため、少
し離れた場
所で見てい
た。その場
で普通に着
地をした
が、すぐに
園児が痛み
を訴えたた
め病院受診
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

普通に着
地をした
が、園児
が痛みを
訴えたた
めすぐに
対応。

特になし

落下しな
いよう身
を守ろう
としての
行動がケ
ガにつな
がった。

10193

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

9 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(約２０)
回/年

2.基
準配
置

降園前の
部屋移動
の時間で
あった。
本児の動
きを細か
く見てい
なかっ
た。

移動時間
で園児を
焦らすこ
となく、
時間を
ゆっくり
と取る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

トイレに
は、シュー
ズを脱ぎ、
各自のロッ
カーに入れ
てから行く
が、ロッ
カーの場所
がトイレか
ら遠く、
ソックスの
ままで床を
移動するよ
うになって
いたため

ソックス
のまま床
を移動し
なくても
いいよう
に、
シューズ
を脱ぐ場
所をトイ
レから出
たところ
の近くに
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
室内を移
動する際
に走って
しまい､
滑って転
倒した。

室内の移
動に当
たって
は、慌て
たり、
走ったり
すること
で危険が
増すこと
を、しっ
かりと指
導してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

部屋移動の
時間帯であ
り、トイレ
を済ませる
のが本児が
最後となっ
ていた。本
児は急いだ
様子はない
が、勢いよ
く走って
シューズを
置いている
ロッカーの
前まで行
き、そこ
で、滑り転
んで手を着
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

部屋移動
のため
に、他の
園児を連
れて廊下
に並んで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレの中
に入り、本
児が出るの
を待ってい
た。本児が
出たことを
確認した
が、その
後、洗い物
があったた
め、本児の
動きを最後
まで見ない
で、トイレ
の中にとど
まってい
た。

園児が
シューズ
を履い
て、部屋
移動をす
るまで見
ていな
かった。

園児の行
動を最後
まで見
て、主担
任に声を
かけて引
き渡すよ
うにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10194

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

40 8 16 16 5 5
16.４
歳

1.男
児

特別支援の
お子さんの
為、A病院の
障がい歯科
治療部にて
受診。激し
く抵抗し、
レントゲン
を撮ること
ができず、
経過観察と
なる。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎AA
亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(4～6)回/
年

2.基
準配
置

特別支援
保育の子
どもの特
性などを
職員間で
把握し、
対応の仕
方などを
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

引き続き、
安全点検を
行行うとと
もに、施
設、設備等
に不備が
あった際は
職員間で共
有するとと
もに、速や
かに修理、
改善などの
対応を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの人
数と活動に
より、コー
ナーの設置
数や場所
(２か所に
分かれるな
ど）を工夫
し、それぞ
れの遊びを
保障し遊び
こめるよ
う、環境を
整えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びを転々
としたり、
探索が多い
お子さんで
ある。普段
と変わらな
い様子では
あったが、
動きを止め
られたこと
で苛立った
と思われ
る。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

特別支援
のお子さ
んで、１
対１での
対応を要
する為、
担当は常
に一緒に
活動して
いる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児もホー
ルへ移動し
て間もなく
だった為、
紙芝居を見
せる職員、
コーナーの
準備をする
職員、子ど
もにつく職
員に分かれ
て動いてい
た。

子ども達が
ホールに入る
前に、ある程
度、遊びの
コーナーを整
えていくこと
と、遊び始め
は騒々しくな
るので、落ち
着いたころに
対象児が入室
できるよう連
携が取れると
いい。

10195

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 10 13 3 1
16.４
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5趾基
節骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハットだ
と思う基
準が職員
によって
異なる。

事故の原
因、改善
策につい
て話し合
う場を持
ち、職員
全員に周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特記事項
なし。

その他に
対する改
善策な
し。

7.その
他

お昼で降園
予定の子ど
もはズック
履いていた
が、その他
お昼寝をす
る子どもは
裸足の状態
であった。

お昼寝時
等裸足に
なる時間
を全員同
じ状態に
なるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

パジャマ
に着替え
た後、ト
イレに行
きその後
絵本を読
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

部屋にい
て、●●
組室、●
●組室の
いる子ど
もの見届
けをして
いた。(0
歳児担任
保育士）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年長児のお
昼寝の準備
（ゴザ敷
く、布団運
び等）手
伝ってい
た。（４歳
児担当保育
助手）ラン
チルームで
給食の片づ
けをしてい
た。（５歳
児担当保育
助手）

職員が室
内にいた
ため子ど
もの様子
に気づけ
なかっ
た。

４歳児で
自分のこ
とはでき
る年齢で
あるが、
子どもの
様子が確
認できる
職員配置
をする。

10196

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

11 3 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

跳び箱を
跳べるよ
うになっ
たばかり
だったた
め、少し
不安も
あった。

跳び箱を
する時
は、必ず
側につ
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

側につく
保育者が
すぐに体
を支えら
れるよう
な体勢で
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱が
跳べるよ
うにな
り、挑戦
してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児に、跳
んでもよい
と合図し、
側で待機し
見守ってい
た。勢いも
あったた
め、右手の
小指に引っ
かかった時
に、支えき
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

跳び箱が終
わった子を
誘導するた
めにマット
の側に1人
と、その他
の子どもた
ちと一緒に
本児を見て
いた保育者
が1人い
た。

手を置く
場所がい
つもより
も外側に
なってい
た可能性
がある。

手を置く
位置を表
示する。

10197

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 3 2
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
０　)回/
年

2.基
準配
置

職員配置は
基準内で特
に改善点は
ないと思わ
れるが、今
後の課題と
しては、事
故防止に関
する研修を
実施するこ
とが必要で
ある。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

可動式の
タイヤな
ので、危
険がない
ように職
員間で周
知する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

環境面で
の改善策
は特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達とタ
イヤの上
に乗って
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くに保
育士はい
たが、対
象児がタ
イヤから
落下する
瞬間を止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は遠くか
ら対象児
の位置を
確認して
いたが、
落下する
瞬間は見
ていな
かった。

子どもの
予期せぬ
行動を想
定できて
いなかっ
た。

子どもと遊
ぶ中であら
ゆる危険を
想定しなが
ら関わって
いったり、
職員同士連
携を取り合
いながら保
育をしてい
く。

10198

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

11 2 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右踝剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(数)回/年

3.基
準以
下

縄跳び等活
動の前には
児童たちと
気をつける
点を確認す
る。また、
日々の保育
で児童の体
力の向上に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

遊具や玩
具等安全
点検を再
度行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

難しいこと
へ挑戦しよ
うとする児
童の心情を
尊重しなが
らも、ケガ
を予防する
ために必要
なサポート
を実施して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
園してい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大縄飛び
をしてい
た所にい
て縄を回
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちの
動きや様
子を見て
いた

縄跳びが
できるよ
うになり
楽しく
なって続
けてやっ
ていた

楽しくて
も長くや
ると疲れ
るので、
途中で休
憩を入れ
る

10199

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

12 2 2
17.５
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

肋骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特に無し 特に無し
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特に無し

プールの
支柱の周
りで遊ば
ない。支
柱を柔ら
かい素材
の物で保
護する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に無し 特に無し

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他児が使っ
ていた浮き
輪を取ろう
として本児
が押したと
ころ、押し
返されてバ
ランスを崩
す。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児と他児
とのトラブ
ルを見てい
たが、バラ
ンスを崩し
たので本児
に近寄り、
対応した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

監視役の
職員は、
別の子ど
もの対応
をしてい
たのでみ
ていな
かった。

特に無し

トラブル
が起こっ
た時点
で、近く
で見守る
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10200

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

23 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生時
の活動は、
クラス単位
の活動中。
衝突などへ
の注意は促
していたも
のの、運動
が「競争」
になってし
まい、ルー
ルの徹底に
欠けてい
た。

遊戯室の長
辺を移動す
る運動の際
には、「往
復」の形を
取らず、
「一片ず
つ」もしく
は、「一片
を運動と
し、帰路を
歩かせる」
形態に変更
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

無 現状維持

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無 現状維持

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

活動の全
体を把握
できる場
所から指
示を出し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室内
には、他
クラスの
児童・担
任はいな
かった

保育士は
「この遊
び方に
よって転
倒し骨折
するかも
しれな
い」とい
う見通
し・予測
を持てて
いなかっ
た

児童の行
動特性を
個別に理
解し、最
悪の事態
を想定し
て遊び環
境・遊び
のルール
を構成す
る

10201

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 0 0 0 17 15 20 16 13
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨端発育
線損傷
（剥離骨
折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
数　)回/
年

2.基
準配
置

子どもたち
が、落ち着
かなかった
り、ふざけ
たりしての
小さい怪我
も多いの
で、場面を
想定しての
職員の危機
管理能力の
向上を図る
事が必要。

安全会議
の時間の
中で、ヒ
ヤリハッ
トなどを
使用し、
現場に即
した研修
を行い、
危機管理
能力の向
上を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(300)回/
年

今回の怪
我に関し
ては、特
にないと
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全会議で
危険な場所
はその都度
全職員で把
握するよう
にしている
が、遊具の
後ろの環境
整備が適切
であったの
かの確認を
していく必
要がある。

毎日の環
境整備を
しっかり
職員同士
で確認し
ながら
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長にな
り、活発
な行動が
増えてき
た。友だ
ちに誘わ
れると、
喜んで集
団遊びに
参加して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が友
だちと元気
に走り回
り、おに
ごっこをし
ているのを
把握し見
守ってい
た。転んだ
事を確認し
すぐに駆け
寄り、怪我
の状況を確
認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の遊具の
そばに職
員がつい
ていた。

遊具の後ろ
という見え
にくい場所
をしっかり
把握し、ど
のような対
応をとって
いくか、改
めて検証、
話し合いを
していく必
要がある。

表側の配置だ
けでは、全体
を見渡せる場
所はないの
で、職員同士
の声掛けや共
通理解を図り
ながら、見え
にくい場所も
しっかり子ど
もの動きを把
握できるよう
な体制を取っ
ていくこと。
（死角を作ら
ない）

10202

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

12 2 2
17.５
歳

2.女
児

過去にも骨
折の既往あ
り。転ぶこ
とが多い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

明らかな外
傷がなくて
も痛みを訴
える児につ
いては、ク
ラス内職員
だけでなく
管理者や看
護師に報告
し、複数の
職員で状態
観察する重
要性を再度
全職員で確
認した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

地面の状
況を確認
したが、
凸凹等も
無くフ
ラットの
状態だっ
た。

開始前に
は地面の
状態確認
をおこな
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドッジ
ボールの
コートの
広さを検
証した
が、狭い
等は無く
適切で
あった。

無し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒の場
面も把握
してお
り、転倒
後は安静
にして経
過観察し
たいた。
その後の
行動につ
いても
しっかり
確認でき
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ドッジ
ボールを
担当者と
はコート
の反対側
で見守
る。

小児の骨折
では腫れが
少なかった
り、骨折し
ていない部
位の痛みを
訴えること
があり注意
が必要であ
ることを念
頭に置く必
要がある。

上記を踏ま
え、転倒し
痛みを訴え
たときは、
休憩し経過
観察する段
階から管理
者や看護師
にも連絡し
状況を確認
することを
徹底する。

10203

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 7 8 10 4 2
18.６
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右小指
基節骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

園児25名
保育士４名
で保育。お
盆中の保育
で欠席が多
い中だった
が、通常の
保育環境や
職員配置で
保育を行っ
ていたた
め,配置に
余裕がうま
れた分、大
きな動きが
出てしま
い、足を踏
まれた可能
性がある

子どもの
人数に合
わせた空
間利用
（遊びの
スペー
ス）をマ
ニュアル
に追加す
る

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
220回/年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通りすが
りに足を
踏まれて
しまった
ため通路
が狭かっ
た可能性
がある。
ボラン
ティアの
受け入れ
により子
どもが興
奮ぎみ
だったか
もしれな
い。

衝立を斜
めにする
ことで通
路の幅を
確保し、
通過する
こどもの
歩行を安
定させる
よう改善
した。ボ
ランティ
アの受け
入れ時間
を17：00
までにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大きな変
動はない
が、日常
的に行動
を共にし
ている友
人の欠席
が多く、
遊ぶ相手
は普段と
違ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1.5メート
ル内の空
間で遊び
を共有し
ていたが
その場面
はみてい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他スペー
スにおり
対象時の
動きはみ
ていない

ボランティ
アの参加も
あり、大人
の目として
は6名あっ
たにも関わ
らず、その
場面に気が
付くことが
出来なかっ
た。環境の
変化に伴う
子どもの心
境の変化、
ボランティ
アの行動の
把握が出来
なかった。

こどもの心
理、健康状
態に合わせ
た環境作り
の見直し、
ボランティ
ア（参加す
る側、受け
入れる側）
のマニュア
ルを徹底す
る。保育者
間で、全体
を漏れのな
いように見
ていくよ
う、連携を
継続してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10204

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 11 17 8 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特に無し

園庭からつ
ながる園舎
入口付近で
は走らない
ように、保
育者、園児
共に注意喚
起し、遊ぶ
前の確認事
項とする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

園庭等に
特に問題
となる箇
所は認め
られない

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ケガをした
子どもは
サッカー
ボールを
もって園舎
入口付近へ
移動してい
た。保育者
の後方で転
んだため、
転んだ場面
を見ていな
かった。

子どもた
ちは入り
口付近で
は、走ら
ないよう
に注意喚
起してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、園庭
を走り
回った
り、遊具
で遊んだ
りいつも
と変りな
い行動を
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

アスレチッ
ク遊具で遊
んでいる子
どもがほと
んどで、遊
具遊びの見
守り中で、
広い場所で
遊んでいる
子どもを注
視していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

アスレチッ
ク遊具で遊
んでいる子
どもがほと
んどで、遊
具遊びの見
守り中で、
広い場所で
遊んでいる
子どもを注
視していな
かった。

特に無し 特に無し

10205

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

17 4 4
13.１
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨骨
幹部骨
折・橈骨
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

滑り台の
上から下
を覗き込
んだ際、
頭から落
下した。

滑り台の
横にも職
員を配置
する。滑
り台の下
にマット
を敷く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

滑り台の
下にマッ
トが無
く、安全
性に気づ
いていな
かった。

滑降部だ
けでな
く、階段
の横にも
保育士を
配置す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
遊具の配
置に配慮
が足りな
かった。

怪我をし
た際は、
複数の職
員で確認
をする。
遊具の下
にマット
を敷く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り機嫌よ
く過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当保育士
は、滑り台
の滑降部
で、滑り降
りてくる園
児の補助を
していた。
そのすぐ後
に被災児が
落ちる様子
に気付き、
手を伸ばし
たが間に合
わず、落下
してしま
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

被災児が
落下した
事に気付
いた保育
士も駆け
寄り、二
人で被災
時の様子
を見る。

頭から落
ちた事に
気を取ら
れてい
た。多数
の職員で
身体の確
認がおこ
なわれて
なかっ
た。

滑り台の
階段の横
側にも保
育士がつ
き、安全
に留意す
る。

10206

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

30 3 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨端
線損傷・
右小指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

先週から
家で痛み
を訴えて
いた事を
家庭から
連絡を受
けておら
ず、跳び
箱の練習
をしてし
まった。

家庭との
連携を密
にし、怪
我予防に
つとめ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

跳び箱や
ロイター
板のズレ
等ないか
安全面の
確認をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

家庭で指
の痛みを
訴えてい
た事の連
絡を受け
ておら
ず、いつ
も通り跳
び箱の練
習をおこ
なってし
まった。

家庭との連
絡を密にと
り、再発防
止につとめ
る。また、
運動前には
しっかり柔
軟体操や手
指の曲げ伸
ばしをおこ
なう。跳び
箱の設置に
不備がない
かしっかり
確認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごし、
跳び箱を
する前
も、指の
痛みを訴
える事も
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当保育士は、
跳び箱の近くで
被災児が跳ぶ様
子を見ていた。
いつも通りうま
く跳ぶ事ができ
ていた。その直
後に右手の第3
指第4指の痛み
を訴えたので、
右手手の平を広
げて確認する
が、腫れもなく
指の曲げ伸ばし
もできていたた
め、そのまま様
子を見た。間も
なくお迎えだっ
たので様子を保
護者に伝えた。
その際、保護者
から先週から痛
がっていたと報
告を受ける。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

加配児に
つきなが
ら、被災
児が跳ぶ
様子を見
ていた。

家庭との連
携がしっか
りできてい
なかった。
被災児が痛
みを訴えて
いた箇所と
骨折した箇
所が違って
いたので、
聞き取りが
しっかりで
きていな
かった。

事前に手首
や指の曲げ
伸ばしを
しっかり行
う事で、手
の痛みに早
く気付く事
ができたと
考えられ
る。痛みを
訴えた際、
聞き取りと
受傷部の観
察を丁寧に
行う。

10207

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

52 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

ブランコ
を揺らし
かたが激
しくなっ
てきてい
た。揺れ
に体が
持ってい
かれて反
動で手を
離してし
まった。

ブランコの
乗り方、遊
具の使い方
など再確認
し子どもた
ちに伝えて
いく。ま
た、遊びの
様子をよく
観察しその
都度声をか
けて確認し
合ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

遊具及
び、園庭
の状態に
不備はな
い。

遊具の不
備はな
かった
が、今後
も安全点
検を実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各保育士
が、園庭
で遊ぶ園
児全体の
把握に不
十分なと
ころが
あった。

保育士間
で声をか
け合い、
安全に遊
んだり怪
我に気付
いたりす
ることが
できるよ
うに連携
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一人でブ
ランコを
使用して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児から
20ｍ程離
れた場所
で、他児
に対応し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

年長担任保
育士１名
は、クラス
の子どもた
ちと遊んで
いた。年長
加配保育士
２名は、ク
ラスの加配
対象児と遊
んでいた。

各保育士
が、園庭
で遊ぶ園
児全体の
把握に不
十分なと
ころが
あった。

保育士間
で声をか
け合い、
安全に遊
んだり怪
我に気付
いたりす
ることが
できるよ
うに連携
する。

10208

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 14 16 2 2
17.５
歳

1.男
児

特になし。
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

事故防止
に関する
研修を月
１回程度
実施。●
月の朝礼
で外遊び
が増える
時期は怪
我が起こ
りやすい
ことを周
知してい
たため。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

特にな
し。

遊具や玩
具の点検
を定期的
に実施。
施設や遊
具自体に
特に問題
はなかっ
たため。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午前中に園
の行事があ
り、日中の
戸外遊びが
なかった。
そのため対
象児は、延
長保育時間
の戸外遊び
をいつも以
上に楽しみ
にしてい
た。

保育園行事
や悪天候で
外に出られ
なかった時
や夏が終
わって運動
遊びを多く
始める時期
は、事前に
子どもたち
に向けて遊
び方やルー
ルの確認を
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

日中の戸外
遊びがな
かったた
め、対象児
は、延長保
育時間の戸
外遊びを楽
しみにして
おり、いつ
も以上に活
発になって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

高さのある
遊具（複合
遊具・８人
用ハントウ
棒・雲梯・
三連鉄棒
等）を保育
士同士の目
線が重なる
ように立っ
て見ていた
が、対象児
が落ちた時
は離れた場
所にいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

高さのある
遊具（複合
遊具・８人
用ハントウ
棒・雲梯・
三連鉄棒
等）を保育
士同士の目
線が重なる
ように立っ
て見ていた
が、対象児
が落ちた時
は離れた場
所にいた。

特にな
し。

活発に
なってい
る園児の
状況を職
員間で把
握・共有
し、落ち
着いて戸
外遊びが
できるよ
う事前に
声をかけ
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10209

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

13 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

事故予
防・発生
時の対応
につい
て、口頭
指導によ
る対応基
準の周知
にとど
まってい
た。

事故予
防・発生
時の対応
マニュア
ルを作成
し職員へ
の周知・
共有をす
ると同時
に、定期
的な職員
間での確
認を行っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

園児の身
体的成
長・発達
を促すた
め、屋外
でのびの
びと体を
動かせる
ように、
園舎から
広い旧園
舎園庭へ
移動して
いること
が多い。

現状考え
られる
ハード面
での改善
につい
て、今使
用してい
る移動
ルートが
最短で交
通量が少
ないた
め、ルー
ト見直し
も難し
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

小学校入学
準備の教育
段階にある
年長児では
お昼寝を
行っておら
ず、身体的
精神的成長
を促すべ
く、他学年
の昼寝時間
帯を何かし
らの活動等
にあててい
る。このた
め全学年で
の活動・移
動と比較す
ると見守り
等が限定さ
れる状況に
ある。

園舎外へ
の移動に
必要な人
数は確保
してお
り、事故
発生時の
保育士の
対応につ
いては、
人的面に
て改善を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故直前、
本児（怪我
を負った園
児）の前列
の園児の靴
が脱げたた
め靴の履き
なおしでと
どまったと
ころ本児も
停止し、先
頭保育士が
気づかず進
行は続いて
いたため本
児の前の間
隔があい
た。進むよ
う後方の保
育士の指示
があり歩き
始めたが、
本児が駆け
出し転倒に
至った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

口頭指導
による対
応基準に
基づき、
園児の隊
列の先頭
で、時折
振り返っ
て園児の
様子を確
認をしな
がら、前
方及び園
児の列に
対する危
険物の接
近に対応
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

口頭指導
による対
応基準に
基づき、
園児の隊
列の最後
尾で、園
児の隊列
の様子を
確認をし
ながら、
後方及び
園児の列
に対する
危険物の
接近に対
応してい
た。

園外散歩な
ど列をつ
くって歩く
際、隊列の
乱れ等が生
じた場合
に、前方職
員と後方職
員との連携
で列の進行
をまず止め
ることの仕
組みがな
かったこと
と、園児に
対する突然
のことへの
対応の声掛
けに、「走
らず」行動
する指示が
なかった。

園外散歩など
列をつくって
歩く際、後方
職員が隊列の
乱れを把握し
た場合には、
先頭職員に声
掛けをして隊
列を一旦止め
ることで整え
る対応とし、
これをマニュ
アルにも記載
すると同時
に、園児には
焦らず走らず
に行動するよ
うに伝えてい
く。

10210

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

18 2 1
15.３
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の脱臼
の疑い
（上前歯2
本）

8.その
他

2.な
し

2.不定
期に実
施

実施頻度(
２ 　)回/
年

2.基
準配
置

事故予防
に対する
職員の意
識をさら
に上げて
いく必要
がある。

クラスの
園児の様
子をヘル
プに入る
職員にも
伝えてお
く。事故
予防に対
する話し
合いを定
期的に実
施する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

危険な箇
所、特に
注意が必
要な場面
を全職員
で共有し
ておく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋の移
動をする
際の園児
の誘導の
仕方、見
守り体制
の見直し
が必要で
ある。

保育室か
らの飛び
出しがな
いよう
に、環境
面を見直
す。園児
にもくり
返し約束
や指導を
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午睡前に
気の合う
園児と興
奮してい
る様子
だった。
午睡をす
るために
遊戯室に
移動する
際、遊戯
室とは逆
の方向に
走って
いった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

走ってい
く園児を
追いか
け、抱い
て遊戯室
まで戻っ
てくる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

普段あま
り３歳児
クラスに
入ること
がなく、
園児の動
きに慣れ
ていない
ところが
あった。

園児の動
き、一人一
人の特性を
職員間で共
有し、保育
をする。何
かあった時
に声をかけ
合い、職員
間で連携を
取りながら
保育をす
る。園児に
対して優し
く丁寧に関
わることを
常に意識す
る。

10211

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

11 3 3
13.１
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折/
左肘痛

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
3～4　)回
/年

2.基
準配
置

午睡時間
の間に、
交代で休
憩をとる
ため配置
人数が少
なくなる
場合があ
る。

休憩の取り
方について
話し合い、
子どもが寝
ている間も
必ず２名が
側にいるこ
とを決め
る。また、
早く起きた
子どもが多
く大変な時
はヘルプを
事務室へ伝
え対応をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約24　)回
/年

畳のス
ペースで
布団を敷
き寝てい
る為、起
きた子ど
もは布団
の側で過
ごしてい
た。

設備面で
は安全を
確保でき
ていると
考える。

5.睡眠
(午睡)
中

いつもよ
り早く起
きた子ど
もが多く
落ち着か
なかった
のに、遊
べるス
ペースな
どを用意
しなかっ
た。

早く起き
た子ども
が落ち着
いて過ご
せる環境
を、午睡
スペース
とは別に
用意して
おく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午睡時間内
であった
が、早めに
目覚めた子
どもがいつ
もより多く
起きて遊び
始めてい
た。その中
で、楽しん
で追いかけ
合いをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体制とし
ては３名
いたが、
事故発生
時には本
児がいる
場所には
１名の保
育士しか
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は他
児を連れ
て保育室
を出てい
た。１名
は、子ど
も達の動
きをよく
見ていな
かった。

３名が交代
で休憩時間
をとるが、
子ども達が
起き始める
時間に休憩
に行くこと
になるのが
保育士の人
数が足りな
くなる要因
の一つに
なってい
る。

子ども達
が起き始
める時間
には、複
数人数で
対応でき
るように
休憩時間
を早めて
取る。

10212

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

14 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首橈
骨・尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特に問題
はなかっ
た。

園児の動
きを常に
把握し、
危機意識
を持つ。
職員全員
による事
故予防研
修を実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

特に問題
はなかっ
た。

今後も、
危機管理
をもって
安全に過
ごせる環
境面に気
を配る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯で勢
いよく一
段飛ばし
をしてい
た。

雲梯など
では、危
険な事が
起こりう
ると考
え、体制
を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯で勢
いをつけ
て一段飛
ばしをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任保育
士は、少
し離れた
ところか
ら見てい
た。もう
一人は、
他の子ど
もたちと
一緒に遊
んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
担当職員
のみで、
他の職員
は園舎内
にいた。

勢いよく
していた
ので、危
険と思い
近くで補
助する必
要があっ
た。

可能な限り、危機
が起こる前に予見
し、危機の回避を
図る方策と体制
（安全管理）を整
えることが重要で
ある。そうした安
全管理・危機管理
の視点に立って、
子どもたちが安心
して過ごせるよう
に、また責任を
もって保育してい
く。

10213

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

28 9 9 10 3 2
15.３
歳

1.男
児

指しゃぶりの
癖で上の歯が
突出しており
歯の根元が短
くなっている
こと､指しゃ
ぶりによって
歯が揺れやす
くなっている
こともあり､
固定しても小
さな揺れが残
る可能性があ
ると医師から
話があった｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の揺れ3
本

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

バナナ鬼
ごっこを
している
グループ
が２つあ
り、保育
者が鬼
ごっこに
つくこと
ができて
いなかっ
た。

子どもの活
動状況をみ
て遊びのグ
ループを分
けたりくっ
つけたりし
て整理し、
職員がそれ
ぞれの活動
をしっかり
と把握して
いけるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

水たまり
や床濡れ
など滑っ
たりブ
ロックの
がたつき
など躓い
たりする
ような危
険な箇所
は無かっ
たため特
になし。

上記理由
の為、特
になし。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

バナナ鬼
ごっこを
する中で
当該児を
タッチし
た力が強
く当該児
のバラン
スが崩れ
てしまっ
た。

タッチを
する際の
力の強さ
などを知
らせ、押
すように
タッチす
るのでは
なく、肩
などに触
れる形で
タッチを
行うよう
話した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

バナナ鬼
ごっこに
参加し、
公園内を
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
つつ、人
数確認を
行う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちの動き
に合わせ
て動いて
いた。

子どもた
ちが年齢
や遊びに
関係なく
入り乱れ
て活動を
していた
ため。

年齢ごと
に活動空
間を分け
たり、活
動内容を
分けたり
して、子
どもの動
きを把握
しやすい
ようにす
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10214

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

1 2 2
13.１
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右中指挫
傷､中指末
関節骨不
全骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ル、職員
配置など
は問題な
かった
が、保育
士の事故
予防に対
する意識
が低かっ
た。

職員全体
で今回の
事故に対
する要因
や再発防
止などを
話し合っ
たり、マ
ニュアル
を共有
し、事故
予防に対
する知識
や意識を
高める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

扉を開閉
する際
に、意識
しなけれ
ばいけな
い

扉に「こど
もがいま
す。声を掛
けて返事が
あったら開
閉します」
という張り
紙を付け
て、万が一
園児がいた
としても扉
を開ける際
は気を付け
るように配
慮する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

オムツ交
換後、園
児をその
場で待機
させオム
ツの処理
をた為。

オムツ交
換の際は
(排泄
物)、交換
後は園児
を保育室
へ連れて
いきその
後、オム
ツの(排泄
物)の処理
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気な様子
が見られ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

オムツ交
換後(排泄
物)、オム
ツをビ
ニールに
入れた際
一瞬園児
から目を
離してし
まう。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

オムツ交
換をして
いた保育
士が園児
を見てい
たと思
い、確認
をせず大
人用のト
イレの扉
を開閉す
る。

職員間で
の確認や
声掛けが
足らな
かった。

子どもがいる
ときには、大
人用トイレは
扉は開けな
い。緊急の
際、扉を開け
なくてはなら
ないときは声
をかけあって
開閉する。オ
ムツ交換の際
は(排泄物)、
交換後は園児
を保育室へ連
れていきその
後、オムツ
(排泄物)の処
理を行う。

10215

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

14 4 4
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙打撲
(歯根神経
に傷)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

三角巾を
正常に付
けていれ
ば問題な
いが、低
年齢の場
合につい
ては頭を
触り、三
角巾がず
れ落ちる
感覚を把
握するこ
とに弱い
ことを認
識するべ
きであっ
た。

1歳児以下
に三角巾
を使用さ
せる時
は、常に
緩んでき
ていない
か確認す
ることを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

活動によ
り机を移
動させた
い時に、
机が大き
く重いた
め、持ち
運びがし
辛い。

机を徐々
に折り畳
みのでき
る軽い物
に交換し
ていき、
活動に合
わせ保育
室を設定
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

木台に
コーナー
クッショ
ンを施し
てはいた
が、クッ
ションが
付いてい
ない木台
が保育室
内で使用
されてい
た。

コーナー
クッショ
ンが付い
ていない
木台は部
屋から排
除する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 1歳児と
いう年齢
であれ
ば、三角
巾の緩み
に本人が
訴えてこ
ないこと
もあるこ
とを承知
しての見
守りが必
要であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
三角巾の
結びが緩
くなって
きている
ことに、
保育士た
ちが気づ
いてい
ず、三角
巾がずれ
落ち顔に
被ったこ
とで急い
で傍に寄
ろうとし
たが、台
にぶつか
り転倒す
ることを
防ぎきれ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士Aは対象
児の一番近くに
いたが、対象児
の三角巾が目に
被さった瞬間は
視界に入ってい
ず、水分補給を
していた保育士
Dが気づき「危
ない！」との声
を出し、そこで
保育士Aは振り
返り対象児の身
体を支えようと
したが、転倒を
防ぐことが間に
合わなかった。
保育士Bは他の
ままごと遊びを
していた子供に
関わり、保育士
Cは机上のパズ
ル遊びの子供に
関わっていた。

1歳児の子供
の発育状況
として、三
角巾が緩ん
できてもそ
のことへの
意識が弱
く、また緩
んだことに
より次に起
こり得る状
況を想像す
ることが未
熟であるこ
と、さらに
三角巾で目
が塞がれて
も立ち止ま
らず前進し
てしまうと
いう、子供
の特性につ
いて保育士
の把握認識
の低さが要
因として考
えられる。

保育士は子供
の特性や年齢
に応じた発育
を把握し、起
こり得る危険
を想像し、事
前に回避でき
るよう意識を
高めるよう努
める。職員間
で振り返りの
時を設け、子
供の特性や起
こり得る危険
を出し合い、
自らの考えと
他者の考えを
聞き知識を増
やし怪我を未
然に防ぐこと
が出来るよう
にする。

10216

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

22 12 10 4 4
16.４
歳

1.男
児

4歳児･5歳児
合同での遠
足の最中｡下
見は行って
いたが､児童
と一緒に散
策するのは
初めてだっ
た｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

人員配置
やマニュ
アルには
問題なし
と判断の
ため、特
になし。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

事前の下
見の際に
該当遊具
の対象年
齢の確認
が漏れて
いた。

事前下見
の際に必
ず対象年
齢の確認
を行い、
使用方法
を確認、
職員間で
共有を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園の戸外活
動としては
初めて行く
公園であっ
たので、子
どもたちも
楽しみに思
う気持ちが
高まってい
た。該当児
はネットの
遊具を気に
入り、始め
から終わり
までずっと
上り下りし
ていたの
で、足が疲
れていた可
能性があ
る。

気持ちが高
揚すること
は想定され
ていたの
で、落ち着
いて遊びに
入れるよう
な導入を考
える。ある
程度の時間
ごとに休憩
を挟み、疲
れた状態で
遊ぶことの
ないように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段行っ
たことの
ない公園
だったの
で、目新
しい遊具
に気持ち
が高ぶっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具に近
い位置で
複数の児
童の見守
り体制で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
別の遊具
で遊ぶ児
を見てい
る状況で
あった。

遊具のそ
ばに立
ち、子ど
もたちを
見守る位
置は適切
であった
が、一瞬
の出来事
だったた
め手が出
せなかっ
た。

遊具で遊ぶ
人数が増え
た際には近
くの保育士
に声を掛
け、見守り
の保育士を
増やした
り、運動量
の多い遊具
なので適度
に休息時間
を設けるな
どの配慮が
必要だっ
た。

10217

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 11 8 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右くるぶ
し外側骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

今回の事故
は本児の突
発的な行動
の結果で
あったた
め、マニュ
アル改善や
事故予防が
難しいと判
断したた
め、特に記
載なし。

上記の理
由により
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

今回の事
故は本児
が走って
転んだこ
とが理由
だったた
め、ハー
ド面には
問題なし
と判断し
たため、
特に記載
なし。

上記の理
由により
特になし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

5歳児であ
ること
や、いつ
も行って
いる活動
の流れで
あったこ
ともあ
り、その
場を子ど
もたちに
任せてし
まった。

子どもたち
が活動を終
えるまで保
育者が見守
るか、その
場を離れる
場合はフロ
アに入る保
育者に声を
掛け、フロ
ア全体で見
守る状況を
作るべきで
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面で
は特に問
題なかっ
たが、ク
ラスに
戻ってき
た時点で
若干足を
引きずる
様子が見
られた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

いつもやっ
ている活動
であったこ
と・5歳児
なので一人
でもできる
であろうと
いう思いも
あり、排泄
が終わった
後の活動準
備を優先し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育者は
各自自分
のクラス
の活動を
してお
り、他ク
ラスの動
きを気に
していな
かった。

保護者のお
迎えが来て
いた状況で
あっても改
めて痛みの
場所を触っ
て確認した
り、冷却す
るなど、そ
の場で出来
る対応を行
うべきで
あった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10218

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 6 4 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(都度)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育者の
連携が取
れておら
ず、双方
の動きを
把握せず
子どもか
ら目を離
してい
た。

職員同士
連携をし
て声かけ
を行い、
お互いの
動きを把
握して子
どもの動
向に注視
できる職
員を配置
し、でき
る限り子
どもから
目を離さ
ない。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

玩具の箱が
固く、また
角張ってい
る。その場
を目撃して
いる保育者
がいなかっ
たが、聞き
取りでは、
足を箱にぶ
つけ、他児
が上に乗っ
てきたとの
ことだっ
た。

角張って
いる箇所
にカバー
等する。
利用する
際には、
危険のな
いよう見
守り、子
ども達に
も適切な
使用方法
を伝えて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由に動
いている
子がい
た。

片付けに
参加する
よう声か
けをする
などして
動いてい
る子ども
同士が交
錯しない
ようにす
る。子ど
もにも危
険周知、
認知をさ
せるよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

玩具の木箱
に足を乗せ
ていたと思
われる。片
付け終わ
り、好奇心
から乗っ
た,または
他児が乗っ
たはずみで
足が上がっ
て箱にぶつ
かったこと
も考えられ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付け終
盤だった
こともあ
り全体へ
の指示出
しが遅れ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けの
指示をし
ていた
が、子ど
もたちを
とりまと
めで声掛
けなどを
その時点
ではして
いなかっ
た。

他児が該
当児の上
にのしか
かってし
まったと
思われ
る。保育
士同士の
連携が取
れていな
かった。

危険な行為は
行わないよう
に子どもたち
に注意喚起、
約束事の再確
認と実施する
ように都度、
声かけや援助
を行う。子ど
もから目を離
す場合には、
必ず声かけを
してから動く
ことを再度確
認、周知し徹
底する。

10219

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

28 8 11 9 4 4
16.４
歳

2.女
児

普段は3.4.5
歳児の異年
齢で過ごし
ているが､今
回は2.3.4歳
児で出かけ
ていた｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

上下前歯
の脱臼､下
唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

他園が来
た際に雰
囲気が変
わった様
子を意識
し、子ど
もの様子
に変化が
ないか注
意して見
守るよう
にしてい
た。

季節の変わり目
で、温かくは
なってきている
が体が固まりや
すくケガが起き
やすいことを、
改めて念頭に入
れる。また、斜
面など転びやす
い場所では注意
する。斜面で遊
んでいるときの
職員の配置を、
子どもより下の
位置で見守りっ
たり職員同士で
も声を掛け合
い、配置を移動
しながら安全面
を保つようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

遊具の対
象年齢の
記載に対
して、守
る意識が
薄かっ
た。(今回
使用はし
ていない)

遊具の使
用対象年
齢を確認
し、保育
士間で共
有。どの
遊具を使
用するか
を決定し
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

斜面で遊
ぶことに
対して、
ケガへの
見通し・
想定が甘
かった。

他園が来
た際に雰
囲気が変
わった様
子を意識
し、子ど
もの様子
に変化が
ないか注
意して見
守るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はない

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

坂道が確
認できる
位置につ
いてお
り、見守
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
担当して
いた場所
があるの
で、本児
をずっと
目で追っ
ているこ
とはな
かった
為。

斜面で遊
んでいる
ときの職
員の配置
を、子ど
もより上
の位置で
見守って
いた。

斜面で遊ん
でいるとき
の職員の配
置を、子ど
もより下の
位置で見守
りったり職
員同士でも
声を掛け合
い、配置を
移動しなが
ら安全面を
保つように
する。

10220

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

22 7 7 8 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

特にな
し。

特にな
し。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300

通報のマ
ニュアルを
園外の
リュックに
入れて持っ
ていけば正
しい手順で
対応を間違
いなくでき
るのではな
いか。

事故対応
マニュア
ルを園外
のリュッ
クに入れ
て園外へ
出掛け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

木の根が
あること
や躓きや
すい場所
が落ち葉
で見えな
くなって
いること
を子ども
に伝える
べきで
あった。

落ち葉で見
えずらい木
の根等の危
険な箇所を
遊ぶ前に子
ども達と確
認し危険性
を伝え安全
に遊べるよ
うにしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼から逃
げる為、
走って逃
げてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に氷鬼
をしてい
た。保育士A
は本児の先
頭で逃げて
いた。本児
が木の根に
躓き転ぶ瞬
間を見てい
た為、すぐ
に本児を起
こして怪我
や痛みはあ
るか等の確
認を行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士Bは
ブランコ
に乗って
いる子ど
もに付い
ていた。

特にな
し。

特にな
し。

10221

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 10 9 3 3
17.５
歳

1.男
児

4~5歳児､同
じ保育室で
過ごしてい
るため､合同
で運動(ﾀﾞﾝ
ｽ)を行った｡

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

普段から
行ってい
る活動
で、職員
間の連携
が疎かに
なってい
た部分も
あった。

これまでは
「お友だち
にぶつから
ないように
気を付け
て」などの
声かけをし
ていたが、
「手を広げ
てぶつから
ない距離を
とりましょ
う」など、
具体的に伝
える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24)回/年

日頃か
ら、ヒヤ
リとする
場面がな
かった
か、見過
ごしてい
なかった
かの確認

保育室で行
う中で、園
児数と面積
に無理はな
かったかの
確認。合同
で行うに
は、手狭な
部分もあっ
たので、半
分ずつの人
数で行うな
ど、工夫を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ダンスの
内容や人
数から考
えると、
使用した
保育室で
は狭かっ
た。

園児の間
隔を今ま
で以上に
とること
や、一度
に行う人
数を減ら
すなど、
調整す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

やや激し
いダンス
であった
ため、い
つも以上
の動きを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

該当園児
以外も見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

写真撮影
なども
行ってい
た。

保護者用
の写真や
動画を職
員が撮っ
ており、
園児に対
する声か
けなどの
対応が遅
れてし
まった。

他児と極端
に近くなっ
てしまって
いる時な
ど、園児の
動きを見
て、職員同
士で声を掛
け合い、園
児同士の間
隔を離した
り、ダンス
を中断する
などの対処
を行う。

10222

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯破折
8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育士
は、子ど
もの行動
を予想し
十分に気
を付け、
危険のな
いように
声をか
け、事前
に防ぐ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

なし

広さを十
分確保す
るように
机を片付
ける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

降園前
は、ゆっ
たりと過
ごす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

広いス
ペースで
数人とく
るくると
繰り返し
回り、バ
ランスを
崩してう
ずくまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子と
一緒に体
操をして
いた。視
界には本
児が入っ
ていた
が、被災
を防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配児と
一緒に3m
離れてい
た。

降園前と
いう時間
帯に体操
をしてい
た。子ど
もがふざ
けあう姿
をすぐに
止められ
なかっ
た。

子どもの動き
に目を向け危
険につながる
行為はすぐに
止めるべきで
あり、子ども
たちには、楽
しいとふざけ
るのは違うこ
とを伝える。

251 / 274 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10223

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

20 1 1
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
12)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(都度　)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動参観日
の練習後で
高揚してい
る園児の気
持ちを考慮
し、危険を
予測するべ
きであった
が、見過ご
し走らせて
しまった。

集団で移
動及び行
動をする
際に、少
人数ずつ
のグルー
プ分けを
し、基本
的には歩
くように
声を掛け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

所定の場
所に旗を
片付けに
向かい、
随分手前
の位置で
急に立ち
止まっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児全体
の動きを
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各々、担
任の子ど
も達の保
育をして
いた。

子どもの
行動、動
きに対し
危険予測
が甘かっ
た。

行動する
際は少人
数ずつに
分け、且
つ走らな
いように
指導す
る。

10224

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

32 0 0 0 0 0 0 0 10 10
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外果骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュアルには
巧技台の危険性
や設置時の注意
事項等が無い。
また、職員会議
でもそれを取り
上げることが無
かったため、巧
技台の正しい取
り扱いについて
職員間での統一
がされていな
かった。５歳児
担任が運動会の
４日前から欠席
し、園内で合計
３名の職員が欠
席していた。そ
のため、予行練
習等での人員配
置が十分でな
く、運動会当日
の巧技台補助者
が前もって練習
に参加できてい
なかった。

年度始めの会議
で「保育園にお
ける事故防止マ
ニュアル」の読
み合わせを行
い、職員に周知
する。また、巧
技台の使用方
法・注意事項を
確認して全職員
で共通理解す
る。（今年度に
ついては、事故
後に事故防止マ
ニュアルの確
認、巧技台の扱
い方について確
認を行った。）
人員のマイナス
が出た場合に
は、その分を少
しでも補えるよ
うな人の配置を
再考して増員す
る。運動会当日
の競技補助者に
ついては、練習
時にも補助がで
きる職員を配置
する。それが無
理な状況であれ
ば競技の内容を
再検討する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

巧技台の固定
は、日常の保育
ではあまりされ
ておらず、固定
する場合にも
ロープで縛ると
いう形であっ
た。固定の必要
性は、ほぼその
保育士の経験値
で判断するもの
であった。競技
前に器具係との
固定についての
やり取りはあっ
たが、指揮者は
危険を予知でき
ずに固定しな
かった。運動会
で使用する巧技
台の数が園にあ
るものでは足り
ず、プログラム
の合間に巧技台
を組み替えなく
てはいけなかっ
た。そのため、
５歳児の競技で
使う分を始めか
ら組み立てて固
定しておくこと
ができなかっ
た。

巧技台専用の安
全ベルトを園で
購入。巧技台を
高く積む時、積
んでジャンプを
する時には、常
に安全ベルトで
固定をすること
を職員に周知す
る。競技ごとに
組み替えなくて
はいけない場合
には、競技内容
を検討して、園
にある数ででき
ることを考え
る。組み換えが
できるという判
断した場合に
も、固定する方
法をよく検討
し、誰がどの時
間に固定するの
かということを
参加職員で周知
する。ジャンプ
した際に敷く
マットについ
て、もっとクッ
ション性のある
ものがよいのか
ということを、
子どもに経験さ
せたい動きとの
兼ね合いを考え
て検討してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会と
いう特別
な場面で
あるから
こそ、子
どももい
つもより
力が入っ
たり予想
外の動き
をしたり
する事が
考えられ
る。

行事等、
いつもと
違った場
面では、
普段より
も様々な
子どもの
姿や状況
を想定し
て準備を
する。
（器具設
置の点検
を指揮者
と器具係
の複数で
行う。補
助者は
色々な想
定をして
待ち受け
る等）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会
で、保護
者も見て
いること
から、普
段よりも
力が入っ
て巧技台
への当た
りが強
かったの
かもしれ
ない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

巧技台の横
につき、巧
技台が揺ら
がないよう
に上から抑
えていた
が、本児の
当たりが強
く、巧技台
がはずれて
しまった。
それをすぐ
に正常な位
置に戻した
のだが、本
児はふらつ
いており、
巧技台から
落ちていく
瞬間に手を
差し伸べた
が届かな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

競技の指揮者
だった保育士
は、一瞬近寄っ
たが、本児が立
ち上がったた
め、次に進めな
くてはという思
いからまた、元
の位置（巧技台
の前方３メート
ルの所）に戻っ
た。近くで競技
を見守っていた
職員が、本児に
駆け寄り、本児
の体を観察、怪
我の確認をし
た。本部から見
ていた園長が、
本児・職員のと
ころに走ってい
き、怪我の具合
を聞きながら、
本部へ連れてき
た。

当日の競技指揮
者は、５歳児担
任が欠席するこ
とになり、急遽
この競技の指揮
者となった事で
全体を見ながら
進めるという余
裕がなかった。
補助をする保育
士は、巧技台競
技の補助の経験
がある事で今回
の補助を任され
たが、今回の補
助は当日が初め
てであった。そ
のため、一人一
人の発達段階、
状況が把握でき
ていないままで
の補助となって
しまった。

代替で指揮をする
ことになった保育
士の体力的・精神
的負担を軽減する
ために、別の職員
を保育補助として
配置する。競技の
補助者は最低３回
は当日通りに補助
につき、子ども達
の状況を把握した
うえで当日を迎え
るようにする。そ
れができる補助者
を選定するか、補
助者が固定でつけ
ないのであれば、
競技自体を再検討
する。

10225

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

23 2 2
15.３
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
8　)回/年

2.基
準配
置

遊戯室で
の活動を
行う際に
半数ずつ
に分け、
必ず２人
で見るよ
うにす
る。

今回は男女
で半数ずつ
に分けた
が、前半
チームの活
動が終わっ
て並べてい
る時に後半
チームの活
動を始めて
しまった。
保育者２人
でしっかり
見れるよう
に、前半
チームが並
んで座って
から後半
チームの活
動を始める
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

準備体操
をしっか
りと行
い、特に
手首足首
の部分を
重点的に
ほぐすよ
うにす
る。

当日は準
備体操に
取り組ん
だが、手
首足首の
部分を
もっと重
点的にほ
ぐしてい
き、怪我
を防止す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故発生
まではい
つも通り
の様子
で、転ん
だ後も泣
かずに自
分で起き
上がりま
た走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児（後
半チーム）
が転ぶ姿を
見たため、
「大丈夫？
痛い？」と
声をかけ、
転んだ箇所
を確認し
た。対象児
は「う
ん！」と
言って起き
上がり、ま
た走り出し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

前半チー
ムの子ど
もを並べ
て座らせ
てから後
半チーム
の子ども
を見てい
た。

本児が転
んだ後の
観察が不
十分で、
骨折して
いること
に気付け
なかっ
た。

自分で「痛い」と
訴えることが出来
ずに我慢してしま
う子もいるため、
給食やおやつの食
べ具合をよく見た
り、様子をよく見
ていかなければな
らない。また、転
んだ時は全身をよ
く見てどこが痛い
かを聞いたり、本
児が言いやすいよ
うこまめに声掛け
をしていく必要が
ある。また、保育
者２人でしっかり
見れるように、前
半チームが並んで
座ってから後半
チームの活動を始
めるようにする。

10226

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

29 3 3
18.６
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折　左肩
打撲傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年
（１）回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/日

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会に
向けての
活動に楽
しんで参
加してい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走行中の
園児を目
で追いな
がら、転
倒の際に
はすぐに
駆け付け
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

走行中の
園児を目
で追いな
がら、他
児の走行
準備の手
伝いをし
ていた

天候等に
より戸外
での活動
が久々
だったこ
とも原因
のひとつ
と考えら
れる

活動前の
準備運動
や体調確
認を十分
に行う

10227

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

157 32 51 29 45 19 19
17.５
歳

1.男
児

●年●月に●
●市から引っ
越してきた。
●●市の１歳
６か月、３歳
児検診で指導
を受けていた
との報告があ
り、面接をし
加配保育士が
いるクラスに
在籍してい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特にな
し。

危機管理
マニュア
ルを見直
す。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年　毎日

雲梯が観
客側にあ
り、本児
の動線上
に雲梯が
あったこ
とで、雲
梯に興味
を持った
事が考え
られる。

遊具の遊
び方を検
討し、安
全面での
配慮を確
認し取り
組む。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

加配保育
児で、突
発的な行
動に対応
ができな
かった。

職員間で
子どもの
動きを確
認し連携
を取るこ
とを再確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年中児の
運動会の
予行練習
を担任保
育士と一
緒に椅子
に座って
機嫌良く
見てい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

子どもと
一緒に年
中児の運
動会の予
行練習を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の様
子を見
守った
り、運動
会の予行
練習の補
助につい
たりして
いた。

側につい
ていた
が、子ど
もの突発
的な動き
に対応が
できな
かった。

子どもの
予想され
る動きを
想定して
危険を未
然に防
ぐ。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10228

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

25 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折
左肘打撲
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未実
施

2.基
準配
置

複数のク
ラスが遊
び、所々
で見守り
をするこ
とへの連
携が十分
に図れて
いなかっ
た。

見守りのポ
イントとな
る場所を確
認し、その
場を離れる
時には声を
掛け合い、
見守りが不
十分になら
ないように
していく。

1.定期的
に実施

実施頻度
（１）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

安全マット
は敷いてあ
るが、落下
の仕方に
よって怪我
に繋がるの
で、安全
マットがあ
ることで過
信しないよ
うにする。

一番低い鉄
棒からの転
落であった
が、高さが
あると、怪
我の程度も
大きくなる
ことも考え
られるの
で、適した
高さで遊ぶ
ことができ
るように確
認する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒をす
る際に
は、保育
士と一緒
に行うよ
うにする
ことが子
どもたち
に十分伝
わってい
なかっ
た。

年上の子
どもたち
が運動会
で鉄棒に
取り組む
様子に刺
激を受
け、戸外
での遊び
の際に
は、よく
鉄棒に取
り組んで
いた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年上の子
どもたち
が運動会
で鉄棒に
取り組む
様子に刺
激を受
け、戸外
での遊び
の際に
は、よく
鉄棒に取
り組んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の側
について
いたが、
他の子ど
もに呼ば
れたた
め、その
場を離れ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児とか
かわって
いたた
め、本児
が鉄棒か
ら転落し
た状態に
なるま
で、気づ
くことが
できな
かった。

これまでも
鉄棒で遊
び、慣れて
きている様
子から、少
しの間なら
良いと思
い、子ども
に声をかけ
ずに、他児
の要求を優
先して離れ
てしまっ
た。

子どものや
りたい気持
ちを大事に
しながら
も、運動発
達に合った
遊びをして
いるかどう
かを日頃か
ら一人一人
確認できる
ようにす
る。

10229

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

34 2 1
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未実
施

実施頻度(
０　)回/
年

2.基
準配
置

職員間の
連携によ
り、事故
防止策に
取り組む
こと。ま
た、事故
に関する
研修を実
施するこ
とが必要
である。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

ドッジ
ボールを
するため
の広さの
確保をす
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

子どもの
状況に合
わせた活
動を提供
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ドッジ
ボール中
で、夢中
でボール
を追いか
けてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボールか
らは離れ
ていて、
対象児が
転倒する
様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭での
活動は年
長児クラ
スのみで
あり、食
事準備に
支援員は
移ってい
た。

子どもの
予期せぬ
行動を想
定できて
いなかっ
た。

子どもと
遊ぶ中で
あらゆる
危険を想
定しなが
ら関わっ
ていった
り、職員
同士連携
を取り合
いながら
保育をし
ていく。

10230

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 1 1 4 2 2 2 4 3
18.６
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足親指
亀裂骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
5　)回以
上/年

2.基
準配
置

子どもの特性を
十分に理解した
うえで職員一人
ひとりが事故予
防に心がけ、気
配りをしていく
ことで起こりう
るリスクを減ら
していく。所長
とリスクマネー
ジャーが一体と
なって、事故に
発展する可能性
のある問題点を
把握して、事故
予防に取り組ん
でいく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

可動式壁
で仕切る
場合は、
可動式壁
下部に
クッショ
ン素材の
安全ガー
ドをつけ
るなど、
安全対策
を実施す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内を
走って遊
んでいる
状況を改
善するた
め、園児
が興味を
もって落
ちついて
遊べるよ
うにコー
ナ遊び等
を用意す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

土曜日の
合同保育
で担任も
不在で
あったた
め、普段
より落ち
着かない
様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児（１
歳児）と
保育室内
の別の場
所でまま
ごとをし
て遊びな
がら、対
象児から
離れた場
所から全
体を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

可動式壁
で仕切ら
れて反対
側のス
ペースに
いた。

常に子ど
もの動き
に目を向
け、保育
室内では
落ち着い
て遊べる
ように声
をかけた
り、遊び
を工夫し
たりす
る。

10231

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 9 13 14 5 5
16.４
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第５指
中節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

障害物と
の接触は
なく、園
児自身の
要因

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

障害物と
の接触は
なし

障害物と
の接触は
なく、園
児自身の
要因

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

皆の所に
行こうと
急いでい
た

障害物と
の接触は
なく、園
児自身の
要因

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

急いでみ
んなの所
に行こう
として
走ってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児以
外にも子
どもがい
て全体を
見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

テラスに
いた職員
が対象児
を見てい
た

夕方は砂
場で山を
作るなど
して遊ん
でいたの
で、異常
に気付か
なかっ
た。

少しでも
痛みが出
てきた
ら、職員
に伝える
ようにお
願いす
る。

10232

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 16 13 4 2
18.６
歳

2.女
児

特になし。
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

特になし。
（職員配置
や事故に関
する情報共
有等を適切
に実施でき
ているた
め。）

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

特にな
し。（定
期的に点
検を行っ
ているた
め。）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特にな
し。（見
守り自体
は適切に
行ってい
たた
め。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

痛みを我
慢して普
段通り振
舞ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故後も食
事や他の活
動をいつも
通りに過ご
していた為
に気づかず
発見が遅れ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
とともに
見守って
いた。

特にな
し。

特にな
し。（見
守り自体
は適切に
行ってい
たた
め。）

10233

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

35 3 3
17.５
歳

1.男
児

固定乗り物
遊具のまた
がる高さ(馬
の背中)７５
ｃｍ

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１２　)
回/年

2.基
準配
置

遊具の使
い方の周
知が十分
でなかっ
たため

職員間で
事故・ヒ
ヤリハッ
トについ
て話し合
いや報告
を受け、
どの職員
も危機意
識を持
つ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１３　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

乗り物遊
具は、高
さがあり
落下の危
険がある
ため、下
にクッ
ション材
を敷いて
おくと良
かった。

固定乗り
物遊具の
下部に
クッショ
ン材を敷
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他児と楽
しく遊ん
でいたた
め、目を
離してい
た。

乗り物に
は正常な
またがり
方をし、
降りる際
は、片足
ずつ、
ゆっくり
降りるよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

仲の良い子
どもと一緒
にいること
で、気持ち
が高まり、
羽目を外す
ような行動
を取ること
がある。安
全面の配慮
が欠けて、
うまく降り
らなかった
ことがけが
に繋がっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転倒した
ことに、
付近にい
た保育士
が気付い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた場
所で他児
を見てい
たので、
遊びの様
子に気付
かなかっ
た。

乗り物遊具
の乗り方に
ついて、子
どもに確認
して遊ぶよ
うにしてい
く必要が
あった。危
険が予測さ
れる行動を
取っている
時は、そば
で見守り声
をかける必
要があっ
た。

担任以外
の保育士
がクラス
に入る
時、普段
と違った
様子の子
どもや注
意点を丁
寧に伝え
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10234

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

13
看
護
師

3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

落下が考えられ
る遊具で園児が
遊ぶ場合、職員
がすぐ近くにい
るよう指導して
いるが、事故発
生時は他児と遊
びながら、少し
離れた所から見
ている状態で
あった。研修に
参加したり、マ
ニュアルを周知
していても、個
人の安全管理に
対する意識に違
いがある。

安全管理や
ヒヤリハッ
ト・怪我・
事故につい
て、園内の
研修を増や
したり対策
について話
し合う時間
を増やして
いく。個々
の意識を高
めていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具には
問題はな
かった
が、落ち
た時のこ
とを考え
て対応が
していな
かった。

落下を考
え、遊具
の下に
マットな
ど衝撃を
吸収でき
るものを
配置して
おく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

クラスの
園児のほ
とんどが
バルーン
に参加を
したた
め、当該
園児を少
し離れた
所から見
守る形に
なってし
まった。

保育士が
分散し
て、園児
を見守る
ようにす
る。特に
落下が考
えられる
遊具で遊
ばせる場
合には、
必ず近く
で見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具の網
登りが好
きなの
で、その
日も兄と
一緒に登
るのを楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動会後
だったた
め、年長児
のバルーン
にクラスの
子ども達が
自由に参加
していた。
ほとんどの
園児が参加
していたた
め、職員の
注意がそち
らに偏った
形となり、
当該園児の
事を離れた
位置から見
ている状態
になった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年長児の
バルーン
に子ども
達と一緒
に参加し
ていた。

保育士が
分散して
いなかっ
た。遊具
で遊ぶ園
児がいた
場合の危
機管理意
識が低
かった。

園児は
色々な場
所で遊ぶ
ので、保
育士は分
散して園
児を見守
る。遊具
の側には
必ず保育
士がいる
ようにす
る。

10235

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 16 10 19 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨の
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

クラス担任
のうち１人
が、園舎２
階に上がっ
て、こいの
ぼりの飾っ
てある紐を
緩めに行
く。その際
の保育の
フォローの
声掛けを行
わなかっ
た。

事故対応
マニュア
ル等の再
確認、読
み合わ
せ。保育
を進める
職員と、
全体を見
守る職員
の役割を
認識し
て、活動
を進め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

今回の事
故につい
ては、
ハード面
の不備等
はなかっ
たが、引
き続き安
全点検等
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

初めてのこ
いのぼりを
出した日で
もあったた
め、片付け
る手順な
ど、いつも
と違う子ど
もの様子を
予測できた
ことであっ
たが、職員
配置など確
認が不十分
であった。

子どもた
ちに、こ
いのぼり
が降りて
くるまで
どこに待
機したら
良いの
か、明確
に伝え
る。園庭
の見守り
の職員の
位置など
を再確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

人数確認を
する際に、
離れたとこ
ろにいる。
保育者に声
をかけられ
て集まる。
こいのぼり
を片付ける
が始まって
すぐに友だ
ちと違う場
所に遊びに
行ってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

人数確認を
する際に、
該当児が少
し離れた所
にいたため
声をかけ、
集まったこ
とを見届け
る。こいの
ぼりをはず
すことをク
ラス全体に
声かけを
し、降りて
くるこいの
ぼりが、子
どもたちに
ぶつからな
いように見
守る。該当
児が転倒し
て泣いてい
ることに気
が付く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の子ども
を見てい
た。事故
が起きた
後は、５
歳児クラ
スの子ど
もの様子
を見守
る。

母集団か
ら当該児
童が離れ
ていった
ことは目
で追って
いたが、
転倒した
瞬間を保
育者が見
ておらす
泣き声で
に転んだ
ことに気
付いた。

保育を進
める職員
と、全体
を見守る
職員の役
割を認識
して、活
動を進め
る。園庭
に出てい
る他クラ
スの職員
を含め園
庭遊びの
職員の配
置を確認
する。

10236

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

106 37 35 34 8 8
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨近
位端骨
折・左肘
関節痛

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

ありませ
ん

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

ブランコ
に不具合
はなく、
雨あがり
で座面が
濡れてい
たという
こともな
い。

ありませ
ん

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコを
待っていた
子がいた訳
でもなく、
急いで降り
ようとした
様子もな
い。本人が
バランスを
崩したこと
が落下の原
因と思われ
る。

ありませ
ん

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
遊びを終
わりにし
ようと、
立ちこぎ
から座ろ
うとした
時。ふり
幅は緩や
かになっ
た時だっ
たが、座
ることが
できず落
下した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くには
いたが、
危険な行
為ではな
かったた
め、見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

年少児が
入室の時
間で、年
少児の担
任がブラ
ンコ前に
いた。立
ちこぎか
ら座り損
ねた瞬間
を見た。

いつも
やってい
る動きで
はある
が、その
日に限
り、上手
に座るこ
とができ
なかった

今後は座
る姿勢に
なるまで
手を離さ
ないよう
気をつけ
て乗るこ
とを本人
と約束

10237

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 0 5 8 3 0 4 4
15.３
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

顔面挫創
8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

土曜保育
の為、い
つもと違
うクラ
ス、担任
保育士で
はない。

土曜保育
の為、い
つもと違
うクラ
ス、担任
保育士で
はないの
で、遊び
だす前に
は、活動
の約束事
を再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

園庭の半
面として
いるが、
広々とし
ていて瞬
時に園児
を止める
ことはで
きない。

遊びに夢中
になると、
大きいス
コップを使
用するとき
の空間認知
が十分でな
いので、危
険につなが
ることも指
導してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び始めの
時間帯で、
園児の気持
ちが開放的
になってい
たのではな
いか。保育
士も完全に
環境を準備
して遊びを
開始したか
どうか。

活動前
に、玩具
を用いて
遊ぶ距離
間を確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

平日より
砂場は
広々とし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含めた砂
場・周辺
を把握し
ながら保
育してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児か
ら離れた
園児と関
わってい
た。

園児が危
険意識を
持って遊
ぶような
声掛けを
して活動
するべき
であっ
た。

園児が危
険意識を
持って遊
ぶような
声掛けを
して活動
する。

10238

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 0 0 3 1 5 1 0 0 2 0
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

楔状骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

遊具の正
しい使い
方ができ
ていな
かった。

遊び方で
のケガが
原因に
なってい
るため、
遊び方の
統一など
実施済
み。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

壊れたも
のを放置
しない、
すぐに処
理をす
る。

7.その
他

正しい遊
び方・過
ごし方を
再度ミー
ティング
にて確認
済み。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ソフトブ
ロックを
使っての遊
びを普段あ
まりしない
ため、楽し
くなって勢
いよく運動
をしてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

楽しく延長
保育を過ご
してもらう
ようにして
いたが、遊
具の使い方
という面で
間 違った
使い方をし
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別クラス
での業務
おこなっ
ている。
また、他
の園児を
別部屋に
て保育を
してい
た。

先生方へ
の正しい
遊具の使
い方の徹
底。危険
予測をす
るように
させ る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10239

令和
6年3
月21
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

25 2 2
18.６
歳

1.男
児

偏食のため
乳製品は摂
取しない。
足から地面
までが30㎝
位だがうま
く着地でき
なかった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘　骨
折の疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

母と一緒
にいたた
め、安全
面の徹底
が図りづ
らかっ
た。

いつ事故
が起きる
かわから
ないとい
う意識で
母がいて
も安全対
策に配慮
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

普段は、雲
梯を使用す
る際は安全
マットを設
置するが、
今回は、雲
梯を使用す
る予定がな
かったた
め、設置し
ていなかっ
た。

雲梯を使用
する際は、
必ず安全
マットを設
置する。ま
た、今回の
ように保護
者の監視下
で予定外の
時に、雲梯
を使用した
場合、すぐ
に止める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

順番にポ
ニーに
乗ったた
め、待ち
時間が長
くなり待
てなかっ
た。

年長児を
２グルー
プに分
け、待ち
時間を短
くする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母がいる
ことで、
母に依存
してい
た。(母は
役員だ
が、役割
はなかっ
た)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児は母とい
たが、視野
には入れて
いた。ただ
し、母が子
どもを離す
ことができ
ないため、
無理に離さ
ず見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

１クラス
で動くと
待ち時間
が生じた
ため、ク
ラスの半
分を受け
持った。

雲梯にい
たことは
分かって
いたが、
母といた
ため止め
なかっ
た。

集団生活
や安全な
園生活の
ルールが
分かるよ
うに母親
にも伝え
ていく。

10240

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 0 0 0 11 8 7 0 7 5
17.５
歳

1.男
児

天候は晴
れ。園庭
で、3・4・5
歳児（全員
で26名）は
合同で保育
を行ってい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

右瞼打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

避難用滑
り台には
触らない
ように繰
り返し伝
えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

非常事態
時にはす
ぐに外せ
るように
現在はタ
イヤを避
難用滑り
台のふち
の上に置
き、子ど
もが手を
のせない
ようにし
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

こどもが
触ること
のできる
位置にあ
るが、こ
れまでは
非常時に
すぐに使
えるよう
に、覆い
等はして
いなかっ
た。

非常事態
時にはす
ぐに外せ
るように
現在はタ
イヤを避
難用滑り
台のふち
の上に置
き、子ど
もが手を
のせない
ようにし
ている。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りであっ
たが、こ
の時だけ
友達から
離れて一
人で避難
用滑り台
付近に行
く。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守ってい
たが避難用
滑り台のふ
ちに手をの
せている姿
に危険を感
じたので、
止めようと
した瞬間に
自らの重み
で頭が下が
り右瞼をぶ
つける。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

手を指し
伸ばせる
距離では
なかった
が、他職
員も見て
いた。

砂場の中に
着地点があ
る避難用滑
り台だが、
非常事態に
使うことを
考えると、
危険防止の
ために覆っ
たりするこ
とは、して
いなかっ
た。

避難用滑
り台なの
で、上ら
ないよう
には伝え
ていた
が、手を
のせない
ようにと
は伝えて
いなかっ
た。避難
用滑り台
には触ら
ないよう
に繰り返
し伝えて
いく。

10241

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

44 23 21 8 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

今回の事
例は、当
日全職員
に報告
し、チー
フ会やヒ
ヤリハッ
ト報告会
で今後の
改善点を
話し合っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

事前の下見
も行い、固
定遊具や遊
ぶ場所を決
めて遊んで
いたが、食
事後の過ご
し方につい
て、具体的
に本児に知
らせるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊んでい
る時は、
固定遊具
に職員が
ついて安
全を見
守ってい
たが、本
児に対す
る配慮を
職員全体
で行って
いくよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遠足とい
うこ事で
テンショ
ンが高
く、珍し
さもあり
集団から
離れて、
遊具に行
こうとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
ながら
も、本児
が普段か
ら活発に
動くの
で、注意
をして見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児がター
ザンロープ
をしようと
いていると
ころを他の
職員も見て
いたが、担
任に抱か
れ、落ちた
瞬間は見て
いなかっ
た。

本児の体
格や力な
どを考
え、危険
なことを
知らせた
り、注意
する時
は、抱っ
こから下
に降ろし
た状態で
伝えてい
くように
する。

10242

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

10 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

左中指挫
滅創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

加配対象
児という
こともあ
り、包丁
を握って
いる間は
手を添え
続ける必
要があっ
た。

今回の事
故を含
め、怪我
が起こる
たびに職
員間で状
態を確認
し何がで
きたか、
反省点は
何かを振
り返るよ
うにして
いる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

包丁は子
ども用包
丁であっ
たが、刃
は切れや
すいもの
であっ
た。

刃の種類
をより安
全なもの
に変更可
能か検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

包丁を使
う時は必
ず保育士
が目を離
さず見守
り、配慮
の必要な
子は手を
添えなが
ら危険の
ないよう
に経験さ
せてい
く。

包丁を使
うクッキ
ングには
慣れてい
ないの
で、包丁
の危険性
を十分に
知らせて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クッキン
グは特別
行事であ
るため、
喜んで参
加してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

傍に付
き、気を
付けて対
応してい
たが、一
瞬目を離
した瞬間
の出来事
であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クッキン
グの切削
の時で、
少人数保
育包丁3人
ピーラー3
人ベンチ
で待機4人

配慮の必
要な児童
であるた
め、安全
確保の徹
底が必要
であっ
た。

今回の事
故を職員
間で振り
返り包丁
を使用す
る危険性
の意識を
高め、再
発防止に
努めてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10243

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

20 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

石橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

加配の保育
士が遊びの
様子を近く
で見守って
いたため、
マット付近
に走ってき
た際に、気
を付けるよ
う声をかけ
たり、もっ
と園庭の広
い場所で遊
ぶよう誘導
する必要が
あった。

子どもた
ちの動き
と遊びの
場所を考
え安全に
遊べるよ
う職員間
で話し合
いをし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

マット付
近に走っ
てきた際
に、気を
付けるよ
う声をか
けたり、
もっと園
庭の広い
場所で遊
ぶよう誘
導する必
要があっ
た。

マットが敷
いてある場
所は段差が
なくなるよ
うに補修を
した。ま
た、子ども
たちの動き
と遊びの場
所を考え安
全に遊べる
よう職員間
で話し合い
をした。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びに夢
中になる
と周りが
よく見え
なくなる
ので、園
庭の広い
場所で遊
ぶように
誘導した
方がよ
かった。

活動の様
子を見守
りなが
ら、周り
が見えな
くなって
いる時に
は、声を
かけ事前
に事故防
止をして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う
友達と追
いかけっ
こを楽し
んでい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

すぐ近く
で遊びの
様子を見
守ってい
たが、予
想しな
かった場
所で転倒
してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外の子ど
もたちの
様子を見
守ってい
た。

遊びに夢
中になる
と周りが
よく見え
なくなる
ので、活
動の様子
をよくみ
て、危険
になりそ
うな事は
事前に声
をかけて
いく。

活動を
しっかり
見守りな
がら、気
を付けた
方が良い
ことを分
かりやす
く事前に
知らせ、
自分でも
気をつけ
ることが
できるよ
うにして
いく。

10244

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 5 24 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足外果
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

改善を必
要としな
い。職員
配置基準
を満た
し、事故
防止マ
ニュアル
のもと事
故予防研
修を行っ
ているた
め

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

改善を必
要としな
い。施
設、遊
具、玩具
の安全点
検を定期
的に実施
している
ため

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

改善を必要
としない。
防犯教室が
終わり所庭
から保育室
に戻る際、
下駄箱前が
混雑しない
よう保育士
が一人ひと
りに声をか
け、誘導を
行っていた
ため

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
に靴を脱
いで保育
室に入ろ
うとして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

テラスで
靴を脱
ぎ、保育
室に入る
子どもた
ちを見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
に入った
子どもた
ちの対応
をしてい
た

友だちと
会話をし
ながら手
を使わ
ず、足だ
けで靴を
脱ごうと
していた
ため、注
意力が低
下してい
た。

靴を脱ぐ際は
マジックテー
プは手で外す
ことや、必要
に応じて座っ
て脱ぐように
するなど、児
童が一つひと
つの動作に集
中できるよ
う、場面・状
況に応じその
都度保育士が
声をかける。

10245

令和
6年3
月21
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

24 4 4
14.２
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度(
数　)回/
年

2.基
準配
置

運動器具
で遊ぶと
きの子ど
もの姿を
予測した
環境構成
や保育士
間での連
携につい
て具体的
な話し合
いが足り
なかっ
た。

会議や指
導案作成
時に運動
遊びでの
子どもの
姿を予測
し、環境
構成や保
育士間の
連携につ
いて定期
的に話し
合いを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

緩衝材の
マットを
使ったこ
とで足元
が不安定
だったた
め転倒し
た。ま
た、緩衝
材マット
のため足
元が不安
定であっ
たにも関
わらず、
転倒した
時を想定
していな
かった。

うまくバラ
ンスの取れ
ない子もい
るため、緩
衝材等足元
の不安定に
なるような
素材のマッ
トは遊びに
使わないよ
うにする。
マットを新
たに購入し
て、少しで
も危険と感
じられるよ
うな場所に
はマットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が4
人にも関
わらず、
遊具を4か
所に設置
し、それ
ぞれの遊
具に保育
士を配置
したた
め、全体
を見守る
人がおら
ず、子ど
も同士の
トラブル
に対応で
きなかっ
た。

担任保育士の人
数から保育士が
必要である遊具
の数を考え、全
体を見守るフ
リーの保育士を
作り、子ども同
士のトラブル時
には対応できる
ようにする。ま
た、遊具だけの
サーキット遊び
だけでなく、子
どもが走った
り、跳んだりな
ど全身を使った
遊びを考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

後ろから
他児がく
るのが嫌
で（遊ん
でいる場
所を譲り
たくな
い）後ろ
の子に向
かって、
傍に来な
いように
大声で威
嚇した。
特に普段
と違う様
子はな
く、普段
からよく
みられる
行動だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

マットの中央あ
たりで、とんで
いる児に声をか
けるなどして遊
んでいる児を見
ていた。本児の
大声で並んでい
る子どもたちを
を見たところ、
本児の後ろから
来た他児（相手
方）が、本児の
「来ないで」の
言葉に怒って押
す姿があり、
とっさに手を伸
ばして本児を支
えようとした
が、間に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各々の場
所で子ど
もたちを
保育して
いたた
め、様子
に気付い
て見てい
た職員も
今いる場
所を離れ
ることは
出来な
かった。

子どもの
普段の様
子から、
行動を予
測するこ
とが出来
ていな
かった。
現状の子
どもの姿
や育ちを
把握し
て、見通
しを持っ
て保育を
する必要
があっ
た。

会議等の
時間を
使って定
期的に子
どもの姿
を話し合
う機会を
持つよう
にした。
職員の配
置換えを
行い、2歳
児クラス
には正職
を3名（4
名中）配
置した。

10246

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

26 1 1
17.５
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

左外傷性
角膜上皮
びらん・
左眼瞼外
傷性腫脹

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

10
2.基
準配
置

　

保育士は
子どもの
様子をよ
く見て安
全に留意
しながら
見守るこ
とを再確
認した

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

危険を予
測し、子
どもが手
に持って
遊んでい
る様子を
把握し、
対処する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ごみをき
ちんとご
み箱に捨
てている
かの確認
不足だっ
た。

物を見つ
けたり、
子どもが
捨て持っ
てきたも
のは、保
育者が預
り、こち
らで捨て
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

周りをよ
く見てお
り、細か
なところ
にもよく
気が付
く。自ら
どうした
らよいか
考え、積
極的に動
いてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が消
毒を拭いて
いるのを、
部屋から見
ていたが、
部屋の様子
を見る為、
一瞬目を離
した際に起
きたしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
で、保育
を行って
いた為、
保育者が
近くにい
なかっ
た。

常に子ど
もの様子
を見てい
るという
意識の改
善を再
度、保育
園内でお
こなう
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10247

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 3 4 5 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

現在まで
の「ひや
りハッ
ト」報告
を見直
し、事故
に関する
意識・対
策を再確
認する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

対象園児
の動きに
関する認
識の不足

事故に関
する全職
員への周
知。こう
いう事故
も起こり
うるとい
う意識を
持って子
どもたち
を見守る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

たくさんの
子どもたち
で走って遊
ぶときは、
人数が多く
なりすぎな
いようにす
る。走る以
外の運動遊
びの環境も
つくる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

「てつなぎ
おに」をし
ていたわけ
ではなく、
転倒前に偶
然近くの友
だちと手を
つなぎ、
走っていて
転倒

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちから少
し離れた
全体が見
れる場所
で様子を
見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもた
ちから少
し離れた
全体が見
れる場所
で様子を
見ていた

降園時は
保護者対
応等があ
るので、
そのこと
も想定
し、無理
のない人
員配置を
行う。

10248

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

17 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上A歯根
破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

ヒアリ
ハット事
例を毎月
会議で取
り上げ、
改善策実
施後どの
ように変
わったか
報告して
いる。

引き続き研
修会報告は
全体会議の
時に全体に
周知。ま
た、ヒヤリ
ハット報告
があった事
例に関して
は、毎月の
会議で、事
故後の取り
組みについ
てうまく機
能している
か検討。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

なし（安
全な設備
環境を保
つための
点検は確
実に実施
されてい
るため）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

床は濡れ
ていな
い。室内
の広さと
画板の枚
数から、
狭すぎる
という事
はなかっ
たが、自
由な場所
で描いて
いたため
一時的に
密接する
可能性は
あった。

密接して
いる場合
は十分に
距離を取
り、移動
スペース
を確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

絵を描き
終わり、
担任に見
せようと
保育室内
を移動し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該園児
がこちら
にやって
くるのを
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

連携しな
がら他の
園児と関
わってい
た。

当該園児は昨年
から転倒した時
に手が出にくく
顔をケガするこ
とが多かった。
また、先日も家
庭で階段から転
落するなど、ケ
ガのしにくい体
作りが不足して
いるという実感
がある中で起き
た事故であっ
た。保護者は怪
我を恐れるあま
り体作りに必要
な経験を控える
傾向にあり、家
庭での体作りが
不足している可
能性がある。

歯根破折後
も転倒が続
いており、
遊びの際は
必ずそばに
職員がつ
く。怪我を
しにくい体
作りや育ち
に必要な経
験が家庭で
もできるよ
うに、保護
者と密に情
報交換して
いき、意識
と行動の変
容を促す。

10249

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 2 3 6 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

①上口唇
割創　②
外傷性歯
の脱臼
③顔面打
撲傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

危機管理マニュ
アルを見直し、
朝の自由活動に
ついて、巧技台
（直線はしご、
一本橋、Ｕ字は
しご）は使わな
いことを明記し
た。また、こど
もの自主性や遊
びを選べる環境
は大切にし、そ
の中でけがが起
きないように、
保育教諭はより
視野を広く持ち
ながら、子ども
たちを見守るこ
とを職員間で確
認した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

朝や夕方
など、巧
技台の横
に見守り
職員がつ
けない人
数体制時
に、巧技
台（直線
はしご、
一本橋、
Ｕ字はし
ご）は使
わない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

はじめ
は、はし
ごの両端
に足を乗
せ、歩い
ていた
が、途中
からはし
ごの中に
足を乗
せ、ある
いて踏み
外した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室にい
た保育教諭
は、全体を
見ていた。
当該園児が
足を踏み外
した瞬間
は、見てい
なかった
が、「ド
ン」という
音がした瞬
間、園児に
駆け寄り、
けがの確認
をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

口から血
が出てい
たため、
ティッ
シュ等を
使い、止
血した。
救急車を
要請し
た。

全てのク
ラスを対
象に、遊
戯室で巧
技台を設
定する場
合、巧技
台の横に
は保育教
諭がつ
き、転倒
防止をす
る。

10250

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

5 3 2 14 14
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨
折・右橈
骨遠位端
児骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未実
施

　

1.基
準以
上配
置

事故に直
接繋がる
要因は見
当たらな
かった。

職員に事
故防止マ
ニュアル
の再徹底
をする。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

遊具には
事故に繋
がってし
まうよう
な異常は
見受けら
れなかっ
た。

日常的に
施設・遊
具・玩具
等の点検
を続け
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び時
間中も園児
がひとりで
も園庭に出
る際は職員
が必ず見守
り・見回り
を行ってい
るが、当該
遊具の付近
には職員が
居なかっ
た。

職員の人
数によっ
ては外遊
びをしな
い等の対
策をと
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が太鼓
橋で雲梯遊
びをしてい
た際に、ぶ
ら下がった
状態から手
を放して飛
び降りよう
としたとこ
ろ、自身の
脚どうしが
絡まって正
しく着地で
きずバラン
スを崩し、
右手を地面
に強くつい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ひとりで
も園庭に
出る際は
職員が必
ず見守
り・見回
りを行っ
ている
が、当該
遊具の付
近には職
員が居な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もを見
守ってい
た。それ
以外の職
員は、室
内で子ど
もを見
守った
り、それ
ぞれの持
ち場で仕
事をして
いた。

自由遊び時
間中も園児
がひとりで
も園庭に出
る際は職員
が必ず見守
り・見回り
を行ってい
るが、当該
遊具の付近
には職員が
居なかっ
た。

職員の人
数によっ
ては外遊
びをしな
い等の対
策をと
る。

10251

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

23 5 5
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足
指)

右母趾挫
傷・右足
皮膚細菌
感染症・
右足皮膚
潰傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12

1.基
準以
上配
置

テーブル
の設置場
所と遊び
スペース
の区分け
がなく活
動してい
た

保育室内
でのテー
ブルの配
置の仕方
に配慮
し、危険
がないよ
うに日常
より点検
を実施す
る

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日１
1.定期的
に実施

毎日

テーブル
の設置場
所と遊び
スペース
の区分け
がなく活
動してい
た

活動前や
活動時に
点検を実
施し、記
録してお
く。テー
ブルの置
き場所を
室内の隅
に置くな
ど配慮を
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
発達機能
とリスク
の予測が
十分に至
らなかっ
た

危険リス
クを考え
た上で、
テーブル
設置ス
ペースな
ど環境に
整備しな
がら、園
児の活動
を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と同
じように
友達と活
動する

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は、
本児やク
ラスの園
児の活動
を見守
り、本児
にも気を
付けるよ
うな声掛
けをして
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラスの
活動をし
ている園
児の様子
を見守
る、活動
の片付け
をする

子どもの
発達機能
と安全に
ついての
共有

職員の配
置と役割
を確認し
周知して
おく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
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歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10252

令和
6年3
月21
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 4 5 3 4 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外側顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
(1回/年)

1.基
準以
上配
置

2歳児クラ
スの児童
の激しい
動きを、
どこまで
許容する
かという
ことにつ
いて職員
同士の話
し合いが
不足して
いた。

上記の内
容のすり
合わせを
行い、共
通認識の
もと保育
者全員で
児童と関
わってい
く必要が
ある。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(1回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(1回/年)

今回の事
故はハー
ド面に要
因はない
と考える

遊具の正
しい使い
方を伝え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

トイレ排
泄介助に
保育者が1
名付き添
い、人的
に薄く
なったタ
イミング
で事故が
起きた。

職員の出
入りがあ
る時、声
掛けや人
員配置の
再確認

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

同年齢の他
児と積極的
に遊んでい
た。普段は
その活動を
見ているこ
との方が多
かった対象
児童であっ
たが、事故
当日は積極
的に活動し
ていた。気
持ちが高ぶ
り、はしゃ
いでいる様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

その様子を
至近距離で
見ていた。
泣いている0
歳児が複数
名いて、職
員は座位で
両ひざに児
童を抱えて
いた。対象
児童には危
ないことを
知らせる声
掛けをし見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

危ないこ
とを知ら
せる声掛
けを聞き
ながら、
少し離れ
たところ
で遊んで
いた複数
名を見
守ってい
た。

普段と違
う遊ぶ方
をしてい
て危ない
と感じて
いなが
ら、本児
に直接働
きかけを
しなかっ
たことが
要因では
ないかと
分析す
る。

保育者全
員で状況
の判断を
しっかり
行い、状
況を把握
できてい
ないと思
われる職
員がいた
場合、速
やかに情
報の共有
を行うよ
うにす
る。

10253

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

11 3 3
14.２
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘上腕
骨顆上骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

6
2.基
準配
置

特になし

再発防止
のため日
頃から事
故・ヒヤ
リハット
の振り返
りを行う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1 特になし

日常生活
の中で、
環境等で
危険と感
じること
があれば
周知し速
やかに対
応する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

日頃から
保育や環
境等を通
して危険
と感じる
ことがあ
れば周知
し、検討
してい
く。必要
に応じて
速やかに
対応する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は園
庭で遊ん
でいた
時、ちょ
うどテラ
スの所に
立ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の子ど
もたちも
一緒に近
くで遊ん
でいたた
め、４歳
児担任は
近くで見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

3歳児の職
員が、衝
突した3歳
児と一緒
に近くで
いた

対象となる3歳
児は支援の必要
な子どもであ
り、保育者が1
対1で対応して
いた。子どもの
行動は予測しな
がら対応する
が、咄嗟の動き
には対応できな
いこともある。
今回の場合は、
2歳児が園庭に
出てきた時にそ
の動きと賑やか
さに心が落ち着
かず走り出し、
その勢いでちょ
うど目の前にい
た本児を押し倒
して進んでいっ
たのではないか

支援の必要な
子どもをその
場から遠ざけ
たり、かかわ
りを持たない
ようにするな
ど、排除する
のではなく少
し落ち着いた
場所とか静か
な空間を用意
する。ぶつ
かって倒れた
瞬間、3歳児
も驚き「大丈
夫」と心配す
る声も聞かれ
たので、相手
の事も伝えて
いく
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令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

20 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

3.火傷

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

火傷
頭部～
耳・右肩
（一部Ⅰ
度）・右
膝下Ⅱ度
の熱傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

3.未実
施

1.基
準以
上配
置

応急手当
について
研修を
行ってい
なかっ
た。事故
予防に関
する研修
を行って
いなかっ
た

救急ミニ
ガイド
ブック配
布、救命
と応急手
当を受
講、月1回
園内研修
を行う、
日常保育
の見直し
及び保育
マニュア
ルの改
定・事故
予防に関
する研修
を行う

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週月曜
日

1.定期的
に実施

毎日

ロッカー
上には常
に多くの
物がおい
てある
為、湯沸
かしケト
ルが常時
保管され
ているこ
とに気づ
かず、保
育室内で
の取り扱
いについ
て指導し
ていな
かった。

保育環境
（保育室
内・園庭・
グラウン
ド）の見直
し、整理整
頓を行っ
た。ロッ
カー上部に
電源コード
が通るよう
穴をあけ
た。コード
類はまとめ
て、引っ掛
かり・たわ
みが無いよ
う養生テー
プで止め
る。ロッ
カー上部
に、落下す
るとケガを
する危険性
のあるもの
を置かない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ロッカー
前の狭い
範囲で、
お道具箱
の整理を
行う子ど
も、給食
の準備を
行う子ど
もで混雑
してい
た。湯を
沸かした
後、すぐ
にケトル
を片づけ
ずに、放
置をして
いた

お道具箱の
整理（活
動）は、
ロッカー前
ではなく机
で行う。危
険性がある
ものを保育
室で使用し
ない。やむ
を得ず使用
する場合は
園児に注意
喚起し、職
員が必ずつ
き子どもが
危険性のあ
るもののそ
ばに近づか
ないように
するととも
に、使用後
すぐに片付
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ロッカー
前で、床
に座りお
道具箱の
整理を
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス全
体の様子
を見つ
つ、配膳
準備を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

提供する
餅の状態
を確認し
ていた
為、対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

ロッカーの
上で湯を沸
かすことに
対しての危
険予知がで
きていな
かった。保
育終了後
（園児降園
後）に職員
が使用する
ケトルが日
常的に保育
室内ロッ
カーの上に
置かれてい
た。その
為、事件発
生前に保育
室内ロッ
カーの上で
湯を沸かす
行為に職員
が違和感を
感じること
ができな
かった

保育室内
での湯沸
かしケト
ルの使用
は厳禁。
保育に必
要のない
ものは、
保育室内
に置かな
い
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令和
6年3
月21
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

11 2 2
14.２
歳

2.女
児

全治3ヶ月
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外側顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

実施頻度
(12回/年)

2.基
準配
置

適正配置
職員配置
には問題
なかった

1.定期的
に実施

実施頻度
(12回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(12回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(12回/年)

遊具の配
置

マット3枚
（滑り台
用）、
マット3枚
（跳び箱
用）、跳
び箱3段、
ぬいぐる
み6体をだ
していた
が、破損
もなく問
題なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境設定

保育者が
滑り台に1
名、跳び
箱に1名配
置してお
り、全体
を見渡せ
る方向を
向いて保
育してい
たため、
発生時の
保育者の
位置は問
題なかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が追
いかけっ
こをして
いる姿を
ステージ
に座り見
ていた。
興味を示
し混ざろ
うと歩い
た時に転
倒する

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒する
様子はみ
ていた
が、ケガ
の状況に
すぐに気
付けな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体をみ
ながら保
育者間で
声を掛け
合ってい
た。

転倒状況
はみてい
たが、ケ
ガの発見
が遅れ
た。

視診と触診
を徹底し、
その後は当
該児のしぐ
さや様子の
観察をす
る。さら
に、衣服を
脱がすなど
して直接み
て確認す
る。保育者
間の情報共
有を徹底す
る。異変に
気付いたら
すぐに周り
に知らせる
ようにす
る。一人で
判断せず、
相談し指示
を仰ぐ。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10256

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

25 2 2
17.５
歳

1.男
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未実
施

　

1.基
準以
上配
置

特になし

降園後、
園庭に残
らず帰る
ように担
任は子ど
もたちに
繰り返し
伝えてい
く

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12 特になし

ケガ発生
場所には
危険なも
のやケガ
の要因に
なるもの
はなかっ
た。

7.その
他

手作りの
信号機と
三輪車を
園庭に出
したまま
だったた
め、倉庫
に片付け
る必要が
あった。

降園後は
園庭に残
らず、す
みやかに
帰るよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保護者の
下、安心
からか気
分が高
まってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児以外
の保護者
対応を保
育室で
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の保護者
対応を
行ってい
た。

降園時に
も、園庭
に目を向
け、帰宅
していた
だくよう
声をかけ
ていくよ
うにす
る。

三輪車の
使い方を
子どもに
再確認す
る必要が
ある。

10257

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

22 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

3.未実
施

　

1.基
準以
上配
置

何度も繰
り返し遊
んでいた
内容で
あったた
め、遊び
に対して
過信があ
り、事故
が起きる
予測がで
きなかっ
た。

遊び慣れ
た内容で
あったと
しても何
が起きる
か分から
ないこと
を意識
し、取り
組むよう
にする。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12 特になし

遊戯室に
は危険な
ものやケ
ガの要因
になるも
のはな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

隣り同士
の距離が
近かった
ため、距
離を空け
る必要が
あった。

１人１人
が間隔を
空けて座
るように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

夕涼み会
という行
事で、普
段より興
奮状態で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の近
くにいた
が、ゲーム
の結果発表
の場面で
あったた
め、他児と
うれしい気
持ちを共感
していて、
対象児や隣
の子の気持
ちの変化に
気付けな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児と
離れてい
たため、
ケガの瞬
間は見て
いなかっ
た。

体操・集
団遊びで
集まる時
や部屋か
ら移動す
る時に並
ぶ時は保
育者の隣
りで一緒
に行動す
るように
し、安全
を確保す
る。

体操、集
団遊びで
集まる時
や部屋か
らの移動
時に並ぶ
時は、保
育者の隣
で一緒に
行動する
ように
し、安全
を確保す
る。

10258

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 ## ## 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨近
位端骨
折、右手
関節痛

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

声をかけ
合い、保
育が手薄
にならな
いようカ
バーす
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

24

うんてい
の高さが
子どもの
身長に対
して高
かった。

使用して
いた落下
防止マッ
トよりも
もっと大
きいマッ
トを使用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

うんてい
をやる際
には保育
教諭がつ
けるよう
に、園児
と約束
し、職員
も注視す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎日うん
ていを練
習中で、
自分で
マットを
準備して
やる気が
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

最初は支え
ていたが、
本児がもう
少しでひと
りでできそ
うだったた
めすぐ手が
届くところ
で見てい
た。落下し
た瞬間支え
ようとした
が、掴めな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝運動中
で園庭に
散らばっ
て保育を
してい
た。

もっと早
く病院へ
行く判断
をすべき
だった。

遊具につい
た職員は、
すぐに手助
けができる
ように目を
離さない。
園児だけで
遊具で遊ぶ
ことの無い
ようにす
る。病院受
診について
的確な判断
をする。

10259

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

27 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

aa歯根破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未実
施

1
2.基
準配
置

想定外の
行動だっ
た。今回
の原因・
行動につ
いて職員
間で共有
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

　

机・椅子
等には、
問題点な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

国の基準
である１
対３０で
は、一人
ひとりの
危険行動
の防止は
困難

国の基準
を見直し
てほしい

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

椅子に座
り、膝を
立て、両
ひざをT
シャツの
中に入れ
ようとし
た際に転
落

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

テーブル毎
にペンダン
トを渡すた
め、全員椅
子に座らせ
ている状態
で、１つめ
のグループ
を呼び、ペ
ンダントを
手渡してい
た。（保育
室の前方）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ペンダン
トを渡す
保育教諭
の反対側
（保育室
の後方）
で手渡し
ていた。

椅子に
座って順
番を待っ
ている時
間なの
で、危険
性は少な
いと油断
してい
た。

担当保育
教諭は、
座ってペ
ンダント
を園児へ
手渡して
いたの
で、立っ
て全体を
見渡せる
状態で手
渡すべき
だった。

10260

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

10 2 2
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

不完全脱
臼・右上
顎前歯部
歯肉裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

事故内容
を職員間
で共有
し、対策
について
再確認
し、共通
理解して
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

１歳児クラ
スが工事の
ため、２階
の部屋で過
ごしてい
た。その部
屋での絵本
を読む場所
や遊具の
ルール(絨
毯の上に六
角の椅子を
置かない
等）などを
しっかりと
考慮し、徹
底すること
が出来てい
なかった。

クラスで
ルール等
を共通理
解し、徹
底してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段は絵本
を読んでい
る場所に
クッション
や箱積み木
で座る場所
を作ってい
たが、その
日は準備し
ていなかっ
たため、他
児が椅子を
持ってきて
いる姿を見
て本児も椅
子を持って
くる。ま
た、絵本を
読んでいる
場所の近く
にコットを
敷いてい
た。

絵本を読む
場所を十分
に広さがあ
る場所に変
更し、箱積
み木やジャ
ンボクッ
ション等で
座る場所を
前もって準
備する。ま
た、コット
をその時間
にその場所
に敷くこと
をやめ、転
倒などを予
測した上で
危険のない
ような環境
を整えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調に変
わりはな
く普段通
りに登園
し生活し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

もう１名の保育
教諭が、子ども
と絵本を見てい
たので、その間
に午睡用のコッ
トを敷いてい
た。敷きながら
も子どもの様子
を見ていたつも
りだったが、
コットを敷きな
がらだったの
で、しっかりと
全体を見ること
が出来ていな
かった。また食
事の時間がいつ
もより遅くなっ
ていたため、気
持ちに焦りが出
てしまい、コッ
トを敷くなどの
準備に必死に
なってしまって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもに
対して絵
本を読ん
でいたた
め、全体
的な子ど
もの様子
を見るこ
とはでき
なかっ
た。

日課や保育
教諭の動き
を見直しな
がら、時間
にそって動
けるように
していき、
時間などに
遅れが見ら
れても焦ら
ずに、まず
は子どもの
様子をしっ
かりと見
守ってい
く。１人が
絵本を見て
いる時には
もう一人は
全体を見る
ようにし、
子どもの様
子に合わせ
て対応でき
るようにし
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10261

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 5 ## 5 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

事故発生
の可能性
に対する
意識と配
慮が足り
なかった

職員間の連
携を図り、
子どもの行
動を予測
し、遊び方
次第で大き
な事故に繋
がるという
ことを意識
して保育に
当たる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

プレイ
ルームの
すぐ側に
トイレや
手洗い場
など生活
スペース
があり、
遊びの際
に不必要
なものが
置かれて
いる

活動する
場合は不
必要なも
のを寄
せ、プ
レールー
ムの広さ
を確保す
る。ぶつ
かる危険
がないと
ころに安
全ガード
をつける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びに夢
中にな
り、周り
が見えな
かったこ
とと、対
象児が自
分の身も
守れな
かった

遊びの
ルールを
再確認す
ること
と、職員
同士の声
掛け、配
置等を再
度検討す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手を打ち
付けたこ
とや、痛
みを訴え
ることな
く、その
後もドッ
チボール
や制作を
行い、食
事も右手
で食べて
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもの
遊びを見
ていた
が、登園
してきた
保護者か
ら呼び止
められ、
保護者対
応中だっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児の受
け入れを
してお
り、遊び
の場面を
みていな
かった

対象児の
動きから
事故に繋
がること
をを予測
できな
かった

早番の職
員が保護
者対応の
場合は、
事務室職
員とも言
葉を掛け
合い、見
守り、安
全面に留
意してい
く。

10262

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

15 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

遊具の使
い方につ
いて職員
間で確認
を行って
いたが、
園児への
安全指導
が徹底さ
れていな
かった。

園児への
安全指導
が、どの
職員でも
共通して
行えるよ
う、遊具
の使い方
マニュア
ルを見直
し、再作
成した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

２階園庭
の遊具設
置場所の
クッショ
ン性につ
いて

２階園庭
のコルク
チップの
クッショ
ン性に関
して、設
置業者に
確認し、
安全性を
確認し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びの
活動範囲
が遊具側
と縄跳び
側に分か
れていた
ため、そ
れぞれの
場所で見
守りが十
分ではな
かった。

年齢に応
じて園児
数と保育
教諭の数
により、
見守りが
できる範
囲に遊び
の場所を
限定す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊具に簡
単に登れ
るため、
油断をし
て、手を
離した
際、バラ
ンスが崩
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びの範
囲が遊具
と縄跳び
に分かれ
ていたた
め、縄跳
びをして
いる子の
対応中
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くに職
員はいな
かった。

５歳児は
動きも活
発にな
り、でき
ることも
増えてき
た中、油
断をして
注意が散
漫になる
ことがあ
る。

遊具で遊
ぶとき
は、必ず
保育教諭
が１人近
くにつく
ように
し、安全
な遊び方
を指導
し、見守
る。

10263

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

99 ## ## ## 7 6
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハット事
例が職員
間で共有
されてい
ない。研
修参加後
の報告が
全職員に
周知され
ていな
い。

ヒヤリ
ハット
（一か月
後の見直
し）継
続。研修
後の職員
全員周知
方法の見
直し。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

雨の後
で、トン
ネル横の
築山が濡
れ、滑り
やすく
なってい
た。

トンネル
などの硬
い遊具の
周囲を
走ってい
る園児が
いるとき
は、いつ
も以上に
注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

築山南側
は園舎か
ら死角に
なってお
り、そこ
に保育者1
人は居る
ようにし
ている
が、転ん
だ瞬間を
確認でき
ていな
い。

雨上がりの
滑る危険の
ある場所を
皆で共通理
解して、注
意する。ま
た保育者間
で、ほかの
園児トラブ
ルで動く際
など声掛け
していく。
魅力ある園
庭を目指し
ているが、
安全を保障
できる園庭
として築山
の高さ等検
討必要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に園庭
内をぐる
ぐる走り
まわって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

築山側に保
育者が１名
いたが、本
児の転んだ
ところを確
認できてい
なかった。
滑りやすい
ところのポ
イントを確
認しなが
ら、園児の
トラブルの
対応をする
ときは、周
りの職員に
声をかけサ
ポートして
もらう。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が
走ってい
るのを確
認してい
るが、転
んだとこ
ろは確認
できてお
らず、そ
の後も痛
そうにし
ている様
子は見ら
れなかっ
た。

園庭の築
山・泥団
子・登り
木・池等
魅力ある
園庭を目
指してい
るが、園
児の安全
を保障す
る職員の
数が見
合ってい
るのか検
討する。

保育者が
築山側に
必ず１名
はつくこ
とを徹底
する。ま
た今後も
園庭の見
直し、保
育者の立
ち位置検
討継続す
る。

10264

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 ## 4 3 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

乳中切歯
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

基準以上
の職員で
保育を
行ってお
り、職員
配置上の
問題はな
かった。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ハード面で
破損等の危
険な箇所は
なかった。
階段も蹴上
が9cmと特別
高いもので
はないが、
園児が躓く
ことがある
ことを意識
しておく必
要があっ
た。

ハード面
での修繕
等が必要
な箇所は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由に階
段の上り
下りがで
きる環境
であっ
た。

部屋の出
入りにつ
いて事前
に約束事
を決めて
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時よ
り普段通
りの様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
そばにい
たもの
の、別方
向の園児
を見てい
たため対
象児の動
きを正確
に把握す
ることは
できてい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

概ね部屋
全体を見
守ること
ができる
位置で園
児を見
守ってい
た。

園児全員を
見守ること
ができる状
況であった
が、転倒が
予想される
階段付近に
すぐに手を
差し伸べら
れる保育者
がいなかっ
た。また、
危険を予測
できていな
かった。

段差や階
段では、
園児の転
倒リスク
が高いこ
とを改め
て職員全
体で確認
し、活動
時はすぐ
に手を差
し伸べら
れるよう
立ち位置
に留意す
る。

10265

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

145 ## ## ## 9 9
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

4

1.基
準以
上配
置

滑り台か
ら飛び降
りようと
して、落
下してし
まう

高い所か
らのジャ
ンプなど
危険な遊
びをしな
いように
する。職
員の外遊
びの立ち
位置の見
直しを
行った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

保育のあ
る日は毎
日

1.定期的
に実施

12

総合遊具
や、屋内
外階段で
の落下

保育者の
観察、指
導、見守
りの立ち
位置など
の確認を
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の遊
び方、約
束を子ど
もたちと
一緒に確
認した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲良しの
友達と活
発に滑り
台を楽し
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の至
近にいて見
守っていた
が、他児の
動きを見て
いた時、滑
り台を挟ん
で保育者の
反対側へ飛
び降り落下
してしまう

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

落下した
際、気づ
いて、近
くにいた
保育者た
ちみんな
で救護す
る

職員の外
遊びの立
ち位置の
見直しを
行った。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10266

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 ## ## 4 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右第Ⅱ肋
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

川の付近
にいた保
育教諭が
片付けの
ため子ど
も達に声
を掛けて
いて目を
離した。

目を離す
とき時に
は他の職
員に声を
掛け見守
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

川の付近
には、石
がある為
安全に気
を付け
る。

滑らない
ように川
の石のぬ
めりをと
る。1週間
に1度定期
的に掃除
整備を行
う。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

近くで見
守る保育
教諭が片
づけ時に
離れてし
まったた
め。

目を離す
とき時に
は他の職
員に声を
掛け見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片づけ時
に、川を
跨いで遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片づける
時に子ど
も達への
声掛けの
ため場所
を離れ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

川以外の
危険性が
予測され
る位置に
ついてい
る。

子ども達
に水や石
に危険性
があるこ
とも伝え
る。

場所を離
れる際
は、別の
職員に声
掛けし、
安全が確
認出来る
まで離れ
ないよう
にする。

10267

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 6 9 8 ## 5 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右母指末
節骨骨折
（●月●
日診断）

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4
2.基
準配
置

研修で
行ったシ
ミュレー
ションが
実践に繋
がってい
ない。場
所を分け
たシミュ
レーショ
ン研修を
行ってい
たが遊具
や物を
使った怪
我の想定
が出来て
いなかっ
た。

遊具・物
を使った
怪我を想
定した研
修を取り
入れてい
く。

2.不定期
に実施

6
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293

棚では、
ない場所
に子ども
が片付け
ていた。
怪我に繋
がらない
ような環
境設定
（片付け
場所）が
整えられ
ていな
かった。

棚ではない
ところに置
かず棚にし
まうことや
箱を用意し
て箱の中に
入れるなど
片付け方の
徹底をす
る。園庭の
環境設定を
もう一度見
直してい
く。子ども
が片づけや
すいように
箱などを設
置し、丸太
などの置き
方も倒れな
い置き方に
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付けをし
ていた本児
と遊びたい
欲求が強
かった他児
が同じ環境
にいて職員
の目が届い
ていなかっ
た。保育者
間で園庭で
の危機管理
が足りてい
なかった。
他職員の園
庭での立ち
位置を互い
に把握して
動くことが
出来ていな
かった。

遊び方の危
険性を子ど
も、保育者
が理解して
おく必要が
ある。死角
になりやす
い場所の把
握。片づけ
の方法を子
どもにも伝
えていく。
考えられる
怪我・事故
の予測を立
てる。見通
しがわるい
場所を死角
とならない
立ち位置の
確認をし連
携をとって
保育にあた
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

段どおり
他児と一
緒に砂場
等で遊
び、その
後木片な
どの片付
け行って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
もの対応
をしてい
た為、事
故発生時
の瞬間は
見ていな
かった。
本児がけ
がをした
場所は、
職員がい
た場所か
ら背中側
の死角に
なってい
たため、
視界に入
れること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園する児
童もおり保
護者に受け
渡しをする
職員、子ど
もたちを集
めて室内に
移動をする
準備をする
職員2名、
配慮が必要
な児童につ
いている職
員とそれぞ
れ対応をし
ていたが、
主となる職
員が全体を
俯瞰できて
いなかっ
た。

物を落と
す等怪我
に繋がる
行動をし
ている児
童に対し
て注意を
向けるこ
とが出来
ていな
かった。

俯瞰し指示す
る職員と、子
ども達に関わ
りながら対応
する職員な
ど、チームで
活動すること
ができるよう
に、視野を広
くする。怪我
への予測をし
危機感を持ち
対策できるよ
うに行動す
る。研修内容
を自分事とし
ておとしこみ
怪我に繋がら
ないように実
践する。職員
一人一人の保
育の引き出
し、視野を広
げてとっさに
危険察知がで
きるようにし
ていく。

10268

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 ## 4 4 4 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

数

1.基
準以
上配
置

職員をバラ
ンスよく配
置し子ども
たちの様子
を見ていた
が、タイヤ
につまづい
て転倒する
ことへの予
測が足りな
かったと考
える

職員会議
で職員の
言葉が
け、子ど
もたちの
活動に対
する危険
予測など
話し合う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

数回

雨などで
園庭の土
が流れて
窪んでい
る箇所が
あれば、
つまづき
やすくな
り、転倒
する可能
性が大き
くなる。

定期的に
土をなら
すなど環
境を整え
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

特記事項
なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特記事項
なし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

特記事項
なし

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

特記事項
なし

普段どお
り遊んで
いても、
興奮状態
では遊具
等が障害
物となる
ことがあ
る。

鬼ごっこでは
とっさに避け
られないこと
もあるかもし
れないので、
障害物のある
所ではスピー
ドを落とす等
の言葉がけで
注意喚起をお
こなう

10269

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

27 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

なし

今後も事
故防止研
修を継続
し職員間
で共有

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

今後も安
全点検の
実施を継
続

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

園児の列
の間隔の
調整、道
路状況の
安全確認
の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

落ち着い
て集団行
動、園外
保育で安
全に気を
つけて歩
行ができ
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の3列
後方につ
いて近く
の子供の
動きを見
ながら引
率してい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の歩行の
状況を確
認してい
た

なし

歩行時の
園児の動
きの把握
の向上

10270

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 ## ## ## 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左環指末
節骨骨
折。左環
指爪損
傷。

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

死角がな
くなるよ
うに職員
配置する

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

ほぼ毎日

園庭の整
備（大き
な石は撤
去する
等）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども同
士で遊ん
でいる場
合でも必
要に応じ
て声掛け
等してい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友達と一
緒に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

３名の保
育教諭
が、園庭
を見渡せ
る位置で
全体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者・
対象児の
動きを見
ていな
かった

死角がな
くなるよ
うに職員
配置する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10271

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 27 34 5 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手第４
指骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

事故が起
きた場
合、どこ
でどのよ
うな事が
起きたの
かを情報
共有して
いく。マ
ニュアル
は定期的
に見直し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

月1回の
チェック以
外にも、特
にケガが起
きた場合に
はその都度
確認し改善
していく。
そしてその
ことを情報
共有してい
く。（打ち
合わせの時
や、月１回
の研究会の
時など）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の配置
は、くるく
る回る遊具
やロープを
渡る遊具に
は必ず職員
がつくよう
にし、他は
子どもの遊
ぶ状況によ
りその都度
考え、職員
間で連携し
ていく。危
険な時は声
をかけたり
行動を止め
るようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段はそ
んなこと
はない
が、たま
たま指が
挟まって
しまった
状況。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

視界には
見えてい
るが、離
れたとこ
ろで遊ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所で
子どもた
ちを見
守ってい
たため。

職員の配
置は、子
どもの遊
ぶ状況に
よりその
都度考
え、職員
間で連携
してい
く。危険
な時は声
をかけた
り行動を
止めるよ
うにす
る。

10272

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

26 5 5
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右趾第５
趾MS関節
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

事故が起
きた場
合、どこ
でどのよ
うな事が
起きたの
かを情報
共有して
いく。マ
ニュアル
は定期的
に見直し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

月1回の
チェック
以外に
も、特に
ケガが起
きた場合
にはその
都度確認
し改善し
ていく。
そしてそ
のことを
情報共有
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の配置
は、支援が
必要な子ど
もたちや、
子どもの遊
ぶ状況によ
りその都度
考え、職員
間で連携し
ていく。危
険な時は声
をかけたり
行動を止め
るようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりでは
あるが、
支援が必
要な子ど
もなの
で、多動
的なとこ
ろがあっ
たりす
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援が必要
な子どもで
あるので、
マンツーと
まではいか
なくても、
すぐそばに
付き添い注
意はしてい
たが、走っ
てきた子ど
もが不意に
よろけてし
まったの
で、防ぎき
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所で
子どもた
ちを見
守ってい
たため。

職員の配
置は、子
どもの発
達状況や
遊ぶ状況
によりそ
の都度考
え、職員
間で連携
してい
く。危険
な時は声
をかけた
り行動を
止めるよ
うにす
る。

10273

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

20 5 5
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

事故が起
きた場
合、どこ
でどのよ
うな事が
起きたの
かを情報
共有して
いく。マ
ニュアル
は定期的
に見直し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

床で足を
滑らす
が、特に
滑りやす
いという
状態では
なかっ
た。（起
きたばか
りで、足
がもつれ
る？体が
ふらつい
た？）

布団はすぐ
に片付ける
ようにした
り、マット
や子どもが
使用する物
は硬質の素
材から軟質
の素材に変
更し、教具
や玩具も安
全に遊べる
ような凹凸
がゆるやか
な物ややわ
らかい素材
の物等変更
できるもの
は変更し
た。

7.その
他

しっかり
と目覚め
てから移
動させる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体格のよ
い子ども
であるた
め、転ん
だ際の負
荷がより
かかった
と思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

不意に転
んだた
め、防ぎ
ようがな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

午睡後で
あるた
め、皆部
屋にいる
状態だっ
た。

職員がそ
れぞれ役
割分担し
て関わる
ように
し、連携
してい
く。危険
な時は声
をかけた
り行動を
止めるよ
うにす
る。

10274

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

15 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨顆
部裂離骨
折・右前
腓靱帯損
傷の疑い

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4
2.基
準配
置

担任が一
人不在で
ありいつ
もより目
が届かな
くなるた
め、遊ば
せ方や怪
我が起き
た時の体
制の整備
が不十分
だった。

怪我（怪我では
なくても痛いと
訴えて来た時）
が起きた時は、
看護師に必ず状
況を伝え体を確
認してもらい、
医者に行くのか
様子を見るなど
の判断を看護師
や複数の保育
士、園長と相談
し、園長が判断
するということ
を全職員に知ら
せる。（一人で
判断しない）少
しでも心配な場
合は受診する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日

園庭の地
面が乾燥
してい
て、砂利
によって
滑りやす
くなって
いた。

地面が乾
燥し、走
ると滑っ
て転びや
すくなっ
ている時
は使用す
る前に水
をまく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭での自
由遊びで担
任一人で見
届けられる
人数は決
まっている
ので、遊ぶ
範囲を指定
して遊んで
いたが、
ドッチボー
ルの審判と
固定遊具で
の遊びを見
守ることを
兼ねるのは
難しかった
のかもしれ
ない。

園庭の自
由遊び
は、複数
体制で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッチ
ボールの
審判をし
ていたの
で近くに
はいた
が、他の
見守りも
あったの
で、ずっ
と対象児
を見てい
たわけで
はない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外には担
任一名以
外、いな
かった。

ドッチボー
ルの最中に
痛がった時
一見何も
なってな
かったが、
他にも近く
に職員がい
れば相談し
たり、一人
が持ち場を
離れて室内
にいる看護
師に様子を
見てもらう
などの対応
がしやす
かったのか
と考える。

戸外に出
て自由遊
びをする
時は複数
体制で行
い、園児
が体の不
調を訴え
てきたと
きは、必
ず看護師
に診ても
らい、安
静にす
る。

10275

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

28 4 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

5.下肢
(足・足
指)

左上Aの歯
の外傷、
歯肉裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4

1.基
準以
上配
置

各園外先
に関する
マニュア
ルがな
かった

職員会議
で園外保
育での注
意点につ
いて検討
し、事故
防止マ
ニュアル
に追加し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃遊び
慣れてい
ない遊具
の使用前
の安全確
認不足。

園外保育な
ど、普段と
異なる場所
で遊ぶ時に
は、遊具等
周辺環境の
安全確認を
することを
職員会議で
周知した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒にま
まごと、
砂や葉っ
ぱ遊びを
しようと
した

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体での
動きを把
握しなが
ら適所に
配置をし
ていた
が、本児
の近くで
はなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体での
動きを把
握しなが
ら適所に
配置をし
ていた
が、本児
の近くで
はなかっ
た

全体での動
きを把握し
ながら適所
に配置をし
ていたが、
本児の近く
ではなかっ
たため、本
児がバラン
スを崩した
際に間に合
わなかっ
た。

普段と異
なる状況
下におけ
る子ども
の感情や
動きに注
意し見守
ることを
職員間で
確認し
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10276

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 13 9 17 0 21 7
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未実
施

　

1.基
準以
上配
置

特になし

園内でヒ
ヤリハッ
ト事例に
ついて報
告、検証
し、職員
間で改善
策を考え
周知して
いる。今
後、事故
予防等の
研修も
行ってい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日消毒
作業時に
安全点検
も実施し
ている

園庭の状
態も戸外
活動に支
障なく、
障害物等
もなかっ
た。

引き続
き、定期
的な園庭
の整備を
実施して
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

進級間も
ない時期
の活動内
容として
無理なく
個々の状
況に応じ
て選択で
きるよう
な環境設
定であっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

翌月に運
動会を控
えてお
り、周り
の状況や
友達の姿
に刺激を
受け、
走ったり
競ったり
したく
なってい
た様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

自分から走
りたくなっ
ている姿や
友達と一緒
に楽しんで
いる姿を認
め励ました
り、周りに
注意を向け
るよう声を
かけたりし
見守る援助
を行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
と同様に
見守って
いた。

興味、関心
が広がり活
動への意欲
も増してく
る年齢であ
ることを踏
まえ、担任
間で活動の
場を整えな
がら園児の
動きや危険
な行為につ
いて予見し
共有してい
く。

10277

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

69 ## ## ## ## 11 9
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

4

1.基
準以
上配
置

地域の方
も来園し
ている行
事の日時
であった
ため、職
員の配置
は十分で
も、園庭
に出てい
る人数が
全体的に
多く、死
角や手薄
になりや
すかっ
た。

行事の日
は園庭に
出る人数
を想定
し、死角
が増えな
いようク
ラスごと
の動きを
事前に話
し、安全
に見れる
密度や職
員の配置
の連携を
取るよう
にする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240 特になし

引き続
き、これ
まで通り
安全点検
を実施し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行事前で
他学年、
地域の方
（親子１
３組）も
来園し園
庭に出て
いる人数
が多かっ
た。ま
た、園庭
工事中で
通常より
園庭が狭
かった。

他学年と
地域が来
園、また
園庭工事
が重なり
密が予測
される時
は、園庭
に出るタ
イミング
の工夫、
遊具の選
定をし安
全に使用
できる工
夫が必要
だった。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鉄棒が得
意な他児
に刺激を
受け、鉄
棒に足を
掛ける技
に挑戦し
ようとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

３つ鉄棒
があるう
ちの、一
番端と端
に本児と
職員がい
たため、
落ちる瞬
間は視野
に入って
いたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児に対
応してい
たため、
視野に
入ってい
なかっ
た。

子どもの能
力を把握す
る等が不十
分で、不慣
れな子への
配慮が足り
なかった。
走るスペー
スが狭かっ
たため多く
の遊具を開
放し遊べる
ようにした
が、補助が
必要な子の
そばにつく
ことができ
ていなかっ
た。

不慣れな子が
遊具に挑戦し
ている際は、
職員間で声を
掛け合い、補
助できるよう
にしていく。
子どもが習得
し始めた頃が
怪我が起こり
やすいことを
再確認し、ヒ
ヤリハットを
共有したり、
遊具の選定や
職員配置の仕
方を子どもの
状況に合わせ
て考えてい
く。

10278

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

43 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

　毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児がま
だのぼり
棒の遊び
方に慣れ
ていな
かったた
め、より
至近距離
ですぐに
手が出せ
る状態で
見守るこ
とが望ま
しかった
と思われ
る。

一人一人
の園児の
遊具の遊
び方を十
分把握
し、職員
が見守る
時の位置
や園児と
の距離感
を考える
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達が登
り棒をし
ている様
子に刺激
を受け、
自分も挑
戦しよう
としてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の様
子をすぐ
側で見て
いたが、
落下の際
にすぐに
は手が出
せなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
がすぐ側
で本児の
様子を見
ていたた
め、他の
園児の様
子を見て
いた。

本児が腕の
力だけで登
ろうとして
落下したと
思われる。
落下しにく
い登り方
（腕だけで
なく足にで
しっかり棒
をつかむよ
うにする）
の指導が必
要であった
と考えられ
る。

一人一人
の園児の
遊具の遊
び方を十
分把握
し、安全
な遊び方
の指導を
徹底して
いく。

10279

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

10 3 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

乳児は思
わぬ行動
をとるた
め、常に
注意が必
要

玩具の安全
な遊び方、
玩具で起こ
りうる事故
について、
改めて確認
し、職員全
員で気を付
けていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本来の遊
び方では
ない遊び
方によっ
て起きた
事故

安全な遊
び方につ
いて、気
を付けて
みる。危
険だと思
われた場
合は直ち
に別の遊
び方に切
り替える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ソフト
フォーミ
ングに覆
いかぶさ
るようし
て遊んで
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近くで
一緒に遊ん
でいたが、
指をソフト
積み木の下
に入れ込ん
で自分の体
重で怪我を
するとは思
わなかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びに一
人職員が
ついてい
たため、
他児の遊
びに関
わってい
た

園児がソ
フト
フォーミ
ングに覆
いかぶ
さってい
たため、
指先の部
分が死角
になって
いた。

できるだ
け園児の
全身状態
が分かる
ような立
ち位置の
工夫をす
る。

10280

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

69 ## ## ## 15 7
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第2、第
３中足骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

危機管理
マニュア
ルを見直
し、職員
全員に再
度周知す
る。

1.定期的
に実施

230
1.定期的
に実施

230
1.定期的
に実施

230
特記事項
なし

園外で
あったこ
とで、職
員の遊び
や行動を
見て行く
意識を高
められる
よう、さ
らに危機
管理意識
をしっか
りともっ
ておく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

初めての
場所で気
持ちも高
揚し、普
段しない
ような行
動をした
ことによ
り身のこ
なしが十
分できな
かったと
思われ
る。

遊具の難
易度と年
齢の発達
状況を考
えなが
ら、職員
の配置や
声掛けに
気を付け
るよう
に、職員
全員で丁
寧に検討
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園外保育
で気分も
高揚して
おり、自
分でして
みようと
する姿が
見られ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに駆
け付けら
れる距離
にはいた
が、飛び
降りた着
地の瞬間
は見てお
らず、泣
き声に気
づき駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集合の時
間で、集
まってく
る子ども
たちやま
だ遊具の
辺りにい
る子ども
たちに声
を掛けに
回ってい
た。

普段はあま
り外遊びを
好んでする
ことはない
が、初めて
の公園とい
うこともあ
り、気持ち
が高揚し、
普段しない
ようなこと
もしてみよ
うとし、身
のこなしが
十分できな
かったと思
われる。

その日の
子どもの
状態を
しっかり
と把握し
たかかわ
りや職員
同士の連
携の取り
方の改善
をしてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10281

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

12 3 2
17.５
歳

1.男
児

漏斗胸の診
断有り。健
康診断で校
医に姿勢が
悪いと指摘
を受け、普
段の姿勢に
ついて意識
して声掛け
をするよう
に指導が
あった。走
る姿勢は前
かがみにな
るため、態
勢が不安定
になる。ま
た、体を動
かすと疲れ
やすい。

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部
前額部裂
創、頭部
外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

12

1.基
準以
上配
置

出窓の開
閉やテラ
スの使用
につい
て、共通
理解が図
れていな
かった。

同じテラス
を共有して
いる学級の
職員と情報
を共有し、
園児たちが
テラスを使
用する場合
は出窓を必
ず閉めるよ
うにする。
テラスを使
用する際に
は、職員が
出窓の確認
を先に行っ
てから、園
児たちが使
用するよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

室内のテ
ラス側に
は、縦軸
回転窓
（幅約60
㎝）が床
から約１
ｍの高さ
に３か所
と出入口
の掃き出
し窓が１
箇所あ
る。縦軸
回転窓の
間に壁も
あり、死
角ができ
る。

普段から、
日中は縦軸
回転窓を開
けないよう
に徹底し、
ブラインド
を開けた状
態にしてお
く。換気を
する場合は
掃き出し窓
上部の窓を
開けるよう
にする。ま
た、出入口
の隙間を開
けておく場
合は、職員
の見守りす
る位置も意
識してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児のク
ラスは保
育室に
入ってい
たが、事
故直前、
隣組の園
児と保育
者が鯉の
ぼりを見
に出てき
ていた。

テラスには
危険な場所
があるの
で、園児だ
けで出入り
しないよう
指導すると
ともに、共
有している
隣組とテラ
スの使い方
について再
確認した
り、園児た
ちと一緒に
きまりごと
を話し合っ
て、園児自
身にも安全
に対する意
識をもたせ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

テラスで
声がする
ので何を
している
のか気に
なり、開
いていた
掃き出し
窓から出
て行っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内で園
児たちの
様子を見
ながら、
加配保育
者と園児
の支援な
どについ
て話し
合ってい
て、本児
がテラス
に出て
行ったこ
とに気付
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配保育
者は、他
児を目で
追いなが
ら、園児
の支援に
ついて担
任と話し
合ってい
て、対象
児は見て
いなかっ
た。補助
員は、室
内の隅で
女児数人
と過ごし
ていて、
気付かな
かった。

縦軸回転窓
は、開閉し
ないことに
なっていた
が、隣組の
一箇所だけ
全開（90
度）になっ
ていた。掃
き出し窓を
換気のため
少し開けて
いたが、園
児たちに対
しては説明
不足（出て
行かないこ
と等）。

園児の方は見
ていたが、意
識が向いてい
なかった。テ
ラスから室内
に誘って戻っ
てきたとき、
テラスに誰も
残っていない
ことを確認し
窓を閉める
か、開けてお
く場合は園児
たちに声を掛
けたり、窓際
に保育者が行
き、園児の目
線で話をした
り、日頃から
保育者間で話
し合ってお
く。

10282

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 4 4 4 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

職員同士
で、立ち
位置等声
を掛け合
う連携が
とれてい
なかっ
た。

非常勤を
含め全職
員で、上
記マニュ
アルの徹
底を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

築山に
は、縄跳
びを持っ
て行って
はいけな
いルール
が守れて
いなかっ
た。

園庭での
ルールの
徹底と子
ども達へ
の指導。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
は、築山
の階段を
降りよう
としてい
た所、縄
跳びに
ひっか
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くにいた
職員が、他
児とやりと
りをしてい
た時に、担
当職員の背
中後方から
落ちる音が
した。すぐ
に振り向き
確認する
と、本児が
階段から落
ちていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場で
座って、
乳児を見
守ってい
た。背後
で落ちる
音がして
振り向い
た。

職員が、
縄跳びを
築山に
持って
いってい
た姿への
注意不
足。職員
間での園
庭での
ルールの
徹底がさ
れていな
かった。

もう一
度、園庭
ルールの
確認を職
員間で話
し合う。
築山に
は、運動
用具を
持って行
かないと
いう確
認。園児
全体への
指導。

10283

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

31 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折（全
治2ケ月）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 現状維持
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 現状維持

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 現状維持

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に活動
に参加し
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子供と一
緒に活動
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

単独クラ
スでの活
動中

特になし 現状維持

10284

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 1 1 3 2 2
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右中指末
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

園児の月
齢や人数
に応じ、
安全に遊
べるよう
設定する
玩具の内
容や量を
よく吟味
する。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 特になし

引き続き毎
日の遊具・
玩具点検を
実施し、そ
の際それぞ
れを使用す
る際の想定
される危険
内容などを
考え、職員
間でその事
柄を共有す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

高さのあ
る玩具
は、必ず
保育教諭
が支え持
つように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
機嫌よく
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ傍ら
で遊びを
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
た所か
ら、全体
の園児の
遊びを見
守ってい
た。

特になし

園児の動
きをよく
見て、危
険要素が
少しでも
考えられ
る場合は
保育教諭
が必ず補
助してい
く。

10285

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

95 4 ## ## ## ## ## 24 21
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母趾末
節骨骨端
線隔離
右母趾爪
下血腫
右母趾外
傷性皮膚
欠損創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12

1.基
準以
上配
置

該当なし 該当なし
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

240 該当なし 該当なし
6.食事
(おや
つ)中

午前中の
活動で使
用した椅
子を片付
けていな
かった。

保育で使
用した物
は使用
後、元の
場所に片
付ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡明け、
着替えを終
わった子は
保育者の絵
本の読み聞
かせを見て
いたが、本
児は一人で
部屋を抜け
て、おやつ
の部屋に移
動してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
は、本児が
おやつの部
屋に来たこ
とは知って
いたが隣の
部屋で配膳
を行ってい
た。また、
本児が登っ
た椅子が死
角に置かれ
ていた為、
登っていた
ことに気付
くことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
は、本児が
部屋から出
て行ったこ
とは知って
いたが、他
児の対応を
していた
為、止める
ことができ
なかった。

特になし 特になし
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年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10286

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 6 8 9 3 3
17.５
歳

1.男
児

ﾀﾞｳﾝ症
事故の16日
前に発熱
(39.1℃)

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

小児頚椎
環軸椎回
旋位固定

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1～2
2.基
準配
置

マニュア
ルの見直
し。見直
しに伴う
職員研修
の実施。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

使用前後

自由遊び
の中で
様々な玩
具が混在
してい
た。

遊びの設
定を行
い、室内
を整理整
頓しつ
つ、活動
をできる
ように配
置を見直
す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

活動場所
の周囲に
玩具が広
がってい
た。

玩具や場
所を整理
し、選ん
で遊ぶ場
の工夫を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

時折、移
動しなが
らプラ
レールと
ミニカー
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室内
全体の把
握をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもた
ちの動き
に合わせ
ながら見
守りをし
ていた。

廊下や他教
室において
あるものを
とりに行っ
たり、トイ
レへ行くな
ど児童が移
動している
場面が多く
あった。

見守る職
員の立ち
位置や関
り方につ
いて見直
し、職員
会議で周
知。

10287

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

21 3 3
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼
（LA)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

　2～3

1.基
準以
上配
置

特になし
1.定期的
に実施

 12
1.定期的
に実施

 12
1.定期的
に実施

 12 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一緒に活
動は行う
ことが可
能ではあ
るが、本
児のペー
スが他児
よりも時
間がかか
る状況。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くにい
て、見
守っては
いるが、
すぐに手
を出せる
場所では
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

主担任は全
体の子ども
たちの姿を
見ていた。
１名は別の
加配児童
（集団生活
が難しい）
を遊戯室内
で見てい
た。

特になし

遊戯室で
の活動時
には転倒
の恐れを
考慮し、
保育者が
手が届く
場所で見
守るよう
にしてい
く。

10288

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 4 7 7 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性亜
脱臼

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

当日の職
員配置の
中で、子
どもの
姿・発達
を考えた
立ち位
置、寄り
添い、職
員同士の
連携。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

毎回

事故発生
との関連
性はな
かった。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

幅広い視
野をもっ
て子ども
の様子を
観察し、
必要に応
じて仲介
に入る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ブロックで
遊んでいた
が、楽しい
気持ちが大
きくなり、
ブロックを
投げて片付
ける。周囲
の「やめ
て！」の声
が届かない
様子であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登園の受
け入れを
していた
こともあ
り、遠く
から見
守ってい
る状況で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登園の受
け入れを
しなが
ら、子ど
もの身辺
整理を手
伝ってい
た。

「やめ
て！」と
子ども同
士で伝え
合ってい
るときに
仲介でき
なかっ
た。

幅広い視
野をもっ
て子ども
の様子を
観察し、
必要に応
じて仲介
に入る。

10289

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 ## ## ## 2 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘不全
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2
2.基
準配
置

なし

職員配置
も基準を
満たして
おり特に
改善は考
えていな
い。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

毎日 なし

築山であるため
転落する可能性
はあるが、危険
性の高い乳児は
使っておらず、
幼児の自由遊び
では自由に遊ん
でいた。幼児の
年齢では注意を
しながら遊ぶこ
とができると考
えているため、
特に改善は考え
ていない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学生を含
めた異年
齢クラス
での活動
時間であ
り、職員
同士の見
守りやそ
れに対す
る声掛け
等が不足
していた
かもしれ
ない。

特に夕方
の時間は
職員配置
も流動的
なので、
声を掛け
ながら見
守りをす
る。学生
が入って
いる場合
には、特
に声を掛
け合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

危険予測
や、状況
にあわせ
た対応が
難しかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

築山側に
はついて
いたが、
他児と
サッカー
をしてい
たため、
築山の様
子は見て
いたが、
瞬時に対
応するこ
とはでき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の対応
をしてい
たため、
見ていな
かった。

築山から
転落する
ことは大
きな怪我
に繋がる
ため、も
う少し築
山周辺の
様子に目
を向ける
べきで
あった。

築山に子
どもがい
る際には
目を向
け、必要
に応じて
付き添う
ようにす
る。

10290

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 ## ## 5 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上上腕
部付け根
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

固定遊具
の事故予
測はして
いが、雲
梯ができ
る子ども
が遊んで
いる時
に、自ら
取り組む
力を見
守ったこ
とが、危
機感を
もった見
守りに繋
がらな
かった。

子どもの
自ら取り
組む育ち
を支えな
がらも、
固定遊具
での様々
な事故予
測を行
い、全職
員で安全
面の意識
を高めて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

毎月の固定
遊具の確認
は行ってい
たが、園児
が園庭に出
る前に、雲
梯の棒が園
児の手で握
りにくい物
になってい
ないか、滑
りやすく
なっていな
いかなど、
日々の確認
や点検がで
きていな
かった。

子どもの
自ら取り
組む育ち
を支えな
がらも、
固定遊具
での様々
な事故予
測を行
い、全職
員で安全
面の意識
を高めて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

毎月の固定
遊具の確認
は行ってい
たが、園児
が園庭に出
る前に、雲
梯の棒が園
児の手で握
りにくい物
になってい
ないか、滑
りやすく
なっていな
いかなど、
日々の確認
や点検がで
きていな
かった。

子どもが
園庭に出
る前に、
固定遊具
の確認や
点検を
行ってい
く。ま
た、雲梯
で遊ぶ子
どもが、
棒を握る
ことがで
きるよ
う、確認
をしたり
持ち方を
伝えたり
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭、登
り棒で遊
ぶ他児の
遊びを見
守ってい
たため、
見ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

雲梯で見
守りをし
ていた
が、対象
児が落下
する瞬間
に手を差
し伸べる
距離にい
なかっ
た。

園児に手が
届き、体を
支えられる
距離での見
守りができ
なかった。
また、職員
を各コー
ナーに配置
していた
が、子ども
の興味に
よって遊び
方や、遊ぶ
遊具、場所
が変わるこ
とで、一人
一人の具体
的な遊びの
動線の把握
をすること
が難しかっ
た。

雲梯をす
る園児の
すぐそば
に寄り添
い、体を
支えられ
る距離で
の見守り
をしてい
く。ま
た、子ど
もの遊び
を具体的
に把握す
るため
に、子ど
もの遊び
を把握し
たり、安
全に遊ん
だりする
ことので
きる距離
をつくっ
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10291

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

16 2 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

6
2.基
準配
置

加害児が
最近習っ
ている相
撲を試し
てみたい
という衝
動。

児童に危
険な行動
について
わかりや
すく丁寧
に説明を
し、事前
の注意喚
起を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6

危険を想
定し、職
員間で事
故につな
がりそう
な物品や
場所がな
いか改め
て確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予想ので
きない動
きが事故
につなが
ることを
念頭に置
いて注意
を促す必
要があ
る。

職員間で想
定される危
険な状況等
をシミュ
レーション
する。ま
た、園児の
動線を予測
し、対応に
ついて職員
同士で情報
共有する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園し、
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の園児も
含めて遊ん
でいる様子
をすぐ近く
で見ていた
が、加害児
が背中を押
した瞬間に
は間に合わ
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
も含めて
遊んでい
る様子を
見てい
た。

4歳児で動
きが活発
なため、
固定の児
童のみを
注視でき
ない。

危険に繋
がりそう
な動作に
ついて、
児童にわ
かりやす
く説明す
る。

10292

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

30 6 5
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨端
部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

6
2.基
準配
置

スポーツ
教室とい
う、通常
保育と違
う状況で
あること
を職員全
員が強く
意識して
保育を行
う

児童に危
険な行動
について
わかりや
すく丁寧
に説明を
し、事前
の注意喚
起を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6

体育施設
における
活動で
あった。

普段と違う
場所である
ことと、
サッカーと
いうスポー
ツの特性も
考え、職員
はケガの発
生を考慮し
て指導体制
をとる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予想ので
きない動
きが事故
につなが
ることを
念頭に置
いて注意
を促す必
要があ
る。

職員間で想
定される危
険な状況等
をシミュ
レーション
する。ま
た、園児の
動線を予測
し、対応に
ついて職員
同士で情報
共有する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園し、
いつもど
おり元気
に活動し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の園児
も含めて
移動の様
子を見て
いたが、
対象児が
転倒する
瞬間には
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
も含めて
移動の様
子を見た
り、誘導
してい
た。

5歳児で動
きが活発
なため、
固定の児
童のみを
注視でき
ない。

施設内の
移動につ
いて危険
となりう
る箇所を
事前に下
見などで
チェック
し、職員
でシミュ
レーショ
ンする。

10293

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

5 1 0
18.６
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
（第三関
節）骨折
（ひび）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

なし

職員会議
や園内研
修、ヒヤ
リハット
確認と周
知を行っ
ている

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 なし

遊具点検
を専門家
が定期的
に、職員
が毎日
行ってい
る

7.その
他

対象児が
運んでい
た食器が
重たいも
のだった

こどもた
ちが運ぶ
食器を軽
いものに
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食器を
しっかり
と持って
運んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
見ながら
食器を持
ち、一緒
に運んで
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス担
任は本児
の部屋に
いた

なし

運ぶ際、
階段で
は、前方
を確認し
ながら
ゆっくり
進むよ
う、こど
もたち全
員に話を
する

10294

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

41 4 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肩鎖骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

なし

職員会議
や園内研
修、ヒヤ
リハット
確認と周
知を行っ
ている

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 なし

遊具点検
を専門家
が定期的
に、職員
が毎日
行ってい
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由あそ
びの為、
場所の制
限はせ
ず、園庭
全体に広
がってあ
そんでい
た

子どもたち
に園庭の危
険箇所、あ
そび方等を
再度伝え、
保育者がい
る所であそ
ぶように伝
えた

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

連続逆上が
りができた
ことがあ
り、何度も
できるよう
になりたい
とはりきっ
てやってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭での
自由あそ
びで、全
体的に見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭での
自由あそ
びで、全
体的に見
守ってい
た

対象児の
勢いが、
普段より
強かった

至近距離
での見守
りをする
（補助が
できるよ
うに）

10295

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

13 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

12
2.基
準配
置

職員の周
りにいる
園児との
関わりが
中心と
なってお
り、広く
園児の動
きや遊び
を把握で
きていな
かった。

事故発生
後の職員
の動きに
ついての
共通理解
を図っ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日１
1.定期的
に実施

毎日１

園庭の樹
木は、剪
定や毛虫
の消毒は
行ってい
たが、切
り株の撤
去は未実
施。

危険を伴
う切り株
の撤去を
行った。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭の隅に
何本か樹木
や切り株が
ある。虫を
探したり
追ったりす
る園児が好
んでその場
で遊ぶが、
周りの危険
に気付くこ
とが難し
い。

園児の遊
びの把握
を徹底す
ると共
に、園児
にも危険
個所や遊
び方につ
いて指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で、
他の園児
と共に虫
を追いか
けてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で他
児のトラ
ブルに対
応してい
たため、
転倒した
様子は確
認できて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
と関わっ
ていた
り、落ち
葉を掃い
ていたり
して、見
ていな
かった。

園児の動
きや遊び
の把握が
しっかり
とできて
いなかっ
た。

園児の動
きや遊び
の把握の
徹底、職
員間での
連携の強
化。

10296

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

11 1 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上唇・下
唇の受
傷、外傷
性歯の亜
脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

3
2.基
準配
置

助走距
離、手を
つく位置
など注意
喚起が必
要だっ
た。

安全指導
で全児童
に周知し
た。職員
に対して
もしっか
り見守り
を行うよ
う周知し
た。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

着地点に
マットを
敷いてお
けばケガ
は防げた
のではな
いかと考
えられ
る。

跳び箱を
行う場合
は必ず
マットを
敷くこ
と、跳び
箱の手を
つく位置
に目印等
をつける
等の工夫
を施し再
発防止に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

助走をつ
けすぎた
ため、両
手をしっ
かりつく
ことがで
きず滑っ
てしまっ
たと思わ
れる。

助走の距
離や感覚
を事前に
周知する
必要が
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で10
名の児童
と一緒に
いつも通
り遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同室内で
11名の児
童を1名の
保育教諭
(担任)が
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室で業
務に当
たってい
た。

跳び箱を
行う場合
は保育者
が補助に
入り見守
りを徹底
する、ま
た補助な
しでは跳
び箱を行
わない等
のルール
を作り安
全の強化
を図る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10297

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

23 2 2
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手指挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

　実施頻
度(140 )
回/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走る活動
は、けが
に繋がる
リスクが
高いた
め、園児
の動きに
注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら健康面
に問題は
なく、い
つも通り
の様子
だった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の転
倒に気付
き、外傷の
有無を確認
した。すぐ
に傷口を洗
い、左手の
傷は絆創膏
で保護し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児以外
の園児と
活動に参
加してい
た。

すぐに現
場に養護
教諭を呼
び、手当
て・対応
をするべ
きだっ
た。

10298

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

26 6 6
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

右瞼切創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

今回の事
故を全職
員共有
し、園児
の動きを
よく見な
がら保育
を行うよ
う、共通
理解する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

実施頻度
(140 )回/
年

事故原因
が不明の
ため、改
善策は特
になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故を全職
員共有
し、園児
の動きを
よく見な
がら保育
を行うよ
う、共通
理解する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら健康面
に問題は
なく、い
つも通り
の様子
だった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児を
注視して
はいな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児を
注視して
はいな
かった

危険な動
き・遊び
をしてい
る園児を
見つけた
場合に
は、すぐ
に声を掛
け、子ど
もたちが
安全に過
ごせるよ
う注意す
る

10299

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

5 3 2 0 0
17.５
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不定
期に実
施

3

1.基
準以
上配
置

降園後で
あったが、
鬼ごっこを
していてテ
ラスのコン
クリート部
分を走り段
差につまづ
いて転倒す
る。テラス
はコンク
リートで危
険なので、
走ることは
ないよう園
内でも約束
する。

園庭のテラ
スでは走ら
ない約束を
し、走ると
どんな危険
があるかな
ど具体的に
知らせる。
降園後は、
保護者が園
児から目を
離さないよ
う文書等で
注意喚起す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設・遊
具・玩具等
に危険がな
いか毎月1
回職員が点
検し、保育
中に危険な
箇所があっ
たら、その
都度修理し
ながら、職
員間で危険
箇所を共
有、注意喚
起する。

7.その
他

園庭開放
は、保護
者付き添
いのもと
遊ぶよう
になって
いたが、
園児が怪
我をした
際、保護
者が目を
離してい
て、他の
保護者が
気づく。

降園後に
園庭開放
は行う
が、必ず
保護者付
き添いの
もと、園
児から目
を離さず
安全に遊
べるよう
注意喚起
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

教育時間
は元気に
過ごして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園後な
ので担当
職員はな
し。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園後な
ので特に
職員はつ
いていな
かった。

降園後で
あっても
敷地内で
遊んでい
る場合に
は、職員
が園児の
遊びや保
護者の付
き添いの
状態など
見守り、
危険が感
じられた
ときに
は、すぐ
に注意喚
起・指導
できるよ
うにす
る。

10300

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

29 3 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

２・３
2.基
準配
置

職員の立
ち位置や
子どもの
身体の使
い方に関
する知識
が不足し
ていた。

けがの事
例をふま
え、職員
の危機管
理意識の
向上に努
める。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

50

施設・設
備として
は特に問
題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもし
ている手
あそびだ
が、手を
つないで
いたこと
で転倒し
た時に咄
嗟に手が
つけず、
けがにつ
ながって
しまっ
た。

手をつな
いでいて
も危険と
感じたら
手を離す
よう園児
に指導を
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり２人
組になり
手あそび
を行なっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

主担任は前
に立ち全体
指導をして
いた。全体
を見ていた
ので本児が
横に倒れる
様子を見て
いたが、距
離が離れて
いたことで
手を出すこ
とができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

別の担任
は本児の
近くにい
て本児が
横に倒れ
る様子を
見ていた
が、咄嗟
のことで
手が出せ
なかっ
た。

子どもは
手をつな
ぐと、転
倒時で
あっても
離そうと
しないこ
とを想定
しておく
必要があ
る。

手をつな
いで歩い
たり、手
あそびを
したりし
ている時
でも、危
険を感じ
たら手を
離さなく
てはいけ
ないと指
導した。

10301

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

27 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

子どもの
危険な活
動につい
ては怪我
につなが
る恐れも
あること
を察する
ことがで
きなかっ
た。

けがの事
例やヒヤ
リハット
の事例を
参考に危
険予知を
して未然
に防げる
よう職員
の資質を
向上させ
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

芝生化し
ているが
冬場とあ
り、地面
が硬く
なってい
た。

芝生とは
いえ硬さ
があった
り、石が
落ちてい
たりする
ので怪我
につなが
らないよ
う整備す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動きが激
しくなっ
たことに
気が付か
ず、声掛
けできな
かった。

子どもの
動きに注
意し、危
険な行為
は早く気
付けるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも活
動的な子
どもであ
り、事故
の直前は
別の女児
と衝突す
ることも
あり、落
ち着きに
は少し欠
ける。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が友
達と回旋
しており
倒れた
が、受け
身の体制
ができ、
くるりと
回転して
倒れこん
だことを
見てい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援の必
要な子ど
もの動き
を注意し
て見てい
た。

けがをし
た他児の
対応をし
ていたた
め遊びの
場に戻っ
た際に、
子どもの
気分が高
揚してい
ることに
気づくの
が遅く
なった。

他児の対
応をする
時は、代
わりに保
育できる
ものを配
置する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10302

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

56 5 5
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2
2.基
準配
置

力量に応
じた遊具
ではな
かった。

遊具の正
しい使い
かた、対
象年齢な
どの周知
徹底を行
う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

毎日

下は芝生
であった
が、手を
離し落下
してし
まった。

さらに点
検を徹底
していく

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児を
見ながら
も他の子
どものこ
とも気に
なりつつ
見守って
いた。

対象児の様
子に応じて
はりきる様
子であれば
「手を離さ
ないで」
「ゆっくり
ね」など落
ち着いてで
きるように
声をかけ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

特異な鉄
棒を担任
に見ても
らおう
と、はり
きってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
「見て」
の声に応
え、側で
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

その他の
子どもも
いたの
で、対象
児も見な
がら、他
の子ども
も見てい
た。

近くには
いたが咄
嗟に動け
なかっ
た。

職員が、
こどもの
やりたい
思いだけ
でなく、
その子の
発達状況
と遊具が
合ってい
るのか、
遊具の対
象年齢等
も合わせ
て判断す
る力をつ
ける。

10303

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

51 7 7
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2
2.基
準配
置

走るとき
は前をよ
く見る
他、鬼遊
びの約束
ができて
いなかっ
た。

遊具の正
しい使い
かた、対
象年齢な
どの周知
徹底を行
う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

毎日

走って遊
んでよい
範囲を決
めていな
かった。

さらに点
検を徹底
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼遊びの
参加者の
人数把握
ができて
いなかっ
た。

遊びの内容
や参加人数
によって、
遊びの範
囲、人数調
整をはか
る。また、
走るときは
前をよく見
るように声
を掛ける。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午前中
に、外部
との交流
を含めた
行事があ
り、気持
ちが高
ぶってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

その他の
子どもも
いたの
で、対象
児も見な
がら、氷
鬼（遊
び）に参
加してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

その他の
子どもも
いたの
で、対象
児も見な
がら、他
の子ども
も見てい
た。

午前と午
後で保育
体制に多
少の変化
があっ
た。

職員が午
前の保育
から子ど
もの状況
を把握
し、落ち
着いた雰
囲気の中
で午後の
保育を迎
えられる
よう保育
の流れを
見直して
いく。

10304

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

129 ## ## ## 5 5
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ腕
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

7

1.基
準以
上配
置

特になし
危険個所
の周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

危険個所
として認
識がな
かった。

危険個所
として認
識がな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
職員間の
連携を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも道
理元気に
過ごす。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危機感が
なく見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自分の周
りにしか
目が届か
なかっ
た。

職員間で
連携をし
声をかけ
ながら危
険を回避
できると
よかっ
た。

本児の動
きに応じ
的確な援
助が必要
だった。

10305

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

21 3 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首く
るぶしの
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

適正な保
育者を配
置し、子
どもの安
全に配慮
して保育
を行って
いた。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

活動する
上で、保
育室や玩
具に危険
な点は見
られな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

通常の環
境で活動
を行って
いて、特
に問題は
見られな
かった。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもの通
りホールで
遊んでい
た。対象児
に健康上の
問題がな
く、他児と
楽しく遊ん
でいた。し
かし、鬼
ごっこで夢
中になって
走って逃げ
ている内に
バランスを
崩して転倒
した。他児
との接触は
無かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児全体を見
守っていた保育
者は、転倒した
対象児を見てす
ぐに駆け寄り声
をかけた。少し
痛いと訴えた
が、大丈夫だか
ら鬼ごっこを続
けたいと言った
ので、様子を見
ることにした。
前と変わらず鬼
ごっこをしてい
たが、午後の午
睡後に再び足の
痛みを訴えたの
で、保護者に連
絡し園の職員が
医療機関に対象
児を連れて行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児全体を
見守ってい
た保育者が
対象児童の
対応を行っ
ている間、
他の職員は
ホールで活
動する他の
子ども達の
活動を危険
がないよう
に見守りな
がら一緒に
活動をして
いた。

特になし

子どもの
様子や訴
えだけで
なく、症
状や患部
の様子を
確認して
適切な対
応を取る
必要があ
る。

10306

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

7 3 3
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

4.上肢
(腕・手・
手指）

上唇小帯
裂傷　歯
茎損傷
陥入(歯が
めり込み)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

０歳児７
名に対
し、職員
は３名で
あった。

職員の配
置につい
ては十分
であると
考える。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

伝い歩き
で自由に
動きたい
事を優先
し、ぶつ
かった時
の衝撃が
木製ベン
チである
と大きな
怪我につ
ながる事
を一番に
考えてい
なかっ
た。

足元がま
だ不安定
な事、ぶ
つかった
時の衝撃
を一番に
考えて、
木製ベン
チにつか
まり立ち
ができな
い場所へ
移動すべ
きであっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の足元
が不安定で
あり、つか
まり立ちを
している状
態であるた
め見守りは
側にいた。
しかし、本
児の動きが
しばらく止
まった状態
であった事
で少しの安
心感が見守
る側に生
じ、見守り
ながらも瞬
時の助けが
できなかっ
た。

本児の足
元が不安
定であ
り、つか
まり立ち
をしてい
る状態で
あるた
め、瞬時
の手助け
ができる
ように常
に危機感
をもって
側にいる
べきで
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ハイハイ
と足元が
不安定で
あるもの
の、つか
まり立ち
で活発に
動き、い
つも通り
であっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

足元が不
安定で、
つかまり
立ちを盛
んに行う
ことか
ら、本児
の直ぐ側
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児以外
の６名
は、自由
にハイハ
イや歩行
をしてい
るのを見
守ってい
た。

職員２名
が連携を
もち、自
由に歩い
ている子
ども達の
位置と状
態を確認
しあう声
かけが少
なかっ
た。

職員２名
が連携を
もち、自
由に歩い
ている子
ども達の
位置と状
態を確認
し、子ど
もの次の
動きを予
想してお
互いに声
を掛け合
う意識、
体制を構
築してお
くべきで
あった
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10307

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

24 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外踝剥離
再骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1

1.基
準以
上配
置

予測しき
れない事
態への対
応を心が
ける

園庭で遊
んでいる
際の保育
教諭の配
置や事故
発生時の
対応を確
認し共有
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭のく
ぼみや地
面の盛り
上がり
等、事前
の確認が
必要だっ
た

園庭の地
面の状況
を十分に
確認する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の地
面の状況
を説明し
ていな
かった

園庭の状
況を子ど
もたちと
ともに確
認し合う

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

とても活
発に遊ん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

足を捻っ
たことに
気がつか
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう1人の
保育教諭
は、室内
で遊んで
いる子を
見ていた

足を捻る
ような箇
所がある
ことを把
握してい
なかった

園庭に出
た際、気
分が高揚
したり、
広範囲に
活動を展
開するこ
とを予測
し、複数
の保育教
諭で見守
る必要が
ある

10308

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

16 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故発生
の場所、
時間など
を記録
し、共有
化する。

事故発生
の場所、
時間など
を記録
し、共有
化する。
事故防
止、予防
のための
情報共有
の場を設
けてい
く。(週
報・職員
会議等で
情報共有)

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具の構造
がアーチ状
の階段から
緩やかな坂
道にかけて
ボコボコ細
い丸太の
入った道が
あり、上が
り切ると平
坦な床にな
るため、落
ち着いて移
動するよう
に子どもた
ちに伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

現場検証
を本児の
回復を
待ってか
ら行い、
次の対応
に生か
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前日「咳」
で欠席し、
病み上がり
だったが、
いつもと変
わらず、給
食も食べて
元気があっ
た。骨折の
怪我をする
数分前に転
んで膝を擦
りむいて手
当をした。
その後遊び
に戻って起
こった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具から離
れたところ
でクラスの
他園児と何
をして遊ぶ
か決めてい
た。他園児
がデッキの
階段にいた
ため、遊具
を背にして
デッキの階
段の子ども
たちを見て
話しをして
いる状況
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他園児が
対象児が
泣いてい
るのを知
らせてく
れて、そ
の場に駆
け付け
た。その
後、担任
に伝え
た。

保育職員
は、遊具
に背を向
けないよ
うに気を
付ける。

10309

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

12  3 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨骨
幹部骨
折、右尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

保育者の
動きの確
認

片付け等
は子ども
が室内に
入り落ち
着いてか
らにする

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

前回の事故
で室内環境
を安全にと
色々見直し
てきた。こ
の日は絵本
を見るため
のソフト
マットだけ
が敷かれて
いた

室内では
落ち着い
て遊べる
玩具の提
供や環境
の工夫を
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

「ごちそ
うさま」
の後、我
先にと走
り、保育
者より先
に入室す
る

あわてて
走らない
よう歩い
て移動で
きるよう
言葉掛け
の工夫を
する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

●月の骨
折からギ
プスが外
れて自由
に動けて
機嫌が良
い

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

６人に対
して保育
者１人で
おやつを
食べさ
せ、テー
ブルごと
保育室に
戻る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は他
のテーブ
ルを担
当。他１
名はサ
ポートや
片付けを
する

保育者が
子どもよ
り数秒入
室が遅れ
た

保育者は
必ず子ど
もの先に
いて動き
の把握を
するよう
全職員で
共通理解
をした

10310

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

22 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

椅子と椅
子との間
隔が狭く
通りにく
かった

机や椅子
の間を広
げ、通り
やすい配
置を心が
ける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

おやつを
配膳する
ために配
膳机の前
でおやつ
を取りに
来る子ど
も達の様
子と保育
室全体を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トラブル
になって
いた子ど
も達の間
に入っ
て、話を
聞いてい
た。

狭いとこ
ろを通ろ
うとする
ときに、
注意喚起
をしな
かった。

通りにく
い場所の
解消に努
め、狭い
場所を通
ろうとす
る園児に
は注意を
喚起す
る。

10311

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 8 8 ## 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

8.その
他

2.な
し

2.不定
期に実
施

2

1.基
準以
上配
置

行動をコ
ントロー
ルできな
い園児に
対して、
今まで以
上に留意
し活動す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎

ハード面
には原因
は無いと
考えられ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動時
間、場所
に対して
の担当職
員等の配
置は適し
ていたの
で、より
一層安全
に気を配
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
動きが活
発な園児
であり、
発生時も
他児を追
いかける
など、活
発であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離で
様子をうか
がってお
り、他児と
のトラブル
が見られた
のですぐ止
めに入っ
た。転倒の
際の体制が
崩れること
は予測がで
きず防ぐこ
とはできな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離に
いて様子を
見ていた
が、担当職
員が対応し
ていたた
め、そのま
ま様子を見
ていた。そ
の後、本児
が痛がる様
子を見て担
当職員とと
もに対応に
あたる。

本児が日
常的に動
きが活発
で、体の
使い方を
コント
ロールで
きていな
い部分が
ある。

本児をよ
く観察
し、コン
トロール
できるよ
うに指導
を続けて
いくほ
か、動き
を予測し
制止する
などして
いく必要
がある。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10312

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

34 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

下腿骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ルを確認
し、職員
への周知
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

築山の下
方向に柱
があった
ことによ
る事故

木の柱
（円柱）
の周囲に
雪を盛
り、
チューブ
が方向転
換できる
ように改
善する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

木の柱
（円柱）
の周囲に
雪を盛
り、
チューブ
が方向転
換できる
ように改
善する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者と
の関わり
を楽しみ
ながら遊
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近で見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児が
滑り降り
るところ
を見てい
た

チューブ
へは１名
で乗るな
どの安全
確認をす
る。周囲
への衝突
がおこら
ないよう
チューブ
乗り場に
は保育者
を配置す
る。

10313

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

14 5 4 0歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

1.頭部
来院時心
肺停止

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2

1.基
準以
上配
置

誤嚥の危
険のある
おもちゃ
が保育室
にある。
保育室に
おもちゃ
が散ら
かってい
る。

子どもが
誤嚥する
恐れのあ
るおも
ちゃを撤
去する。
保育室を
常に整理
整頓す
る。子ど
もの些細
な様子も
見逃さな
いように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

0歳児クラ
スの安全
点検に誤
嚥する恐
れのある
おもちゃ
に対する
チェック
項目がな
かった

クラスの
チェック
項目に入
れ常に保
育士が意
識する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

誤嚥の恐
れのある
おもちゃ
が室内に
ある。保
育士が全
体を見て
いなかっ
た。

誤嚥の恐
れのある
おもちゃ
を撤去す
る。保育
士が全体
を見なが
ら保育を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室で
は、ずり
ばいで移
動し、気
に入った
おもちゃ
で遊ぶ。
掴まり立
ちをした
り担当保
育士と遊
んだり絵
本を読ん
でもらっ
たりす
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつを
食べた
後、本児
を見なが
ら本児の
連絡帳に
食べた量
や内容を
記入して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当保育
士以外保
育士4人の
内1名がラ
ンチコー
ナーの片
付けをし
ている。
他3名で14
名の子ど
もの遊び
の援助を
してい
た。

保育士が
短時間作
業をする
時間もあ
る

残った3人
の保育士
が、一人
の子に関
わるので
なく作業
が終わる
までは、
子ども全
員を見守
る。

10314

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

5 4 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
折(全治
1ヵ月～1
カ月半）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

12
2.基
準配
置

素材を利用
してバス
や、車など
に見立てて
遊ぶことが
あるが、バ
スとして箱
に乗ると足
元が見えに
くく、段差
に気づきに
くかったと
思われる。

上記の通
り、段
ボールで
作成した
乗り物な
どは、足
元の確認
がしにく
い為、遊
びの場所
を確認す
る必要が
ある。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

子ども達
の遊びの
範囲を認
識し、遊
びの環境
について
職員で話
し合い、
安全面に
ついても
再確認す
る必要が
ある。

子ども達
の遊びの
記録の中
で、『ど
こでどん
な遊びを
行ってい
るか』を
職員で把
握し、安
全面での
共通した
声掛けを
していく
ように徹
底してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育教諭
自身の遊
びの行動
範囲の把
握と・安
全面の配
慮が足り
なかった

子どもの
遊びの興
味を理解
し、行動
範囲や危
険箇所に
ついて、
事前に伝
えると共
に保育教
諭が園児
の行動を
予測し危
機感を
持って対
応すべき
である。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊びが盛り
上がってお
り、行動す
る範囲が広
くなってい
た。段差の
ある場所は
危険と伝え
ていたが、
絵本コー
ナーの箇所
は子ども達
も夢中で段
差に気づか
なかったと
みられる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

段ボール
の乗り物
で楽しく
遊ぶ様子
を見守っ
ていた
が、絵本
のコー
ナーの段
差に近づ
いた時点
で、止め
るべきで
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4歳児クラ
スは2階で
ある為、
クラス・
ホール等
の援助中
心となっ
ていた。

職員の配
置を分担
している
ものの、
遊びの様
子と、子
ども達の
気持ちの
高揚する
面を捉
え、予測
できな
かった。

分担しな
がら、子
ども達の
様子を見
ているも
のの、遊
びの様子
と、子ど
も達の気
持ちの高
揚する面
を捉え、
予測しな
がら保育
してい
く。

10315

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 ## ## 5 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

2
2.基
準配
置

５歳児担任
は、ホール
にて行われ
ていた行事
練習の手伝
いに行き、
その時間は
他の保育士
が外遊びを
担当してい
た。

異年齢構
成保育の
時には特
に全体を
監視し、
死角がな
いように
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度(
週1)回

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)

他児との
追いか
けっこに
夢中にな
り勢い
余って衝
突してし
まった。

衝突の危
険性を伝
え、遊具
の周りで
は走らな
いよう注
意した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集会終了
後、自由
遊びにな
る前に注
意事項を
伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭を他
児と追い
かけっこ
をし、
走ってい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が総合
遊具の所で
うずくまっ
ていたの
で、担当職
員が声をか
ける。総合
遊具に走っ
た勢いでぶ
つかったと
の事

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スは入室
していた

２歳児
（●●
組）と５
歳児（△
△組）の
異年齢保
育により
２歳児に
気をとら
れてし
まった。

外遊びの
際、職員
配置（見
守り場
所）の工
夫。遊具
の近くに
は職員配
置をする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10316

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

20 4 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット等
を積極的
に実践
し、危険
予知等に
心がけ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年
※専門業
者による
点検は年1
回、その
他、常駐
する職員
が随時、
点検して
いる。

市の施設
のため、
市が定期
的に実施

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年
※専門業
者による
点検は年1
回、その
他、常駐
する職員
が随時、
点検して
いる。

市の施設
のため、
市が定期
的に実施

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年
※専門業
者による
点検は年1
回、その
他、常駐
する職員
が随時、
点検して
いる。

市の施設
のため、
市が定期
的に実施

事前に下
見をし
て、遊具
での遊び
方や注意
するとこ
ろ、職員
の配置な
どを検討
している
が、改め
て下見で
の安全管
理を徹底
したい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段遊び
慣れてい
ない遊具
なので、
子どもが
うまく扱
えなかっ
た。

慣れてい
ない遊具
というこ
とから、
見守る際
にはあら
ゆること
を想定
し、危険
を察知し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園外保育
で気もし
も高ぶっ
ていたと
思われ
る。友だ
ちと元気
にタイヤ
の遊具で
飛び移り
を楽しん
でいた。
担任に見
せること
を喜んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

特別危険
なことを
していた
わけでも
なく、怪
我をした
こともわ
からない
状況だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園外活動
で公園の
遊具で遊
んでいた
ため、一
つのとこ
ろに集ま
らず分散
して子ど
もの様子
を見るよ
うにして
いた。

危険を常
にイメー
ジし、事
前に回避
できるよ
うに心が
ける。

10317

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

左とう骨
遠位若木
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット等
を積極的
に実践
し、危険
予知等に
心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

太鼓橋の位
置等を確認
し、近くに
プランター
やコンク
リートブ
ロック、三
輪車等の遊
具がないか
確認し、安
全な環境作
りを心がけ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

太鼓橋で
遊んでい
る園児が
いる時に
は、職員
はそちら
へも意識
を向け、
なるべく
目を離さ
ないよう
注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会を経
験して身体
的にも自信
を持つよう
になり、少
し難しそう
なことにも
挑戦する気
持ちがつい
てきたため
「できる」
という思い
で取り組ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラスの
他の子ど
もたちと
園庭で鬼
ごっこを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
る低年齢
児の見守
りをして
いた。

職員はで
きる限り
その場に
いる全園
児を意識
して見守
るように
する。

10318

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

138 53 40 45 16 16
15.３
歳

2.女
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕外
顆(がい
か)骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

バスで降
園する園
児に対
し、保育
室を出た
後は必ず
定められ
たバス待
機列に並
んで待つ
ように指
導してい
るが、
誘った友
だちと当
該児は
守ってい
なかっ
た。

保育室を出
た後はまっ
すぐバス待
機列に並
び、他の所
へは移動し
ないで待つ
ように、園
児に繰り返
し話し、守
るように指
導する。
誘った園児
は、日に
よってバス
で帰宅した
り、預かり
保育を利用
したり異な
る予定があ
るので、特
に注意して
行動を見守
る必要があ
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

園バス●台と送
迎用乗用車1
台、計●台に乗
る園児が、それ
ぞれ園庭のデッ
キ部分や通路
（園舎沿い）に
置く札の場所に
並んで待機して
いる。年度も後
半に入り園児が
慣れたことで、
列が乱れている
こともある。列
が乱れると、本
来並んでいるべ
き園児がいない
ことに気づきに
くく、また、園
児自身もきちん
と並ぶ意識が薄
れる可能性があ
る。

札の位置
に、きち
んと列に
並んで待
機させ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭には、早ク
ラス(1時間前に
降園）ですでに
保護者に引き渡
した園児が数組
遊んでいた。遅
クラスで、幼稚
園の各保育室か
ら出て、預かり
保育、保育園部
門に向う園児も
いた。園庭にい
る園児・保護
者・職員の数は
多く、それぞれ
異なる行動をし
ている状況で、
当該園児のイレ
ギュラーな行動
に職員が気づく
ことが出来てい
なかった。

札の位置
に、きち
んと列に
並んで待
機させ
る。また
その意味
を繰り返
し話して
園児が理
解するよ
うに指導
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

同じクラ
スの児に
誘われ
て、回転
遊具に
行った。
当該児が
中に乗り
込み、Y
ちゃんが
外側から
かなり速
いスピー
ドで回し
ていた。
一時的に
かなり夢
中だった
と思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は保
育室で送
り出しを
したの
ち、バス
添乗に必
要な名簿
等の準備
などで動
いてお
り、当該
児とYちゃ
んの動き
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

勤務時間
外の補助
教諭が、
回転遊具
で遊んで
いるのを
見て、注
意を促
し、
チュー
リップか
ら離れて
いくのを
見てい
た。その
後、転倒
直後の様
子も見て
いる。転
倒の瞬間
は見てい
ない。

降園時にク
ラスを出た
後は、担任
が異なる行
動をするク
ラスの園児
それぞれを
見守る事は
困難。主任
や補助教諭
を含め、園
庭にいる保
育者・園バ
ス運転手で
園庭全体の
安全を見
守ってい
る。（門扉
から出た
り、園バス
周辺で危険
がないかな
ど。）

各職員が
視野を広
くし、ま
た、荷物
を持った
まま遊ん
でいる園
児がいな
いか、よ
り注意を
払うよう
すにす
る。

10319

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

87 39 48 10 9
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨尺骨
(とうこつ
しゃっこ
つ)骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

自由遊びの
前には、行
進の練習を
クラスで
行ってお
り、園児は
適切に
ウォーミン
グアップし
た状態だっ
た。職員は
園庭内に適
切に散ら
ばって見守
りをしてい
た。当該児
は鬼ごっこ
の逃げ子
だったが、
慌てていた
状況ではな
く、落下の
原因は不
明。

鬼ごっこ
の際は遊
具に登る
のは無し
にする、
ほかの園
児の多い
所は避け
て逃げる
など、
ルールを
設けるこ
とで事故
予防につ
ながるこ
とが考え
られる。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

落下した
すべり台
は安全基
準を満た
し、日々
清掃や点
検を行っ
ており異
状はな
かった。

引き続
き、遊具
の安全確
認を欠か
さず行
い、園庭
(地面）に
も石ころ
など異物
がないよ
う安全な
確認して
いく必要
がある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無理な追
いかけが
あり慌て
て逃げて
いた状況
ではな
かった。
周囲にい
た園児も
通常通り
の遊び方
をしてい
た。当該
児が何ら
かの単独
の理由で
身を乗り
出すなど
して落下
したと思
われる。

日頃か
ら、遊具
ではふざ
けたり身
を乗り出
すなどイ
レギュ
ラーな行
動をする
と事故に
つながる
ことを伝
え、注意
を促す。
保育者分
散してそ
れぞれの
遊具につ
いて見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 もともと
活発な園
児で、こ
の日も元
気に動き
回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は同
じ遊びを
していた
が、離れ
た場所に
いて事故
発生の瞬
間は目撃
していな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2mほどの
距離にい
て、落下
前の原因
の場面は
見ていな
いが、落
下する姿
は目撃し
たため、
すぐに駆
け寄り対
処した。

鬼ごっこ
の特性
上、当該
児のすぐ
そばに担
任がいる
ことは考
えにくい
状況だっ
た。鬼
ごっこそ
のものと
しては子
どもたち
を焦らせ
たり危険
な動きを
誘うよう
なことを
しておら
ず、適切
だった。

園庭にい
る保育者
の数や立
ち位置は
問題な
かったと
考える
が、より
視野を広
く持ち、
事故を防
止できる
ようして
いきた
い。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10320

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

71 18 22 31 5 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不定
期に実
施

実施頻度
３回/年

2.基
準配
置

遊具の遊
び方を子
どもたち
と再確認
する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎月
1.定期的
に実施

毎日

遊具の下
にクッ
ション性
のある
シートを
敷く等の
安全対策
を図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の遊
び方に過
度のもの
がないか
注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通
り、活発
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

5名の職員
の立つ位
置を見直
し、園庭
内に死角
を作らな
い。時間
帯によっ
ては外遊
びの範囲
を限定す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員の立
つ位置を
見直し、
死角を作
らない。

のぼり
棒、ジャ
ングルジ
ム、木登
りなど子
どもたち
と安全な
遊び方を
考える。

10321

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

23 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

特に鉄棒
が原因で
はないた
め、使う
上での注
意事項と
して、子
どもたち
へ話をす
る

1.定期的
に実施

5
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

3 特になし

鉄棒下に
クッショ
ン材をひ
くことが
望ましい
が、費用
面と予算
を組んで
から行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

鉄棒のため
の介助はし
ていなかっ
たが、側に
いたので、
鉄棒を使用
する前に子
どもたちへ
手を放さな
いなどの注
意事項を伝
えること
で、防止が
できる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だち数
名で、鉄
棒で遊ん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は、
子どもた
ちと他の
遊びをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ブランコ
と鉄棒の
側にいて
ブランコ
に注意を
払ってい
た。

特になし

鉄棒での
遊びの際
に、教
諭・補助
教諭をそ
の場に充
てる事は
出来ない
ため、鉄
棒で遊ぶ
ための注
意を伝え
て見守
る。

10322

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

9 2 2
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

10

1.基
準以
上配
置

職員会
議、各種
ミーティ
ングで検
討を加え
る。

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10

安全点検
におい
て、遊具
に危険が
ないか丁
寧に点検
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人一人
に目を配
ることが
できるよ
う職員体
制を検討
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

簡易設置
の鉄棒か
ら降りる
ときにバ
ランスを
崩す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒横で
見守りを
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭や
サーキッ
トなどで
子どもと
関わり遊
ぶ。

子どもの
バランス
感覚や体
力の向上
を促す。

10323

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 3 4 5 3 3 4 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

　1～2
2.基
準配
置

危険個所の
見直しと対
策、環境整
備を行う。
子どもの発
達や年齢を
踏まえて危
険な行動に
ついて職員
間で検討し
他の職員に
も周知でき
るようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

　

引き続き
定期的に
点検を行
い安全な
環境整備
を怠らな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

厚みのある
マットを敷
く。遊びの
中でバラン
ス感覚や身
体機能を高
める遊びを
工夫する。
予測できに
くい行動で
あっても常
に危機意識
を持って遊
びを見守
り、子ども
から目を離
さないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好きな遊
びであり
積極的に
マット遊
びを楽し
んでい
た。しか
し段々ふ
ざける様
子が見ら
れた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

マット遊
びの直ぐ
側で遊び
を見守っ
ていた。
危険な遊
びをした
際は声掛
けを行っ
ていた
が、その
直後に事
故が起
こった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの職員
は、他の
遊具の側
に立ち、
危険がな
いように
と見守っ
ていた。

回数を重ねる
中少しふざけ
た様子が見ら
れていた。注
意を払うよう
声掛けを行っ
ている中、事
故が起こっ
た。遊びを中
断し考えさせ
る時間をとっ
たり、少しテ
ンションを下
げる等の工夫
をすることが
必要。

10324

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 3 4 5 3 3 4 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右環指末
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1～2
2.基
準配
置

危険個所の
見直しと対
策、環境整
備を行う。
子どもの発
達や年齢を
踏まえて危
険な行動に
ついて職員
間で検討し
他の職員に
も周知でき
るようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

引き続き
定期的に
点検を行
い安全な
環境整備
を怠らな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

配膳をす
る際の約
束の徹
底。机の
安全点検
を定期的
に行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもは
机を運ば
ない園児
であっ
た。ま
た、現在
骨折中で
あるため
負荷のか
かる行動
は全て排
除してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象園児
に付き
添ってい
た。対象
園児の側
にいたた
め、机を
持った際
直ぐ声を
掛けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、他の
園児に給
食の準備
をするよ
う促して
いた。

とっさの
園児の行
動であっ
ても危険
な行動が
回避でき
るよう立
ち位置に
工夫し、
連携し合
うよう心
掛ける。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10325

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

23 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

4
2.基
準配
置

マニュア
ルの共有
を全職員
で行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

引き続
き、安全
点検を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

一人一人
の遊びを
しっかり
見守ると
共に、危
険な環境
がないよ
う注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりに遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

同じ保育室
内におり、
保育にあ
たってい
た。けん玉
練習をして
いるグルー
プがいたこ
とを把握
し、応援を
しながら遊
ぶ様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
のグルー
プの中に
入り、保
育をして
いた。

子どもが
道具を用
いて遊ぶ
場合はそ
こに職員
が見守る
ようにす
る。

10326

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 1 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

10
2.基
準配
置

身体機能
に配慮が
必要な子
に対し
て、本人
の意思を
汲みなが
らも危険
予測をし
た対応が
出来な
かった。

全体を見
回し危険
箇所を把
握し、保
育者が子
どもの動
きと共に
流動的に
動けるよ
うに遊具
配置、職
員配置を
見直す。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

年長児に
対してソ
フト積木
の大き
さ、形か
らバラン
スがとり
難い箇所
の有無、
コースの
組み合わ
せ方、距
離等が適
正であっ
たかを検
証した。

ソフト積木
の形(大小・
長短等)から
バランスを
崩しやすい
もの、踏み
外しそうな
もの等を予
想して、組
み合わせの
工夫や配
置、遊具の
数等を年齢
に応じて、
取り入れて
いく。それ
らについて
使い方、危
険性の確認
として検討
会議を開
き、周知し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午睡はな
く、午後お
やつ後の時
間帯で、身
体的には疲
れているこ
とも考えら
れる。反
面、気持ち
の上では運
動遊びをし
たい。それ
らを考慮し
て今回の活
動を設定し
たが、実
際、夕方の
運動遊びと
しては無理
があったこ
とも考えら
れる。

Ⅰ字ブロッ
ク箇所を減
らす、また
は遊具設定
の配置を組
み換える等
で見守り範
囲に死角を
作らないよ
うに徹して
いく。やり
たい気持ち
や出来ると
信じた気持
ちと、実際
に備わって
いる発達機
能との差が
ある場合に
どのように
意欲を維持
しながら機
能発達を促
進していく
かを考えサ
ポートして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

繰り返し
身体を動
かす遊び
をしてき
たことに
より、運
動遊びが
好きにな
り、今ま
では片足
ずつブ
ロックを
跳び越え
ていたが
初めて自
ら両足跳
びに挑戦
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の遊
びを見守
り、一番
危険と判
断した箇
所に留
まってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

主担任は
個人面談
があり、
席を外し
ていた。

全体を見
ながらも
一本橋遊
びの方に
意識を向
け過ぎ、
一箇所に
留まって
しまった
為、本児
の動きへ
の対応に
至らな
かった。
危険予測
に欠け
た。

一人で保育
する場合、
コースの範
囲を狭めた
り、死角を
作らない設
定にする等
が必要で
あった。ま
た、今回の
形で活動す
るには全体
を見渡す他
職員が必要
であったと
考え、見守
り対応の強
化と職員間
の声掛け等
を通して、
改善に向か
う。

10327

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

29 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
不全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

4

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

次の運動
遊びをす
るために
歩いて移
動してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の様
子を見渡
しながら
園児の様
子を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

分散した
位置にい
た。

足元に物
があるこ
とに気付
かなかっ
た。

ボール遊び
をしている
付近では、
ボールが転
がってくる
ことがあ
り、転倒に
つながるこ
とを事前に
話をし足元
にも意識が
いくように
する。

10328

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

81 ## ## ## 7 7
17.５
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足側背
骨　骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

4

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普通に歩
いてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

布団敷の
お手伝い
をしてい
る園児の
様子を見
ながら一
緒に布団
を敷いて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

分散した
位置にい
た。

特になし 特になし

10329

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

12 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

5.下肢
(足・足
指)

熱性けい
れん

8.その
他

1.あ
り

2.不定
期に実
施

　
2.基
準配
置

当事案に
ついて対
応の確
認。関係
職員に聞
き取り、
問題提
起。今回
の対応つ
いて全職
員で見直
しや確認
をした。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

2.不定期
に実施

　 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

休み明け
というこ
ともあ
り、様子
は気にか
けてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもの
様子を全
体的に把
握できて
いたため
すぐに発
見し対応
できた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すぐに駆
け付け職
員室への
連絡　他
児の対応

子どもたち
の遊ぶ様子
を全体的に
捉え把握し
ていたこと
ですぐに異
変に気付き
迅速に対応
することが
できた。ま
た、マニュ
アル研修を
行うことで
痙攣時にも
落ち着いて
対応するこ
とができ
た。

他クラス
の職員の
応援要請
他児の対
応　など
職員間で
共有
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他要
因・分
析、特記
事項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

10330

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

25 2 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

近くの園
児に気を
とられて
いたた
め、ケガ
に気付け
なかっ
た。

配置場所に
責任を持
ち、全体の
子どもの動
きを意識し
て目視し、
危険を予測
していく。
全職員へ事
故発生につ
いて周知し
再発防止に
努めた。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

外部の施
設を利用
してお
り、設備
面での問
題はな
かったと
思われ
る。

行事前に
も器材の
点検を
行ってい
るが、発
生時に再
度点検を
実施し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

競技の性
質上、カ
ゴの周辺
に玉が集
まりやす
く、そこ
に取りに
来る子も
多かった
ため。

１回で行
う人数を
減らし、
他の子に
ぶつかり
にくい状
況をつく
り、職員
が子ども
の動きを
確認しや
すくす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

競技に真
剣に取り
組み、た
くさん玉
を入れて
勝ちたい
という姿
が見られ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

カゴの転
倒に気を
つけて、
カゴの周
辺にいた
が、子ど
もの動き
の予測が
できてい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

問題なし

職員同士
で、どこ
を確認す
るかを伝
え合い、
見る範囲
に集中し
て、子ど
もの変化
をとらえ
ることが
できな
かったた
め。

周りにい
る子に気
をつけな
がら拾う
など、競
技を始め
る前に危
険なこと
を予測し
ていく。

10331

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
付け根部
分の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1
2.基
準配
置

目前で指
導する際
に、周囲
への配慮
が必ずし
も十分で
なかった
ことが考
えられ
る。

担任だけで
はなく、フ
リーの職員
を活用して
頻繁に巡回
するように
する。ま
た、事故に
つながるよ
うな動きが
あった場合
は事前に注
意等を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

シート敷き
の床であ
り、ハード
面に特に問
題は無かっ
たと思われ
るが、その
ような床で
も骨折のよ
うな事故が
起こり得る
という認識
が不足して
いた。

事故につな
がるような
遊び等の行
動が見られ
る場合は、
事前に注意
等喚起す
る。また、
十分な柔ら
かさのない
ところで体
操のような
ことをさせ
ないように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児用机
が並んで
いたた
め、視界
が十分で
はなかっ
たことが
考えられ
る。

自由遊び
の際は、
職員が目
を通しや
すいよう
な配置等
の工夫を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりで
あった
が、一緒
に遊んで
いた友達
に見せた
かったの
か、ブ
リッジの
姿勢を
とった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は保
育室内に
いたが、
発生当時
は他の園
児とのや
りとりを
していた
ため、対
象児の動
きを十分
把握でき
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者以外
の職員はそ
れぞれの配
置場所で保
育をしてお
り、見てい
なかった。
また、フ
リーの職員
は当時別の
保育室で対
応すべきこ
とを行って
いた。

目の前の対
応に気をと
られ、対象
児の動きに
対する注意
が必ずしも
十分ではな
かった。ま
た、対象児
の動きに特
段危険を感
じることが
できなかっ
た。

園児全体
の動きを
把握する
ように努
め、事
故・トラ
ブルが起
こりそう
な場面が
あった場
合には事
前に注意
を促す
等、園児
への声か
けを徹底
する。

10332

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 5 ## 6 6
13.１
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

顔面打撲、
二次感染を
伴う湿疹
（眼周
囲）、右眼
球打撲傷、
右眼瞼挫
傷、右外眼
角部瘢痕拘
縮、顔面皮
脂欠乏症

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員のい
た場所が
本児にす
ぐ手の届
く場所で
はなかっ
た。

すぐに対
応できる
位置に職
員を配置
するよう
にする。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

40
1.定期的
に実施

毎回

転倒した
場所の先
に机が
あった
為。

更に安全
に過ごせ
るよう机
等の配置
に配慮し
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

当児はお気
に入りの毛
布がないと
落ち着け
ず、保育士
も気をつけ
ながら当児
の姿を見て
いたが、移
動する際に
毛布を踏み
転倒してし
まった。

他児同
様、午睡
後はすぐ
に毛布を
片付け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一瞬で転
倒したの
でその後
すぐ手当
をした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自分の担
当の子を
見ながら
も全体を
見守って
いた。

特になし

引き続き、
当児が安心
できる様に
毛布の代わ
りに好きな
玩具等を渡
したり、気
持ちが落ち
着けるよう
関わってい
く。

10333

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

3 2 1 1 1
17.５
歳

2.女
児

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定期
的に実
施

2
2.基
準配
置

保護者と
懇談をし
ていたた
め、子ど
もへの配
慮が十分
ではな
かった。

子どもへ
の配慮を
しなが
ら、保護
者と懇談
するよう
にする。

2.不定期
に実施

 
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2

少人数で
遊んでい
たため、
保育室が
広く感じ
走ってし
まった。

保育室で
は走らな
い等子ど
も達に指
導する。

7.その
他

子どもの
見守りが
十分では
なかっ
た。

保育室で
走ると危
険なこと
を伝えな
がら見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

姉と一緒
で、いつ
もよりう
れしくて
気持ちが
高ぶって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

母親と相
談してい
たため、
少し離れ
たところ
から見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

時間外で
の業務を
行ってい
た。

クラス担
任は1名い
たが、母
親と話し
ていたた
め子ども
達への配
慮が十分
でなかっ
た。

クラス担
任が子ど
もへの配
慮をしな
がら、保
護者と懇
談するよ
うにす
る。

10334

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不定
期に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

危機対応
に関する
研修にで
きるだけ
参加する
ようにす
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

点検時に
念入りに
点検する
ととも
に、1年に
1度点検確
認表も見
直す

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

イスを
ベットに
みたてて
遊んでい
たが特に
危険と感
じなかっ
たため止
めなかっ
た。

イスの使
い方を改
めて伝え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に普段
と変わっ
た様子は
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラス全体
の子どもた
ちを見守り
ながら、他
の園児と遊
んでいる時
に、泣き声
がしたので
そちらの方
向を見ると
本児が床に
倒れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故時は
担任ひと
りがクラ
スにお
り、他の
職員はみ
ていな
かった。

園児と遊
びつつ全
体を見
守ってい
たが、注
意深さが
必要だっ
た。

注意深く
園児を観
察する必
要があ
る。

10335

令和
6年3
月21
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

32 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定期
的に実
施

3
2.基
準配
置

職員の配置
は基準を満
たしていた
が、園庭全
体を見渡せ
ている職員
がいなかっ
た。遊具毎
に職員が配
置できてい
なかった。

職員同士
で声かけ
を行い、
遊具毎に
確実に保
育者がつ
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭が広
く、遊ぶ
遊具の数
も多かっ
た。

保育者の人
数が少ない
時は、運動
遊びの遊具
の数をはじ
めから少な
くするなど
確実に保育
者が器具に
着けるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ふざけた
様子もな
く、雲梯
での遊び
方にも問
題はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体的に目
を配らせて
園児の様子
を観察して
いたが、他
の遊具で遊
んでいる子
も同時に見
ていたた
め、少し離
れた場所で
見ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同上

職員間のコ
ミュニケー
ションが不
足してお
り、保育者
がどこに居
てどのよう
に子どもを
見ていくの
か、共有す
る事ができ
ていなかっ
た。

運動遊び
の器具の
数を限定
し、遊具
毎に側に
ついて目
を配れる
ようにす
る。
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